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このたびは、「FOMA F8 8 1 iE S 」をご利用いただきまし 
て、まことにありがとうございます。 


ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど機器に添付の個別取扱説明 
書をよくお読みいただき、正しくお使いください。取扱説明書に不明な点がございましたら、裏面のお 
問い合わせ先までご連絡ください。 
FOMA F8 8 1 iE S は、あなたの有能なパートナーです。大切にお取り扱いの上、末長くご愛用ください。 


この『FOMA F8 8 1 iE S 取扱説明書』の本文中においては、「FOMA F8 8 1 iE S 」を「FOMA 
端末」と表記させていただいております。あらかじめご了承ください。 


※ 「安全上のご注意」は、P 1 6 に記載しています。ご使用の前に必ずお読みください。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末のご使用にあたって 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
取扱説明書の構成 


FOMA F8 8 1 iE S の取扱説明書は『取扱説明書』『かんたん操作ガイド』の 2 冊で構成 
されています。目的に合わせてお読みください。 
なお、取扱説明書はなくさないよう大切に保管してください。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA F8 8 1 iE S 取扱説明書（本書） 


● F8 8 1 iE S のすべての機能を詳しく説明しています。 
● 留守番電話サービスや転送でんわサービスなど、当社が提供するネットワークサービスについて説明 
しています。 
● 「故障かな？」と思ったときの対処方法やアフターサービスなどについて説明しています。 
● 巻末にクイックマニュアルが付いています。→ P 6 1 4 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA F8 8 1 iE S 取扱説明書　かんたん操作ガイド 


● F8 8 1 iE S の代表的な機能を、簡単な表現でわかりやすく説明しています。 


● FOMA は無線を利用しているため、トンネル・地下・建物の中など電波の届かない所、屋外でも電波 
の弱い所およびサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マンションなどの高層 
階で見晴らしのよい所であってもご使用になれない場合があります。なお、電波が強くアンテナマー 
クが3 本表示されている状態で、移動せずに使用している場合でも通話が切れることがありますので、 
ご了承ください。 
● 公共の場所、人の多い所や静かな所などでは、まわりの方の迷惑にならないようにご使用ください。 
● FOMA 端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとはいえませ 
ん。しかし、W-C DMA 方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第 
三者が受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞きとれません。 
● FOMA 端末は、音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状態の悪 
い所へ移動するなど、送信されてきたデジタル信号を正確に復元できない場合には、実際の音声と異 
なって聞こえる場合があります。 
● お客様ご自身でFOMA 端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるよう 
お願いします。万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負 
いかねますのであらかじめご了承ください。 
● お客様は S S L をご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。 
お客様によるS S L のご利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しS S L の安全性な 
どに関し何ら保証を行うものではなく、万一何らかの損害が発生したとしても一切責任を負いません 
ので、あらかじめご了承ください。 
認証会社：日本ベリサイン株式会社、ビートラステッド・ジャパン株式会社、日本ジオトラスト株式 
会社 
● この FOMA 端末は、FOMA プラスエリアに対応しております。 
● この FOMA 端末は、ドコモの提供する FOMA ネットワ－ク以外ではご使用になれません。 
T he FOMA terminal c an be us ed only via the FOMA network provided by DoC oMo. 
● FOMA F8 8 1 iE S は、バイリンガル機能には対応しておりません。 


1 


本書の見かた 


ここでは、本書の構成や説明方法について紹介します。 


● 本書では、UDLR（マルチカーソルボタン）を押して機能や項目を選 


ぶ操作を「選択」と表記しています。 


● 操作方法が複数ある場合は、最も簡単な操作方法で説明しています。 


● 文字の入力方法は主にインライン入力（入力欄に文字を直接入力する方法）で説明し 


ています。→ P 5 2 9 


本書の引きかたについて 


知りたい機能をすぐに探すことができるように、本書は次の検索方法を用意しています。 


かんたん検索から 
P 4 


よく使う機能や知っていると便利な機能を、わかりやすい言葉で探します。 


メニュー一覧から 
P 5 5 0 


画面に表示されるメニューから探します。 


表紙インデックスから 
表紙 


表紙右端のインデックスを使って、本書をめくりながら探します。 


P 2 ～ 3 で例をあげて説明しています。 


目次から 
P 6 


目的別に章で分類された目次から探します。 


機能名やサービス名などがわからないとき、掲載ページを探すのに便利です。 


特徴から 
P 1 4 


F8 8 1 iE S の特徴的な機能や便利な機能から探します。 


F8 8 1 iE S ならではの機能を使用したいとき、役立ちます。 


索引から 
P 6 0 0 


機能名や知りたい項目のキーワード、サービス名で探します。 


機能名やサービス名がわかっているとき、掲載ページを探すのに便利です。 


クイックマニュアルを利用する　 
P 6 1 4 


本書から切り取って外出時などに利用できる簡易なマニュアルです。 


本書で掲載している画面やイラストはイメージです。実際の製品とは異なる場合があ 


ります。 
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音／画面／照明設定 


音の設定 


携帯電話から鳴る着信音を変えます … … … … … … … … … … 
＜着信音設定＞ 
1 6 0 


着信を振動でお知らせします … … … … … … … … … … … … 
＜バイブレータ＞ 
1 6 3 


ボタンを押したときの音を鳴らすかどうかを設定します 
＜ボタン確認音＞ 
1 6 4 


充電時の音を鳴らすかどうかを設定します … … … … … … … 
＜充電確認音＞ 
1 6 5 


通話が途切れそうなときのアラームを設定します … 
＜通話品質アラーム＞ 
1 6 6 


イヤホンだけから着信音を鳴らします … … 
＜スピーカー／イヤホン切替＞ 
1 6 7 


電話から鳴る音を消します … … … … … … … … … … … … … 
＜マナーモード＞ 
1 6 8 


画面／照明の設定 


待受画面の表示を変えます … … … … … … … … … … … … … 
＜待受画面設定＞ 
1 6 9 


電話がかかってきたときの背面ディスプレイの表示を設定します 


メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


1 電話してきた相手を見る （ 
） 
－ 
P 8 4 


2 電話 ・ 電話帳を使う 


1 電話帳の内容を見る 
－ 
P 1 3 4 


2 電話帳に登録する 
－ 
P 1 2 0 


3 電話を受けた時の音を選ぶ 


1 音声電話の着信音を選ぶ 
着信音設定 ：鳴らす 
着信音 
：着信音 1 
P 1 6 0 


2 テレビ電話の着信音を選ぶ 
着信音設定 ：鳴らす 
着信音 
：ハープ 
P 1 6 0 


4 電話を受けた時の振動を選ぶ 


1 音声電話の振動を選ぶ 
振動させない 
P 1 6 3 


2 テレビ電話の振動を選ぶ 
振動させない 
P 1 6 3 


5 電話を受けた時の音量を調節する 
音量 4 
P 8 8 


6 相手の声の音量を調節する 
音量 4 
P 8 6 


7 伝言メモを使う 


1 伝言メモを再生する （ 
） 
－ 
P 9 8 


2 伝言メモを設定する 
停止する 
P 9 3 


3 伝言メモの応答メッセージを選ぶ 
標準 
P 9 7 


音・振動を変える 


ボタンを押したときに鳴る音を消したい ........................... ボタン確認音 1 6 4 


着信音を変えたい ...................................................................... 着信音設定 1 6 0 


メールの着信音を変えたい ............................................メール着信音設定 3 6 6 


電話から鳴る音を消したい ................................................... マナーモード 1 6 8 


着信のとき振動させたい ...................................................... バイブレータ 1 6 3 


電話帳のグループごとに着信音などを変えたい ........................................ 1 2 9 


目次／注意事項 


ご 使用前の確認 


電話のかけかた／ 
受けかた 


テレ ビ電 話の 
かけかた／受けかた 


電話帳 


音／画面／照明設定 


あん し ん設定 


音声呼出 し／ 
読み上げ機能 


カメ ラ 


かんたん検索から探すとき 


メニュー一覧から探すとき 


表紙インデックスから探すとき 


インデックスを頼りに、表紙→章扉→機能の説明ページという順で探すことができます。 


FOMA 端末の画面に表示されるメニューから探すことができます。 


よく使う機能や知っていると便利な機能が、わかりやすい言葉で目的別に分類されています。 
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基本的な操作手順 


操作の方法をショートカット操作（→P 4 2 ）で説明しています。また、操作手順の一 


部を簡略化して表記しています。 


1 
待受画面で 
「2 電話・電話帳を使う」 「4 電話を受けた時の振動を選ぶ」を押す 


待受画面で 
（メ 
ニューボタン）を押 
してメニュー画面を 
表示させます。 


2（2に対応する 
ダイヤルボタン）を 
押します。 


000 


音 
／ 
画 
面 
／ 
照 
明 
設 
定 


バ 
イ 
ブ 
レ 


ー 


タ 


次 
ペ 


ー 


ジ 
へ 
続 
く 


1 待受画面で電話帳番号 （ 0 ～ 9） を入力 
を 
押す 


● 電話帳番号を入力して 
を押すと、 テレビ電話をかけることができます。 


電話帳番号 


電話帳の名前と 1 件 
目の電話番号が点滅 
します。 


お知らせ 
● 入力した電話帳番号の電話帳データに電話番号を登録していない場合や、 F OMA 端末電話帳 


に電話帳データを登録していない場合は、 
または 
を押すと該当するデータがない 


旨のメッセージが表示されます。 
を押すと待受画面に戻ります。 


音声電話やテレビ電話着信時に振動 （バ イブ レ ータ ）でお知らせします。 


● 本機能を使用して机の上などに置いたままにすると、 振動で落下するおそれ 


があります。 


● 通話中に着信があった場合は振動しません。 
1 待受画面で 
「 2電話 ・ 電話帳を使う」 「 4電話を 
受けた時の振動を選ぶ」 を押す 


「 1 音声電話の振動を選ぶ」 ： 音声電話着信時のバ 


イブレータを設定し 


ます。 


「 2 テレビ電話の振動を選ぶ」 ： テレビ電話着信時の 


バイブレータを設定 


します。 


着信を振動でお知らせします ＜バイブレータ＞ 


お買い上げ時 
音声電話 ：振動させない　テレビ電話 ：振動させない 


お知らせ 
知っていると便利な情報を 
記載しています。 


お買い上げ時の設定 


インデックス 
章のタイトルと、各ページ 
の項目や機能名を表示して 
います。章ごとに位置が変 
わります。 


タイトル＜機能名＞ 
索引にはこの機能名を 
記載しています。 


機能の概要説明と補足 
補足には、操作するときに 
気をつけることを記載して 
います。 


画面表示 
基本的に操作後の画面を記 
載しています。 


次ページへ続く 
操作手順やお知らせが次の 
ページへ続く場合に記載し 
ています。 


操作に関する補足説明 
各操作の補足的な説明を記 
載しています。 


※ ページはイメージです。本文中のページとは異なります。 


4（4に対応するダイヤ 
ルボタン）を押します。 
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通話に便利な機能 


電話番号を知らせたい／知られたくない ........................発信者番号通知 
5 9 


スピーカーを使って通話したい ................................ スピーカーホン機能 
6 8 


相手の声の音量を変えたい........................................................... 受話音量 
8 6 


相手の声を聞き取りやすくしたい ....................................はっきりボイス 
6 7 


相手の話す速度を調節したい ............................................ゆっくりボイス 
6 7 


ボタンひとつで電話をかけたい ................................ ワンタッチダイヤル 1 4 5 


電話に出られないとき 


相手の用件を録音したい .............................................................. 伝言メモ 
9 3 


留守番電話サービスを利用したい ............................ 留守番電話サービス 5 0 1 


すぐに出られないときに保留にしたい ....................................... 応答保留 
9 0 


運転中や公共の場で電話を受けないようにしたい ................ 公共モード 
9 1 


音・振動を変える 


ボタンを押したときに鳴る音を消したい ........................... ボタン確認音 1 6 4 


着信音を変えたい ...................................................................... 着信音設定 1 6 0 


メールの着信音を変えたい............................................ メール着信音設定 3 6 6 


電話から鳴る音を消したい................................................... マナーモード 1 6 8 


着信のとき振動させたい ...................................................... バイブレータ 1 6 3 


電話帳のグループごとに着信音などを変えたい ........................................ 1 2 9 


画面表示を変える 


待受画面を変えたい .............................................................. 待受画面設定 1 6 9 


時計の時刻を合わせたい ...................................................... 日付時刻設定 
5 8 


画面の配色を変えたい .......................................................... 画面配色設定 1 7 2 


画面のマークの意味を知りたい ........................................... ディスプレイ 
3 5 


よく使う機能や知っていると便利な機能を、 
わかりやすい言葉から調べたいときにご活用 
ください。 
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カメラを使う 


写真を撮影したい .......................................................................... 写真撮影 2 3 1 


写真の大きさを変えたい .......................................................... 撮影サイズ 2 4 0 


シャッター音を変えたい ...............................................シャッター音設定 2 4 5 


フレームを付けて撮影したい ............................................... フレーム選択 2 3 8 


撮影した写真を見たい .................................................................. 画像表示 4 1 8 


ビデオを撮影したい .................................................................. ビデオ撮影 2 3 4 


安心して使うために 


電話帳の内容を知られたくない ................................ シークレットモード 1 9 2 


番号非通知の電話を受けたくない ........................ 非通知理由別着信設定 1 9 9 


ほかの人が使用できないようにしたい ............................... オールロック 1 9 0 


電話帳に登録していない人からの電話を受けたくない 


...................................................................................... 電話帳指定着信拒否 1 9 6 


その他の機能 


電卓として使いたい .............................................................................. 電卓 4 7 9 


歩数計として使いたい ...................................................................... 歩数計 4 8 0 


目覚ましとして使いたい ...................................................... 目覚まし機能 4 6 0 


予定を管理したい .............................................................................. 予定表 4 6 4 


ワンタッチで大音量アラームを鳴らしたい ............ ワンタッチアラーム 4 7 6 


電話帳、メール、写真などをバックアップしたい 


...................................................................................... データリンクソフト 5 7 4 


メールを使う 


2 つのボタンでメール作成画面を起動させたい ......... ツータッチメール 3 2 9 


画像やメロディを送りたい....................................................... 添付データ 3 3 1 


音声メールを送りたい .............................................................. 音声メール 3 3 3 


受信したメールを音声で聞きたい ....................................... 音声読み上げ 2 1 5 
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＜ WOR LD C ALL ＞ 
7 6 
途切れた電話を再接続するときのアラームを設定します ＜再接続アラーム＞ 
7 8 
車の中で手を使わずに話します … … … … … … … … … … ＜車載ハンズフリー＞ 
7 9 


電話の受けかた 


電話を受けます … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
8 0 
自動で電話を受けます … … … … … … … … … … ＜オートスピーカーホン機能＞ 
8 3 
着信履歴を利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜着信履歴＞ 
8 4 
相手の声の音量を調節します … … … … … … … … … … … … … … … ＜受話音量＞ 
8 6 
着信音の音量を調節します … … … … … … … … … … … … … … … … ＜着信音量＞ 
8 8 
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次 
／ 
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項 


電話に出られないとき／出られなかったとき 


すぐに電話に出られないとき保留にします … … … … … … … … … ＜応答保留＞ 
9 0 


運転中や公共の場で電話を受けないようにします 
… … … … … … … … … … … ＜公共モード（ドライブモード／電源 OFF）＞ 
9 1 


電話に出られないときに用件を録音します … … … … … … … … … ＜伝言メモ＞ 
9 3 


着信中の電話に出られないときに用件を録音します… … 
＜クイック伝言メモ＞ 
9 8 


伝言メモを再生／削除します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
9 8 


テレビ電話のかけかた／受けかた 


テレビ電話について … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 0 2 
テレビ電話をかけます … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 0 2 


テレビ電話を受けます … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 0 7 


テレビ電話中に画面の設定などを変更します … … … … … … … … … … … … … … 
1 0 8 
テレビ電話中の画面表示を設定します … … … … ＜テレビ電話画面表示設定＞ 1 1 2 


テレビ電話中の画面の明るさを設定します … ＜テレビ電話画面明るさ設定＞ 1 1 3 
テレビ電話がつながらないときの動作を設定します … … ＜音声再発信設定＞ 1 1 4 


テレビ電話をかけたときに自画像を送るかどうかを設定します 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜発信時自画像送信設定＞ 1 1 5 
テレビ電話中の親画面の大きさを設定します ＜テレビ電話画面大きさ設定＞ 1 1 6 


電話帳 


FOMA 端末で使用できる電話帳について … … … … … … … … … … … … … … … 
1 1 8 


FOMA 端末電話帳に登録します … … … … … … … … … … … … ＜電話帳登録＞ 1 2 0 


リダイヤルや着信履歴などから電話帳に登録します … … … … … … … … … … … 
1 2 6 
グループの名前や着信音を設定します … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 2 8 


電話帳をコピーします … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 3 0 
電話帳から電話をかけます … … … … … … … … … … … … … … … ＜電話帳検索＞ 1 3 4 


電話帳を修正します … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜電話帳修正＞ 1 4 0 


電話帳を削除します … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜電話帳削除＞ 1 4 3 


知られたくない電話帳を守ります … … … … ＜シークレット属性設定／解除＞ 1 4 4 
よく連絡を取り合う相手を登録します … … … … ＜ワンタッチダイヤル登録＞ 1 4 5 
電話帳の登録件数を確認します … … … … … … … … … … … … ＜登録件数確認＞ 1 5 5 


ボタン１つで電話をかけます … … … … … … … … … … ＜ワンタッチダイヤル＞ 1 5 6 


少ないボタン操作で電話をかけます … … … … … … … ＜ツータッチダイヤル＞ 1 5 7 


音／画面／照明設定 


音の設定 


携帯電話から鳴る着信音を変えます … … … … … … … … … … … ＜着信音設定＞ 1 6 0 


着信を振動でお知らせします … … … … … … … … … … … … … ＜バイブレータ＞ 1 6 3 
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次 
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事 
項 


ボタンを押したときの音を鳴らすかどうかを設定します … ＜ボタン確認音＞ 1 6 4 


充電時の音を鳴らすかどうかを設定します … … … … … … … … ＜充電確認音＞ 1 6 5 


通話が途切れそうなときのアラームを設定します … … ＜通話品質アラーム＞ 1 6 6 


イヤホンだけから着信音を鳴らします … … … ＜スピーカー／イヤホン切替＞ 1 6 7 


電話から鳴る音を消します … … … … … … … … … … … … … … ＜マナーモード＞ 1 6 8 


画面／照明の設定 


待受画面の表示を変えます … … … … … … … … … … … … … … ＜待受画面設定＞ 1 6 9 


電話がかかってきたときの背面ディスプレイの表示を設定します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜背面表示設定＞ 1 7 2 


画面のカラー配色を変更します … … … … … … … … … … … … ＜画面配色設定＞ 1 7 2 


ディスプレイの照明を設定します … … … … … … … … … … … … … ＜照明設定＞ 1 7 3 


時計の表示を設定します … … … … … … … … … … … … … … … ＜時計表示設定＞ 1 7 4 


あんしん設定 


暗証番号について 


FOMA 端末で利用する暗証番号について 
… … … … … … … … … … … … … … … 
1 7 8 
端末暗証番号を変更します … … … … … … … … … … … … ＜端末暗証番号変更＞ 1 8 0 


P IN コードを設定します … … … … … … … … … … … … … … ＜ P IN コード設定＞ 1 8 1 


P IN ロックを解除します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 8 7 


携帯電話の操作や機能を制限します 


各種ロック機能について … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 8 9 


他の人が使用できないようにします … … … … … … … … … … ＜オールロック＞ 1 9 0 


発信や着信ができないようにします … … … … … … … … … … ＜セルフモード＞ 1 9 1 


シークレット設定されている情報を表示します… … … ＜シークレットモード＞ 1 9 2 


リダイヤル・着信履歴・伝言メモの表示を制限します… … … 
＜履歴表示制限＞ 1 9 3 


電話帳やメールなどの個人情報を表示しないようにします 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜個人情報表示制限＞ 1 9 3 


ダイヤル発信を禁止します … … … … … … … … … … … … ＜ダイヤル発信制限＞ 1 9 5 


発着信や送受信を制限します 


指定した電話番号からの電話だけを受けません／受けます 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜電話帳指定着信拒否／許可＞ 1 9 6 


発信者番号のわからない電話を受けません … … … 
＜非通知理由別着信設定＞ 1 9 9 


電話帳未登録の相手の着信音を無音にします … … … … ＜無音着信時間設定＞ 2 0 1 


電話帳未登録の相手からの電話を受けません 
… … … … … … 
＜登録外着信拒否＞ 2 0 3 


その他の「あんしん設定」について 


その他の「あんしん設定」について … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 0 4 
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目 
次 
／ 
注 
意 
事 
項 


音声呼出し／読み上げ機能 


音声で呼び出す電話帳の単語を登録します … … … … ＜ボイスダイヤル登録＞ 2 0 6 


音声で電話帳を呼び出します … … … … … … … … … … … … ＜ボイスダイヤル＞ 2 0 9 


音声で呼び出す機能の単語を登録します … … … … … ＜ボイスメニュー登録＞ 2 1 0 
音声で機能を呼び出します … … … … … … … … … … … … … ＜ボイスメニュー＞ 2 1 4 


機能の説明やメールの内容などを音声で読み上げます … … … … … … … … … … 
2 1 5 
音声読み上げ辞書によく使う単語を登録します … ＜音声読み上げ単語登録＞ 2 2 3 


カメラ 


カメラをご使用になる前に … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 2 8 


写真を撮影します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜写真撮影＞ 2 3 1 
ビデオを撮影します … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜ビデオ撮影＞ 2 3 4 
撮影時の設定をします … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 3 6 


ｉモード 


ｉモードとは … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 4 8 


サイトを表示する 


サイトを表示します … … … … … … … … … … … … … … … ＜ｉモードメニュー＞ 2 5 5 
サイトの見かたと操作 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 5 8 


マイメニューを使います … … … … … … … … … … … … … … … ＜マイメニュー＞ 2 6 2 


ｉモード用のパスワードを変更します … … … … ＜ｉモードパスワード変更＞ 2 6 4 
インターネットホームページを表示します … … … … ＜インターネット接続＞ 2 6 5 


ホームページやサイトを登録してすばやく表示します… … … 
＜ブックマーク＞ 2 6 8 


サイトの内容を保存します … … … … … … … … … … … … … … … … ＜画面メモ＞ 2 7 6 


サイトから画像やメロディなどをダウンロードする 


サイトから画像をダウンロードします … … … … … … … … … … … ＜画像保存＞ 2 7 9 
サイトからメロディをダウンロードします … … … … … … … … ＜ｉメロディ＞ 2 8 0 


ｉモードの便利な機能 


ｉモードの便利な機能 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 8 1 


ｉモードの設定を行う 


ｉモードの詳細機能を設定します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 8 6 


メッセージサービスを利用する 


メッセージ R /F を受信したときは 
… … … … … … … ＜メッセージ R /F 受信＞ 2 9 3 


メッセージ R /F があるかどうかを問い合わせます 
… … ＜ｉモード問合せ＞ 2 9 8 


メッセージ R /F が着信したときの着信音を設定します 
… … … … … … … … … 
2 9 8 
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目 
次 
／ 
注 
意 
事 
項 


メッセージ R /F が着信したときの振動パターンを設定します 
… … … … … … 
3 0 0 
受信したメッセージ R /F を表示します 
… … … … … … … ＜メッセージ R /F ＞ 3 0 1 


証明書を利用する 


ユーザ証明書を操作します … … … … … … … … … … … … ＜ユーザ証明書操作＞ 3 0 5 


メール 


FOMA 端末のメール機能について 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 1 2 


ｉモードメールを作成します 


簡単な操作でｉモードメールを作成して送信します＜簡単メール作成・送信＞ 3 2 0 


ｉモードメールを作成して送信します … … … 
＜ｉモードメール作成・送信＞ 3 2 5 
よく送る相手にボタン 2 つでメールを作成します 
… ＜ツータッチメール＞ 3 2 9 
作成中のｉモードメールを保存しておき、あとで送信します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜ｉモードメール保存＞ 3 3 0 
ｉモードメールで静止画やメロディ、動画／ｉモーション、音声を 
送信します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 3 1 
例文を利用してメールを作成します … … … … … … … … … … … ＜メール例文＞ 3 3 9 
未送信／送信したｉモードメールを見ます … … … … ＜未送信／送信メール＞ 3 4 3 


ｉモードメールを受けます・操作します 


ｉモードメールを受信したときは … … … … … … … … ＜ｉモードメール受信＞ 3 4 5 
ｉモードメールを選択して受信します … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 4 7 
ｉモードメールがあるかどうかを問い合わせます … … … ＜ｉモード問合せ＞ 3 4 9 
受信したｉモードメールを見ます … … … … … … … … … … … … ＜受信メール＞ 3 5 1 
ｉモードメールに返事を出します … … … … … … … … ＜ｉモードメール返信＞ 3 5 3 
ｉモードメールを他の宛先に転送します … … … … … ＜ｉモードメール転送＞ 3 5 4 
ｉモードメールに添付された静止画を操作します … … … … … … … … … … … … 
3 5 5 
ｉモードメールからｉモーションを再生・保存します＜ i モーションメール＞ 3 5 9 
ｉモードメールに添付されたメロディを操作します … … … … … … … … … … … 
3 6 1 
ｉモードメールに添付されたデータを削除します … … … … … … … … … … … … 
3 6 5 


メールの設定を行います 


メール受信時の着信音を設定します … … … … … … … … ＜メール着信音設定＞ 3 6 6 
メール受信時の振動を設定します … … … … … … … … ＜メール着信振動設定＞ 3 6 7 
署名を付けてメールを送信します … … … … … … … … … … … … … ＜署名設定＞ 3 6 8 


添付データを受信するかどうかを設定します … … … 
＜添付データ受信設定＞ 3 6 9 
添付されたメロディを自動演奏するかどうかを設定します … … … … … … … … 
3 7 1 


S MS （ショートメッセージ）を使います 


S MS （ショートメッセージ）を作成して送信します 
＜ S MS 作成・送信＞ 3 7 2 
作成中の S MS （ショートメッセージ）を保存しておき、あとで 
送信します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜ S MS 保存＞ 3 7 5 
未送信／送信した S MS （ショートメッセージ）を見ます 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜未送信／送信メール＞ 3 7 6 
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項 


S MS （ショートメッセージ）を受信したときは … … … … … 
＜ S MS 受信＞ 3 7 8 


S MS （ショートメッセージ）があるかどうかを問い合わせます 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜ S MS 問合せ＞ 3 7 9 


受信した S MS （ショートメッセージ）を見ます … … … … … ＜受信メール＞ 3 8 0 


S MS （ショートメッセージ）に返事を出します … … … … … 
＜ S MS 返信＞ 3 8 2 


S MS （ショートメッセージ）を他の宛先に転送します… … … 
＜ S MS 転送＞ 3 8 3 


S MS （ショートメッセージ）を FOMA カードに保存します … … … … … … … 
3 8 4 


S MS （ショートメッセージ）の設定をします … … … … … … 
＜ S MS 設定＞ 3 9 0 


メールを管理します 


メールを管理します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 9 2 


メールの便利な機能 


メールの便利な機能 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 0 4 


ｉモーション 


ｉモーションを取得します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 1 0 


ｉモーションの動作を設定します … … … … … … … … … 
＜ i モーション設定＞ 4 1 5 


データ表示／編集／管理 


画像を使いこなします 


画像を表示します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 1 8 


アルバムを利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 2 4 


画像を削除します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜画像削除＞ 4 2 8 


画像一覧の並び順を変更します … … … … … … … … … … … … … ＜並び順変更＞ 4 2 9 


画像の残り枚数を確認します … … … … … … … … … … … … … ＜残り枚数確認＞ 4 3 0 


動画を使いこなします 


動画／ｉモーションを再生します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 3 1 


動画／ｉモーションを削除します … … … … … … … … … … … … … ＜動画削除＞ 4 3 8 
動画一覧の並び順を変更します … … … … … … … … … … … … … ＜並び順変更＞ 4 3 9 


動画／ｉモーションの表示サイズを設定します … … … … ＜表示サイズ設定＞ 4 4 0 


動画／ｉモーションを再生するときの照明を設定します … … … 
＜照明設定＞ 4 4 1 


動画／ｉモーションを再生するときの音量を設定します … … … 
＜音量設定＞ 4 4 2 


メロディを使いこなします 


メロディを再生します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 4 3 


メロディを削除します … … … … … … … … … … … … … … … … ＜メロディ削除＞ 4 4 7 
メロディ一覧の並び順を変更します … … … … … … … … … … … ＜並び順変更＞ 4 4 8 


メロディを再生する位置を設定します … … … … … … … … … ＜再生位置設定＞ 4 4 9 
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その他の便利な機能 


マルチアクセスについて … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 5 2 


自動的に電源を入れます … … … … … … … … … … … … … … … ＜自動電源 ON ＞ 4 5 5 


自動的に電源を切ります … … … … … … … … … … … … … … 
＜自動電源 OFF ＞ 4 5 7 


目覚ましや予定の時刻に自動的に電源を入れます ＜通知時刻自動電源 ON ＞ 4 5 9 


指定した時刻に目覚まし音でお知らせします … … … … … … ＜目覚まし機能＞ 4 6 0 
予定を管理します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜予定表＞ 4 6 4 


通話時間・積算時間を確認します … … … … ＜通話時間表示／積算時間表示＞ 4 7 2 


通話料金・積算料金を確認します … … … … ＜通話料金表示／積算料金表示＞ 4 7 4 


ワンタッチで大音量アラームを鳴らします … … … … ＜ワンタッチアラーム＞ 4 7 6 


電卓として使います … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜電卓＞ 4 7 9 
歩数計として使います … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜歩数計＞ 4 8 0 


スイッチ付イヤホンマイクの使いかた … … … ＜スイッチ付イヤホンマイク＞ 4 9 1 


イヤホンをつないで自動で電話を受けます … … ＜イヤホン接続時着信設定＞ 4 9 4 


各種機能の設定を初期状態に戻します … … … … … … … … … ＜設定リセット＞ 4 9 5 


登録したデータを一括して削除します … … … … … … … … ＜データ一括削除＞ 4 9 7 


ネットワークサービス 


利用できるネットワークサービス … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 0 
留守番電話サービスを利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 1 


キャッチホンを利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 4 


転送でんわサービスを利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 7 


迷惑電話ストップサービスを利用します … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 0 


番号通知お願いサービスを利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 2 


デュアルネットワークサービスを利用します … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 4 


ガイダンスを日本語と英語で切り替えます … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 5 
サービスダイヤルを利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 6 


通話中に電話がかかってきたときの応対方法を選びます 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜通話中着信動作選択＞ 5 1 6 
通話中着信設定を利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 7 


遠隔操作を利用します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 8 


データ通信 


データ通信について … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 2 
データ通信の準備の流れ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 4 


AT コマンドについて … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 5 
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文字入力 


文字入力について … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 8 


文字を入力します … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 3 1 


絵文字・記号・定型文を入力します … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 3 5 
定型文を登録／編集します … … … … … … … … … … … … … … … ＜定型文登録＞ 5 4 1 


文字のコピーと貼り付け … … … … … … … … … … … … … … … … ＜文字コピー＞ 5 4 2 
区点コードで入力します … … … … … … … … … … … … … … ＜区点コード入力＞ 5 4 4 
よく使う単語を登録します … … … … … … … … … … … … … … … … ＜単語登録＞ 5 4 5 


電話帳を引用して入力します … … … … … … … … … … … … … … ＜電話帳呼出＞ 5 4 7 
入力予測機能を使用します／使用しません … … … … … ＜文字入力方法設定＞ 5 4 8 


付録 


メニュー一覧 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 5 0 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 5 7 
記号・特殊文字入力一覧 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 5 8 


区点コード一覧 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 6 0 
絵文字入力変換・読み上げ一覧 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 6 4 


記号・半角カタカナ・半角英数字読み上げ一覧 … … … … … … … … … … … … … 
5 6 6 
マルチアクセスの組み合わせについて … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 1 
FOMA 端末から利用できるサービス 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 2 


オプション・関連機器のご紹介 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 3 
データリンクソフトのご紹介 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 4 


FOMA 端末と外部機器とのデータ連携 
… … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 6 


困ったときには 


故障かな？と思ったら、まずチェック … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 7 
こんな表示が出たら … … … … … … … … … … … … … ＜エラーメッセージ一覧＞ 5 7 9 
保証とアフターサービス … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 8 5 


ソフトウェア更新を利用します … … … … … … … … … … ＜ソフトウェア更新＞ 5 8 7 
携帯電話機の比吸収率（S AR ）について 
… … … … … … … … … … … … … … … 
5 9 6 
主な仕様 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 9 7 


FOMA 端末の保存・登録・保護件数 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 9 8 


索引／クイックマニュアル 


索引 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
6 0 0 


クイックマニュアル … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
6 1 4 
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F 8 8 1 iE S ならではの便利な機能 


簡単メール 
→ P 3 2 0 


画面の表示に従って操作すると、手軽に 
メールを作成できます。写真やビデオの 
添付も簡単です。さらに、伝えたいこと 
をその場で録音し、メールに添付して送 
信することもできます（音声メール）。 


ワンタッチダイヤル 
→ P 1 5 6 


ディスプレイの下の数字ボタン（ワン 
タッチダイヤルボタン）を押すだけで、 
登録した相手に、簡単に電話をかけたり 
メールを作成したりすることができま 
す。登録相手専用の着信音や着信画像を 
設定することも可能です。 


音声読み上げ 
→ P 2 1 5 


表示中の操作の説明、受信メールやサイ 
トの内容を読み上げます。 
F OMA 端末を折り畳んでいるときに右 
側面の 
を1 秒以上押せば、日時を声 
でお知らせします。読み上げの声質や速 
さを変更して、聞きやすい読み上げ動作 
を設定することができます。 


音声認識 
→ P 2 0 9 、P 2 1 4 


名前や単語を音声登録して、電話帳や各 
機能を簡単に呼び出すことができます。 


FOMA は、第三世代移動通信システム（IMT -2 0 0 0 ）の世界標準規格の１つと 


して認定された W-C DMA 方式をベースとしたドコモのサービス名称です。 


F OMA F 8 8 1 iE S の特徴 


楽しいｉモード機能 


ｉモード（有料） 
→ P 2 4 8 


簡単なボタン操作でサイトやインター 
ネットホームページに接続し、情報を閲 
覧できるオンラインサービスです。 


ｉモードメール 
→ P 3 2 5 


ｉモードをご契約の携帯電話はもちろ 
ん、パソコンなどとのメールのやりとり 
ができます。 


ｉモーションメール 
→ P 3 3 1 


F OMA 端末内蔵のカメラで撮影したビ 
デオや、サイトやインターネットから取 
得したｉモーションを、ｉモードメール 
に添付して手軽に送信することができま 
す。 


ｉモーション 
→ P 4 1 0 


サイトやインターネットから映像や音を 
ダウンロードして楽しむことができま 
す。F OMA 端末に保存したｉモーショ 
ンを着信音や着信画像に設定できます 
（着モーション）。 


ゆっくりボイスと 
はっきりボイス 
→ P 6 7 


相手の声のスピードを調節する「ゆっく 
りボイス」と、騒音の中でも相手の声を 
明瞭にする「はっきりボイス」。音声電 
話の際に相手の声を聞き取りやすくする 
2 つの機能を備えています。 


データ通信に関する詳細は添付の C D-R OM 内に記載しています。 


光ナビゲーションと 
ガイド機能 
→ P3 8 、→ P8 0 、P2 3 4 


音声電話やテレビ電話がかかってくる 
と、ボタンが明るく点滅して電話に出る 
方法をお知らせします。ビデオ撮影時や 
設定を確定するときなど、次に押すボタ 
ンがわかります。画面下に「ガイド」が 
表示されるメニューや機能名などは、そ 
の説明を読むことができます。 
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その他の役立つ機能 


ツインカメラ 
→ P 2 2 8 


内側カメラと外側カメラを搭載している 
ので、テレビ電話の相手に送信する画像 
を切り替えることができます。FOMA 端 
末の右側面の 
（ 
）を押せば、ワン 
タッチでカメラが起動します。写真撮影 
画面からは簡単にビデオに切り替えるこ 
とができます。 
ワンタッチアラーム 
→ P 4 7 6 


緊急時にスイッチを使って大音量のア 
ラームを鳴らし、自分の居場所を周囲に 
知らせることができます。 


テレビ電話 
→ P 1 0 2 


テレビ電話に対応した F OMA 端末どう 
しで、画面に映し出される相手の顔を見 
ながら通話できます。スピーカーホン機 
能を利用すると、F OMA 端末を置いた 
ままでもお話しすることができます。 


新着情報 
→ P 3 7 


新しい不在着信・受信メール・伝言メモ・ 
受信メッセージリクエストなどがある 
と、待受画面にはその内容を確認するた 
めのボタンが表示されます。 
簡単なボタン操作で、未確認の情報を確 
認することができます。 


歩数計 
→ P 4 8 0 


F OMA 端末を歩数計として利用し、歩い 
た距離、消費したカロリーなどを算出する 
ことができます。また、歩数計の情報を、 
毎日同じ時間、同じ宛先に自動的に送るこ 
とができます（歩数自動送信メール）。 


予定表 
→ P 4 6 4 


行事や用件などを登録して、必要なとき 
に確認できます。また、登録した予定を 
音声でお知らせすることもできます。 


くっきり補正 → P 1 0 9 、P 2 4 1 


テレビ電話やビデオの画質を自動的に補 
正する機能を備えています。暗い画像は 
明るい画像に、明るい画像はより色鮮や 
かな画像にします。 


多彩なあんしん設定 


個人情報表示制限 
→ P 1 9 3 


メールや電話帳データ、F OMA 端末内 
蔵のカメラで撮影した写真などを、ディ 
スプレイに表示しないように設定するこ 
とができます。見られたくないデータが 
あるときに便利です。 


履歴表示制限 
→ P 1 9 3 


リダイヤルや着信履歴などを表示しない 
ように設定することができます。知られ 
たくない発信・着信情報があるときに便 
利です。 


迷惑メールなどの受信拒否 
→ P 3 1 4 


知らないアドレスからのメールや不要な勧誘メールなどを受信しないように設定するこ 
とができます。シークレットコード登録やアドレス指定による受信拒否など、さまざま 
な迷惑メールへの対処方法があります。 


豊富なネットワークサービス 


• S MS （ショートメッセージ）※ 2 


→ P 3 7 2 


• デュアルネットワークサービス 


（有料）※ 1 ※ 3 
→ P 5 1 4 


• 留守番電話サービス（有料）※ 1 


→ P 5 0 1 


• キャッチホン（有料）※ 1 
→ P 5 0 4 


• 転送でんわサービス※ 1 
→ P 5 0 7 


※ 1 ：お申し込みが必要です。 
※ 2 ：お申し込みは不要です。 
※ 3 ：設定の際にネットワーク暗証番号が必要になります。→ P 1 7 9 
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安全上のご注意（必ずお守りください） 


指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示します。 


電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。 


■「安全上のご注意」は次の 6 項目に分けて説明しています。 


FOMA 端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、 
　FOMA カードの取り扱いについて（共通）............................................................. 1 7 


FOMA 端末の取り扱いについて.................................................................................. 1 8 


電池パックの取り扱いについて ................................................................................... 2 0 


オプション品（AC アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取り扱いについて .... 2 1 


FOMA カードの取り扱いについて .............................................................................. 2 3 


医用電気機器近くでの取り扱いについて ................................................................... 2 4 


この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負 
う危険が切迫して生じることが想定される」内容です。 


この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負 
う可能性が想定される」内容です。 


この表示は、取り扱いを誤った場合、 
「傷害を負う可能性が想定 
される場合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。 


危険 


警告 


注意 


■ 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。 


禁止（してはいけないこと）を示します。 


分解してはいけないことを示す記号です。 


水がかかる所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないことを 
示す記号です。 


濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。 


● ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いくださ 
い。また、お読みになった後は、大切に保管してください。 
● ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を 
未然に防ぐための内容を記載していますので、必ずお守りください。 


■ 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合 
に生じる危害や損害の程度を説明しています。 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMA カードの取り扱いについて（共通） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
危険 


FOMA 端末に使用する電池パックおよびアダプタ（充電器含む）は、ドコモ 
グループ各社が指定したものを使用してください。 
指定品以外のものを使用した場合、FOMA 端末や電池パック、その他の機器を漏液、 
発熱、破裂、発火、故障させる原因となります。 
電池パック　F0 7 
卓上ホルダ　F0 9 
FOMA A C アダプタ 0 1 
FOMA DC アダプタ 0 1 
車内ホルダ　0 1 
その他、互換性のある商品についてはドコモショップなどの窓口までお問い合わせく 
ださい。 


分解、改造をしないでください。また、ハンダ付けしないでください。 
火災、けが、感電などの事故または故障の原因となります。また、電池パックを漏液、 
発熱、破裂、発火させる原因となります。 


火のそばや、ストーブのそば、直射日光の強い所や炎天下の車内などの高温 
の所で使用、放置しないでください。　　　 
機器の変形、故障や、電池パックの漏液、発熱、破裂、発火、性能や寿命の低下の原 
因となります。また、ケースの一部が熱くなり、やけどの原因となることがあります。 


濡らさないでください。 
水やペットの尿などの液体が入ると、発熱、感電、火災、故障、けがなどの原因とな 
ります。使用場所、取り扱いにご注意ください。 


ガソリンスタンドなど、引火、爆発のおそれがある所では、使用しないでく 
ださい。 
プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵が発生する所で使用すると、爆発や火 
災の原因となります。 


電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に、FOMA 端末、電池パック、ア 
ダプタ（充電器含む）、FOMA カードを入れないでください。 
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させたり、FOMA 端末、アダプタ（充電器含む）、 
FOMA カードの発熱、発煙、発火や回路部品を破壊させる原因となります。 


強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしないでください。 
電池パックの漏液、発熱、破裂、発火や機器の故障、火災の原因となります。 


充電端子や外部接続端子に導電性異物（金属片、鉛筆の芯など）が触れない 
ようにしてください。また、内部に入れないようにしてください。 
ショートによる火災や故障の原因となります。 


使用中、充電中、保管時に異臭、発熱、変色、変形など、いままでと異なる 
ときは、直ちに次の作業を行ってください。 
1 . 電源プラグをコンセントやソケットから抜く。 
2 . FOMA 端末の電源を切る。 
3 . 電池パックを FOMA 端末から取り外す。 
そのまま使用すると発熱、破裂、発火または電池パックの漏液の原因となります。 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末の取り扱いについて 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMA カードの取り扱いについて（共通）（つづき） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの内容を教えてください。また、 
使用中においても、指示どおりに使用しているかをご注意ください。 
けがなどの原因となります。 


ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な所には置かないでください。 
落下して、けがや故障の原因となります。 


乳幼児の手の届かない所に保管してください。 
誤って飲み込んだり、けがなどの原因となったりします。 


湿気やほこりの多い所や高温になる所には、保管しないでください。 
故障の原因となります。 


充電、または動画撮影や再生、テレビ電話、ｉモードの繰り返しや長時間連 
続使用などの場合において FOMA 端末や電池パック・アダプタ（充電器含 
む）の温度が高くなることがあります。 
温度の高い部分に直接長時間触れると、お客様の体質や体調によっては肌に赤みやか 
ゆみ、かぶれなどが生じるおそれがあります。 
FOMA 端末をアダプタ（充電器含む）に接続した状態で長時間連続使用される場合に 
は、特にご注意ください。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、FOMA 端末の電源を切っ 
てください。 
電子機器や医用電気機器に影響を与える場合があります。 
また、自動的に電源が入る機能を設定している場合は、設定を解除してから電源を 
切ってください。 
医療機関内における使用については各医療機関の指示に従ってください。 
また、航空機内での使用などの禁止行為をした場合、法令により罰せられることがあ 
ります。 


高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くでは、FOMA 端末の電 
源を切ってください。 
電子機器が誤作動するなどの影響を与える場合があります。 
※ ご注意いただきたい電子機器の例 
補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その他医用電気機器、 
火災報知器、自動ドア、その他の自動制御機器など。 
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その他医用電気機器をご使用 
される方は、当該の各医用電気機器メーカもしくは販売業者に電波による影響につ 
いてご確認ください。 


医用電気機器などを装着している場合は、胸ポケットや内ポケットなどへの 
装着はおやめください。 
FOMA 端末を医用電気機器などの近くで使用すると、医用電気機器などの故障の原因 
となるおそれがあります。 


心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着信音量の設定に注意してく 
ださい。 
心臓に影響を与える可能性があります。 
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目 
次 
／ 
注 
意 
事 
項 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末の取り扱いについて（つづき） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


自動車などを運転中に使用しないでください。 
2 0 0 4 年 1 1 月 1 日から、運転中の携帯電話の使用は罰則の対象となっております。 
車載ハンズフリー機器をご利用の場合でも、車を安全な所に停車してからご利用くだ 
さい。運転中は、公共モード（ドライブモード）または留守番電話サービスをご利用 
ください。 


スピーカーホン機能を動作させて通話する場合や、ワンタッチアラームを使 
用する場合は、必ず FOMA 端末を耳から離してください。 
難聴になる可能性があります。 


エアバックの近くのダッシュボードなど、エアバックの展開による影響が予 
想される所に FOMA 端末を置かないでください。 
エアバックが展開した場合、FOMA 端末が本人や他の人などに当たり、けがなどの事 
故や故障および破損の原因となります。 


屋外で使用中に、雷が鳴りだしたら、すぐに電源を切って安全な所に移動し 
てください。 
落雷、感電の原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


ストラップなどを持って FOMA 端末を振り回さないでください。 
本人や他の人などに当たり、けがなどの事故や故障および破損の原因となります。 


お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹などが生じることが 
あります。異状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師の診断を受けてく 
ださい。 
次の箇所に金属を使用しています。 


※ ：樹脂コートされていますが、これがはがれると肌に触れる可能性があります。 


FOMA カード挿入口には、水などの液体や金属片、燃えやすいものなどの異 
物を入れないでください。 
火災、故障、感電の原因となります。 


自動車内で使用した場合、車種によっては、まれに車載電子機器に影響を与 
えることがあります。 
安全走行を損なうおそれがありますので、その場合は使用しないでください。 


磁気カードなどを FOMA 端末に近づけたり、挟んだりしないでください。 
キャッシュカード、クレジットカード、テレホンカード、フロッピーディスクなどの 
磁気データが消えてしまうことがあります。 


FOMA 端末を開閉する際は、指やストラップなどを挟まないようご注意くだ 
さい。 
けがなどの事故や破損の原因となることがあります。 


材　質 


アルミ蒸着 


マグネシウム合金 


使用箇所 


背面液晶の周囲 


ディスプレイ表示側フロントケース※ 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末の取り扱いについて（つづき） 


誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れた場合には、液体を口にしたり、 
吸い込んだり、皮膚につけたりしないでください。 
液晶が目や口に入った場合は、すぐにきれいな水で洗い流し、直ちに医師の 
診断を受けてください。 
また、皮膚や衣類に付着した場合は、すぐにアルコールなどで拭き取り、石 
鹸で水洗いしてください。 
失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 


誤ってディスプレイ、カメラのレンズを破損したときは、割れたガラスなど 
にご注意ください。 
けがの原因となります。 
ディスプレイ、カメラのレンズの表面は、ガラス板上にプラスチックパネルを取り付 
け、ガラスが飛散しにくい構造になっていますが、万一、切断面などに触れますとけ 
がをすることがあります。 


内蔵のカメラのレンズに太陽光などの強い光が進入する状態で長時間放置し 
ないでください。 
レンズの集光作用により、火災が発生する原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
電池パックの取り扱いについて 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
危険 


表　示 


Li-ion 


電池の種類 


リチウムイオン電池 


■ 電池パックのラベルに記載されている表示により、電池の種類をご確認くだ 
さい。 


電池パック内部の液体が目のなかに入ったときは、こすらず、すぐにきれい 
な水で洗った後、直ちに医師の診断を受けてください。 
失明の原因となります。 


火の中に投下しないでください。 
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。 


端子に針金などの金属類を接触させないでください。また、金属製ネックレ 
スなどと一緒に持ち運んだり、保管したりしないでください。 
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。 


釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、踏みつけたりしないでください。 
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。 


電池パックを FOMA 端末に取り付けするときに、うまく取り付けできない 
場合は、無理に取り付けしないでください。また、電池パックの向きを確か 
めてから取り付けしてください。 
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。 
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目 
次 
／ 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
電池パックの取り扱いについて（つづき） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
オプション品（A C アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取り扱いについて 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


電池パック内部の液体が皮膚や衣服に付着した場合は、直ちに使用をやめて 
きれいな水で洗い流してください。 
皮膚に傷害を起こす原因となります。 


所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充電をやめてくださ 
い。 
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。 


電池パックが漏液したり、異臭がするときは、直ちに使用をやめて火気から遠ざ 
けてください。 
漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因となります。 


一般のゴミと一緒に捨てないでください。 
発火、環境破壊の原因となります。不要となった電池パックは、端子にテープなどを 
貼り、絶縁してからドコモショップなどの窓口にお持ちいただくか、回収を行ってい 
る市町村の指示に従ってください。 


コンセントやシガーライタソケットにつながれた状態で充電端子をショート 
させないでください。 
また、充電端子に手や指など、身体の一部を触れさせないでください。 
火災、故障、感電、傷害の原因となります。 


濡れた手でアダプタ（充電器含む）のコード、コンセントに触れないでくだ 
さい。 
感電の原因となります。 


ACアダプタや卓上ホルダは、風呂場などの湿気の多い所では使用しないでくだ 
さい。 
感電の原因となります。 


長時間使用しない場合は、電源プラグをコンセントやシガーライタソケット 
から抜いてください。 
感電、火災、故障の原因となります。 


アダプタ（充電器含む）のコードや電源コードが傷んだら使用しないでくだ 
さい。 
感電、発熱、火災の原因となります。 


万一、水などの液体が入った場合は、直ちにコンセントやシガーライタソ 
ケットからプラグを抜いてください。 
感電、発煙、火災の原因となります。 


A C アダプタをコンセントに差し込むときは、金属製ストラップなどの金属 
類を触れさせないように注意し、確実に差し込んでください。 
感電、ショート、火災の原因となります。 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
オプション品（A C アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取り扱いについて（つづき） 


指定の電源、電圧で使用してください。 
誤った電圧で使用すると火災や故障の原因となります。海外で使用する場合は、 
FOMA 海外兼用 A C アダプタ 0 1 を使用してください。 
A C アダプタ： 
A C 1 0 0 V 
FOMA 海外兼用 A C アダプタ： 
A C 1 0 0 ～ 2 4 0 V （家庭用交流コンセントのみに接続すること） 
DC アダプタ： 
DC 1 2 V ・2 4 V （マイナスアース車専用） 


DC アダプタのヒューズが万一切れた場合は、必ず指定のヒューズを使用し 
てください。 
誤ったヒューズを使用すると、火災、故障の原因となります。指定ヒューズに関して 
は、個別取扱説明書でご確認ください。 


DCアダプタはマイナスアース車専用です。プラスアース車には使用しないで 
ください。 
火災の原因となります。 


プラグについたほこりは、拭き取ってください。 
火災の原因となります。 


充電中は、アダプタ（充電器含む）および卓上ホルダを安定した所に置いて 
ください。また、アダプタ（充電器含む）および卓上ホルダを布や布団で覆っ 
たり、包んだりしないでください。 
FOMA 端末が外れたり、熱がこもり、火災、故障の原因となります。 


雷が鳴り出したら、FOMA 端末、アダプタ（充電器含む）には触れないでくだ 
さい。 
落雷、感電の原因となります。 


電源プラグがコンセントから抜けない場合、無理に抜かないでください。 
破損し、感電や故障の原因となります。 


コンセントや配線器具の定格を超えた使用はしないでください。 
タコ足配線などで定格を超えると、発熱、火災の原因となります。 


車内ホルダは確実に取り付けてください。 
急ブレーキなどで機器が外れると、事故や故障の原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


お手入れの際は、コンセントやシガーライタソケットから抜いて行ってくださ 
い。 
感電の原因となります。 


アダプタ（充電器含む）をコンセントやシガーライタソケットから抜く場合 
は、アダプタ（充電器含む）のコードを引っ張らず、プラグを持って抜いて 
ください。 
コードを引っ張るとコードが傷つき、感電、火災の原因となります。 


アダプタ（充電器含む）のコードや電源コードの上に重いものを載せたりし 
ないでください。 
感電、火災の原因となります。 


濡れた電池パックを充電しないでください。 
電池パックを発熱、発火、破裂させる原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA カードの取り扱いについて 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


FOMA カードを取り外す際にご注意ください。 
手や指を傷つける可能性があります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
オプション品（A C アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取り扱いについて（つづき） 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
医用電気機器近くでの取り扱いについて 


■ 本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端 
末等の使用に関する指針」（電波環境協議会）に準ずる。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


満員電車の中など混雑した所では、付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植 
込み型除細動器を装着している方がいる可能性がありますので、FOMA 端末の 
電源を切るようにしてください。 
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える 
場合があります。 


医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。 
・手術室、集中治療室（IC U）、冠状動脈疾患監視病室（C C U）には FOMA 端末を持 
ち込まないでください。 
・病棟内では、FOMA 端末の電源を切ってください。 
・ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、FOMA 端末の電源を切っ 
てください。 
・医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医 
療機関の指示に従ってください。 
・自動的に電源が入る機能が設定されている場合は、設定を解除してから電源を切っ 
てください。 


植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、 
装着部から FOMA 端末は 2 2 cm 以上離して携行および使用してください。 
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える 
場合があります。 


自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除 
細動器以外の医用電気機器を使用される場合には、電波による影響について 
個別に医用電気機器メーカなどにご確認ください。 
電波により医用電気機器の作動に影響を与える場合があります。 
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■ 共通のお願い 


● 水をかけないでください。 
・FOMA 端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）は防水仕様にはなっており 
ません。風呂場など、湿気の多い所でのご使用や、雨などがかかることはおやめ 
ください。また身につけている場合、汗による湿気により内部が腐食し、故障の 
原因となります。 
調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した場合、保証の対象外となり修 
理できないことがありますので、あらかじめご了承ください。なお、保証の対象 
外ですので修理を実施できる場合でも有償修理となります。 


● お手入れは乾いた柔らかい布で行ってください。 
・FOMA 端末のディスプレイは、特殊コーティングを施してあります。お手入れ 
の際に、乾いた布などで強くこすると、ディスプレイに傷がつく場合がありま 
す。お取り扱いには十分ご注意いただき、お手入れは乾いた柔らかい布(めがね 
拭きなど)で行ってください。また、ディスプレイに水滴や汚れなどが付着した 
まま放置すると、シミになったり、コーティングがはがれたりすることがありま 
す。 
・アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、色があ 
せたりすることがあります。 


● 端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。 
・端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることなどがあります。また、 
充電不十分の原因となりますので、汚れたときは、端子を乾いた布、綿棒などで 
拭いてください。 


● エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。 
・急激な湿度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。 


● FOMA 端末に無理な力がかかるような所に置かないでください。 
・多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣類のポケットに入れて座ったりする 
と、液晶画面、内部基板などの破損、故障の原因となり、保証の対象外となりま 
す。 


● 電池パックやアダプタ（充電器含む）に添付されている個別取扱説明書をよくお読 
みください。 


■ FOMA 端末についてのお願い 


● 極端な高温、低温は避けてください。 
・温度は 5 ℃～ 3 5 ℃、湿度は 4 5 % ～ 8 5 % の範囲でご使用ください。 


● 一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いになっている近くで使用すると、影響 
を与える場合がありますので、なるべく離れた所でご使用ください。 


● お客様ご自身で FOMA 端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保 
管してくださるようお願いします。 
・万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任 
を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


● ズボンやスカートの後ろポケットに FOMA 端末を入れたまま、椅子などに座らな 
いでください。また、かばんの底など無理な力がかかるような所には入れないでく 
ださい。 
・故障、破損の原因となります。 


● ストラップなどを挟んだまま、FOMA 端末を折り畳まないでください。 
・故障、破損の原因となります。 


取扱上の注意について 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● 使用中や充電中、F OMA 端末が温かくなることがありますが、異常ではありませ 
ん。そのままご使用ください。 


● カメラを直射日光に向けて放置しないでください。 
・素子の退色・焼付きを起こす場合があります。 


● FOMA 端末を異物のある机上などに置かないでください。 
・破損の原因となります。 


● 通常はイヤホンマイク端子キャップ、外部接続端子キャップをはめた状態でご使用 
ください。 
・ほこり、水などが入り故障の原因となることがあります。 


● ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりしないでください。 
・傷つくことがあります。 


● ディスプレイ面やダイヤルボタンのある面に厚みのあるシールなどを貼らないでく 
ださい。 
・故障、破損の原因となります。 


■ 電池パックについてのお願い 


● 電池パックは消耗品です。 
・十分に充電しても使用できる時間が極端に短くなったら交換時期です。指定の新 
しい電池パックをお買い求めください。なお、電池パックの寿命は、使用状態な 
どによっても異なります。 


● 充電は、適正な周囲温度（5 ℃～ 3 5 ℃）の所で行ってください。 


● 初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に必ず充電 
してください。 


● 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度により異なります。 


● 直射日光が当たらず、風通しのよい涼しい所に保管してください。 
・長時間使用しないときは、使い切った状態で FOMA 端末またはアダプタ（充電 
器含む）から外し、電池パックを包装しているビニール袋などに入れて保管して 
ください。 


● 電池パックの金属部分（端子）が汚れると、端末との接触が悪くなり電源が切れた 
りすることがあります。汚れたら乾いた布や綿棒などで拭いてからご使用ください。 


● 電池パックは、電池残量なしの状態で保管・放置をしないでください。 
・長時間放置される場合はFOMA 端末から外し、乾燥した冷暗所に保存してくだ 
さい。また、半年に１回程度、電池パックの補充電を行ってください。 


● 電池パックは、長期間使用しない場合でも 6 か月に一度は充電してください。 
・電池パックの性能や寿命を低下させる原因となることがあります。 


■ アダプタ（充電器含む）についてのお願い 


● 充電は、適正な周囲温度（5 ℃～ 3 5 ℃）の所で行ってください。 


● 次のような所では、充電しないでください。 
・湿気、ほこり、振動の多い所 
・一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く 


● 充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなることがありますが、異常ではありま 
せんのでそのままご使用ください。 


● DC アダプタを使用して充電する場合は、車のエンジンを切ったまま使用しないで 
ください。 
・車のバッテリーを消耗させる原因となります。 


● 抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そのコンセントの取扱説明書に 
従ってください。 


● 強い衝撃を与えないでください。また、充電端子を変形させないでください。 
・故障の原因となります。 
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カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなど 
にご配慮ください。 


■ FOMA カードについてのお願い 


● FOMA カードの取り外しには、必要以上に力を入れないようにしてください。 


● ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷をかけないようにしてください。 


● 使用中、FOMA カードが温かくなることがありますが、異常ではありませんのでそ 
のままご使用ください。 


● 他の IC カード読み取り装置（リーダー／ライター）などに FOMA カードを挿入し 
て使用した結果として故障した場合は、お客様の責任となりますので、ご注意くだ 
さい。 


● IC 部分はいつもきれいな状態でご使用ください。 


● お手入れは、乾いた柔らかい布などで拭いてください。 


● お客様ご自身で FOMA カードに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして 
保管してくださるようお願いします。 
・万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任 
を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


● 環境保全のため、不要になった FOMA カードはドコモショップなどの窓口にお持 
ちください。 


● 極端な高温・低温は避けてください。 


● IC を傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさせたりしないでください。 
・データの消失、故障の原因となります。 


● FOMA カードを落としたり、衝撃を与えたりしないでください。　　　　 
・故障の原因となります。 


● FOMA カードを曲げたり、重いものを載せたりしないでください。　　　　 
・故障の原因となります。 
■ カメラについて 
お客様がFOMA 端末を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為などを行う場合、 
法律、条例（迷惑防止条例など）に従い処罰されることがあります。 
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知的財産権について 


商標について 


本書に記載されている会社名や商品名は、各社の商標または登録商標です。 
●「FOMA」「mova」「ｉモーション」「ｉモード」「ｉモーションメール」「ｉショッ 
ト」「ｉメロディ」「ｉアニメ」「DoP a」「mopera」｢mopera U｣「WOR LD CALL」 
「WOR LD WING」「ショートメール」「クイックキャスト」「着モーション」「デコ 
メール」 
「V ライブ」 
「ｉエリア」 
「デュアルネットワーク」 
「Firs tP as s 」 
「s ig marion」 
｢mus ea｣「ビジュアルネット」「公共モード」「e ビリング」「メッセージF」「トクだ 
ねニュース便」「My DoC oMo」および「FOMA」ロゴ「ｉ -mode」ロゴは NT T 
ドコモの商標または登録商標です。 
● Windows は、米国Mic ros oft C orporationの米国およびその他の国における登 
録商標です。 
（Windows の正式名称は、Mic ros oft ® Windows ® operating s ys tem です。） 
● J ava およびJ ava に関連するすべての商標は、米国およびその他の国において米 
国 S un Mic ros ys tems , Inc . の商標または登録商標です。 
●「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標です。 
● 本製品は、インターネット機能としてNetFront ® v3 .0 for FOMA を搭載し 
ています。 
NetFront ® v3 .0 *は株式会社 A C C E S S の製品です。 


*：C opyrig ht ©1 9 9 6 -2 0 0 5 , A C C E S S C O., LT D. 
NetFront ®および 
は、株式会社A C C E S S の日本ならびにその他の国 
における商標または登録商標です。 
本ソフトウェアの一部に、Independent J P E G Groupが開発したモジュー 
ルが含まれています。 
● A dobe および R eader は米国およびその他の国における A dobe S ys tems 
Inc orporated（アドビシステムズ社）の商標または登録商標です。 
● Quic kT imeは米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の登 
録商標です。 
● 本機には、S ymbian S oftware L td©1 9 9 8 -2 0 0 5 よりライセンス供与さ 
れたソフトウェアが含まれています。 
および S ymbia n OS は 
S ymbian Ltd. の商標です。 


著作権・肖像権について 


お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウ 
ンロードなどにより取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権 
を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著作権法上認められた場合 
を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信などはできません。 
実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限し 
ている場合がありますのでご注意ください。 
また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮 
影した他人の肖像を本人の同意なしにインターネット上のホームページに掲載す 
るなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害するおそれがありますの 
でお控えください。 
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その他 


● 本製品は、MP E G-4 V is ual P atent P ortfolio Lic ens e に基づきライセンスさ 


れており、お客様が個人的かつ非営利目的において以下に記載する場合において 


のみ使用することが認められています。 


• M P E G -4 V is ua l の規格に準拠する動画やｉモーション( 以下、M P E G -4 


V ideo)を記録する場合 


• 個人的かつ営利活動に従事していない消費者によって記録された M P E G -4 


V ideo を再生する場合 


• MP E G-LA よりライセンスをうけた提供者により提供された MP E G-4 V ideo 


を再生する場合 


プロモーション、社内用、営利目的などその他の用途に使用する場合には、米 


国法人 MP E G LA , LLC にお問い合わせください。 


● 下記一件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づき、 


QUA LC OMM 社よりライセンスされています。 


L ic ens ed by QUA L C OMM Inc orporated under one or more of the 


following United S tates P atents and/or their c ounterparts in other 


nations ; 


4 ,9 0 1 ,3 0 7 　5 ,6 0 0 ,7 5 4 　5 ,2 6 7 ,2 6 1 
5 ,5 0 6 ,8 6 5 　5 ,7 1 0 ,7 8 4 


5 ,5 0 4 ,7 7 3 　5 ,4 1 6 ,7 9 7 　5 ,5 6 8 ,4 8 3 
5 ,2 2 8 ,0 5 4 　5 ,7 7 8 ,3 3 8 


5 ,1 0 9 ,3 9 0 　5 ,4 9 0 ,1 6 5 　5 ,4 1 4 ,7 9 6 
5 ,5 4 4 ,1 9 6 


5 ,5 3 5 ,2 3 9 　5 ,1 0 1 ,5 0 1 　5 ,6 5 9 ,5 6 9 
5 ,3 3 7 ,3 3 8 


5 ,2 6 7 ,2 6 2 　5 ,5 1 1 ,0 7 3 　5 ,0 5 6 ,1 0 9 
5 ,6 5 7 ,4 2 0 


● その他、本取扱説明書に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または 
登録商標です。 


本書では各 OS （日本語版）を次のように略して表記しています。 


● Windows X P は、Mic ros oft ® Windows ® X P P rofes s ional operating s ys tem 


またはMic ros oft ® Windows ® X P Home E dition operating s ys temの略です。 


● Windows 2 0 0 0 は、Mic ros oft ® Windows ® 2 0 0 0 P rofes s ional operating 


s ys tem の略です。 


● Windows Meは、Micros oft® Windows ® Millennium Edition operating s ys tem 


の略です。 


● Windows 9 8 は、Mic ros oft ® Windows ® 9 8 operating s ys tem の略です。 


● Windows 9 8 S E は、Mic ros oft ® Windows ® 9 8 operating s ys tem S E C OND 


E DIT ION の略です。 


● Windows NT S erver は、Mic ros oft ® Windows NT ® S erver Network 


operating s ys tem V ers ion 4 .0 の略です。 


● Windows X P 、2 0 0 0 、Me、9 8 のように併記する場合があります。 


● Windows 9 8 と Windows 9 8 S E をまとめて Windows 9 8 と表記しています。 
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本体付属品および主なオプション品 
について 


FOMA F8 8 1 iE S 
（リアカバー F1 0 、保証書含む） 


FOMA F8 8 1 iE S 用 


C D-R OM 


■ 本体付属品 


かんたん操作ガイド 


FOMA F8 8 1 iE S 
かんたん操作ガイド 
FOMA F8 8 1 iE S 
取扱説明書（本書） 


※ P 6 1 4 にクイック 
マニュアルを記載 
しています。 


その他のオプション品について→ P 5 7 3 


■ 主なオプション品 


FOMA A C アダプタ 0 1 


（保証書、取扱説明書付き） 


卓上ホルダ F0 9 


（取扱説明書付き） 


電池パック F0 7 


（取扱説明書付き） 


※ P DF 版「データ通 
信マニュアル」を 
収録しています。 
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ご使用前の確認 


各部の名称と機能 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 2 


ディスプレイの見かた 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 5 


背面ディスプレイの見かた 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 9 


メニュー操作のしかた 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 1 


FOMA カードを使います … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 4 


電池パックの取り付けかた／取り外しかた 
… … … … … … … … … … … … … … … 
4 8 


携帯電話を充電します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 9 


電池残量の確認のしかた 
… … … … … … … … … … … … … … … … 
＜電池残量＞ 
5 4 


電源を入れます／切ります 
… … … … … … … … … … … … ＜電源 ON ／ OFF ＞ 
5 6 


日付・時刻を合わせます 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜日付時刻設定＞ 
5 8 


相手に自分の電話番号を通知します 
… … … … … … … … 
＜発信者番号通知＞ 
5 9 


自分の電話番号を確認します 
… … … … … … … … … … … … 
＜個人情報表示＞ 
6 1 
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各 
部 
の 
名 
称 
と 
機 
能 


1 受話口※ 


相手の声がここから聞こえます。 


2 内側カメラ 


ここから映像を撮影します。→ P 1 0 2 、P 2 2 8 


3 ディスプレイ→ P 3 5 


4 
ワンタッチダイヤル 
ボタン 1 ／ 2 ／ 3 


ワンタッチダイヤルの登録や発信に使いま 
す。 


各部の名称と機能 


サイズ（mm）：高さ 1 0 7 × 幅 5 1 × 厚さ 2 3 
※ 高さ、厚さは折り畳み時 
質量（g ） 
：約 1 2 2 
※ 電池パック装着時　 
5 
メニューボタン 


メニューの表示、ガイド行の左に表示される 
操作の実行、機能の音声呼出しに使います。 


6 スピーカー※ 


着信音などがここから聞こえます。また、ス 
ピーカーホン機能使用中は、相手の声がここ 
から聞こえます。→ P 6 8 、P 8 3 、P 1 0 5 


7 C 戻るボタン 


文字入力時の入力内容の消去、1 つ前の画面 
に戻る、新着情報表示の消去に使用します。 


ここでは、FOMA 端末の各部の名称と、ボタンに割り当てられている主な操作 


の説明をします。 
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8 
開始／スピーカーホン／ 
文字ボタン 


音声電話をかける／受ける、スピーカーホン 
機能での音声電話発信や通話切り替え、留守 
番電話の伝言メッセージ再生、文字入力時の 
入力モード切り替えに使います。 
9 ダイヤルボタン 


電話番号や文字の入力、メニュー項目の実行 
に使います。 
! * 
／公共モード（ドライブ 
モード）ボタン 


「 
」の入力、公共モードの設定／解除に使 
います。 
" 
テレビ電話開始ボタン 


テレビ電話をかける／受ける、スピーカーホ 
ン機能でのテレビ電話発信、文字入力時の大 
文字／小文字切り替えに使います。 
# 送話口／マイク 


自分の声を伝えます。 
• 通話中やビデオ撮影中などに送話口／マイ 
クをふさぐと、相手にお客様の声が聞こえ 
にくくなったり、音声などが録音されない 
場合があります。 


$ 
マルチカーソルボタン 


決定ボタン 


選択した操作の実行、ｉモードメニューの表 
示に使います。新着メッセージ R 受信後に、 
メッセージ R 一覧を表示します。 


U メール／↑ ボタン 


メールメニューの表示、新規メール作成、 
カーソルの上方向への移動、音量の調節に使 
います。新着メール受信後に、受信メールの 
受信箱のメール一覧を表示します。 


D 伝言メモ／↓ ボタン 


伝言メモの再生／削除、伝言メモの設定／解 
除、カーソルの下方向への移動、音量の調節 
に使います。 


L 着信履歴／ 
←（前へ）ボタン 


着信履歴の表示、画面の切り替え、カーソル 
の左方向への移動に使います。 


R リダイヤル／ 
→（次へ）ボタン 


リダイヤルの表示、画面の切り替え、カーソ 
ルの右方向への移動に使います。 
% 
電話帳ボタン 


電話帳メニュー画面の表示、ガイド行の右に表示 
される操作の実行、スピーカーホン機能での通話 
切り替え、電話帳の音声呼出しに使います。 


& 
電源／終了／応答保留ボタン 


電源を入れる／切る、通話の終了、操作中の 
機能の終了、応答保留、シークレットモード 
の解除に使います。 
( # ＃／マナーモード／改行ボタン 


「＃」の入力、マナーモードの設定／解除、文 
字入力時の改行に使います。 
) 外部接続端子 


各種オプション品などを接続します。 
~ 充電端子 
+ アンテナ部分 
• アンテナは本体に内蔵されています。 
• 通話中や通信中はアンテナ部分を指で覆わ 
ないようにしてください。 
, 外側カメラ 


ここから映像を撮影します。→ P 1 0 2 、P 2 2 8 
- 着信ランプ／充電ランプ 


電話の着信時やメールの受信時、カメラの起 
動中や充電中などに点灯／点滅します。 
. 背面ディスプレイ→ P 3 9 
/ ストラップ取付口 


ここにストラップを取り付けます。 
: スピーカー※ 


着信音などがここから聞こえます。また、ス 
ピーカーホン機能使用中は、相手の声がここ 
から聞こえます。→ P 6 8 、P 8 3 、P 1 0 5 
; 
ワンタッチアラームスイッチ 


ワンタッチアラームを鳴らすときに使いま 
す。 


< 
音量ボタン大→ P 3 4 


= 
音量ボタン小→ P 3 4 


> イヤホンマイク端子 


平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）など 
を接続します。→ P 4 9 1 
? ( 音声読み上げボタン 


読み上げの開始／停止、音声電話中のはっき 
りボイス設定／解除、歩数表示の切り替えに 
使います。 
@ )（ 
）カメラボタン 
写真撮影画面の起動、外側カメラと内側カメ 
ラの切り替え、音声電話中のゆっくりボイス 
設定／解除に使います。 


※ ：読み上げの音声はここから聞こえます。 
→ P 2 1 8 


各 
部 
の 
名 
称 
と 
機 
能 


● 操作の説明では、各ボタンをここで説明したイラストで表しています。 


お知らせ 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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左右側面のボタンでできる主な操作 


FOMA 端末の左右側面には音量ボタン（ 
）、音声読み上げボタン（(）、 
カメラボタン（)）の 3 種類のボタンがあります。本書では、それぞれ音量 
ボタン（ 
）、(、)（ 
）のボタンイラストで表記しています。 
FOMA 端末ではこれらのボタンを押してさまざまな操作ができますが、主な操 
作は次のとおりです。 


各 
部 
の 
名 
称 
と 
機 
能 


操　作 


受話音量の調節 


着信音量の調節 


読み上げ音量の 
調節 


再生音量の調節 


目覚まし音の 
停止 


読み上げ開始 


読み上げ停止 


日時の読み上げ 


はっきりボイス 
の設定 


歩数表示の切り 
替え（背面ディ 
スプレイ） 


カメラ（写真撮 
影画面）の起動 


カメラの切り 
替え 


ゆっくりボイス 
の設定 


FOMA 端末の状態 


通話中、通話中着信中、 
受話音量調節中 


着信中、着信音量調節中、 
6 4 K データ通信着信中 


読み上げ音量調節中、読み上げ中 


メロディ再生中、 
動画／ｉモーション再生中※ 1 


目覚まし動作中※ 2 


読み上げマーク（ 
）表示中 


読み上げ中※ 2 


待受画面表示中※ 3 


音声電話中 


歩数計使用中※ 4 


待受画面表示中※ 1 


テレビ電話中※ 1、 
写真／ビデオ撮影待機中※ 1 


音声電話中 


ボタン 


※ 1 ： FOMA 端末を開いた状態でのみ操作できます。 
※ 2 ： FOMA 端末を折り畳んでいても停止できます。 
※ 3 ： FOMA 端末を折り畳んでいるときは、1 秒以上押します。 
新着情報や当日の歩数の履歴があるときは、これらを読み上げ 
ます。 
※ 4 ： FOMA 端末を折り畳んだ状態でのみ操作できます。 


● F OMA 端末を折り畳んでいるときに音量ボタン（ 
）、(、)（ 
）いずれかのボタ 


ンを押すと、背面ディスプレイが点灯します。 


● F OMA 端末を折り畳んで(を1 秒以上押して読み上げを行う場合、(以外を同時に押 


さないようにしてください。読み上げない場合があります。 


お知らせ 


（ 
） 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


ディスプレイの見かた 


1 
：電池残量の表示→ P 5 4 
2 
：受信レベルの表示→ P 5 6 


：圏外の表示→ P 5 6 


：セルフモード中→ P 1 9 1 


：データ転送（送受信）中／データ 


リンクソフトの使用中 


→ P 5 2 2 、P 5 7 4 
3 
：ｉモード接続中、パケット通信中 


→ P 2 5 5 


：S S L ページ表示中→ P 2 5 6 


：パソコンを接続してパケット通 


信中→ P 5 2 2 


：パソコンを接続してデータ送受 


信中→ P 5 2 2 
4 
：シークレットモード中 


→ P 1 9 2 
5 
：音声電話中→ P 6 6 


：テレビ電話中（6 4 K ） 


→ P 1 0 2 


：テレビ電話中（3 2 K ） 


→ P 1 0 2 


：6 4 K データ通信中 


→ P 5 2 2 


：音声読み上げ可能／音声読み上 


げ中→ P 2 1 5 
6 
：ｉモードメール、S M S 、メッ 


セージ R /F の受信完了通知 


→ P 2 9 4 、P 3 4 5 、P 3 7 8 


：ワンタッチアラーム有効 


→ P 4 7 6 


：ワンタッチアラーム利用不可状 


態→ P 4 7 8 
7 
：US B ハンズフリー通信中 


→ P 7 9 


：スピーカーホン機能の使用中 


→ P 6 8 、P 1 0 5 


：オートスピーカーホン機能の設 


定中→ P 8 3 


：ｉモード通信中→ P 2 5 5 


：ｉモーションデータの取得中 


→ P 4 1 0 
8 
：マナーモード中→ P 1 6 8 


：音声電話のバイブレータと着信 


音量の消音を同時に設定中 


→ P 8 8 、P 1 6 3 


：音声電話のバイブレータを設定 


中→ P 1 6 3 


：着信音量を消音に設定中 


→ P 8 8 


／ 
／ 
／ 


／ 
／ 
： 


文字入力モードの表示→ P 5 3 0 


：ｉモードメール、S MS の受信中 


→ P 3 4 5 、P 3 7 8 


（青）：メッセージ R の受信中→ P 2 9 4 


（青）：メッセージ F の受信中→ P 2 9 4 
9 
：公共モード（ドライブモード）中 


→ P 9 1 


：FOMA カードを読み込み中 


→ P5 6 
!日付・時刻の表示→ P5 8 、P 1 7 4 
"新着情報の表示→ P 3 7 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


ここでは、ディスプレイに表示されるマークの説明をします。 


■ ディスプレイ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



※ 1 


※ 2 


※ 3 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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# 
： 


留守番電話の伝言メッセージあり 


→ P 3 7 、P 5 0 3 


　 
： 


ｉモードの接続操作の表示 


→ P 2 5 5 
$ 
：伝言メモが満杯→ P9 4 


：未確認の伝言メモあり→ P9 8 


：伝言メモの設定中→ P 9 4 
% 
：未確認の不在着信情報あり 


→ P 8 5 
& 
：未読ｉモードメール、S MS が満杯 


で、FOMA カードに S MS が満杯 


→ P 3 4 6 、P3 7 9 


：未読ｉモードメール、S MS が満 


杯→ P 3 4 6 、P 3 7 9 


：FOMA カードに S MS が満杯 


→ P 3 7 9 


：未読ｉモードメール、S MS あり 


→ P 3 4 5 、P3 7 8 
( ／ （青／赤）： 


未読メッセージ R あり／満杯 


→ P 2 9 4 、P2 9 5 
) ／ （青／赤）： 


未読メッセージ F あり／満杯 


→ P 2 9 4 、P2 9 5 
~ 
：センターにｉモードメールとメッ 


セージ R /F が満杯 


→ P 2 9 5 、P 3 4 6 


／ 
／ 
： 


センターにｉモードメール、また 


はメッセージ R /F が満杯 


→ P 2 9 5 、P 3 4 6 


：センターに未受信のｉモードメー 


ルとメッセージ R/F あり 


→ P 2 9 5 、P 3 4 6 


／ 
／ 
： 


センターに未受信のｉモードメー 


ル、またはメッセージ R /F あり 


→ P 2 9 5 、P 3 4 6 
+ 
：ソフトウェア更新の予約中 


→ P 5 9 1 


, 
：F OMA U S B 接続ケーブルでパ 


ソコンなどと接続中 


→ P 5 2 2 、P 5 7 4 
- 
：個人の情報表示を制限中 


※ 2 
→ P 1 9 3 


：ダイヤル入力での発信を制限中 


→ P 1 9 5 
. 
：目覚まし設定中→ P 4 6 0 


：通知する予定あり→ P 4 6 5 


：目覚まし設定中に通知する予定 


あり→ P 4 6 0 、P 4 6 5 
/ 
／ 
： 


※ 5 
歩数計の使用中、または歩数自 


動送信メールを設定中 


→ P 4 8 2 、P 4 8 6 


※ 1 ：待受画面に戻ると表示が消えます。 


※ 2 ：現在優先度の高いものが 1 つ表示さ 


れます。優先度の高い順に上から掲 


載しています。 


※ 3 ：待受画面以外では、時刻が表示され 


ます。 


※ 4 ：待受画像を標準の画像（草原）、また 


は「表示なし」に設定したときのみ表 


示されます。 


※ 5 ：#に 
のマークが表 


示されているときは、/ のマークは 


表示されません。 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


※ 2 


※ 2 


※ 2 


※ 4 


※ 2 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


● 次の現象は液晶ディスプレイの特性であり、F OMA 端末の故障ではありません。あらかじめ 
ご了承ください。 
• F OMA 端末のディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られておりますが、一部に 
点灯しないドット（点）や常時点灯するドット（点）が存在する場合があります。 
• F OMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外すと、しばらくの間、ディスプレイから残 


像が消えない場合があります。電池パックの取り外しは、電源を切ってから行ってください。 
• F OMA 端末を開いた状態でしばらく同じ画面を表示していると、何か操作を行って画面表 
示が切り替わったときに、前の画面表示の残像がディスプレイに残る場合があります。 


お知らせ 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


ボタン操作 


を押す 


を押す 


を押す 


を押す 


を 1 秒以上 
押す 


説　明 


受信箱のメール一覧が表示されます。 
→ P 3 5 1 


着信履歴の表示画面が表示されます。 
→ P 8 4 


伝言メモの件数確認画面が表示されます。 
→ P 9 9 


メッセージ R 一覧が表示されます。 
→ P 3 0 1 
• お買い上げ時は、「トクだねニュース便 
のご案内」のメッセージR が保存されて 
います。 


留守番メッセージを再生するかどうかの 
確認画面が表示されます。→ P 5 0 3 


● 新着情報が表示されているときは、次の操作ができます。 


● C を 1 秒以上：新着情報の表示を消します。新たに情報が追加されると、新着 
情報が再表示されます。 
● FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに新着情報が表示されます。 
→ P 3 9 


画面表示 


新着情報の表示 


メールやメッセージR の受信、不在着信の記録、伝言メモの録音、留守番電話サー 
ビスセンターに伝言メッセージの録音があると、待受画面で新着情報があることを 
お知らせします。 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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表示位置とボタンは、図のように対応しています。 


本書では、ガイド行に表示される操作の説明を、対応 


するボタン（ 
、 
、 
）を使って説明してい 


ます。 


ガイド行に表示される操作は画面により異なります。 


● ガ イ ド 行 の 
は 、 マ ル チ カ ー ソ ル ボ タ ン の 


UDLR に対応しています。 


ガイド行の表示 


ガイド行には、 
、 
、 
を押して実行できる操作が表示されます。 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


ガイド行 


ガイド行の右側に「ガイド」と表示されるとき 


を押すと、機能の詳細を説明するガイド画面が表示さ 


れます。 


● 
または 
を押すと、1 つ前の画面に戻りま 


す。 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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背面ディスプレイの見かた 


FOMA 端末を折り畳んでいても、設定されている機能やさまざまな情報を確認 


できます。 


背面ディスプレイに表示されるマーク一覧 


1 
：電池残量の表示→ P 5 4 
2 
：受信レベルの表示→ P 5 6 
：圏外の表示→ P 5 6 
：セルフモード中→ P 1 9 1 
3 
：ｉモード接続中、パケット通信中 
→ P 2 5 5 
4 
：ワンタッチアラーム有効 
→ P 4 7 6 


：ワンタッチアラーム利用不可状態 
→ P 4 7 8 


5 
：マナーモード中→ P 1 6 8 


※ 1 
：音声読み上げ可能／音声読み上げ 
中→ P 2 1 5 
6 
：公共モード（ドライブモード）中 
→ P 9 1 
7 
：目覚まし設定中→ P 4 6 0 
：通知する予定あり→ P 4 6 5 
：目覚まし設定中に通知する予定あ 
り→ P 4 6 0 、P 4 6 5 


背 
面 
デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


1 2345 6 7 


8 


9 


8日付の表示→ P 5 8 
新着情報の表示→ P 3 7 


：不在着信あり 
：受信メールあり 
：伝言メモあり 
：留守番電話の伝言メッセージ 
あり 
歩数計の使用中および歩数の表示 
→ P 4 8 3 
9時刻の表示→ P 5 8 、P 1 7 4 
歩数計の使用中および歩数の表示※ 2 


→ P 4 8 3 


※ 1 ： 両方を設定している場合は、マナー 


モードが表示されます。 


※ 2 ： 歩数計の使用中に新着情報があるとき 


のみ表示されます。 


背面ディスプレイの主な表示 


FOMA 端末を折り畳んでいるときに、電話を着信した場合やメール受信中など、 


待受中から変化があると、状態を表示してお知らせします。主な表示内容は次の 


とおりです。 


■ 音声電話やテレビ電話の状態表示 


＜音声電話がかかってきたとき＞ 


通話中や応答保留中、切断中などの状態が表示さ 


れます。 
• 音声電話の受けかた→ P 8 0 
• テレビ電話の受けかた→ P 1 0 7 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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■ 目覚まし時刻や予定を通知する日時になったとき 


■ ｉモードメールや S MS 、メッセージ R /F 受信中のとき 


• 目覚まし機能→ P 4 6 0 
• 予定表→ P 4 6 4 


• ｉモードメール受信→ P 3 4 5 
• S MS 受信→ P 3 7 8 
• メッセージ R /F 受信→ P 2 9 3 


＜ｉモードメール受信中のとき＞ 
背 
面 
デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


■ データ通信の状態表示 


■ 伝言メモの状態表示 


• データ通信→ P 5 2 2 


＜パケット通信中のとき＞ 


応答中や録音中に表示されます。 
• 伝言メモ→ P 9 3 


● 背面ディスプレイの照明が消灯したときは、音量ボタン（ 
）、(、)（ 
）いずれ 


かのボタンを押すと点灯します。 
● FOMA 端末を折り畳んでいるときに電話がかかってきたりメールを受信したりして背面ディ 


スプレイの表示が自動的に切り替わった場合は、照明が自動的に点灯します。 
● 背面ディスプレイに情報を表示しないように設定しているときは、電話がかかってきても相 


手の発信者情報（電話番号や名前）は背面ディスプレイに表示されません。→ P 1 7 2 


● 背面ディスプレイの時計の表示形式を設定できます。→ P 1 7 4 


お知らせ 


■ ワンタッチアラームの状態表示 


ワンタッチアラームスイッチを入れたときの、ワ 


ンタッチアラームの状態が表示されます。 
• ワンタッチアラーム→ P 4 7 6 


＜ワンタッチアラーム動作中のとき＞ 


＜目覚まし時刻になったとき＞ 


＜応答中または録音中のとき＞ 
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メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
か 
た 


メニュー操作のしかた 


マルチカーソルボタンでメニューから機能を選択します 


〈例〉「電話を受けた時の音量を調節する」を実行するとき 
1 待受画面で 
を押す 


メニュー画面が表示されます。 


2 Dを押して「2電話・電話帳を使う」を選択し、 


を押す 


「電話・電話帳を使う」のメニュー画面が表示されます。 


● U：カーソルが上の機能に移動します。 


● D：カーソルが下の機能に移動します。 


3 Dを押して「5電話を受けた時の音量を調節する」を 
選択し、 
を押す 


カーソル：選択している機能の色が変わります。 


次の階層のメニューがあることを示します。 


表示中のメニュー画面に続きがある場合に表示されます。 


続きを表示するときは、UD を数回押してカーソルを移 


動するか、LR を押して画面を切り替えます。 


待受中に、メニューボタンを押すと表示されるメニュー画面や、電話帳ボタンを 


押すと表示される電話帳メニュー画面などから、各種機能を選択して実行しま 


す。機能を選択するには、マルチカーソルボタンを押して選択する方法と、各機 


能に対応したダイヤルボタンを押して選択する方法の 2 とおりがあります。 


● メニュー画面から選択して実行できる機能については、付録の「メニュー一 


覧」をご覧ください。→ P 5 5 0 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
か 
た 


4 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節し、 
を押す 


電話の音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 音量 6 のときに U ／ R ／ 
： 


「だんだん大きく」（消音→音量 1 →… →音量 6 ）に設定します。 


● 音量 1 のときに D ／ L ／ 
： 


「消音」に設定します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ダイヤルボタンでメニューから機能を選択します（ショートカット操作） 


各機能にはそれぞれ番号や記号が割り当てられており、各機能の左側に表示され 


ています。機能は、対応するダイヤルボタン（0～9）、または記号（*、 


#）を押して選択できます。これをショートカット操作といいます。 


本書では、待受画面で 
を押してメニュー画面を表示し、該当するダイヤル 


ボタンを順番に押すショートカット操作で、主に操作を説明しています。 


〈例〉「電話を受けた時の音量を調節する」を実行するとき 
1 待受画面で 
「2電話・電話帳を使う」 「5電話を 
受けた時の音量を調節する」を押す 


2 


5 
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ガイド行の左側に 
が表示されます。 


2 音量を調節する 


● 操作方法は、 
「マルチカーソルボタンでメニューから機能を選択します」の 


操作 4 ～ 5 と同様です。→ P 4 2 


待受画面や 1 つ前の画面に戻るには 


機能を選択した後で、待受画面や 1 つ前の画面に戻るときは次のボタンを押し 


ます。 


C：1 つ前の画面に戻ります。 
：待受画面に戻ります。 


サブメニューから機能を選択します 


ガイド行の左側に 
が表示されているときは、 
を押してサブメニューを 


表示し、さまざまな操作ができます。 


〈例〉メール作成画面のサブメニューを表示するとき 
1 待受画面で U を 1 秒以上押す 


2 
を押す 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
か 
た 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



● 簡単メール作成画面が表示されたときは、 


「1 切替える」を押します。 


カーソル：選択している機能の色が変わります。 


表示中のメニュー画面に続きがある場合に表示されます。 


続きを表示するときは、UD を数回押してカーソルを移 


動するか、LR を押して画面を切り替えます。 


サブメニューが表示されます。 


● サブメニューは、操作する画面により異なります。 
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3 UD を押して機能を選択し、 
を押す 


機能が実行されます。 


● 画面左端に表示される番号に対応するダイヤルボタンを押しても選択でき 


ます。 


● サブメニュー表示中に 
を押すと、サブメニューが閉じます。 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
か 
た 
／ 
Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
を 
使 
い 
ま 
す 


お知らせ 


● 各種ロック機能を設定している場合や、F OMA カードを取り付けていない場合などは、実行 
できない機能の文字がグレーなどで薄く表示され、その機能は選択できません。 


FOMA カードとは、電話番号などのお客様情報を記録できるカードです。 


FOMA 端末に挿入して使用します。 


● FOMA カードを正しく取り付けていない場合や、FOMA カードに異常がある 


場合は、電話の発着信やメールの送受信などはできません。 


● FOMA カードの取り扱いについての詳細は、FOMA カードの取扱説明書をご 


覧ください。 


● FOMA カードの取り付け／取り外しは、電源を切ってから FOMA 端末を折 


り畳み、手に持って行ってください。FOMA 端末を置いた状態で行うと、背 


面ディスプレイが破損するおそれがあります。 


● FOMA カードの取り付け／取り外しを行うときは、IC 部分に触れたり、傷を 


つけたりしないようにご注意ください。 


F OMA カードを使います 
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① リアカバーと電池パックを取り外 
します。→ P 4 9 
F OMA カードに指が触れないよう 
にロックを矢印方向にスライドさ 
せ、FOMA カードを少し飛び出させ 
ます。 


② F OMA カードをまっすぐ静かに取 
り出します。 
このときFOMA カードが落ちない 
ようにご注意ください。 


ロック 


F OMA カード 


F OMA カードを取り外します 


① 親指でリアカバーを押し付けなが 
ら、矢印方向に約3 mmスライドさ 
せて外します。 
電池パックが取り付けられている 
場合は、取り外してください。 
→ P 4 9 


② F OMA カードの IC 面を下にして、 
図のような向きで FOMA カードス 
ロットへ矢印方向に差し込みます。 


③ 図のようにロックがスライドして 
F OMA カードが固定されるまで、 
さらに差し込みます。 


ロック 


IC 


F OMA カード 


リアカバー 


ここに指を当てる 


F OMA カード 
スロット 


F OMA カードを取り付けます 


F OMA カード 


次 
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④ 電池パックとリアカバーを取り付 
けます。→ P 4 8 操作②～③ 


切り欠き 
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F OMA カードの暗証番号について 


FOMA カードには、P IN1 コード、P IN2 コードという 2 つの暗証番号があり 


ます。→ P 1 7 9 


ご契約時はどちらも「0 0 0 0 」に設定されていますが、4 ～ 8 桁の任意の数字 


に変更できます。→ P 1 8 3 、P 1 8 5 


● F OMA カードを無理に取り付けようとしたり、引き抜こうとしたりすると、F OMA カードが 
変形や破損するおそれがありますのでご注意ください。 
● 取り外した F OMA カードは、なくさないようにご注意ください。 
● F OMA カードを取り外すときは、強く押し付けないでください。変形や破損するおそれがあ 
ります。 
● ロックのスライド時に F OMA カードに指が触れるなどして、F OMA カードの飛び出し量が 
少なく取り外しにくい場合は、奥まで差し込んでもう一度ロックをスライドさせてください。 


お知らせ 


F OMA カード動作制限機能について 


FOMA 端末には、お客様のデータやファイルを保護したり、第三者が著作権を有 


するデータやファイルを保護したりするための機能として、FOMAカード動作制 


限機能が搭載されています。 


● FOMA 端末にお客様の FOMA カードを取り付けている状態で、サイトなど 


からファイルやデータをダウンロードしたり、メールに添付されたデータを 


取得したりすると、それらのデータやファイルにはFOMA カード動作制限機 


能が自動的に設定されます。 


● FOMA 端末に別のFOMA カードを取り付けた場合や、FOMA カードを取り付 


けていない場合、FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイルの 


表示や再生はできなくなります。 


● 動作制限の対象となるデータは次のとおりです。 


• 画面メモ 
• メッセージ R /F 


• ｉモードメールに添付されているデータ 


• ｉモーション 
• 画像（静止画／アニメーション） 
• メロディ 


● F OMA カード動作制限機能の対象になっているデータを、待受画面や着信音などに設定して 
いるとき、別の F OMA カードに差し替えて使用したり、F OMA カードを取り付けずに使用 
したりすると、待受画面や着信音などの設定がお買い上げ時の状態に戻ります。データをダ 
ウンロードしたときに使用した F OMA カードを取り付けると、設定は元の状態に戻ります。 
● データリンクソフトを利用して入手したデータや、内蔵のカメラで撮影した写真やビデオに 
は、F OMA カード動作制限機能が設定されません。 


お知らせ 
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WOR L D WING 


WOR LD WING とは、FOMA カード（緑色）をサービス対応の海外用携帯電 


話（GS M 方式）に差し替えることにより、海外でのご利用時も、日本で契約し 


ている携帯電話番号のままで発信や着信ができる、ドコモのFOMA 国際ローミ 


ングサービスです。WOR LD WING のご利用にはお申し込みが必要です。詳細 


は取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。 


※ 一部ご利用になれない料金プランがあります。 


項　目 


F OMA カード電話帳に登録 
できる電話番号の桁数 


F irs tP as s を利用するため 
のユーザ証明書操作 


WOR L D WING サービスの 
利用 


サービスダイヤル 


FOMA カード 
（緑色） 


最大 2 6 桁 


利用可 


利用可 


利用可 


参照先 


P 1 3 1 


P 3 0 5 


下記 


P 5 1 6 


FOMA カード 
（青色） 


最大 2 0 桁 


利用不可 


利用不可 


利用不可 


F OMA カードの機能差分について 


FOMA カードには緑色と青色の2 種類があり、それぞれのカードは次のように 


機能が異なります。 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
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電池パックの取り付けかた／ 
取り外しかた 


電 
池 
パ 
ッ 
ク 
の 
取 
り 
付 
け 
か 
た 
／ 
取 
り 
外 
し 
か 
た 


② 電池パックの印字面を上にして、 
電池パックの凸部分を F OMA 端 
末の凹部分に合わせて 1 の方向 
に差し込み、2の方向に押し付け 
てはめ込みます。 


取り付けます 


① 親指でリアカバーを押し付けなが 
ら、矢印方向に約 3 mm スライド 
させて外します。 


③ リ ア カ バ ー の 4 
箇 所 の ツ メ を 
FOMA 端末のミゾに合わせます。 
FOMA 端末とリアカバーにすき間 
が生じないように1の方向に押さ 
えながら、2 の方向にスライドさ 
せて取り付けます。 


リアカバー 


ここに指を当てる 


電池パック 


リアカバー 


電池パックを取り付けます／取り外します 


● 電池パックの交換や取り付け／取り外しは、電源を切ってからFOMA 端末を 
折り畳み、手に持って行ってください。電源を切らずに行うと、データが消 


失するおそれがあります。FOMA 端末を置いた状態で行うと、背面ディスプ 
レイが破損するおそれがあります。 
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お買い上げのとき、電池パックは十分に充電されていません。 


必ず専用のアダプタで充電してからお使いください。 


● 電池パック単体での充電はできません。 


● 電池パック F0 7 の取り扱いについての詳細は、電池パックの取扱説明書をご 


覧ください。 


① 親指でリアカバーを押し付けなが 
ら、矢印方向に約 3 mm スライド 
させて外します。 


② 電池パックのツメを持って、矢印 
方向に持ち上げて取り外します。 


取り外します 


ここに指を当てる 


リアカバー 
ツメ 


● 電池パックを無理に取り付けようとすると、F OMA 端末の端子が破損するおそれがあります 
のでご注意ください。 
● 力を入れすぎるとリアカバーが破損するおそれがあります。 
● 上記以外の方法で取り付け／取り外しを行うと、F OMA 端末やリアカバーが破損するおそれ 
があります。 


お知らせ 


携帯電話を充電します 


電 
池 
パ 
ッ 
ク 
の 
取 
り 
付 
け 
か 
た 
／ 
取 
り 
外 
し 
か 
た 
／ 
携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
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充電時間（目安） 


FOMA 端末の電源を切って、電池パックを空の状態から充電したときの時間で 


す。 


FOMA 端末の電源を入れて充電した場合、充電時間は長くなります。 


FOMA A C アダプタ 0 1 


FOMA DC アダプタ 0 1 


約 1 3 5 （分） 


約 1 3 5 （分） 


十分に充電したときの使用時間（目安） 


充電のしかたや使用環境によって、使用時間は変動します。 


連続待受時間（静止時） 


連続待受時間（移動時） 


連続通話時間（音声電話時） 


連続通話時間（テレビ電話時） 


約 4 7 0 （時間） 


約 3 4 5 （時間） 


約 1 6 5 （分） 


約 1 0 5 （分） 


● 連続通話時間は、電波を正常に送受信できる状態での目安です。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
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充電時の留意事項 


● 充電中に充電ランプが点滅する場合は、 
「故障かな？と思ったら、まずチェッ 
ク」をご覧ください。→ P 5 7 7 
● 環境によっては、充電開始時に充電ランプがすぐに点灯しない場合がありま 
すが、故障ではありません。しばらくたっても点灯しない場合は、FOMA 端 
末をA C アダプタや卓上ホルダ、DC アダプタから外して、もう一度セットし 
直してから充電を行ってください。充電開始後、しばらくたっても点灯しな 
い場合は、ドコモショップなどの窓口にお問い合わせください。 
● 高温環境下で充電中にテレビ電話をかけたり、パケット通信を行ったりする 
と、FOMA 端末が高温になり、充電が正常に完了しない場合があります。そ 
の場合は、FOMA 端末の温度が下がるのを待って充電を行ってください。 
● 充電中にメールを受信したり、カメラ撮影をしたりして着信ランプが使用さ 
れると、充電ランプが一時的に消灯したり、着信ランプの緑色と充電ランプ 
の赤色が交互に点灯したりします。 
● 電源を切っているとき、通話中や通信中、マナーモード中、公共モード中、充 
電確認音を「知らせない」に設定しているときは、確認音は鳴りません。 
→ P 1 6 5 
● 音声読み上げ機能を設定しているときは、充電の完了を音声でお知らせします。 
→ P 2 1 5 


携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
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電池パックの上手な使いかた 


FOMA端末の性能を十分に発揮するために、専用の電池パックをご利用ください。 


● 電源を入れたままでの長時間（数日間）充電はおやめください。 
F OMA 端末の電源を入れた状態で充電が完了した後は、F OMA 端末は電池 
パックから電源が供給されます。そのままの状態で長時間置くと、電池パック 
が消費され、短い時間しか使用できずに電池残量警告音が鳴ってしまう場合が 
あります。その場合は、FOMA 端末を A C アダプタや卓上ホルダ、DC アダ 
プタから外して、もう一度セットし直してから充電を行ってください。 
● 電池パックの寿命は？ 
電池パックは消耗品です。どのような充電式電池も、充電を繰り返すたびに1 
回の使用時間が次第に短くなっていきます。1 回の使用時間が使用開始時に比 
べて半分以下になったら、電池パックの寿命とお考えください（電池パックの 
寿命の目安は、約 1 年です。ただし、使用頻度により寿命は短くなります）。 
● 環境保全のため、不要になった電池はNT T DoC oMoまたは代理店、 


リサイクル協力店などにお持ちください。 


● 連続待受時間はFOMA 端末を折り畳んで電波を正常に受信できる状態で移動し 
た場合の目安です。なお、電池の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、 
利用場所の電波状態（電波が届かない、または弱い）などにより、通話や通信、 
待受時間は約半分程度になる場合があります。ｉモード通信を行うと、通話や通 
信、待受時間は短くなります。また、通話やｉモード通信、マルチアクセスをし 
なくても、ｉモードメールの作成、音声読み上げ、カメラの使用、動画／ i モー 
ションの再生、歩数計の使用、データ通信などによっても、通話や通信、待受 
時間は短くなります。 
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携 
帯 
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充 
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し 
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コネクタ 


リリースボタン 
A C アダプタ 


電源プラグ 


　　A C 1 0 0 V 
　　コンセント 


充電ランプ（背面） 


外部接続端子 


A C アダプタでの充電方法 


必ず FOMA A C アダプタ 0 1 （別売）の取扱説明書もご覧ください。 


（1 ）FOMA 端末に電池パックを取り付けます。 


（2 ）FOMA 端末の外部接続端子の端子キャップを開き（1）、A C アダプタのコネク 


タを矢印の表記面を上にして、FOMA 端末と水平に差し込みます（2）。 


（3 ）A C アダプタの電源プラグを起こし、A C 1 0 0 V コンセントへ差し込みます。 


（4 ）充電開始音が鳴り、充電ランプが点灯したことを確認します。 


● 待受中に充電すると、ディスプレイ、背面ディスプレイの電池マークが点滅し 


ます。 


● 充電中はFOMA 端末や電池パック、A C アダプタが温かくなる場合がありま 


すが、異常ではありません。 


（5 ）充電が終わると充電完了音が鳴り、充電ランプが消灯します。 


● ディスプレイ、背面ディスプレイの電池マークの点滅も止まります。 


（6 ）A C アダプタをコンセントから抜き、コネクタの両側のリリースボタンを押し 


て、FOMA 端末から水平にコネクタを外します。 


（7 ）端子キャップを閉じます。 


端子キャップ 


1 


2 


● A C アダプタのコネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないようゆっくり確実に行っ 
てください。取り外すときは、必ずリリースボタンを押しながら水平に引き抜いてください。 
無理に引き抜こうとすると故障の原因となります。 


お知らせ 
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卓上ホルダと組み合わせた充電方法 


必ず卓上ホルダ F0 9 （別売）の取扱説明書もご覧ください。 


● FOMA 端末を卓上ホルダへ取り付ける際は、ストラップなどをはさまないよ 


うにご注意ください。 


● FOMA A C アダプタ 0 1 と卓上ホルダ F0 9 を組み合わせると、FOMA 端末 


の端子キャップを開かなくても充電できます。 


● 正しく取り付けるために、端子キャップは閉じた状態で卓上ホルダに取り付 


けてください。 


● 卓上ホルダだけでは充電できません。 


● 卓上ホルダは平らな面に置いて使用してください。また、卓上ホルダへの取 


り付けや取り外しを行うときは、FOMA 端末を折り畳んだ状態で行ってくだ 


さい。 


（1 ）A C アダプタのコネクタを、矢印の表記面を上にして卓上ホルダに接続します。 


（2 ）A C アダプタの電源プラグを起こして、A C 1 0 0 V コンセントへ差し込みます。 


（3 ）電池パックを取り付けたFOMA 端末を卓上ホルダの端子に合わせ、FOMA 端末 


を差し込みます。 


（4 ）充電開始音が鳴り、充電ランプが点灯したことを確認します。 


● 待受中に充電すると、背面ディスプレイの電池マークが点滅します。 


● 充電中は FOMA 端末や電池パック、卓上ホルダ、A C アダプタが温かくなる 


場合がありますが、異常ではありません。 


（5 ）充電が終わると充電完了音が鳴り、充電ランプが消灯します。 


● 背面ディスプレイの電池マークの点滅も止まります。 


（6 ）FOMA 端末を卓上ホルダから取り外します。 


● 長時間使用しないときは A C アダプタをコンセントから抜いてください。 


充電ランプ 


卓上ホルダ 


コネクタ 


　　A C 1 0 0 V 
　　コンセント 
電源プラグ 
取り外しかた 
卓上ホルダを押さえながら FOMA 端末を 
持ち上げ、矢印方向に引き抜きます。 


携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
す 


A C アダプタ 


● A C アダプタのコネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないようゆっくり確実に行っ 
てください。取り外すときは、必ずリリースボタンを押しながら水平に引き抜いてください。 
無理に引き抜こうとすると故障の原因となります。 


お知らせ 


リリースボタン 
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● DC アダプタをシガーライタソケットに接続したままエンジンを止めると、車のバッテリーを 
消耗させてしまう場合があります。使用しないときや車から離れるときは、DC アダプタの 
シガーライタプラグをシガーライタソケットから外し、F OMA 端末からDC アダプタのコネ 
クタを抜いてください。 
● DC アダプタのヒューズ（1 A ）は消耗品です。交換するときは、お近くのカー用品店などで 
お買い求めください。 
● DC アダプタは車内ホルダ 0 1 （別売）と組み合わせてお使いになると便利です。 
● DC アダプタのコネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないようゆっくり確実に行っ 
てください。取り外すときは、必ずリリースボタンを押しながら水平に引き抜いてください。 
無理に引き抜こうとすると故障の原因となります。 


お知らせ 


D C アダプタでの充電方法 


必ず FOMA DC アダプタ 0 1 （別売）の取扱説明書もご覧ください。 


（1 ）FOMA 端末に電池パックを取り付けます。 


（2 ）FOMA 端末の外部接続端子の端子キャップを開き（1）、DC アダプタのコネク 


タを矢印の表記面を上にして、FOMA 端末と水平に差し込みます（2）。 


（3 ）DC アダプタのシガーライタプラグを、車のシガーライタソケットへ差し込みま 


す。DC アダプタの動作ランプが赤く点灯したことを確認します。 


（4 ）充電開始音が鳴り、充電ランプが点灯したことを確認します。 


● 待受中に充電すると、ディスプレイ、背面ディスプレイの電池マークが点滅 


します。 


● 充電中はFOMA 端末や電池パック、DC アダプタが温かくなる場合がありま 


すが、異常ではありません。 


（5 ）充電が終わると充電完了音が鳴り、充電ランプが消灯します。 


● ディスプレイ、背面ディスプレイの電池マークの点滅も止まります。 


（6 ）コネクタの両側のリリースボタンを押して、FOMA 端末から水平にコネクタを 


外し、シガーライタプラグをシガーライタソケットから抜きます。 


（7 ）端子キャップを閉じます。 


1 


2 


コネクタ 


外部接続端子 
シガーライタ 
プラグ 


動作ランプ 


DC アダプタ 


リリースボタン 


シガーライタ 
ソケット 


充電ランプ 
（背面） 


携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
す 


端子キャップ 
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確 
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電 
池 
残 
量 


電池残量の確認のしかた＜電池残量＞ 


ディスプレイに電池残量が表示されます。 


● 電池残量表示は目安です。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに電池残量が表示さ 


れます。→ P 3 9 


電池残量 3 
（十分残っています） 
電池残量 2 
（少なくなってい 
ます） 


電池残量 1 
（充電が必要です） 


電池マーク 


電池残量を音と表示で確認します＜電池残量確認＞ 


● 次の場合は電池残量確認音は鳴りません。 
• ボタン確認音を「鳴らさない」に設定しているとき→ P 1 6 4 
• マナーモード中 
• 着信音量を「消音」に設定しているとき 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「7情報 
の表示やリセットを行う」 「5電池残量を確認する」を 
押す 


しばらく電池残量が表示された後、メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


（電池残量 3 ） 


音が 3 回鳴ります 


（電池残量 1 ） 


音が 1 回鳴ります 


（電池残量 2 ） 


音が 2 回鳴ります 
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電池が切れそうになると 


電池が切れそうになると、ディスプレイのメッセージ表示や電池残量警告音でお 


知らせします。充電を開始すれば電池残量警告音は止まりますが、電池残量警告 


音をすぐに止める場合は 
を押してください。 


〈例〉音声電話中のとき 


〈例〉待受中のとき 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに「電池残量なし」 


と点滅表示されます。ただし、公共モード中は表示されません。 


● 次の場合、本機能を「鳴らす」に設定していても、電池残量警告音は鳴りま 


せん。 
• 電源を切っているとき 
• マナーモード中 
• 公共モード中 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「2 電池残量の警告音を設定する」を押す 


電池残量警告音を鳴らすかどうかの確認画面が表示されます。 


2「2 鳴らさない」を押す 


電池残量警告音を解除した旨のメッセージが表示されます。 


●「1 鳴らす」：電池残量警告音を鳴らすようにします。 


電池残量がない旨のメッセージがディスプレイに表 


示されます。このメッセージは 
を押すと消えま 


すが、しばらくたつと電池残量警告音が鳴ります。 


ディスプレイに表示されているすべてのマークが点 


滅して、再び電池残量がない旨のメッセージが表示 


されます。 
を押すと電池残量警告音は止まり、約 


1 分後に自動的に電源が切れます。 


受話口から電池残量警告音が聞こえ、電池残量がな 


い旨のメッセージがディスプレイに表示されます。 


電池残量警告音が聞こえてから約 2 0 秒後に通話が 


切れて、待受中と同じ電池残量の警告メッセージが 


表示されます。その約 1 分後に自動的に電源が切れ 


ます。 


電池残量警告音を鳴らさないようにします＜電池残量警告音＞ 


お買い上げ時 
鳴らす 


電 
池 
残 
量 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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の 
確 
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電 
池 
残 
量 
／ 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 
／ 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 通話中に電池が切れそうになったときは、本機能の設定やマナーモード、公共モードの設定 
に関わらず、受話口から電池残量警告音が鳴り、電池残量がない旨のメッセージが表示され 
ます。 


お知らせ 


電源を入れます／切ります 
＜電源 ON ／ OF F ＞ 


電源を入れます 
1 
を 2 秒以上押す 


「起動中 しばらくお待ちください」とメッセージが表示された後、待受画面 


が表示されます。 


● 日付・時刻を設定していないときは、左のメッセージ 
が表示されます。 
を押して、日付・時刻を設定し 


てください。→ P 5 8 
● P IN1 コードを使用するように設定しているときは、 


P IN1 コードの入力が必要です。→ P 1 8 1 


● F O M A カードを取り付けていない場合は、F O M A 


カードの挿入が必要な旨のメッセージが表示されま 
す。電源を切り、FOMA カードを取り付けてから電源 


を入れ直してください。→ P 4 5 


電池マーク、受信レベル 


待受画像 


日付・曜日・時刻 


F OMA カードの読み込み中に表示され、終わると消えます。 


受信レベル 


状態 
強 
中 
弱 
サービスエリア外や電波の 
届かない所 
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電源を切ります 
1 
を 2 秒以上押す 


「電源切断中です」とメッセージが表示された後、電源が切れます。 


● サービスエリア外や電波の届かない所で 
が表示されているときに通話や通信を行うには、 
表示が消える場所まで移動してください。ただし、 が表示されていて、移動せずに通話して 
いても、通話が切れる場合があります。 


お知らせ 


電 
源 
Ｏ 
Ｎ 
／ 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 


● 歩数計を利用するかどうかの確認画面が表示され 


たときは、「1利用する」～「3後で設定する」の 


いずれか 1 つの番号を押して、歩数計を設定して 


ください。→ P 4 8 2 


●「3 後で設定する」を押した場合は、電源を入れ 


直した際に、再び確認画面が表示されます。 


● ワンタッチアラームを有効にするかどうかの確認 


画面が表示されたときは、「1有効にする」～「3 


後で設定する」のいずれか1 つの番号を押して、ワ 


ンタッチアラームを設定してください。→P 4 7 6 


●「3 後で設定する」を押した場合は、電源を入れ 


直した際に、再び確認画面が表示されます。 
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2 日付を入力する 


● 西暦は下 2 桁を入力します。月、日が 1 桁のときは、前に 0 を付けます。 


● 2 0 0 0 年 1 月 1 日から 2 0 5 0 年 1 2 月 3 1 日まで設定できます。 


● LR：変更する数字を選択できます。 


● UD：日付と時刻の入力を切り替えます。 


3 時刻を入力する 


4 
を押す 


日付と時刻を設定した旨のメッセージが表示されます。 


日 
付 
時 
刻 
設 
定 


● 2 4 時間制（0 0：0 0 ～ 2 3：5 9 ）で設定します。 


時、分が 1 桁のときは、前に 0 を付けます。 


● LR：変更する数字を選択できます。 


● UD：日付と時刻の入力を切り替えます。 


日付・時刻を合わせます 
＜日付時刻設定＞ 


FOMA 端末の日付と時刻を設定します。 


● 設定した時刻は、電池パックを交換しても保持されますが、長い間電池パッ 


クを外しているとリセットされることがあります。その場合はもう一度、日 


付・時刻の設定を行ってください。 


1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「8時計を設定 
する」 「1 日付と時刻を設定する」を押す 
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日 
付 
時 
刻 
設 
定 
／ 
発 
信 
者 
番 
号 
通 
知 


● 日付・時刻を設定していないときは、次の機能は使用できません。 
• 再生期限制限や再生期間制限が設定されているｉモーションの取得→ P 4 1 0 、P 4 1 2 
• 自動電源 ON 
• 自動電源 OF F 
• 通知時刻自動電源 ON 
• 目覚まし機能 
• 予定表 
• 歩数計 
• ソフトウェア更新 
● 日付・時刻を設定していないときは、次の機能で日時が記録されず、「----/--/--」などと表示 
されます。 
• リダイヤル 
• 着信履歴 
• 伝言メモ 
• カメラで撮影した写真、ビデオの保存日時（データ名）→ P 2 3 0 、P 2 3 1 
• 送信メール、未送信メールの日時→ P 3 4 3 、P 3 7 6 


お知らせ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


相手に自分の電話番号を通知します 
＜発信者番号通知＞ 


電話をかけたとき、相手の電話機に自分の電話番号（発信者番号）を表示させま 


す。 


● 本機能の設定には「ネットワーク暗証番号」の入力が必要になります。ネッ 


トワーク暗証番号とは、お買い上げのときにお客様ご自身が指定した 4 桁の 


暗証番号です。→ P 1 7 9 


● 発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際は、十分に 


ご注意ください。 


● 相手の電話機がデジタル携帯電話など、発信者番号の表示が可能なときに表 


示されます。 


● サービスエリア外や電波の届かない所では、発信者番号通知は設定できませ 


ん。電波状態のよい所で行ってください。 


● 詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。 
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発 
信 
者 
番 
号 
通 
知 


1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「1発信者番号 
通知を使う」 「1 発信者番号通知を設定する」を押す 


ネットワーク暗証番号の入力画面が表示されます。 


2 4 桁のネットワーク暗証番号を入力 
を押す 


3「1 通知する」を押す 


ネットワークに接続され、発信者番号通知を設定した旨のメッセージが表示 


されます。 


お知らせ 


● 電話をかけたとき、発信者番号の通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信 
者番号を通知する設定にしてからおかけ直しください。 


● 相手が発信者番号を通知して電話をかけてきた場合は、相手の電話番号がディスプレイに表示 
されます。相手の電話番号を電話帳に登録していると、登録している名前が表示されます。 
→ P 1 1 9 
● 次の場合は、通知されない理由（発信者番号非通知理由）が表示されます。 


● 電話をかけるたびに、発信者番号を通知／非通知にすることができます。→ P 7 4 


発信者番号非通知理由 


非通知設定 


公衆電話 


通知不可能 


意　味 


発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信した場合 


公衆電話などから発信した場合 


海外や一般電話から各種転送サービスを経由した場合など、 
発信者番号を通知できない状態で発信した場合（経由する電 
話会社によっては通知される場合もあります） 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 通知する」 ：発信者番号を通知します。 


「2 通知しない」：発信者番号を通知しません。 
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発 
信 
者 
番 
号 
通 
知 
／ 
個 
人 
情 
報 
表 
示 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



設定内容を確認します 
1 待受画面で 
「9 初めに行う設定」 「1 発信者番号 
通知を使う」 「2発信者番号通知設定を確認する」を押す 


2「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


自分の電話番号を確認します 
＜個人情報表示＞ 


自分の FOMA 端末の電話番号（自局電話番号）や名前、メールアドレスなどを 


確認します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。 


→ P 1 9 3 


1 待受画面で 
「0 自分の電話番号を見る」を押す 


● お買い上げ時は電話番号のみ表示されます。 


■ 詳細情報を確認するとき 


① 
を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


② 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


詳細画面が表示されます。 
• 
：基本画面と詳細画面を切り替 


えます。 
• LR：登録情報が複数ある場合に表 


示を切り替えます。 


「1 確認する」 ：設定内容を確認します。 


「2 確認しない」：設定内容を確認しません。 
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1 待受画面で 
「0 自分の電話番号を見る」を押す 


2 
4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


個 
人 
情 
報 
表 
示 


2 C を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


個人情報を登録・修正します 


自分のFOMA 端末の電話番号以外の電話番号や名前、メールアドレスなどを登 


録します。 


● 登録できるのは次の項目です。 
• 名前、フリガナ 
• 電話番号（FOMA 端末の電話番号を含めて最大 3 件） 
• メールアドレス（最大 3 件） 
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個 
人 
情 
報 
表 
示 


入力した名前のフリガナが自動的に入力されてい 


ます。 


● 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵 


文字を入力できます。 


● 全角で最大 1 6 文字、半角で最大 3 2 文字入力で 


きます。 


3 名前を入力 
を押す 


4 フリガナを確認 
を押す 


2 件目の電話番号を登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 半角カタカナ、半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 半角で最大 3 2 文字入力できます。 


5「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 ： 他の電話番号を登録します。 


●「2 入力しない」： 他の電話番号を登録しません。操作 8 に進みます。 


6 電話番号を入力 
を押す 


3 件目の電話番号を登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 最大 2 6 桁入力できます。 


7「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 
： 他の電話番号を登録します。操作 6 を繰り返します。 


●「2 入力しない」： 他の電話番号を登録しません。 


8 メールアドレスを入力 
を押す 


2 件目のメールアドレスを登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 


● 何も入力しないで 
： メールアドレスを入力しません。操作 1 0 に 


進みます。 


● 英字入力モード時に 1：「＠」「．」「‐ 」など宛先によく使う記号を入 


力できます。 


● 英字入力モード時に *：「＠doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを 


入力できます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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9「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 ：他のメールアドレスを登録します。操作 8 を繰り返し 


ます。 


●「2 入力しない」：他のメールアドレスを登録しません。個人情報を登録し 


た旨のメッセージが表示されます。 


10 
を押す 


基本画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 自分の F OMA 端末の電話番号（自局電話番号）は F OMA カードに登録されています。それ 
以外の項目を登録すると、F OMA 端末に記録されます。 
● 個人情報のメールアドレスを変更しても、ｉモードのメールアドレスは変更されません。 
また、ｉモードのメールアドレスを変更しても、個人情報のメールアドレスは自動的には変 
更されません。 
● 個人情報（詳細）画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
個 
人 
情 
報 
表 
示 
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電話のかけかた／受けかた 


電話のかけかた 


電話をかけます 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
6 6 


前にかけた相手にかけ直します 
… … … … … … … … … … … … 
＜リダイヤル＞ 
7 2 


1 回の通話ごとに発信者番号を通知／非通知にします 
… 
＜ 1 8 6 ／ 1 8 4 ＞ 
7 4 


国際電話を利用します 
… … … … … … … … … … … … … … ＜ WOR LD C A LL ＞ 
7 6 


途切れた電話を再接続するときのアラームを設定します 
＜再接続アラーム＞ 
7 8 


車の中で手を使わずに話します 
… … … … … … … … … 
＜車載ハンズフリー＞ 
7 9 


電話の受けかた 


電話を受けます 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
8 0 


自動で電話を受けます 
… … … … … … … … … 
＜オートスピーカーホン機能＞ 
8 3 


着信履歴を利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜着信履歴＞ 
8 4 


相手の声の音量を調節します 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜受話音量＞ 
8 6 


着信音の音量を調節します 
… … … … … … … … … … … … … … … 
＜着信音量＞ 
8 8 


電話に出られないとき／出られなかったとき 


すぐに電話に出られないとき保留にします … … … … … … … … … … ＜応答保留＞ 
9 0 


運転中や公共の場で電話を受けないようにします 


… … … … … … … … … … … … … ＜公共モード（ドライブモード／電源 OFF）＞ 
9 1 


電話に出られないときに用件を録音します … … … … … … … … … … ＜伝言メモ＞ 
9 3 


着信中の電話に出られないときに用件を録音します 
＜クイック伝言メモ＞ 
9 8 


伝言メモを再生／削除します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
9 8 
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電話をかけます 


FOMA 端末では、音声のみで利用する音声電話と、映像を利用するテレビ電話 


の 2 種類の方法で電話をかけることができます。 


ここでは、音声電話のかけかたを説明します。 


● 通話中はアンテナ部分を手で覆わないでください。 


● 相手の携帯電話の電源が入っていないとき、または相手が電波の届かない所 


にいるときには、音声ガイダンスで接続できないことをお知らせします。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、 


1 1 8 番）以外は電話番号を入力して電話をかけることはできません。 


→ P 1 9 5 


1 待受画面で電話番号を入力する 


● 最大 8 0 桁入力できます。 


● C：電話番号を訂正できます。1 秒以上押すと待受画面に戻ります。 


2 
を押す 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


一般電話にかける 


携帯電話にかける 


P HS にかける 


市外局番－市内局番－電話番号 
• 同じ市内への通話でも、必ず市 
外局番からダイヤルしてくだ 
さい。 


0 9 0 － X X X X － X X X X 
0 8 0 － X X X X － X X X X 


0 7 0 － X X X X － X X X X 


「プップップッ」という発信音が聞こえます。相手が 


出たらお話しください。 


■ 「ツーツー」という音が聞こえたとき 


相手がお話し中です。 
を押していったん発信を 


終了し、しばらくたってからおかけ直しくださ 


い。リダイヤルを使うと便利です。→ P 7 2 


■ 発信者番号の通知をお願いする旨のガイダンス 
が聞こえたとき 


を押していったん発信を終了し、発信者番号 


を通知する設定にしてからおかけ直しください。 


→ P 5 9 、P 7 4 
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電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


はっきりボイスを設定します 


騒音が多い中でも音声電話中の相手の声が強調されて聞き取りやすくなります。 


● スピーカーホン機能使用中は、本機能を使用できません。 


● はっきりボイスの設定内容は、通話終了後も保持されます。 
1 通話中に ( を押す 


● はっきりボイスを設定中に (： 


はっきりボイスを解除します。 


● 
を押してから電話番号を入力しても、約5 秒経過すると自動的に音声電話がかかります。 


● 発信者番号の通知／非通知を指定しないで電話番号を入力して電話をかけた場合は、発信者 
番号通知の設定に従って動作します。→ P 5 9 
● 複数の通信機能を同時に利用することができます（マルチアクセス）。→ P 5 7 1 


お知らせ 


● 本機能は音量を調節するものではありません。相手の声の音量は、受話音量で調節してくだ 
さい。→ P 8 6 


お知らせ 


ゆっくりボイスを設定します 


音声電話中の相手の話す速度が調節されて聞き取りやすくなります。 


● スピーカーホン機能使用中でも、本機能は使用できます。 


● ゆっくりボイスの設定内容は、通話を終了すると解除されます。 
1 通話中に )（ 
）を押す 


● ゆっくりボイスを設定中に )（ 
）： 


ゆっくりボイスを解除します。 
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電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


音声電話がかかり、ディスプレイ上部に 
が表示 


されます。 


● 発信中、呼出中、通話中に 
、 


または通話中に 
： 


受話口からの通話とスピーカーホン機能を使 


用した通話を切り替えます。 


1 待受画面で電話番号を入力 
を１秒以上押す 


スピーカーホン機能を使用して通話します 


相手の声がスピーカーから聞こえる状態で音声電話をかけることができます。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続中は、本機能を使用できません。 


● FOMA 端末から約 5 0 c m 以内の距離でお話しください。 


● スピーカーホン機能を使用した通話に切り替えると、音量が急に大きくなり 


ますので、FOMA 端末を耳から離して使用してください。 


● スピーカーホン機能は、通話を終了すると解除されます。 


ゆっくりボイスとは 


無音区間を利用して、相手の話す声がゆっくり聞こえるように調節する機能で 


す。 


● ゆっくりボイスを設定すると、相手の声質が変化する場合があります。 


● 相手が区切りのない話しかたをしたときなど、ゆっくりボイスが機能しない 


場合は、通常の速度に聞こえます。 


● 時報や音楽などを聞くときは、ゆっくりボイスを設定しないでください。 


それでは 
も　し　も　し 
橋　本　で　す 
ま　た　電　話　し　ま　す 


もしもし 
橋本です 
また電話します 
それでは 


無音 
無音 


最大遅延時間 


話速変換なし 
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音声電話中に保留にします＜通話中保留＞ 


自分の声を相手に聞こえないように通話を保留にします。 


● 保留中も、電話をかけた方に通話料金がかかります。 


● 保留中に FOMA 端末を折り畳むと、電話は切れます。 
1 通話中に 
を押す 


左の画面が表示され、着信ランプが点滅します。自 


分の F OMA 端末と相手にメロディ（エンターテイ 


ナー）が流れます。 


● 
または 
：保留を解除します。 
電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


● 保留中に流れるメロディ（エンターテイナー）は変更できません。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続して保留中にF OMA 端末を折り畳んだ場合は、 
保留は継続されます。 


お知らせ 


● 通話中、周囲や相手側の雑音が大きい場合は、聞き取りにくいことがあります。その場合は 
受話口からの通話に切り替えてください。 


お知らせ 


音声電話中の操作について 


サブメニュー（→ P 4 3 ）から次の操作ができます。 


● 受話音量を調節することもできます。→ P 3 4 、P 8 6 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



点滅します。 
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「1 通話を保留」／「1 保留を解除」： 
通話を保留または保留を解除します。→ P 6 9 
「2 電話帳を見る」 
：電話帳を表示します。→ P 1 3 4 
「3 着信履歴を見る」 
：着信履歴を表示します。→ P 8 4 
「4 リダイヤルを見る」：リダイヤルを表示します。→ P 7 2 
「5 はっきりボイスオン」／「5 はっきりボイスオフ」： 
はっきりボイスを設定または解除します。→ P 6 7 
• 保留中はオン／オフを切り替えられません。 
「6 ゆっくりボイスオン」／「6 ゆっくりボイスオフ」： 
ゆっくりボイスを設定または解除します。→ P 6 7 
• 保留中はオン／オフを切り替えられません。 
「7 スピーカーで聞く」／「7 受話口で聞く」： 
スピーカーホン機能を設定または解除します。 
→ P 6 8 
• 保留中はスピーカー／受話口を切り替えられま 
せん。 
「8 日付時刻の設定」 
：日付・時刻を設定します。→ P 5 8 
「0 自分の電話番号」 
：自分の電話番号（自局電話番号）を表示します。 
→ P 6 1 


プッシュ信号（D T MF ）を送ります 


FOMA 端末からプッシュ信号（DT MF）を送って、ご自宅の留守番電話や各種 


のプッシュホンサービスなどを操作できます。また、音声電話をかけるときに 


ポーズやタイマーを入力することにより、番号を区切って送出することができま 


す。 


音声電話中にプッシュ信号（DT MF）を送ります 
1 通話中に 0 ～ 9、*、# を押す 


電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


ポーズ「P 」を入力するには 
1 電話番号の後に * を 1 秒以上押す 


ポケットベル※ へのメッセージ送信や自宅の留守番電話の操作、チケットの予 
約などに利用します。 
● 電話番号の先頭に入力すると発信できません。 


71 
71 


電 
話 
の 
か 
け 
か 
た 
／ 
受 
け 
か 
た 


タイマー「T 」を入力するには 
1 内線番号の前で # を 1 秒以上押す 


外線番号に続けて内線番号を入力するときなどに利用します。外線番号と内 


線番号の間に「T 」を入力することによって、外線番号に続いて一定の秒数が 


経過した後に内線番号が発信されます。 


● タイマー 1 つにつき、約１秒の間隔をとります。 


● タイマーは連続して入力できます。 


● 電話番号の先頭に入力すると発信できません。 


● プッシュ信号（DT MF）は、受信側の機器によっては受信できない場合があります。 
● チケットの予約など、音声ガイダンスに従ってプッシュ信号（DT MF ）を送出する必要があ 
る場合には、スピーカーホン機能を使用すると便利です。この場合、スピーカーホン機能を 
使用した通話に切り替えた後で、プッシュ信号（DT MF ）を入力してください。 
● ポーズやタイマーを入れた電話番号をあらかじめ電話帳に登録しておくこともできます。 


お知らせ 


電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


サブアドレスを指定して電話をかけます 


サブアドレスを指定して特定の電話機や通信機器を呼び出します。 


● サブアドレスとは、同じ電話番号内にある複数の電話機や通信機器の中から、 


特定の機器を呼び出すときに使う番号です（IS DN回線で、サブアドレスが振 


られている機器を複数接続している場合など）。 


また、映像配信サービス「V ライブ」でコンテンツを選択するときにも利用 


します。 


〈例〉「0 3 X X X X X X X X P 1 2 3 4 5 」で発信したとき 
電話がつながった後に 
を押すと、ポーズ（「P 」）以降の番号が送出され 
ます。 


1 電話番号の後に*（サブアドレスの区切り）を押し、サ 
ブアドレスを入力する 


2 
を押す 


● テレビ電話のときは 
を押します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



※ ： 2 0 0 1 年 1 月から、ドコモのポケットベルは「クイックキャスト」に名称が変わりました。 


点滅します。 
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電話をかけた日付、曜日、時間、発信の種別（音声電話／テレ 
ビ電話）が表示されます。 


リダイヤルの番号 


電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 
／ 
リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 


前にかけた相手にかけ直します 
＜リダイヤル＞ 


こちらからかけた電話を発信履歴（リダイヤル）として記録します。相手が話し 


中で電話がつながらなかった場合などに簡単な操作でかけ直せます。 


日付時刻設定（→ P 5 8 ）で日付・時刻を設定していると、電話をかけた日時が 


記録されます。 


● 最大3 0 件記録されます。3 0 件を超えた場合は、古いものから削除されます。 


● 同じ電話番号に通知または非通知を設定してかけた場合は、それぞれ最新の 


1 件のみが記録されます。 


● シークレットモードで呼び出した電話番号へ発信した場合でも、リダイヤル 


には相手の電話番号が表示されます。その電話番号を他の人に知られたくな 


いときは、リダイヤルを削除してください。 


● 履歴の表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→ P 1 9 3 


● 個人の情報表示を制限していたり、ダイヤル入力での発信を制限していると、 


リダイヤルは削除されます。ただし、設定後にかけた電話はリダイヤルに記 


録され、リダイヤルから電話をかけることができます。→ P 1 9 3 、P 1 9 5 


● リダイヤルからｉモードメールを作成することができます。→ P 7 3 操作 2 


● 電話番号の先頭に「 
」を入力した場合は、「 
」以降の番号はサブアドレスとして認識され 
ず、「 
」を含んだ番号として発信されます。 
● ポーズ（「P 」）やタイマー（「T 」）を入力した後に「 
」を入力した場合は、サブアドレスの 
区切りとしては認識されず、「 
」を含んだプッシュ信号（DT MF ）として送出されます。 


お知らせ 


1 待受画面で R 
UD を押してかけ直すリダイ 


ヤルを表示する 


電話番号が表示され、電話帳に登録しているときは名前も表示 
されます。→ P 1 1 9 
発信者番号の通知／非通知が表示されます。→ P 5 9 、P 7 4 


73 
73 


電 
話 
の 
か 
け 
か 
た 
／ 
受 
け 
か 
た 


リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 


2 
を押す 


音声電話がかかります。 


● 
：テレビ電話をかけます。 


■ ｉモードメールを作成するとき 


「9 メールを作る」を押す 


リダイヤルの電話番号をメールアドレスとともに電話帳に登録している場 


合は、その 1 件目のメールアドレスを宛先にしたメール作成画面 


（→ P 3 2 5 ）が表示されます。それ以外の場合は、リダイヤルの電話番号 


を宛先にしたメール作成画面が表示されます。 


3「1 選択 1 件」または「2 全件」を押す 


選択した／全てのリダイヤルを削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


リダイヤルの表示画面に戻ります。リダイヤルがない場合や、全件削除した 


場合は、待受画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


2 
「8 削除する」を押す 


「1 選択 1 件」：表示していた 1 件を削除します。 


「2 全件」 
：リダイヤルを全件削除します。 


1 待受画面で R 
UD を押して削除するリダイ 


ヤルを表示する 


リダイヤルの表示画面が表示されます。 


リダイヤルを削除します 


1 件ずつ、またはすべてのリダイヤルをまとめて削除できます。 
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１ 
８ 
６ 
／ 
１ 
８ 
４ 


「1 8 6 」／「1 8 4 」を付けて電話をかけます 


「1 8 6 」を付けて発信します 


相手に電話番号を通知します。 
1 待受画面で 186 
相手の電話番号を入力する 


2 
を押す 


電話がかかります。 


● 
：テレビ電話をかけます。 


1 回の通話ごとに発信者番号を通知／ 
非通知にします＜ 1 8 6 ／ 1 8 4 ＞ 


電話をかけるときに相手の電話番号の前に特定の番号を付けることで、自分の電 


話番号を相手に通知するか通知しないかを選択できます。 


● 発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意ください。 


● 相手の電話機がデジタル携帯電話など、発信者番号表示が可能なときに表示 


されます。 


● 自分の電話番号を相手に通知するかどうかを設定するには、次の方法があり 


ます。 


• 電話をかけるときの発信者番号の通知／非通知をあらかじめ一括して設定 


→ P 5 9 


• 電話番号の前に「1 8 6 」または「1 8 4 」を付けて発信者番号の通知／非通 


知を設定→下記 


• 電話をかけるときに発信者番号の通知／非通知をサブメニューから設定 


→ P 7 5 
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１ 
８ 
６ 
／ 
１ 
８ 
４ 


2 
を押す 


電話がかかります。 


● 
：テレビ電話をかけます。 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


「1 8 4 」を付けて発信します 


相手に電話番号を通知しません。 
1 待受画面で 184 
相手の電話番号を入力する 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


サブメニューから通知／非通知を設定します 


電話番号を入力してから発信者番号の通知／非通知を設定します。リダイヤルや 


着信履歴などから電話をかけるときにも設定できます。 


〈例〉発信者番号を通知して音声電話をかけるとき 
1 待受画面で電話番号を入力 
を押す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



「3 通知で音声電話」 ：発信者番号を通知して音声 


電話をかけます。 


「4 非通知音声電話」 ：発信者番号を通知しないで 


音声電話をかけます。 


「5 通知でテレビ電話」：発信者番号を通知してテレ 


ビ電話をかけます。 


「6 非通知テレビ電話」：発信者番号を通知しないで 


テレビ電話をかけます。 
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／ 
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／ 
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Ｃ 
Ａ 
Ｌ 
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▼ 


▼ 


▼ 


▼ 


● 電話をかけたとき、発信者番号の通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信 
者番号を通知する設定にしてからおかけ直しください。 
● 複数の番号通知方法を同時に設定・操作した場合、次のような順位（①→③）で番号通知動 
作が行われます。ただし、ディスプレイの表示と実際の通知／非通知の発信が異なる場合があ 
ります。 
①相手の電話番号に「1 8 6 」または「1 8 4 」を付けた場合 
②発信時にサブメニューから番号通知方法を選択した場合 
③発信者番号通知の設定をした場合 
● 相手の電話番号に「1 8 6 」または「1 8 4 」を付けて発信した場合、リダイヤルにはその番号 
がついた電話番号が記録されます。 


お知らせ 


▼ 


ドコモの国際電話サービス「WOR L D C A L L 」 


WORLD CALLはドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。 


● 通話方法 


● 通話先は世界約 2 2 0 の国と地域です。 


●「WOR LD C A LL」の料金は毎月のFOMA サービスの通信料金と合わせてご 


請求します。 


● 申込手数料・月額使用料はかかりません。 


※ F O M A サービスをご契約のお客様は、ご契約時にあわせて「W O R L D 


C ALL」もご契約いただいています（ただし、不要のお申し出をされた方を 


除きます）。 


国際電話を利用します 
＜ WOR L D C A L L ＞ 


0 0 9 1 3 0 　0 1 0 　国番号　市外局番　 


相手の電話番号　 
を押す 


※ 上記の操作方法を FOMA 端末の電話帳に登録できます。 
※ 市外局番が「0 」で始まる場合には「0 」を除いて入力してください。ただし、 
イタリアの一般電話などにおかけになる場合は「0 」が必要です。 


2「3 通知で音声電話」を押す 


音声電話がかかります。 


● テレビ電話をかけるときは、「5 通知でテレビ電 


話」または「6 非通知テレビ電話」を押し、通信 


速度（→ P 1 0 2 ）の選択画面から「16 4 K テレ 


ビ電話」または「23 2 K テレビ電話」を押します。 
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● 一部ご利用になれない料金プランがあります。 


● 国際電話ダイヤル手順の変更について 


携帯電話などの移動体通信は、電話会社選択サービス「マイライン」のサー 


ビス対象外であるため、WOR LD C A LL についても「マイライン」をご利用 


いただけませんが、「マイライン」の導入に伴い携帯電話などから国際電話を 


ご利用になる場合のダイヤル手順が変更となりました。従来のダイヤル手順 


（上記ダイヤル手順から「0 1 0 」を除いたもの）ではご利用いただけませんの 


で、ご注意ください。 


● 詳細は取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。 


※ ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用になる場合は、各国際電話 


サービス会社に直接お問い合わせください。 


海外の特定3 G 携帯端末をご利用のお客様に対し、上記ダイヤル方法の後に 


テレビ電話モード（発信時に 
を押す）で発信すれば「国際テレビ電話」 


がご利用いただけます。 


● 接続可能な国および通信事業者等の情報についてはドコモのホームページ 


をご覧ください。 


● 国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA 端末に表示される相手側 


の画像が乱れたり、接続できない場合があります。 


Ｗ 
Ｏ 
Ｒ 
Ｌ 
Ｄ 



Ｃ 
Ａ 
Ｌ 
Ｌ 


簡単な方法で国際電話をかけます 
1 待受画面で国番号を含めた電話番号を入力する 


2 
「7 ワールドコール」を押す 


次 
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F8 8 3 i_3 han_P 4 _1 kou 


3 
を押す 


国際電話がかかります。 


● 
：国際電話をテレビ電話でかけます。 


4 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


Ｗ 
Ｏ 
Ｒ 
Ｌ 
Ｄ 



Ｃ 
Ａ 
Ｌ 
Ｌ 
／ 
再 
接 
続 
ア 
ラ 
ー 
ム 


● 国番号を含めた電話番号をあらかじめ電話帳に登録しておくと、簡単に国際電話をかけるこ 
とができます。→ P 1 2 0 


お知らせ 


途切れた電話を再接続するときのアラームを 
設定します＜再接続アラーム＞ 


トンネルやビルの陰などで電波状態が悪くて途切れた音声電話やテレビ電話を、 


電波状態がよくなったときに再接続するときのアラームを設定します。 


● 電波が途切れている間は、相手は無音状態となります。 


● 利用状態や電波状態により、再接続されるまでの時間は異なります。目安は 


最長 1 0 秒間です。 


● 再接続されるまでの時間（最長 1 0 秒間）も通話料金がかかります。 


● 利用状態や電波状態により、アラ－ムが鳴らずに通話が切れてしまう場合が 


あります。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「5 再接続した時の音を選ぶ」を押す 


「1 高音で鳴らす」：アラームを高音で鳴らします。 


「2 低音で鳴らす」：アラームを低音で鳴らします。 


「3 鳴らさない」 ：アラームを鳴らしません。 


高音で鳴らす 
お買い上げ時 


*F881iES_FIX（074-079) 
07.3.26, 7:24 PM 
Page 78 
Adobe PageMaker 6.5J /PPC 
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再 
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ア 
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2「1高音で鳴らす」～「3鳴らさない」のいずれか1 つの 
番号を押す 


アラーム音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


車の中で手を使わずに話します 
＜車載ハンズフリー＞ 


FOMA 端末を車載ハンズフリーキット 0 1 （別売）やカーナビなどのハンズフ 


リー対応機器と接続することにより、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着 


信などの操作ができます。 


● ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説 


明書をご覧ください。なお、車載ハンズフリーキット0 1（別売）をご利用時 


には、FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル 0 1 （別売）が必要です。 


● 着信時のディスプレイ表示や着信音などの動作は、F OMA 端末の設定に従います。ただし、 
ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合、F OMA 端末でマナーモード中や 


着信音設定を「鳴らさない」に設定していても、電話がかかってくるとハンズフリー対応機 
器から着信音が鳴ります。 
● ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合は、F OMA 端末を折り畳んでも通 


話は継続されます。 


● 公共モード中の着信動作は、公共モードの設定に従います。 
● 伝言メモ設定中の着信動作は、伝言メモの設定に従います。 
● ハンズフリー対応機器から電話帳やリダイヤルを利用してテレビ電話をかけた場合、ハンズ 


フリー対応機器からの通信速度設定に従います。設定されていない場合は、6 4 K 固定でテレ 
ビ電話を発信します。 
● ハンズフリー対応機器からテレビ電話をかけたり受けたりした場合、相手には代替画像が送 


信されます。 


お知らせ 
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電話を受けます 


ここでは、音声電話の受けかたを説明します。 


● FOMA 端末を開くだけでは電話に出ることはできません。 
1 電話がかかってくる 


2 
を押す 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


着信音が鳴り、ディスプレイの照明が点灯して、着 


信ランプと 
が点滅します。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「電話です」が点滅表示されます。→P 3 9 


お話しください。 


ディスプレイには通話時間が表示されます。 


ディスプレイの表示について 


相手からの発信状況やFOMA 端末の設定に従って、電話番号や名前、画像などが 


ディスプレイに表示されます。 


● 電話番号が通知されたときは、背面ディスプレイにも電話番号や電話帳に登 


録している名前が表示されます。電話番号が通知されていないときは、発信 


者番号非通知理由が表示されます。 
• 背面ディスプレイに情報を表示しないように設定できます。→ P 1 7 2 
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■ 相手の都合で電話番号が通知されなかったとき 


通知されなかった理由が表示されます。→ P 6 0 


• 音声電話がかかってきた場合、非通知理由別着信設 


定で設定した着信動作が優先されます。→ P 1 9 9 


相手の電話番号を電話帳に登録している場合は、相 


手の名前と電話番号が表示されます。→ P 1 1 9 
• ワンタッチダイヤルに登録している場合は、相手 


の名前とワンタッチダイヤルに設定した着信画像 


が表示されます。→ P 1 4 5 


• ワンタッチダイヤルの着信音に映像のある動画／ 


ｉモーションを設定している場合は、その映像が 


表示されます。動画／ｉモーションが音声のみ（歌 


手の歌声など映像のないｉモーション）の場合は、 


ワンタッチダイヤルに設定した着信画像が表示さ 


れます。 


相手の電話番号を電話帳に登録していない場合は、 


相手の電話番号が表示されます。 


• 着信音に映像のある動画／ｉモーションを設定し 


ている場合は、その映像が表示されます。 


■ 相手が電話番号を通知してきたとき 


電 
話 
を 
受 
け 
ま 
す 


サブメニュー 


1 伝言メモ※ 1 


2 留守番電話※ 2 


3 転送でんわ※ 3 


4 着信拒否 


説　明 


伝言メモで応対します（クイック伝言メモ）。 


かかってきた電話を留守番電話サービスセンターに接続します。 


かかってきた電話を転送登録先へ転送します。 


電話が切れます。相手側に通話料金はかかりません。 


音声電話着信中の操作について 


着信音が鳴っている間にサブメニュー（→ P 4 3 ）から次の操作ができます。 


通話中着信動作選択（→ P 5 1 6 ）を「通常着信する」に設定していると、音声 


電話中に別の音声電話がかかってきたときも同様に操作できます。 
次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● 電話帳に登録していない相手から電話がかかってきたときに、着信音などの呼出動作をすぐ 
に開始しないように設定したり（→ P 2 0 1 ）、着信を拒否したり（→ P 2 0 3 ）できます。 
● 電話帳に登録している相手に対して、着信拒否を設定できます。→ P 1 9 6 
● ｉモード中でも音声電話の着信を受けることができます。電話を切ると、通話前に表示して 
いた i モードの画面に戻ります。 
● 複数の通信機能を同時に利用することができます（マルチアクセス）。→ P 5 7 1 
● F OMA 端末から転送された電話がかかってきた場合は、着信画面の左下に転送元の電話番号 
が「転：X X X … 」のように表示されます。転送元の電話番号を電話帳に登録していても、名 
前は表示されません。ただし、転送元によっては、転送元の電話番号が表示されないことが 
あります。着信音に映像のある動画／ｉモーションを設定している場合や、ワンタッチダイ 
ヤルに発信元の電話番号を登録していて、着信画像を設定している場合は、転送元の電話番 
号は表示されません。 
● 音声電話中にメールを受信すると受信中に 
、メッセージR /F を受信すると受信中に 
/ 


がディスプレイ上部に点滅表示されます。メールの受信が完了した場合は、ディスプレイ上 
部に 
が表示されます。電話を切って待受画面に戻ると、メールを受信した場合は未読メー 
ルがあることを示す 
、メッセージR /F を受信した場合は未読のメッセージR /F があるこ 
とを示す 
/ 
がディスプレイ下部に表示されます。また、メールやメッセージR を受信した 
場合は新着情報も表示されます。→ P 3 7 
● 国際電話を着信した場合、発信者番号の先頭に「＋」が表示されます。 
● ビル電話や P B X など、ダイヤル市外通話のできない電話機からは、F OMA 端末へ電話をか 
けられません。 


お知らせ 


ご契約の内容 


留守番電話サービス※ 


キャッチホン 


転送でんわサービス※ 


動　作 


留守番電話サービスセンターに接続します。→ P 5 0 1 


通話中の音声電話を保留にして、かかってきた電話に応答 
します。→ P 5 0 4 


転送登録先へ転送します。→ P 5 0 7 


音声電話中に「ププ… ププ… 」という音（通話中着信音）が聞こえたとき 


留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービスのいずれかをご契約い 


ただくと、音声電話中に別の音声電話がかかってきたときに「ププ… ププ… 」と 


いう通話中着信音が聞こえます。このとき、次の動作が可能です。 


※ 1 ：通話中に別の電話がかかってきたときは選択できません。 
※ 2 ：留守番電話サービスをご契約いただき、音声電話がかかってきた場合のみ有効です。 
※ 3 ：転送でんわサービスをご契約いただき、転送先を登録している場合に有効です。 
● 着信音量を調節することもできます。→ P 3 4 、P 8 8 


※ ： 通話中着信設定を「開始する」に設定し、通話中着信動作選択を「通常着信する」に 
設定した場合に限り、選択できます。→ P 5 1 6 、P 5 1 7 


83 


電 
話 
の 
か 
け 
か 
た 
／ 
受 
け 
か 
た 


オ 
ー 
ト 
ス 
ピ 
ー 
カ 
ー 
ホ 
ン 
機 
能 


自動で電話を受けます 
＜オートスピーカーホン機能＞ 


音声電話がかかってきて着信音が約 4 秒間鳴った後、自動で電話を受けるよう 


に設定します。電話を受けるとスピーカーから相手の声が聞こえます。 


● スピーカーホン機能を使用するときには、FOMA 端末から約5 0 c m以内の距 


離でお話しください。 


● 本機能を設定すると、音量が大きくなりますので、FOMA 端末を耳から離し 


て使用してください。 


● 公共モード中またはマナーモード中は、本機能は動作しません。 


→ P 9 1 、P 1 6 8 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「8オートスピーカーホ 
ンを設定する」を押す 


オートスピーカーホンを設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


2「1 設定する」を押す 


オートスピーカーホンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 解除する」：オートスピーカーホン機能を解除します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● オートスピーカーホンの設定中はディスプレイ上部に 
が表示されます。 


お買い上げ時 
解除する 


● 本機能はテレビ電話には対応していません。 
● 電話を受けた後の動作は、スピーカーホン機能を使用した通話と同様です。→ P 6 8 
● 次の場合は、本機能を設定していても動作しません。 


• 自動的に電話がつながる前に 
を押して電話を受けた場合 


• 通話中に電話がかかってきた場合 
• F OMA 端末を折り畳んでいる場合 
• 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や外部機器などを接続中の場合 
● 留守番電話サービスや転送でんわサービスを開始に設定している場合、設定した時間によっ 
て動作の優先が異なります。 
● 発信者番号通知のない相手に対する着信動作（→P1 9 9 ）、着信を拒否／許可する相手（→P1 9 6 ）、 


電話帳登録外の着信の拒否（→ P 2 0 3 ）を設定中は、着信拒否の対象に設定している相手か 
ら電話がかかってくると、各機能が優先して動作します。 
● 本機能と伝言メモを同時に設定している場合、設定した時間によって動作の優先が異なります。 
● 本機能と無音着信時間設定（→ P 2 0 1 ）を同時に設定している場合、無音着信時間を4 秒以 
上に設定すると、本機能は動作しません。 


お知らせ 
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〈例〉着信履歴から電話をかけるとき 
1 待受画面で L 
UD を押して目的の着信履歴 
を表示する 


● 無音着信時間内の不在着信（→P 2 0 1 ）のみが着信履歴に記録されている 


場合、待受画面で L を押すと、表示されていない着信履歴がある旨の 


確認画面が表示されます。 


不在着信の場合は呼出時間が表示されます。 


不在着信の場合は「不在」、伝言メモが録音されている場合は 
「伝言」が表示されます。 


電話がかかってきた日付、曜日、時間、着信の種別（音声電話／ 
テレビ電話／ 6 4 K データ通信）が表示されます。 


電話番号が表示され、電話帳に登録しているときは名前も表示 
されます。→ P 1 1 9 
発信者番号が非通知の場合は発信者番号非通知理由が表示され 
ます。→ P 6 0 


着信履歴の番号 


着信履歴を利用します＜着信履歴＞ 


かかってきた電話に応答した履歴や、電話に出なかったとき（不在着信）の履歴 


を記録しておく機能です。伝言メモに録音されたときも記録されます。 


日付時刻設定（→ P 5 8 ）で日付・時刻を設定していると、電話がかかってきた 


日時が記録されます。また、電話番号が通知されたときは、その番号も記録され 


ます。 


● 最大3 0 件記録されます。3 0 件を超えた場合は、古いものから削除されます。 


● 不在着信の場合は、着信してから相手が呼び出しを止めるまでの時間（呼出 


時間）が表示されます。覚えのない番号からの不在着信があった場合、着信 


履歴を残す目的だけの迷惑電話（「ワン切り」など）なのかどうかを確認でき 


ます。 


● 履歴の表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→ P 1 9 3 


● 個人の情報表示を制限すると、着信履歴は削除されます。ただし、設定後に 


かかってきた電話は着信履歴に記録され、着信履歴から電話をかけることが 


できます。→ P 1 9 3 


● ダイヤル入力での発信を制限すると、着信履歴は削除されます。ただし、設 


定後にかかってきた電話は着信履歴に記録され、 
「制限しない」に設定すると 


着信履歴から電話をかけることができます。→ P 1 9 5 


着 
信 
履 
歴 
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2 
を押す 


音声電話がかかります。 


● 
：テレビ電話をかけます。 


■ ｉモードメールを作成するとき 


「9 メールを作る」を押す 


着信履歴の電話番号をメールアドレスとともに電話帳に登録している場合は、 


その1 件目のメールアドレスを宛先にしたメール作成画面（→P 3 2 5 ）が表 


示されます。それ以外の場合は、着信履歴の電話番号を宛先にしたメール作 


成画面が表示されます。 


かかってきた電話に出なかったとき（不在着信） 


かかってきた電話に出なかったときは、待受画面に新着情報（→ P 3 7 ）と 


が表示されます。 


また、FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに 
が表示 


されます。 


着 
信 
履 
歴 
● 無音着信時間内の不在着信を表示する場合は、着信履歴の表示画面で 
「0表示切替」 


「2 呼出なし着信」を押します。通常の着信履歴表示に戻す場合は、 
「0 表示切替」 


「1 呼出あり着信」を押します。 


● 会社などでダイヤルインをご利用の相手からの着信の場合、相手のダイヤルイン番号と異なっ 
た番号が表示されることがあります（ダイヤルインとは、1 本の回線で着信用の電話番号を 
複数持てるサービスです）。 


お知らせ 


着信履歴を削除します 


1 件ずつ、またはすべての着信履歴をまとめて削除できます。 
1 待受画面で L 
UD を押して削除する着信履 
歴を表示する 


着信履歴の表示画面が表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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相手の声の音量を調節します 
＜受話音量＞ 


相手の声の大きさを調節します。 


● 音量 1 （最小）～音量 6 （最大）の 6 段階で調節できます。 


● 受話音量は電源を切っても保持されます。 


お買い上げ時 
音量 4 


着 
信 
履 
歴 
／ 
受 
話 
音 
量 


2 
「8 削除する」を押す 


3「1 選択 1 件」または「2 全件」を押す 


選択した／全ての着信履歴を削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


着信履歴の表示画面に戻ります。着信履歴がない場合や、全件削除した場合 


は、待受画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


通話中に調節します 
1 通話中に UD または音量ボタン（ 
）を押す 


「1 選択 1 件」：表示していた 1 件を削除します。 


「2 全件」 
：着信履歴を全件削除します。 
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受 
話 
音 
量 


2 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節する 


● 次のボタンを押して音量を調節できます。 


● 
、 
、 
を押すか、ボタンの操作を止めてしばらくすると音量が設定 


され、通話中の画面に戻ります。 


＜音量ボタンを使うとき＞ 
＜マルチカーソルボタンを使うとき＞ 


小さくする 


大きくする 


大きくする 


小さくする 


● テレビ電話中の音量調節は音量ボタンのみ有効です。 
● 受話音量は、ボタン確認音や伝言メモの再生音量にも反映されます。 


お知らせ 


待受中に調節します 
1 待受画面で 
「2電話・電話帳を使う」 「6相手の 
声の音量を調節する」を押す 


2 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節し、 
を押す 


音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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着信音の音量を調節します 
＜着信音量＞ 


● 消音、音量1 ～音量6 の7 段階で調節できます。待受中は「だんだん大きく」 


にも設定できます。 


● 待受中に変更した着信音量は、電源を切っても保持されます。 


着信中に調節します 
1 着信中に UD または音量ボタン（ 
）を押す 


2 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節する 


● 次のボタンを押して音量を調節できます。 


大きくする 


小さくする 


＜音量ボタンを使うとき＞ 
＜マルチカーソルボタンを使うとき＞ 


小さくする 


大きくする 


お買い上げ時 
音量 4 


着 
信 
音 
量 


● 音量 1 のときに D ／ L ／ 
： 


「消音」に設定します。 
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着 
信 
音 
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待受中に調節します 
1 待受画面で 
「2電話・電話帳を使う」 「5電話を 
受けた時の音量を調節する」を押す 


2 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節し、 
を押す 


音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 音量 6 のときに U ／ R ／ 
： 


「だんだん大きく」（消音→音量 1 →… →音量 6 ）に設定します。 


● 音量 1 のときに D ／ L ／ 
： 


「消音」に設定します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


● 着信音量を消音に設定しているときは、待受画面に 
が表示されます（S :S IL E NT（サイレ 
ント））。また、同時に電話のバイブレータを設定中は、 が表示されます。 
● 着信音量は、電池残量確認音および予定を通知する音声の音量にも反映されます。 


● 着信音量を消音に設定しても、電話がかかってきたときにディスプレイのメッセ－ジ表示の 


他に、バイブレータの振動や背面ディスプレイのメッセージ表示でお知らせするように設定 
できます。→ P 1 6 3 、P 1 7 2 
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すぐに電話に出られないとき保留に 
します＜応答保留＞ 


● 応答保留中でも相手側には通話料金がかかります。 
1 着信中に 
を押す 


応答保留になります。相手には「ただいま電話に出ることができません。そ 


のままお待ちになるか、しばらくたってからおかけ直しください。」という応 


答保留ガイダンスが流れます。 


● テレビ電話の場合は、相手には応答保留ガイダンスとともにテレビ電話応 


答保留画像が送信されます。 


● 応答保留中に FOMA 端末を折り畳むと、背面ディスプレイに「応答保留 


中」または「テレビ電話応答保留中」が表示されます。 


● 応答保留中に 
を押すか、相手が電話を切ると、通話は切れます。 


2 電話に出られる状態になったら 
を押す 


● 音声電話の応答保留中に 
：保留を解除します。 


● テレビ電話の応答保留中に 
：保留を解除しカメラ映像を送信し 


ます。 


● テレビ電話の応答保留中に 
：保留を解除しカメラオフ画像(→P1 0 9 ) 


を送信します。 


＜音声電話応答保留中＞ 
＜テレビ電話応答保留中＞ 


応 
答 
保 
留 


● オートスピーカーホン機能を設定中は、着信してからオートスピーカーホン機能が動作する 
までの約 4 秒間に応答保留の操作を行ってください。→ P 8 3 


お知らせ 
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運転中や公共の場で電話を受けないようにします 
＜公共モード（ドライブモード／電源 OF F ）＞ 


公共モードは、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。 


公共モード（ドライブモード）を設定すると、電話をかけてきた相手に運転中も 


しくは通話を控える必要のあるような場所（電車、バス、映画館など）にいるた 


め電話に出られない旨のガイダンスが流れ、切断されます。公共モード（電源 


OFF）を設定すると、FOMA 端末の電源を切っている間の着信時に電話をかけ 


てきた相手に、電源を切る必要がある場所（病院、飛行機、電車の優先席付近な 


ど）にいるため電話に出られない旨のガイダンスが流れ、切断されます。サービ 


スエリア外や電波の届かない所にいる場合もガイダンスは流れます。 


● 公共モード（ドライブモード）の設定や解除は、ディスプレイ上部に「 
」 


が表示されているときでも可能です。 


● 公共モード（ドライブモード）中でも、通常どおり電話をかけることができ 


ます。 


● 公共モード（ドライブモード）は、データ通信中は利用できません。 


● 詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。 


設定します 


公共モード中は、次のように動作します。 


● 次の音が鳴りません。また、バイブレータや着信ランプも動作しません。 
• 電話および 6 4 K データ通信の着信音 • メールやメッセージ R /F の着信音 
• 目覚ましのアラーム音 
• 予定のアラーム音 


● メールやメッセージR /F を受信しても、受信中画面や受信結果画面は表示さ 


れません。ただし、ｉモード問合せを行った場合は、受信中画面や受信結果 


画面が表示されます。また、このときにメールやメッセージR /F を受信する 


と受信中画面が表示され、受信が完了すると受信結果画面が更新されます。 


● FOMA 端末を折り畳んでいる場合に、電話の着信、メールやメッセージR /F 


を受信したときなどは、背面ディスプレイに新着情報が表示されます。 


● 音声電話がかかってきたときは相手に公共モード（ドライブモード／電源 


OFF）のガイダンスが流れ、電話が切れます。テレビ電話がかかってきたと 


きは相手に公共モードの映像ガイダンスが表示され、電話が切れます。公共 


モード（ドライブモード）中は自分のFOMA 端末は着信動作を行わず、待受 


画面には新着情報（→ P 3 7 ）が表示され、着信履歴に記録されます。 
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解除します 
1 公共モード（ドライブモード）中に待受画面で * を 
1 秒以上押す 


「ドライブモードを解除しました」と表示されます。 


● 公共モード（電源 OF F ）を解除するには、待受画面で *25 


250 
を押します。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）をすると、本機能は解除されます。 
● 公共モード中は次の機能は動作しません。 
• マナーモード 
• 伝言メモ 
• オートスピーカーホン機能 
● 公共モード中にｉモードを利用している場合は、電話がかかってくると次の動作の後に電話 
が切れます。着信履歴には記録されます。 
• 音声電話の場合は、相手に公共モードのガイダンスが流れます。留守番電話サービスまた 
は転送でんわサービスを利用している場合は、それぞれの着信動作になります。 
• テレビ電話の場合は、通話中である旨のメッセージが表示されます。 


お知らせ 


公 
共 
モ 
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ド 
（ 
ド 
ラ 
イ 
ブ 
モ 
ー 
ド 
／ 
電 
源 
O 
F 
F 
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〈例〉公共モード（ドライブモード）を設定するとき 
1 待受画面で * を 1 秒以上押す 


「ドライブモードを設定しました」と表示されます。 
● 公共モード（電源 OF F ）を設定するには、待受画面で *25 


251 
を押します（待受画面上の変化はありません）。公共 


モード（電源 OF F ）の設定を確認するには待受画面で *25 


259 
を押します。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中は待受画面に 
が表示されます。 


FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに 
が表示されます。 
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伝言メモを設定しておくと、電話に出られないときに応答メッセージを再生し、 
相手の用件を録音します。 
日付時刻設定（→ P 5 8 ）で日付・時刻を設定していると、用件を録音した日時 
も自動的に記録されます。また、電話番号が通知されたときは、その番号なども 
記録されます。 
● 音声電話とテレビ電話を合わせて最大4 件、1 件につき約3 0 秒間録音できます。 
● テレビ電話に伝言メモで応答した場合、音声電話と同様に音声のみ録音されます。 
● 個人の情報表示を制限しているときや、履歴の表示を制限しているときには、 
本機能を使用できません。→ P 1 9 3 
● 伝言メモの内容は、別にメモを取るなどして保管してください。FOMA 端末 
の故障、修理やその他の取り扱いによって、録音内容が消失してしまう場合 
があります。万一、録音内容が消失してしまうことがあっても、当社として 
は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


電話に出られないときに用件を録音 
します＜伝言メモ＞ 


サービス名 


留守番電話サー 
ビス 


転送でんわサー 
ビス 


キャッチホン※ 3 


迷惑電話ストップ 


サービス 


番号通知お願い 
サービス 


音声電話を着信した場合 


相手に公共モードのガイダンスが流れ 
た後、留守番電話サービスセンターに 
接続されます。※ 1 


相手に公共モードのガイダンスが流れ 
た後、転送先に転送されます。※ 1 


相手に流れるガイダンスの有無は、転 
送でんわサービスの設定に従います。 


• 音声電話中の場合、相手に公共モード 
のガイダンスが流れた後、切断されま 
す。 
• テレビ電話中の場合、相手に話中音が 
流れた後、切断されます。 


相手を迷惑電話着信拒否に登録している 


場合、相手に着信拒否のガイダンスが流 


れた後、切断されます。※ 4 


• 相手が電話番号を通知していない場合 
は、相手に番号通知お願いのガイダン 
スが流れた後、切断されます。 
• 相手が電話番号を通知している場合 
は、相手に公共モードのガイダンスが 
流れた後、切断されます。 


テレビ電話を着信した場合 


相手に公共モードの映像ガイダンスが 
表示されず、留守番電話サービスセン 
ターにも接続されずに切断されます。 


相手に公共モードの映像ガイダンスは表 


示されずに、転送先に転送されます。※ 2 


転送先がテレビ電話に対応していない電 


話機の場合は切断されます。 


相手に公共モードの映像ガイダンスが 
表示された後、切断されます。 


相手を迷惑電話着信拒否に登録している 


場合、相手に着信拒否の映像ガイダンス 


が表示された後、切断されます。※ 4 


• 相手が電話番号を通知していない場合 
は、相手に番号通知お願いの映像ガイ 
ダンスが表示された後、切断されま 
す。 
• 相手が電話番号を通知している場合 
は、公共モードの映像ガイダンスが表 
示された後、切断されます。 


※ 1 ：留守番電話サービスまたは転送でんわサービスの呼出時間を0 秒に設定している場合 
は、公共モードのガイダンスは流れず、着信も記録されません。 
※ 2 ：転送でんわサービスの呼出時間を0 秒に設定している場合は、着信が記録されません。 
※ 3 ：公共モード（電源 OFF）には対応していません。 
※ 4 ：着信が記録されません。 
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● 伝言メモが 4 件録音されると、待受画面に 
が表示されます。このマークは、これ以上伝 
言メモを録音できないという意味です。伝言メモを停止してもマークは消えません。 
● 伝言メモがすでに 4 件録音されている場合は、伝言メモを設定できません。不要な伝言メモ 
を削除してから操作をやり直してください。→ P 1 0 0 


お知らせ 


1 電話がかかってくる 


伝言メモを設定したときは 


● 伝言メモを設定していても電話を受けられます。 


呼出時間の設定に従って着信音が鳴った後、伝言メ 


モ応答中の画面が表示され、相手には伝言メモ応答 


メッセージが流れます。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「伝言メモ起動中」または「テレビ電話 


伝言メモ中」が表示されます。 


● 音声電話またはテレビ電話着信中／応答中に 
： 


音声電話、またはカメラオフ画像（→P 1 0 9 ） 


でテレビ電話を受けます。 


● テレビ電話着信中／応答中に 
： 


テレビ電話を受けます。 


伝言メモを設定します 


お買い上げ時 
停止する 


1 待受画面で D を 1 秒以上押す 


伝言メモを設定した旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 
を押しても待受画面に戻ります。 


● 伝言メモの設定中は待受画面に 
が表示されます。 


● 本機能を停止する場合は待受画面で D を 1 秒以上押して 
を押し 


ます。 
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2 相手のメッセージが録音される 


● 録音の開始時と終了時には「ピーッ」と音が鳴ります。また、録音開始時 


から約 2 5 秒後に、録音終了予告音（ピピッ）が鳴ります。 


● 音声電話またはテレビ電話伝言メモ録音中に 
： 


音声電話、またはカメラオフ画像（→ P 1 0 9 ）でテレビ電話を受けま 


す。それまでの録音内容は記録されません。 


● テレビ電話伝言メモ録音中に 
： 


テレビ電話を受けます。それまでの録音内容は記録されません。 


3 録音が終了すると、電話が切れる 


伝言メモが録音されると、待受画面に新着情報 


（→ P 3 7 ）と 
が表示されます。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに 
が表示されます。 


録音終了までの 
目安が表示され 
ます。 


＜テレビ電話伝言メモ録音中＞ 
＜音声電話伝言メモ録音中＞ 


● 
が表示されているときは、伝言メモ機能は動作しません。留守番電話サービス（有料） 


をご利用ください。 


● 伝言メモがすでに 4 件録音されている場合は、伝言メモ機能は動作せずに着信音が鳴り続け 


ます。留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを開始に設定している場合は、各サー 


ビスが動作します。 
● 電波の状態により、録音内容が途切れる場合があります。 


● 伝言メモが録音された場合でも、着信履歴に記録されます。 


● 伝言メモ録音中に別の電話がかかってきた場合は、着信を拒否して録音を継続します。 


お知らせ 


録音終了までの 
目安が表示され 
ます。 
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電話がかかってきてから応答メッセージが流れるまでの時間を設定します。 
1 待受画面で 
「2電話・電話帳を使う」 「7伝言メ 
モを使う」 「2 伝言メモを設定する」 「3 呼出時間設 
定」を押す 


2 呼出時間を入力 
を押す 


呼出時間を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 0 ～ 1 2 0 秒の範囲で設定できます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


録音が始まるまでの時間を設定します＜呼出時間設定＞ 


● 留守番電話サービスや転送でんわサービスと伝言メモを同時に設定している場合、各サービ 


スの呼出時間設定で設定した時間により、優先順位が異なります。伝言メモを優先させるに 
は、伝言メモの呼出時間を各サービスの呼出時間設定よりも短く設定してください。ただし、 


電波状態によっては伝言メモが優先されないことがあります。 
● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）接続時に自動で着信する設定の応答時間と、伝言メ 


モの呼出時間は同じ時間に設定できません。→ P 4 9 4 
● 本機能とオートスピーカーホン機能を同時に設定している場合、本機能の呼出時間を3 秒以 
下に設定していると本機能が動作します。→ P 8 3 
● 無音着信時間の設定に関わらず、着信した時点から伝言メモの呼出時間がカウントされます。 
→ P 2 0 1 


お知らせ 


お買い上げ時 
8 秒 


伝 
言 
メ 
モ 
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● 応答メッセージは、次の 3 種類から選択できます。 


種　類 


1 標準 


2 会議中用 


3 移動中用 


内　容 


ただいま、電話に出ることができません。「ピー」という発 
信音の後に、3 0 秒以内でメッセージをお話しください。な 
お、テレビ電話の場合でも、音声メッセージのみのお預かり 
となります。 


会議中のため、電話に出ることができません。「ピー」とい 
う発信音の後に、3 0 秒以内でメッセージをお話しくださ 
い。なお、テレビ電話の場合でも、音声メッセージのみのお 
預かりとなります。 


移動中のため、電話に出ることができません。「ピー」とい 
う発信音の後に、3 0 秒以内でメッセージをお話しくださ 
い。なお、テレビ電話の場合でも、音声メッセージのみのお 
預かりとなります。 


伝言メモの応答メッセージを選択します＜伝言メモメッセージ選択＞ 


1 待受画面で 
「2 電話・電話帳を使う」 「7 伝言メモ 
を使う」 「3 伝言メモの応答メッセージを選ぶ」を押す 


2「1 標準」～「3 移動中用」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


伝言メッセージを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 
：応答メッセージを再生します。 


● 応答メッセージ再生中にUDまたは音量ボ 


タン（ 
）： 


再生中の応答メッセージの音量を調節しま 


す。 


お買い上げ時 
標準 


伝 
言 
メ 
モ 
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伝言メモが停止中でも、着信中に操作を行うと、その着信に限り伝言メモを動作 


させることができます。 


● この操作は、伝言メモを設定するものではありません。 
1 電話がかかってくる 
を押す 


2「1 伝言メモ」を押す 


着信中の電話に出られないときに用件 
を録音します＜クイック伝言メモ＞ 


伝言メモ応答中の画面が表示され、相手のメッセー 


ジが録音されます。 


ク 
イ 
ッ 
ク 
伝 
言 
メ 
モ 
／ 
伝 
言 
メ 
モ 
を 
再 
生 
／ 
削 
除 
し 
ま 
す 
伝言メモを再生／削除します 


● 未確認の伝言メモがあるときは、待受画面に新着情報（→ P 3 7 ）と 
が表 


示されます。 


● 個人の情報表示を制限しているときや、履歴の表示を制限しているときには、 


本機能を使用できません。→ P 1 9 3 
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伝言メモを再生します 
1 待受画面で D を押す 


2 
を押す 


3 UDを押して再生する伝言メモを表示 
を押 
す 


4「1 削除する」または「2 削除しない」を押す 


■ 削除するとき 


①「1 削除する」を押す 


伝言メモを削除した旨のメッセージが表示されます。 


● 伝言メモが録音されていない場合は、伝言メモが 


ない旨のメッセージが表示されます。 


伝言メモを録音した日付、曜日、時間、着信の種別（音声電話／ 
テレビ電話）が表示されます。 


電話番号が表示され、電話帳に登録している場合は名前も表示さ 
れます。→ P 1 1 9 
発信者番号が非通知の場合は、発信者番号非通知理由が表示され 
ます。→ P 6 0 


時間経過の目安が表示さ 
れます。 


伝言メモが再生されます。 


● 
：伝言メモの再生を途中で停止します。 


● UD または音量ボタン（ 
）： 


再生中の伝言メモの音量を調節します。 


● 
：伝言メモがスピーカーから聞こえるよう 


になります。 


再生が終了すると、伝言メモを削除するかどうかの 


確認画面が表示されます。 


伝言メモの番号 


次 
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② 
を押す 


次の伝言メモの表示画面が表示されます。 
• 次の伝言メモがない場合は待受画面に戻ります。 


■ 削除しないとき 


「2 削除しない」を押す 


伝言メモの表示画面に戻ります。 
• 
を押すと待受画面に戻ります。 


伝言メモを削除します 


1 件ずつ、またはすべての伝言メモをまとめて削除できます。 
1 待受画面で D 
UD を押して削除す 
る伝言メモを表示する 


伝言メモの表示画面が表示されます。 


2 
「9 削除する」を押す 


3「1 選択１件」または「2 全件」を押す 


選択した／全ての伝言メモを削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


伝言メモの表示画面に戻ります。伝言メモがない場合や、全件削除した場合 
は、待受画面に戻ります。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 伝言メモの表示画面で 
を押すと音声電話、 
を押すとテレビ電話をかけることがで 


きます。また、サブメニューから発信者番号通知／非通知を設定して音声電話やテレビ電話 


をかけたり、通信速度を指定してテレビ電話をかけたりすることもできます。 


お知らせ 


「1 選択 1 件」：表示していた 1 件を削除します。 


「2 全件」 
：伝言メモを全件削除します。 


伝 
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テレビ電話について 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 0 2 


テレビ電話をかけます 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 0 2 


テレビ電話を受けます 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 0 7 


テレビ電話中に画面の設定などを変更します 
… … … … … … … … … … … … … … 
1 0 8 


テレビ電話中の画面表示を設定します 
… … … 
＜テレビ電話画面表示設定＞ 
1 1 2 


テレビ電話中の画面の明るさを設定します 
＜テレビ電話画面明るさ設定＞ 
1 1 3 


テレビ電話がつながらないときの動作を設定します 
… … ＜音声再発信設定＞ 
1 1 4 


テレビ電話をかけたときに自画像を送るかどうかを設定します 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜発信時自画像送信設定＞ 
1 1 5 


テレビ電話中の親画面の大きさを設定します 
＜テレビ電話画面大きさ設定＞ 
1 1 6 


テレビ電話のかけかた／受けかた 
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テレビ電話について 


テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。 


また、自分の映像の代わりにカメラオフ画像（→ P 1 0 9 ）を送信することもで 


きます。 


テレビ電話中の画面の見かた 


説　明 


－ 


：6 4 K 
：3 2 K 


表示なし：受話口からの通話中 


：スピーカーホン機能使用中 


－ 


：音声チャンネル開設 
：映像チャンネル開設 
：音声・映像チャンネル開設 


：標準～ 
：3 倍（外側カメラ） 


：標準～ 
：2 倍（内側カメラ） 


表示なし：くっきり補正オフ 


：くっきり補正オン 


～ 
： 
受話音量／スピーカーホン音量 


分・秒の形式で表示 


1 


2 


3 


4 


5 


6 


7 


8 


9 


親画面 


通信速度 


スピーカーホ 
ン機能 


子画面 


チャンネル開 
設状態 


表示倍率 


くっきり補正 
設定 


受話音量／ 
スピーカーホ 
ン音量 


通話時間 


1 


89 


4 
3 
2 


56 


表　示 


ドコモのテレビ電話は「国際標準の3 GP P ※ 1 で標準化された、3 G-3 2 4 M ※ 2」 
に準拠しています。異なる方式を利用しているテレビ電話とは接続できません。 
※ 1 ：3 GP P （3 rd Generation P artners hip P rojec t） 
第三世代移動通信システム（IMT -2 0 0 0 ）に関する共通技術仕様開発 
のために設置された地域標準化団体 
※ 2 ：3 G-3 2 4 M 
第三世代携帯テレビ電話の国際規格 
● テレビ電話の通信速度には、次の 2 種類があります。 
• 6 4 K ：通信速度 6 4 kbps で通信をします。 
• 3 2 K ：通信速度 3 2 kbps で通信をします。 


7 


ここでは、テレビ電話のかけかたを説明します。 
テレビ電話をかけます 
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● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、電話番号を入力してテレビ電 


話をかけることはできません。→ P 1 9 5 


● 相手の顔を見ながらテレビ電話をかけるときはスピーカーホン機能を使用す 


るか、平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続してください。 


→ P 1 0 5 、P 4 9 1 


● ドコモの国際電話サービス「WOR LD C A LL」を利用して、国際テレビ電話 


をかけられます。→ P 7 6 


1 待受画面で電話番号を入力する 


● 音声電話の入力方法と同様です。→ P 6 6 


2 
を押す 


● 
を 1 秒以上：スピーカーホン機能を使用してテレビ電話をかけま 


す。→ P 1 0 5 


● 画面に「テレビ電話接続中」と表示された時点から通話料金がかかります。 


■ 「ツーツー」という音が聞こえたとき 


相手がお話し中です。ディスプレイには「お話中です」または「接続できま 


せんでした」が表示されます。 
を押していったん発信を終了し、しばらく 


たってからおかけ直しください。リダイヤルを使うと便利です。→ P 7 2 


その他の表示されるメッセージ→ P 1 0 4 


3 通話する 


4 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


画面には、相手の映像が表示されます。 


● 通話中に 
または 
： 


受話口からの通話とスピーカーホン機能を使 


用した通話を切り替えます。→ P 1 0 5 


● 相手の設定により映像が送信されなかった場合は、 


相 手 の 映 像 は 表 示 さ れ ず 、 カ メ ラ オ フ 画 像 


（→ P 1 0 9 ）などが表示されます。 
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● 
を押してから電話番号を入力しても、約 5 秒経過すると自動的にテレビ電話がかか 


ります。 


● カメラオフ画像（→ P 1 0 9 ）を利用しても、通信料金は音声通話料ではなくデジタル通信料 
になりますのでご注意ください。 


● テレビ電話がかからなかったときは、画面に次のメッセージ（文字情報）が表示され、自動 
的に待受画面に戻ります。なお、通話する相手の電話機やネットワークサービスのご契約の 
有無により、実際の相手の状況とメッセージの表示が異なる場合があります。 


● テレビ電話に対応した F OMA 端末にテレビ電話をかける場合、通信速度は6 4 K でかけるこ 


とをおすすめします。3 2 K によるテレビ電話は、ネットワーク状況によって 6 4 K でのテレ 
ビ電話が利用できないP HS などの機器と接続するためのものです。6 4 K でテレビ電話をか 
けたときでも相手が3 2 K エリアなどの通信環境だった場合、自動的に3 2 K に切り替えて再 
発信します。音声再発信の設定（→ P 1 1 4 ）を「かけ直す」に設定中でも、3 2 K での再発信 
が優先されます。 
※ 3 2 K でテレビ電話接続をした場合でも、6 4 K で接続したデジタル通信料と同じになります。 
● ポーズやタイマーを入力した場合（→ P 7 0 ）、ポーズやタイマーの前のダイヤルで発信動作 
を行い、それ以降のダイヤルは無効となります。 
● 音声や映像の送受信に失敗した場合（ 
または 
が表示された場合）でも、そのまま通話 


が継続されることがあります。 
● テレビ電話をかけてつながらなかった場合、次のように再発信が自動で行われます。　 


● テレビ電話をかけた場合、通常は6 4 K で発信されます。通信速度は、サブメニューから発信 


者番号通知／非通知を選択後に指定することができます。→ P 7 5 
● 音声再発信の設定を「かけ直す」に設定すると、テレビ電話をかけた相手がテレビ電話に対 


応していない端末の場合や、デュアルネットワークサービスでmova サービスを利用中の場 
合などに、自動的に音声電話に切り替えて再発信するので、相手へのアクセスがより確実に 
なります。 


※ 音声電話で再発信した場合、かかる通話料金は音声通話料になります。 


お知らせ 


メッセージ 


番号をご確認の上おかけ直し下さい 


お話中です 


電波が届かないか電源が入っていません 


発信者番号通知を「通知する」に設定し 
てください 


接続できませんでした 


説　明 


使われていない電話番号です。 


相手が話し中、またはパケット通信中です。 


相手が電波の届かない所にいるか、電源が入って 
いません。 


発信者番号非通知で接続した場合に表示されます 
（V ライブやビジュアルネットなどへの発信時）。 


上記のいずれにも該当しない場合に表示されま 
す。 


再発信動作 


6 4 K →3 2 K →音声 


6 4 K →3 2 K →切断 


3 2 K →音声 


3 2 K →切断 


音声再発信を設定する 


かけ直す 


かけ直さない 


かけ直す 


かけ直さない 


発信方法 


6 4 K 


3 2 K 
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スピーカーホン機能を使用して通話します 


相手の声がスピーカーから聞こえる状態でテレビ電話をかけることができます。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続中は、本機能を使用できません。 


● FOMA 端末から約 5 0 c m 以内の距離でお話しください。 


● スピーカーホン機能を使用した通話に切り替えると、音量が急に大きくなり 


ますので、FOMA 端末を耳から離して使用してください。 


● スピーカーホン機能は、通話を終了すると解除されます。 
1 待受画面で電話番号を入力 
を１秒以上押す 


テレビ電話がかかり、ディスプレイ上部に 
が表示されます。→ P 1 0 2 


● 発信中、呼出中、通話中に 
、または通話中に 
： 


受話口からの通話とスピーカーホン機能を使用した通話を切り替え 


ます。 


テレビ電話中に保留にします＜通話中保留＞ 


自分の声が相手に聞こえないように通話を保留にします。 


● 保留中も、電話をかけた方に通話料金がかかります。 


● 保留中に FOMA 端末を折り畳むと、電話は切れます。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


お知らせ 


● 通話中、周囲や相手側の雑音が大きい場合は、聞き取りにくいことがあります。その場合は 
受話口からの通話に切り替えてください。 


● テレビ電話に対応していない電話機にかけた場合や、相手がテレビ電話に対応している電話機 
でも圏外にいる場合や電源を切っている場合は接続できません。テレビ電話に対応していない 
電話機にかけた場合で、音声再発信の設定を「かけ直す」に設定しているときは、テレビ電話 
接続前に相手から切断され、音声電話として電話をかけ直します。ただし、IS DN 同期6 4 K や 
P IAFS のアクセスポイント、3 G-3 2 4 M（→ P 1 0 2 ）に対応していない IS DN のテレビ電話 
など（2 0 0 5 年 8 月現在）、間違い電話をした場合は、このような動作にならないことがあり 
ます。通話料金が発生する場合もありますのでご注意ください。 
● テレビ電話中に電波状況が悪くなった場合、映像がモザイク表示になることがあります。 
● 音声再発信の設定を「かけ直す」に設定中に F OMA 端末から緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、 
1 1 8 番）へテレビ電話発信した場合は、自動的に音声電話発信となります。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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テレビ電話中の操作について 


サブメニュー（→ P 4 3 ）から次の操作ができます。 
● 受話音量を調節することもできます。→ P 3 4 、P 8 6 


「1 通話を保留」： 
通話を保留にします。→ P 1 0 5 
「2 カメラオフ」／「2 カメラオン」： 
カメラをオフまたはオンに切り替えます。 
→ P 1 0 9 
「3 外側カメラへ切替」／「3 内側カメラへ切替」： 
外側と内側のカメラの表示を切り替えます。 
→ P 1 0 9 
「4 スピーカーで聞く」／「4 受話口で聞く」： 
スピーカーホン機能を設定または解除します。 
→ P 1 0 5 
「5 くっきり補正オン」／「5 くっきり補正オフ」： 
画質自動補正機能を設定または解除します。 
→ P 1 0 9 
「6 画面表示を設定」： 
画面の表示方法を変更します。→ P 1 1 0 
「7 明るさを選ぶ」： 
画面の明るさを変更します。→ P 1 1 1 
「8 親画面サイズ変更」： 
親画面の大きさを変更します。→ P 1 1 1 
「0 自分の電話番号」： 
自分の電話番号（自局電話番号）を表示します。 
→ P 6 1 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


1 通話中に 
を押す 


左の画面が表示され、着信ランプが点滅します。自 


分の F OMA 端末と相手にメロディ（エンターテイ 


ナー）が流れます。 


● 
：保留を解除して、保留前の通話状態に戻 


します。 


● 
：保留を解除して、相手にカメラオフ画像 


（→ P 1 0 9 ）を送信します。 


● 
：保留を解除して、相手にカメラ映像を送 


信します。 
テレビ電話中保留画像 


お知らせ 


● 保留中に流れるメロディ（エンターテイナー）は変更できません。 
● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続して保留中にF OMA 端末を折り畳んだ場合は、 


保留は継続され、相手にはカメラオフ画像が送信されます。 
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テ 
レ 
ビ 
電 
話 
を 
受 
け 
ま 
す 


ここでは、テレビ電話の受けかたを説明します。 
1 電話がかかってくる 


2 
を押す 


3 通話する 


4 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


着信音が鳴り、ディスプレイの照明が点灯して、着 


信ランプ、 
、 
が点滅します。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「テレビ電話着信」が点滅表示されます。 


→ P 3 9 


テレビ電話を受けます 


相手とつながるまではテレビ電話接続中の状態とな 


り、画面には自分の映像が表示されます。 


■ カメラオフ画像でテレビ電話を受けるとき 


を押す 


テレビ電話がつながったときから、相手にはカメ 


ラ映像の代わりにカメラオフ画像（→P 1 0 9 ）が 


送信されます。 


画面には、相手の映像が表示されます。 


● 通話中に 
または 
： 


受話口からの通話とスピーカーホン機能を使 


用した通話を切り替えます。→ P 1 0 5 


● 相手の設定により映像が送信されなかった場合は、 


相 手 の 映 像 は 表 示 さ れ ず 、 カ メ ラ オ フ 画 像 


（→ P 1 0 9 ）などが表示されます。 
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● テレビ電話がかかってきたときは、転送でんわサービスを開始に設定していても、転送先を 
3 G-3 2 4 M（→P 1 0 2 ）に準拠したテレビ電話対応機に設定していない場合、接続されない 
ことがあります。転送先の電話機をあらかじめご確認の上、転送設定を行ってください。 
● 音声や映像の送受信に失敗した場合（ 
または 
が表示された場合）でも、そのまま通話 
が継続されることがあります。 


お知らせ 


● 設定できる項目は次のとおりです。 


項　目 


カメラをオン／オフに切り替えます 


外側と内側のカメラを切り替えます 


画質補正機能を設定します 


画面の表示方法を変更します※ 


参照先 


P 1 1 1 


P 1 1 1 


P 1 1 2 


P 1 1 2 


参照先 


P 1 0 9 


P 1 0 9 


P 1 0 9 


P 1 1 0 


項　目 


画面の明るさを変更します※ 


親画面の大きさを変更します※ 


カメラで撮っている映像を拡大 
します 


プッシュ信号（DT MF）を送ります 


テレビ電話中に画面の設定などを変 
更します 


※ ：通話終了後も設定内容が保持されます。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
を 
受 
け 
ま 
す 
／ 
テ 
レ 
ビ 
電 
話 
中 
に 
画 
面 
の 
設 
定 
な 
ど 
を 
変 
更 
し 
ま 
す 


説　明 


伝言メモで応対します（クイック伝言メモ）。 


かかってきた電話を転送登録先へ転送します。 


電話が切れます。相手側に通話料金はかかりません。 


テレビ電話着信中の操作について 


サブメニュー（→ P 4 3 ）から次の操作ができます。 


※ ： 転送でんわサービスをご契約いただき、転送先を登録している場合に有効です。 
● 着信音量を調節することもできます。→ P 3 4 、P 8 8 


サブメニュー 


1 伝言メモ 


2 転送でんわ※ 


3 着信拒否 
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カメラをオン／オフに切り替えた旨のメッセージが 


表示され、映像が切り替わります。 


● 
を押すたびにカメラ映像とカメラオフ画像 


が切り替わります。 


● テレビ電話接続中も同様に操作できます。 


→ P 1 0 3 、P 1 0 7 


カメラオフ画像 


カメラをオン／オフに切り替えます 


相手に送信する映像を、カメラで撮影中のカメラ映像とカメラオフ画像で切り替え 


ます。自分の映像を相手に送信したくない場合などにカメラオフ画像を使います。 


● カメラオフ画像に切り替えているときは、外側と内側のカメラを切り替える 


ことはできません。→下記 


1 通話中に 
を押す 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
中 
に 
画 
面 
の 
設 
定 
な 
ど 
を 
変 
更 
し 
ま 
す 


外側と内側のカメラを切り替えます 


● カメラオン（→上記）の場合のみ変更できます。 
1 通話中に )（ 
）を押す 


外側／内側のカメラを有効にした旨のメッセージが表示され、切り替わった 


カメラからの映像が表示されます。 


● )（ 
）を押すたびに内側カメラと外側カメラが切り替わります。 


画質補正機能を設定します＜くっきり補正＞ 


相手の映像の色や明るさのバランスを自動的に補正する機能を設定します。 


お買い上げ時 
くっきり補正オフ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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テレビ電話中画面に表示される相手の映像と、自分のカメラ映像の表示方法を設 


定します。また、相手の映像のみ表示したり、自分のカメラ映像のみ表示したり 


することもできます。 
1 通話中に 
「6 画面表示を設定」を押す 


2 表示方法を選択する 


● 操作方法→ P 1 1 2 


画面の表示方法を変更します 


お買い上げ時 
相手を大きく 


1 通話中に 
「5 くっきり補正オン」を押す 


● くっきり補正を解除するには、 
「5 くっき 


り補正オフ」を押します。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
中 
に 
画 
面 
の 
設 
定 
な 
ど 
を 
変 
更 
し 
ま 
す 


● くっきり補正オンにすると、相手の映像の色や明るさのバランスは補正されますが、動きの 
なめらかさが低下します。動きを優先したいときは、くっきり補正オフでご使用ください。 
● くっきり補正をオンにしても、相手の環境によっては、状態があまり変化しなかったり、補 
正が極端に強調されたりする場合があります。 


お知らせ 


くっきり補正オンにすると表示されます。 
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ディスプレイの中央に表示されている親画面の大きさを設定します。 
1 通話中に 
「8 親画面サイズ変更」を押す 


2 親画面の大きさを選択する 


● 操作方法→ P 1 1 6 


親画面の大きさを変更します 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
中 
に 
画 
面 
の 
設 
定 
な 
ど 
を 
変 
更 
し 
ま 
す 


お買い上げ時 
拡大して表示 


画面の明るさを変更します 


お買い上げ時 
標準の明るさ 


1 通話中に 
「7 明るさを選ぶ」を押す 


2 明るさを選択する 


● 操作方法→ P 1 1 3 


112 
112 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
の 
か 
け 
か 
た 
／ 
受 
け 
か 
た 


カメラで撮っている映像を拡大します 


● カメラオン（→ P 1 0 9 ）の場合のみ利用できます。 
1 通話中に UD を押す 


表示倍率が変更されます。 


● U を押すたびに次の順に切り替わります。 


外側カメラ：標準（ 
）→ 2 倍（ 
）→ 


3 倍（ 
） 


内側カメラ：標準（ 
）→ 2 倍（ 
） 


D を押すと逆の順で切り替わります。 


プッシュ信号（D T MF ）を送ります 


● 受信側の機器によっては、信号を受信できない場合があります。 
1 通話中に 0 ～ 9、*、# を押す 


プッシュ信号（DT MF）が送出されます。 


カメラ映像が拡大します。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
中 
に 
画 
面 
の 
設 
定 
な 
ど 
を 
変 
更 
し 
ま 
す 
／ 
テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
表 
示 
設 
定 


テレビ電話中画面に表示される相手の映像と、自分のカメラ映像の表示方法を設 


定します。相手の映像のみ表示したり、自分のカメラ映像のみ表示したりするこ 


ともできます。 


テレビ電話中の画面表示を設定します 
＜テレビ電話画面表示設定＞ 


＜相手を大きくし 
た場合＞ 
＜自分を大きくし 
た場合＞ 
＜相手の映像のみ 
の場合＞ 
＜自分の映像のみ 
の場合＞ 


お買い上げ時 
相手を大きく 
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テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
表 
示 
設 
定 
／ 
テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
明 
る 
さ 
設 
定 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「0テレビ電話を設定す 
る」 「1 テレビ電話画面の表示を設定する」を押す 


2「1相手を大きく」～「4自画像のみ」のいずれか1 つの 
番号を押す 


画面表示を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 相手を大きく」：相手の映像を画面上に大きく表 


示します。 


「2 自分を大きく」：自分の映像を画面上に大きく表 


示します。 


「3 相手画像のみ」：相手の映像のみを画面上に表示 


します。 


「4 自画像のみ」 ：自分の映像のみを画面上に表示 


します。 


テレビ電話中の画面の明るさを設定します 
＜テレビ電話画面明るさ設定＞ 


お買い上げ時 
標準の明るさ 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「0テレビ電話を設定す 
る」 「2 テレビ電話画面の明るさを設定する」を押す 


「1 暗くする」 
：画面の明るさを標準より暗く 


します。 


「2 標準の明るさ」：画面の明るさを標準にします。 


「3 明るくする」 ：画面の明るさを標準より明る 


くします。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
明 
る 
さ 
設 
定 
／ 
音 
声 
再 
発 
信 
設 
定 


2「1暗くする」～「3明るくする」のいずれか1 つの番号 
を押す 


画面の明るさを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


テレビ電話がつながらないときの動作を設 
定します＜音声再発信設定＞ 


テレビ電話をかけたときに、相手の電話機がテレビ電話に対応していないなどの 


理由で電話が切られた場合、自動的に音声電話で再発信するように設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「0テレビ電話を設定す 
る」 「3 音声再発信を設定する」を押す 


2「1 かけ直す」または「2 かけ直さない」を押す 


音声再発信動作を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
かけ直さない 
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テレビ電話をかけたときに自画像を送るかどうか 
を設定します＜発信時自画像送信設定＞ 


自分の映像を送信しないように設定した場合は、相手にはカメラオフ画像が送信 


されます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「0テレビ電話を設定す 
る」 「4 発信時の自画像送信を設定する」を押す 


2「1 送る」または「2 送らない」を押す 


自画像の送信方法を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


発 
信 
時 
自 
画 
像 
送 
信 
設 
定 


お買い上げ時 
送る 
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テレビ電話中の親画面の大きさを設定します 


＜テレビ電話画面大きさ設定＞ 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
大 
き 
さ 
設 
定 


＜標準の大きさの場合＞ 
＜拡大して表示の場合＞ 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「0 テレビ電話を設定す 
る」 「5 テレビ電話画面の大きさを設定する」を押す 


2「1 標準の大きさ」または「2 拡大して表示」を押す 


親画面の大きさを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
拡大して表示 


「1 標準の大きさ」：親画面の大きさを標準にします。 


「2 拡大して表示」：親画面の大きさを拡大します。 
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電話帳 


FOMA 端末で使用できる電話帳について … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 1 8 


FOMA 端末電話帳に登録します … … … … … … … … … … … … 
＜電話帳登録＞ 
1 2 0 


リダイヤルや着信履歴などから電話帳に登録します 
… … … … … … … … … … … 
1 2 6 


グループの名前や着信音を設定します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 2 8 


電話帳をコピーします 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 3 0 


電話帳から電話をかけます 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜電話帳検索＞ 
1 3 4 


電話帳を修正します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜電話帳修正＞ 
1 4 0 


電話帳を削除します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜電話帳削除＞ 
1 4 3 


知られたくない電話帳を守ります 
… … … 
＜シークレット属性設定／解除＞ 
1 4 4 


よく連絡を取り合う相手を登録します 
… … … 
＜ワンタッチダイヤル登録＞ 
1 4 5 


電話帳の登録件数を確認します 
… … … … … … … … … … … 
＜登録件数確認＞ 
1 5 5 


ボタン１つで電話をかけます 
… … … … … … … … … 
＜ワンタッチダイヤル＞ 
1 5 6 


少ないボタン操作で電話をかけます 
… … … … … … 
＜ツータッチダイヤル＞ 
1 5 7 
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Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
端 
末 
で 
使 
用 
で 
き 
る 
電 
話 
帳 
に 
つ 
い 
て 


F OMA 端末で使用できる電話帳に 
ついて 


FOMA F8 8 1 iE S では、FOMA 端末電話帳と FOMA カード電話帳を利用でき 


ます。 


F OMA 端末電話帳と F OMA カード電話帳の違い 


FOMA 端末電話帳とFOMA カード電話帳に登録できる情報（電話帳データ）に 


は、次のような違いがあります。 


● FOMA カードに直接電話帳データを登録することはできません。FOMA カー 


ド電話帳に登録するには、F OMA 端末電話帳に登録した電話帳データをコ 


ピーしてください。→ P 1 3 0 


FOMA 端末電話帳 


最大 5 0 0 件 


○ 


○ 


1 人につき最大 3 件 
登録可能 


1 人につき最大 3 件 
登録可能 


3 0 グループおよび 
「グループなし」に登 
録可能 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


参照先 


― 


P 1 2 0 


P 1 2 1 


P 1 2 1 


P 1 2 2 


P 1 2 3 


P 1 2 3 


P 1 3 4 


P 1 3 5 


P 1 3 6 


P 1 3 7 


P 1 3 7 


P 1 3 8 


P 1 4 2 


P 1 4 4 


FOMA カード 
電話帳 


最大 5 0 件 


○ 


○ 


1 人につき 1 件登録 
可能 


1 人につき 1 件登録 
可能 


1 0 グループおよび 
「グループなし」に登 
録可能 


× 


○ 


× 


○ 


○ 


○ 


× 


× 


× 


項　目 


電話帳登録件数 


名前 


フリガナ 


電話番号 


メールアドレス 


グループ 


電話帳番号 


5 0 音順検索 


音声検索 


グループ検索 


フリガナ検索 


電話番号検索 


電話帳番号検索 


シ ー ク レ ッ ト コ ー ド 
入力 


シークレット属性設定 


登 
録 
内 
容 


電 
話 
帳 
検 
索 


各 
種 
設 
定 


○ ：可　× ：不可 
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FOMA 端末電話帳 


○ 


○ 


○ 


○ 


項　目 


ワンタッチダイヤル 


音声呼出し 
（ボイスダイヤル） 


ツータッチダイヤル 


ツータッチメール 


FOMA カード 
電話帳 


× 


× 


× 


× 


名前の表示について 


FOMA 端末電話帳、FOMA カード電話帳に登録した相手と電話の発着信を行う 


と、電話帳に登録した名前が発信中、呼出中、着信中、通話中の画面に表示され 


ます。 


電話帳に登録した名前は、発着信情報を記録しているリダイヤルや着信履歴、伝 


言メモ、受信メールの発信元、送信メール・未送信メールの宛先にも表示されま 


す。 


● FOMA 端末電話帳とFOMA カード電話帳に、同じ電話番号／メールアドレス 


で名前が異なる電話帳を登録している場合、電話帳を検索せずに電話番号／ 


メールアドレスを入力したときは、FOMA 端末電話帳に登録した名前が表示 


されます。 


● メールを受信した際、発信元のメールアドレスと電話帳に登録しているメー 


ルアドレスが@以降のドメイン名も含めて完全に一致すると、各着信音の設 


定に従って動作し、電話帳に登録した名前が表示されます。ただし、発信元 


がｉモード端末の場合は、ドメイン名（@doc omo.ne.jp）を省略してメール 


アドレスを電話帳に登録しても各着信音の設定に従って動作し、電話帳に登 


録 し た 名 前 が 表 示 さ れ ま す 。 メ ー ル ア ド レ ス が 「 携 帯 電 話 番 号 


@doc omo.ne.jp」の場合は、 
「@doc omo.ne.jp」を省略して電話帳に登録し 


てください。 


● S MS を受信した際、電話帳に登録している電話番号が一致した場合は電話帳 


の設定で動作します。 


参照先 


P 1 5 6 


P 2 0 9 


P 1 5 7 


P 3 2 9 


そ 
の 
他 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
端 
末 
で 
使 
用 
で 
き 
る 
電 
話 
帳 
に 
つ 
い 
て 


● F OMA 端末電話帳の電話帳データにシークレット属性を設定している場合は、シークレット 
モード中のみ相手の名前が表示されます。→ P 1 4 4 
● 個人の情報表示を制限しているときには、電話帳に登録している相手へ電話をかけても、また 
は電話帳に登録している相手から電話がかかってきても、相手の名前は表示されません。相手 
の電話帳データがリダイヤルや着信履歴、伝言メモなどに表示されている場合も同様です。 
→ P 1 9 3 
● 電話帳に登録している名前が長い場合、発着信時の画面、着信履歴や伝言メモの表示画面な 
どには、画面に表示できる文字数分のみ名前が表示されます。 


お知らせ 
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● 
が表示されている場合でも電話帳の登録はできます。 
● 電話帳に登録した内容は、別にメモを取るなどして保管することをおすすめします。パソコ 
ンをお持ちの場合は、添付のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータリンクソフトとF OMA 
US B 接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに保管することもできます。→ P 5 7 4 
● F OMA 端末の故障、修理やその他の取り扱いによって、登録内容が消失してしまう場合があ 
ります。万一、電話帳などに登録した内容が消失してしまうことがあっても、当社としては 
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
● ドコモショップなどの窓口で機種変更時など新機種へコピーする際は、新機種の仕様によっ 
ては、F OMA 端末に登録したデータをコピーできない場合もありますので、あらかじめご了 
承ください。 


お知らせ 


F OMA 端末電話帳登録の流れ 


FOMA 端末電話帳への登録は、次の手順で行います。 


ステップ 1 　名前を登録します 


相手の名前や会社名などを入力します。 


● 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。 


● 全角で最大 1 6 文字、半角で最大 3 2 文字入力できます。 
1 待受画面で 
「2 電話帳に登録する」を押す 


名前の入力画面が表示されます。 


2 名前を入力する 


よく利用する電話番号やメールアドレスを、名前とともに登録できます。 


● 最大登録件数→ P 1 1 8 


● 個人の情報表示を制限しているときや、ダイヤル入力での発信を制限してい 


るときには、本機能を使用できません。→ P 1 9 3 、P 1 9 5 


電 
話 
帳 
登 
録 


F OMA 端末電話帳に登録します 
＜電話帳登録＞ 
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F8 8 3 i_3 han_P 4 _1 kou 


ステップ 2 　フリガナを登録します 


ステップ 1 で入力した名前のフリガナを確認して、必要に応じて修正します。 


● 半角カタカナ、半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 半角で最大 3 2 文字入力できます。 
1 フリガナを確認する 


2 
を押す 


電話番号の入力画面が表示されます。 


● フリガナは電話帳の検索に使用しますので、正し 


く入力してください。 


●「タロウ」を「タロー」のように長音（「ー」）を使 


用して登録すると、電話帳の音声読み上げがより 


自然になります。→ P 2 1 5 


電 
話 
帳 
登 
録 


3 
を押す 


フリガナの入力画面が表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



ステップ 3 　電話番号を登録します 


電話番号を市外局番から入力します。 
● 最大 2 6 桁入力できます。 
1 電話番号を入力する 


2 
を押す 


2 件目の電話番号を登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


● ポーズ（「P 」）、タイマー（「T」）、「＃」、サブアドレ 


スの区切り（「 」）を入力できます。→ P 7 0 


● 1 8 6 、1 8 4 を付けて電話帳に登録すると、S MS 


作成時の宛先に選択した際、送信できません。 


*F881iES_FIX（121-125) 
07.3.26, 7:25 PM 
Page 121 
Adobe PageMaker 6.5J /PPC 
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● 相手がシークレットコードを登録しているとき→ P 1 4 2 
● メールアドレスを「携帯電話番号 @doc omo.ne.jp」にしている相手を電話帳に登録する場 
合、1 8 6 、1 8 4 を付けて電話帳に登録すると、ｉモードメール作成時の宛先に選択した際、 
送信できません。 


お知らせ 


ステップ 4 　メールアドレスを登録します 


メールアドレスを入力します。 
● 半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 
● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 
1 メールアドレスを入力する 


2 
を押す 


2 件目のメールアドレスを登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 ：他のメールアドレスを登録できます。ステップ4 の操作 


1 、2 を繰り返します。3 件目を登録すると、自動的に 


ステップ 5 に進みます。 


●「2 入力しない」：他のメールアドレスを登録しません。 


● 何も入力しないで 
： 


メールアドレスを入力しません。ステップ 5 


に進みます。 


● 英字入力モード時に 1： 


「＠」「.」「‐ 」など宛先によく使う記号を入力 


できます。 


● 英字入力モード時に *： 


「@doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを 


入力できます。 


3「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 ：他の電話番号を登録できます。ステップ3 の操作1 、2 


を繰り返します。3 件目を登録すると、自動的にステッ 


プ 4 に進みます。 


●「2 入力しない」：他の電話番号を登録しません。 
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ステップ 6 　電話帳番号を登録します 


電話帳の番号を割り当てます。 


● 電話帳番号0 ～9 の電話帳データの1 件目に電話番号やメールアドレスを登 


録しておくと、ツータッチダイヤル（→ P 1 5 7 ）で簡単に電話をかけたり、 


ツータッチメール（→ P 3 2 9 ）で簡単にメールを作成したりすることができ 


ます。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）のスイッチで電話をかけるには、相 


手の電話番号を電話帳番号 0 の 1 件目の電話番号に登録しておきます。 


1 電話帳番号（0 ～ 4 9 9 ）を入力する 


ステップ 5 　グループを登録します 


電話帳を登録するグループを選択します。 


● グループ1 ～3 0 および「グループなし」から選択できます。「グループなし」 


以外のグループ名は変更することができます。→ P 1 2 8 


1 グループを選択する 


2 
を押す 


電話帳番号の入力画面が表示されます。 


● LR：前後のページを表示できます。 


電 
話 
帳 
登 
録 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



電話帳番号の入力画面には、現在使用されていない 


最も小さい電話帳番号が自動的に入力されています。 


● 電話帳番号が「0 0 1 」のように1 桁の場合は「1 」、 


「0 1 0 」のように2 桁の場合は「1 0 」と入力しま 


す。 


● 0 ～ 4 9 9 までの番号を設定してください。5 0 0 


以上の番号を入力した場合は、自動的に 4 9 9 が 


入力されます。 
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2 
を押す 


3「2 終了する」を押す 


メニュー画面に戻ります。電話帳登録は終了です。 


●「1 登録する」：ステップ 7 に進みます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 登録済みの電話帳番号を指定したときは、上書き 


するかどうかの確認画面が表示されます。「2 新 


規登録する」を押すと、現在使用されていない最 


も小さい電話帳番号に登録されます。 


「1 登録する」：ワンタッチダイヤルまたは音声呼出 


しに登録します。 


「2 終了する」：電話帳登録を終了します。 


ステップ 7 　ワンタッチダイヤル／音声呼出しに登録します 


電話帳登録に続けてワンタッチダイヤル（→P 1 4 5 ）や音声呼出し（→P 2 0 6 ） 


に登録します。 
1 ステップ 6 の操作 3 で「1 登録する」を押す 


2「1ワンタッチダイヤル登録」または「2音声呼出し登録」 
を押す 
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②「1 ワンタッチダイヤル 1 」～「3 ワンタッチダイヤル 3 」のいずれか 1 


つの番号を押して登録する 


ワンタッチダイヤル登録方法→P 1 4 6「ステップ2 」操作1 ～「ステップ 


4 」操作 7 
登録が終了するとワンタッチダイヤルに登録した旨のメッセージが表示さ 
れ、 
を押すと登録先の選択画面に戻ります。 
• すでに音声呼出しを登録している場合は、メニュー画面に戻ります。 


■ 音声呼出しに登録するとき 


①「2 音声呼出し登録」を押す 


② 単語を入力 
を押す 
単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 
• あらかじめフリガナの先頭 1 0 文字が単語として入力されており、その 
まま登録することもできます。 
• 半角カタカナで 3 ～ 1 0 文字入力できます。 


③ 
を押す 


登録先の選択画面に戻ります。 
• すでにワンタッチダイヤルを登録している場合は、メニュー画面に戻り 
ます。 


3「3 終了する」を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


• 電話帳呼出し用の単語をすでに1 0 0 件登録して 


いる場合は、登録ができない旨のメッセージが 


表示されます。 
を押すと、登録先の選択画 


面に戻ります。 


■ ワンタッチダイヤルに登録するとき 


①「1 ワンタッチダイヤル登録」を押す 


電 
話 
帳 
登 
録 
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リダイヤルや着信履歴などから電話 
帳に登録します 


リダイヤルや着信履歴などから、電話番号を電話帳に登録します。新しい電話帳 


データとして登録することも、登録済みの電話帳に追加することもできます。 


● 次の画面から登録できます。 
• ダイヤル入力画面 
• リダイヤルの表示画面 
• 着信履歴の表示画面 
• 伝言メモの表示画面 


● サイトやｉモードメールなどから電話番号やメールアドレスを登録すること 


もできます。→ P 2 8 4 、P 4 0 6 


新規に登録します 


〈例〉リダイヤルから登録するとき 
1 待受画面で R を押す 


2 UD を押して登録する電話番号を表示 


「1 電話帳に登録」を押す 


3 電話帳登録と同様の方法で、名前やメールアドレスなどを 
登録する 


● 操作方法→ P 1 2 0 


● 電話番号の入力画面には、選択したリダイヤルの電話番号が表示されます。 


リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
や 
着 
信 
履 
歴 
な 
ど 
か 
ら 
電 
話 
帳 
に 
登 
録 
し 
ま 
す 


● ダイヤル入力画面の表示→ P 6 6 


● 着信履歴の表示→ P 8 4 


● 伝言メモの表示→ P 9 9 
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登録済みの電話帳に追加します 


〈例〉リダイヤルから登録するとき 
1 待受画面で R を押す 


2 UD を押して追加する電話番号を表示 


「2 電話帳に追加」を押す 


3 電話帳を検索して登録先の電話帳データを選択 
を 
押す 


4 
を押す 


ワンタッチダイヤルまたは音声呼出しに登録するかどうかの確認画面が表示 


されます。 


● 操作方法→P 1 2 4「ステップ6 」 操作 2 以降 


● 登録先の電話帳データに電話番号をすでに 3 件登 


録しているときは、上書きする電話番号の選択画 


面が表示されます。上書きする電話番号を選択し、 


を押します。上書きしないときは 
を押し 


て電話帳の検索一覧に戻ります。 


リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
や 
着 
信 
履 
歴 
な 
ど 
か 
ら 
電 
話 
帳 
に 
登 
録 
し 
ま 
す 


● ダイヤル入力画面の表示→ P 6 6 


● 着信履歴の表示→ P 8 4 


● 伝言メモの表示→ P 9 9 
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グ 
ル 
ー 
プ 
の 
名 
前 
や 
着 
信 
音 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 


グループの名前や着信音を設定します 


FOMA 端末電話帳のグループの名前を変えたり、着信音をグループごとに設定 


したりできます。 


グループ名を変更します＜グループ名変更＞ 


FOMA 端末電話帳の「グループ 1 」～「グループ 3 0 」を、「家族」「会社」な 


どのわかりやすい名前に自由に変更できます。 


●「グループなし」のグル－プ名は変更できません。 
1 待受画面で 
「4 電話帳のグループを設定する」 


「1 グループ名を変更する」を押す 


2 グループを選択 
を押す 


3 グループ名を入力 
を押す 


グループ名が登録された旨のメッセージが表示されます。 


● 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。 


● 全角で最大 1 0 文字、半角で最大 2 0 文字入力できます。 


● 何も入力しないで 
を押すと、お買い上げ時のグループ名に戻ります。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● LR：前後のページを表示できます。 
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グ 
ル 
ー 
プ 
の 
名 
前 
や 
着 
信 
音 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 


グループ別の着信音を設定します 


電話がかかってきたときやメールを受信したときの着信音を、FOMA 端末電話 


帳のグループごとに設定できます。 


● 「グループなし」の着信音は設定できません。 


お買い上げ時 
着信音設定：専用設定なし　着信音：専用設定なし 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



2 グループを選択 
を押す 


項　目 


1 着信音設定 


2 着信音 


説　明 


グループ専用の着信音を設定します。 


グループ専用の着信音を鳴らすとき 
のメロディまたは動画／ｉモーショ 
ンを設定します。 


3「1 着信音設定」を押す 


グループ専用の電話着信音を設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


●「2 着信音」：着信音から設定します。操作 5 に進みます。 


● 着信音設定に「専用設定なし」が表示されているときは、「2 着信音」か 


らは設定できません。 


4「1 設定する」を押す 


着信音選択画面が表示されます。 


●「2 設定しない」：グループ専用の着信音を設定しません。操作6 に進みま 


す。 


● メール着信音を設定するときは、「1 設定する」を押すとメロディ一覧が 


表示されます。 


1 待受画面で 
「4 電話帳のグループを設定する」 


「2 グループ専用の電話着信音を選ぶ」を押す 


● LR：前後のページを表示できます。 


● メール着信音を設定するときは、待受画面で 


「4 電話帳のグループを設定する」 「3 


グループ専用のメール着信音を選ぶ」を押します。 


〈例〉電話着信音を設定するとき 
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電話帳をコピーします 


FOMA 端末電話帳をFOMA カード電話帳にコピーしたり、FOMA カード電話 


帳を FOMA 端末電話帳にコピーしたりします。 


● 個人の情報表示を制限しているときや、ダイヤル入力での発信を制限してい 


るときには、本機能を使用できません。→ P 1 9 3 、P 1 9 5 


グ 
ル 
ー 
プ 
の 
名 
前 
や 
着 
信 
音 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 
／ 
電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 


5「1メロディ」または「2着モーション」 
フォルダを選 
択 
着信音を選択 
を押す 


操作 2 の画面に戻ります。「1 着信音設定」には「専用設定あり」が表示さ 


れ、「2 着信音」には選択した着信音が表示されています。 


● メール着信音を設定するときは、フォルダを選択 
メロディを選択 


を押します。 


● メロディまたは動画／ｉモーションの再生については「携帯電話から鳴る 


着信音を変えます」のお知らせをご覧ください。→ P 1 6 1 


6 
を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


操作 1 の画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


F OMA 端末電話帳を F OMA カード電話帳にコピーします 


● FOMA 端末電話帳の検索結果一覧から操作する場合は、複数の電話帳データ 


をまとめてコピーできます。FOMA 端末電話帳の詳細画面から操作する場合 


は、表示中の電話帳データがコピーされます。 


● FOMA 端末電話帳のグループ名と同じ名前のグループが FOMA カード電話 


帳にある場合は、そのグループにコピーされます。同じ名前のグループがな 


い場合は、「グループなし」にコピーされます。 


● 次の項目がコピーされます。ただし、FOMA カードに保存できる最大文字数 


を超えた部分は削除されます。 


• 名前 
：全角で最大1 0 文字、半角で最大2 1 文字コピーされます。 


ただし、全角／半角が混在している場合や、半角カタカナ 


が含まれている場合は、最大 1 0 文字となります。 


131 
131 


電 
話 
帳 


電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 


1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 
「6 FOMA カードへコピー」を押す 


電話帳選択画面が表示されます。 


3 コピーする相手を選択 
を押す 


4 
を押す 


FOMA カードにコピーした旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


FOMA 端末電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 相手の 
が 
に変わります。 


● 
：電話帳データを選択／解除します。 


● 
：すべての電話帳データを選択／解除しま 


す。 


• フリガナ 
：半角カタカナは全角カタカナに置き換えられます。全角 


で最大 1 2 文字、半角で最大 2 5 文字コピーされます。 


• 電話番号 
：1 件目に登録した電話番号が最大2 6 桁コピーされます。 


F OMA カードの種類によっては最大 2 0 桁となります。 


→ P 4 7 


タイマー（「T 」）を登録している場合は削除されます。 


• メールアドレス ：1 件目に登録したメールアドレスが半角で最大 5 0 文字 


コピーされます。 
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電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 


F OMA カード電話帳を F OMA 端末電話帳にコピーします 


● FOMA カード電話帳の検索結果一覧から操作する場合は、複数の電話帳デー 


タをまとめてコピーできます。FOMA カード電話帳の詳細画面から操作する 


場合は、表示中の電話帳データがコピーされます。 


● FOMA カード電話帳のグループ名と同じ名前のグループが FOMA 端末電話 


帳にある場合は、そのグループにコピーされます。同じ名前のグループがな 


い場合は、「グループなし」にコピーされます。 


● 次の項目がコピーされます。 
• 名前 
：名前にコピーされます。 
• フリガナ 
：フリガナにコピーされます。 


全角カタカナは半角カタカナに置き換えられます。 
• 電話番号 
：電話番号にコピーされます。 
• メールアドレス ：メールアドレスにコピーされます。 


1 FOMA カード電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 
「4 本体へコピー」を押す 


電話帳選択画面が表示されます。 


3 コピーする相手を選択 
を押す 


4 
を押す 


FOMA 端末電話帳にコピーした旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


FOMA カード電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 相手の 
が 
に変わります。 


● 
：電話帳データを選択／解除します。 


● 
：すべての電話帳データを選択／解除しま 


す。 
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登録内容をコピーします 


FOMA 端末電話帳やFOMA カード電話帳に登録した電話帳データの個々の登録 


内容（名前や電話番号など）をコピーします。 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 コピーする相手を選択 
「8 名前等をコ 
ピー」を押す 


3 コピーする項目を選択 
を押す 


選択した項目をコピーした旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


FOMA 端末電話帳の詳細画面に戻ります。 


● 貼付け→ P 5 4 2 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 


● FOMA カード電話帳から操作するときは、コピー 


する相手を選択 
「6 名前等をコ 


ピー」を押します。 
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電話帳から電話をかけます 
＜電話帳検索＞ 


電 
話 
帳 
検 
索 


電話をかける相手の電話帳データを電話帳から呼び出し、簡単に電話をかけるこ 


とができます。 


● 電話帳の呼び出しかたには次の方法があります。 


※ ：FOMA カード電話帳では利用できません。 
● シークレット属性が設定されている電話帳データも含めて検索する場合は、 


シークレットモードに設定してから検索してください。→ P 1 9 2 


● 個人の情報表示を制限しているときには、電話帳を検索できません。→P 1 9 3 


参照先 


下記 


P 1 3 5 


P 1 3 6 


P 1 3 7 


P 1 3 7 


P 1 3 8 


項　目 


5 0 音順検索 


音声検索※ 


グループ検索 


フリガナ検索 


電話番号検索 


電話帳番号検索※ 


説　明 


5 0 音順に検索して表示します。 


音声で検索します。 


グループから検索します。 


フリガナから検索します。 


電話番号の一部から検索します。 


電話帳番号から検索します。 


5 0 音順に検索して表示します＜ 5 0 音順検索＞ 


5 0 音順に検索して表示します。 
1 待受画面で 
「1 電話帳の内容を見る」 「15 0 音 
順検索」を押す 


を押して、F OMA 端末電話帳と F OMA カード電話帳を 
切り替えます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面 


で 
「1電話帳の内容を見る」 
「1 


5 0 音順検索」を押します。 
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電 
話 
帳 
検 
索 


2 UDLR を押して相手を選択する 


3 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録した電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


音声で検索します＜音声検索＞ 


音声で電話帳データを検索します。 


● あらかじめ電話帳データを音声呼出しに登録しておく必要があります。 


→ P 1 2 4 、P 2 0 6 


● 周囲の状況や発声のしかたにより、音声が認識されない場合があります。 


→ P 2 1 4 


1 待受画面で 
「1電話帳の内容を見る」 「2音声検 
索」を押す 


● 0 ～ 9、*、#： 


ボタンに割り当てられている行の先頭の電話 


帳データを表示します。 


1：ア行　2：カ行　3：サ行 


4：タ行　5：ナ行　6：ハ行 


7：マ行　8：ヤ行　9：ラ行 


0：ワ行 


* ／ #：他（アルファベット、数字、フ 


リガナが空白で始まるもの、 


記号、フリガナなし順） 


たとえば、｢牧野美紀｣を表示する場合は「ま」 


に対応する 7 を押します。 


● LR： 


画面上部にある5 0 音表示のカーソルを移動し 


て、各行の先頭の電話帳データを表示します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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グループで検索します＜グループ検索＞ 


グループに登録した電話帳データを検索します。 


● FOMA 端末電話帳にグループを設定せずに登録した電話帳データは、 
「グルー 


プなし」に登録されています。 


● FOMA 端末電話帳に登録した電話帳データのグループが次のような場合は、 


FOMA カード電話帳にコピーされると「グループなし」に登録されています。 
• グループを設定していないとき 
• グループ 1 1 以降に登録しているとき 
• 名前が変更したグループに登録しているとき 


1 待受画面で 
「1電話帳の内容を見る」 「3グルー 
プ検索」を押す 


グループ検索画面が表示されます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面で 
「1 電話帳の 


内容を見る」 
「2 グループ検索」を押します。 


2 検索するグループを選択 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録した電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● 0 ～ 9、*、#： 


ボタンに割り当てられている行の先頭の電話 


帳データを表示します。→ P 1 3 5 


● LR： 


画面上部にある5 0 音表示のカーソルを移動し 


て、各行の先頭の電話帳データを表示します。 


● 同じグループ内の電話帳データは次のフリガナ順 


に表示されます。 


① 5 0 音順　②アルファベット順　③数字　 


④空白で始まるもの　⑤記号　⑥フリガナなし 


電 
話 
帳 
検 
索 


お知らせ 


2 
音声で検索して電話をかける 


● 操作方法→ P 2 0 9 


● 待受画面で 
を 1 秒以上押しても、音声で電話帳データを検索できます。 
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1 待受画面で 
「1電話帳の内容を見る」 「4フリガ 
ナ検索」を押す 


フリガナ検索画面が表示されます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面で 
「1 電話帳の 


内容を見る」 
「3 フリガナ検索」を押します。 


2 フリガナを入力 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録した電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● フリガナは一部を入力することで検索できます。 


電 
話 
帳 
検 
索 


電話番号で検索します＜電話番号検索＞ 


電話番号の一部だけを入力して、その数字を含む電話番号を検索します。 
1 待受画面で 
「1電話帳の内容を見る」 「5電話番 
号検索」を押す 


電話番号検索画面が表示されます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面で 
「1 電話帳の 


内容を見る」 
「4 電話番号検索」を押します。 


フリガナで検索します＜フリガナ検索＞ 


フリガナを入力して、その文字から始まる電話帳データを検索します。 


● 半角カタカナ、半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 電話帳は半角で最大 3 2 文字入力できます。 


● FOMAカード電話帳は全角で最大1 2 文字、半角で最大2 5 文字入力できます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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2 電話番号の一部を入力 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録した電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● 0 ～ 9、*、#： 


ボタンに割り当てられている行の先頭の電話 


帳データを表示します。→ P 1 3 5 


● LR： 


画面上部にある5 0 音表示のカーソルを移動し 


て、各行の先頭の電話帳データを表示します。 


電 
話 
帳 
検 
索 


2 電話帳番号を入力 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録した電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● 電話帳番号が「0 0 1 」のように1 桁の場合は「1 」、 


「0 1 0 」のように2 桁の場合は「1 0 」と入力しま 


す。 


● 0 ～ 4 9 9 までの番号を入力してください。5 0 0 


以上の番号を入力した場合は、自動的に4 9 9 が入 


力されます。 


電話帳番号で検索します＜電話帳番号検索＞ 


電話帳番号を入力して検索します。 
1 待受画面で 
「1電話帳の内容を見る」 「6電話帳 
番号検索」を押す 


電話帳番号検索画面が表示されます。 
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電 
話 
帳 
検 
索 


1 電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 詳細表示する電話帳データを選択 
を押す 


グループマーク、グル－プ名 


選択している電話番号／ 
メールアドレス 


電話、メールマーク 


＜ F OMA 端末電話帳＞ 
＜ FOMA カード電話帳＞ 


F OMA 端末電話帳／ F OMA カード電話帳の詳細を表示します 


登録内容を表示して確認します。 


● 0 ～ 9、*、#：ボタンに割り当てられている行の先頭の電 


話帳データを表示します。→ P 1 3 5 


● UD 
：前後の電話帳データの詳細画面を表示し 


ます。 


● LR 
：登録している電話番号、メールアドレスの 


表示を切り替えます。 


● 
：音声電話をかけます。 


● 
：テレビ電話をかけます。 


名前、フリガナ 


電話帳番号 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



発信方法を選択して電話をかけます 


電話帳の検索結果一覧から発信方法を選択して電話をかけます。 


● 電話帳データに電話番号を登録していない場合は、本機能を使用できません。 
1 電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 
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● 電話をかけるかどうかの確認画面表示中に次の操作ができます。 


• 電話番号を通知しないで電話をかける： 
「1非通知で電話」 「1電話をかける」 


を押します。 


• 電話番号を通知して電話をかける 
： 
「2通知で電話」 「1電話をかける」を 


押します。 


• 国際電話をかける 
： 
「3 ワールドコール」 「1 電話をかけ 


る」を押します。 


お知らせ 


3「1 音声電話」～「33 2 K テレビ電話」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


電話をかけるかどうかの確認画面が表示されます。 


4「1 電話をかける」を押す 


設定した方法で電話がかかります。 


● 「2 電話をかけない」：電話をかけることを中止します。 


2 電話をかける相手を選択 
「1 電話をかける」を 
押す 


「1 音声電話」 
：音声電話をかけます。 


「26 4 K テレビ電話」：6 4 K の通信速度でテレビ電 


話をかけます。 


「33 2 K テレビ電話」：3 2 K の通信速度でテレビ電 


話をかけます。 


● 選択した相手の 1 件目に登録した電話番号が対象 


になります。 


● 2 件目以降に登録した電話番号に電話をかける場合 


は、FOMA 端末電話帳の詳細画面を表示 
電話番 


号を選択 
「1電話をかける」を押します。 
電 
話 
帳 
検 
索 
／ 
電 
話 
帳 
修 
正 


電話帳を修正します＜電話帳修正＞ 


FOMA 端末電話帳に登録した電話帳データの内容を修正したり、電話帳データ 


を他のグループに移動することができます。 


● FOMA カード電話帳の電話帳データは直接修正できません。修正する場合は、 


一度FOMA 端末電話帳にコピーし、修正を行ってからFOMA カードにコピー 


し直すなどの操作を行ってください。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 
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1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 修正する相手を選択 
「4 修正する」を押す 


名前入力画面が表示されます。 


3 電話帳データを修正して登録する 


● 操作方法→ P 1 2 0 


● グループを修正／確認すると、上書きするかどうかの確認画面が表示され 


ます。上書きするときは「1上書きする」を押します。上書きしないとき 


は「2 新規登録する」を押し、他の電話帳番号を登録します。 


● 名前を修正してもフリガナは自動で変更されません。フリガナについても、変更してくだ 
さい。 
● 複数の電話番号やメールアドレスを登録している場合、1 件目に登録した電話番号やメール 
アドレスを削除すると 2 件目以降、繰り上げ登録されます。 


お知らせ 


電 
話 
帳 
修 
正 


グループを変更します 


電話帳データを他のグループに移動します。 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 グループを変更する相手を選択 
「5グループを 
移動」を押す 


グループ選択画面が表示されます。 


3 グループを選択 
を押す 


選択したグループに移動した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


FOMA 端末電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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電 
話 
帳 
修 
正 


メールアドレスにシークレットコードを設定します＜シークレットコード入力＞ 


相手がメールアドレス（携帯電話番号@doc omo.ne.jp）にシークレットコード 


を登録している場合は、そのシークレットコードを電話帳データのメールアドレ 


スに設定しておくことで、電話帳を検索してｉモードメールを作成するときに自 


動的にシークレットコードが付加されます。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときや（→ P 1 9 5 ）、電話帳データに 


メールアドレスを登録していないときには、本機能を使用できません。 


1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 シークレットコードを設定する相手を選択 
を押す 


詳細画面が表示されます。 


3 メールアドレスを選択 
「0シークレットコード 
入力」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


4 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


5 4 桁のシークレットコードを入力 
を押す 


シークレットコードを設定した旨のメッセージが表示されます。 


● シークレットコードを解除するには、 
でシークレットコードをすべて 


削除 
を押します。 


6 
を押す 


FOMA 端末電話帳の詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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電 
話 
帳 
修 
正 
／ 
電 
話 
帳 
削 
除 


● 設定したシークレットコードは、電話帳データの詳細画面やｉモードメール作成時の宛先な 
どには表示されません。シークレットコードの設定と同様の操作で確認できます。 
● メールアドレスを「携帯電話番号＋シークレットコード @doc omo.ne.jp」として電話帳に 
登録している場合はその相手にメールの返信ができません。また、 
「携帯電話番号@doc omo. 
ne.jp」として電話帳に登録している場合、シークレットコードを設定しても、その相手に 
メールの返信ができません。電話帳データの「@doc omo.ne.jp」を削除してから設定し直し 
てください。 


お知らせ 


電話帳を削除します＜電話帳削除＞ 


電話帳に登録している 1 件分の電話帳データを削除します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 削除する相手を選択 
「8 電話帳から削除」を押 
す 


3「1 削除する」を押す 


電話帳を削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


FOMA 端末電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● FOMA カード電話帳から操作するときは、削除す 


る相手を選択 
「6電話帳から削除」を押 


します。 


「1 削除する」 ：選択した相手の電話帳データを削 


除します。 


「2 削除しない」：選択した相手の電話帳データを削 


除しません。 
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選択されている電話帳データにシークレット属性が設定されてい 
ると 
が点滅します。 


電話帳の詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ シークレット属性を解除するとき 


① シークレットモード中にシークレット属性が設 


定されている電話帳データを表示する 


② 
「9 シークレット属性解除」を押す 


シークレット属性を解除した旨のメッセージが 


表示されます。 


シ 
ー 
ク 
レ 
ッ 
ト 
属 
性 
設 
定 
／ 
解 
除 


知られたくない電話帳を守ります 
＜シークレット属性設定／解除＞ 


他の人に見られたくないFOMA 端末電話帳データには、シークレット属性を設 


定します。シークレット属性を設定するには、FOMA 端末をシークレットモー 


ドに設定する必要があります。 
1 シークレットモードを設定する 


● 操作方法→ P 1 9 2 


2 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


3 シークレット属性を設定する相手を選択 


「9 シークレット属性設定」を押す 


シークレット属性を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 
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シ 
ー 
ク 
レ 
ッ 
ト 
属 
性 
設 
定 
／ 
解 
除 
／ 
ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
登 
録 


● シークレットモード中に登録したF OMA 端末電話帳は、自動的にシークレット属性が設定さ 
れます。 
● シークレット属性を設定した電話帳データは、シークレットモード中のみ検索できます。ま 
た、ワンタッチダイヤルやツータッチダイヤル、ツータッチメールなど電話帳を利用する機 
能の場合も同様です。 
● シークレット属性を設定した電話帳データの名前は、シークレットモード中のみ、着信画面、 
リダイヤル、着信履歴などに表示されます。また、グループ別に設定した着信音も同様です。 
→ P 1 1 9 、P 1 2 9 
● ワンタッチダイヤルに登録した電話帳データにシークレット属性を設定した場合、ワンタッ 
チダイヤル専用の着信音や着信画像を設定していても設定した着信音は動作せず、画像も表 
示されません。→ P 1 5 0 、P 1 5 2 


お知らせ 


よく連絡を取り合う相手を登録します 
＜ワンタッチダイヤル登録＞ 


● ワンタッチダイヤルは 3 件登録できます。 


● FOMA 端末電話帳の登録時に本機能を登録することもできます。→ P 1 2 4 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 


「写真 de コール」について 


画像を設定すると、待受中に電話がかかってきたときやメールを受信したとき 


に、画像を表示して着信をお知らせします。相手の写真などを登録しておけ 


ば、誰からの電話またはメールなのか一目でわかります。設定方法→ P 1 5 0 


よく連絡を取る相手の電話帳データをワンタッチダイヤルに登録しておくと、ワ 


ンタッチダイヤルボタンを押すだけで簡単に電話をかけたり、メールを送ったり 


できます。→ P 1 5 6 


また、着信音や画像を設定することができます。 


● 着信画像はワンタッチダイヤルに登録した電話 


帳データのみに設定できます。 


● 設定した画像の表示は、相手側が電話番号を通 


知してきた場合のみ有効です。 


● 着信音に映像のある動画／ｉモーションを設定 


した場合、着信画像は表示されません。 


ワンタッチダイヤルボタン 


● ワンタッチダイヤルに登録するには、あらかじ 


め、相手の電話番号やメールアドレスを電話帳 


に登録しておいてください。 
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ステップ 1 　登録する相手を選びます 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


2「1 電話帳から選ぶ」を押す 


FOMA 端末電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


3 登録する相手を検索して選択する 


● 
を押すと、選択した相手の電話帳データの詳細画面が表示されます。 


ステップ 2 　電話番号を登録します 
1 
を押す 


■ 電話番号を 1 件登録しているとき 


表示中の電話番号を登録する旨のメッセージが表示されます。 


を押す 
• メールアドレスを登録していないときは、 
を押すとステップ 4 に進み 


ます。 


■ 電話番号を 2 件以上登録しているとき 


登録する電話番号の選択画面が表示されます。 


登録する電話番号を選択 
を押す 
• メールアドレスを登録していないときは、 
を押すとステップ 4 に進み 


ます。 


■ 電話番号を 1 件も登録していないとき 


を押すとステップ 3 に進みます。 


ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
登 
録 


● すでに登録しているワンタッチダイヤルボタンを 


押すと、ワンタッチダイヤル詳細画面が表示され 


ます。→ P 1 4 8 


● F OMA 端末電話帳に 1 件も電話帳データを登録 


していない場合は、新規に登録するかどうかの確 


認画面が表示されます。「1 新規に登録する」を 


押して電話帳へ登録してください。→ P 1 2 0 


電話帳から相手を選択して登録します＜電話帳選択＞ 


ワンタッチダイヤルへの登録は、次の手順で行います。 


● FOMA カード電話帳から選択することはできません。 
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ステップ 3 　メールアドレスを登録します 
1 登録するメールアドレスを選択する 


■ メールアドレスを 1 件登録しているとき 


表示中のメールアドレスを登録する旨のメッセージが表示されます。 


■ メールアドレスを 2 件以上登録しているとき 


登録するメールアドレスの選択画面が表示されます。 


登録するメールアドレスを選択します。 


■ メールアドレスを 1 件も登録していないとき 


ステップ 4 に進みます。 


2 
を押す 


ワンタッチダイヤル専用の着信音を設定するかどうかの確認画面が表示され 


ます。 


ステップ 4 　着信音を設定します 


音声電話用やテレビ電話用、メール用の着信音を設定します。 
1「1 設定する」を押す 


ワンタッチダイヤル専用の音声電話着信音を設定するかどうかの確認画面が 


表示されます。 


●「2 設定しない」：ワンタッチダイヤルに登録した旨のメッセージが表示さ 


れます。操作 8 に進みます。 


● 電話番号を登録していない場合は、「1 設定する」を押すとワンタッチダ 


イヤル専用のメール着信音を設定するかどうかのメッセージが表示されま 


す。操作 6 に進みます。 


2「1 設定する」または「2 設定しない」を押す 


●「1 設定する」 ：着信音の選択画面が表示されます。 


●「2 設定しない」：音声電話用の着信音を設定しません。ワンタッチダイヤ 


ル専用のテレビ電話着信音を設定するかどうかの確認画 


面が表示されます。操作 4 に進みます。 


3「1 メロディ」または「2 着モーション」 
フォルダを選 
択 
着信音を選択 
を押す 


ワンタッチダイヤル専用のテレビ電話着信音を設定するかどうかの確認画面 


が表示されます。 


● 映像のある動画／ｉモーションを設定すると、着信時には着モーションの 


映像が表示される旨のメッセージが表示されます。 


● メロディまたは動画／ｉモーションの再生については「携帯電話から鳴る 


着信音を変えます」のお知らせをご覧ください。→ P 1 6 1 
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4「1 設定する」または「2 設定しない」を押す 


●「1 設定する」 ：着信音の選択画面が表示されます。 


●「2 設定しない」：テレビ電話用の着信音を設定しません。ワンタッチダイ 


ヤル専用のメール着信音を設定するかどうかの確認画面 


が表示されます。操作 6 に進みます。 


5「1 メロディ」または「2 着モーション」 
フォルダを選 
択 
着信音を選択 
を押す 


ワンタッチダイヤル専用のメール着信音を設定するかどうかの確認画面が表示 


されます。 


● 映像のある動画／ｉモーションを設定すると、着信時には着モーションの 


映像が表示される旨のメッセージが表示されます。 


● メロディまたは動画／ｉモーションの再生については「携帯電話から鳴る 


着信音を変えます」のお知らせをご覧ください。→ P 1 6 1 


6「1 設定する」または「2 設定しない」を押す 


●「1 設定する」 ：メロディ一覧が表示されます。 


●「2 設定しない」：メール用の着信音を設定しません。操作 8 に進みます。 


7 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


ワンタッチダイヤルに登録した旨のメッセージが表示されます。 


● メロディの再生については「携帯電話から鳴る着信音を変えます」のお知 


らせをご覧ください。→ P 1 6 1 


8 
を押す 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


＜ワンタッチダイヤル詳細画面＞ 


ワ 
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● ワンタッチダイヤルに登録した電話番号やメールアドレスを電話帳から変更した場合は、ワ 
ンタッチダイヤルの登録にも反映されます。ただし、電話番号やメールアドレスを登録して 
いない電話帳データをワンタッチダイヤルに登録した後、その電話帳データに電話番号やメー 
ルアドレスを追加しても、ワンタッチダイヤルには反映されません。ワンタッチダイヤルに 
登録し直してください。→ P 1 4 6 


お知らせ 
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登録相手を変更します 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


● 登録していないワンタッチダイヤルボタンを押す 


と、登録するかどうかの確認画面が表示されま 


す。→ P 1 4 6 
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新規に相手を登録します＜新規登録＞ 


ワンタッチダイヤルに登録する前に、電話帳に登録します。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、本機能を使用できません。 


→ P 1 9 5 


1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


2「2 新規に登録する」を押す 


3 登録する 


● 操作方法→ P 1 2 0 


● すでに登録しているワンタッチダイヤルボタンを 


押すと、ワンタッチダイヤル詳細画面が表示され 


ます。→ P 1 4 8 
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登録相手の電話着信時／メール受信時に表示する画像を設定します 


ワンタッチダイヤルに登録した相手に画像を設定すると、電話がかかってきたと 


きに設定した画像を表示してお知らせします（写真 de コール→ P 1 4 5 ）。 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


2 
「5 着信画像を設定」を押す 


2 
「1 登録相手を変更」を押す 


FOMA 端末電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


3 登録する 


● 操作方法→ P 1 4 6 


● 登録していないワンタッチダイヤルボタンを押す 


と、登録するかどうかの確認画面が表示されま 


す。→ P 1 4 6 
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3「1今から撮影する」～「3解除する」のいずれか1 つの 
番号を押す 


■ 写真をその場で撮影して設定するとき 


①「1 今から撮影する」を押す 


② 被写体にカメラを向けて 
を押す 


撮影確認音（シャッター音）が鳴り、撮影した写真が表示されます。 


③ 
を押す 
写真を保存した旨のメッセージが表示されます。 


④ 
を押す 
着信画像を設定した旨のメッセージが表示されます。 


⑤ 
を押す 
ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 
• 設定した画像を確認する場合は、ワンタッチダイヤル詳細画面で 
を 
押します。 
• 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 写真をアルバムから選択して設定するとき 


①「2 アルバムから選ぶ」を押す 


② フォルダを選択 
画像を選択 
を押す 
着信画像を設定した旨のメッセージが表示されます。 
• 着信画像に設定できる画像の最大サイズは、横縦（または縦横）が 
6 4 0 × 4 8 0 （ドット）までです。 
• 画像にカーソルを合わせて 
を押すと表示できます。 


③ 
を押す 
ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 
• 設定した画像を確認する場合は、ワンタッチダイヤル詳細画面で 
を 
押します。 
• 
を押すと待受画面に戻ります。 
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• 写真撮影→ P 2 3 1 
• 写真の大きさは「S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」固 


定です。 
• 
：撮影時の設定ができます。→ P 2 3 6 
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■ 着信画像を表示しないとき 


①「3 解除する」を押す 
着信画像を解除した旨のメッセージが表示されます。 


② 
を押す 
ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 
• 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 設定した画像のサイズなどにより、着信画像が表示されるまでに時間がかかる場合があり 


ます。 


お知らせ 


着信音を設定します 


ワンタッチダイヤルに登録した相手の音声電話用やテレビ電話用、メール用の着 


信音を設定します。 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面が表示されます。 


● 登録していないワンタッチダイヤルボタンを押すと、登録するかどうかの 


確認画面が表示されます。→ P 1 4 6 


2 
「2 音声電話着信音」～「4 メール着信音」のい 
ずれか 1 つの番号を押す 


着信音を設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ 音声電話着信音を設定するとき 


「2 音声電話着信音」を押す 


■ テレビ電話着信音を設定するとき 


「3 テレビ電話着信音」を押す 


■ メール着信音を設定するとき 


①「4 メール着信音」を押す 


②「1 メール着信音設定」「1 鳴らす」を押す 


•「2鳴らさない」：着信音を鳴らしません。 
を押して操作5 に進みます。 


③「2 着信音」を押す 


説　明 


着信音を鳴らすかどうかを設 
定します。 


着信音を鳴らすときのメロ 
ディを設定します。 


着信音を鳴らす時間を 1 ～ 
3 0 秒の間で設定します。 


項　目 


1メール着信音 
設定 


2着信音 


3鳴らす時間 
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登録相手の設定情報を確認します 


ワンタッチダイヤルに登録した相手の設定情報（登録した電話番号やメールアド 


レス）を確認します。 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面が表示されます。 


● 登録していないワンタッチダイヤルボタンを押すと、登録するかどうかの 


確認画面が表示されます。→ P 1 4 6 


お知らせ 


● 登録した複数の相手から同時にメールが送られてきた場合は、最後に受信したメールの相手 
の設定に従って動作します。 


3「1 設定する」を押す 


着信音の選択画面が表示されます。 


●「2 設定しない」：ワンタッチダイヤル専用の着信音を解除します。操作 


5 に進みます。 


■ メール着信音を設定するとき 


「1 設定する」を押すとメロディ一覧が表示されます。 


•「2 設定しない」：ワンタッチダイヤル専用のメール着信音を解除します。 


4「1 メロディ」または「2 着モーション」 
フォルダを選 
択 
着信音を選択 
を押す 


ワンタッチダイヤル専用の着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 映像のある動画／ｉモーションを設定すると、着信時には着モーションの 


映像が表示される旨のメッセージが表示されます。 


■ メール着信音を設定するとき 


① フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


②「3 鳴らす時間」 鳴らす時間を入力 
を押す 


ワンタッチダイヤル専用のメール着信音を設定した旨のメッセージが表示さ 


れます。 


5 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
登 
録 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



154 
154 


電 
話 
帳 


ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
登 
録 


● UD：画面をスクロールして設定情報を表 


示します。 


● 
：ワンタッチダイヤル詳細画面に戻り 


ます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ワンタッチダイヤルの登録を解除します 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面が表示されます。 


● 登録していないワンタッチダイヤルボタンを押すと、登録するかどうかの 


確認画面が表示されます。→ P 1 4 6 


2 
「7 ワンタッチダイヤル解除」を押す 


ワンタッチダイヤル設定を解除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 解除する」を押す 


ワンタッチダイヤル設定を解除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 解除しない」：ワンタッチダイヤル設定の解除を中止します。 


4 
を押す 


待受画面に戻ります。 


2 
「6 設定情報を確認」を押す 


● 登録した相手の電話番号やメールアドレスと同じものを他のワンタッチダイヤルに登録して 
いる場合は、最も小さいワンタッチダイヤル番号に登録した電話帳データの名前が表示され 
ます。 


● ワンタッチダイヤルに登録した相手の電話帳データを削除した場合は、ワンタッチダイヤル 
に登録したデータも削除されます。 


お知らせ 
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登 
録 
件 
数 
確 
認 


電話帳の登録件数を確認します 
＜登録件数確認＞ 


FOMA 端末電話帳の登録件数やシークレット属性（→P 1 4 4 ）を設定した電話 


帳データの件数などを表示して確認します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 


● シークレット属性を設定した電話帳データの件数は、シークレットモード中 


のみ表示されます。→ P 1 9 2 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「1電話帳の登録件数を 
見る」を押す 


2 確認が終わったら 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 
：FOMA カード電話帳の登録件数を確認で 


きます。 
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頻繁に電話をかける相手の電話番号をワンタッチダイヤルに登録すると、ワン 


タッチダイヤルボタン 1 つで簡単に電話をかけることができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 


● ワンタッチダイヤルに登録した電話帳データに電話番号がない場合や、ワン 


タッチダイヤルを登録していない場合は、ワンタッチダイヤルで電話をかけ 


ることはできません。→ P 1 4 5 


1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を 1 秒以 
上押す 


ボタン 1 つで電話をかけます 
＜ワンタッチダイヤル＞ 


ワンタッチダイヤルボタンに登録している相手に音 


声電話がかかります。 
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● ワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押すと、ワンタッチダイヤル詳細画面が表示されます。 


を押して音声電話、 
を押してテレビ電話をかけることもできます。メールアドレ 


スを登録していれば、U を押してメールを作成することもできます。 


お知らせ 


ワンタッチダイヤルボタン 
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少ないボタン操作で電話をかけます 
＜ツータッチダイヤル＞ 


頻繁に電話をかける相手の電話番号を電話帳番号の0 ～9 に登録しておくと、ダ 


イヤルボタンと 
の2 つのボタンを押すだけで電話をかけることができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 
1 待受画面で電話帳番号（0 ～ 9）を入力 
を 
押す 


● 電話帳番号を入力して 
を押すと、テレビ電話をかけることができます。 


電話帳番号 


電話帳の名前と 1 件 
目の電話番号が点滅 
します。 


お知らせ 


● 入力した電話帳番号の電話帳データに電話番号を登録していない場合や、F OMA 端末電話帳 


に電話帳データを登録していない場合は、 
または 
を押すと該当するデータがない 


旨のメッセージが表示されます。 
を押すと待受画面に戻ります。 
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音の設定 


携帯電話から鳴る着信音を変えます 
… … … … … … … … … … 
＜着信音設定＞ 
1 6 0 


着信を振動でお知らせします 
… … … … … … … … … … … … 
＜バイブレータ＞ 
1 6 3 


ボタンを押したときの音を鳴らすかどうかを設定します 
＜ボタン確認音＞ 
1 6 4 


充電時の音を鳴らすかどうかを設定します 
… … … … … … … 
＜充電確認音＞ 
1 6 5 


通話が途切れそうなときのアラームを設定します 
… 
＜通話品質アラーム＞ 
1 6 6 


イヤホンだけから着信音を鳴らします 
… … 
＜スピーカー／イヤホン切替＞ 
1 6 7 


電話から鳴る音を消します 
… … … … … … … … … … … … … 
＜マナーモード＞ 
1 6 8 


画面／照明の設定 


待受画面の表示を変えます 
… … … … … … … … … … … … … 
＜待受画面設定＞ 
1 6 9 


電話がかかってきたときの背面ディスプレイの表示を設定します 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜背面表示設定＞ 
1 7 2 


画面のカラー配色を変更します 
… … … … … … … … … … … 
＜画面配色設定＞ 
1 7 2 


ディスプレイの照明を設定します 
… … … … … … … … … … … … 
＜照明設定＞ 
1 7 3 


時計の表示を設定します 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜時計表示設定＞ 
1 7 4 
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携帯電話から鳴る着信音を変えます＜着信音設定＞ 


電話がかかってきたときに鳴る音を設定します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 
1 待受画面で 
「2電話・電話帳を使う」 「3電話を 
受けた時の音を選ぶ」を押す 


2「1音声電話の着信音を選ぶ」または「2テレビ電話の着 
信音を選ぶ」を押す 


3「1 着信音設定」 「1 鳴らす」を押す 


●「2 鳴らさない」：着信音を鳴らさないように設定します。操作 5 に進み 


ます。 


●「鳴らさない」に設定すると、着信音は設定できません。 


4「1メロディ」または「2着モーション」 
フォルダを選 
択 
着信音を選択 
を押す 


操作 2 の画面に戻ります。「2 着信音」には選択した着信音が表示されてい 


ます。 


● メロディまたは動画／ｉモーションの再生についてはお知らせをご覧くだ 


さい。→ P 1 6 1 


「1 音声電話の着信音を選ぶ」 ： 


音声電話の着信音を設定します。 


「2 テレビ電話の着信音を選ぶ」： 


テレビ電話の着信音を設定します。 


お買い上げ時 
音声電話：鳴らす／着信音 1 　テレビ電話：鳴らす／ハープ 


「1 着信音設定」：着信音を鳴らすかどうかを設定し 


ます。 


「2 着信音」 
：着信音を鳴らすときのメロディや 


着モーションを設定します。 
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着 
信 
音 
設 
定 


5 
を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 音声のない動画／ｉモーション、または情報の着信音設定（→P 4 3 5 ）が「設定不可」になっ 


ている動画／ｉモーションは、着信音の着モーションに設定できません。 
● メロディにカーソルを合わせて 
を押すと再生できます。メロディ再生中は次の操作が 


できます。 


LR ／音量ボタン（ 
）：音量調節 


UD 
：前後のメロディ再生 


：メロディの選択 


● 動画／ｉモーションにカーソルを合わせて 
を押すと再生できます。動画／ｉモーショ 


ン再生中は次の操作ができます。 


：休止／再生 


UD ／音量ボタン（ 
）：音量調節 


：早送り再生 


：停止 


● 着モーションに設定できる内蔵ビデオは「にわとり」のみです。→ P 4 3 3 


● 発信者番号が通知された場合は、次の優先順位で鳴ります。 


1ワンタッチダイヤルの着信音設定 


2電話帳のグループ専用の着信音設定 


3本機能の設定 
● 相手が発信者番号を通知してこなかった場合、音声電話の着信音は発信者番号通知のない相 


手に対する着信動作（→ P 1 9 9 ）の設定に従い、テレビ電話の着信音は本機能のテレビ電話 
の設定に従います。 


お知らせ 
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メロディ一覧 


お買い上げ時は次のメロディが「内蔵メロディ」フォルダに登録されています。 


作曲者 
分　類 


固定着信音 


メロディ 


効果音／ボイス 


表示名 


着信音 1 ～ 9 


涙そうそう 


ルージュの伝言 


さんぽ 


カルメン（闘牛士） 


乾杯の歌 


ジュピター 


パリのアメリカ人 


アメージンググレース 


ます 


ブラームスの子守唄 


カノン 


静かな湖畔 


凱旋行進曲 


愛の挨拶 


エンターテイナー 


BE GIN 


荒井　由実 


久石　譲 


GE OR GE BIZ E T 


GIUS E P P E V E R DI 


GUS T A V HOLS T 


GE OR GE GE R S HWIN 


アメリカ民謡 


FR A NZ S C HUBE R T 


J OHA NNE S BR A HMS 


J OHA NN P A C HE LBE L 


スイス民謡 


GIUS E P P E V E R DI 


E DWA R D E LGA R 


S C OT T J OP LIN 


許諾番号：T - 0 5 5 0 2 5 2 


着 
信 
音 
設 
定 


福引き 
歌舞伎 
発車ベルと汽笛 
グリーン 
ジムノペディ（作曲者：E R IK S A T IE ） 
目覚まし 1 
目覚まし 2 
黒電話 
ハープ 
癒やし 
残念 
ビール 
電話だよ 
テレビ電話だよ 
メールだよ 
起きて下さい 
くしゃみ 
ナイスショット 
予定の時刻です 
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バ 
イ 
ブ 
レ 
ー 
タ 


音声電話やテレビ電話着信時に振動（バイブレータ）でお知らせします。 


● 本機能を使用して机の上などに置いたままにすると、振動で落下するおそれ 


があります。 


● 通話中に着信があった場合は振動しません。 
1 待受画面で 
「2電話・電話帳を使う」 「4電話を 
受けた時の振動を選ぶ」を押す 


2「1音声電話の振動を選ぶ」または「2テレビ電話の振動 
を選ぶ」を押す 


3「1パターンＡで振動」～「4振動させない」のいずれか 
1 つの番号を押す 


振動パターンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


「1 パターン A で振動」：0 .5 秒振動→ 0 .5 秒停止 


→ 0 .5 秒振動→ 1 .5 秒停 


止の繰り返しで振動させ 


ます。 


「2 パターン B で振動」： 1 秒振動→ 2 秒停止の繰 


り返しで振動させます。 


「3 パターン C で振動」：0 .2 5 秒振動→0 .2 5 秒停 


止の繰り返しで振動させ 


ます。 


「4 振動させない」 
：振動させません。 


● UDを押してパターンを選択すると、選択 


されているパターンで約 6 0 秒間振動します。 


「1 音声電話の振動を選ぶ」 ：音声電話着信時のバ 


イブレータを設定し 


ます。 


「2 テレビ電話の振動を選ぶ」：テレビ電話着信時の 


バイブレータを設定 


します。 


着信を振動でお知らせします＜バイブレータ＞ 


お買い上げ時 
音声電話：振動させない　テレビ電話：振動させない 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● ボタン確認音と音声読み上げ機能の動作について→ P 2 1 8 


お知らせ 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


バ 
イ 
ブ 
レ 
ー 
タ 
／ 
ボ 
タ 
ン 
確 
認 
音 


● 本機能で音声電話のバイブレータを設定すると、待受画面に 
が表示されます。また、同時 
に着信音量を消音に設定すると 
が表示されます。 


お知らせ 


● 本機能を「鳴らさない」に設定していても、通話中にダイヤルボタンを押し 


た場合の、受話口からのプッシュ音（DT MF）は鳴ります。 


1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「5ボタンを押 
した時の音を設定する」を押す 


2「1 鳴らす」または「2 鳴らさない」を押す 


ボタン確認音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


鳴らす 


ボタンを押したときの音を鳴らすかどうか 
を設定します＜ボタン確認音＞ 
お買い上げ時 
鳴らす 
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充電の開始／終了時に鳴る充電確認音を設定します。 


● マナーモード中や公共モード中は充電確認音は鳴りません。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「1充電開始と完了時の音を設定する」を押 
す 


2「1 知らせる」または「2 知らせない」を押す 


充電確認音を設定／解除した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


充電時の音を鳴らすかどうかを設定 
します＜充電確認音＞ 


充 
電 
確 
認 
音 


知らせる 
お買い上げ時 
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通 
話 
品 
質 
ア 
ラ 
ー 
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通話が途切れそうなときのアラームを設定 
します＜通話品質アラーム＞ 


音声電話やテレビ電話の通話状態が悪く、途中で通話が途切れてしまうおそれの 


ある場合、直前にアラームを鳴らしてお知らせします。 


● 急に通話状態が悪くなった場合は、アラームが鳴らずに通話が切れてしまう 


場合があります。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「4通話状態が悪い時に音で知らせる」を押 
す 


2「1高音で鳴らす」～「3鳴らさない」のいずれか1 つの 
番号を押す 


アラーム音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 高音で鳴らす」：通話品質アラームを高音で鳴 


らします。 


「2 低音で鳴らす」：通話品質アラームを低音で鳴 


らします。 


「3 鳴らさない」 ：通話品質アラームを鳴らしま 


せん。 


高音で鳴らす 
お買い上げ時 
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イヤホンだけから着信音を鳴らします＜スピー 


カー／イヤホン切替＞ 


平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続したときに、着信音をイヤホ 


ンマイクとスピーカーの両方から鳴らすか、イヤホンマイクのみから鳴らすかを 


設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「3イヤホンマイク利用時の切替を設定する」 
を押す 


2「2 イヤホンマイクのみ」を押す 


イヤホンマイク切替を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ス 
ピ 
ー 
カ 
ー 
／ 
イ 
ヤ 
ホ 
ン 
切 
替 


●「イヤホンマイクのみ」に設定した場合でも、着信音の開始から2 0 秒経過するとスピーカー 


からも着信音が鳴ります。 


お知らせ 


お買い上げ時 
イヤホンマイク＋スピーカー 


「1 イヤホンマイク＋スピーカー」： 


着信音をイヤホンマイクとスピーカーの両方 


から鳴らします。 


「2 イヤホンマイクのみ」： 


着信音をイヤホンマイクからのみ鳴らします。 
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設定します 
1 待受画面で # を 1 秒以上押す 


バイブレータが振動して、マナーモードを設定した旨のメッセージが表示さ 


れます。 


マナーモードは、着信を振動で知らせたり、ボタンを押したときの確認音を消し 


たりして、周囲の迷惑にならないようにする機能です。 


● マナーモード中に動画／ｉモーションやメロディの再生を行うと、再生を行 


うかどうかの確認画面が表示されます。 


● マナーモード中は、ｉモードメールやメッセージR/F を表示したときに添付の 


メロディを自動演奏するように設定していても、メロディは再生されません。 


ただし、再生するメロディを選択して 
を押した場合は、再生を行うかどう 


かの確認画面が表示されます。→ P 2 9 7 、P 3 7 1 


● マナーモード中でも、写真やビデオ撮影時の撮影確認音は鳴ります。 


電話から鳴る音を消します 
＜マナーモード＞ 


マ 
ナ 
ー 
モ 
ー 
ド 


マナーモードを設定すると 


マナーモード中は次のように動作します。 


説　明 


待受中の着信を振動で知らせます。ただし、 
通話中に着信があった場合は振動しません。 


ボタンを押しても確認音は鳴りません。 


着信音は鳴りません。 


電池が切れそうになっても警告音は鳴りま 
せん。 


指定した時刻に目覚まし音は鳴らず、振動と 
画面表示で知らせます。 


指定した時刻に通知音声は鳴らず、振動と画 
面表示で知らせます。 


着信があっても自動応答しません。 


充電を開始したときや完了したときに音で知 
らせません。 


を押しても読み上げません。 


設定状態 


パターン A で 
振動 


鳴らさない 


消音 


鳴らさない 


消音 


消音 


動作しない 


知らせない 


読み上げなし 


項　目 


バイブレータ 


ボタン確認音 


着信音量 


電池残量警告音 


目覚まし音 


予定の通知音声 


オートスピーカー 
ホン 


充電確認音 


音声読み上げ 
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解除します 
1 マナーモード中に待受画面で # を 1 秒以上押す 


マナーモードを解除した旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


マ 
ナ 
ー 
モ 
ー 
ド 
／ 
待 
受 
画 
面 
設 
定 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● マナーモード中は、待受画面に 
が表示されま 


す。F OMA 端末を折り畳んでいるときは、背面 


ディスプレイに 
が表示されます。 


待受画面の表示を変えます 
＜待受画面設定＞ 


待受画面に表示されている画像を別の画像に変更したり、カレンダー表示に切り 


替えたりすることができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、画像を選択することができません。 


→ P 1 9 3 


● 画像によっては、待受画面に設定しても、ダウンロードしたときに使用した 


FOMA カードを取り付けていない場合や、個人の情報表示を制限している場 


合には、表示されないものがあります。その場合は、待受画面に標準の画像 


（草原）が表示されます。→ P 1 7 1 


1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「2待受画面に 
画像カレンダーを設定する」を押す 


お買い上げ時 
画像を表示：標準の画像（草原） 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



説　明 


待受画面に表示される画像を設定します。 


待受画面にカレンダーが表示されるよ 
うに設定します。 


画像やカレンダーを表示しないように 
設定します。 


項　目 


1 画像を表示 


2 カレンダー 
を表示 


3 表示なし 
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2「1 画像を表示」を押す 


待 
受 
画 
面 
設 
定 


■ 待受画面にカレンダーを表示するように設定す 
るとき 


「2 カレンダーを表示」を押す 


カレンダーを設定するかどうかの確認画面が表示 


されます。 


「1 設定する」を押すと、カレンダーを設定した 


旨のメッセージが表示されます。操作5 に進みま 


す。 


「2 設定しない」を押すと、設定を中止し、操作 


1 の画面に戻ります。 


■ 待受画面に画像やカレンダーを表示しないよう 
に設定するとき 


「3 表示なし」を押す 


画像またはカレンダーを解除するかどうかの確認 


画面が表示されます。 


「1 解除する」を押すと、画像またはカレンダー 


を解除した旨のメッセージが表示されます。操作 


5 に進みます。 


「2 解除しない」を押すと、設定を中止し、操作 


1 の画面に戻ります。 


3 フォルダを選択 
画像を選択 
を押す 


4「1 設定する」を押す 


画像を設定した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 設定する」 ：待受画面を設定します。 


「2 設定しない」：待受画面を設定しません。 
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待 
受 
画 
面 
設 
定 


草原 
トイプードル 
砂漠 


パンジー 
登山列車 
コンパス 


● アニメーションを待受画面に設定すると、待受画面表示中に F O M A 端末を開いたとき、 


または 
を押したときや待受画面に戻ったときに再生します。再生中は次の操作が 


できます。 


：一時停止／再生 


：停止／先頭から再生 


● 待受画面に設定できる画像の最大サイズは、横縦（または縦横）が 6 4 0 × 4 8 0 （ドット） 
までです。また、横縦のサイズが 2 4 0 × 3 2 0（ドット）を超える画像は、縮小して待受画 
面に設定されます。 
● アニメーションに再生回数が設定されていない場合、または再生回数が1 6 回以上に設定さ 
れている場合は、最大 1 6 回まで繰り返して再生します。 
● 待受画像を変更していても、全ての操作を制限すると標準の画像（草原）が表示されます。 
→ P 1 9 0 
● 設定した画像が写真のアルバムから削除されると、待受画面には標準の画像（草原）が表示 
されます。 
● カレンダーを設定すると、次のような待受画面が表示されます。 


お知らせ 


● お買い上げ時は、待受画面サイズの画像として次の画像が「内蔵写真」フォルダに登録され 
ています。 


• カレンダーを設定している場合でも、新着情報や伝言メモがあ 
るときは新着情報や伝言メモが優先され、カレンダーは表示さ 
れません。 
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2「1 表示する」または「2 表示しない」を押す 


背面の画面表示を設定／解除した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を「表示しない」に設定した場合、電話がかかってくると、背面ディスプレイには「電 
話です」などの状態のみが表示されます。 


お知らせ 


背 
面 
表 
示 
設 
定 
／ 
画 
面 
配 
色 
設 
定 


画面のカラー配色を変更します 
＜画面配色設定＞ 


お買い上げ時 
ブルー 


電話がかかってきたときの背面ディスプレイの表 
示を設定します＜背面表示設定＞ 


電話がかかってきたときに、背面ディスプレイに相手の電話番号や名前を表示す 


るかどうかを設定します。 


● 本機能を「表示する」に設定しても、FOMA 端末を開いているときなど背面 


ディスプレイの表示が消えている場合は、何も表示されません。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「7背面の画面表示を設 
定する」を押す 


お買い上げ時 
表示する 


画面の配色を変更します。 


● カラー配色は 3 種類から選択できます。 
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●「ピンク」に設定すると、待受画面で 
を押したときに表示されるメニュー項目と電話帳 
メニューの一部にマークが表示されます。 


お知らせ 


画 
面 
配 
色 
設 
定 
／ 
照 
明 
設 
定 


ディスプレイの照明を設定します 
＜照明設定＞ 


お買い上げ時 
画面の明るさ：標準の明るさ　照明時間：3 0 秒 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



ディスプレイの照明の明るさや点灯時間を設定します。 
1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「4画面の明る 
さを設定する」を押す 


「1画面の明るさ」：ディスプレイ点灯時の明るさを 


設定します。 


「2 照明時間」 
：照明の点灯時間を設定します。 


1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「3画面の配色 
を設定する」を押す 


2「1ブルー」～「3白黒反転」のいずれか1 つの番号を押 
す 


画面の配色を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 ブルー」 ：画面の配色をブルー系統の色にしま 


す。 


「2 ピンク」 ：画面の配色をピンク系統の色にしま 


す。 


「3 白黒反転」：画面の配色を白黒反転にします。 


● UDを押して配色の種類を選択すると、選 


択されている配色で画面が表示されます。 
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時計の表示を設定します＜時計表示設定＞ 


＜時計を表示するとき＞ 


待受画面の時計表示の有無や、待受画面と背面ディスプレイの表示形式（2 4 時 


間／ 1 2 時間）を設定します。 


＜時計を表示しないとき＞ 


お買い上げ時 
待受時計表示：表示する　表示形式：2 4 時間形式 


2「1 画面の明るさ」または「2 照明時間」を押す 


■ 画面の明るさを設定するとき 


「1画面の明るさ」「1暗い」～「3明るい」のいずれか1 つの番号を押す 
•「1 暗い」 
：標準より暗くします。 
•「2 標準の明るさ」：標準にします。 
•「3 明るい」 
：標準より明るくします。 


■ 照明時間を設定するとき 


「2 照明時間」「11 0 秒」～「55 分」のいずれか 1 つの番号を押す 
•「11 0 秒」：点灯時間を 1 0 秒にします。 
•「21 5 秒」：点灯時間を 1 5 秒にします。 
•「33 0 秒」：点灯時間を 3 0 秒にします。 
•「41 分」 ：点灯時間を 1 分にします。 
•「55 分」 ：点灯時間を 5 分にします。 


3 設定した後に 
を押す 


照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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2「1 待受時計表示」または「2 表示形式」を押す 


■ 待受時計表示を設定するとき 


「1 待受時計表示」「1 表示する」または「2 表示しない」を押す 


■ 表示形式を設定するとき 


「2 表示形式」「12 4 時間形式」または「21 2 時間形式」を押す 


3 設定した後に 
を押す 


時計表示を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


時 
計 
表 
示 
設 
定 


● 表示形式を 1 2 時間形式に設定した場合、待受画面と背面ディスプレイのみ反映されます。 


お知らせ 


1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「8時計を設定 
する」 「2 待受画面に時計を表示する」を押す 


「1待受時計表示」：時計を表示するかどうかを設定 


します。 


「2 表示形式」 
：時計の表示形式を 2 4 時間形式 


と 1 2 時間形式のどちらで表示 


するかを設定します。 
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暗証番号について 


FOMA 端末で利用する暗証番号について … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 7 8 


端末暗証番号を変更します 
… … … … … … … … … … … 
＜端末暗証番号変更＞ 
1 8 0 


P IN コードを設定します 
… … … … … … … … … … … … … 
＜ P IN コード設定＞ 
1 8 1 


P IN ロックを解除します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 8 7 


携帯電話の操作や機能を制限します 


各種ロック機能について 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 8 9 


他の人が使用できないようにします 
… … … … … … … … … 
＜オールロック＞ 
1 9 0 


発信や着信ができないようにします 
… … … … … … … … … 
＜セルフモード＞ 
1 9 1 


シークレット設定されている情報を表示します 
… … 
＜シークレットモード＞ 
1 9 2 


リダイヤル・着信履歴・伝言メモの表示を制限します 
… … 
＜履歴表示制限＞ 
1 9 3 


電話帳やメールなどの個人情報を表示しないようにします 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜個人情報表示制限＞ 
1 9 3 


ダイヤル発信を禁止します 
… … … … … … … … … … … 
＜ダイヤル発信制限＞ 
1 9 5 


発着信や送受信を制限します 


指定した電話番号からの電話だけを受けません／受けます 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜電話帳指定着信拒否／許可＞ 
1 9 6 


発信者番号のわからない電話を受けません 
… … 
＜非通知理由別着信設定＞ 
1 9 9 


電話帳未登録の相手の着信音を無音にします 
… … … 
＜無音着信時間設定＞ 
2 0 1 


電話帳未登録の相手からの電話を受けません 
… … … … 
＜登録外着信拒否＞ 
2 0 3 


その他の「あんしん設定」について 


その他の「あんしん設定」について 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 0 4 
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F OMA 端末で利用する暗証番号に 
ついて 


FOMA 端末を便利にお使いいただくための各種機能には、暗証番号の必要な場 
合があります。暗証番号には、各種端末操作用の端末暗証番号の他、ネットワー 
クサービスでお使いになるネットワーク暗証番号、ｉモードパスワードなどがあ 
ります。用途ごとに上手に使い分けて、FOMA 端末を活用してください。 


端末暗証番号 


次の機能を使用する場合、端末暗証番号入力が必要となります。お買い上げ時の 
端末暗証番号は「0 0 0 0 」に設定されていますが、数字 4 ～ 8 桁で自由に変更 
できます。→ P 1 8 0 
• 着信を拒否する相手を指定する 
• 着信を許可する相手を指定する 
• 電話帳登録外の着信を拒否する 
• 発番通知のない着信を設定する 
• 全ての操作を制限する 
• 個人の情報表示を制限する 
• 履歴の表示を制限する 
• シークレットモードに設定する 
• 電話帳のシークレットコード入力 
• ダイヤル入力での発信を制限する 
• 暗証番号を変更する 
• FOMA カードのPINコードを設定する 
• 各機能の全件削除※ 1 
• 個人情報詳細表示 
• 個人情報修正 
• 設定を初めの状態に戻す 
• 通話時間をリセットする 
• ソフトウェアを更新する 
• 受信したメール／送信したメールのフォルダ削除※ 2 


• ブックマークのフォルダ内削除 
• 接続先番号の編集 
• 例文一覧の全件を初期状態に戻す 
• FOMA 端末本体のデータを一括削除する 


※ 1 ：機能によっては表示されません。 


※ 2 ：フォルダ内にメールがあるときのみ表示されます。 
● 端末暗証番号の入力を、電源を入れてからの累積で5 回間違えると、FOMA 
端末の電源が自動的に切れます。電源をもう一度入れるか、正しい端末暗証 
番号を入力すると、累積回数はクリアされます。 


各種暗証番号に関するご注意 
● 
設定する暗証番号は「生年月日」「電話番号の一部」「所在地番号や部屋番号」「1 1 1 1 」 
「1 2 3 4 」などの他人にわかりやすい番号はお避けください。また、設定した暗証番号はメモ 
を取るなどしてお忘れにならないようお気をつけください。 
● 
暗証番号は、他人に知られないように十分ご注意ください。万一暗証番号が他人に知られ悪 
用された場合、その損害については、当社は一切の責任を負いかねます。 
● 
ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは一切ございません。 
● 
各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者ご本人であることが確認できる書類（運転免許 


証など）やFOMA 端末※ 、FOMA カードをドコモショップ窓口までご持参いただく必要があり 


ます。 
詳しくは取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談ください。 
※ ：ご契約者ご本人が購入された携帯電話でない場合、受け付けできない場合があります。 
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P IN1 コード／ P IN2 コード 


FOMA カードには、P IN1 コード、P IN2 コードという 2 つの暗証番号を設定 
できます。P IN1 コードは、第三者による F OMA 端末の無断使用を防ぐため、 
FOMA カードを取り付けるたび、またはFOMA 端末の電源を入れるたびに使用 
者を確認するために入力する 4 ～ 8 桁の番号（コード）です。P IN1 コードを 
入力することにより、発着信および端末操作ができます。 
P IN2 コードは、ユーザ証明書利用時や発行申請、積算通話料金のリセットを行 
うときなどに使用する 4 ～ 8 桁の暗証番号です。 
ご契約時はどちらも「0 0 0 0 」に設定されていますが、自由に変更できます。 
→ P 1 8 3 、P 1 8 5 
● 新しく FOMA 端末を購入されて、現在ご利用中の FOMA カードを差し替え 
てお使いになる場合は、以前にお客様が設定されたP IN1 コード、P IN2 コー 
ドをご利用ください。P IN1 コード、P IN2 コードを変更されていない場合は、 
「0 0 0 0 」となります。 


P IN ロック解除コード 


P IN ロック解除コードは、P IN1 コード、P IN2 コードがロックされた状態を解 
除するための 8 桁の番号です。なお、お客様ご自身では変更することができま 
せん。 


ｉモードパスワード 


マイメニューの登録／削除、メッセージサービス、ｉモード有料サービスのお申 
し込み／解約などを行う際には、4 桁の「ｉモードパスワード」が必要です。ご 
契約時は「0 0 0 0 」に設定されていますが、数字 4 桁で自由に変更できます。 
この他にも各 IP（情報サービス提供者）が独自にパスワードを設定している場 
合があります。 
ｉモードから変更される場合は、1 ｉ Menu → 8 オプション設定→ 2 ｉモー 
ドパスワード変更から変更ができます。 
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● いたずら防止のため、端末暗証番号、P IN1 コード、P IN2 コード、ｉモードパスワードはご 
契約後にお好きな番号に変更してください。また、設定した暗証番号はメモを取るなどして 
お忘れにならないようご注意ください。 
● 電話番号の下4 桁などのわかりやすい番号の使用は避け、他人に知られないよう十分ご注意 
ください。 


お知らせ 


ネットワーク暗証番号 


各種ネットワークサービスご利用時やドコモｅサイトでの各種手続き時にお使い 
いただく数字 4 桁の番号で、ご契約時に設定します。 
パソコン向け総合サポートサイト「My DoC oMo」の「My DoC oMo ID ／パ 
スワード」をお持ちの方は、パソコンから新しいネットワーク暗証番号への変更 
手続きができます。 
「My DoC oMo」「ドコモe サイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。 
なお、ｉモードからは、ドコモe サイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で 
変更できます。 


180 


あ 
ん 
し 
ん 
設 
定 


端 
末 
暗 
証 
番 
号 
変 
更 


お買い上げ時の端末暗証番号や、現在設定している端末暗証番号を変更します。 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「6 暗証番号を変更する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 現在の 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3 新しい 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


4 操作 3 で入力した 4 ～ 8 桁の端末暗証番号をもう一度入 
力 
を押す 


端末暗証番号を変更した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


端末暗証番号を変更します 
＜端末暗証番号変更＞ 


お買い上げ時 
0 0 0 0 
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P IN1 コードは、FOMA 端末を不正に使用されないための4 ～ 8 桁の暗証番号 


です。 


P IN2 コードは、ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなどに使用する4 ～ 


8 桁の暗証番号です。 


● P IN1 コード、P IN2 コードは変更できます。→ P 1 8 3 、P 1 8 5 


P IN コードを設定します 
＜ P IN コード設定＞ 


FOMA 端末の電源を入れたときにP IN1 コードの入力を要求するように設定し 


ます。 


● 入力した端末暗証番号または P IN1 コードは「＊」で表示されます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「7F OMA カードの P IN コードを設 
定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「3P IN1 コード使用」を押す 


P IN1 コードを使用するかどうかの確認画面が表示されます。 
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電源を入れたときに P IN1 コードを入力するように設定します＜ P IN1 コード使用＞ 


ご契約時 
使用しない 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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P IN1 コードを使用するように設定しているときは（→P 1 8 1 ）、FOMA 端末の 
電源を入れるとP IN1 コード入力画面が表示されます。正しいP IN1 コードを入 
力しないと、電話の発着信や各種通信機能の操作ができません。 
● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 
1 FOMA 端末の電源が入っていない状態で 
を2 秒以上 
押す 


4「1 使用する」を押す 


5 P IN1 コード入力 
を押す 


P IN1 コードを使用する旨のメッセージが表示されます。 


● ご契約時の P IN1 コードは「0 0 0 0 」に設定されています。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電源が入ります。 


●「2 使用しない」：F OMA 端末の電源を入れたと 


きにP IN1 コードの入力を要求 


しないようにします。操作6 に 


進みます。 


P IN1 コードを入力します 


● 目覚まし時刻に電源を入れるように設定しているときは（→P 4 5 9 ）、目覚ましの設定により 


自動的に電源が入ると、P IN1 コード入力画面よりも優先して目覚ましが動作します。 
を 


押すと、P IN1 コードの入力画面が表示されます。 


お知らせ 


ご契約時 
0 0 0 0 
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F OMA カードの読み込みが始まると表示され、終わると消え 
ます。 


2 P IN1 コードを入力 
を押す 


● P IN1 コードを変更するときは、あらかじめP IN1 コードを使用するように設 


定する必要があります。→ P 1 8 1 


● 入力した端末暗証番号または P IN1 コードは「＊」で表示されます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「7 FOMA カードの P IN コードを設 
定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


P IN1 コードを変更します＜ P IN1 コード変更＞ 
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● P IN1 コードの入力を 3 回連続して失敗すると、P IN1 コードが認証できなかった旨のメッ 
セージが表示され、 
を押すと P IN1 コードが自動的にロックされます。 
を押すと 
P IN ロック解除コードの入力画面が表示されます。→ P 1 8 7 


お知らせ 


ご契約時 
0 0 0 0 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
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く 



P IN １コードが認証された旨のメッセージが表示さ 


れます。 
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3「1 P IN1 コード変更」を押す 


4 現在の P IN1 コードを入力 
を押す 


5 新しい 4 ～ 8 桁の P IN1 コードを入力 
を押す 


6 操作 5 で入力した 4 ～ 8 桁の P IN1 コードをもう一度入 
力 
を押す 


P IN1 コードを変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 操作 5 で入力した新しい P IN1 コードと一致しない場合、P IN1 コードが 


一致しない旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作5 からやり 


直してください。 
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● P IN2 コードは、S S L 通信での Firs tP as s のユーザ証明書利用時や発行申請 


を行うときなどに使用します。→ P 2 5 1 、P 3 0 5 


● 入力した端末暗証番号または P IN2 コードは「＊」で表示されます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「7 FOMA カードの P IN コードを設定 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「2 P IN2 コード変更」を押す 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 現在のP IN1 コードの入力に失敗すると、認証できなかった旨のメッセー 


ジが表示されます。 
を押して操作 4 からやり直してください。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
定 


P IN2 コードを変更します＜ P IN2 コード変更＞ 


● 現在の P IN1 コードの入力を 3 回連続して失敗すると、P IN1 コードが認証できなかった旨 


のメッセージが表示され、 
を押すとP IN1 コードが自動的にロックされます。 
を押 


すと P IN ロック解除コード入力画面が表示されます。→ P 1 8 7 


お知らせ 


ご契約時 
0 0 0 0 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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4 現在の P IN2 コードを入力 
を押す 


5 新しい 4 ～ 8 桁の P IN2 コードを入力 
を押す 


6 操作 5 で入力した 4 ～ 8 桁の P IN2 コードをもう一度入 
力 
を押す 


P IN2 コードを変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 操作 5 で入力した新しい P IN2 コードが一致しない場合、P IN2 コードが 


一致しない旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作5 からやり 


直してください。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 現在のP IN2 コードの入力に失敗すると、認証できなかった旨のメッセー 


ジが表示されます。 
を押して操作 4 からやり直してください。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
定 


● 現在の P IN2 コードの入力を 3 回連続して失敗すると、P IN2 コードが認証できなかった旨 


のメッセージが表示され、 
を押すとP IN2 コードが自動的にロックされます。 
を押 


すと P IN ロック解除コード入力画面が表示されます。→ P 1 8 7 


お知らせ 
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P IN ロックを解除します 


P IN コード入力画面でP IN コードの入力を3 回連続して失敗すると、P IN コー 


ドが自動的にロックされます。その場合は、P IN ロック解除コードを入力して 


ロックを解除してから新しい P IN コードを設定します。 


● P IN ロック解除コードとは、P IN1 コード、P IN2 コードがロックされた状態 


を解除するための8 桁の番号です。お買い上げ時にお客様にお知らせします。 


P IN ロック解除コードを忘れた場合やP IN ロックを解除できなくなった場合 


は、ドコモショップ窓口にお問い合わせください。 


● P IN1 コード、P IN2 コードともに操作方法は同様です。 


● 入力した P IN ロック解除コード、P IN1 コード、P IN2 コードは「＊」で表示 


されます。 


〈例〉P IN1 コードのロックを解除するとき 
1 P IN1 コードがロックされた旨の確認画面で 
を押す 


2 8 桁の P IN ロック解除コードを入力 
を押す 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
ロ 
ッ 
ク 
を 
解 
除 
し 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



188 
188 


あ 
ん 
し 
ん 
設 
定 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
ロ 
ッ 
ク 
を 
解 
除 
し 
ま 
す 


3 新しい 4 ～ 8 桁の P IN1 コードを入力 
を押す 


4 操作 3 で入力した 4 ～ 8 桁の P IN1 コードをもう一度入 
力 
を押す 


P IN ロック解除コードが認証された旨のメッセージが表示されます。 


● 操作3 で入力した新しいP IN1 コードと一致しない場合、新しいP IN1 コー 


ドが一致しない旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作3 から 


やり直してください。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● P IN ロック解除コードの入力に失敗すると、認証できなかった旨のメッ 


セージが表示されます。 
を押して操作 2 からやり直してください。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● P IN ロック解除コードの入力を1 0 回連続して失敗すると、F OMA カードが自動的にロック 
されます。 


お知らせ 


PIN1 コード、 
PIN2 コード 
入力 
3 回連続 
間違い 
P IN ロック 
解除コード 
入力 


F OMA 端末 
使用可能 
OK 


1 0 回連続 
間違い 


新PIN1 コード、 
新PIN2 コード 
設定可能 


ドコモショップ 
窓口に 
お問い合わせ 
ください 


OK 
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FOMA 端末を他の人が不正に使用したり、個人情報や電話帳データを見たりしな 


いように、さまざまなロック機能があります。目的に合わせてご利用ください。 


● 万一、端末暗証番号をお忘れになった場合は、他の人が不正に変更すること 


を防止するために、FOMA 端末、および契約されたご本人であるかどうかが 


確認できるもの（運転免許証など）をドコモショップ窓口までご持参いただ 


くことになりますのでご注意ください。 


● シークレットモード以外の次のロック機能は、電源を切っても設定は保持さ 


れます。 


各種ロック機能について 


各 
種 
ロ 
ッ 
ク 
機 
能 
に 
つ 
い 
て 


項　目 


全ての操作を制限 
する 


セルフモードを設 
定する 


シークレットモー 
ドに設定する 


履歴の表示を制限 
する 


個人の情報表示を 
制限する 


ダイヤル入力での 
発信を制限する 


説　明 


各機能の操作などができなくなり、他の人が不正に 
使用するのを防ぎます。 


電話の発着信やメールの送受信などの通信機能を使 
用できないようにします。 


電話帳データおよび予定にシークレット属性を設定 
すると、そのデータは 4 ～ 8 桁の端末暗証番号の入 
力を行ってシークレットモード中のみ表示され、通 
常の状態では表示されなくなります。 


リダイヤルや着信履歴、伝言メモの表示を制限しま 
す。 


電話帳やメールなどが表示・編集できなくなり、個 
人情報の表示や改ざんを防ぎます。また、本機能を 
設定中に電話帳に登録されている相手と電話の発着 
信を行っても相手の名前は表示されず、メールを受 
信しても受信結果画面は表示されません。 


ダイヤルボタンで直接電話番号を入力して電話をか 
けることができなくなります。 


参照先 


P 1 9 0 


P 1 9 1 


P 1 9 2 


P 1 9 3 


P 1 9 3 


P 1 9 5 


複数のロック機能を同時に設定します 


たとえば、ダイヤルボタンによる電話発信と、電話帳や個人情報などの表示を同 


時に制限するときは、ダイヤル入力での発信を制限して（→ P 1 9 5 ）、個人の情 


報表示を制限します（→ P 1 9 3 ）。 


● 同時に設定した場合の待受画面の表示→ P 3 6 
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他の人が使用できないようにします 
＜オールロック＞ 


オールロック中は、各機能の操作などができなくなり、他の人が不正にFOMA 


端末を使用するのを防ぐことができます。 


設定します 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「1 全ての操作を制限する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


全ての操作を制限した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


解除します 
1 オールロック中に 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 


を押す 


全ての操作の制限が解除された旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


オールロック中は、電話をかけたり、受けたりすることもできなくなります。 


オールロック中に緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）を行うには、待受 


画面で緊急通報番号を入力して 
を押します。 


入力した緊急通報番号は、暗証番号の入力欄に「＊」で表示されます。 


待受画面に戻ります。 


● オールロック中は、FOMA 端末を折り畳んでいる 


ときに(を押すと、背面ディスプレイに「オー 


ルロック中」と表示されます。 


オ 
ー 
ル 
ロ 
ッ 
ク 
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● オールロック中の着信は拒否されて相手には話中音が流れますが、着信履歴には記録されま 
す。本機能を解除すると待受画面に 
が表示されます。 
● オールロック中にメールやメッセージ R /F を受信しても、受信結果画面は表示されません。 
● オールロック中の待受画面には、画像を変更していたり、カレンダー表示していても、標準 
の画像（草原）が表示されます。 
● オールロック中は、目覚まし機能は動作しません。 


お知らせ 


オ 
ー 
ル 
ロ 
ッ 
ク 
／ 
セ 
ル 
フ 
モ 
ー 
ド 


発信や着信ができないようにします 
＜セルフモード＞ 


セルフモード中は、電話の発着信やメールの送受信など、通信を必要とするすべ 


ての機能が使えなくなります。 


● セルフモード中に緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）をすると、本機能 


は解除されます。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「2 セルフモードを設定する」を押す 


セルフモードを設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


2「1 設定する」を押す 


セルフモードを設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 解除する」：セルフモードを解除します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● セルフモード中は、ディスプレイ上部に 
が表示されます。FOMA 端 


末を折り畳んでいるときには、背面ディスプレイに 
が表示されます。 


● セルフモード中は、電話をかけてきた相手には電波が届かないか電源が入っていない旨のガ 
イダンスが流れます。なお、ドコモの留守番電話サービス、転送でんわサービスは利用でき 
ます。 


お知らせ 


お買い上げ時 
解除する 
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シ 
ー 
ク 
レ 
ッ 
ト 
モ 
ー 
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シークレット設定されている情報を表示 
します＜シークレットモード＞ 


電話帳データや予定にシークレット属性を設定したり、シークレット属性を設定 


したデータを表示したり、またシークレット属性を解除したりするときには、 


FOMA 端末をシークレットモードにする必要があります。 


設定します 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「3シークレットモードに設定する」を 
押す 


シークレットモードを設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


2「1 設定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


●「2 解除する」：シークレットモードを解除します。 


3 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


シークレットモードを設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を使用中は、待受画面に 
が表示されます。 


お買い上げ時 
解除する 


解除します 
1 シークレットモード中に待受画面で 
を押す 


シークレットモードが解除されます。 


● 電話帳データにシークレット属性を設定する→ P 1 4 4 


お知らせ 
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履 
歴 
表 
示 
制 
限 
／ 
個 
人 
情 
報 
表 
示 
制 
限 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



リダイヤル・着信履歴・伝言メモの表示を制 
限します＜履歴表示制限＞ 


リダイヤルや着信履歴、伝言メモの表示を規制して、他の人に発着信情報を知ら 


れないようにします。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「4 履歴の表示を制限する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


履歴の表示を制限するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 制限する」を押す 


履歴の表示を制限した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 制限しない」：履歴の表示の制限を解除します。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
制限しない 


● 本機能を「制限する」に設定しても、発着信情報はリダイヤル／着信履歴に記録されます。 
制限を解除すると、制限中に記録された発着信情報を表示することができます。 


お知らせ 


電話帳やメールなどの個人情報を表示しないよ 
うにします＜個人情報表示制限＞ 


本機能を使用して、電話帳やメールなどの個人情報の表示や改ざんを防ぎます。 


● 電話帳登録外の着信を拒否しているときには、本機能を使用できません。 


→ P 2 0 3 


● 本機能を使用すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されますが、設 


定後にかけた電話はリダイヤルに、かかってきた電話は着信履歴に記録され 


ます。また、リダイヤルと着信履歴からは電話をかけることができます。 


お買い上げ時 
制限しない 
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個 
人 
情 
報 
表 
示 
制 
限 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「5個人の情報表示を制限する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 制限する」を押す 


個人の情報表示の制限を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を使用中は、待受画面に 
が表示されます。 


個人情報の表示を制限すると 


● 次の機能（すべて、または一部の設定）が利用できなくなります。メニュー 


画面を表示した場合、利用できない機能がグレーなどで薄く表示され、選択 


できません。 
• 個人情報 
• 伝言メモ 
• 電話帳 
• 発番通知のない着信を設定する 
• ｉモード 
• ブックマークを見る 
• メール／ S MS ／メッセージ R /F ※ 
• ｉモード問合せ 
• 写真 
• 写真のアルバムを見る 
• ビデオ 
• ビデオのアルバムを見る 
• メロディ 
• 保存した曲の詳細を設定する 
• 目覚まし 
• 予定表 
• 歩数計 
• ソフトウェアを更新する 


※ ：受信されますが、受信結果画面は表示されません。 


● 本機能を使用中は、電話帳に登録している相手から電話がかかってきても、 


相手の名前は表示されません。 


「1 制限する」 ：個人の情報表示を制限します。 


「2 制限しない」：個人の情報表示を制限しません。 
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個 
人 
情 
報 
表 
示 
制 
限 
／ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
発 
信 
制 
限 


ダイヤルボタンを押して電話をかけられない状態にします。 


● 本機能を使用しても、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）はできます。 


● 本機能を使用すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されますが、設 


定後に電話帳などからかけた電話はリダイヤルに、かかってきた電話は着信 


履歴に記録されます。リダイヤルからは電話をかけることができます。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「8操作 
の制限をする」 「8 ダイヤル入力での発信を制限する」 
を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


ダイヤル入力での発信を制限するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 制限する」を押す 


ダイヤル入力での発信の制限を設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 制限しない」：ダイヤル入力での発信の制限を解除します。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を使用中は、待受画面に 
が表示されます。 


● 本機能を使用中に個人の情報表示を制限すると（→ P 1 9 3 ）、待受画面の 


は 
に切り替わります。→ P 3 6 


ダイヤル発信を禁止します 
＜ダイヤル発信制限＞ 
お買い上げ時 
制限しない 


● 本機能の対象となっている画像やメロディを待受画面や着信音などに設定し 


ていると、本機能を使用中は設定がお買い上げ時の状態になります。本機能 


を解除すると、設定は元の状態に戻ります。ただし、「内蔵写真」「内蔵メロ 


ディ」「内蔵ビデオ」フォルダ内に登録されているデータを設定している場合 


は、本機能を使用してもお買い上げ時の状態には戻りません。 


● 外部機器からの A T コマンドによる本機能の設定／解除はできません。 
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ダ 
イ 
ヤ 
ル 
発 
信 
制 
限 
／ 
電 
話 
帳 
指 
定 
着 
信 
拒 
否 
／ 
許 
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着信を拒否／許可する相手を登録します 


着信を拒否／許可する相手を電話帳から指定して登録します。 


● 拒否／許可する相手は、それぞれ最大 2 0 件登録できます。 


● FOMA カード電話帳から指定することはできません。 


〈例〉着信を拒否する相手を登録するとき 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「2着信を拒否する相手 
を指定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


● 着信を許可する相手を登録するときは、待受画面で 
「 
詳細な機能 


を設定する」「2 電話・電話帳の詳細を設定する」「3 着信を許可する 


相手を指定する」を押します。 


指定した電話番号からの電話だけを受けませ 
ん／受けます＜電話帳指定着信拒否／許可＞ 


FOMA 端末電話帳から相手を選んで着信拒否／許可一覧に登録し、その相手の 


電話番号に対して着信拒否／許可を設定します。 


拒否を設定すると、登録した相手からの電話はつながりません。また、許可を設 


定すると、登録した相手からの電話のみつながります。 


相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。 


● あらかじめ電話帳の登録が必要です。→ P 1 2 0 


● 番号通知お願いサービス（→P 5 1 2 ）や発信者番号通知のない相手に対する 


着信動作の設定（→ P 1 9 9 ）を併用することをおすすめします。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 


ダイヤル入力での発信を制限すると 


● 次の操作はできません。 
• 着信履歴からの発信 
• 電話帳の修正、登録、削除 
• ｉモードメール／S MS の送信（電話帳を利用しての送信、または電話帳に 


登録した相手からのメールへの返信は可能） 
• P hone T o（A V P hone T o）、Mail T o 機能 
• ダイヤル入力操作によるネットワークサービスの利用 


● 外部機器からの A T コマンドによる本機能の設定／解除はできません。 
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2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「3 相手を登録する」を押す 


4 登録先の番号を選択 
を押す 


電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


● 登録済みの相手を変更する：相手を選択 
「1編集する」を押します。 


● 登録済みの相手を削除する：相手を選択 
「2削除する」「1削除 


する」を押します。操作 6 に進みます。 


5 登録する相手を検索して選択 
を押す 


着信を拒否／許可する相手に登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 検索方法→ P 1 3 4 


6 
を押す 


登録一覧に戻ります。 


● 
を押すと、操作 2 の画面に戻ります。続けて着信拒否／許可の設定 


ができます。→ P 1 9 8 操作 3 ～ 4 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● LR：前後のページを表示できます。 


電 
話 
帳 
指 
定 
着 
信 
拒 
否 
／ 
許 
可 


● 登録した相手にシークレット属性が設定されている場合、シークレットモード中でないとき 


は、登録一覧には相手の名前が「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」と表示されます。また、着信があっても着信 
拒否／許可の動作は行われません。 
● 登録した相手の電話帳データを修正／削除した場合は、着信を拒否／許可に登録した相手の 


データも修正／削除されます。 


お知らせ 


「1 設定する」 
：着信拒否を設定します。 


「2 解除する」 
：着信拒否を解除します。 


「3 相手を登録する」：着信を拒否する相手を着信 


拒否登録一覧に登録しま 


す。 
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電話帳指定着信拒否または電話帳指定着信許可を設定します。 
● 電話帳指定着信拒否と電話帳指定着信許可を同時に設定できません。 


〈例〉着信拒否を設定するとき 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「2着信を拒否する相手 
を指定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 
● 着信を許可する相手を登録するときは、待受画面で 
「 
詳細な機能を 
設定する」「2 電話・電話帳の詳細を設定する」「3 着信を許可する相 
手を指定する」を押します。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 設定する」を押す 


着信拒否／許可を設定した旨のメッセージが表示されます。 
● 着信を拒否／許可する相手を登録していない場合は、相手が登録されていな 
い旨のメッセージが表示されます。 
を押して相手を登録してください。 
→ P 1 9 6 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電 
話 
帳 
指 
定 
着 
信 
拒 
否 
／ 
許 
可 


着信拒否／許可を設定します 


お買い上げ時 
解除する 


● 電話帳指定着信拒否を設定中に拒否した電話番号の着信があった場合、または電話帳指定着 


信許可を設定中に許可していない電話番号の着信があった場合は、着信音は鳴らずに電話が 
切れ、相手には話中音が流れます。ただし、その場合でも着信履歴には記録されます。 
留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を 0 秒に設定していた場合は、各サー 
ビスが動作して、着信履歴には記録されません。 


● ｉモードメールや S MS は、本機能の設定に関わらず受信されます。 


お知らせ 


「1 設定する」 
：着信拒否を設定します。 


「2 解除する」 
：着信拒否を解除します。 


「3 相手を登録する」：着信を拒否する相手を着信 


拒否登録一覧に登録しま 


す。 
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発信者番号のわからない電話を受け 
ません＜非通知理由別着信設定＞ 


発信者番号が通知されない着信があった場合、通知されない理由（発信者番号非 


通知理由→ P 6 0 ）によって異なる着信動作を設定します。 


● 発信者番号が通知されない電話がかかってくると、電話を受けたときの音 


（→ P 1 6 0 ）の設定より本機能で設定した着信音が優先して鳴ります。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「5発番通知のない着信 
を設定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1非通知設定」～「3公衆電話」のいずれか1 つの番号 
を押す 


お買い上げ時 
非通知設定：設定を解除　通知不可能：設定を解除　公衆電話：設定を解除 


「1 非通知設定」：非通知設定の着信動作を設定し 


ます。 


「2 通知不可能」：通知不可能の着信動作を設定し 


ます。 


「3 公衆電話」 ：公衆電話などの着信動作を設定し 


ます。 


非 
通 
知 
理 
由 
別 
着 
信 
設 
定 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



「1 着信音を選択」 ：発信者番号の非通知理由ごと 


に着信音を設定します。 


「2着信音量を消音」：着信音を鳴らさないようにし 


ます。 


「3 着信を拒否」 
：着信を拒否します。 


「4 設定を解除」 
：着信動作の設定を解除します。 
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4「1着信音を選択」～「4設定を解除」のいずれか1 つの 
番号を押す 


●「2 着信音量を消音」～「4 設定を解除」：操作 6 に進みます。 


5「1メロディ」または「2着モーション」 
フォルダを選 
択 
着信音を選択 
を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● メロディまたは動画／ｉモーションの再生については「携帯電話から鳴る 


着信音を変えます」のお知らせをご覧ください。→ P 1 6 1 


6 
を押す 


非通知理由の選択画面に戻ります。 


● 着信動作を設定した項目には「＊」が表示されます。設定済みの項目を選 


択して 
を押すと、操作 3 の画面が表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を「着信を拒否」に設定中に発信者番号が通知されない着信があった場合は、着信音 


は鳴らずに電話が切れ、相手には話中音が流れます。ただし、その場合でも着信履歴には記 
録されます。 
留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を 0 秒に設定していた場合は、各サー 
ビスが動作して、着信履歴には記録されません。 


● 本機能と番号通知お願いサービス（→P 5 1 2 ）を同時に設定した場合は、番号通知お願いサー 
ビスが優先して動作します。 
● ｉモードメールや S MS は、本機能の設定に関わらず受信されます。 


● 発信者番号が通知されないテレビ電話の着信があった場合は、着信動作を「着信を拒否」に 
設定したときのみ本機能が動作します。それ以外に設定した場合は、テレビ電話の着信音の 


設定に従って動作します。→ P 1 6 0 


お知らせ 


非 
通 
知 
理 
由 
別 
着 
信 
設 
定 
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電話帳未登録の相手の着信音を無音にします 
＜無音着信時間設定＞ 


FOMA 端末電話帳またはFOMA カード電話帳に登録されていない相手や電話番 


号を通知してこない相手から電話がかかってきたときに、着信音やバイブレー 


タ、背面ディスプレイ、着信ランプの動作（呼出動作）をすぐに開始せずに、設 


定した時間が経過した後に呼出動作を開始するように設定します。「ワン切り」 


など迷惑電話に効果的です。 


● 本機能を使用中は、次のように動作します。 
• 待受中または通話中に音声電話がかかってくると、無音着信時間内はディス 


プレイの表示のみで着信を知らせます。無音着信時間が経過すると、待受中 


の場合は通常の呼出動作を開始します。通話中の場合は「ププ… ププ… 」と 


いう通話中着信音（→ P 8 2 ）が受話口から聞こえます。 
• 呼出時間が無音着信時間内の不在着信は、呼出しなし着信として記録され、 


着信履歴に表示されません。また、新着情報と 
も表示されません。ただ 


し、表示の切り替えにより、無音着信時間内の不在着信を表示することがで 


きます。→ P 8 5 
• 通常の着信履歴と無音着信時間内の不在着信は、合わせて最大 3 0 件記録 


されます。 


● 登録外着信拒否を「拒否する」に設定している場合は、本機能は使用できま 


せん。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「9無音着信時間を設定 
する」を押す 


2「1 無音着信動作」を押す 


無音着信動作を設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


お買い上げ時 
無音着信動作：設定しない 


無 
音 
着 
信 
時 
間 
設 
定 


「1 無音着信動作」：本機能を有効にするかどうか 


を設定します。 


「2 無音着信時間」：着信してから呼出動作を開始 


するまでの時間を設定します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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3「1 設定する」を押す 


4 無音着信時間を入力 
を押す 


無音着信時間の設定画面に戻ります。 


● 1 ～ 9 9 秒の範囲で設定できます。 


5 
を押す 


無音着信時間を設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「2 設定しない」：無音着信動作を設定しません。 


操作 5 に進みます。 


● 電話帳に登録されている相手から電話がかかってきても、次のような場合は無音着信時間内 
の不在着信として記録され、着信履歴に表示されません。 


• 個人の情報表示を制限している場合（→ P 1 9 3 ）で、相手が無音着信時間内で電話を切っ 
たとき 


• シークレットモード中でない場合で、シークレット属性が設定されている相手が無音着信 
時間内で電話を切ったとき 


• 発信者番号を非通知で電話をかけてきた相手が、無音着信時間内で電話を切ったとき 
● 留守番電話サービスや転送でんわサービス、伝言メモを設定しているときは、電話がかかっ 
てくると、本機能の設定に関わらず各機能が動作します。 
● 公共モード中は、本機能は動作しません。 
● 発信者番号通知のない相手に対する着信動作（→ P 1 9 9 ）、着信を拒否／許可する相手 
（→P 1 9 6 ）を設定中は、着信拒否の対象に設定している相手から電話がかかってくると、各 
機能が優先して動作します。 
● 本機能とイヤホン接続時着信設定（→ P 4 9 4 ）を同時に設定している場合、無音着信時間を 
イヤホン接続時着信設定の応答時間以上に設定すると、イヤホン接続時着信設定は動作しま 
せん。 
● 本機能とオートスピーカーホン機能（→P 8 3 ）を同時に設定している場合、無音着信時間を 
4 秒以上に設定すると、オートスピーカーホン機能は動作しません。 


お知らせ 


無 
音 
着 
信 
時 
間 
設 
定 
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電話帳未登録の相手からの電話を受け 
ません＜登録外着信拒否＞ 


FOMA 端末電話帳またはFOMA カード電話帳に登録されていない相手からの着 


信を拒否します。 


● 番号通知お願いサービス（→P5 1 2 ）や着信を拒否する相手の設定（→P1 9 6 ）、 


発信者番号通知のない相手に対する着信動作の設定（→P 1 9 9 ）を併用するこ 


とをおすすめします。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 


● 無音着信時間設定を「設定する」にしている場合は、本機能は使用できません。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「4電話帳登録外の着信 
を拒否する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 拒否する」を押す 


電話帳登録外の着信を拒否するように設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
許可する 


登 
録 
外 
着 
信 
拒 
否 


● 本機能を「拒否する」に設定中に電話帳に登録されていない電話番号からの着信があった場 
合や、電話帳に登録されている相手が発信者番号を通知せずに電話をかけてきた場合、また 
はシークレット属性を設定した電話帳データからシークレットモード中でないときに着信が 


あった場合は、着信音は鳴らずに電話が切れ、相手には話中音が流れます。ただし、その場 
合でも着信履歴には記録されます。 


お知らせ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



「1 拒否する」：電話帳に登録されていない相手か 


らの着信を拒否します。 


「2 許可する」：電話帳に登録されていない相手か 


らの着信を許可します。 
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その他の「あんしん設定」について 


FOMA 端末では暗証番号や各種ロック機能以外にも、次のような「あんしん設 


定」を利用することができます。 


● 迷惑メールの対策に関する設定は『ｉモード操作ガイド』もご覧ください。 


登 
録 
外 
着 
信 
拒 
否 
／ 
そ 
の 
他 
の 
「 
あ 
ん 
し 
ん 
設 
定 
」 
に 
つ 
い 
て 


あんしん設定 


メール選択受信 


メールアドレス 
変更 


ドメイン指定受信 


ｉモードメールの 
み受信／拒否 


未承認広告※ 
メール拒否 


ｉモードメール大 
量 送 信 者 か ら の 
メール受信制限 


「ｉモード災害用 
伝言板」サービス 


アドレス指定受信／ 
拒否 


メール機能停止 


迷惑電話ストップ 
サービス 


Firs tP as s 


ソフトウェア更新 


目　的 


大量に届くメールの中から、必要なメールだけ 
を受信します。 


メールアドレスを変更します。 


指定するドメインからのメールのみを受信し 
ます。 


ｉモードどうしのメールだけを受信／拒否しま 
す。 


一方的に送られてくる広告メールを受信しま 
せん。 


1 日 1 台のｉモード携帯電話から送信される 
2 0 0 通目以降のｉモードメールを拒否します。 


災害時にｉモードを利用して、安否情報を登録／ 
確認します。 


受信するすべてのメールのうち、指定するアド 
レスからのメールを受信／拒否します。 


メール機能を一時的に停止します。 


いたずら電話や繰り返しかかってくる間違い電 
話などの「迷惑電話」を受けません。 


電子認証サービス「F irs tP as s 」を利用して、 
安全で信頼性のあるデータ通信を行います 
（Firs tP as s 対応のサイトに限ります）。 


パケット通信を使って F O M A 端末のソフト 
ウェアを最新の状態にします。 


参照先 


P 3 4 7 


『ｉモード操作 
ガイド』をご覧 
ください。 


P 3 1 4 


P 3 1 5 


P 5 1 0 


P 2 5 6 
P 3 0 8 


P 5 8 7 


● 留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を 0 秒に設定していた場合は、各サー 
ビスが動作して、着信履歴には記録されません。 
● ｉモードメールや S MS は、本機能の設定に関わらず受信します。 
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音声呼出し／読み上げ機能 


音声で呼び出す電話帳の単語を登録します 
… … … 
＜ボイスダイヤル登録＞ 
2 0 6 


音声で電話帳を呼び出します 
… … … … … … … … … … … 
＜ボイスダイヤル＞ 
2 0 9 


音声で呼び出す機能の単語を登録します 
… … … … 
＜ボイスメニュー登録＞ 
2 1 0 


音声で機能を呼び出します 
… … … … … … … … … … … … 
＜ボイスメニュー＞ 
2 1 4 


機能の説明やメールの内容などを音声で読み上げます 
… … … … … … … … … … 
2 1 5 


音声読み上げ辞書によく使う単語を登録します 
＜音声読み上げ単語登録＞ 
2 2 3 
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ボ 
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ス 
ダ 
イ 
ヤ 
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FOMA 端末の電話帳データを音声で呼び出せるように呼出辞書データとして単 


語を登録することができます。 


● 最大 1 0 0 件登録できます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 


● 1 つの電話帳データに対して複数の単語を登録することはできません。 


● 複数の電話帳データに対して同じ単語を登録することはできません。 
1 待受画面で 
「3 音声で呼出す電話帳を登録する」 
を押す 


2 
を押す 


3「新規登録」を選択 
を押す 


電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


音声で呼び出す電話帳の単語を登録 
します＜ボイスダイヤル登録＞ 


単語を登録した場合は、登録した電話帳データの一 


覧が表示されます。 


登録した単語の件数と、登録できる件数が表示され 


ます。 
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4 登録する相手を検索して選択 
を押す 


5 単語の読みを入力 
を押す 


音声呼出し用の単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 半角カタカナで 3 ～ 1 0 文字入力できます。 


読みの中に次の文字を含む単語は登録できません。 


• 1 文字目が「ン」「ー」「ァ」「ィ」「ゥ」「ェ」「ォ」「ャ」「ュ」「ョ」「ッ」 


「ﾞ」「ﾟ」 


• 認識しにくい文字 


〈例〉「ッー」「ンン」「ンー」「ンッ」「ーー」「ーッ」など 


• 空白 


● あらかじめ電話帳に登録したフリガナの先頭1 0 文字が単語として入力さ 


れており、そのまま登録することもできます。 


● 登録済みの単語の読みを入力した場合、読みがすでに登録されている旨の 


メッセージが表示されます。 
を押すと単語の読みの入力画面に戻ります。 


● 登録した単語の読みが短かったり、似た読みの単語をすでに登録していた 


りすると認識されにくいことがあります。正しく認識されなかった場合は、 


単語の読みを変更してください。 


6 
を押す 


電話帳データの一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 検索方法→ P 1 3 4 


● 登録済みの相手を選択した場合、同じ電話帳が登 


録されている旨のメッセージが表示されます。 


を押すと電話帳データの一覧に戻ります。 


● ボイスダイヤルの単語に登録した電話帳データを削除した場合は、ボイスダイヤルに登録し 
た単語も削除されます。 


● ボイスダイヤルの単語に登録した電話帳データのフリガナを修正しても、ボイスダイヤルの 
単語の読みは変更されません。 


お知らせ 


登録した内容を確認します 
1 登録した電話帳データの一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 0 6 操作 1 ～ 2 


次 
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登録した内容を修正します 
1 登録した電話帳データの一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 0 6 操作 1 ～ 2 


2 修正する電話帳データを選択 
を押す 


読みの入力画面が表示されます。 


3 単語の読みを修正する 


● 操作方法→ P 2 0 7 操作 5 ～ 6 


● 
を押すと電話帳データの一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
2 確認する電話帳データを選択 
を押す 


登録した内容を削除します 
1 登録した電話帳データの一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 0 6 操作 1 ～ 2 


2 削除する電話帳データを選択 
「2 削除する」を 
押す 


選択した単語を削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 削除する」を押す 


音声呼出し用の単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 
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4 
を押す 


電話帳データの一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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／ 
ボ 
イ 
ス 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 


音声で電話帳を呼び出します 
＜ボイスダイヤル＞ 


音声で電話帳を呼び出して、電話をかけたりメールを作成したりできます。 


● あらかじめ電話帳をボイスダイヤルに登録しておく必要があります。→P 2 0 6 


● 周囲の状況や発声のしかたにより、音声が認識されない場合があります。 


→ P 2 1 4 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 
1 待受画面で 
を 1 秒以上押す 


2 
FOMA 端末を耳にあて、「ピー」と鳴ったらボイ 
スダイヤルに登録した単語の読み（→ P 2 0 7 操作 5 ）を 
話す 


単語の読みに該当する電話帳が表示されます。 


● 目的の電話帳が表示されなかった場合などは、 


を押して操作 1 からやり直してください。 


● 該当する電話帳がない場合や、4 秒以内に話さな 


かった場合は、認識できなかった旨のメッセージ 


が表示されます。 
を押して操作 1 からやり直 


してください。 
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3 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録した電話番号に電話をかける場合は、LRを押し 


て電話番号を選択 
または 
を押します。 


各機能を音声で呼び出せるように呼出辞書データとして登録することができます。 


● 最大 5 0 件登録できます。 


● お買い上げ時は、1 5 件の機能が登録されています。 


● メニュー画面で表示される機能のみ登録できます。 


● 1 つの機能に対して複数の単語を登録することはできません。 


● 複数の機能に対して同じ単語を登録することはできません。 
1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「7音声呼出し 
を登録する」 「2音声で呼出す機能を登録する」を押す 


2 
を押す 


音声で呼び出す機能の単語を登録し 
ます＜ボイスメニュー登録＞ 


登録されている機能の一覧が表示されます。 


登録されている単語の件数と、登録できる件数が表示 


されます。 
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3「新規登録」を選択 
を押す 


4 登録する機能を選択 
を押す 


5 単語の読みを入力 
を押す 


音声呼出し用の単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 半角カタカナで 3 ～ 1 0 文字入力できます。 


読みの中に次の文字を含む単語は登録できません。 


• 1 文字目が「ン」「ー」「ァ」「ィ」「ゥ」「ェ」「ォ」「ャ」「ュ」「ョ」「ッ」 


「ﾞ」「ﾟ」 


• 認識しにくい文字 


〈例〉「ッー」「ンン」「ンー」「ンッ」「ーー」「ーッ」など 


• 空白 


● 登録済みの単語の読みを入力した場合、読みがすでに登録されている旨の 


メッセージが表示されます。 
を押すと単語の読みの入力画面に戻ります。 


● 登録した単語の読みが短かったり、似た読みの単語をすでに登録していた 


りすると認識されにくいことがあります。正しく認識されなかった場合は、 


単語の読みを変更してください。 


6 
を押す 


機能の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 操作 3 の画面で 
が付いている機能を選択して 


を押すと、次の階層が表示されます。 


● 登録済みの機能を選択した場合、同じ機能が登録 


されている旨のメッセージが表示されます。 


を押すと機能の一覧に戻ります。 


＜「メールを作る」を選択し 
た場合＞ 


次 
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登録可能な機能の一覧が表示されます。 
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登録した内容を確認します 
1 登録した機能の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 1 0 操作 1 ～ 2 


2 確認する機能を選択 
を押す 


● 
を押すと機能の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● お買い上げ時は次の機能が登録（呼出辞書データ）されています。 


呼び出す機能名 


音声電話の着信音を選ぶ 


電話を受けた時の音量を調節する 


伝言メモを再生する 


受信したメールを見る 


例文を使ってメールを作る 


届いているメール･メッセージを受信する 


写真を撮影する 


ビデオを撮影する 


写真のアルバムを見る 


ビデオのアルバムを見る 


目覚ましを使う 


電卓を使う 


発信者番号通知を設定する 


自分の電話番号を見る 


電池残量を確認する 


単語の読み 


オンセイ 


オンリョウ 


デンゴン 


ジュシンメール 


レイブン 


トイアワセ 


シャシンサツエイ 


ビデオサツエイ 


シャシンアルバム 


ビデオアルバム 


メザマシ 


デンタク 


バンゴウツウチ 


デンワバンゴウ 


デンチザンリョウ 


お知らせ 
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登録した内容を修正します 
1 登録した機能の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 1 0 操作 1 ～ 2 


2 単語を修正する機能を選択 
を押す 


読みの入力画面が表示されます。 


3 単語の読みを修正する 


● 操作方法→ P 2 1 1 操作 5 ～ 6 


登録した内容を削除します 
1 登録した機能の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 1 0 操作 1 ～ 2 


2 削除する機能を選択 
「2 削除する」を押す 


選択した単語を削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 削除する」を押す 


音声呼出し用の単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


機能の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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音声で機能を呼び出して、操作することができます。 


● あらかじめ機能をボイスメニューに登録しておく必要があります。→P 2 1 0 


● 音声で機能を呼び出すときには、次のようなことにご注意ください。 
• 周囲の雑音が大きい所では、音声が認識されない場合があります。なるべく 


静かな所で呼び出しを行ってください。 
• なるべくはっきりとお話しください。 
• 発声の前後に咳払いや呼吸音、その他雑音など、登録した単語の読みとは無 


関係な声や音は出さないでください。 
• 発声時にボタンを押したり、こすったりしないでください。 
• 登録した単語の読みを発声するときは、単語を切らずにお話しください。途 


中で切ると、単語がそこで終わったと認識されてしまう場合があります。 
• 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を使用する場合、マイク部分に口を 


近づけてお話しください。 


● 次の機能は、音声で呼び出すことができません。 
• セルフモード中に使用できない機能→ P 1 9 1 
• 個人情報の表示を制限しているときに使用できない機能→ P 1 9 4 
• ダイヤル入力での発信を制限しているときに使用できない機能→ P 1 9 6 
• 履歴の表示を制限しているときに使用できない機能→ P 1 9 3 


1 待受画面で 
を 1 秒以上押す 


2 
FOMA 端末を耳にあて、「ピー」と鳴ったらボイ 
スメニューに登録した単語の読み（→ P 2 1 1 操作 5 ）を 
話す 


単語の読みに該当する機能が表示されます。 


● 目的の機能が表示されなかった場合は、 
を押して操作1 からやり直して 


ください。 


● 該当するデータがない場合や、4 秒以内に話さなかった場合は、認識でき 


なかった旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作1 からやり直 


してください。 


音声で機能を呼び出します 
＜ボイスメニュー＞ 


ボ 
イ 
ス 
メ 
ニ 
ュ 
ー 


215 


音 
声 
呼 
出 
し 
／ 
読 
み 
上 
げ 
機 
能 


機能の説明やメールの内容などを音 
声で読み上げます 


メニュー画面やサイト画面などの音声読み上げに対応した画面を表示したとき 


に、機能や項目の説明などを自動または手動で読み上げを行うように設定する 


ことができます。また、読み上げの声質や速さ、音量を設定することもできま 


す。 


●「自動で読み上げ」または「手動で読み上げ」に設定すると、読み上げに対応 


した画面に 
が表示されます。読み上げ中は 
が点滅します。 


● 次のような項目が音声読み上げに対応しています。 
• 日付・曜日・時刻※ 1 
• 新着情報※ 1 


• 充電完了時のお知らせ 
• メニュー画面やサブメニューの各機能説明 
• 各機能の設定画面や編集画面などの説明 
• リダイヤルや着信履歴の内容 
• 伝言メモの履歴 
• 電話帳の内容や操作方法 
• オールロックや公共モードなどの制限機能使用中のお知らせ※ 1 


• サイト表示中の内容 
• メールやメッセージ R /F の内容 
• 待受画面でダイヤルボタンを押して入力した数字 
• 選択した絵文字や記号、定型文※ 3 


• 電卓の操作内容 
• 歩数計の歩数※ 1 


• 入力した文字 
• 文字入力モードを切り替えたとき※ 2 


※ 1 ：自動で読み上げを行うように設定しても自動では読み上げません。待 


受画面で 
を押すと読み上げます。 


※ 2 ：手動で読み上げを行うように設定して、 
を押しても読み上げませ 


ん。 


※ 3 ：入力時に読み上げる内容については、「絵文字入力変換・読み上げ一 


覧」（→ P 5 6 4 ）、「記号・半角カタカナ・半角英数字読み上げ一覧」 


（→ P 5 6 6 ）をご覧ください。 


機 
能 
の 
説 
明 
や 
メ 
ー 
ル 
の 
内 
容 
な 
ど 
を 
音 
声 
で 
読 
み 
上 
げ 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



音声読み上げを設定します＜音声読み上げ設定＞ 


音声読み上げの動作や声質、速さを変更できます。また、読み上げの音量を調節 


できます。 


お買い上げ時 
動作：なし　声質：女声　速さ：2 　音量：4 
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1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「6音声読み上 
げを使う」 「1 音声読み上げを設定する」を押す 


● マナーモード中は、マナーモードを解除するかど 


うかの確認画面が表示されます。設定を行うとき 


は｢1 解除する｣を押します。 


項　目 


1 動作 


2 声質 


3 速さ 


4 音量 


説　明 


読み上げの動作（自動／手動）を 
設定します。また、読み上げが行 
われないように設定を解除しま 
す。 


読み上げるときの声質（女声／ 
男声）を設定します。 


読み上げるときの速さを、1（低 
速）～ 5（高速）の 5 段階で設定 
します。 


読み上げるときの音量を、音量1 
（最小）～音量 6 （最大）の 6 段 
階で調節します。 


2「1 動作」を押す 


3「1自動で読み上げ」～「3読み上げなし」のいずれか1 
つの番号を押す 


「1 自動で読み上げ」：読み上げに対応した画面で 


自動的に読み上げます。 


「2 手動で読み上げ」：読み上げに対応した画面で 


(を押すと読み上げます。 


「3 読み上げなし」 ：読み上げません。 


●「3 読み上げなし」：操作 7 に進みます。 
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4「1 女性の声」または「2 男性の声」を押す 


5 速さを設定 
を押す 


6 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節 
を押す 


音声読み上げの設定画面に戻ります。 


7 
を押す 


読み上げを設定した旨のメッセージが表示されます。 


8 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「自動で読み上げ」または「手動で読み上げ」に設定すると、読み上げに対 


応した画面に 
が表示されます。待受画面を表示中にFOMA 端末を折り 


畳むと、背面ディスプレイに 
が表示されます。読み上げ中は 
が点滅 


します。 


● UD を押して速さを設定します。 
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手動で読み上げ／ 
読み上げなし 


確認音が鳴ります。 


― 


自動で読み上げ 


0 ～ 9、*、# 
は読み上げます。 
その他のボタンは確認音が鳴 
ります。 


0 ～ 9、*、# 
は読み上げます。 
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音声読み上げの送出先を切り替えます＜スピーカー／受話口切替＞ 


● 音声読み上げの送出先を「スピーカー」に設定すると、音量が大きくなりま 


すので、FOMA 端末を耳から離して使用してください。 


お買い上げ時 
スピーカー 


動作の設定 


ボタン確認音の設定 


鳴らす 


鳴らさない 


お知らせ 


● 待受画面を表示中に F OMA 端末を折り畳んでいる場合は、( を 1 秒以上押すと次の項目 
などを読み上げます（( 以外の左右側面のボタンを同時に押さないようにしてください。 
読み上げない場合があります）。 


• 日付・曜日・時刻 
（日付・時刻を設定していない場合は、時計が設定されていない旨をお知らせします） 


• 新着情報 


• 公共モード中のお知らせ 


• 歩数計の歩数 


● 読み上げを途中で停止するときは、読み上げ中に (、C、 
のいずれかを押します。 


ただし、表示している画面や選択している項目により、読み上げが停止しない場合がありま 


す。読み上げを停止中に ( を押すと、初めから読み上げます。 


● 読み上げ中に音量ボタン（ 
）を押すと、読み上げの音量を調節できます。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続中は、音声読み上げの送出先の設定（→下記） 


に関わらず、イヤホンからのみ音声が聞こえます。 
● 本機能を「自動で読み上げ」に設定して、ｉモードメールやメッセージ R /F を表示したとき 


に添付のメロディを自動演奏するように設定していると、ｉモードメールやメッセージR /F 
は読み上げられずメロディが演奏されます。メロディ演奏後に(を押すと、読み上げが開 


始されます。→ P 2 9 7 、P 3 7 1 
● 本機能の「動作」とボタン確認音の設定（→ P 1 6 4 ）により、待受画面でボタンを押したと 


きの読み上げとボタン確認音の動作は次のようになります。 
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1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「6音声読み上 
げを使う」 「3 スピーカー／受話口の切替を行う」を 
押す 


2「1 スピーカー」または「2 受話口」を押す 


音声送出先を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 スピーカー」：音声読み上げの送出先をスピー 


カーにします。 


「2 受話口」 
：音声読み上げの送出先を受話口に 


します。 


音声読み上げのルールについて 


メールやサイト、電話帳などの内容は、おおむね次の規則に基づいて読み上げら 


れます。希望どおりに読み上げが行われない場合は、読み上げ用の単語を登録し 


てください。→ P 2 2 3 


● 音声読み上げ辞書に登録されている単語を別の読みかたで登録した場合は、 


登録した読みかたが優先されます。 


● 音声読み上げの開始時、または音声読み上げ時に次のようなことが起きると、 


読み上げが停止されます。 
• 音声電話／テレビ電話がかかってきたとき 
• データ通信を行ったとき 
• 外部機器にデータを送信したとき 
• FOMA 端末を折り畳んだとき 
• 電池残量警告音が鳴ったとき 
• 目覚ましが起動したとき 
• 表示中の画面で停止操作が可能なボタン（ 
、C、(）を押したとき※ 


※ ：サイト画面を表示している場合、(を押して読み上げ動作を行ったとき 


は、音量ボタン（ 
）以外の任意のボタンを押したり、U や D 


を 1 秒以上押して連続スクロールをしても読み上げが停止されます。 


ただし、表示しているサイトや項目によっては読み上げが停止されない場 


合があります。 
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ルール／読み上げ例 


● 数字が並んでいる場合は、2 4 桁まで桁読みします。 
※ 先頭に「0 」がある場合は桁読みしません。 
〈例〉1 2 3 4 5 ：イチマンニセンサンビャクヨンジューゴ 


● 読み上げ辞書に従って読み上げます。 
〈例〉i － mode：アイモード 
● 読み上げ辞書に登録されていない英字の文字列は、次のように 
読み上げます。 
• 英字文字列が 3 文字以下 
〈例〉abc ：エービーシー 
• 英字文字列が 4 文字以上 
すべてローマ字と判定できる場合はローマ字読みで読み上げ 
ます。 
〈例〉yamamoto：ヤマモト 
すべてローマ字と判定できない場合は、アルファベット読み 
で読み上げます。 
〈例〉yyyyy：ワイワイワイワイワイ 


● 絵文字・記号を読み上げます。ただし、表示している画面や項 
目によっては、一部の記号を読み上げない場合があります。 
● メールなどで使われる「(＾＾)」のような顔文字の一部を読み 
上げます。 
〈例〉(＾＾) 
： ニコ 
( ; ; ) 
： シクシク 
(＾_＾)Ｖ 
： ピースなど 
● 同じ絵文字・記号が3 つ以上連続する場合は、まとめて読み上 
げます。 
該当するのは、すべての絵文字と次の記号です。 
〆（）「」＜＞＋± × ÷ ＝≠ ≦≧∞∴♂♀° ′ ″ ℃￥＄¢ £ ％ 
＃＆＊＠§ ☆★○ ● ◎ ◇ ◆ □ ■ △ ▲ ▽ ▼ ※ 〒→←↑ ↓ 〓∈∋⊆ 
⊇⊂⊃∪∩∧∨¬ ⇒⇔∀∃∠⊥⌒∂∇≡≒√∽∝∵∫ ∬Å‰♯ 
♭♪† ‡ ¶ ∮ ∑∟⊿ 
〈例〉※ ※ ※ ：サンコノ　コメジルシ　マーク 


● 数字を「／」や「．」で区切ると、日付として読み上げます。 
※ 次の形式以外の場合は日付として読み上げません。 
〈例〉2 0 0 5 ／ 9 ／ 1 5 （または 2 0 0 5 .9 .1 5 ）： 
ニセンゴネン　クガツ　ジューゴニチ 
5 ／ 9 ／ 1 5 （または 5 .9 .1 5 ）： 
ゴネン　クガツ　ジューゴニチ 
9 ／ 1 5 ：クガツ　ジューゴニチ 
H1 7 ／ 9 ／ 1 5 ： 
ヘーセージューナナネン　クガツ　ジューゴニチ 
S 4 5 ／ 1 ／ 1 ： 
ショーワヨンジューゴネン　イチガツ　ツイタチ 
T 1 0 ／ 1 ／ 1 ： 
タイショージューネン　イチガツ　ツイタチ 
M1 0 ／ 1 ／ 1 ： 
メージジューネン　イチガツ　ツイタチ 


読み上げ項目 


数字 


英字 


絵文字・記号 


日付 
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ルール／読み上げ例 


● 数字を「：」で区切ると、時刻として読み上げます。 
※ 次の形式以外の場合は時刻として読み上げません。 
〈例〉9 ：3 0 （または 0 9 ：3 0 ）： 
クジ　サンジュップン 
A M1 1 ：3 0 （または 1 1 ：3 0 A M）： 
ゴゼン　ジューイチジ　サンジュップン 
P M1 1 ：3 0 （または 1 1 ：3 0 P M）： 
ゴゴ　ジューイチジ　サンジュップン 
2 3 ：3 0 ： 
ニジューサンジ　サンジュップン 
9 ：3 0 ：3 0 ： 
クジ　サンジュップン　サンジュービョー 


●「R e：」「R e ＞」「R e［2 ］：」「R e［2 ］＞」「R e ＊ 2 ：」 
「R e ＊ 2 ＞」「R e^ 2 ：」「R e^ 2 ＞」はすべて「ヘンシン」 
と読み上げます。 
　これらが連続する場合は、「ヘンシン」と一回のみ読み上げ 
ます。 
●「F w：」「F w ＞」「F w［2 ］：」「F w［2 ］＞」「F w ＊ 2 ：」 
「Fw ＊ 2 ＞」「Fw^ 2：」「Fw^ 2 ＞」はすべて「テンソー」と 
読み上げます。 
　これらが連続する場合は、「テンソー」と一回のみ読み上げ 
ます。 
●「ヘンシン」と「テンソー」が混ざって複数個連続する場合は、 
次のように読み上げます。 
〈例〉R e：Fw：Fw：R e：R e：R e： 


ヘンシン テンソー 
ヘンシン 


● ダイレクトキー（12･･･）は「キー× × × 」と読み上げます。 
● ラジオボタン 
は「ボタンオン」、 
は「ボタンオフ」と 
読み上げます。 
● チェックボックス 
は「チェックアリ」、 
は「チェック 
ナシ」と読み上げます。 
● プルダウンメニューは「× コノセンタクシ」の後、選択されて 
いる項目を読み上げます。 
● 文字入力枠は「モジニューリョク」と読み上げます。文字が入 
力されている場合は、入力されている文字も読み上げます。 
● パスワード入力枠が未入力のときは「パスワード」、入力済み 
のときは「パスワードニューリョクスミ」と読み上げます。 
● ボタンは「× × × ボタン」と読み上げます。 
● サイトの内容を読み上げているときは、項目を読み上げた後に 
｢ピピッ｣という区切り音が鳴ります。 
● サイトを表示すると、ページのタイトルを最初に読み上げま 
す。ページの最初の項目を選択してもページタイトルを読み上 
げます。 
● サイトの内容を表示中に ( を押すと、選択している項目を 
読み上げます。また、( を 1 秒以上押すと、表示している 
ページの選択している項目以降をすべて読み上げます。選択し 
ている項目より前は読み上げません。 


読み上げ項目 


時刻 


返信、転送 


サイト内の項目 
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ルール／読み上げ例 


● サイトのリンク項目は、設定と違う声質（「女性の声」に設定 
しているときは「男性の声」）で読み上げます。 
● サイトのリンク情報以外の項目を選択した場合は、深緑色に反 
転表示されます。なおサイトの背景、文字、リンク項目の反転 
表示の色により、読み上げる反転表示の色が変更されることが 
あります。 
● サイトの項目によっては、絵文字などを読み上げない場合があり 
ます。 


● 文章の内容や記載内容（特に地名や固有名詞など）により、正 
しく読み上げない場合があります。希望どおりに読み上げない 
場合は、読み上げ用の単語を登録してください。→ P 2 2 3 
●「は」を含む外来語（カタカナ語）がひらがなで表記された場 
合は、読みかたを誤る場合があります。 
〈例〉はんどる 
：ワンドル 
ふるはうす：フルワウス 
● 読み上げの音声は自然の音声とは異なるため、聞きづらい音や 
アクセントになる場合があります。 
● 句読点（「。」「、」）がある場合は、句読点の位置で読み上げを 
区切ります。 
● 1 つ目の「 
」（改行マーク）を入力して改行し、2 つ目を続 
けて次の行に入力して1 行空いている場合、2 つ目の位置で読 
み上げを区切ります。「 
」（改行マーク）を入力して改行し、 
次の行に続けて文章を入力した場合は、区切らずにそのままつ 
なげて読み上げます。 
なお、「 
」（改行マーク）は読み上げません。 
● 漢字を使用した場合、正しく読み上げない場合もあります。 
メールでの読み誤りを減らすには、よくメールをやりとりする 
相手に次のことをお願いすることをおすすめします。 
• 句読点を多めに使ってメールを作成してください。 
• 読みが難しい漢字はカタカナにしてください。 
• カタカナを使うときには長音（「ー」）を使用してください。 
● 電話帳の名前の読み上げは、登録されている「フリガナ」を読 
み上げます。「フリガナ」が登録されていないときは、名前に 
入力された文字を読み上げます。 
● 単語によってはフリガナの登録時に長音（「ー」）を使用する 
と、より自然に読み上げます。 
● メールやサイトの内容を読み上げ中にUまたはDを押 
すと、読み上げが一時停止する場合があります。 
● 画像や動画／ｉモーション、メロディなどの題名やファイル名 
が数字の羅列になっている場合は、桁読みを行わずに数字を読 
み上げます。 
〈例〉1 2 3 4 5 ：イチニサンヨンゴ 


読み上げ項目 


サイト内の項目 


その他 
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音声読み上げ辞書によく使う単語を登 
録します＜音声読み上げ単語登録＞ 


単語の読みかたを読上辞書データとして登録できます。 


たとえば、お買い上げ時に「ゴジュウミネ」と読み上げられる「五十嶺」の読み 


として「イソミネ」を登録すると、読み上げに対応したすべての画面で「イソミ 


ネ」と読み上げられるようになります。 


● 最大 5 0 件登録できます。 
1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「6音声読み上 
げを使う」 「2 音声読み上げ用の単語を登録する」を 
押す 


2 
を押す 


登録した単語の件数と、登録できる件数が表示され 


ます。 


単語を登録した場合は、登録した単語の一覧が表示 


されます。 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 
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4 単語を入力 
を押す 


読みの入力画面が表示されます。 


● ひらがな／漢字入力モードでのみ入力できます。全角の英数字や記号を入 


力する場合は、付録の「記号・特殊文字入力一覧」をご覧ください。 


→ P 5 5 8 


● 全角で最大 6 文字入力できます。 


5 読みを入力 
を押す 


音声読み上げ用の単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 半角カタカナで最大 1 2 文字入力できます。 


6 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 単語によっては読みの登録時に長音（「ー」）を使用すると、より自然に読み上げます。 


● 読みの入力で「゛」（濁点）や「゜」（半濁点）を正しく入力していない場合や、先頭に「ッ」 
や「ー」、空白を入力した場合は、単語を登録できません。 


お知らせ 


登録した内容を確認します 


登録した読み上げ用の単語と読みを確認します。 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 2 3 操作 1 ～ 2 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 


2 確認する単語を選択 
を押す 


● 
を押すと単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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登録した内容を修正します 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 2 3 操作 1 ～ 2 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 


2 修正する単語を選択 
を押す 


単語の入力画面が表示されます。 


3 単語と読みを修正する 


● 操作方法→ P 2 2 4 操作 4 ～ 6 


登録した内容を削除します 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 2 3 操作 1 ～ 2 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 


2 削除する単語を選択 
「2 削除する」を押す 


選択した単語を削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 削除する」を押す 


音声読み上げ用の単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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カメラをご使用になる前に 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 2 8 


写真を撮影します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜写真撮影＞ 
2 3 1 


ビデオを撮影します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜ビデオ撮影＞ 
2 3 4 


撮影時の設定をします 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 3 6 


カメラ 
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カメラをご使用になる前に 


撮影して保存した写真やビデオでこんなこともできます 


カメラを使って撮影した写真やビデオは、表示／再生するだけでなく、次の操作 


ができます。 


● ｉモードメールに添付して送信→ P 4 2 0 、P 4 3 4 


● 待受画面に設定→ P 4 2 1 


● データ転送で送信→ P 5 7 4 


カメラのご使用について 


カメラで撮影するときは、FOMA 端末を開いて待受画面を表示させ、カメラボ 


タン（)（ 
））を押してカメラを起動します。カメラを起動すると、ディス 


プレイには外側カメラからの映像が表示されます。 


外側カメラ 


)： 
カメラ 
ボタン 


カメラからの映像が 
表示されます。 


内側カメラ 
• 内側カメラでは、 
自画像は鏡像表示 
されます。撮影後 
に保存した写真や 
ビデオは、正像と 
なります。 


内側カメラと外側カメラを使って写真やビデオを撮影することができます。 


● カメラ画素数→ P 5 9 7 
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撮影時の留意事項 


● レンズに指紋や油脂などが付くと、きれいに撮影できません｡撮影前に柔らか 


い布できれいに拭いてください｡ 


● 撮影する場合は、レンズ部分を指などで覆わないようにしてください。 


● 手ぶれにご注意ください｡FOMA端末が動かないようにしっかり持って撮影す 


るか、FOMA 端末を安定した場所に置き、セルフタイマー機能を使用して撮 


影してください｡ 


● 
を押してから実際に撮影されるまでに多少の時間差がありますので、 


を押してから少しの間、FOMA 端末を動かさないようにしてください｡ 


● 速く動いている被写体を撮影すると、 
を押したときにディスプレイに表示 


されていた位置とは多少ずれた位置で被写体が撮影される場合があります。 


● 暗い場所で写真撮影画面を表示すると、露光時間が自動的に長くなるため、 


ディスプレイの表示の更新がスムーズでない場合があります。 


● 動きの激しいものを動画撮影したり、明るさが大きく変わる場所などを撮影 


した場合、映像が荒くなったり、うまく撮影できないことがあります。 


● カメラは非常に精密度の高い技術で作られていますが、常時明るく見えたり 


暗く見えたりする画素や線もあります｡また、特に光量が少ない場所での撮影 


では、白い線などのノイズが増えますが、故障ではありませんのであらかじ 


めご了承ください｡ 


● FOMA端末を温かい場所や直射日光が当たる場所に長時間放置したりすると、 


撮影する画像や映像が劣化することがあります。 


● 太陽や照明などの強い光源を撮影しようとしたり、電池残量が少ないと、画 


面が暗くなったり画像が乱れたりすることがありますのでご注意ください｡ 


● レンズの特性により、画像がゆがんで見える場合があります｡ 


● 室内で撮影する場合、蛍光灯などの影響で画面がちらつくことがありますが、 


「明るさの調節」の設定を変更することにより、ちらつきを軽減できる場合が 


あります。→ P 2 4 2 


また、撮影のタイミングによっては、画像の色合いが異なることがあります。 


● カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や明るさが異なる場合があり 


ます｡ 


カ 
メ 
ラ 
を 
ご 
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用 
に 
な 
る 
前 
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● カメラを起動中に、F OMA 端末を開いた状態のまま約 5 分間何も操作をしなかった場合は、 


カメラを終了する旨のメッセージが表示され、カメラは自動的に終了します。 
を押すと 
待受画面に戻ります。 


● 写真／ビデオ撮影待機中に F OMA 端末を折り畳むとカメラは終了します。 
● 写真撮影した状態で F OMA 端末を折り畳んだりしてもカメラは終了しません。F OMA 端末 
を開くと撮影した写真の操作を選ぶ画面が表示されます。 
● ビデオ撮影中（休止中を含む）にF OMA 端末を折り畳むと撮影を中止します。その後F OMA 


端末を開くと、中止した時点まで撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されます。 


お知らせ 
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保存形式について 


説　明 


J P E G 


S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）、待受（2 4 0 × 3 2 0 ）、 
M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ）、L サイズ（6 4 0 × 4 8 0 ） 
• 内側カメラで撮影できるのは、S サイズとM サイズのみです。 


jpg 


撮影日時により自動設定 
（例）2 0 0 5 年 9 月 1 5 日 1 3 時 2 3 分に撮影した場合 
→「2 0 0 5 0 9 1 5 1 3 2 3 」 
日付・時刻を設定していない場合→「------------」 


5 0 0 件 
• データサイズや他の静止画の有無によっては実際に保存できる 
件数が少なくなる場合があります。 


項　目 


データ形式 


撮影サイズ 


拡張子 


データ名 


最大保存件数 


著作権・肖像権について 


FOMA 端末を利用して撮影および録音したものなど、およびサイト（番組）や 


インターネットホームページ上の著作物を権利者に無断で複製、改変、編集など 


する行為は、個人で楽しむなどの場合を除き、著作権法上禁止されておりますの 


でお控えください。また、他人の肖像や氏名を無断で使用、改変などすると、肖 


像権の侵害となる場合がありますのでお控えください。撮影または録音したもの 


などをインターネットホームページなどで公開する場合も、著作権や肖像権に十 


分ご注意ください。なお、実演や興行、展示物などでは、個人として楽しむなど 


の目的であっても、撮影または録音などが禁止されている場合がありますので、 


ご注意ください｡ 


カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮 
ください。 


静止画データ 


カ 
メ 
ラ 
を 
ご 
使 
用 
に 
な 
る 
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カメラで撮影した写真（静止画データ）やビデオ（動画データ）の保存形式は次 


のとおりです。 
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動画データ 


説　明 


MP 4 （MobileMP 4 ） 


映像：MP E G-4 　音声：A MR 


1 7 6 × 1 4 4 （QC IF） 


3 g p 


撮影日時により自動設定 
（例）2 0 0 5 年 9 月 1 5 日 1 3 時 2 3 分に撮影した場合 
動画→「2 0 0 5 0 9 1 5 1 3 2 3 」 
音声→「音声 0 9 1 5 1 3 2 3 」 
日付・時刻を設定していない場合→「------------」 


メール添付、大容量メール添付 


5 0 件 
• データサイズや他の動画の有無によっては実際に保存できる件 
数が少なくなる場合があります。 


項　目 


データ形式 


符号化方式 


撮影サイズ 


拡張子 


データ名 


データサイズの 
制限 


最大保存件数 
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次 
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ジ 
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写真を撮影します＜写真撮影＞ 


さまざまな撮影方法を選択して写真（静止画）を撮影します。 


● 撮影（保存）可能な枚数は、「写真の大きさ」の設定（→ P 2 4 0 ）や撮影状況 


によって変わります。撮影（保存）できる枚数の目安は次のとおりです。 


1 待受画面で)（ 
）を押す 


S サイズ 
（1 7 6 × 1 4 4 ） 


約 4 6 0 （枚） 


待受 
（2 4 0 × 3 2 0 ） 


約 4 1 0 （枚） 


L サイズ 
（6 4 0 × 4 8 0 ） 


約 1 4 2 （枚） 


M サイズ 
（3 5 2 × 2 8 8 ） 


約 3 0 7 （枚） 


写真の 
大きさ 


枚数 


写真の大きさと、現時点で撮影（保存）できる残りの最大撮影 
枚数の目安が表示されます。 


写真撮影画面が表示されます。 


着信ランプが緑色で約 2 秒間隔で点滅します。 


● 
：撮影時の設定ができます。→ P 2 3 6 


● 
：「撮影した写真」フォルダに保存されてい 


る撮影済みの写真を見ることができます。 


→ P 4 1 8 


•「アイテム」フォルダに保存されているフレームなども枚数に含まれます。 
• 残り枚数を確認できます。→ P 4 3 0 
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2 被写体にカメラを向けて 
を押す 


3「1 保存する」を押す 


写真を保存した旨のメッセージが表示されます。 


■ i モードメールで送るとき 


①「2 メールで送る」を押す 
• 写真を保存した旨のメッセージが表示された場合は、操作③に進みます。 
• 撮影した写真のサイズを縮小して送るかどうかの確認画面が表示された 


場合は、操作②に進みます。 


② 送りかたを選択 
を押す 
• 送りかたの項目については、 
「画像を添付してｉモードメールを作成しま 


す」のお知らせをご覧ください。→ P 4 2 0 
• 写真を保存した旨のメッセージが表示された場合は、操作③に進みます。 
• 撮影した写真のサイズによっては、待受画面の大きさに合わせるかどう 


かの確認画面が表示されます。「1 小さくして送る」または「2 このま 


ま送る」を押すと写真が保存されます。 


③ 
を押す 


メール作成画面が表示されます。→ P 3 2 5 


4 
を押す 


写真撮影画面に戻ります。 


●「写真のアルバムを見る」の「撮影した写真」フォルダに保存されます。 


→ P 4 1 8 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


撮影確認音（シャッター音）が鳴り、着信ランプが 


赤色で点滅して写真が撮影され、左の画面が表示さ 


れます。 


● 
：撮影した写真を確認できます。 


項　目 


1 保存する 


2 メールで送る 


3 待受画面に貼る 


4 撮りなおす 


説　明 


撮影した写真を保存します。 


撮影した写真を保存した後に、 
ｉモードメールに添付します。 


撮影した写真を保存した後に、待 
受画面に設定します。→ P 1 6 9 


撮影した写真を保存せずに撮り直 
します。 


写 
真 
撮 
影 
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● セルフタイマーのカウントダウン中にF OMA 端末を折り畳むと、その時点でカウントダウン 
および撮影が中止されます。 


お知らせ 


セルフタイマーを利用します 


セルフタイマーを使用すると約 1 0 秒後に自動で写真を撮影します。 
1 待受画面で)（ 
） 
「5 セルフタイマーを使 
う」を押す 


2 被写体にカメラを向けて 
を押す 


3 約 1 0 秒後に自動的に撮影される 


撮影確認音（シャッター音）が鳴り、着信ランプが赤色で点滅して写真が撮 


影されます。 


● 保存時の操作は通常の写真撮影と同様です。→ P 2 3 2 操作 3 


カウント音が鳴り、着信ランプが緑色で点滅します。 


撮影時間に近づくと、カウント音と着信ランプの点 


滅の間隔が短くなります。 


● 
：セルフタイマーを途中で中止します。 


撮影までの残り秒数が表示されます。 


セルフタイマー待機中になります。 


● 
：撮影時の設定ができます。→ P 2 3 6 


● 
：「撮影した写真」フォルダに保存されてい 


る撮影済みの写真を見ることができます。 


→ P 4 1 8 


● セ ル フ タ イ マ ー を 解 除 す る と き は も う 一 度 


「5 セルフタイマーを解除」を押します。 


● 画像の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要な写真を削除す 
るかどうかの確認画面が表示されます。撮影（保存）する場合は、画面の指示に従い F OMA 
端末内の画像を削除してください。→ P 5 9 8 
● 撮影した写真のデータサイズや空き容量によっては、写真撮影画面に表示される残り枚数が 
減らない場合があります。 


お知らせ 
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ビデオを撮影します＜ビデオ撮影＞ 


さまざまな撮影方法を選択してビデオを撮影します。 
● 撮影中にボタン操作を行うと、操作音が録音される場合があります。 


● 撮影（保存）可能な時間は「サイズを制限」「画質の設定」の設定（→P 2 4 1 、 


P 2 4 4 ）や撮影状況によって変わります。撮影（保存）できる時間の目安は 


次のとおりです。 


1 待受画面で )（ 
） 
「1 ビデオを撮影」を押 
す 


ビデオ撮影画面が表示されます。 


着信ランプが緑色で約 3 秒間隔で点滅します。 


● 
：撮影時の設定ができます。→ P 2 3 6 


● 
：「撮影したビデオ」フォルダに保存されて 


い る ビ デ オ を 見 る こ と が で き ま す 。 


→ P 4 3 1 


現時点で撮影（保存）できる残りの最大撮影時間の目安が表示 
されます。 


項　目 


1 回あたりの撮影 
時間 


最大撮影時間 
（最大保存件数 
5 0 件） 


画質の設定 


長時間 


標準の画質 


高画質 


長時間 


標準の画質 


高画質 


メール添付 


約8 8（秒） 


約4 4（秒） 


約3 0（秒） 


約3 7（分） 


約1 8（分） 


約1 2（分） 


大容量メール添付 


約1 4 8（秒） 


約7 5（秒） 


約5 1（秒） 


約3 8（分） 


約1 9（分） 


約1 3（分） 


サイズの制限 
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2 被写体にカメラを向けて 
を押す 


3 
を押す 


4「1 保存する」を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


■ i モードメールで送るとき 


①「2 メールで送る」を押す 
• ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


② 
を押す 


メール作成画面が表示されます。→ P 3 2 5 


5 
を押す 


ビデオ撮影画面に戻ります。 


●「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォルダに保存されます。 


→ P 4 3 1 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


終了確認音が鳴り、撮影が終了して左の画面が表示 


されます。 
● 
：撮影したビデオを確認できます。 


項　目 


1 保存する 


2 メールで送る 


3 撮りなおす 


説　明 


撮影したビデオを保存します。 


撮影したビデオを保存した後に、 
ｉモードメールに添付します。 


撮影したビデオを保存せずに撮り 
直します。 


ビ 
デ 
オ 
撮 
影 


撮影確認音が鳴り撮影が開始され、着信ランプが赤 


色で約 3 秒間隔で点滅します。 


● 撮影終了までの時間の目安が 0 0 :0 0 :0 0 になる 


と、撮影が自動的に終了して操作 3 の画面が表示 


されます。 


● 
：撮影が休止され、もう一度押すと再開され 


ます。 


撮影終了までの時間の目安が表示されます。 


撮影終了までの目安が表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● 動画の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要なビデオを削除 
するかどうかの確認画面が表示されます。撮影する場合は、画面の指示に従いF OMA 端末内 
の動画を削除してください。→ P 5 9 8 
● ビデオ撮影画面上の時間表示はサイズ制限に達するまでの目安を示しています。 
● 撮影中に充電を開始すると、設定によっては充電の開始を知らせる音が録音されます。 
→ P 1 6 5 
● 撮影中に撮影終了までの時間表示の更新が遅くなる場合があります。 
● 撮影中に電話がかかってきた場合、その時点で撮影が中断され、着信のメッセージが表示さ 
れます。通話終了後、撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されます。 
● 撮影中に目覚ましの設定時刻になった場合、その時点で撮影が中止されアラームが鳴ります。 
アラームを解除すると撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されますが、撮影したビデオ 
の最後にアラーム音が記録されることがあります。 
● 撮影中に電池が切れそうになると、電池残量警告音が鳴り、撮影が中止されます。その際、撮 
影したデータの最後に電池残量警告音が録音されることがあります。 


お知らせ 


撮影時の設定をします 


撮影するときの設定を変更します。 


● 設定できる項目は次のとおりです。 


※ ：撮影終了後も設定内容が保持されます。 


項　目 


ズームします 


撮影モードを切り替えます 


外側と内側のカメラを切り替 
えます 


フレームを重ねて撮影します 


写真の大きさを設定します※ 


ビデオのデータサイズを設定 
します※ 


ビデオの画質を自動的に補正 
する機能を設定します※ 


参照先 


P 2 3 7 


P 2 3 7 


P 2 3 8 


P 2 3 8 


P 2 4 0 


P 2 4 1 


P 2 4 1 


参照先 


P 2 4 2 


P 2 4 2 


P 2 4 3 


P 2 4 4 


P 2 4 5 


P 2 4 6 


項　目 


明るさを調節します※ 


色の濃さを調節します※ 


撮影日時の記録方法を設定し 
ます※ 


ビデオの画質を設定します※ 


シャッター音を設定します※ 


ディスプレイの照明を設定し 
ます※ 
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ズームします 


● 撮影待機中およびビデオ撮影中（休止中を含む）に操作できます。 


● 撮影するサイズによって変更できるズーム倍率は次のとおりです。 
設定可：○ 　設定不可：－ 


カメラ切り替え 


外側カメラ 


内側カメラ 


撮影サイズ 


S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ） 


待受（2 4 0 × 3 2 0 ） 


M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ） 


L サイズ（6 4 0 × 4 8 0 ） 


S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ） 


M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ） 


1 倍 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


2 倍 


○ 


－ 


－ 


－ 


○ 


－ 


3 倍 


○ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で U D を押し、 


ズーム倍率を変更する 


● しばらくするとズームが設定され、写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻り 


ます。 


ズーム倍率 


現在の倍率が表示 
されます。 


撮影モードを切り替えます 


写真撮影とビデオ撮影を切り替えます。 
1 写真撮影画面で 
「1 ビデオを撮影」を押す 


撮影モードが切り替わります。 


● ビデオ撮影画面から操作する場合は、 
「1写真を撮影」を押します。 


• ビデオ撮影時は、S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）固定になります。 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


外側と内側のカメラを切り替えます 


撮影に使用するカメラを外側カメラと内側カメラで切り替えます。 
1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で )（ 
）を押す 


切り替えたカメラからの映像が表示されます。 


● )( 
)を押すたびに外側カメラ／内側カメラが切り替わります。 


● ズームを使用しているときに、カメラの切り替えを行うとズームが自動的に解除されます。 
● 外側カメラで「写真の大きさ」を「待受（2 4 0 × 3 2 0 ）」または「L サイズ（6 4 0 × 4 8 0 ）」 
に設定しているときに内側カメラに切り替えた場合は、自動的に「M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ）」 
に変更されます。 


お知らせ 


フレームを重ねて撮影します＜フレーム選択＞ 


FOMA 端末に保存されているフレームを重ねて撮影します。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 
1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で 
「2 フレームを 
選ぶ」を押す 


2 フレームを選択 
を押す 


フレームが設定されます。 


● 重ねたフレームを外す場合は、 
「3 フレームを外す」を押します。 


● 
：撮影中の画面とフレームを重ねて表示して 


UDを押すと、フレームが切り替わ 


ります。 


フレームの番号／フレーム件数 
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● フレームが表示されるまで、時間がかかることがあります。 
● お買い上げ時に登録されている次のフレームは、 
「写真の大きさ」を「S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」、 
「待受（2 4 0 × 3 2 0 ）」に設定したときに利用できます。 
● 
の部分にカメラからの映像が入ります。 
＜ 1 7 6 × 1 4 4 ドットサイズ＞ 


お知らせ 


＜ 2 4 0 × 3 2 0 ドットサイズ＞ 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


撮影する写真の大きさを設定します。 


● 写真の撮影待機中のみ操作できます。 
1 写真撮影画面で 
「6 写真の大きさ」を押す 


写真の大きさを設定します＜撮影サイズ＞ 


2「1S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」～「4L サイズ（6 4 0 × 
4 8 0 ）」のいずれか 1 つの番号を押す 


撮影サイズを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面に戻ります。 


撮影サイズ 


1S サイズ 
（1 7 6 × 1 4 4 ） 


2待受 
（2 4 0 × 3 2 0 ） 


3M サイズ 
（3 5 2 × 2 8 8 ） 


4L サイズ 
（6 4 0 × 4 8 0 ） 


説　明 


ｉモードメールでｉモード端末 
やパソコンなどに送信するのに 
適したサイズです。 


待受画面に設定するのに適した 
サイズです。 


パソコンなどで表示するのに適 
したサイズです。 


お買い上げ時 
S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ） 


● 「S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」以外の大きさで撮影した写真は、縮小してｉモードメールに添 


付できます。→ P 4 2 0 


お知らせ 
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撮影するビデオのデータサイズを設定します。 


● ビデオの撮影待機中のみ操作できます。 
1 ビデオ撮影画面で 
「5 サイズを制限」を押す 


2「1 メール添付」または「2 大容量メール添付」を押す 


サイズ制限を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


ビデオ撮影画面に戻ります。 


ビデオのデータサイズを設定します＜ビデオサイズ＞ 


データサイズ 


1メール添付 


2大容量メール添付 


説　明 


ｉモードメールに添付してｉモー 
ド端末やパソコンなどに送信す 
るときに設定します。 


「メール添付」よりも長時間撮影 
するときに設定します。 


お買い上げ時 
メール添付 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


ビデオの画質補正機能を設定します＜くっきり補正＞ 


色や明るさのバランスを自動的に補正する機能を、設定または解除します。 


● ビデオの撮影待機中のみ操作できます。 
1 ビデオ撮影画面で 
「6 くっきり補正オン」／「6 
くっきり補正オフ」を押す 


画質補正機能が設定または解除され、ビデオ撮影画 


面に戻ります。 


お買い上げ時 
くっきり補正オン 


くっきり補正オンにすると表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 
2 UDまたは音量ボタン（ 
）を押し、明るさを 


調節 
を押す 


明るさを調節した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


● 被写体によっては、明るさを調節しても表示があまり変化しない場合があります。 


お知らせ 


明るさを調節します＜明るさ調節＞ 


撮影時の明るさを調節します。 


● 5 段階（－ 2 、－ 1 、± 0 、＋ 1 、＋ 2 ）で調節できます。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 
1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で 
「7詳細を設定」 


「1 明るさの調節」を押す 


現在の明るさが表示されます。 


お買い上げ時 
± 0 


色の濃さを調節します＜色の濃さ調節＞ 


撮影時の色の濃さを調節します。 


● 5 段階（－ 2 、－ 1 、± 0 、＋ 1 、＋ 2 ）で調節できます。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 


お買い上げ時 
± 0 


● くっきり補正をオンにしていても、撮影する環境によっては、状態があまり変化しなかった 
り、補正が極端に強調されたりすることがあり、くっきり補正をオフにしたほうがよい場合 


もあります。 


お知らせ 
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保存する写真に記録される撮影日時を設定します。保存後の写真を表示すると、 


画面右下に撮影日時が表示されます。 


● 記録された日付と時間は、変更や消去することはできません。 


お買い上げ時 
表示しない 


撮影日時の記録方法を設定します＜撮影日時記録設定＞ 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


＜「日付と時間」に設定したとき＞ 


● 被写体によっては、色の濃さを調節しても表示があまり変化しない場合があります。 


お知らせ 


現在の色の濃さが表示されます。 


1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で 
「7詳細を設定」 


「2 色の濃さの調節」を押す 


2 UDまたは音量ボタン（ 
）を押し、色の濃さ 


を調節 
を押す 


色の濃さを調節した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


ビデオ撮影後に保存するデータの画質を設定します。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 
1 ビデオ撮影画面で 
「7 詳細を設定」 「3 画質の 
設定」を押す 


お買い上げ時 
標準の画質 


ビデオの画質を設定します＜画質設定＞ 


1 写真撮影画面で 
「7 詳細を設定」 「3 撮影日時 
の記録」を押す 


2「1 日付と時間」～「3 表示しない」のいずれか 1 つの 
番号を押す 


撮影日時の表示を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面に戻ります。 


項　目 


1日付と時間 


2日付のみ 


3表示しない 


説　明 


保存する写真に日付と時間が記録 
されます。 
（例）2 0 0 5 年9 月1 5 日1 3 時2 3 
分に撮影した場合 
→「2 0 0 5 /0 9 /1 5 1 3 :2 3 」 


保存する写真に日付が記録され 
ます。 
（例）2 0 0 5 年 9 月 1 5 日に撮影 
した場合 
→「2 0 0 5 /0 9 /1 5 」 


保存する写真に日付と時間が記 
録されません。 


項　目 


1長時間 


2標準の画質 


3高画質 


説　明 


長時間撮影するときに設定します。 
• 画質は「標準の画質」より悪く 
なります。 


標準の画質で撮影するときに設 
定します。 


最もよい画質で撮影するときに 
設定します。 
• 撮影時間は最も短くなります。 
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撮影時のシャッター音を設定します。 


● 撮影時のシャッター音を鳴らさないようにすることはできません。 
1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で 
「7詳細を設定」 


「4 シャッター音の設定」を押す 


2「1 標準」～「5 スピード」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


シャッター音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


● 
：シャッター音を確認できます。 


シャッター音を設定します＜シャッター音設定＞ 


お買い上げ時 
標準 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


2「1 長時間」～「3 高画質」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


画質を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


ビデオ撮影画面に戻ります。 


＜写真撮影の場合＞ 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


2「1 常に点灯」または「2 設定時間で消灯」を押す 


照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


撮影時のディスプレイの照明を設定します。 
1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で 
「7詳細を設定」 


「5 照明の設定」を押す 


項　目 


1常に点灯 


2設定時間で消灯 


説　明 


撮影中は常時点灯するように設 
定します。 


「画面の明るさを設定する」の 
「照明時間」の点灯時間が経過す 
ると消灯するように設定します。 
→ P 1 7 3 


ディスプレイの照明を設定します＜照明設定＞ 


お買い上げ時 
常に点灯 
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ｉモード 


ｉモードとは 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 4 8 


サイトを表示する 


サイトを表示します 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜ｉモードメニュー＞ 
2 5 5 


サイトの見かたと操作 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 5 8 


マイメニューを使います 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜マイメニュー＞ 
2 6 2 


ｉモード用のパスワードを変更します 
… … … 
＜ｉモードパスワード変更＞ 
2 6 4 


インターネットホームページを表示します 
… … … 
＜インターネット接続＞ 
2 6 5 


ホームページやサイトを登録してすばやく表示します … … 
＜ブックマーク＞ 
2 6 8 


サイトの内容を保存します 
… … … … … … … … … … … … … … … 
＜画面メモ＞ 
2 7 6 


サイトから画像やメロディなどをダウンロードする 


サイトから画像をダウンロードします 
… … … … … … … … … … 
＜画像保存＞ 
2 7 9 


サイトからメロディをダウンロードします 
… … … … … … … 
＜ｉメロディ＞ 
2 8 0 


ｉモードの便利な機能 


ｉモードの便利な機能 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 8 1 


ｉモードの設定を行う 


ｉモードの詳細機能を設定します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
2 8 6 


メッセージサービスを利用する 


メッセージ R /F を受信したときは 
… … … … … … … 
＜メッセージ R/F 受信＞ 
2 9 3 


メッセージ R /F があるかどうかを問い合わせます … … 
＜ｉモード問合せ＞ 
2 9 8 


メッセージ R /F が着信したときの着信音を設定します … … … … … … … … … … 
2 9 8 


メッセージ R /F が着信したときの振動パターンを設定します … … … … … … … 
3 0 0 


受信したメッセージ R /F を表示します … … … … … … … 
＜メッセージ R /F ＞ 
3 0 1 


証明書を利用する 


ユーザ証明書を操作します 
… … … … … … … … … … … 
＜ユーザ証明書操作＞ 
3 0 5 
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ｉモードでは、ｉモード対応FOMA 端末（以下ｉモード端末）のディスプレイ 
を利用して、サイト（番組）接続、インターネット接続、ｉモードメールなどの 
オンラインサービスをご利用いただけます。 
● サイト（番組）接続 
ｉモードメニュー（らくらくｉメニュー）からメニューリストを選択して、天 
気、ニュースなどIP（情報サービス提供者）が提供する各種オンラインサービ 
スをご利用いただけます。 
● インターネット接続 
ｉモード端末にホームページアドレス（UR L）を直接入力することで、ｉモー 
ド対応のさまざまなホームページを見ることができます。 
● ｉモードメール 
ｉモード端末どうしをはじめ、インターネットのメールアドレスを持ってい 
る人となら誰とでもe-mail（電子メール）のやりとりが全角で最大5 0 0 0 文 


字までできます。さらにデコメールを受信したり、画像や動画／ｉモーショ 


ンを送受信したり楽しいメールのやり取りができます。→ P 3 1 3 


サービスのしくみ 


● ｉモードはお申し込みが必要な有料サービスです。お申し込みに関するお問 
い合わせは、取扱説明書裏面をご覧ください。 


ｉモードとは 


ｉモードセンター 
IP （情報サービス提供者） 
サイト（番組）を提供します。 


パソコンなど 


ｉ モード端末 


インターネット 


IP （情報サービス提供 
者）とｉモード端末を 
つなぎます。また、 
メールやメッセージを 
お預かりします。 


F O M A サービスエリア 
ｉモードのサービスエリアは、 
FOMA サービスエリア（通話 
のできるエリア）と同じです。 
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● 新規でFOMA サービスをご契約いただきますと、当日よりすべてのサービスが利用できます。 
● mova サービス（ｉモードをご契約）から F OMA サービスへ契約を変更された場合、mova 
サービスで利用していた「マイメニュー」の内容は引き継がれます。ただし、サイトによっ 
て、F OMA に「マイメニュー」が引き継がれないサイトもありますので、その場合は再登録 
が必要です。なお、「マイメニュー」引継対応サイトについては、らくらくｉメニュー内「ド 
コモからお客様へ お知らせ＆ヘルプ」で確認できます。 
● ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じて課金されるサービスです。本取扱説明 
書においては、料金に関する情報は記載していません。ご利用料金などにつきましては 
『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。 
● ｉモードのサービス内容は変更することがありますので、詳細は『ｉモード操作ガイド』を 
ご覧ください。 


お知らせ 


この端末よりｉモードセンターに接続すると、最初にらくらくｉメニューが表示 


されます。ここから、各サイト（番組）などへアクセスします｡ 


サイトの表示方法→ P 2 5 5 


※ 画面はイメージです。設定によっては、表示が異なる場合があります。 


サイト（番組）接続 


簡単なボタン操作でサイトに接続して、IP（情報サービス提供者）が提供する各 


種オンラインサービスをご利用いただけます。 


たとえば銀行の残高照会・振込、チケット予約、ニュース、辞書検索、着信メロ 


ディのダウンロードなど、さまざまなオンラインサービスがあります。 


サイトを表示するには 


＜全体イメージ＞ 


次 
ペ 
ー 
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● ニュース　スポーツ・天気 
● 証券　株式情報 
● 交通　乗換案内・渋滞 
● 着信メロディ　着信音 
● 趣味　競馬 
● 健康　医療・災害 
● 
メニューリスト 


● 特集 
1 つのテーマについて期間限定で特集を組んで紹介します。 


● 通常ｉ Menu を使う 
この端末以外のｉモード端末からｉモードセンターに接続した際は最初に 
ｉMenu が表示されます。この端末からｉMenu を表示する場合はここから 
アクセスします。 


■ お気に入りメニュー　マイメニュー 
よく利用するサイトを登録しておくと、次回から簡単にサイトに接続できま 
す。→ P 2 6 2 
ｉ Menu 内の有料サイトなどは自動的に登録されます。登録可能な件数は 
4 5 件です。 


■ 懸賞やキャンペーンの情報　とくするメニュー 
楽しいキャンペーン情報、プレゼントやお得な割引クーポン情報などが掲載 
されています｡毎週情報が更新されます。（提供：D2 コミュニケーションズ） 


■ 周辺地域の情報　ｉエリア 
今いる場所やその周辺に関する天気・地図・タウン情報などを簡単にご利用 
になれます｡ 


■ お店などの会員向けサービスなど（登録制）　マイボックス 
サービスを提供するお店やサイトにあらかじめ登録することにより簡単にア 
クセスできる会員向けのサービスです。 


■ ご利用料金確認　料金＆お申込 
料金の確認やお支払い、また、ご契約内容の変更・各種サービスのお申し込 
みができます。 


■ ｉモードとメールに関する設定　オプション設定 
ｉモードメールの設定やｉモードパスワードの変更などを行います。 


■ ドコモからお客様へ　お知らせ＆ヘルプ 
ドコモからのお知らせや、ｉモードの利用方法やご利用規則を掲載しています｡ 


■ こんなトラブルにご注意！ 
ｉモードを利用する上で知っていただきたい情報を掲載しています。 


ここでは、人気が高いジャンル（サイトの種 
類）を紹介します。ジャンルから見たいサイ 
トを選択して接続できます。ジャンルは不 
定期に変更します。 
また、 
メニューリストからすべてのサイ 
トをジャンル別・地域別に見ることができ 
ます。 
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こんなこともできます 


■ ｉモーション 


ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末に取得し、再生して楽しむこ 


とができます｡ 


• ｉモーションを取得する→ P 4 1 0 


• ｉモーションを再生する→ P 4 3 1 


• ｉモーションの自動再生設定をする→ P 4 1 5 


♪ 
♪ 
ニュースなどの 
映像や音など 


ｉモーション 


ｉモードセンター 
IP （情報サービス提供者） 
ｉ モード端末 


■ 着モーション／着うた ® 


ｉモードのサイトからｉモーションをｉモード端末に取得し、着信音や着信 


画像に設定できます。メロディだけではなく、お好きな歌手の歌声なども着 


信音としてご利用いただけます。ただし、一部の対応していないｉモーショ 


ンは、着モーションに設定できません。 


• 着モーションを設定する→ P 1 2 9 、P 1 5 2 、P 1 6 0 、P 1 9 9 


「着うた」は株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標 


です。 


■ S S L 通信 


S S L とは認証／暗号技術を使用して、プライバシーを守ってより安全にデー 


タ通信を行う方式のことです。S S L ページではデータを暗号化して送受信す 


ることにより、通信途中での盗聴やなりすまし、書き換えを防止し、クレジッ 


トカード番号や住所などお客様の個人情報をより安全にやりとりできるよう 


にしています。 


S S L 通信には、ｉモード端末から特別な操作なしに端末内のC A 証明書を利 


用し、S S L に対応したサイト（S S L ページ）を表示するものと、Firs tP as s 


センターからダウンロードしたユーザ証明書を利用し、S S L に対応したサイ 


ト（S S L ページ）を表示するものと 2 種類あります。なお、サイトによって 


使用する証明書は異なります。 


• ｉモード端末に保存されている C A 証明書を利用する→ P 2 9 1 


• Firs tP as s のユーザ証明書を利用する→ P 3 0 5 


● サイトによっては、ご利用になるために情報料が必要なもの（ｉモード有料サイト）があります。 
● IP（情報サービス提供者）が提供するサービスには、ご利用の際に別途お申し込みが必要な 
ものがあります。 
● 
が点滅していても、ｉモードセンターとの通信中以外はパケット通信料はかかりません。 
● デュアルネットワークサービスご契約の場合、ｉ Menu（らくらくｉメニュー）画面などが 
一部異なります。 
● らくらくｉメニューの掲載内容は変更される場合があります。 


お知らせ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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■ FOMA カード動作制限機能 


お客様情報（電話番号・電話帳（一部）など）を格納している FOMA カード 


をｉモード端末に取り付けることによって、サイトからダウンロードしたり、 


メールで取得したメロディ・画像・動画などのファイルの動作を制限します。 


この機能によって、別のFOMA カードに差し替えたり、FOMA カードを取り 


付けずに電源を入れたときは、取得したファイルの再生・表示ができなくな 


ります。→ P 4 6 


※ カメラ機能によりお客様が撮影した写真・ビデオからｉモード端末内に保 


存したデータについては、本機能の対象外となります。 


※ 着信音や待受画面設定などをｉモード端末に設定していた場合、本機能に 


より設定がリセットされます。 


■ ｉメロディ 


サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端末にダウンロードし、着信音 
として利用できます。→ P 2 8 0 


■ ｉアニメ 


サイトからお好みのアニメーション画像をｉモード端末にダウンロードし、 
待受画面や着信画面に表示できます。→ P 1 5 0 、P 1 6 9 


■ メッセージサービス 


メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）が自動的にお客様のｉモー 
ド端末に届くサービスです。 
メッセージサービスにはメッセージR（リクエスト）とメッセージF（フリー） 
があります｡ 


• メッセージフリーの設定方法→ P 2 9 3 


• メッセージサービスの受信方法→ P 2 9 4 、P 2 9 8 
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メッセージリクエスト 
（メッセージ R ） 


メッセージフリー 
（メッセージ F） 


メッセージサービスを提供するサイトでお申し込みいただ 
くと、欲しい情報が自動的に届けられるメッセージです。 


パケット通信料がかからずに届けられるメッセージです｡ 


解読 
暗号化 


なりすまし 


暗号化 
解読 


書きかえ 
盗聴 


※ 


ｉモードセンター 
IP （情報サービス提供者） 
ｉ モード端末 


※ ：なりすましとは、第三者がサイトになりすまして、不正にお客様の情報 


を入手したりすることです。 
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■ トクだねニュース便 


メッセージR（リクエスト）機能を使用し、ニュースや天気などの情報をｉモー 


ド端末にドコモが配信するサービスです。 


トクだねニュース便はお申し込みが必要な有料サービスです。お申し込み完 


了後、自動的にマイメニュー登録され、マイメニューからアクセスしても同 


じ情報を見ることができます。 


• メッセージ R の表示方法→ P 3 0 1 


■ ｉモードパスワード 


有料サイトのお申し込みやマイメニューの登録・解除、ｉモードメールの設 


定などを行うときには「ｉモードパスワード」が必要です。ご契約時は 


「0 0 0 0 」に設定されていますので、お客様独自の4 桁の数字に変更してくだ 


さい。→ P 2 6 4 


ｉモードパスワードは他人に知られないように十分にご注意ください。 


● お客様のｉモード端末の電源が入っていない、圏外などで受信できないときは、メッセージ 
R /F はｉモードセンターに保管されます。 
● ｉモードセンターでのメッセージR /F の保管件数、保管期間は次のとおりです。最大保管期 
間を過ぎたメッセージ R / F は削除されます。最大保管件数を超えた場合は、最も古いメッ 
セージ R /F から順に削除されます。 


● ｉモードセンターに保管されたメッセージR /F は、ｉモード問合せ（→P 2 9 8 ）により受信 
できます。 


お知らせ 


メッセージ R 


メッセージ F 


最大保管件数 


3 0 0 件 


3 0 0 件 


最大保管期間 


7 2 時間 


7 2 時間 
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次 
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• メッセージF（フリー）の設定について、2 0 0 4 年1 0 月1 日以降にFOMA 


の新規ご契約と同時にｉモードをお申し込みの場合は、メッセージF 設定 


の初期設定が「受信する」となっております。お客様が受信を希望されな 


い場合は、メッセージ F 設定をお客様ご自身で「受信しない」設定にご変 


更いただく必要がございますので、ご了承ください。 


※ 上記の場合以外のお客様がメッセージF をご利用になるには、あらかじ 


めオプション設定からの受信設定が必要です。初期設定では、「受信し 


ない」設定になっております。 


インターネット接続 


インターネットホームページのアドレス（UR L ）を入力することにより、イン 


ターネットに接続し、ｉモード対応のインターネットホームページを表示するこ 


とができます。 


● 表示方法→ P 2 6 5 
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ｉモードのご使用にあたって 


● サイト（番組）やインターネット上のホームページ（インターネットホーム 


ページ）の内容は、一般に著作権法で保護されています。これらのサイト（番 


組）やインターネットホームページからｉモード端末に取り込んだ文章や画 


像などのデータを、個人として楽しむ以外に、著作権者の許可なく一部あるい 


は全部をそのまま、または改変して販売、再配布することはできません。 


● ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッセージ R / F 、画面メモ､ 


ｉモーション）やブックマークなどの登録内容は、ｉモード端末の故障、修 


理やその他の取り扱いによっても消失する場合がありますので、登録内容や重 


要な内容は控えをとっておくことをおすすめします。万一、保存されている内 


容や登録した内容が消失した場合、当社としては責任を負いかねますので、あ 


らかじめご了承ください。 


● ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモード・ｉモーションでダウン 


ロードした情報は、一部を除き著作権法により新しい携帯電話への移行を 


行っておりません。また、別の F OMA カードに差し替えたり、F OMA カー 


ドを取り付けずに電源を入れたときは、機種によってサイトから取り込んだ 


画像・ｉモーション・メロディやメールで送受信した添付データ（画像・動 


画・メロディ）、「画面メモ」および「メッセージ R /F 」などを表示・再生で 


きません。 


● FOMA カード動作制限機能が設定されているデータを待受画面や着信音など 


に設定していると、別のFOMA カードに差し替えたり、FOMA カードを取り 


付けずに電源を入れると、設定内容は初期状態にリセットされます。データを 


受信・ダウンロードしたときに使用したFOMA カードを取り付けると、設定 


は元の状態に戻ります。 


● パソコンをお持ちの場合は、添付のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータリンクソフトと 
F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、メール、ブックマークなどの内容をパソコ 
ンに転送・保管することができます。→ P 5 7 4 
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● ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正しく表示されない場合があります。 
ｉモード対応のインターネットホームページとは、ｉモード対応のタグなどで作成された 
ホームページのことです。 
● パソコン上での表示とは異なる場合があります。 
● UR L が 5 1 2 文字を超えるインターネットホームページは、表示できない場合があります。 


お知らせ 
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1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「1 
Me nu を見る」を 
押す 


● ｉモード接続中画面で 
：接続を中止します。 


● ページ取得中画面で 
：ページの読み込みを中止します。 


2「ニュース　スポーツ・天気」を選択 
を押す 


3 見たい項目を選択 
を押す 


サイトに接続されます。以降目的のページが表示されるまで、操作 3 を繰り 


返します。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


ｉモード中は 
点滅 


ｉモード通信中 
に点滅 
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ド 
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サイトを表示します＜ｉモードメニュー＞ 


ｉモードに接続して、さまざまなサイトを表示します。 


● サイト画面はイメージです。実際に表示される画面とは異なる場合があります。 
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S S L 対応のページに接続します 


S S L 対応のページに接続する場合は次の画面が表示されます。 


● S S L 対応のページが表示されるとディスプレイ上部 


の （点滅）が 
（点灯）に変わります。 


● 表示中のページに使われている証明書を表示する場合 


は、 
「0UR L等を確認」「2証明書詳細表示」 


を押します。→ P 2 9 1 
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S S L 対応のページに接続します 


S S L 対応ページでは、データを暗号化して送受信することにより、データの盗聴 


や書き換えを防ぎ、お客様の個人情報をより安全にやりとりすることができます。 


● S S L 対応のページによっては、日付・時刻の設定をしないと接続できない場 


合があります。→ P 5 8 


● F irs tP as s 対応のページに接続するには、ユーザ証明書を F irs tP as s セン 


ターからダウンロードし、緑色の F OMA カードに保存する必要があります 


（→ P 4 7 ）。青色の F OMA カードを取り付けている場合は F irs tP as s セン 


ターに接続できません。 


● サイト表示中かららくらくｉメニューを表示する場合は、 
「1 
Menu」を押して選 
択して操作します。 
● サイト表示中の文字の大きさを変更できます。→ P 2 8 6 
● サイトによっては、利用するために情報料が必要なもの（ｉモード有料サイト）があります。 
● IP（情報サービス提供者）が提供するサービスには、ご利用の際に別途お申し込みが必要な 
ものがあります。 
● サイトによっては、項目選択時に次の画面が表示されることがあります。 


● 画像を含むサイトを表示したとき、画像の代わりに次のマークが表示されることがあります。 


：「画像表示・照明を設定する」（→ P 2 8 7 ）で画像を「表示しない」に設定していると 
きや、受信中に圏外になるなどで画像を受信できなかったとき 


：画像のデータが不正なときや画像が見つからないとき 
：画像の UR L の誤りなどで画像が表示できないとき 
● ｉモードは通信を使ったサービスのため、 
が表示されているときはご利用になれません。 
● サイト表示中（ｉモード中）は 
が点滅します。 


• サイトからお客様の携帯電話情報が要求されたときに表示され 
ます。「1 送信する」を押すと、お客様の携帯電話情報が送信 
されます。 
送信するお客様の携帯電話情報（F O M A 端末の製造番号、 
F OMA カードの製造番号）はインターネットを経由してIP（情 
報サービス提供者）に送信されるため、場合によっては第三者 
に知得されることがあります。なお、この操作によりご使用の 
電話番号、お客様の住所や年齢、性別がIP（情報サービス提供 
者）などに通知されることはありません。 


お知らせ 
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S S L 対応のページから通常のページに進みます 


S S L 対応のページから通常のページに進む場合は次の画面が表示されます。 


●「1終了する」を押すと通常のページが表示され、ディ 


スプレイ上部の （点灯）が （点滅）に変わります。 


Firs tP as s 対応のページに接続します 


Firs tP as s 対応のページに接続する場合は次の操作が必要です。 


①「1 送信する」 P IN2 コードを入力 
を押す 


② 
を押す 


ｉ 
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● 接続先との通信の安全性が確認できない場合、接続するかどうかの確認画面が表示されます。 


接続するときは「1 接続する」、接続を中止するときは「2 接続しない」を押します。 


● S S L 通信を行うには、接続先と F OMA 端末に同じ認証機関が発行した「証明書」という電 


子情報が必要です。→ P 2 9 2 


● F irs tP as s 対応サイトに接続した際のパケット通信料は、パケ・ホーダイの対象となります。 


お知らせ 
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リンク先や項目を選択します 


リンク先を表示します 


表示中のページから関連するページへ進むための項目をリンク項目といいます。 


サイトの見かたと操作 


サイト表示中の基本的な操作方法について説明します。 


文字にリンク情報があるとき 
選択すると反転表示されます。 
を押すとリンク先のサイト 
が表示されます。 


1、2 などの番号付きのリンク項目のとき 
番号のボタンを押すとリンク先のサイトが表示されます（ダイレ 
クトキー機能）。ただし、サイトによっては選択できない場合が 
あります。 


ラジオボタンを選択します 


（ラジオボタン）は、選択肢の中から１つだけ選択する場合のマークです。 


が選択されている状態、 
が選択されていない状態です。 


画像にリンク情報があるとき 
選択すると枠で囲まれます。 
を押すとリンク先のサイトが 
表示されます。 


UD を押してラジオボタンを選択 
を 


押す 


が 
に変わります。 


● 音声読み上げ機能を設定している場合は、サイト情報の内容を選択すると深緑色（背景や文 
字の色により色が変化します）に反転表示されますが、リンク情報ではありません。 


お知らせ 
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チェックボックスを選択します 


（チェックボックス）は、選択肢の中から複数項目を選択できる場合のマーク 


です。 
が選択されている状態、 
が選択されていない状態です。　 


プルダウンメニューを選択します 


プルダウンメニューは、選択肢が隠れた状態で表示されるメニューです。 


UDを押してプルダウンメニューを選択 
UDを押してメ 


ニュー項目を選択 
を押す 


UDを押してチェックボックスを選択 


を押す 


が 
に変わります。 


● もう一度 
を選択して 
を押すと 
に戻りま 


す。 
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● プルダウンメニューによっては、選択画面で項目を選択 
を押す操作を繰り返すこと 
により、複数の項目が選択できます。選択後に 
を押すと、選択項目がすべて反映され 


て元の画面に戻ります。 


お知らせ 


文字を入力します 


入力欄を選択して文字を入力します。 


UD を押して入力欄を選択 
文字を入力 
を押す 


● 入力できる文字モードと文字数は、入力欄により異なります。 


● ｉモードパスワードなどを入力した場合、 
「＊」で表示されることがあります。 
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前のページに戻ります・進みます 


FOMA 端末は、ページの履歴を最大2 0 件記録しています。これにより前のペー 


ジに戻したり、次のページに進めたりできます。このように、表示したインター 


ネットホームページなどの履歴を、一時的に記録する端末内の場所のことを 


「キャッシュ」といいます。LRを押すことで、通信を行わずにキャッシュ 


に記録されたページを表示できます。ただし、端末のキャッシュサイズをオー 


バーしていたり、サイトによって必ず最新情報を読み込むように設定されたペー 


ジを表示したりするときは、LR を押すと通信を行います。 


● Firs tP as s センター接続中（→ P 3 0 5 ）は本機能を使用できません。 


次のページに進めること 
を示します。 


前のページに戻れる 
ことを示します。 


2 つ前のページ 
1 つ前のページ 
現在のページ 


ボタンを押します 


ページの設定内容を確定してサイトに送信したり、ページの設定内容を取り消し 


たりできます。 


UD を押してボタンを選択 
を押す 


● ボタンの名称はサイトにより異なります。 
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サ 
イ 
ト 
の 
見 
か 
た 
と 
操 
作 


● サイトの表示履歴が満杯になると、キャッシュに保存されている履歴が消去される場合があ 


り、これによって L を押しても前ページに戻れないことがあります。 


● ページの履歴からUR L が削除されたページをもう一度表示する場合や、最新情報を読み込む 
ように設定されたページを表示する場合は、もう一度通信が行われ新しいページが表示され 
ます。ただし、表示するページによっては、履歴にUR L が記録されていても通信を行う場合 
があります。 
● 入力した文字や設定などの情報は記録されません。 
● ｉモードを終了すると、記録されたページはすべて消去されます。 
● ページ A → B → C の順に表示（①、②）した後でページ A に戻り（③、④）、ページ D に進 
む（⑤）と、ページ A → B → C の表示履歴は消去されます。 
ページ D からページ A には戻れますが、さらにページ B へ戻ることはできません。 


お知らせ 


画面をスクロールします 


サイトやインターネットホームページ、受信メールやメッセージR /F の内容な 


どを表示中に画面をスクロールします。 


すべての行が表示されていないとき、またはリンク項目が選択 


できるときは▲ や▼ が表示されます。 


● UD：スクロールします。1 秒以上押すと 


連続スクロールとなります。 


● *# ：1 秒以上押すと画面単位でスクロー 


ルします。 


⑤ 


① 


④ 


② 


③ 


ページ A 
ページ B 
ページ C 


ページ D 
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1 サイト表示中に 
「5 再読込みをする」を押す 


ページの情報が受信され、ページが再表示されます。 


● 接続が中断されるなどしてサイトが表示できなかった場合、上記の操作で再読み込みを行う 
とページを表示できることがあります。 


お知らせ 


U R L を表示します 


〈例〉サイトの UR L を表示するとき 
1 サイト表示中に 
「0UR L 等を確認」 「1UR L を 
表示」を押す 


● UR L 履歴一覧、ブックマーク一覧が表示されている画面、画面メモ一覧から操作する場合は、 


「UR L を表示」を押して操作します。 


お知らせ 


サ 
イ 
ト 
の 
見 
か 
た 
と 
操 
作 
／ 
マ 
イ 
メ 
ニ 
ュ 
ー 
マイメニューを使います 
＜マイメニュー＞ 


よく利用するサイトをマイメニューに登録することによって、次回からそのサイ 
トに簡単にアクセスすることができます。 
● mova サービス（ｉモードをご契約）からFOMA サービスへ契約を変更され 
た場合、mova サービスで利用していた「マイメニュー」の内容は引き継が 
れます。ただし、サイトによっては、FOMA に「マイメニュー」が引き継が 
れないサイトもありますので、その場合は再登録が必要です。 
● 有料サイトに申し込むと自動的にマイメニューに登録されます。 


情報を再読み込みします 


ページの情報が正常に受信できなかった場合に、再読み込みを行ってページの情 


報を受信し直します。 
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1 マイメニューに登録するサイトを表示し、 
「マイメニュー登 
録」を選択 
を押す 


ｉモードパスワード入力画面が表示されます。 


● 各サイトによりページ構成が異なりますので、該当する番号のボタンを押 


すか、該当する項目を選択 
を押します。 


2 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパスワー 
ドを入力 
を押す 


入力したパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に設定されています。 


3「決定」を選択 
を押す 


サイトがマイメニューに登録されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


マ 
イ 
メ 
ニ 
ュ 
ー 


マイメニューに登録します 


● マイメニュー登録にはｉモードパスワードが必要です。 
● マイメニューに登録できるのはｉモードのサイトだけです。ただし、登録で 
きないサイトもあります。インターネットホームページを登録する場合は 
ブックマークに登録します。 
● 最大 4 5 件登録できます。 


マイメニューからサイトを表示します 
1 待受画面で 
を1 秒以上 
「1 
Menuを見る」 「マ 
イメニュー」を選択 
を押す 


マイメニュー一覧が表示されます。 


2 表示するサイトを選択 
を押す 


サイトが表示されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
パ 
ス 
ワ 
ー 
ド 
変 
更 


マイメニュー登録／削除、メッセージサービスやｉモード有料サイトの申し込み／ 


解約、メール設定を行うときはｉモードパスワードが必要です。ｉモードパス 


ワードはｉモードご契約時には「0 0 0 0 」に設定されていますので、安全のた 


めお客様独自のｉモードパスワードに変更してください。なお、ｉモードパス 


ワードは他人に知られないように十分にご注意ください。 


● ｉモードパスワード欄には、4 桁の数字を入力します。入力したパスワード 


は「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードをお忘れの場合は、ドコモショップ窓口において運転免 


許証などの公的証明書によりご契約者本人であることを確認させていただい 


た上で、ｉモードパスワードを「0 0 0 0 」にリセットさせていただきます。 


1 待受画面で 
を1 秒以上 
「1 
Menuを見る」 「オ 
プション設定」を選択 
「ｉモードパスワード変 
更」を選択 
を押す 


ｉモード用のパスワードを変更しま 
す＜ｉモードパスワード変更＞ 


2 現在のパスワード欄を選択 
ｉモードパスワー 
ドを入力 
を押す 


3 新パスワード欄を選択 
新しいｉモードパスワー 
ドを入力 
を押す 
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4 新パスワード確認欄を選択 
操作 3 で入力した 
ｉモードパスワードを入力 
を押す 


5「決定」を選択 
を押す 


ｉモードパスワードが変更されます。 


● 入力した内容に誤りや抜けがあったときは、エラー画面が表示されます。 


「再入力」を選択 
を押して操作 2 からやり直してください。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
パ 
ス 
ワ 
ー 
ド 
変 
更 
／ 
イ 
ン 
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト 
接 
続 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



インターネットホームページを表示 
します＜インターネット接続＞ 


インターネットに接続して、ｉモード対応のホームページにアクセスします。 


接続先はインターネットホームページのアドレス（UR L）で指定します。 


● ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正しく表示されない場合 


があります。 


1 待受画面で 
を1 秒以上 
「3インターネットに接続 
する」 「1 UR L を入力して接続する」を押す 


UR L 入力画面が表示されます。 


● 2 回目からは前回接続操作をした UR L が表示されます。 


2 
インターネットホームページの U R L を入力 


を押す 


インターネットホームページに接続されます。 


● 半角で最大 2 5 6 文字入力できます。 


● 英字入力モード時に 1：「/」「．」「 - 」などの記号を入力できます。 


● 英字入力モード時に *：「http://www.」「.c o.jp」「.ne.jp」「.c om」 


「.html」などを入力できます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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U R L 履歴を使って表示します＜ U R L 履歴＞ 


FOMA 端末は、接続操作をしたインターネットホームページのUR L を新しい順 


に最大 5 件記録しています。この履歴からインターネットホームページに接続 


できます。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「3 インターネットに接続 
する」 「2 サイトの入力履歴から接続する」を押す 


2 表示するインターネットホームページの U R L を選択 


を押す 


インターネットホームページに接続されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


■ UR L 履歴を削除するとき 


① 削除する UR L を選択 
「2 削除する」「1 選択 1 件」を押す 


UR L 履歴を削除するかどうかの確認画面が表示されます。 
• U R L をすべて削除するときは、 
「2 削除する」 「2 全件」 


4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


②「1 削除する」を押す 


UR L 履歴を削除した旨のメッセージが表示されます。 
• 削除を中止するときは、「2 削除しない」を押します。 


③ 
を押す 


UR L 履歴一覧に戻ります。 
• 
を押すと待受画面に戻ります。 


● LR：UR L 履歴が複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● サイト表示中から操作する場合は、 
「7 インターネットに接続」 「1UR L を入力」 


を押して操作します。 
● インターネットホームページ表示中に他のホームページに接続することができます。操作方 
法は、ｉモードのサイトの場合と同様です。 


● 受信データが1 ページの最大サイズを超えたときはメッセージが表示され、 
を押すと受 
信できた分のデータが表示されます。 


お知らせ 


イ 
ン 
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト 
接 
続 


UR L 履歴番号／ UR L 履歴件数 
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● サイト表示中から操作する場合は、 
「7インターネットに接続」 「2履歴から接続」 
を押して操作します。 
● U R L 履歴一覧で U R L が途中までしか表示されていないときは、 
「3U R L を表示」 
を押します。 
● UR L 履歴が 5 件を超えた場合は、古いものから上書きされます。 


お知らせ 


イ 
ン 
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト 
接 
続 


文字を正しく表示します＜文字コード＞ 


サイトやインターネットホームページの文字が正しく表示されないときは、文字 


コードを変更して正しく表示します。 
1 サイトやインターネットホームページ表示中に 
「 


表示を設定」 「3文字コード変更」 「1切替え」を押す 


文字コードを変更して再表示します。 


● 操作1 を繰り返すたびに、文字コードが自動選択→ S J IS →E UC →J IS → 


UT F8 の順に切り替わります。操作を5 回繰り返すと元の表示に戻ります。 


● サイトやインターネットホームページを表示した時点では「自動で選択」 


に設定されています。 


● この操作を繰り返しても、文字を正しく表示できない場合があります。 
● 文字が正しく表示されているときに文字コードを変更すると、正しく表示されなくなる場合 
があります。 


● 文字コードとは、文字をコンピュータで利用可能にするために作られた取り決めやしくみの 
総称のことです。F OMA 端末でインターネットホームページやサイトを表示する際に、文字 
コードが一致していないと文字が正しく表示されません。 


お知らせ 
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ブ 
ッ 
ク 
マ 
ー 
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ホームページやサイトを登録して 
すばやく表示します＜ブックマーク＞ 


特定の地域の天気予報や特定銘柄の株価情報など、同じサイトの同じページを頻 


繁に見るときは、ブックマークに登録すると便利です。登録したブックマークを 


選択するだけで、サイトやインターネットホームページをすばやく表示すること 


ができます。 


● ブックマークに登録できるのはUR L 文字数が半角で2 5 6 文字までのサイト 


です。最大文字数を超えるサイトはブックマークに登録できません。 


● タイトルが登録可能な最大文字数を超える場合は、超えた部分が削除されて 


登録されます。 


● サイトによってはブックマークに登録できないものがあります。 


ブックマークに登録します 


ブックマークを 5 個のフォルダに分けて登録できます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 ブックマークに登録するサイトを表示して 
「2 
ブックマークに登録」を押す 


登録先フォルダ選択画面が表示されます。 


2 登録先フォルダを選択 
を押す 


ブックマークを追加した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● ブックマークが最大保存件数を超えるときは、登録済みのブックマークを書き換えるかどう 
かの確認画面が表示されます。保存する場合は、画面の指示に従い書き換えるブックマーク 
を選択します。 


● すでに同じUR L が登録されているときは、ブックマークを書き換えるかどうかの確認画面が 
表示されます。書き換える場合は「1 書きかえる」を押し、 
を押します。 
● 画面メモ一覧、画面メモ表示画面、UR L 履歴一覧から操作する場合は、 
「ブックマー 


クに登録」を選択 
を押して操作します。 


● メッセージR /F 詳細画面から操作する場合は、 
「4登録する」 「3ブックマーク登 
録」を押して操作します。 


お知らせ 
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ブ 
ッ 
ク 
マ 
ー 
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ブックマークからホームページやサイトを表示します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 
を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


3 表示するブックマークを選択 
を押す 


サイトやインターネットホームページに接続されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


■ UR L を確認するとき 


UR L を確認するブックマークを選択 
「4UR L を表示」を押す 


UR L が表示されます。 


● フォルダの状態は、次のマークで確認できます。 


状　態 


ブックマークが保存されている 


ブックマークが保存されていない 


マーク 


● LR：ブックマークが複数ページある場合 


は、前後のページを表示できます。 


● ブックマークの状態は、次のマークで確認でき 


ます。 


状　態 


簡易接続に登録されていない 


簡易接続に登録されている 


簡易接続に登録されているボタンの番号 


マーク 


～ 


● サイト表示中から操作する場合は、 
「3 ブックマークを見る」を押して操作します。 


お知らせ 
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ブックマークのフォルダ名を変更します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 
を押す 


ブックマーク一覧が表示されます。 


2 フォルダ名を変更するフォルダを選択 
「3 フォ 
ルダ名変更」を押す 


3 フォルダ名を入力 
を押す 


フォルダ名を変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 全角で最大 7 文字、半角で最大 1 4 文字入力できます。 


4 
を押す 


ブックマーク一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ブ 
ッ 
ク 
マ 
ー 
ク 
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ブ 
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ブックマークの題名を変更します 


● ブックマークの UR L は変更できません。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧が表示されます。 


2 題名を変更するブックマークを選択 
「1題名を 
変更」を押す 


3 題名を入力 
を押す 


題名を変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 全角で最大 1 2 文字、半角で最大 2 4 文字入力できます。 


4 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 何も入力しないで題名を登録すると、フォルダ内のブックマーク一覧ではUR L の先頭から半 
角 2 8 文字までが表示されます。表示しきれない部分は末尾に「… 」が表示され、省略され 


ます。 


お知らせ 
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少ないボタン操作でサイトを表示します 


ブックマークを簡易接続に登録すると、待受画面から手早くサイトやインター 


ネットホームページを表示できます。 


簡易接続に登録します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧が表示されます。 


2 登録するブックマークを選択 
「2簡易接続に登 
録」を押す 


3 登録先を選択 
を押す 


簡易接続先に登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 登録先選択画面の番号（ 
～ 
）が、サイト表示に使用するキー（0～ 


9）に対応しています。登録するボタンの番号を選択します。 


● LR：登録先選択画面を切り替えます。 


4 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧に戻ります。 


● フォルダ内のブックマーク一覧で、登録したブックマークのマークが 


から 
に変わり、対応するボタンの番号（ 
～ 
）が表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 簡易接続の登録を解除するとき 


解除するブックマークを選択 
「2 簡易 


接続を解除」 
を押す 


簡易接続に登録したサイトを表示します 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。 


→ P 1 9 3 


ブ 
ッ 
ク 
マ 
ー 
ク 


簡易接続登録番号／全登録可能件数 
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ブックマークを削除します 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内のブックマークをまとめて削除したり、すべて 


のブックマークをまとめて削除したりします。 


● ブックマークのフォルダは削除できません。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧が表示されます。 


● ブックマークを全件削除するときは、ブックマーク一覧で 
「2全て 


削除」 4 ～8 桁の端末暗証番号を入力 
を押して操作3 に進みます。 


● フォルダ内のブックマークを全件削除するときは、ブックマーク一覧で 


フォルダを選択して 
「1フォルダ内削除」 4 ～8 桁の端末暗証番 


号を入力 
を押して操作 3 に進みます。 


2 削除するブックマークを選択 
「3 削除する」 


「1 選択 1 件」を押す 


ブックマークを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● フォルダ内のブックマークを全件削除するときは、 
「3削除する」 


「2フォルダ内全件」 4 ～8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


3「1 削除する」を押す 


ブックマークを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 簡易接続に登録したブックマークを削除すると、簡易接続登録も解除されます。 


お知らせ 


1 待受画面で簡易接続に登録した番号（0 ～ 9）を 
入力 
「8 簡易サイト接続」を押す 


簡易接続に登録したサイトやインターネットホームページに接続されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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ブックマークを他のフォルダに移動します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧が表示されます。 


2 移動するブックマークを選択 
「6フォルダを移 
動」を押す 


3 移動先フォルダを選択 
を押す 


ブックマークを移動した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ブ 
ッ 
ク 
マ 
ー 
ク 
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ブックマーク一覧の並び順を変更します 


フォルダ内のブックマーク一覧の並び順（「アクセス日付順」）を一時的に並べ替 


えます。並べ替えはすべてのフォルダが対象になります。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 
を押す 


ブックマーク一覧が表示されます。 


2 フォルダを選択 
「7 並び順を変更」を 
押す 


3「1アクセス日付順」～「4アクセス回数順」のいずれか 
1 つの番号を押す 


フォルダ内のブックマーク一覧が一時的に並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


アクセス日時が新しい順に並べ替 
えます。 


題名を 5 0 音順に並べ替えます。 


UR L をアルファベット順に並べ 
替えます。 


アクセス回数が多い順に並べ替え 
ます。 


項　目 


1 アクセス日付順 


2 題名順 


3 UR L 順 


4 アクセス回数順 


● ブックマークの表示を終了すると「アクセス日付順」に戻ります。 
● 題名に全角／半角の文字や英字、漢字、題名がなくUR L 表示になっているものが混在してい 


ると、並べ替えた結果が 5 0 音順にならない場合があります。 


お知らせ 
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画 
面 
メ 
モ 
画面メモを表示します 


保存した画面メモを表示します。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「4 画面メモを見る」を 
押す 


サイトの内容を保存します＜画面メモ＞ 


表示中のサイトの内容を画面メモとして保存します。 


画面メモに保存します 


● 保存できる画面メモのデータサイズは、画面内の画像などを含め1 件あたり 


最大 1 0 0 K バイトです。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 画面メモに保存するサイトを表示して 
「4 画面メ 
モに保存」を押す 


画面メモに保存した旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 画面メモの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、保存されている 
画面メモを上書きするかどうかの確認画面が表示されます。画面メモを保存する場合は、画面 
の指示に従い保存可能な空き容量に達するまで上書きする画面メモを選択します。 
• 保護されている画面メモは上書きされません。 


お知らせ 


● LR：画面メモが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● 画面メモの状態は、次のマークで確認できます。 


状　態 


通常の画面メモ 


保護されている画面メモ 


マーク 


画面メモ番号／画面メモ件数 
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画 
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画面メモの題名を変更します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「4 画面メモを見る」を 
押す 


画面メモ一覧が表示されます。 


2 題名を変更する画面メモを選択 
「1題名を変更」 
を押す 


3 題名を変更 
を押す 


題名を変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 全角で最大 1 2 文字、半角で最大 2 4 文字入力できます。 


4 
を押す 


画面メモ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


2 表示する画面メモを選択 
を押す 


画面メモの内容が表示されます。 


● 画面メモ表示中の操作方法は、一部を除きサイト表示中と同様です。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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画面メモを削除します 


１件ずつ削除したり、すべての画面メモをまとめて削除したりできます。 


● 保護されている画面メモは削除できません。全件削除しても保護されている 


画面メモは残ります。保護を解除してから削除してください。 


1 待受画面で 
を1 秒以上 
「4画面メモを見る」を押 
す 


画面メモ一覧が表示されます。 


2 削除する画面メモを選択 
「3 削除する」 「1 
選択 1 件」を押す 


画面メモを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 画面メモを全件削除するときは、 
「3削除する」「2全件」 4 ～ 


8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


3「1 削除する」を押す 


画面メモを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


画面メモ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


画 
面 
メ 
モ 


画面メモを保護／解除します 


画面メモを保護すると、誤って削除したり、保存領域が足りずに上書きされたり 


することを防げます。 


● 最大保護件数→ P 5 9 8 
1 待受画面で 
を1 秒以上 
「4画面メモを見る」を押 
す 


画面メモ一覧が表示されます。 


● 画面メモ表示中から操作する場合は、 
「3削除する」 「1削除する」を押して操作 
します。 


お知らせ 
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サイトから画像をダウンロードしま 
す＜画像保存＞ 


サイトから、お気に入りの画像やフレームなどをFOMA 端末に保存します。保 


存した画像は表示したり、待受画面などに設定したりできます。 


● 保存できる画像のデータサイズは、1 件あたり最大 1 0 0 K バイトです。 


● GIF 形式、J P E G 形式の画像を保存できます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 画像のあるサイトを表示して 
「6 画像を選択」を 
押す 


2 保存する画像を選択 
を押す 


3 
を押す 


画像を保存した旨のメッセージが表示されます。 


● 各項目の説明→ P 4 2 2 


● 
：題名の変更や待受画面などに設定するこ 


とができます。→ P 4 2 1 、P 4 2 2 


保存する画像の枠 
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2 保護する画面メモを選択 
「4 保護する」を押す 


画面メモが保護されます。 


● 画面メモ一覧で、保護された画面メモのマークが 
に変わります。 


● 保護を解除するときは、保護されている画面メモを選択 
「4保護 


を解除する」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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● 画像の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要な画像を削除する 
かどうかの確認画面が表示されます。画像を保存する場合は、画面の指示に従いFOMA 端末内 
の画像を削除します。 
● 画像入りのサイトを表示する際、画像の横幅がディスプレイより大きいときは縮小して表示 
されます。 
● 画像によっては正しく表示できない場合があります。 
● 横縦（または縦横）のサイズが次の大きさを超える画像は保存できません。 
GIF 形式：6 4 0 × 4 8 0 （ドット）　　J P E G 形式：1 2 8 0 × 9 6 0 （ドット） 


お知らせ 


サイトからお気に入りのメロディをダウンロードし、FOMA 端末に保存します 


（ｉメロディ対応）。保存したメロディを再生したり、着信音に設定したりできます。 


● 保存できるメロディのデータサイズは 1 件あたり最大 1 0 0 K バイトです。 


● S MF 形式、MFi 形式のメロディを保存できます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 メロディのあるサイトを表示し、ダウンロードするメロ 
ディを選択 
を押す 


● ダウンロード中に 
：ダウンロードを中止でき 


ます。 


「1 再生する」 ：メロディを再生します。 


→ P 4 4 4 操作 3 


「2 保存する」 ：メロディを保存します。 


「3 保存しない」：メロディの保存を中止します。 


サイトからメロディをダウンロード 
します＜ｉメロディ＞ 


画 
像 
保 
存 
／ 
ｉ 
メ 
ロ 
デ 
ィ 


4 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


●「写真のアルバムを見る」の「 
モード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 1 8 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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4 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


●「保存した曲の詳細を設定する」の「 
モード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 4 3 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● メロディの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要なメロディ 
を削除するかどうかの確認画面が表示されます。メロディを保存する場合は、画面の指示に 


従い F OMA 端末内のメロディを削除します。 
● メロディによっては正しく再生できない場合があります。 


お知らせ 


ｉモードの便利な機能 


表示中の画面の電話番号や e-mail アドレス、U R L から直接電話をかけたり、 


メールを作成したり、サイトに接続したりすることができます。また、FOMA 


端末電話帳に登録することもできます。 
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2「2 保存する」を押す 


3 
を押す 


メロディを保存した旨のメッセージが表示されます。 


● 題名を変更するときは、題名を入力します。全角 


で最大 2 5 文字、半角で最大 5 0 文字入力できま 


す。 


表示中の画面から電話をかけます＜ P hone T o（A V P hone T o）機能＞ 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F など）の電話番号から、直 


接電話（テレビ電話を含む）をかけます。 
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選択した電話番号に電話がかかります。 


●「2 電話をかけない」：電話をかけることを中止します。 


● 発信者番号通知→ P 5 9 


● サイトによっては P hone T o（A V P hone T o）機能を使用できない場合があります。 


お知らせ 


表示中の画面からメールを送信します＜ Mail T o 機能＞ 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F など）のメールアドレスか 


ら、直接ｉモードメールを作成します。 


● S MS は作成できません。 


〈例〉サイト内のメールアドレスにｉモードメールを送信するとき 
1 サイトを表示し、メールアドレスを選択 
を押す 


選択したメールアドレスがあらかじめ宛先に設定されているメール作成画面 


が表示されます。 


● 反転表示されるメールアドレスのみ選択できます。 


2 ｉモードメールを作成して送信する 


選択したメールアドレスにｉモードメールが送信されます。 


● ｉモードメールの作成・送信方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 
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1 サイトを表示し、電話番号を選択 
を押す 


2「1 音声電話」～「3 3 2 K テレビ電話」のいずれか 
1 つの番号を押す 


電話をかけるかどうかの確認画面が表示されます。 


● テレビ電話をかけるときは、「26 4 K テレビ電話」または「33 2 K テレ 


ビ電話」を押します。 


● 反転表示される電話番号のみ選択できます。 


〈例〉サイト中の電話番号に電話をかけるとき 
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● 表示中の画面によってはUR L を選択 
を押すと、ｉモードに接続してサイトを表示す 


るかどうかの確認画面が表示されます。「1 接続する」を押すとサイトに接続します。 


● サイトによっては Web T o 機能を使用できない場合があります。 


お知らせ 


U R L をコピーします 


表示中のサイトや画面メモのUR L をコピーします。コピーした文字は、メール 


作成画面などの入力欄に貼り付けることができます。 


● コピーした文字は電源を切るまでFOMA 端末に記録され、別の場所に何度で 


も貼り付けることができます。 


● 記録できるのは 1 件だけです。新たにコピーを行うと、直前にコピーしてい 


る文字に上書きされます。 


〈例〉サイトの UR L をコピーするとき 
1 サイトのUR L を表示して 
「1UR L をコピー」を押す 


● サイトの UR L の表示方法→ P 2 6 2 
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● 複数のメールアドレスが列記されている場合、Mail T o 機能を使用できない場合があります。 


● サイトによっては Mail T o 機能を使用できない場合があります。 


● 表示しているサイトのUR L をメールの本文に挿入して、メールを作成することができます。 


サイト表示中に 
「8 メールを作る」を押して操作します。 


お知らせ 


表示中の画面からインターネットに接続します＜ Web T o 機能＞ 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F など）の UR L から、直接サ 


イトやインターネットホームページに接続します。 


〈例〉画面メモに表示されている UR L に接続するとき 
1 画面メモを表示し、UR L を選択 
を押す 


選択した UR Lサイトに接続します。 


● 画面メモ表示方法→ P 2 7 6 


● 反転表示される UR L のみ選択できます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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● UR L は半角で最大 2 5 6 文字コピーできます。 
● UR L 履歴一覧、フォルダ内のブックマーク一覧が表示されている画面、画面メモ一覧から操 
作する場合は、 
「UR L をコピー」を選択 
を押して操作します。これらの画面 


から操作する場合は UR L 全体がコピーされます。 


お知らせ 


新規登録します 


〈例〉サイトの電話番号やメールアドレスを新規登録するとき 
1 電話番号やメールアドレスがあるサイトを表示する 


電話番号やメールアドレスを電話帳に登録します 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F）の電話番号やメールアド 


レスをFOMA 端末電話帳に登録します。新規に登録することも、登録済みの電 


話帳データに追加することもできます。 
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2 コピーする範囲の開始位置を選択 
終了位置を 
選択 
を押す 


UR L をコピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 開始位置を選択し直すときは C を押します。 


● 開始位置を選択する前に 
：全文が選択されます。 


● 開始位置選択後に 
／ 
：カーソルが文頭／文末に移動します。 


3 
を押す 


UR L 表示画面に戻ります。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


4 貼り付け先の文字入力画面を表示し、文字を貼り付ける 


● 操作方法→ P 5 4 3 
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登録済みの電話帳データに追加します 


〈例〉サイトの電話番号やメールアドレスを追加登録するとき 
1 電話番号やメールアドレスがあるサイトを表示する 
2 登録する電話番号やメールアドレスを選択 
「9 
電話帳に登録」 「2 追加で登録」を押す 


3 追加登録する電話帳データを選択 
を押す 


電話帳データに追加した旨のメッセージが表示されます。 


● 検索方法→ P 1 3 4 


● 反転表示される電話番号、メールアドレスのみ登 


録できます。 


2 登録する電話番号やメールアドレスを選択 
「9 
電話帳に登録」 「1 新規に登録」を押す 


3 名前などを設定して登録する 


● 電話帳の登録方法→ P 1 2 0 


● 反転表示される電話番号、メールアドレスのみ登 


録できます。 


● サイトによっては登録できない場合があります。 


● メッセージ R / F 詳細画面から操作する場合は、登録する電話番号やメールアドレスを選択 


「4 登録する」 「1 電話帳新規登録」を押して操作します。 


お知らせ 
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● 登録済みの電話帳データに追加すると、以前に登録した内容が変更される場合があります。 


● メッセージ R / F 詳細画面から操作する場合は、登録する電話番号やメールアドレスを選択 


「4 登録する」 「2 電話帳追加登録」を押して操作します。 


お知らせ 


4 
を押し、「2 終了する」を押す 


サイト表示に戻ります。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


ｉモードの詳細機能を設定します 


サイトやメッセージ R /F などの詳細機能を設定します。 


文字の大きさを変更します＜文字サイズ設定＞ 


お買い上げ時 
標準の大きさ 


サイトを表示するときの文字の大きさを設定します。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 
モー 
ドの詳細を設定する」 「2文字の大きさを選ぶ」を押す 


＜標準の大きさ ：1 行全角で1 0 文字 
（半角 2 0 文字）＞ 
＜大きく表示 ：1 行全角で 8 文字 
（半角 1 6 文字）＞ 
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サイトや画面メモ、メッセージR /F などの内容を表示したときの画像や照明を 


設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 
モー 
ドの詳細を設定する」 「3 画像表示・照明を設定する」 
を押す 


2「1 画像」～「3 照明設定」のいずれか 1 つの番号を押す 


■ 画像を表示するかしないかを設定するとき 


「1 画像」「1 表示する」または「2 表示しない」を押す 
• 「表示しない」に設定すると、「アニメーション」は設定できません。 


■ アニメーションを再生するかしないかを設定するとき 


「2 アニメーション」「1 再生する」または「2 再生しない」を押す 


説　明 


画像を表示するかしないかを設定 
します。 


アニメーションを再生するかしな 
いかを設定します。 


ディスプレイの照明方法を設定し 
ます。 


項　目 


1 画像 


2 アニメーション 


3 照明設定 


画像の表示、照明を設定します＜画像表示・照明設定＞ 


お買い上げ時 
画像：表示する　アニメーション：再生する　照明設定：常に点灯 


次 
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ー 
ジ 
へ 
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2「1 標準の大きさ」または「2 大きく表示」を押す 


ｉモードサイト表示の文字の大きさを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 文字の大きさを変更すると、次にサイトを表示するときも変更後の文字の大きさで表示され 


ます。 


お知らせ 
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ｉモードセンターに接続するまでの最大待ち時間を設定します。接続が正常に行 


われないときなどに、設定した時間で自動的に接続を中断するので、ボタン操作 


で中断する必要はありません。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 
モー 
ドの詳細を設定する」 「5接続までの待ち時間を設定す 
る」を押す 


接続までの待ち時間を設定します＜接続待ち時間設定＞ 


お買い上げ時 
6 0 秒間 


● サイト表示中から操作する場合は、 
「 
表示を設定」 「1表示・効果設定」を押し 


て操作します。 


●「画像」を「表示する」に設定しても、画像が正しく表示されない場合があります。 


●「画像」を「表示しない」に設定すると、画像の位置に 
が表示されます。 
●「画像」を「表示しない」に設定すると、ｉモードメール本文中に記載されている UR L に接 


続しても、画像は表示されません。 


●「アニメーション」を「再生しない」に設定したときは、アニメーションの最初の画像が表示 
されます。 


●「画像」の設定は、メッセージ R /F の本文に表示される画像の表示／非表示には影響します 


が、添付されている画像の表示／非表示には影響しません。 


お知らせ 


ｉ 
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■ 照明方法を設定するとき 


「3 照明設定」「1 常に点灯」または「2 設定時間で消灯」を押す 
• 「常に点灯」に設定すると、サイトなどの表示中はディスプレイの照明が常 


時点灯します。 
• 「設定時間で消灯」に設定すると、「画面の明るさを設定する」の「照明時 


間」に従います。→ P 1 7 3 


3 設定した後に 
を押す 


画像表示・照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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ｉモードから接続先を変更します＜ IS P 接続通信＞ 


※ ドコモのｉモードサービスをご利用の場合は、設定を変更する必要はあり 


ません。 


● ｉモード契約時の接続先は、ご契約いただいた地域により異なります。 


IS P 接続通信とは 
ドコモのｉモード端末の接続先を切り替えることで、各種プロバイダ（IS P ）へ 
の接続が可能になります。プロバイダに接続した際にパケット通信料がかかりま 
す。 
● IS P 接続を行った際のパケット通信は、パケ・ホーダイの対象とはなりませ 


んのであらかじめご了承ください。 


※ ドコモへの新たなお申し込みは不要です。 


プロバイダ契約について 
● IS P 接続通信をご利用いただくには、別途プロバイダへのお申し込みが必要で 
す。各プロバイダのサービス内容（サイト接続、インターネット接続、メール 
機能など）、お申し込み方法については各プロバイダにお問い合わせください。 
● プロバイダが提供するサービス内容によっては、別途情報料などがかかる場 
合がありますが、ドコモよりご請求することはありません。 
● お客様が閲覧されるサイトによっては、お客様の電話番号が実際に閲覧され 
るサイトを提供するプロバイダに通知されることがあります。 
● 登録できる接続先は最大 1 0 件です。 
● 通信中は接続先の設定／変更はできません。 


お買い上げ時 
モード 


次 
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●「時間制限なし」に設定しても、電波状況などによりｉモードセンターとの接続が中断される 
ことがあります。 


お知らせ 


2「16 0 秒間」～「3 時間制限なし」のいずれか 1 つの番 
号を押す 


接続までの待ち時間を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 接続するまでの待ち時間を設定せずに、接続するまで待つときは「3時間 


制限なし」を押します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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3 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


4「1 接続先名称」 
接続先名を入力 
を押す 


● 全角で最大 6 文字、半角で最大 1 2 文字入力できます。 


5「2 接続先」 
接続先を入力 
を押す 


● 半角英数字で最大 9 9 文字入力できます。 


6「3 接続先アドレス」 
アドレスを入力 
を押す 


● 半角英数字で最大 3 0 文字入力できます。 


● 文字入力後に 
を押すと、全項目に入力した内容を削除することができ 


ます。 


ｉ 
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ド 
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定 
し 
ま 
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1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 
モー 
ドの詳細を設定する」 「6接続先番号を設定する」を押す 


2 編集するユーザ設定を選択 
を押す 


■ ｉモードを利用する設定に戻すとき 


「 
モード」を選択 
を押す 


が 
に変わります。操作 8 に進みます。 


■ 以前に設定した接続先に変更するとき 


接続先を選択 
を押す 


が 
に変わります。操作 8 に進みます。 
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証明書を表示して有効／無効を設定します＜証明書表示／使用設定＞ 


S S L 通信用の証明書を表示して確認したり、有効／無効を設定したりできます。 


● 青色の F O M A カードを取り付けて使用している場合は、「ドコモ証明書」 


「ユーザ証明書」は表示されません。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 
モー 
ドの詳細を設定する」 「7証明書の表示と使用を設定す 
る」を押す 


● 設定状態は次のとおりです。 


：有効 
：無効 


● LR：証明書が複数ページある場合は、前 


後のページを表示できます。 


次 
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7 
編集した接続先を選択 
を押す 


選択した接続先の 
が 
に変わります。 


8 
を押す 


接続先を設定した旨のメッセージが表示されます。 


9 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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● C A 証明書 
… 認証会社が発行した証明書で、お買い上げ時の端末内に保存されてい 
ます。 
● ドコモ証明書 
… F irs tP as s センターやF irs tP as s 対応サイトに接続するために必要 
な証明書で、あらかじめ緑色のF OMA カード内に保存されています。 
● ユーザ証明書 
… Firs tP as s 対応サイトへ接続するために必要な証明書で、ダウンロー 
ドすると緑色の F OMA カード内に保存されます。F irs tP as s セン 
ターで発行要求を行います。→ P 3 0 5 
● 証明書の表示内容 
証明書の所有者 
C N= 
… （C ommon Name）サーバの名前、管理者名、または識別番号 
O= 
… （Org anization）会社名など 
C = 
… （C ountry）国名 
証明書の発行者 
C N= 
… （C ommon Name）サーバの名前、管理者名、または識別番号 
OU= 
… （Org anization Unit）会社の部署など 
O= 
… （Org anization）会社名など 
有効期限 
シリアル番号 
● 証明書の所有者、発行者、有効期限について記述がない場合、記述がない項目は項目名のみ 
表示されます。 


お知らせ 
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2 表示する証明書を選択 
を押す 


● LR：前後の証明書を表示できます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 証明書の有効／無効を設定するとき 


① 設定する証明書を選択 
を押す 


チェックボックスが 
または 
に切り替わり 


ます。 


• 無効に設定すると、その証明書を使うページ 


に接続できなくなります。 


② 
を押す 


S S L通信に使用する証明書を登録した旨のメッ 


セージが表示されます。 


③ 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


• 
を押すと待受画面に戻ります。 
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メッセージ R /F を受信したときは 
＜メッセージ R /F 受信＞ 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
受 
信 


メッセージサービスは、欲しい情報が自動的にお客様のFOMA 端末に届くサー 


ビスです。 


メッセージＦを受信するかどうかを設定します 
1 待受画面で 
を1 秒以上 
「1 
Menuを見る」 「オ 
プション設定」を選択 
「メッセージ F 設定」を 
選択 
を押す 


2「 
受信する」または「 
受信しない」を選択 
を 
押す 


3 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパスワー 
ドを入力 
を押す 


● 選択されると 
が 
に変わります。 


次 
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続 
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4「決定」を選択 
を押す 


メッセージ F が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


メッセージ R /F を自動的に受信します 


メッセージ R /F を受信すると、画面表示や着信音、バイブレータ、着信ランプ 


でお知らせします。受信したメッセージ R /F は FOMA 端末に保存されます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 メッセージ R /F を受信する 


2 メッセージの受信結果が表示される 


と 
または 
が点滅し、左の画面が表示されます。 


● メッセージ受信中に 
を押すと受信を中止でき 


ますが、受信中の状況によってはメッセージR /F 


を受信する場合があります。 


が点灯してメッセージR/F 着信音が鳴り、着信ラン 


プが点滅します。 


● 受信結果画面が表示されてから約 1 5 秒間、また 


はメッセージ着信音が鳴り終わるまでの間（鳴ら 


す時間を 1 5 秒以上に設定している場合）何も操 


作しないと、自動的に受信前の画面に戻ります。 


● すぐに受信前の画面に戻すときは C を押しま 


す。 


● 待受画面に戻ると 
が消えます。 


■ 受信したメッセージR /Fをすぐに確認するとき 


「2 メッセージ R 」または「3 メッセージ F」を 


押す 


メッセージ一覧が表示されます。→ P 3 0 1 


■ 受信に失敗したとき 


「2メッセージR 」 
「3メッセージF」の後ろに「× 」 


が表示されます。 
• メッセージ R /F を受信し直すには、「届いてい 


るメール・メッセージを受信する」を行ってく 


ださい。→ P 2 9 8 


＜メッセージ R の場合＞ 
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● F OMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに受信状態が表示されます。→P 3 9 
● メッセージR /F の保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、古いメッ 
セージ R /F から順に上書きされます。ただし、未読のメッセージ R /F と保護されているメッ 
セージ R /F には上書きされません。残しておきたいメッセージ R /F は保護してください。 
→ P 3 0 4 
未読メッセージR /F と保護されているメッセージR /F で保存領域が満杯で上書きできないと 
きは、メッセージR /F の受信は中止され、画面には 
や 
のマークが表示されます。→P 3 6 
● F OMA 端末でメッセージR /F を受信すると、ｉモードセンターに保管されているメッセージ 
R /F は削除されます。 
● ｉモードセンターにメッセージR /F が残っているときは、 
や 
のマーク（→P 3 6 ）が 
表示されます。ただし、メッセージ R / F があっても表示されない場合もあります。また、 
ｉモードセンターの保管件数（→ P 2 5 3 ）が満杯になったときは、マークが 
や 
に 
変わります。 
ｉモードセンターに残っているメッセージR /F を受信する場合は、 
「届いているメール・メッ 
セージを受信する」（→ P 2 9 8 ）を行ってください。ただし、受信したメッセージ R /F が最 
大保存件数まで達しているときは、あらかじめ未読のメッセージ R / F の内容を見る 
（→ P 3 0 1 ）、保護を解除する（→ P 3 0 4 ）などを行う必要があります。 
● 次のような場合に送られてきたメッセージ R / F はｉモードセンターに保管されます。メッ 
セージ R /F を受信する場合は、ｉモード問合せを行ってください。 
• 電源が入っていないとき 
• テレビ電話中 
• セルフモード中 
• F irs tP as s センター接続中 
• 受信に失敗したとき 
• ｉモード圏外のとき 
• S MS 受信中 
• 未読メッセージ R /F と保護されているメッセージ R /F で保存領域が満杯のとき 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）のときや個人情報表示を制限しているとき 
には、ディスプレイ上部に 
または 
が表示されてメッセージR /F を自動受信しますが、受信 
中画面や受信結果画面は表示されず、着信音と着信ランプも動作しません。受信したメッセー 
ジ R /F を確認するには、他の機能を終了／各制限を解除してください。 


お知らせ 


■ メッセージR /Fの自動表示を設定しているとき 


受信前の画面に戻る前に、設定に従って受信した 


メッセージR /F の内容が表示されます。→P 2 9 6 
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メッセージR /F の受信結果画面（→P 2 9 4 操作2 ）から受信前の画面に戻ると 


きに、受信したメッセージ R /F の内容を自動的に表示できます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「5 メッ 
セージの詳細を設定する」 「2未読メッセージを自動で表 
示する」を押す 


項　目 


1メッセージRのみ 


2メッセージF のみ 


3メッセージR優先 


4メッセージF 優先 


5自動表示しない 


説　明 


受信したメッセージ R を自動表 
示するように設定します。メッ 
セージF のみ受信した場合は、自 
動表示されません。 


受信したメッセージ F を自動表 
示するように設定します。メッ 
セージR のみ受信した場合は、自 
動表示されません。 


メッセージR とメッセージF を受 
信した場合に、メッセージR を優 
先して自動表示するように設定し 
ます。メッセージF のみ受信した 
場合は、メッセージF を自動表示 
します。 


メッセージR とメッセージF を受 
信した場合に、メッセージF を優 
先して自動表示するように設定し 
ます。メッセージR のみ受信した 
場合は、メッセージR を自動表示 
します。 


メッセージR/F を受信しても、自 
動で表示しないように設定します。 


受信したメッセージ R /F を自動的に表示するかどうかを設定します 


お買い上げ時 
メッセージ R 優先 


2「1メッセージR のみ」～「5自動表示しない」のいずれ 
か 1 つの番号を押す 


メッセージの自動表示方法を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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添付されたメロディを自動演奏するかどうかを設定します 


お買い上げ時 
自動演奏する 


メロディが添付されているメッセージ R /F を表示したときに、メロディを自動 


的に演奏するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「5 メッ 
セージの詳細を設定する」 「1メッセージのメロディを 
自動演奏する」を押す 


2「1 自動演奏する」または「2 自動演奏しない」を押す 


自動演奏する／自動演奏しないを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● メッセージR /F の内容は約 1 5 秒間表示されます。自動表示中にボタン操作を行わなかった 


場合は、メッセージ R /F は未読の状態で保存されます。 
● 受信結果画面からメールやメッセージ R /F の表示操作を行った場合は自動表示されません。 


また、「届いているメール・メッセージを受信する」でメッセージR /F を受信したときは、自 


動表示されません。 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）からは自動表示できません。 


お知らせ 


● 本機能の設定は、「添付のメロディを自動演奏する」の設定にも反映されます。→ P 3 7 1 


お知らせ 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
受 
信 
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メッセージR /F があるかどうかを 
問い合わせます＜ｉモード問合せ＞ 


圏外にいた間や電源を切っていた間などにメッセージR /F が届いていないかを 


問い合わせます。 


● 電波状態によってはｉモード問合せができない場合があります。 
1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「3 届いているメール・メッセージを受信する」を押す 


ｉモード問合せが実行されます。ｉモードセンターにメッセージR /F が保管 


されていれば受信します。 


● ｉモード問合せ中に 
を押すと、問い合わせを中止できます。 


● 受信結果画面の操作は自動受信時と同様です。→ P 2 9 4 


ただし、ｉモード問合せでメッセージR /F を受信したときは、自動受信時と 


は異なり、約1 5 秒経過しても元の画面には戻りません。メッセージR /F を 


表示せずに待受画面に戻すときは C を 3 回押します。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
問 
合 
せ 
／ 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
が 
着 
信 
し 
た 
と 
き 
の 
着 
信 
音 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 
　 


● 問い合わせを行うメッセージの種類は選択できます。→ P 3 5 0 


お知らせ 


1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「4 メッセージが届いた時の音を選ぶ」を押す 


メッセージR /F が着信したときの着信音を設定 
します 


お買い上げ時 
着信音設定：鳴らす　着信音：着信音 1 　鳴らす時間：3 秒 
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メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
が 
着 
信 
し 
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と 
き 
の 
着 
信 
音 
を 
設 
定 
し 
ま 
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2「1メッセージリクエスト」または「2メッセージフリー」 
を押す 


3「1 着信音設定」を押す 


着信音を鳴らすかどうかの確認画面が表示されます。 


●「2 着信音」 
：着信音から設定します。操作 5 に進みます。 


●「3 鳴らす時間」：鳴らす時間から設定します。操作 6 に進みます。 


着信音設定を「鳴らさない」に設定しているときは、「着信音」「鳴らす時間」 


は設定できません。 


4「1 鳴らす」を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


●「2 鳴らさない」：着信音を鳴らさないように設定します。操作7 に進みま 


す。 


5 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


着信音を鳴らす時間を設定する画面が表示されます。 


6 鳴らす時間を入力 
を押す 


操作2 の画面に戻ります。「2着信音」には選択した着信音が表示され、「3 


鳴らす時間」には入力した時間が表示されています。 


7 
を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


8 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


項　目 


1 着信音設定 


2 着信音 


3 鳴らす時間 


説　明 


着信音を鳴らすかどうかを設定し 
ます。 


着信音を鳴らすときのメロディを 
設定します。 


着信音を鳴らす時間を1 ～3 0 秒の 
間で設定します。 
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メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
が 
着 
信 
し 
た 
と 
き 
の 
振 
動 
パ 
タ 
ー 
ン 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 


メッセージ R /F が着信したときの振 
動パターンを設定します 


お買い上げ時 
振動させない 


メッセージ R 、メッセージ F を受信したときの振動パターンを設定します。 
1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「5 メッセージが届いた時の振動を選ぶ」を押す 


2「1メッセージリクエスト」または「2メッセージフリー」 
を押す 


3「1 パターン A で振動」～「4 振動させない」のいずれ 
か 1 つの番号を押す 


振動パターンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 振動パターンについて→ P 1 6 3 操作 2 
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メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 


受信したメッセージ R /F を表示し 
ます＜メッセージ R /F ＞ 


FOMA 端末に保存されているメッセージ R /F を表示します。 
● 未読のメッセージ R /F があるときは待受画面に または が表示されます。 


● お買い上げ時は、｢トクだねニュース便のご案内｣のメッセージR が保存されて 


います。 


〈例〉メッセージ R を表示するとき 
1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「1 メッセージリクエストを見る」を押す 


メッセージ R /F 番号／メッセージ件数 


● メッセージF を表示するときは 
を1 秒以上 


「5メッセージを見る」「2メッセージフリーを 


見る」を押します。 


● LR：メッセージR/F が複数ページある場 


合は、前後のページを表示できます。 


● メッセージの状態は、次のマークで確認できます。 


受信日時（受信当日：時刻　当日以外：日付）、題名 


説　明 


未読メッセージ 


既読メッセージ 


保護されたメッセージ 


添付画像 


添付画像＋添付メロディ 


添付メロディ 


異常添付データ 


マーク 


状　態 


添　付 


表示なし 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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メッセージ R /F の画像をもう一度読み込みます＜画像再読込み＞ 


メッセージR /F の本文中に未受信の画像があるときに、画像を受信し直します。 


●「画像表示・照明を設定する」で「画像」を「表示しない」に設定していると 


きは、再読み込みを行っても画像は受信できません。→ P 2 8 7 


● 画像によっては再読み込みを行っても表示できない場合があります。 
1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 3 0 1 操作 1 


2 メッセージ R /F を選択 
を押す 


メッセージ R /F 詳細画面が表示されます。 


● 
は受信していない画像データがあることを示します。 


● メッセージのメロディを自動演奏するように設定している場合（→P 2 9 7 ）、メロディが添付 
されているメッセージR /F を表示すると、「電話を受けた時の音量を調節する」（→P 8 9 ）で 
設定した音量で、メロディが自動的に再生されます。再生を途中で止めるときは、Cを押 
します。 
● 本文中に画像が挿入されている場合は画像が表示されます。 


• 画像をF OMA 端末に取得できます。操作方法はサイトから画像を保存するときと同様です。 
→ P 2 7 9 
• 画像を正常に受信できなかったときは受信し直すことができます。→下記 


• 画像が受信できなかったときは 
／ 
／ 
が表示されます。 
• 本文中に表示されている画像は削除できません。 


お知らせ 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 


2 表示するメッセージ R を選択 
を押す 


状態マーク、添付マーク、メッセージ R /F 番号／メッセージ件数 


● LR： 表示されている前後のメッセージ 


R /F を表示できます。 
● メッセージ本文は、次のマークで確認できます。 


マーク 


添付データがある場合は、マーク、データ名、データサイズが 
表示→ P 3 5 5 、P 3 5 9 、P 3 6 1 


説　明 


受信した日時 


題名 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
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メッセージ R /F を削除します＜メッセージ削除＞ 


1 件ずつ選択して削除したり、既読のメッセージR /F やすべてのメッセージR /F 


をまとめて削除したりすることができます。 


● 保護されているメッセージR /F は削除できません。全件削除しても保護され 


ているメッセージ R /F は残ります。保護を解除してから削除してください。 


1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 3 0 1 操作 1 


2 削除するメッセージ R /F を選択 
「1 削除する」 


「1 選択 1 件」を押す 


メッセージを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 既読のみ削除するときは、 
「1削除する」 「2既読のみ全件」を押 


します。 


● 全件削除するときは、 
「1削除する」「3メッセージ全件」を押し、 


4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


3「1 削除する」を押す 


メッセージを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


メッセージ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本文中に未受信の画像がないときは、再読み込みを行っても画像は受信されません。 


お知らせ 


3 画像を選択 
「1 再読込みをする」を押す 


画像が読み込まれます。 


● メッセージ R /F 詳細画面から 1 件削除する場合は、 
「2 削除する」を押して操作し 
ます。 


お知らせ 
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2 保護するメッセージR /F を選択 
「2保護／解除 
する」 「1 選択 1 件保護」を押す 


メッセージ R /F が保護されます。 


● 状態マークが 
に変わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 保護を解除するとき 


保護を解除するメッセージ R /F を選択 
「2 保護／解除する」「2 


選択 1 件解除」を押す 
• 保護を全件解除するときは、 
「2 保護／解除する」「3 全件解除」 


を押します。 


● メッセージ R /F 詳細画面から保護／保護を解除する場合は、 
「3 保護する」または 
「3 保護を解除する」を押して操作します。 


お知らせ 


メッセージ R /F 一覧の表示方法を変更します 


メッセージ R /F 一覧を一時的にメッセージの状態別に表示します。 
1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 3 0 1 操作 1 


お買い上げ時 
全て表示 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 


メッセージ R /F を保護／解除します＜メッセージ保護＞ 


保存領域の空きがなくなっても、メッセージ R /F を受信したときに上書きされ 


ないようにメッセージ R /F を保護します。 


● 未読のメッセージ R /F は保護できません。 


● 最大保護件数→ P 5 9 8 
1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 3 0 1 操作 1 
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● メッセージ R /F 一覧の表示を終了すると「全て表示」に戻ります。 
●「既読のみ表示」では、保護されているメッセージ R /F は表示されません。 


お知らせ 


3「1全て表示」～「4保護のみ表示」のいずれか1 つの番 
号を押す 


選択した表示方法で表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
／ 
ユ 
ー 
ザ 
証 
明 
書 
操 
作 


ユーザ証明書を操作します 
＜ユーザ証明書操作＞ 


Firs tP as s センターからユーザ証明書の発行要求や、ダウンロードができます。 


● 青色の FOMA カードではご利用になれません。 


● Firs tP as s センターに接続するには、日付・時刻の設定をしてください。 


→ P 5 8 


● Firs tP as s センター接続中は、LRによるページの移動はできません。 


項　目 


1 全て表示 


2 未読のみ表示 


3 既読のみ表示 


4 保護のみ表示 


説　明 


すべてのメッセージを一覧表示し 
ます。 


未読のメッセージを一覧表示しま 
す。 


既読のメッセージを一覧表示しま 
す。 


保護されているメッセージを一覧 
表示します。 


2 
「3 表示方法を変更」を押す 
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ー 
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書 
操 
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2「次へ」を選択 
を押す 


3「1 証明書発行」を選択 
を押す 


■ 発行された証明書を失効させるとき 


①「3 その他」を選択 
「1 証明書失効」 


を選択 
を押す 


ユーザ証明書を送信するかどうかの確認画面が 


表示されます。 


②「1 送信する」を押す 


P IN2 コード入力画面が表示されます。 


→ P 1 8 5 


③ P IN2 コードを入力 
を押す 


④「実行」を選択 
「次へ」を選択 


「実行」を選択 
を押す 


ユーザ証明書の発行を要求してダウンロードします 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 
モー 
ドの詳細を設定する」 「8ユーザ証明書を操作する」を 
押す 
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7「ダウンロード」を選択 
を押す 


8「実行」を選択 
を押す 


完了画面が表示され、ユーザ証明書がダウンロードされます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


4「実行」を選択 
を押す 


5 P IN2 コードを入力 
を押す 


P IN2 コードが認証された旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


完了画面が表示され、ユーザ証明書の発行申請が完了します。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● P IN2 コード→ P 1 8 5 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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• Firs tP as s とはドコモの電子認証サービスです。Firs tP as s を利用すること 
により、サイト側と FOMA 端末側がお互いの証明書を送付し合い、受け取っ 
た相手の証明書を検証してお互いの認証を行うクライアント認証が可能となり 
ます。 
• Firs tP as s はFOMA 端末からのインターネット通信と、FOMA 端末をパソコ 
ンに接続した状態でのインターネット通信でお使いいただくことが可能です。 
パソコンでご利用いただくためには、添付のC D-R OM 内のFirs tP as s P C ソ 
フトが必要です。 
• ユーザ証明書の発行要求をする際は、画面に表示される「Firs tP as s ご利用規 
則」をよくお読みになり、ご同意の上、要求してください。 
• ユーザ証明書のご利用には P IN2 コードの入力が必要です。→ P 1 8 5 
P IN2 コード入力後になされたすべての行為がお客様によるものとみなされま 
すので、FOMA カードまたはP IN2 コードが他人に使用されないよう十分ご注 
意ください。 
• FOMA カードの紛失、盗難にあった場合などは、ドコモショップなどの窓口で 
ユーザ証明書の失効を行うことができます。 
• Firs tP as s 対応サイトによって提供されるサイトや情報については、ドコモは 
何らの義務もないものとし、一切の責任を負いません。お客様とFirs tP as s 対 
応サイトとの間で解決をお願いいたします。 
• Firs tP as s およびS S L のご利用にあたり、ドコモおよび認証会社は安全性な 
どに関し保証を行うものではありませんので、お客様ご自身の判断と責任にお 
いてご利用ください。 


F irs t P a s s ご使用にあたって 


ユ 
ー 
ザ 
証 
明 
書 
操 
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● F irs tP as s センターに接続した際のパケット通信料はかかりません。 
● F irs tP as s センターで表示される画面や操作方法は、変更されることがあります。 
● F irs tP as s センターに接続中は、メールの送受信やメッセージ R /F の受信はできません。 
● ユーザ証明書は、お客様がF OMA 契約されていることを証明するものです。ダウンロードし 
たユーザ証明書は緑色のF OMA カードに保存され、F irs tP as s 対応サイトで利用できます。 
● 添付のC D-R OM からF irs tP as s P C ソフトをパソコンにインストールすると、F OMA 端末 
をパソコンに接続して、パソコンのブラウザを使ってF irs tP as s の通信を行うことができま 
す。詳細は C D -R OM 内の「F irs tP as s Manual」をご覧ください。「F irs tP as s Manual」 
（P DF 形式）をご覧になるには、A dobe R eader（バージョン6 .0 以上を推奨）が必要です。 
お使いのパソコンにインストールされていない場合は、アドビシステムズ株式会社のホーム 
ページから最新版をダウンロードできます（別途通信料がかかります）。詳細はアドビシステ 
ムズ株式会社のホームページをご覧ください。 


お知らせ 
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2「1 接続先」 「1 ドコモ」または「2 ユーザ設定」を押 
す 


● Firs tP as s に接続する設定に戻すときは「1 ドコモ」を押し、操作 5 に 


進みます。 


3「2 ユーザ設定接続先」 
接続先を入力 
を押す 


● 半角英数字で最大 9 9 文字入力できます。 


4「3 初期画面 UR L」 
UR L を入力 
を押す 


● 半角英数字で最大 1 0 0 文字入力できます。 


5 
を押す 


接続先を設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ユ 
ー 
ザ 
証 
明 
書 
操 
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証明書の発行先を変更します＜証明書発行先設定＞ 


お買い上げ時 
接続先：ドコモ 


Firs tP as s 以外のサービスを受けるときに、接続先を設定します。設定を変更す 
ると Firs tP as s センターに接続できなくなります。 


通常は設定を変更する必要はありません。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 
モー 
ドの詳細を設定する」 「9 証明書の発行先を変更する」 
を押す 
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メール 


FOMA 端末のメール機能について … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 1 2 


ｉモードメールを作成します 


簡単な操作でｉモードメールを作成して送信します＜簡単メール作成・送信＞ 
3 2 0 


ｉモードメールを作成して送信します 
… … 
＜ｉモードメール作成・送信＞ 
3 2 5 


よく送る相手にボタン 2 つでメールを作成します 
… … ＜ツータッチメール＞ 
3 2 9 


作成中のｉモードメールを保存しておき、あとで送信します 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜ｉモードメール保存＞ 
3 3 0 


ｉモードメールで静止画やメロディ、動画／ｉモーション、音声を送信します 
3 3 1 


例文を利用してメールを作成します 
… … … … … … … … … … 
＜メール例文＞ 
3 3 9 


未送信／送信したｉモードメールを見ます 
… … … 
＜未送信／送信メール＞ 
3 4 3 


ｉモードメールを受けます・操作します 


ｉモードメールを受信したときは 
… … … … … … … 
＜ｉモードメール受信＞ 
3 4 5 


ｉモードメールを選択して受信します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 4 7 


ｉモードメールがあるかどうかを問い合わせます 
… … 
＜ｉモード問合せ＞ 
3 4 9 


受信したｉモードメールを見ます 
… … … … … … … … … … … 
＜受信メール＞ 
3 5 1 


ｉモードメールに返事を出します 
… … … … … … … 
＜ｉモードメール返信＞ 
3 5 3 


ｉモードメールを他の宛先に転送します 
… … … … 
＜ｉモードメール転送＞ 
3 5 4 


ｉモードメールに添付された静止画を操作します 
… … … … … … … … … … … … 
3 5 5 


ｉモードメールからｉモーションを再生・保存します＜ｉモーションメール＞ 
3 5 9 


ｉモードメールに添付されたメロディを操作します 
… … … … … … … … … … … 
3 6 1 


ｉモードメールに添付されたデータを削除します 
… … … … … … … … … … … … 
3 6 5 


メールの設定を行います 


メール受信時の着信音を設定します 
… … … … … … … 
＜メール着信音設定＞ 
3 6 6 
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メール受信時の振動を設定します 
… … … … … … … 
＜メール着信振動設定＞ 
3 6 7 


署名を付けてメールを送信します 
… … … … … … … … … … … … 
＜署名設定＞ 
3 6 8 


添付データを受信するかどうかを設定します 
… … 
＜添付データ受信設定＞ 
3 6 9 


添付されたメロディを自動演奏するかどうかを設定します 
… … … … … … … … 
3 7 1 


S MS （ショートメッセージ）を使います 


S MS （ショートメッセージ）を作成して送信します … … 
＜ S MS 作成・送信＞ 
3 7 2 


作成中の S MS （ショートメッセージ）を保存しておき、あとで送信します 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜ S MS 保存＞ 
3 7 5 


未送信／送信した S MS （ショートメッセージ）を見ます 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜未送信／送信メール＞ 
3 7 6 


S MS （ショートメッセージ）を受信したときは … … … … … … ＜ S MS 受信＞ 
3 7 8 


S MS （ショートメッセージ）があるかどうかを問い合わせます 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ＜ S MS 問合せ＞ 
3 7 9 


受信した S MS （ショートメッセージ）を見ます … … … … … 
＜受信メール＞ 
3 8 0 


S MS （ショートメッセージ）に返事を出します … … … … … … ＜ S MS 返信＞ 
3 8 2 


S MS （ショートメッセージ）を他の宛先に転送します … … … ＜ S MS 転送＞ 
3 8 3 


S MS （ショートメッセージ）を FOMA カードに保存します 
… … … … … … … 
3 8 4 


S MS （ショートメッセージ）の設定をします … … … … … … … ＜ S MS 設定＞ 
3 9 0 


メールを管理します 


メールを管理します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
3 9 2 


メールの便利な機能 


メールの便利な機能 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 0 4 
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F OMA 端末のメール機能について 


FOMA 端末では、ｉモードメール、S MS の2 種類のメール機能を使用できます。 


● ｉモードメールを使用するには、ｉモードのご契約が必要です。 


● S MS は、ｉモードをご契約されていなくてもご使用いただけます。 


FOMA 端末→ FOMA 端末 


ｉモードメール、S MS のどちらも使用できます。 


ｉモードメール、S MS のどちらも利用できます。S MS はｉモードメールとして受 


信されます。 


※ S MS 設定で送達通知を「要求する」に設定しているとき（→ P 3 9 0 ）は、mova 


サービスのｉモード端末に S MS を送信できません。 


i モードメール 


最大 7 0 文字（日本語） 
最大 1 6 0 文字（英語） 


全角で最大 5 0 0 0 文字 
F OMA 
端末 
FOMA 
端末 


F OMA 
端末 
mova サービスの 
ｉモード端末 


movaサービスのｉモード端末から送られたｉモードメールとショートメールを受信 


できます。ショートメールは S MS として受信します。 


mov a サービスのｉモード端末→ FOMA 端末 


mova サービスの 
ｉモード端末 


※ ショートメールとは、ドコモの携帯電話間で文字メッセージをやりとりできるサー 


ビスです。 


F OMA 
端末 


→ 


※ ：mova サービスのｉモード端末の設定により異なります。 


i モードメール 


S MS 
→ 
S MS 


i モードメール 


全角で最大 2 0 0 0 文字※ 
→ i モードメール 


S MS 


i モードメール 


全角で最大 2 5 0 文字 
→ i モードメール 


ショートメール 
特番 1 6 5 5 を 
ダイヤル 


S MS 
→ 


最大 5 0 文字 


メール機能の送受信について 


FOMA 端末→ mov a サービスのｉモード端末 


→ i モードメール 


最大 7 0 文字（日本語） 
最大 1 6 0 文字（英語） 
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■ メールを選択して受信します 


ｉモードセンターに保管されているｉモードメールの題名などを確認し、受 
信するｉモードメールを選択したり、受信前にｉモードセンターでｉモード 
メールを削除したりできます。→ P 3 4 7 、P 3 4 8 


メール設定を行います 


● 設定方法 


「5 
モードを使う」 「1 
M e n u を見る」 「オプション設 


定」を選択 
「メール設定」 各設定 


• ｉモードメールを送信する→ P 3 2 0 、P 3 2 5 
• ｉモードメールを受信したとき→ P 3 4 5 
• ｉモード問合せ方法→ P 3 4 9 


● メールアドレス 
doc omo.taro.△ △ @doc omo.ne.jp 
● メールアドレス 
doc omo.△ △ _ab1 2 3 4 yz@doc omo.ne.jp 


● メールアドレス 
doc omotaro@△ △ .□ □ □ .c o.jp 


A 
B 


C 


→ ：doc omo.△ △ _ab1 2 3 4 yz 
→ ：doc omo.taro.△ △ 
A 
B 
B 
A 


ｉモード端末どうしの宛先 


A 
C 


C 
A 


→ ：doc omotaro@△ △ .□ □ □ .c o.jp 


→ ：doc omo.taro.△ △ @doc omo.ne.jp 


ｉモード端末とe-mail間の宛先 


ｉモードセンター 


パソコンなど 


ｉモードメールについて 


ｉモードを契約するだけで、ｉモード端末（mova 含む）間はもちろん、イン 
ターネットを経由してパソコンの e-mail とのメールのやりとりができます。 


ｉモードご契約時のメールアドレスは次のようになります。 


新規にｉモードをご契約の場合 
@ マークより前がランダムな英数字の組み合わせになっていますので、 
ｉモード契約後にお客様のメールアドレスをご確認ください｡ 
〈例〉abc 1 2 3 4 ～ 7 8 9 xyz@doc omo.ne.jp 
● お客様のメールアドレスの確認方法 


　 
「5 
モードを使う」 「1 
M e n u を見る」 「オプション設 


定」を選択 
「メール設定」 アドレス確認 


● ｉモード端末（mova 含む）間でメールをやりとりする場合は、＠マークよ 
り前の部分のみのアドレスで送信できます。 
● パソコンなどのe-mailからメールを受信する場合は、 
「＠doc omo.ne.jp」も 
含めた全体を使用します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● メール設定の詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。 


■ メールアドレスを変更します【アドレス変更】 


たとえば「doc omo.△ △ _ab1 2 3 4 yz@doc omo.ne.jp」のように、メールア 
ドレスの @ マークより前の部分を、お好みのアドレスに変更できます。 


■ シークレットコードを登録します 
【メールアドレス設定（その他設定）→シークレットコード登録】 


電話番号のアドレス利用時に、メールアドレスに加えて4 桁のシークレット 


コードを登録できます。シークレットコードを指定していないメールは受信 


されなくなるため、不要なメールの受信を避けられます。 


■ メールアドレスを電話番号にします（アドレスリセット） 
【メールアドレス設定（その他設定）→アドレスリセット】 


メールアドレスを「携帯電話番号@doc omo.ne.jp」にすることができます｡ 


■ メールアドレスを確認します【アドレス確認】 


現在設定しているメールアドレスを確認できます｡ 


■ 特定のメールを受信／拒否します 


以下のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定を行うと、メールの受信を 


制限することができます。 


① ドメイン指定受信【メール受信設定( 受信／拒否設定)→ドメイン指定受信】 
• au・ボーダフォン・T U‐ K A・ウィルコムのうち、指定する会社からの 


メールの受信ができます。 
• 上記の会社以外から送信されたメールのうち、指定するドメインからの 


メールを受信します。 


※ NT T ドコモのｉモード・ｉショット・一定額到達通知サービス・e ビ 


リング請求額お知らせメール・ビジュアルネットからのメールはすべ 


て受信します。 


② アドレス指定受信／拒否【メール受信設定( 受信／拒否設定) →アドレス指 


定受信、アドレス指定拒否】 
• 受信するすべてのメールのうち、指定するアドレスからのメールを受信／ 


拒否します。 


③ ｉモードメールのみ受信／拒否【メール受信設定( 受信／拒否設定) → 


ｉモードメールのみ受信、ｉモードメールのみ拒否】 
• ｉモードどうしのメールのみ受信（インターネット経由のメールを拒否）／ 


拒否します。 


④ ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限【メール受信設定(その他 


設定) →ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限】 
• １日に１台のｉモード端末（mova 含む）から送信される 2 0 0 通目以 


降のｉモードメールを受信拒否します。初期設定では「拒否する」に設 


定されていますので、大量送信者からのメールを拒否する場合は設定す 


る必要はありません。 
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送受信できる文字数 


ｉモードメールで送受信できる文字数は次のとおりです。 


全角文字 
（漢字、ひらがな、絵文字など） 


1 5 文字 


ー 


5 0 0 0 文字 


半角文字 
（英字、数字、カタカナなど） 


3 0 文字 


5 0 文字 


1 0 0 0 0 文字 


項　目 


題名 


メールアドレス 


本文 


● ｉモードメールの本文は全角5 0 0 0 文字（1 0 0 0 0 バイト）まで送受信できますが、添付デー 
タのデータ量により送受信できる文字数が少なくなります。 
● 本文が受信できる文字数を超えた場合、本文の最後に「/」または「//」が挿入され、超えた 
部分が自動的に削除されます。 
● mova サービスのｉモード端末へｉモードメールを送信する場合、本文として送信できるの 
は全角で最大 2 0 0 0 文字です。また、ｉショット・ｉモーションメールは UR L の記載され 
たメールとして送信され、それ以外の添付データは削除されます。 
● 題名が受信可能な文字数を超えた場合、超えた文字は削除されます。 
● ｉモード端末（mova 含む）どうしのメールのやりとり以外では半角カタカナ、絵文字を使 
用しないでください。受信側で正しく表示されない場合があります。 


お知らせ 
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⑤ 未承諾広告※ メール拒否【メール受信設定( その他設定) →未承諾広告※ 


メール拒否】 
• 受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行うために送信される、メー 


ル表題部の最前部に「未承諾広告※ 」と記載されているメールを受信拒 


否します。初期設定では「拒否する」に設定されていますので、未承諾 


広告※ メールを拒否する場合は設定する必要はありません（送信者は 


メール件名欄の最前部に未承諾広告※（全角6 文字）と記載することが 


法律で義務づけられています）。 


※「ドメイン指定受信」「アドレス指定受信」「アドレス指定拒否」「ｉモード 


メールのみ受信」 
「ｉモードメールのみ拒否」は同時に設定することができ 


ません。 


⑥ S MS 拒否【メール受信設定( その他設定) → S MS 拒否設定／確認】 
• すべてのS MS または非通知S MS のみを受信しないよう設定したり、設 


定の状況を確認することができます。 


■ メール設定状況を確認します【設定状況確認】 


現在設定しているメール受信／拒否などの設定状況を確認できます。 


■ メールのサイズを制限します【メールサイズ制限】 


あらかじめ指定したサイズによって、受信するｉモードメールを制限するこ 


とができます。 


■ メール機能を停止します【メール機能停止】 


メール機能を使用しない場合、ｉモードセンターでのメール機能停止ができ 


ます。 
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こんなこともできます 


■ ファイル添付メール 


• メロディ添付メール 


サイトやインターネットホームページからダウンロードしたメロディデー 


タを、ｉモードメールに添付して送受信できます（メール添付やFOMA 端 


末外への出力が禁止されているメロディデータは送信できません）。 
− 送信する→ P 3 3 1 
− 受信したとき→ P 3 6 1 
• 画像添付メール 


サイトやインターネットホームページからダウンロードした画像データを 


ｉモードメールに添付して送受信できます（メール添付や FOMA 端末外 


への出力が禁止されている画像データは送信できません）。 
− 送信する→ P 3 3 1 
− 受信したとき→ P 3 5 5 


■ ｉショット 


カメラ機能付き端末で撮影した写真データを添付データとしてｉモード端末 


（mova 含む）およびパソコンや他社携帯電話との間で送受信できます。受信 


最大保管期間 


7 2 0 時間 


● ｉモードセンターでのｉモードメールの最大保管件数、保管期間は次のとおりです。 


● 保管期間が過ぎたｉモードメールは自動的に削除されます。 
● 最大保管件数は、ｉモードメールのデータサイズにより異なります。保管件数を超えた場合 
は、ｉモードセンターではｉモードメールを受信せずに、送信者にエラーメッセージととも 
に返信します。このときｉモード端末には 
または 
が表示されます。→ P 3 6 
ただし、メール選択受信設定を「利用する」にしているときは、保管件数を超えても 
また 
は 
は表示されません。 
● ｉモードセンターに保管されているｉモードメールは、ｉモード問合せ（→ P 3 4 9 ）やメー 
ル選択受信（→P 3 4 8 ）により受信できます。また、新しいｉモードメールが届いたときは、 
保管されている他のｉモードメール、メッセージ R /F もあわせて受信できます。 
● ｉモードメールを受信するとｉモードセンターに保管されていたｉモードメールは削除され 
ます。受信したｉモードメールはｉモード端末に保存されます。→ P 3 5 1 
● 極端に容量の大きいｉモードメールはｉモードセンターで受け付けないことがあります。 


お知らせ 


最大保管件数 


2 0 7 ～ 1 0 0 0 件 
（約 2 M バイトまで） 


ｉモードメール 


メールを受信できないとき 


ｉモードセンターに届いたｉモードメールは、すぐにお客様のFOMA 端末に送 


信されます。ただし、お客様のｉモード端末の電源が入っていない、ｉモード圏 


外などで受信できないときは、ｉモードメールはｉモードセンターに保管されま 


す。ｉモードセンターに保管されたメールは、一定の時間をおいて最大 3 回再 


送されます。また、メール選択受信設定により、ｉモードセンターに保管されて 


いるｉモードメールを選択して受信することができます。 
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• ｉショットセンターでは最大 1 0 日間画像が保存され、保存期間を過ぎる 


と自動的に削除されます。 
• FOMA 端末が送信できるのは、最大 5 0 0 K バイトまでの画像です。2 0 K 


バイトより大きい画像を添付してｉモード端末に送信した場合、受信側で 


は自動的にサイズの圧縮された画像を取得します。 


添付画像 
として送信 


ｉ ショットで 
画像送信 
1添付画像、また は添付画像 の U R L を 
　記載したメー ル 、また は添付画像 の 
　アイコン（ U R L ）を記載したメー ル 


2メール上のUR L選 
　択 　 　 を押す 
　（Web T o機能） 
※ 


3添付画像データ 
※ 


パソコンなど 


FOMA 端末 


ｉモードセンター 


mova 
サービスの 


ｉ モード端末 


イ 
ン 
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト 



FOMA 端末 


ｉ ショットセンター 


※：添付画像のUR Lを記載したメールを受信した場合 


■ C c 、Bc c 送受信 


パソコンなどと同様に、ｉモードメール編集時に宛先をT o、Cc 、Bc c から選 


択できます。ただし、T o が 1 件もない場合は、メールを送信できません。 


→ P 3 2 8 、P 3 4 4 、P 3 5 2 


■ デコメール 


文字や背景の色を変えたり画像を本文中に貼り付けるなど、装飾された楽し 


いメールを受信することが可能です。→ P 3 5 2 


ただし、この端末でデコメールを作成／編集して送信することはできません。 


■ メール同報送信 


同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大 5 件）に送信できます。 


→ P 3 2 8 


● 通信料は、1 通のみ送信した場合と同様です。ただし、追加した宛先の情報量については通 
信料が増えます。 


お知らせ 


側には添付データ形式、または画像閲覧用UR L（またはアイコン）に画像の 


保存期限が記載されたメールとして送信され、そのUR L を選択することで画 


像を取得できます。 


mova 端末へ送信できるメール本文は最大全角1 8 4 文字（3 6 9 バイト）で、 


複数データを添付した場合添付データは削除され、メール本文のみ通知され 


ます。 
− 送信する→ P 3 3 1 
− 受信したとき→ P 3 5 5 、P 3 5 8 
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ｉモーションメールについて 


ｉモーションメール対応端末で撮影したビデオや録音した音声（音声メール）、 
サイトやインターネットホームページから取得した動画を、対応端末およびパソ 
コンや他社携帯電話との間で送受信できます（メール添付やFOMA 端末外への 
出力が禁止されている動画データは送信できません）。 
● ｉモーションメールを送信する→ P 3 3 1 


● ｉモーションメールを受信したとき→ P 3 5 9 


● サービスのしくみ 
ｉモーションメールに添付された動画データはｉモーションメールセンターに 
送信され、そこで保存されます（送信先がパソコンなどの場合は、直接添付デー 
タとして送信されます）。 
ｉモーションメール対応端末で受信した場合は、メール本文中に表示されてい 
る UR L を選択して 
を押すことにより、動画を取得することができます｡ 
ｉモーションメール非対応端末へ動画を添付して送信した場合は、ｉモーショ 


ンが連続静止画に変換され、UR L の記載されたメールとして受信されます。 


受信者は表示されているUR Lを選択すると連続静止画を取得することができ 


ます。また、音声を添付して送信した場合、添付データは削除され、メール本 


文に［添付ファイル削除］と通知されます。 


• ｉモーションメールセンターでは最大 1 0 日間画像が保存され、保存期間 


を過ぎると自動的に削除されます。 
• ｉモーションメール対応端末が受信できるのは、最大5 0 0 K バイトまでの 


動画です。取得した動画はｉモーションメール対応端末の画面に合わせて 


サイズを自動的に変換します。 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
端 
末 
の 
メ 
ー 
ル 
機 
能 
に 
つ 
い 
て 


添 付 動 画 
として 送 信 


ｉモ ードメー ル 
として 送 信 


1 添 付 動 画 の 
　 UR Lを 記 載 
　したメー ル 


3 添 付 動 画また は 
　 連 続 静 止 画データ 


パソコンなど 
ｉモードセンター 


イ 
ン 
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト 



ｉモーション 
メールセンター 


2メー ル 上 のＵＲＬ 
　(Ｗｅｂ Ｔｏ)を 選 択 


ｉモーションメール対応 
ＦＯＭＡ端 末 


ｉモーション 


メール対応 
ＦＯＭＡ端末 


ｉモーション 


メール 
非対応端末 
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S MS （ショートメッセージ）について 


FOMA 端末間で文字メッセージをやりとりできます。 


● S MS を送信する→ P 3 7 2 


● S MS を受信したとき→ P 3 7 8 


● S MS 問合せ方法→ P 3 7 9 


● 海外からは S MS の文字メッセージを送受信できません。 


お知らせ 


S MS （ショートメッセージ）の宛先 


S MS の宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。 
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S MS （ショートメッセージ）を受信できないとき 


S MS センターに届いたS MS は、すぐにお客様のFOMA 端末に送信されます。 


ただし、お客様のFOMA 端末がテレビ電話中、電源が入っていない、圏外など 


で受信できないときは、S MS は S MS センターに保管されます。 


送受信できる文字数 


S MS で送受信できる文字数は次のとおりです。 


※ ：半角の英数字と記号（｡ ｢ ｣ ､ ･ ﾞ ﾟ を除く）を送信できます。 
　　記号（ | ＾ { } [ ] ̃ ¥ ）を入力すると送信できる文字数が少なくなります。 


送信文字種「英語」 


半角 1 6 0 文字※ 


送信文字種「日本語」 


全角・半角を問わず 7 0 文字 


2 0 文字（数字のみ） 


項　目 


宛先 


本文 


● S MS では題名は送信できません。 
● S MS の本文に半角カタカナ、絵文字を使用すると、受信側で正しく表示されない場合があり 
ます。 


お知らせ 


● S MS センターでのS MS の最大保管期間は7 2 時間です。送信者が保管する有効期間を指定 
することもできます。→ P 3 9 0 
● 保管期間が過ぎた S MS は自動的に削除されます。 
● S MS センターに保管されている S MS は、S MS 問合せで受信できます。→ P 3 7 9 
● S MS を受信すると、S MS センターに保管されていたS MS は削除されます。受信したS MS 
は F OMA 端末に保存されます。→ P 3 8 0 


お知らせ 
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こんなこともできます 


■ 送達通知 


送信したS MS が相手に届いたかどうかを知らせる送達通知を受け取ること 


ができます。→ P 3 9 0 


■ FOMA カードへの保存 


受信したS MS や送信したS MS をFOMA カードに保存できます。→P 3 8 4 
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簡単な操作でｉモードメールを作成し 
て送信します＜簡単メール作成・送信＞ 


簡単な操作方法でｉモードメールを作成して送信することができます。 
1 待受画面で U を 1 秒以上押す 


2 
を押す 


● 前回、簡単メール作成でメールを作成した場合は、 


操作 3 の画面が表示されます。 
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4「1 文章のみ送る」を押す 


■ 音声を添付するとき（音声メール） 


「2 音声を送る」を押す 


• 以降は「■ 音声を添付するとき（音声メール）」の操作②～⑤と同様の操作 


（→ P 3 3 3 ）を行います。操作後に操作 4 の画面が表示されます。 


■ 写真をその場で撮影して添付するとき 


「3 写真を送る」「1 今から撮影する」を押す 


• 以降は「■ 写真をその場で撮影して添付するとき」の操作②～④と同様の 


操作（→ P 3 3 4 ）を行います。操作後に操作 4 の画面が表示されます。 


■ 写真をアルバムから選択して添付するとき 


「3 写真を送る」「2 アルバムから選ぶ」を押す 


• 以降は「■ 写真をアルバムから選択して添付するとき」の操作②と同様の操作 


（→ P3 3 5 ）を行います。操作後に操作 4 の画面が表示されます。 


■ ビデオをその場で撮影して添付するとき（ｉモーションメール） 


「4 ビデオを送る」「1 今から撮影する」を押す 


• 以降は「■ ビデオをその場で撮影して添付するとき（ｉモーションメール）」 


の操作②～⑤と同様の操作（→P3 3 5 ）を行います。操作後に操作4 の画面 


が表示されます。 


■ ビデオをアルバムから選択して添付するとき（ｉモーションメール） 


「4 ビデオを送る」「2 アルバムから選ぶ」を押す 


• 以降は「■ ビデオをアルバムから選択して添付するとき（ｉモーションメー 


ル）」の操作②～③と同様の操作（→ P 3 3 6 ）を行います。操作後に操作 4 


の画面が表示されます。 


3「1 切替える」を押す 
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6「3 次へ進む」を押す 


■ 電話帳から選択するとき 


①「1 電話帳から選ぶ」 検索方法を選択 
を押す 


電話帳の検索結果の一覧が表示されます。 


• FOMA カードの電話帳から選択する場合は 
を押します。 


• 検索方法→ P 1 3 4 


② 送信する相手を選択 
を押す 


送信する相手のメールアドレス画面が表示されます。 


③ メールアドレスを選択 
を押す 


操作 4 の画面に戻ります。「3 次へ進む」を押すと操作 6 の画面が表示さ 


れます。 


■ 追加した宛先を編集するとき 


• 新しくメールを作成する場合や追加した宛先がない場合は操作できません。 


① 操作 4 で「4 他アドレス編集」 編集するアドレスを選択 
を押す 


宛先入力画面が表示されます。 


② 宛先を編集 
を押す 


操作 4 の画面に戻ります。「3 次へ進む」を押すと操作 6 の画面が表示さ 


れます。 


● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 


● ｉモード端末にメールを送信するときは、メール 


アドレスの「@doc omo.ne.jp」は省略できます。 


● 英字入力モード時に 1： 


「＠」「．」「 - 」などを入力できます。 


● 英字入力モード時に *： 


「doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを入 


力できます。 


5「2 直接入力する」 
宛先を入力 
を押す 
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● 全角で最大 1 5 文字、半角で最大 3 0 文字入力で 


きます。 


● 
：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 3 0 


7「1 直接入力する」 
題名を入力 
を押す 
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8「3 次へ進む」を押す 


■ 操作 4 で音声を添付したとき 


左の画面が表示されます。 
• 題名には「音声メール」、本文には「音声付メー 


ルです。」と入力されています。 


「1 このまま送信」 ： 


このままｉモードメール（音声メール）を 


送信します。操作 1 3 に進みます。 


「2 題名本文を変更」： 


題名と本文を変更します。操作6 の画面が 


表示されます。 


■ 例文から選択するとき 


①「2 例文から選ぶ」 例文を選択 
を押す 


例文を読み込んだ旨のメッセージが表示されます。 


• 題名を入力していた場合は、上書きするかどうかの確認画面が表示され 


ます。 


「1 上書きする」 ：入力済みの文章を消去して例文を読み込みます。 


「2 上書きしない」：例文の選択を中止します。 


② 
を押す 


例文が読み込まれ、操作6 の画面に戻ります。「3次へ進む」を押すと操作 


8 の画面が表示されます。 
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12「1 送信する」を押す 


ｉモードメールが送信されます。 


送信が終了すると、送信した旨のメッセージが表示されます。 


● 接続中画面で 
：接続を中止します。 


● 送信中画面で 
：送信を中止します。ただし、タイミングによっては送 


信されることがあります。 


13 
を押す 


待受画面に戻ります。 
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9「1 本文を編集する」 
本文を入力 
を押す 


10「2 次へ進む」を押す 


11 内容を確認 
を押す 


「1 送信する」 
：ｉモードメールを送信します。 


「2 保存して終了」：作成したｉモードメールを「未 


送信のメールを見る」に保存し 


て終了します。 


● 
：作成したｉモードメールを修正します。 


● 全角で最大5 0 0 0 文字、半角で最大1 0 0 0 0 文字 


入力できます。 


● 
：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 3 0 


● # ：文中で改行することができます。改行も 


本文の文字数に含まれます。 


● 簡単メール作成・送信についての注意事項は「ｉモードメールを作成して送信します」のお 
知らせをご覧ください。→ P 3 2 7 


お知らせ 
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2 T o（宛先）欄を選択 
を押す 


3「2 直接入力する」 
宛先を入力 
を押す 


● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 


● ｉモード端末にメールを送信するときは、メール 


アドレスの「@doc omo.ne.jp」は省略できます。 


● 英字入力モード時に 1：「＠」「．」「 - 」など 


を入力できます。 


● 英字入力モード時に *：「d o c o m o .n e .jp 」 


「.c om」 
「.or.jp」など 


を入力できます。 


■ 電話帳から選択するとき 


①「1電話帳から選ぶ」 検索方法を選択 


を押す 


電話帳の検索結果の一覧が表示されます。 


• F OMA カードの電話帳から選択する場合は 


を押します。 


• 検索方法→ P 1 3 4 


ｉモードメールを作成して送信します。 
1 待受画面で U を 1 秒以上押す 


ｉモードメールを作成して送信しま 
す＜ｉモードメール作成・送信＞ 


● 簡単メール作成画面が表示されたときは、 


「1 切替える」を押します。 
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5 本文欄を選択 
本文を入力 
を押す 


6「送信する」を選択 
を押す 


ｉモードメールが送信されます。 


送信が終了すると、送信した旨のメッセージが表示されます。 


● 接続中画面で 
：接続を中止します。 


● 送信中画面で 
：送信を中止します。ただし、タイミングによっては送 


信されることがあります。 


■ 署名付きで送信するとき 


3 を押す 


本文の最後に署名が挿入されて送信されます。 
• 署名はあらかじめ登録しておく必要があります。→ P 3 6 8 
• 署名の文字数も本文の文字数に含まれます。 


● 全角で最大5 0 0 0 文字、半角で最大1 0 0 0 0 文字 


入力できます。 


● 
：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 3 0 


● # ：文中で改行することができます。改行も 


本文の文字数に含まれます。 


② 送信する相手を選択 
を押す 


送信する相手のメールアドレス画面が表示され 


ます。 


③ メールアドレスを選択 
を押す 


操作1 の画面に戻ります。電話帳に登録した名 


前がT o（宛先）欄に入力されています。操作4 


に進みます。 


4 題名欄を選択 
題名を入力 
を押す 


● 全角で最大 1 5 文字、半角で最大 3 0 文字入力で 


きます。 


● 
：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 3 0 
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● メールの保存領域に空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、メールを作成でき 
ない旨のメッセージが表示され、ｉモードメールを作成できません。 
「未送信のメールを見る」 
から不要なｉモードメール、S MS を削除してください。→ P 3 4 3 、P 3 9 5 
● データを添付しているときは、本文に入力できる文字数が減ります。 
● 半角カタカナ、絵文字は正しく表示されない場合がありますので、ｉモード端末（mova 含 
む）どうしのやりとり以外には使用しないでください。 
● 一部の絵文字は、相手のｉモード端末の機種によっては正しく表示されない場合があります。 
● 電波状況により、相手に文字が正しく表示されない場合があります。 
● 送信が正常に終了したときは、ｉモードメールが「送信したメールを見る」に保存されます。 
送信メールの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、保護されてい 
ない古い送信メールから順に上書きされます。残しておきたい送信メールは保護してくださ 
い。→ P 3 4 3 、P 3 9 8 
● 送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、ｉモードメールが「未送信のメールを 
見る」に保存されます。「未送信のメールを見る」からｉモードメールを編集して送信できま 
す。→ P 3 4 3 
● ｉモードメールを正常に送信できていても、電波状況によっては「送信できませんでした」と 
いうエラーメッセージが表示されることがあります。 
● ドコモ以外のメールアドレスにｉモードメールを送信した場合、宛先不明などのエラーメッ 
セージを受信できないことがあります。 
● F OMA 端末電話帳の検索結果一覧からメールアドレスを複数登録している相手を選択して 
メールを作成すると、1 件目に登録しているメールアドレスが T o（宛先）に設定されます。 
2 件目以降に登録しているメールアドレスを設定する場合は、F OMA 端末電話帳の詳細画面 
を表示し、2 件目以降のメールアドレスを選択してから作成します。→ P 1 3 9 


お知らせ 


2 メールを送信する相手を選択 
「2メールを作る」 
を押す 


電話帳に登録した名前が入力されます。 


● ｉモードメール作成方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 
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電話帳を表示してｉモードメールを作成します 


電話帳の検索結果一覧から、ｉモードメールを作成します。 


● 電話帳データにメールアドレスを登録していない場合は、本機能を使用でき 


ません。 


1 電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


7 
を押す 


待受画面に戻ります。 
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● 同じ宛先は設定できません。同じ宛先を設定しようとすると、すでに入力済みである旨のメッ 
セージが表示されます。 
●「T o」と「C c 」に入力したメールアドレスは、受信側に表示されます。ただし、受信側の端 
末や機器、メールソフトなどによっては、表示されない場合があります。 


お知らせ 


宛先を追加します＜宛先追加＞ 


ｉモードメールを最大 5 人の相手に同時に送信（同報送信）できます。 
1 ｉモードメールを作成する 


● 操作方法→ P 3 2 5 操作 1 ～ 5 


2 
「7 宛先を追加」を押す 


3「1T o」～「3Bc c 」のいずれか 1 つの番号を押す 


4 宛先の入力方法を選択し、宛先を入力して送信する 


● 操作方法は、宛先欄が 1 件の場合と同様です。→ P 3 2 5 操作 3 以降 


● 宛先をさらに追加する場合は、操作 2 ～ 4 を繰り返し行います。 


「1T o」 ：送信相手のメールアドレスを入力します。 


T o に 1 件も入力していないメールは送 


信できません。 


「2C c 」 ：直接の送信相手（T o）以外にメールの内 


容を知らせたい宛先を追加します。 


「3Bc c 」：T oやC c に設定した送信相手に知らせた 


くない宛先を追加します。入力したメー 


ルアドレスは他の送信相手には表示され 


ません。 


● 宛先の T o、C c 、Bc c を変更する場合は、変更す 


る宛先を選択 
｢9 宛先種別を変更｣ 
変 


更する宛先の種類を押します。 


● 追加した宛先を削除する場合は、削除する宛先を 


選択 
「8宛先を削除」「1削除する」を 


押します。 
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ツ 
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タ 
ッ 
チ 
メ 
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よく送る相手にボタン 2 つでメール 
を作成します＜ツータッチメール＞ 


頻繁にｉモードメールや S MS を送信する相手の電話番号やメールアドレスを 


FOMA 端末電話帳番号（→ P 1 2 3 ）の 0 ～ 9 に登録しておくと、ボタンを 2 


つ押すだけで、簡単にｉモードメールやS MS の作成画面を表示させることがで 


きます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。 


→ P 1 9 3 


1 待受画面で電話帳番号（0 ～ 9）を入力 
U 
を押す 


2 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 


■ S MS 作成画面を表示するとき 


① 電話帳番号（0 ～ 9）を入力 
U を 1 秒以上押す 


入力した電話帳番号に登録した名前が宛先に入力されてS MS 作成画面が 


表示されます。 


② S MS を編集して送信する 
• 操作方法→ P 3 7 3 操作 4 ～ 6 


● 入力した電話帳番号の電話帳データに電話番号やメールアドレスを登録していない場合や、電 


話帳データを登録していない場合、宛先がない／該当する電話帳データがない旨のメッセージ 


が表示されます。 
を押すと、宛先が設定されていないｉモードメール／ S MS 作成画面 


が表示されます。 


● 複数の電話番号やメールアドレスを登録している相手を選択してメールを作成すると、1 件 


目に登録している電話番号やメールアドレスが T o（宛先）に設定されます。 


お知らせ 


電話帳に登録した名前 
が入力されます。 


電話帳番号 


330 


メ 
ー 
ル 


作成中のｉモードメールを保存しておき、 
あとで送信します＜ｉモードメール保存＞ 


作成中のｉモードメールを送信せずに保存したり、保存したｉモードメールを再 


編集して送信したりできます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
保 
存 


作成中のｉモードメールを保存します 


作成途中のｉモードメールを送信せずに保存しておきます。 


● 宛先、題名、本文、添付データのいずれかを入力、設定すると保存できます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 ｉモードメールを作成する 


● 操作方法→ P 3 2 5 操作 1 ～ 5 


2 
「2 保存する」を押す 


メールを保存した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● ｉモードメールが「未送信のメールを見る」に保存されます。→ P 3 4 3 


送信／保存したｉモードメールを編集・送信します 


送信したｉモードメールや、送信せずに保存したり送信に失敗したりしたｉモー 


ドメールを、編集して送信できます。 


〈例〉未送信メールを再編集するとき 
1 待受画面で U 
「4 未送信のメールを見る」を押す 


未送信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールを再編集する場合は、U 「5送信したメールを見る」を押 


し、フォルダを選択 
を押します。 
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2 編集するｉモードメールを選択 
を押す 


3 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 
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● 送信したメールを再編集するときは、編集する 


ｉモードメールを選択 
を押します。 


● 送信メール詳細画面からも同様にして編集できます。 


● 送信メールや未送信メールを編集して送信する場合、1 件ずつしか送信できません。 
● 添付メロディを自動演奏するように設定している場合は、メロディが添付されている送信メー 


ルを表示すると、 
「電話を受けた時の音量を調節する」で設定している音量で自動的に再生さ 
れます。再生を止めるときは 
を押します。→ P 8 9 、P 3 7 1 


お知らせ 


ｉモードメールに画像やメロディを添付したり、FOMA 端末で撮影した写真や 


ビデオ、音声を添付したりして、送信できます。 


● 添付可能なデータは次のとおりです。 


ｉモードメールで静止画やメロディ、動画／ 
ｉモーション、音声を送信します 


データの種類 


メロディ 


1 0 0 0 0 バイト以内の 
画像※ 1 


1 0 0 0 0 バイトを超え 
る、5 0 0 K バイトまで 
の画像※ 1 


5 0 0 K バイトまでの動 
画／ｉモーション※ 2 


音声※ 3 


1 件のメールに 
添付可能な最大 
件数 


1 0 件※ 4 


1 件 


添付の条件 


MFi 形式（→ P 3 6 1 ）のメロディ 
データは添付できません。 


画像（GIF、J P E G）、アニメーション 
（GIF）のみ添付できます。 


画像（J P E G）のみ添付できます。 


再生制限が設定（→P 4 3 7 ）されてい 
るものは添付できません。※ 5 


　　　　　　　　ー 
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※ 1 ：受信側の端末やパソコンなどの機器によって、UR Lが記載されたメールとして受 
信したり、添付ファイルとして受信したりします。また、画像が正しく受信しな 
かったり、粗く表示される場合があります。 
※ 2 ：受信側の端末や機器によって、動画が粗くなったり、連続静止画に変換されたり 
して表示される場合があります。 
※ 3 ：ｉモーションとして送信されます。ｉモーションメール非対応端末へ送信した場 
合、添付データは削除されます。相手の端末では本文に［添付ファイル削除］と 
表示され、音声を聞くことはできません。 
※ 4 ：画像とメロディを合計最大1 0 件、メール本文を含め最大1 0 0 0 0 バイト添付で 
きます。ただし、添付データのサイズによっては、添付可能な最大件数は少なく 
なります。 
※ 5 ：再生制限が設定されていないファイルでも添付できない場合があります。 
● 本文（添付したメロディ・画像を含む）の残りのデータ量が全角 1 0 0 文字 


（半角 2 0 0 文字）分未満の場合は、動画／ｉモーション、音声、1 0 0 0 0 バ 


イトを超える画像を添付できません。 


● メール添付や F OMA 端末外への出力が禁止されているデータ（この端末で 


ファイル制限を「設定する」にした画像を除く）、FOMA カード動作制限機能 


が設定されているデータは添付できません。 


● mova サービスのｉモード端末へ送信する場合は、J P E G 形式の画像（最大 


5 0 0 K バイト）1 枚のみ添付できます。送信相手の端末には UR L の記載さ 


れたメール（ｉショットメール）として受信されます。その際、送信できる 


メール本文の文字数は全角で最大 1 8 4 文字（3 6 9 バイト）です。それ以外 


の添付データは削除されます。 


1 メール作成画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 2 5 操作 1 


2 
「4 添付データ」 「1 追加する」を押す 


3「1 音声」～「4 メロディ」のいずれか 1 つの番号を押す 


● 録音済みの音声を添付する場合は「■ ビデオをアルバムから選択して添付 


するとき（ｉモーションメール）」の操作を行います。→ P 3 3 6 
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■ 音声を添付するとき（音声メール） 


• 音声は送話口から録音されます。周囲の雑音が少ないできるだけ静かな所 


で録音してください。 
• 音声は 1 件につき約 6 0 秒録音できます。 
• 音声録音中にボタン操作を行うと、操作音が録音されることがあります。 


①「1 音声」を押す 


② 
を押す 


録音確認音（ビデオのシャッター音）が鳴り録音 


が開始され、着信ランプが赤色で約5 秒間隔で点 


滅します。 


• 録音終了までの時間の目安が 0 0 ：0 0 ：0 0 に 


なると、録音が自動的に終了して操作③の画面 


が表示されます。 


• 
：録音が休止／再開されます。 


音声録音画面が表示されます。 


着信ランプが緑色で約 5 秒間隔で点滅します。 


録音（保存）できる残り時間の目安 


録音終了までの時間の目安 
録音終了までの目安 


● 次の操作を行った後に操作 4 に進みます。 


操　作 


■ 音声を添付するとき（音声メール） 


■ 写真をその場で撮影して添付するとき 


■ 写真をアルバムから選択して添付するとき 


■ ビデオをその場で撮影して添付するとき（ｉモーション 
メール） 


■ ビデオをアルバムから選択して添付するとき（ｉモーショ 
ンメール） 


■ メロディを添付するとき 


参照先 


下記 


P 3 3 4 


P 3 3 5 


P 3 3 5 


P 3 3 6 
　 


P 3 3 7 
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③ 
を押す 


④ 
を押す 


録音した音声を保存した旨のメッセージが表示されます。 


⑤ 
を押す 


メール作成画面に戻ります。録音した音声が添付されています。 
• 録音した音声は「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォ 


ルダにビデオとして保存されます。→ P 4 3 1 


■ 写真をその場で撮影して添付するとき 


①「2 写真」「1 今から撮影する」を押す 


② 被写体にカメラを向けて 
を押す 


③ 
を押す 


写真を保存した旨のメッセージが表示されます。 


④ 
を押す 


メール作成画面に戻ります。撮影した写真が添付されています。 
• 撮影した写真は「写真のアルバムを見る」の「撮影した写真」フォルダ 


に保存されます。→ P 4 1 8 


終了確認音が鳴り、録音が終了します。 


• 
：録音した音声を保存せずに音声録音画 


面に戻ります。 
• 
：録音した音声を確認できます。 
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撮影確認音（シャッター音）が鳴り、着信ランプ 


が赤色で点滅して撮影されます。 
• 
：撮影した写真を保存せずに写真撮影画面 


に戻ります。 


写真撮影画面が表示されます。 


着信ランプが緑色で約 2 秒間隔で点滅します。 


• 
：撮影時の設定ができます。→ P 2 3 6 


ただし、次の設定ができません。 


−「ビデオを撮影」に切り替えの設定 
−「写真の大きさ」の設定（写真の大きさは「S 


サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」固定です） 
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■ 写真をアルバムから選択して添付するとき 


• 添付できない画像は選択できません。 


①「2 写真」「2 アルバムから選ぶ」を押す 


② フォルダを選択 
画像を選択 
を押す 


メール作成画面に戻ります。選択した画像が添付されています。 
• 選択した画像のデータサイズによっては、送信方法を選択する画面が表 


示されます。選択する画面については「画像を添付してｉモードメール 


を作成します」のお知らせをご覧ください。→ P 4 2 0 


■ ビデオをその場で撮影して添付するとき（ｉモーションメール） 


• ビデオ撮影中にボタン操作を行うと、操作音が録音されることがあります。 


①「3 ビデオ」「1 今から撮影する」を押す 


② 被写体にカメラを向けて 
を押す 


ビデオ撮影画面が表示されます。 


着信ランプが緑色で約 3 秒間隔で点滅します。 


• 
：撮影時の設定ができます。→ P 2 3 6 


ただし、次の設定ができません。 


−「写真を撮影」に切り替えの設定 


−「サイズを制限」の設定（サイズの制限は 


「メール添付」固定です） 


現時点で撮影（保存）できる残りの最大撮影時間の目安が 
表示されます。 


撮影確認音（シャッター音）が鳴り撮影が開始さ 


れ、着信ランプが赤色で約3 秒間隔で点滅します。 


• 撮影終了までの時間の目安が 0 0 ：0 0 ：0 0 に 


なると、撮影が自動的に終了して操作③の画面 


が表示されます。 


• 
：撮影が休止／再開されます。 


撮影終了までの目安 


撮影終了までの時間の目安 
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③ 
を押す 


④ 
を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


⑤ 
を押す 


メール作成画面に戻ります。撮影したビデオが添付されています。 
• 撮影したビデオは「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォ 


ルダに保存されます。→ P 4 3 1 


■ ビデオをアルバムから選択して添付するとき（ｉモーションメール） 


• 添付できない動画／ｉモーションは選択できません。 


①「3 ビデオ」「2 アルバムから選ぶ」を押す 


② フォルダを選択 
動画／ｉモーションを選択 
を押す 


③「1 このまま送る」を押す 


メール作成画面に戻ります。選択した動画／ｉモーションが添付されてい 


ます。 


終了確認音が鳴り、撮影が終了します。 


• 
：撮影したビデオを保存せずにビデオ撮影 


画面に戻ります。 


• 
：撮影したビデオを確認します。 


「1 このまま送る」 ：ビデオをそのまま添付し 


ます。 


「2 内容を確認する」：ビデオの内容を確認でき 


ます。 


「3 送信を中止する」：ビデオの添付を中止しま 


す。 


• 選択した動画／ｉモーションのデータサイズが 


3 0 0 K バイトを超える場合、送信方法を選択す 


る画面が表示されます。選択する画面について 


は「動画／ｉモーションを添付してｉモード 


メールを作成します」のお知らせをご覧くださ 


い。→ P 4 3 4 
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■ メロディを添付するとき 


• 添付できないメロディは選択できません。 


①「4 メロディ」を押す 


② フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


メール作成画面に戻ります。選択したメロディが添付されています。 


4 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 2 5 
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● 音声録音画面／ビデオ撮影画面上の時間表示は目安です。録音や撮影するものにより誤差が 
生じます。 


● 音声／写真／ビデオの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要 
な写真／ビデオを削除するかどうかの確認画面が表示されます。録音／撮影する場合は、画 


面の指示に従い F OMA 端末内のデータを削除します。→ P 5 9 8 
● 音声録音中に休止操作を繰り返し行うと、録音できる時間が短くなる場合があります。 


● 音声録音／ビデオ撮影中に充電を開始すると、設定によっては充電の開始を知らせる音が記 
録されます。→ P 1 6 5 
● 音声録音／ビデオ撮影中にメール着信があっても、録音／撮影を継続したままメールを受信 


できますが、録音／撮影終了までの時間表示の更新が遅くなる場合があります。 


● 音声録音／ビデオ撮影中（休止中を含む）に電話がかかってきたり、F OMA 端末を折り畳ん 
だりすると、その時点で録音／撮影が中止されます。その後に電話を切ったり、F OMA 端末 
を開くと、撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されます。 


● 音声録音／ビデオ撮影中に目覚ましの設定時刻になった場合、その時点で録音が中止されア 
ラームが鳴ります。アラームを解除すると撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されます 
が、録音／撮影したデータの最後にアラーム音が記録されることがあります。 


● 音声録音／ビデオ撮影中に電池が切れそうになると、電池残量警告音が鳴り、録音／撮影が 


中止されます。その際、撮影したデータの最後に電池残量警告音が録音されることがありま 
す。 
● メロディを送信する場合、受信側が F OMA F 8 8 1 iE S 、F 8 8 0 iE S 、F 9 0 1 iS 、F 9 0 1 iC 、 


F 9 0 0 iC 、F 9 0 0 iT 、F 9 0 0 i、F 7 0 0 iS 、F 7 0 0 i 以外の場合は受信したメロディを正しく再 
生できない場合があります。 


● メールに添付されたｉモーションをパソコンなどで再生する場合は、対応のソフトが必要で 
す。詳細はドコモのホームページをご覧ください。 


お知らせ 
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3「2 解除する」を押す 


解除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ 添付データを追加するとき 


「1 追加する」 追加するデータを選択する→ P 3 3 2 操作 3 以降 


■ 添付データを全件解除するとき 


「3 全て解除する」を押す 


4「1 解除する」を押す 


添付データが解除されます。 


●「2 解除しない」：添付データの解除を中止します。 


添付データを追加／解除する 


〈例〉添付データを 1 件解除するとき 
1 データが添付されているメール作成画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 3 2 操作 1 ～ 3 


2 解除する添付データを選択 
「4 添付データ」を 
押す 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
で 
静 
止 
画 
や 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
、 


動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
、 
音 
声 
を 
送 
信 
し 
ま 
す 
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● 
：例文の本文を確認できます。 


● LR：前後のページを表示できます。 


メ 
ー 
ル 
例 
文 


例文を利用してメールを作成します 
＜メール例文＞ 


例文は、本文の先頭に同じ文章を入れたり、類似の内容を何度も送信したりする 


ために、あらかじめｉモードメールの内容を登録しておく機能です。例文を呼び 


出して内容を追加・修正するだけで、簡単にｉモードメールを作成できます。 


● お買い上げ時は次の例文が登録されています。 


題　名 


電話ください 


もうすぐ着きます 


今、行きます 


到着が遅れます 


遅くなります 


急用ができました 


電車の中です 


御礼申し上げます 


ご無沙汰してます 


今から帰ります 


本　文 


手が空いたら連絡ください。 


駅まで迎えに来てください。 


今、待ち合わせ場所に向かっています。 


すみません、待ち合わせに遅れます。 


ご飯はいりません。また連絡します。 


急用ができました。また連絡します。 


今、電車の中なので、後で連絡します。 


先日は有難うございました。楽しかったです。 


ご無沙汰しています。お暇なときにでもメールください。 


時ごろ家につきます。 


● S MS には使用できません。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、電話帳に登録していない宛 


先が入力されている例文は読み込むことができません。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



例文を使ってｉモードメールを作成します 
1 待受画面でU 
「3例文を使ってメールを作る」を押 
す 
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● LR：前後のページを表示できます。 


2 読み込む例文を選択 
を押す 


3 内容を追加・修正して送信する 


● 操作方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 


メ 
ー 
ル 
例 
文 


例文の内容がメール作成画面に設定されます。 


例文を編集して保存します 


FOMA 端末に保存されている例文の内容を変更します。 


● お買い上げ時に登録されている例文を変更しても、お買い上げ時の内容に戻 


すことができます。→ P 3 4 2 


1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「4 例文を 
編集する」を押す 


2 編集する例文を選択 
「1 編集する」を押す 


● 編集方法はｉモードメールを作成する場合と同様 


です。→ P 3 2 5 操作 2 ～ 5 
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メ 
ー 
ル 
例 
文 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



作成したｉモードメールを例文として保存します 


FOMA 端末に保存されている例文に、作成した例文を上書き保存します。 


● 宛先、題名、本文のいずれかを設定すると登録できます。 


● 最大 1 0 件登録できます。 


● 添付データは例文に保存できません。 


● お買い上げ時に登録されている例文に上書きしても、お買い上げ時の内容に 


戻すことができます。→ P 3 4 2 


1 メール作成画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 2 5 操作 1 


3 編集した後に 
を押す 


4 保存先の例文を選択 
を押す 


例文を上書きするかどうかの確認画面が表示されます。 


5「1 上書きする」を押す 


例文を上書きした旨のメッセージが表示されます。 


●「2 編集に戻る」：例文の保存を中止します。 


6 
を押す 


例文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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例文をお買い上げ時の状態に戻します 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「4 例文を 
編集する」を押す 


例文一覧が表示されます。 


メ 
ー 
ル 
例 
文 


2 例文に保存する内容を作成する 


3 
「6 例文を使う」 「2 例文に保存」を押す 


4 保存先の例文を選択 
を押す 


例文に保存するかどうかの確認画面が表示されます。 


5「1 保存する」を押す 


例文を保存した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 保存しない」：例文の保存を中止します。 


6 
を押す 


メール作成画面に戻ります。 


● 
「1 保存して終了」 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 作成方法→ P 3 2 5 操作 2 ～ 5 
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● 未送信メールを表示する場合は、U 「4未送 


信のメールを見る」を押します。操作3 に進みます。 


● LR：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態は、次のマークで確認できます。 


保護メール数／全メール件数 


マーク 


（グレー） 


（ブルー） 


説　明 


メールが保存されていないフォルダ 


メールが保存されているフォルダ 


〈例〉送信したメールを見るとき 
1 待受画面で U 
「5 送信したメールを見る」を押す 


未送信／送信したｉモードメールを 
見ます＜未送信／送信メール＞ 


● LR：メールが複数ページある場合は、前 


後のページを表示できます。 


● 宛先を電話帳に登録しているときは電話帳に登録 


した名前が表示されます。→ P 1 1 9 


フォルダ名 
メール番号／フォルダ内件数 


送信日時（送信当日：時刻　当日以外：日付）、宛先、 
題名 


2 フォルダを選択 
を押す 


メ 
ー 
ル 
例 
文 
／ 
未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



2 初期化する例文を選択 
「2 初期状態に戻す」 


「1 選択 1 件」を押す 


お買い上げ時の状態に戻した旨のメッセージが表示されます。 


● すべての例文をお買い上げ時の状態に戻すときは、 
「2初期状態に 


戻す」「2 全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


3 
を押す 


例文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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3 表示するｉモードメールを選択して 
を押す 


状態マーク、添付／ S MS マーク、メール番号／件数 


● 未送信メール一覧でメールを選択 
を押す 


と、メール編集画面が表示されます。→ P 3 3 0 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● メール本文は、次のマークで確認できます。 


説　明 


通常のｉモードメール 


保護されたメール 


歩数自動送信メール 


1 0 0 0 0 バイト以内の画像が添付 


メロディが添付されたメール 


1 0 0 0 0 バイト以内の画像とメロディが添付 


録音した音声、ｉモーションが添付 


1 0 0 0 0 バイトを超える画像が添付 


S MS 


マーク 


状　態 


添　付※ 


S MS 


表示なし 


※ ：複数のデータが添付されている場合は、 
または 
が優先して表示されます。 


● メールの状態は、次のマークで確認できます。 


マーク 
説　明 


送信した日時 


送信先のアドレスまたは電話帳に登録し 
た名前 


送信先のアドレスまたは電話帳に登録し 
た名前→ P 3 2 8 


題名 


● 送信日時・保存日時を表示するには、日付・時刻の設定が必要です。→ P 5 8 


お知らせ 


未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


● 添付データがある場合は、本文の最後に添付マー 


ク、データ名、データサイズが表示されます。 


→ P 3 5 5 、P 3 5 9 、P 3 6 1 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
受 
信 


送信されてきたｉモードメールを自動的に受信し、画面表示や着信音、バイブ 


レータ、着信ランプでお知らせします。受信したｉモードメールは「受信した 


メールを見る」に保存されます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 ｉモードメールを受信する 


2 ｉモードメールの受信結果が表示される 


ｉモードメールを受信したときは 
＜ｉモードメール受信＞ 


と 
が点滅し、左の画面が表示されます。 


● メール受信中に 
を押すと受信を中止できます 


が、受信中の状況によってはメールを受信する場 


合があります。 


が点灯してメール着信音が鳴り、着信ランプが点 


滅します。 


● 受信結果画面が表示されてから約 1 5 秒間、また 


はメール着信音が鳴り終わるまでの間（鳴らす時 


間を 1 5 秒以上に設定している場合）何も操作し 


ないと、自動的に受信前の画面に戻ります。 


● すぐに受信前の画面に戻すときは C を押しま 


す。 


● 待受画面に戻ると 
が消えます。 


■ 受信したメールをすぐに確認するとき 


「1 メール」を押す 


受信メールのフォルダ一覧が表示されます。 


→ P 3 5 1 


■ 受信に失敗したとき 


「1 メール」の後ろに「× 」が表示されます。 
• メールを受信し直すには、 
「届いているメール・ 


メッセージを受信する」を行ってください。 


→ P 3 4 9 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● F OMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに受信状態が表示されます。→P 4 0 
● F OMA 端末電話帳にメール着信設定のある相手からｉモードメールを受信した場合は、その 
設定に従って動作します。 
• 電話帳との照合については「名前の表示について」をご覧ください。→ P 1 1 9 
• 複数のｉモードメールを同時に受信したときは、最後に受信したｉモードメールに設定さ 
れている条件に従いメール着信音が動作します。 
● 受信メールの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、古い受信メー 
ルから順に上書きされます。ただし、未読メールと保護されているメールには上書きされま 
せん。残しておきたい受信メールは保護してください。→ P 3 9 8 
未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯で上書きできないときは、ｉモードメー 
ルの受信は中止され、画面には 
や 
のマークが表示されます。→ P 3 6 
● ｉモードセンターにｉモードメールが残っているときは、 
や 
のマーク（→ P 3 6 ）が表 
示されます。ただし、ｉモードメールがあっても表示されない場合もあります。また、ｉモー 
ドセンターの保管件数（→P 3 1 6 ）が満杯になったときは、マークが 
や 
に変わります。 
ｉモードセンターに残っているｉモードメールを受信する場合は、「届いているメール・メッ 
セージを受信する」（→ P 3 4 9 ）または「メール選択受信を行う」（→ P 3 4 8 ）を行ってくだ 
さい。ただし、受信メールが最大保存件数まで達しているときは、あらかじめ未読メールの内 
容を見る（→ P 3 5 1 ）、不要なメールを削除する（→ P 3 9 5 ）、保護を解除する（→ P 3 9 8 ） 
などを行う必要があります。 
● 新しいｉモードメールが届いたときには、ｉモードセンターで保管している他のｉモードメー 
ルもあわせて受信します。 
●「メール選択受信を設定する」を「利用する」に設定すると、メールを自動的に受信せずに、 
必要なメールだけを選択して受信できます。→ P 3 4 7 、P 3 4 8 
● 極端に容量の大きいｉモードメールは、ｉモードセンターで受け付けずに送信者に返信され 
ることがあります。 
● ｉモードメールではメロディや画像を添付データとして送受信できます。対応していない添 
付データはｉモードセンターで削除されます。添付データが削除された場合は、題名の下に 
［添付ファイル削除］と表示されます。 
● 受信メールのデータ量（文字数、添付ファイル）が、オプション設定のメールサイズ制限で 
設定した文字数（データ量）より大きい場合、添付ファイルはｉモードセンターで削除され、 
受信できません。添付可能なデータ量→ P 3 3 1 
● パソコンなど、デコメール対応F OMA 端末以外から装飾されたメールを受信すると、装飾が 
正しく表示されない場合があります。 
● ｉモーションメールを受信した場合は、動画／ｉモーションデータはｉモーションメールセ 
ンターに保存されます。 
● ｉモードメールを受信すると、ｉモードセンターのｉモードメールは削除されます。 
● 次のような場合に送られてきたｉモードメールは、ｉモードセンターに保管されます。 
• 電源が入っていないとき 
• テレビ電話中 
• セルフモード中 
• F irs tP as s センター接続中 
• 受信に失敗したとき 
• ｉモード圏外のとき 
• S MS 受信中 
• メール選択受信設定が「利用する」に設定されているとき 
• 未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯のとき 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）のときや個人の情報表示を制限している 
ときには、メールを自動受信しますが、受信中画面や受信結果画面は表示されず、着信音と 
着信ランプも動作しません。受信したメールを確認するには、他の機能を終了／各制限を解 
除してください。 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
受 
信 
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ｉモードメールを選択して受信します 


送信されてきたｉモードメールを自動受信せずに、選択して受信するように設定 


します。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
を 
選 
択 
し 
て 
受 
信 
し 
ま 
す 


1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「5 メール 
選択受信を設定する」を押す 


2「1 利用する」を押す 


メール選択受信を利用するに設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ｉモードメールを自動で受信しないようにします＜メール選択受信設定＞ 


お買い上げ時 
利用しない 


●「利用する」に設定した場合、送られてきたｉモードメールは 


ｉモードセンターに保管され、F OMA 端末には自動的に配信 


されません。ｉモードセンターにメールが届くと左の画面が 


表示されますが、着信音やバイブレータ、着信ランプは動作 


しません。 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「利用する」に設定しても、S MS 、メッセージ R /F は自動受 
信します。 


お知らせ 


● 
：本機能の動作説明を表示します。 


｢1 利用する｣ 
：メール選択受信を利用します。 


｢2 利用しない｣ ：メール選択受信を利用しません。 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
を 
選 
択 
し 
て 
受 
信 
し 
ま 
す 


必要なメールだけを選択して受信します＜メール選択受信＞ 


ｉモードセンターに保管されているｉモードメールの題名などを確認し、必要な 


メールだけを選択して受信します。不要なｉモードメールを受信せずに削除する 


こともできます。 


● メール選択受信を利用するには、あらかじめ「メール選択受信を設定する」を 


「利用する」に設定しておく必要があります。→ P 3 4 7 


●「メール選択受信を設定する」を「利用する」に設定した場合でも、「届いて 


いるメール・メッセージを受信する」を行うと全メールを受信しますので、不 


要なメールを受信したくない場合には、「問合せ内容を選ぶ」の項目から 


「メール」を外しておいてください。→ P 3 5 0 


1 待受画面で U 
「6 メールがあるか問合せる」 「2 
メール選択受信を行う」を押す 


2 メールごとに「保留」を選択 
「受信」 
「削除」 
「保 


留」のいずれかを選択 
を押す 


ｉモードに接続され、ｉモードセンターに保管され 


ているｉモードメールが一覧表示されます。 


● メールの末尾の絵文字の意味は次のとおりです。 


絵文字 
説　明 


画像データが添付されています。 


メロディデータが添付されています。 


ｉモーションが添付されています。 


●「保留」を選択した場合は、そのままｉモードセン 


ターに保管されます。ｉモード問合せなどで受信 


できます。 


● ページが複数ある場合には、メール一覧の最後に 


表示される「前ページ」 
「次ページ」を選択 


を押すと前後のページを表示できます。 
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3「受信／削除」を選択 
を押す 


4「決定」を選択 
を押す 


「受信」を選択したメールはすぐに受信され、受信結果画面が表示されます。 


→ P 3 4 5 


■ ｉモードセンターに保管されている全メールを 
削除するとき 


「ｉモードセンターから全てのメールを」の「削 


除」を選択 
を押す 


ｉモードメールがあるかどうかを問い 
合わせます＜ｉモード問合せ＞ 


圏外にいた間や電源を切っていた間などにｉモードメールが届いていないかを 


問い合わせます。 


● 電波状態によってはｉモード問合せができない場合があります。 
1 待受画面で U 
「6 メールがあるか問合せる」 「1 
届いているメール・メッセージを受信する」を押す 


ｉモード問合せが実行されます。ｉモードセンターに 


ｉモードメールが保管されていれば受信します。 


● ｉモード問合せ中やメールの受信中に 
を押す 


と、問い合わせを中止できますが、問い合わせの 


状況によってはメールを受信する場合があります。 


● 受信結果画面の操作は自動受信時と同様です。 


→ P 3 4 5 


ただし、この操作でｉモードメールを受信したと 


きは、自動受信時とは異なり、約 1 5 秒経過して 


も元の画面には戻りません。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
を 
選 
択 
し 
て 
受 
信 
し 
ま 
す 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
ド 
問 
合 
せ 
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ｉモードセンターへ問い合わせをする際に、ｉモードメール、メッセージ R /F 


の中から受信する項目を設定します。 


● お買い上げ時はメール、メッセージR 、メッセージF のすべてに 
が付いて 


います。メッセージR やメッセージF の配信を希望しない場合は 
にしてく 


ださい。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「4メー 
ルの詳細を設定する」 「1 問合せ内容を選ぶ」を押す 


2「1 メール」～「3 メッセージ F」の番号を押す 


チェックボックスが 
または 
に切り替わります。 


● すべての項目を解除すると設定できません。 


3 
を押す 


問い合わせを行う項目を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


問い合わせの内容を設定します＜ｉモード問合せ設定＞ 


● 設定状態は次のとおりです。 


：有効 
：無効 


● 
：すべての項目を選択／解除します。 


お買い上げ時 
すべて選択 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
問 
合 
せ 
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状 態 


受 
信 
メ 
ー 
ル 


フォルダ名 


受信日時（受信当日：時刻　当日以外：日付）、送信元、 
題名（S MS ：本文の先頭） 


● LR：メールが複数ページある場合は、前 


後のページを表示できます。 


● 送信元を電話帳に登録しているときは、電話帳に 


登録した名前が表示されます。→ P 1 1 9 


状 態 


説　明 


未読メール 


既読メール 


保護されたメール 


未読メール（返信済み） 


既読メール（返信済み） 


保護されたメール 
（返信済み） 


未読メール（返信不可） 


マーク 


メール番号／フォルダ内件数 


表示なし 


受信したｉモードメールは「受信したメールを見る」に保存されます。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


未読メール数／全メール件数 


● LR ：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態は、次のマークで確認できます。 


マーク 


（グレー） 


（ブルー） 


説　明 


メールが保存されていないフォルダ 


メールが保存されているフォルダ 


未読メールが保存されているフォルダ 


説　明 


既読メール（返信不可） 


保護されたメール 
（返信不可） 


未読メール（転送済み） 


既読メール（転送済み） 


保護されたメール 
（転送済み） 


マーク 


2 フォルダを選択 
を押す 


受信したｉモードメールを見ます 
＜受信メール＞ 


● メールの状態は、次のマークで確認できます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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3 ｉモードメールを選択 
を押す 


状態マーク、宛先マーク、添付マーク、メール番号／フォルダ 
内件数 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● メール本文は、次のマークで確認できます。 


マーク 
説　明 


送信元からどの宛先（T o、C c 、Bc c ）で 
送られてきたのかを示すマーク 


受信した日時 


送信元のアドレスまたは電話帳に登録し 
た名前 


送信先のアドレスまたは電話帳に登録し 
た名前→ P 3 2 8 


メールの題名 


● 添付データがある場合は、マーク、データ名、デー 
タサイズが表示されます。 
→ P 3 5 5 、P 3 5 9 、P 3 6 1 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


受 
信 
メ 
ー 
ル 


添 付 
添 付 


S MS 


マーク 
マーク 
説　明 


添付データ無効 
→ P 3 5 5 


受信データ不正 


S MS 


説　明 


1 0 0 0 0 バイト以内の 
画像が添付 


メロディが添付 


1 0 0 0 0 バイト以内の 
画像とメロディが添 
付 


● デコメールを受信・表示できます。ただし、文字の大きさを変更する装飾がされているデコ 
メールを表示した場合は、装飾がそのまま反映されずにこの端末内で作成される2 種類の文 
字の大きさに置き換わります。 
● ｉモードメールでは、送信元または宛先のメールアドレスが電話帳データのメールアドレス 
欄と照合されます。S MS では、送信元または宛先の電話番号が電話帳データの電話番号欄と 
照合されます。 
• 電話帳との照合については「名前の表示について」をご覧ください。→ P 1 1 9 


お知らせ 


353 


メ 
ー 
ル 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
返 
信 


ｉモードメールに返事を出します 
＜ｉモードメール返信＞ 


受信したｉモードメールに返信します。 


● 受信メールによっては返信できない場合があります。 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 返信するｉモードメールを選択 
を押す 


3 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 


● 返信すると、受信メールの状態マークが、表示なし（既読）／ 
／ 
から 


／ 
／ 
に変わります。→ P 3 5 1 操作 2 


受信メールの送信元のメールアドレスまたは電話帳に登録した 
名前が入力されます。 


先頭に「R E :」の付いた受信メールの題名が入力されます。 


● 返信時は本文、添付データともに引用されません。 


お知らせ 


● 簡単メール作成画面に切り替えて返信するときは、 


「1 切替える」を押します。 


■ 複数の宛先に送られた受信メールに返信する 
とき 
返信先を選択する画面が表示されます。 


「1 送信元のみ」：送信元のみに返信します。 


「2 全員に返信」：自分以外のすべての宛先と送 


信元に返信します。 
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ｉモードメールを他の宛先に転送し 
ます＜ｉモードメール転送＞ 


受信したｉモードメールを他の宛先に転送します。 


● ｉモードメールで転送されます。 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 転送するｉモードメールを選択 
「2 転送する」 
を押す 


3 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 


● 転送すると、受信メールの状態マークが、表示なし（既読）／ 
／ 
から 


／ 
／ 
に変わります。→ P 3 5 1 操作 2 


先頭に「F W:」の付いた受信メールの題名が入力されます。 


受信メールの本文が入力されます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
転 
送 
● 添付データのあるメールを転送する場合は、添付データを送るかどうかの確認画面が表示さ 
れ、本文のみを送ることもできます。 
● メール添付や F OMA 端末外への出力が禁止されているデータは転送メールに添付されませ 
ん。ただし、出力が禁止されていなくても、メロディデータの種類によっては添付されない 
場合があります。 
● 受信メール本文中に表示されるメロディ（MF i 形式）は転送メールには設定されません。 
● この端末で受信したデコメールは、添付データ（本文中に挿入されている画像も含む）と文 
字データのみ転送できます。ただし、転送できるデータ量を超えた場合は送信できない旨の 
メッセージが表示され、送信できません。 


お知らせ 


● 簡単メール作成画面に切り替えて転送するときは、 


「1 切替える」を押します。 
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ｉモードメールに添付されている画像を表示・保存します。保存した画像は「写 


真のアルバムを見る」で表示したり、待受画面などに設定したりできます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


添付された画像を表示します 


データ名のみ表示されている画像を選択して、画像を表示したり、元に戻したり 


します。 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 画像が添付されているｉモードメールを選択 
を押 
す 


データサイズの下に画像が表示されます。 


● 添付された画像は、次のマークで確認できます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 画像表示からデータ名表示にするとき 


表示されている画像のデータ名を選択 
を 


押す 


＜全体イメージ＞ 


画像のマークとデータ名、 
データサイズ 


マーク 
説　明 


メール添付やこの端末の外へ 
転送可能なデータ 


メール添付やこの端末の外へ 
転送不可能なデータ 


異常データ 


1 0 0 0 0 バイト以内のデータ 


1 0 0 0 0 バイトを超えたデータ 


／ 


受　信 
メール 


送　信 
メール 


● 送信メール詳細画面からも同様にして表示／非表示を切り替えられます。 
● 画像が添付されている受信メールを表示したときは、添付された画像は自動的に表示されま 
す。 
● メール本文中の添付データ（ｉモーションが再生できるリンク項目、本文中に表示されるメ 
ロディ（MF i 形式））が複数添付されていると添付データは無効になります。このとき添付 
マークには 
が表示されます。 
● 画像の横幅がディスプレイより大きいときは縮小して表示されます。 
● 画像によっては正しく表示できない場合があります。 
● デコメールでは、メール詳細画面本文中に表示される画像のデータ名などは表示されません。 


お知らせ 


ｉモードメールに添付された静止画 
を操作します 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


添付された画像を保存します 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 画像が添付されているｉモードメールを選択 
を押 
す 


受信メール詳細画面が表示されます。 


3 保存する画像のデータ名を選択 
「8添付データ 
確認」 「2 画像を保存」を押す 


4 
を押す 


画像を保存した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


受信メール詳細画面に戻ります。 


●「写真のアルバムを見る」の「 
モード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 1 8 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 各項目の説明→ P 4 2 2 


● 画像の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要な画像を削除す 
るかどうかの確認画面が表示されます。画像を保存する場合は、画面の指示に従いF OMA 端 
末内の画像を削除します。 
● デコメールに挿入されている画像を保存するときは、メール詳細画面で 
「0登録す 


る」 「4 画像を選択」 
保存する画像を選択 
を押します。 
● 送信メール詳細画面からも同様にして保存できます。 
● 横縦（または縦横）のサイズが次の大きさを超える画像は保存できません。 


GIF 形式：6 4 0 × 4 8 0 （ドット）　　J P E G 形式：1 2 8 0 × 9 6 0 （ドット） 
● 添付されているフレームのサイズが1 7 6 × 1 4 4（ドット）、2 4 0 × 3 2 0（ドット）、3 5 2 × 
2 8 8 （ドット）以外の場合は保存できません。 


お知らせ 
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ｉ 
モ 
ー 
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メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
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添付された画像の題名を確認します 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールに表示されている画像の題名を確認するときは U 「5 送 


信したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 画像が添付されているｉモードメールを選択 
を押 
す 


受信メール詳細画面が表示されます。 


3 題名を表示する画像のデータ名を選択 
「8 添 
付データ確認」 「5 題名を確認」を押す 


4 
を押す 


受信メール詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール詳細画面から操作するときは、題名を確 


認する画像のデータ名を選択 
「7 添付 


データ確認」「5 題名を確認」を押します。 


● 送信メールでは、「.jpg 」などの拡張子は表示され 


ません。 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
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画像を表示する U R L の記載されたメールの画像を表示します 


1 0 0 0 0 バイトを超える画像データが添付されて送られてきたメールは、画像を 


表示する U R L が記載されています。画像を表示するには、W e b T o 機能で 


ｉショットセンターに接続して画像を表示します。 


● ｉショットセンターに接続して画像を表示すると、パケット通信料がかかり 


ます。 


1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 画像を表示するUR Lの記載されたｉモードメールを選択 


を押す 


3 UR L を選択 
「1 接続する」を押す 


画像が表示されます。 


● 画像を保存する方法は、サイトの画像を保存する場合と同様です。 


→ P 2 7 9 


●「2 接続しない」：接続を中止します。 


● 受信したUR L の記載されたメールを、ｉモード対応機種以外に転送しても、画像を表示できま 
せん。 


● 画像を表示する UR L の記載されたｉモードメールは、画像のマークでは確認できません。 


→ P 3 5 5 


お知らせ 


ｉショットセンターでの画像の保存期限 


画像が添付されていることを示す 


画像閲覧のための UR L 
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ｉモードメールからｉモーションを再 
生・保存します＜ｉモーションメール＞ 


送信元がメールに添付した動画／ｉモーションはｉモーションメールセンター 


に保存され、受信メールにはｉモーション閲覧のためのUR L と保存期限が記載 


されます（ ｉモーションメール）。このUR L を選択して、ｉモーションを受信 


したり、再生したりできます。 


● 再生時の音量はｉモーションの音量設定に従います。→ P 4 4 2 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 ｉモーションの UR L が記載されたｉモードメールを選択 


を押す 


ｉモーションが添付されていることを示す 


ｉモーションメールセンターでのｉモーションの保存期限 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
メ 
ー 
ル 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



ｉモーション閲覧のための UR L 


3 ｉモーションの UR L を選択 
「1 接続する」を 
押す 


ｉモーションメールセンターに接続され、ｉモー 


ションの受信・再生が始まります。 


● 再生画面の操作方法→ P 4 3 2 


●「2 接続しない」：接続を中止します。 
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4 再生が終了する 


5「2 保存する」を押す 


「1 再生する」 
：ｉモーションを再生します。 


「2 保存する」 
：ｉモーションを保存します。 


「3 情報を表示する」：ｉモーションの情報を表示 


します。→ P 4 3 5 


「4 戻る」 
：ｉモーションを保存するか 


しないかを選択できます。 


● 題名を変更するときは、題名を入力します。全角・ 


半角を問わず最大 3 6 文字入力できます。 


● 送信メール詳細画面から「ファイル名」を選択して、 
を押すと同様に再生できます。た 


だし、動画／ｉモーションが F OMA 端末から削除されているときは再生できません。 


● ｉモード端末からｉモーションメールを受信した場合、ｉモーションメールセンターに保存 
されたｉモーション閲覧用 UR L 1 件につき 5 0 回まで取得することができます。5 0 回を超 


えた場合は、ｉモーションの取得ができなくなります。 


● メールに添付されたｉモーションをパソコンなどで再生する場合は、対応のソフトが必要で 


す。詳細はドコモのホームページをご覧ください。 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
メ 
ー 
ル 


6 
を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


ｉモーションの取得完了画面に戻ります。 


●「ビデオのアルバムを見る」の「 
モード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 3 1 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
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ｉモードメールに添付されているメロディを再生・保存します。保存したメロ 


ディは再生したり、着信音に設定したりできます。 


● 送信元が F OMA F 8 8 1 iE S 、F 8 8 0 iE S 、F 9 0 1 iS 、F 9 0 1 iC 、F 9 0 0 iC 、 


F9 0 0 iT 、F9 0 0 i、F7 0 0 iS 、F7 0 0 i 以外の場合は受信したメロディを正し 


く再生できない場合があります。 


ｉモードメールに添付されたメロ 
ディを操作します 


説　明 


メール添付やこの端末の外へ転送可能なデータ※ 


メール添付やこの端末の外へ転送不可能なデータ 


メロディデータ異常 


マーク 


／ 


※ ：本文中に表示されるメロディ（MFi形式）は、メール添付や転送はできません。 


3 再生するメロディを選択 
を押す 


メロディが再生されます。 


● 再生を止めるときは 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


添付されたメロディを再生します 


● 添付メロディの表示形式には、メロディデータの種類によって2 種類あります。 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


● 添付されたメロディは、次のマークで確認できます。 


＜本文の後に表示（S MF 形式）＞ 
＜本文中に表示（MF i 形式）＞ 


メロディのマーク 
と題名、データサ 
イズ 


メ ロ デ ィ の 
マークとファ 
イル名、デー 
タサイズ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



362 


メ 
ー 
ル 


● 添付のメロディを自動演奏する設定にしている場合は、メロディが添付されているメールを 
表示すると、 
「電話を受けた時の音量を調節する」で設定している音量で自動的に再生されま 
す。再生を止めるときは 
を押します。→ P 8 9 、P 3 7 1 


● 送信メール詳細画面からも同様にして再生できます。 
● 本文中に表示されるメロディ（MF i 形式）に題名が設定されていない場合、題名にはメール 


を受信した日時が表示されます。 


お知らせ 


添付されたメロディを保存します 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細画面が表示されます。 


3 保存するメロディを選択 
「8 添付データ確認」 


「2 メロディを保存」を押す 


4 
を押す 


メロディを保存した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


受信メール詳細画面に戻ります。 


●「保存した曲の詳細を設定する」の「 
モード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 4 3 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 題名を変更するときは、題名を入力します。全角 


で最大 2 5 文字、半角で最大 5 0 文字入力できま 


す。 
ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


● メロディの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要なメロディ 
を削除するかどうかの確認画面が表示されます。メロディを保存する場合は、画面の指示に 
従い F OMA 端末内のメロディを削除します。 
● 送信メール詳細画面からも同様にして保存できます。 


お知らせ 


添付されたメロディの題名を確認します 


メロディに付けられている題名を確認します。 


〈例〉本文中に表示されているメロディ（MFi 形式）の題名を確認するとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールに表示されているメロディの題名を確認するときは、U 


「5 送信したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細画面が表示されます。 


3 題名を確認するメロディを選択 
「8添付データ 
確認」 「4 題名を確認」を押す 


4 
を押す 


受信メール詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


● 本文の後に表示されているメロディ（S MF 形式）の題名を確認する場合は、メロディを選択 


「8 添付データ確認」 「5 題名を確認」を押して操作します。 


● 送信メール詳細画面から操作するときは、題名を 


確認するメロディを選択 
「7添付データ 


確認」「4 題名を確認」を押します。 
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本文中に表示されているメロディの表示を切り替えます 


本文中に表示されているメロディのデータを文字として表示することができます。 


● 本文の後に表示されるメロディ（S MF 形式）では本機能を使用できません。 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細画面が表示されます。 


3 データ表示するメロディを選択 
「8添付データ 
確認」 「5 データ表示あり」を押す 


● 本文の文字が誤ってメロディデータとして認識されてしまった場合は、この操作で文字を表 
示し、読むことができます。 


お知らせ 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 題名表示に戻すとき 


データ表示されているメロディの先頭行を選択 


を押す 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
デ 
ー 
タ 
を 
削 
除 
し 
ま 
す 


ｉモードメールに添付されたデータ 
を削除します 


ｉモードメールに添付されている画像、メロディを削除します。 


● メール本文中の添付データ（ｉモーションが再生できるリンク項目や画像が 


表示できるリンク項目、本文中に表示されるメロディ（MFi 形式））は削除で 


きません。 


〈例〉添付されている画像を削除するとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールに添付されているメロディを削除するときは、U 「5送信 


したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 画像が添付されているｉモードメールを選択 
を押 
す 


受信メール詳細画面が表示されます。 


3 削除する画像のデータ名を選択 
「8添付データ 
確認」 「31 件削除」または「4 全て削除」を押す 


4「1 削除する」を押す 


データを削除した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


受信メール詳細画面が表示されます。 


● 削除した添付データはデータ名が薄く表示されて選択できなくなります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール詳細画面から操作するときは、削除す 


る画像データを選択 
「7 添付データ確 


認」「3１件削除」または「4全て削除」を押し 


ます。 


「1 削除する」 
：添付データを削除します。 


「2 削除しない」：添付データを削除しません。 
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ｉモードメール、S MS を受信したときの着信音を設定します。 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「1 メール 
が届いた時の音を選ぶ」を押す 


2「1 メール着信音設定」を押す 


着信音を鳴らすかどうかの確認画面が表示されます。 
●「2 着信音」 
：着信音から設定します。操作 4 に進みます。 
●「3 鳴らす時間」：鳴らす時間から設定します。操作 5 に進みます。 
着信音設定を「鳴らさない」に設定しているときは、「着信音」「鳴らす時間」 
からは設定できません。 


3「1 鳴らす」を押す 


メロディ一覧が表示されます。 
●「2鳴らさない」：着信音を鳴らさないように設定します。操作6 に進みます。 


4 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


着信音を鳴らす時間を設定する画面が表示されます。 


● メロディの再生については「携帯電話から鳴る着信音を変えます」のお知 


らせをご覧ください。→ P 1 6 1 


5 鳴らす時間を入力 
を押す 


操作1 の画面に戻ります。「2着信音」には選択した着信音が表示され、「3 
鳴らす時間」には入力した時間が表示されています。 


6 
を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


説　明 


着信音を鳴らすかどうかを設定し 
ます。 


着信音を鳴らすときのメロディを 
設定します。 


着信音を鳴らす時間を1 ～3 0 秒 
の間で設定します。 


メ 
ー 
ル 
着 
信 
音 
設 
定 


項　目 


1メール着信音 
設定 


2着信音 


3鳴らす時間 


メール受信時の着信音を設定します 
＜メール着信音設定＞ 


お買い上げ時 
メール着信音設定：鳴らす　着信音：着信音 1 　鳴らす時間：3 秒 
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ｉモードメール、S MS を受信したときの振動を設定します。 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「2 メール 
が届いた時の振動を選ぶ」を押す 


2「1 パターン A で振動」～「4 振動させない」のいずれ 
か 1 つの番号を押す 


振動パターンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メール受信時の振動を設定します 
＜メール着信振動設定＞ 


● 振動パターンについて→ P 1 6 3 操作 2 


メ 
ー 
ル 
着 
信 
音 
設 
定 
／ 
メ 
ー 
ル 
着 
信 
振 
動 
設 
定 


お買い上げ時 
振動させない 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● メールを受信したときの着信音は、次の優先順位で鳴ります。 
① ワンタッチダイヤルの着信音設定 


② 電話帳のグループ専用の着信音設定 
③ 本機能の設定 


お知らせ 
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署 
名 
設 
定 


署名を付けてメールを送信します 
＜署名設定＞ 


署名を登録します 


ｉモードメールの本文に付ける署名を登録します。 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「3 メール 
に付ける署名を登録する」 
署名を入力する 


2 
を押す 


署名を登録した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大5 0 文字、半角で最大1 0 0 文字入力で 


きます。 


署名を付けて送信します 


● S MS には署名を設定できません。 
1 ｉモードメールを作成する 


● 操作方法→ P 3 2 5 操作 1 ～ 5 


2 
「3 署名付きで送信」を押す 


ｉモードメールが送信されます。 


3 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 接続中画面で 
：接続を中止します。 


● 送信中画面で 
：送信を中止します。ただし、タイミングによっては送 


信されることがあります。 
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● 署名も本文の文字数に含まれます。 
● 半角カタカナ、絵文字は正しく表示されない場合がありますので、ｉモード端末（mova 含 
む）どうしのメールのやりとり以外には使用しないでください。 
● 一部の絵文字は、相手のｉモード端末の機種によっては正しく表示されない場合があります。 
● 署名に電話番号やメールアドレス、UR L を入れておくと、ｉモード端末にｉモードメールを 
送信した場合、相手が P hone T o（A V P hone T o）、Mail T o、Web T o 機能を使うこと 
ができます。 


お知らせ 


添付データを受信するかどうかを設 
定します＜添付データ受信設定＞ 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「4 メー 
ルの詳細を設定する」 「2添付の画像を受信する」を押 
す 


2「1 受信する」または「2 受信しない」を押す 


受信する／受信しないを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ｉモードメールに添付されている画像、添付メロディを受信するかどうかを設定 


します。 


画像データを受信するかどうかを設定します 


お買い上げ時 
受信する 


署 
名 
設 
定 
／ 
添 
付 
デ 
ー 
タ 
受 
信 
設 
定 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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添 
付 
デ 
ー 
タ 
受 
信 
設 
定 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「4 メー 
ルの詳細を設定する」 「3 添付のメロディを受信する」 
を押す 


2「1 受信する」または「2 受信しない」を押す 


受信する／受信しないを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メロディデータを受信するかどうかを設定します 


お買い上げ時 
受信する 


●「受信しない」に設定すると、メロディデータはｉモードセンターで削除され、受信できなく 
なりますのでご注意ください。 
● メール本文中に表示されるメロディ（MF i 形式）は、本設定に関わらず受信します。 


お知らせ 


●「受信しない」に設定すると、画像データやデコメールに挿入された画像はｉモードセンター 
で削除され、受信できなくなりますのでご注意ください。 


お知らせ 
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添付されたメロディを自動演奏する 
かどうかを設定します 


メロディが添付されているｉモードメールやメッセージR /Fを表示したときに、 


メロディを自動的に演奏するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「4 メー 
ルの詳細を設定する」 「4添付のメロディを自動演奏す 
る」を押す 


2「1 自動演奏する」または「2 自動演奏しない」を押す 


自動演奏する／自動演奏しないを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
自動演奏する 


添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
自 
動 
演 
奏 
す 
る 
か 
ど 
う 
か 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 


● 本機能の設定は、「メッセージのメロディを自動演奏する」の設定にも反映されます。 
→ P 2 9 7 


お知らせ 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
作 
成 
・ 
送 
信 


S MS （ショートメッセージ）を作成 
して送信します＜ S MS 作成・送信＞ 


S MS を作成して送信します。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、宛先に電話番号を直接入力 


できません。→ P 1 9 5 


1 待受画面でU 
「9S MS を使う」 「1S MS を作る」 
を押す 


2 T o（宛先）欄を選択 
を押す 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
作 
成 
・ 
送 
信 


3「2 直接入力する」 
宛先を入力 
を押す 


4 本文欄を選択 
本文を入力 
を押す 


5「送信する」を選択 
を押す 


S MS が送信されます。 


送信が終了すると、送信した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● S MS 設定で送信文字種を「日本語」に設定した場 


合は、全角・半角を問わず最大 7 0 文字入力でき 


ます。→ P 3 9 0 


● S MS 設定で送信文字種を「英語」に設定した場合 


は、半角の英数字と記号（｡ ｢ ｣ ､ ･ ﾞ ﾟ を除く） 


を最大 1 6 0 文字入力できます。→ P 3 9 0 


● 
：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 3 0 


● #：文中で改行することができます。改行も本 


文の文字数に含まれます。 


● 相手の FOMA 端末の電話番号を入力します。 


■ 電話帳から選択するとき 


①「1電話帳から選ぶ」 検索方法を選択 


を押す 


電話帳の検索結果の一覧が表示されます。 


• F OMA カードの電話帳から選択する場合は 


を押します。 


• 検索方法→ P 1 3 4 


② 送信する相手を選択 
を押す 


送信する相手の電話番号画面が表示されます。 


③ 電話番号を選択 
を押す 


操作1 の画面に戻ります。電話帳に登録した名 


前が T o（宛先）欄に入力されています。 


電話帳を表示して S MS （ショートメッセージ）を作成します 


電話帳の検索結果一覧から、S MS を作成します。 


● 電話帳データに電話番号を登録していない場合は、本機能を使用できません。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● 発信者番号通知を「通知しない」に設定していても、S MS 送信時は送信先に発信者番号が通 
知されます。 
● メールの保存領域に空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、S MS を作成できな 
い旨のメッセージが表示され、S MS を作成できません。「未送信のメールを見る」から不要 
なｉモードメール、S MS を削除してください。→ P 3 4 3 、P 3 9 5 
● 半角カタカナ、絵文字は、相手のF OMA 端末の機種によっては正しく表示されない場合があ 
ります。 
● 電波状況により、相手に文字が正しく表示されない場合があります。 
● 送信する文字種や送達通知を受け取るかどうかは、あらかじめ S MS 設定で設定します。 
→ P 3 9 0 
● S MS 作成画面で送達通知を受け取るかどうかを設定する場合は、 
「4S MS 送達通 
知」を押します。ただし、この場合は作成中の S MS にのみ設定が有効になります。 
● S MS 作成画面で送達通知を「要求する」に設定して送信した場合（→ P 3 9 0 ）、S MS が相 
手のF OMA 端末に届いたことを知らせる送達通知が送られてきます。送達通知は「受信した 
メールを見る」に保存されます。→ P 3 8 0 
● 送信文字種により送信できない文字があります。→ P 3 1 9 、P 3 9 0 
● 送信が正常に終了したときは、S MS が「送信したメールを見る」に保存されます。送信メー 
ルの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、古い送信メールから順 
に上書きされます。ただし、保護されている送信メールには上書きされません。残しておき 
たい送信メールは保護してください。→ P 3 7 6 、P 3 9 8 
● 送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、S MS が「未送信のメールを見る」に保 
存されます。「未送信のメールを見る」から S MS を編集して送信できます。→ P 3 7 5 
● 送信文字種が英語の場合、一部の記号（| ＾ { } [ ] ̃ ¥ ）を入力すると送信できる文字数が 
少なくなるため、最大文字数以下の文字数でも送信できない場合があります。この場合は、入 
力文字を少なくして送信し直してください。 
● F OMA 端末電話帳の検索結果一覧から電話番号を複数登録している相手を選択してS MS を 
作成すると、1 件目に登録している電話番号が T o（宛先）に設定されます。2 件目以降に登 
録している電話番号を設定する場合は、F OMA 端末電話帳の詳細画面を表示し、2 件目以降 
の電話番号を選択してから作成します。→ P 1 3 9 


お知らせ 


1 電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 3 4 


2 S MS を送信する相手を選択 
「3S MS を作る」 
を押す 


● S MS 作成方法→ P 3 7 3 操作 4 ～ 6 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
作 
成 
・ 
送 
信 


電話帳に登録した名前が入力されます。 
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ー 
ル 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
保 
存 


作成中の S MS （ショートメッセージ）を保 
存しておき、あとで送信します＜ S MS 保存＞ 


作成中のS MS を送信せずに保存したり、保存したS MS を再編集して送信した 


りできます。 


作成中の S MS （ショートメッセージ）を保存します 


作成途中の S MS を、送信せずに保存しておきます。 


● 宛先、本文のいずれかを入力すると保存できます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 S MS を作成する 


● 操作方法→ P 3 7 2 操作 1 ～ 4 


2 
「2 保存する」を押す 


メールを保存した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● S MS が「未送信のメールを見る」に保存されます。→ P 3 7 6 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


送信・保存した S MS （ショートメッセージ）を編集・送信します 


送信したS MS や、送信せずに保存したり送信に失敗したりしたS MS を編集し 


て送信できます。 


〈例〉未送信 S MS を再編集するとき 
1 待受画面で U 
「4 未送信のメールを見る」を押す 


未送信メール一覧が表示されます。 


● 送信 S MS を再編集する場合は、U 
「5 送信したメールを見る」 


フォルダを選択 
を押します。 


● S MS は 
が表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



376 


メ 
ー 
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未送信／送信した S MS （ショートメッ 
セージ）を見ます＜未送信／送信メール＞ 


保護メール件数／全メール件数 


2 編集する S MS を選択 
を押す 


3 S MS を編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 7 2 


● 送信した S M S を再編集するときは、編集する 


S MS を選択 
を押します。 


● 送信 S MS 詳細画面からも同様にして編集できます。 
● F OMA カード内のS MS を送信した場合、送信したS MS は本体の「送信したメールを見る」 
に保存されます。→下記 


お知らせ 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
保 
存 
／ 
未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


送信したS MS は「送信したメールを見る」に保存されます。送信せずに保存し 


たり送信に失敗したりした S MS は「未送信のメールを見る」に保存されます。 


〈例〉送信した S MS を表示するとき 
1 待受画面で U 
「5 送信したメールを見る」を押す 


● 未送信メールを表示する場合は、U 「4 未送 


信のメールを見る」を押します。操作3 に進みます。 


● LR：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態をマークで確認できます。 


→ P3 4 3 操作 1 
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未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


2 フォルダを選択 
を押す 


3 表示する S MS を選択 
を押す 


● LR：S MS ／メールが複数ページある場 


合は、前後のページを表示できま 


す。 


● S MS は 
が表示されます。 


● 宛先を電話帳に登録しているときは、電話帳に登 


録した名前が表示されます。→ P 1 1 9 


● メールの状態をマークで確認できます。 


→ P 3 4 4 操作 2 


フォルダ名 


送信日時（送信当日：時刻　当日以外：日付）、宛先 
本文の先頭 


メール番号／フォルダ内件数 


状態マーク、S MS マーク、メール番号／フォルダ内件数 


● 未送信S MS ではS MS 編集画面が表示されます。 


→ P 3 7 5 


● LR：前後の S MS ／メールを表示できま 


す。 


● S MS 本文は、次のマークで確認できます。 


マーク 
説　明 


送信した日時 


送信先の電話番号または電話帳に登録し 
た名前 


題名「送信 S MS 」 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 未送信 S MS の場合、送信日時の表示には、日付・時刻の設定が必要です。→ P 5 8 


お知らせ 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
受 
信 


S MS （ショートメッセージ）を受 
信したときは＜ S MS 受信＞ 


S MS が送られてきたときは自動的に受信し、画面表示や着信音、バイブレータ、 


着信ランプでお知らせします。受信したS MS は「受信したメールを見る」に保 


存されます。 


● 最大保存件数→ P 5 9 8 
1 S MS を受信する 


2 S MS の受信結果が表示される 


が点滅し、 
が点灯します。 


● メッセージ受信中に 
を押すと受信を中止でき 


ますが、受信中の状況によっては S MS を受信す 


る場合があります。 


メール着信音が鳴り、着信ランプが点滅します。 


● 受信結果画面が表示されてから約 1 5 秒間、また 


はメール着信音が鳴り終わるまでの間（鳴らす時 


間を 1 5 秒以上に設定している場合）何も操作し 


ないと、自動的に受信前の画面に戻ります。 


● すぐに受信前の画面に戻すときは C を押しま 


す。 


● 待受画面に戻ると 
が消えます。 


■ 受信した S MS をすぐに確認するとき 


「1 メール」を押す 


受信メールのフォルダ一覧が表示されます。 


→ P 3 8 0 


■ 受信に失敗したとき 


「1 メール」の後ろに「× 」が表示されます。 
• S MS を受信し直すには、「届いている S MS を 


全部受信する」を行ってください。→ P 3 7 9 
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圏外にいた間や電源を切っていた間などにS MS が届いていないかを問い合わせ 


ます。 


● 電波状態によっては S MS 問合せができない場合があります。 
1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「2 届いている 
S MS を全部受信する」を押す 


S MS 問合せが実行されます。S MS センターにS MS が保管されていれば受 


信します。 


● S MS 問合せ中やS MS 受信中に 
を押すと、問い合わせを中止できます 


が、問い合わせの状況によっては S MS を受信する場合があります。 


● 受信結果画面の操作は自動受信時と同様です。→ P 3 7 8 


● 受信するまでに時間がかかる場合があります。 


お知らせ 


● F OMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに受信状態が表示されます。→P 4 0 
● 受信メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、古い受信メー 
ルから順に上書きされます。ただし、未読メールと保護されているメールには上書きされま 
せん。残しておきたい受信メールは保護してください。→ P 3 9 8 
未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯で上書きできないときは、S MS の受信 
は中止され、画面には 
や 
のマークが表示されます。→ P 3 6 
● F OMA カードに S MS が 2 0 件保存されているときは、「受信したメールを見る」に空きが 
あっても S M S を受信できないことがあり、画面には 
や 
のマークが表示されます。 
F OMA 端末本体に移動するか、F OMA カードのS MS を削除してください。→P 3 8 7 、P 3 8 8 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）のときや個人情報表示を制限しているとき 
には、S MS を自動受信しますが、受信中画面や受信結果画面は表示されず、着信音と着信ラ 
ンプも動作しません。受信した S MS を確認するには、他の機能を終了／各制限を解除して 
ください。 
● ｉモードメール、メッセージR /F 受信中は、S MS を自動受信しません。また、ｉモードメー 
ル、メッセージR /F の受信完了後も自動受信はされません。「届いているS MS を全部受信す 
る」を行ってください。→下記 
● F OMA 端末で S MS を受信すると、S MS センターに保管されている S MS は削除されます。 
● mova サービスのｉモード端末から送信したショートメールは、F OMA 端末では S MS とし 
て受信します。 


お知らせ 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
受 
信 
／ 
Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
問 
合 
せ 


S MS （ショートメッセージ）があるかど 
うかを問い合わせます＜ S MS 問合せ＞ 
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受 
信 
メ 
ー 
ル 


受信した S MS は「受信したメールを見る」に保存されます。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


受信日時（受信当日：時刻　当日以外：日付）、送信元、 
本文の先頭または「S MS 送達通知」 


● LR：S MS ／メールが複数ページある場 


合は、前後のページを表示できま 


す。 


● S MS は 
が表示されます。 


● 送信元を電話帳に登録しているときは、電話帳に 
登録した名前が表示されます。→ P 1 1 9 
● メールの状態をマークで確認できます。 


→ P 3 5 1 操作 2 


フォルダ名 


メール番号／フォルダ内件数 


受信した S MS （ショートメッセージ） 
を見ます＜受信メール＞ 


未読メール数／全メール件数 


● LR：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態をマークで確認できます。 


→ P 3 5 1 操作 1 
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ー 
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宛先マーク、S MS マーク、メール番号／フォルダ内件数 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


マーク 


3 S MS を選択 
を押す 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● S MS 本文は、次のマークで確認できます。 


● 受信した S MS に、区点コード一覧（→ P 5 6 0 ）に記載されていない全角文字（ラテン文字 


やギリシア文字などの特殊文字）は、空白で表示されます。 
● データ異常の S MS は次のように表示されます。 


受信メール一覧画面： 
が表示され、受信日時には --/--（受信当日のみ）となります。送 
信元は表示されません。 
S MS 詳細画面 
： 
が表示され、 
以外は表示されません。 


お知らせ 


受 
信 
メ 
ー 
ル 


説　明 


受信した日時 


送信元の電話番号または電話帳に登録し 
た名前 


送信元（返信不可） 
• 送達通知の場合は「S MS C enter」 


題名「受信 S MS 」 
• 送達通知の場合は「S MS 送達通知」 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
返 
信 


S MS （ショートメッセージ）に 
返事を出します＜ S MS 返信＞ 


受信した S MS に返信します。 


● 送信元に「非通知設定」「公衆電話」「通知不可能」が表示される受信S MS に 


は返信できません。 


1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 返信する S MS を選択 
を押す 


3 S MS を編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 7 3 操作 4 ～ 6 


● 返信すると、受信S MS の状態マークが、表示なし（既読）／ 
／ 
から 


／ 
／ 
に変わります。→ P 3 5 1 操作 2 


● F OMA カード内の S MS から返信した場合、送信した S MS は本体の「送信したメールを見 
る」に保存されます。→ P 3 7 6 


お知らせ 


受信 S MS の送信元の電話番号または電話帳に登録した名前が 
入力されます。 
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メ 
ー 
ル 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
転 
送 


S MS （ショートメッセージ）を 
他の宛先に転送します＜ S MS 転送＞ 


受信した S MS を他の宛先に転送します。 


● S MS で転送されます。 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 転送する S MS を選択 
「2 転送する」を押す 


3 S MS を編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 7 2 


● 転送すると、受信S MS の状態マークが、表示なし（既読）／ 
／ 
から 


／ 
／ 
に変わります。→ P 3 5 1 操作 2 


受信 S MS の本文が入力されます。 


● F OMA カード内の S MS から転送した場合、送信した S MS は本体の「送信したメールを見 
る」に保存されます。→ P 3 7 6 


お知らせ 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
（ 
シ 
ョ 
ー 
ト 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
） 
を 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
に 
保 
存 
し 
ま 
す 


S MS （ショートメッセージ）を 
F OMA カードに保存します 


送受信したS MS を、FOMA 端末本体から移動またはコピーしてFOMA カード 


に保存できます。 


F OMA 端末本体の S MS を F OMA カードへ移動／コピーします 


FOMA 端末本体に保存しているS MS を、FOMA カードに移動またはコピーし 


ます。 


● ｉモードメールは、FOMA カードに保存できません。 


● 「未送信のメールを見る」の S MS は、FOMA カードに保存できません。 


● 送信S MS を移動／コピーすると、対応する送達通知が同時にFOMA カード 


の「FOMA カードの受信 S MS を見る」に移動／コピーされます。送達通知 


だけを移動／コピーすることはできません。 


〈例〉受信 S MS を FOMA カードに移動／コピーするとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信 S MS を移動／コピーするときは、U 「5 送信したメールを見 


る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 移動／コピーするS MS を選択 
「6FOMA カー 
ドへ保存」を押す 


3「1 移動する」または「2 コピーする」を押す 


移動またはコピーするかどうかの確認画面が表示されます。 


4「1 移動する」または「1 コピーする」を押す 


メッセージを移動またはコピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 送信メール一覧から操作するときは、移動／コピー 


するS MS を選択 
「5FOMA カードへ保 


存」を押します。 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
（ 
シ 
ョ 
ー 
ト 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
） 
を 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
に 
保 
存 
し 
ま 
す 


5 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● F OMA カードには、送受信した S MS を合わせて最大 2 0 件（送達通知は含まれません）保 


存できます。すでに 2 0 件保存されているときは移動／コピーできません。F OMA カードか 
ら不要な S MS を削除してください。→ P 3 8 8 
● 受信 S MS 詳細画面、送信 S MS 詳細画面からも同様にして F OMA カードへ移動やコピーが 
できます。 
● 送信S MS をF OMA カードに移動／コピーした場合、F OMA カード内の送信S MS から送信 
日時のデータが消去されます。 


お知らせ 


F OMA カード内の S MS （ショートメッセージ）を見ます 


FOMA カードに保存されている S MS を表示します。 


〈例〉受信 S MS を表示するとき 
1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「4F OMA カー 
ドの受信 S MS を見る」を押す 


● 送信S MS を表示するときは、U 「9S MS を 


使う」「5FOMA カードの送信S MS を見る」を 


押します。 


● LR：S MS が複数ページある場合は、前 


後のページを表示できます。 


● 送信元を電話帳に登録しているときは、電話帳に 


登録した名前が表示されます。→ P 1 1 9 


● S MS の状態は、次のマークで確認できます。 


メッセージ番号／全メッセージ件数 


説　明 


未読 S MS 


既読 S MS 


未読 S MS （返信不可能） 


既読 S MS （返信不可能） 


送達通知 


マーク 


表示なし 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



受信日時※（受信当日：時刻　当日以外：日付）、送信元または宛先 
本文の先頭または「S MS 送達通知」 
※ ：送信 S MS は、送信時刻が表示されません。 
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メッセージ番号／全メッセージ件数 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● S MS 本文は、次のマークで確認できます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


受信 S MS 


受信 S MS （返信不可能） 


送信 S MS 


送達通知 


FOMA カード内の S MS 


マーク 


• 上記以外のマーク 


→ P 3 7 7 操作 3 、P 3 8 1 操作 3 


2 S MS を選択 
を押す 


● F OMA カード内の S MS からも、返信／転送、電話帳登録などの操作ができます。操作方法 
は本体に保存されている S MS と同様です。→ P 3 8 2 、P 3 8 3 、P 4 0 6 


お知らせ 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
（ 
シ 
ョ 
ー 
ト 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
） 
を 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
に 
保 
存 
し 
ま 
す 
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FOMA カード内のS MS をFOMA 端末本体へ移動／コピーします 


FOMA カードに保存されている S MS を、FOMA 端末本体の「受信したメール 


を見る」、「送信したメールを見る」に移動またはコピーします。 


● 送信S MS を移動／コピーすると、対応する送達通知が同時に「受信したメー 


ルを見る」に移動／コピーされます。送達通知だけを移動／コピーすること 


はできません。 


〈例〉受信 S MS を FOMA 端末本体に移動／コピーするとき 
1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「4F OMA カー 
ドの受信 S MS を見る」を押す 


受信 S MS 一覧が表示されます。 


● 送信 S M S を移動／コピーするときは、U 
「9 S M S を使う」 


「5FOMA カードの送信 S MS を見る」を押します。 


2 移動／コピーするS MS を選択 
「4本体へ保存」 
を押す 


3「1 移動する」または「2 コピーする」を押す 


4 移動先またはコピー先のフォルダを選択 
を押す 


メッセージを移動またはコピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 送信 S M S 一覧から操作するときは、移動／コ 


ピーする S MS を選択 
「3 本体へ保存」 


を押します。 


＜「1 移動する」を押した場合＞ 
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F OMA カード内の S MS （ショートメッセージ）を削除します 


FOMA カードに保存している S MS を 1 件ずつ削除したり、まとめて削除した 


り、送達通知だけをまとめて削除できます。 


● 送信 S MS を削除した場合、対応する送達通知が FOMA カード内にあれば、 


同時に削除されます。 


〈例〉受信 S MS を削除するとき 
1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「4F OMA カー 
ドの受信 S MS を見る」を押す 


受信 S MS 一覧が表示されます。 


● 送信S MS を削除するときは、U 「9S MS を使う」「5FOMA カー 


ドの送信 S MS を見る」を押します。 


2 削除する S MS を選択 
「3 削除する」を押す 


● 受信メールまたは送信メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えると 
きは、移動／コピーできません。保護されていない S MS やｉモードメールがあっても上書 
きされません。→ P 5 9 8 
● 受信S MS 詳細画面、送信S MS 詳細画面からも同様にして、本体へ移動やコピーができます。 


お知らせ 


5 
を押す 


受信 S MS 一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信 S M S 一覧から操作するときは、削除する 


S MS を選択 
「2削除する」を押します。 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
（ 
シ 
ョ 
ー 
ト 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
） 
を 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
に 
保 
存 
し 
ま 
す 


389 


メ 
ー 
ル 


● 受信S MS 詳細画面、送信S MS 詳細画面から削除する場合は、 
「削除する」を選択 


「1 削除する」を押します。 


お知らせ 


3「1 選択 1 件」～「3 送達通知全件」のいずれか 1 つの 
番号を押す 


メッセージを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ FOMA カード内のメッセージを１件削除するとき 


「1 選択１件」を押す 


■ FOMA カード内のメッセージを全件削除するとき 


「2FOMA カード内全件」 4 ～ 8 桁の暗証番号を入力 
を押す 


■ FOMA カード内の送達通知を全件削除するとき 


「3 送達通知全件」 4 ～ 8 桁の暗証番号を入力 
を押す 
• 受信 S MS のみ操作できます。 


4「1 削除する」を押す 


メッセージを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


5 
を押す 


受信 S MS 一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
設 
定 


S MS を利用する際の各種条件を設定します。 


通常はS MS C 、アドレス、T y pe of Numberの設定を変更する必要はありません。 


1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「3S MS を設定 
する」を押す 


説　明 


日本語のメッセージを送信する 
か、英語のメッセージを送信する 
かを選択します。文字種により送 
信できる文字数が異なります。 
→ P 3 1 9 


S MS を送信する際に、相手に届 
いたことを知らせる送達通知の配 
信を要求するかどうかを設定しま 
す。 


送信した S MS を相手が受け取れ 
ないときに、S MS センターで保管 
する期間を選択します。 


ドコモ以外のS MS サービスを受 
ける場合に設定します。 
•「その他」に設定したときは、ア 
ドレス欄を選択し、アドレスを 
入力します。半角で最大2 0 文字 
入力できます。 


「international」「unknown」の 
どちらかを設定します。 


項　目 


送信文字種 


送達通知 


有効期間 


S MS C ※ 


Type of Number ※ 


※ ：左の画面で 
を押すと表示され、設定できます。 


S MS （ショートメッセージ）の設定 
をします＜ S MS 設定＞ 


お買い上げ時 
送達通知：要求しない　左記以外は F OMA カードの設定に従う 
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2「1送信文字種」～「3有効期間」のいずれか1 つの番号 
を押す 


■ 送信文字種を設定するとき 


「1 送信文字種」「1 日本語」または「2 英語」を押す 


■ 送達通知を設定するとき 


「2 送達通知」「1 要求する」または「2 要求しない」を押す 


■ 有効期間設定するとき 


「3 有効期間」「10 日」～「43 日」のいずれか 1 つの番号を押す 


3 
を押す 


S MS を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
設 
定 


● 送達通知を「要求する」に設定して送信した場合は、S MS が相手の F OMA 端末に届いたこ 


とを知らせる送達通知が送られてきます。送達通知は「受信したメールを見る」に保存され 


ます。→ P 3 8 0 
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ル 
を 
管 
理 
し 
ま 
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メールを管理します 


メールのフォルダを作成します 


●「受信したメールを見る」では「受信箱」フォルダ以外に最大 2 9 個、「送信 


したメールを見る」では「送信箱」フォルダ以外に最大 9 個作成できます。 


〈例〉受信メールのフォルダを追加するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 送信メールのフォルダを追加するときは、U 「5 送信したメールを 


見る」を押します。 


2 
「1 フォルダを追加」 
フォルダ名を入力する 


3 
を押す 


フォルダを追加した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


フォルダ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


FOMA 端末には、メールをより使いやすくするためのさまざまな管理機能があ 


ります。 


● 全角で最大 7 文字、半角で最大 1 4 文字入力でき 


ます。 


■ フォルダ名を変更するとき 


フォルダ名を変更するフォルダを選択 


「3 フォルダ名変更」 フォルダ名を入力する 
• 「受信箱」「送信箱」フォルダのフォルダ名は変 


更できません。 
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メールのフォルダを削除します 


●「受信箱」「送信箱」フォルダは削除できません。 


● 保護されているメールがあるフォルダは削除できません。保護を解除してか 


らフォルダを削除してください。 


〈例〉受信メールのフォルダを削除するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 送信メールのフォルダを削除するときは、U 「5 送信したメールを 


見る」を押します。 


2 削除するフォルダを選択 
「2 フォルダを削除」 
を押す 


フォルダを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● フォルダ内にメールが残ったままフォルダを削除するときは、4 ～8 桁の 


端末暗証番号を入力 
を押します。 


3「1 削除する」を押す 


フォルダを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


フォルダ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メールを他のフォルダに移動します＜メール移動＞ 


〈例〉受信メールを他のフォルダに移動するとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールを他のフォルダに移動するときは、U 「5 送信したメー 


ルを見る」を押します。 


次 
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メールの保存件数を確認します＜メール件数を確認＞ 


受信メールまたは送信メールが何件保存されているかを、フォルダごとに確認し 


ます。 


〈例〉受信メールの保存件数を確認するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 送信メールの保存件数を確認するときは、U 「5 送信したメールを 


見る」を押します。 


2 件数を確認するフォルダを選択 
「5メール件数 
確認」を押す 


2 移動するメールを選択 
「5 フォルダを移動」を 
押す 


3 移動先のフォルダを選択 
を押す 


メールを移動した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール一覧から操作するときは、移動する 


メールを選択 
「4フォルダを移動」を押 


します。 
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1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


2 フォルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


■ 受信メールを全件削除するとき 


「4メールを削除」「3受信メール全件」 4 ～8 桁の端末暗証番号 


を入力 
を押す 
• 操作 5 に進みます。 


メールを削除します＜メール削除＞ 


「受信したメールを見る」「未送信のメールを見る」「送信したメールを見る」か 


ら不要なメールを削除します。 


● 保護されているメールは削除できません。まとめて削除する場合でも、保護 


されているメールは削除されずに残ります。保護を解除してから削除してく 


ださい。 


受信メールを削除します 


● 次の方法で削除できます。 


3 確認が終わったら 
を押す 


フォルダ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


削除されるメール 


選択したメール 


フォルダ内の既読メール 


フォルダ内の全メール 
（未読も削除） 


全メール（未読も削除） 


実行する画面 


フォルダ 
一覧 


－ 


○ 


○ 


○ 


詳細表示 


○ 


－ 


－ 


－ 


メール 
一覧 


○ 


○ 


○ 


－ 


削除方法 


選択 1 件 


フォルダ内既読 


フォルダ内全件 


受信メール全件 


○ ：実行可　－：実行不可 


メ 
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3 削除するメールを選択 
「3 削除する」を押す 


4「1 選択 1 件」～「3 フォルダ内全件」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


メールを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ フォルダ内のメールを１件削除するとき 


「1 選択１件」を押す 


■ フォルダ内の既読メールを削除するとき 


「2 フォルダ内既読」を押す 


■ フォルダ内のメールを全件削除するとき 


「3 フォルダ内全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


5「1 削除する」を押す 


メールを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


6 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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未送信／送信したメールを削除します 


● 次の方法で削除できます。 


削除方法 


選択 1 件 


フォルダ内全件※ 1 


メール全件 


削除されるメール 


選択したメール 


フォルダ内の全メール 


全メール 


実行する画面 


フォルダ 
一覧 


－ 


○ 


○ ※ 1 


詳細表示 


○ ※ 1 


－ 


－ 


メール 
一覧 


○ 


○ 


○ ※ 2 


○ ：実行可　－：実行不可 


※ 1 ：送信メールのみ　　 
※ 2 ：未送信メールのみ 


〈例〉送信メールを削除するとき 
1 待受画面で U 
「5 送信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 未送信メールを削除するときは、U 「4未送信のメールを見る」を押 


して操作 3 に進みます。 


■ 送信メールを全件削除するとき 


「4メールを削除」「2送信メール全件」 4 ～8 桁の端末暗証番号 


を入力 
を押す 
• 操作 5 に進みます。 


2 フォルダを選択 
を押す 


送信メール一覧が表示されます。 


3 削除するメールを選択 
「2 削除する」を押す 


● 未送信メール一覧から操作するときは、削除する 


メールを選択 
「3 削除する」を押しま 


す。 
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4「1 選択 1 件」または「2 フォルダ内全件」を押す 


メールを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ フォルダ内のメールを 1 件削除するとき 


「1 選択 1 件」を押す 


■ フォルダ内のメールを全件削除するとき 


「2 フォルダ内全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 
• 未送信メールを全件削除するときは、「2 全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番 


号を入力 
を押します。 


5「1 削除する」を押す 


メールを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


6 
を押す 


送信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メールを保護／解除します＜メール保護＞ 


受信メール、送信メール、未送信メールの保存領域の空きがなくなっても、メー 


ルや S MS を受信したときに上書きされないように、メールを保護します。 


● 未読メールは保護できません。 


● 最大保護件数→ P 5 9 8 


〈例〉受信メールを保護するとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 未送信メールを保護するときは、U 「4未送信のメールを見る」を押 


します。 


● 送信メールを保護するときは、U 「5送信したメールを見る」 フォ 


ルダを選択 
を押します。 
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● メール詳細画面から保護する場合は、 
「保護する」を選択 
を押して操作しま 


す。保護を解除する場合は、 
「保護を解除」を選択 
を押して操作します。 


● 全件保護の途中で最大保護件数を超える場合は、日時が新しいメールから順に、最大保護件 
数に達するまで保護されます。 


お知らせ 


2 保護するメールを選択 
「4 保護／解除する」を 
押す 


3「1 選択１件保護」または「2 全件保護」を押す 


メールが保護されます。 


● メールを保護すると状態マークが次のいずれかに変わります。 


受信メール 
： 
（既読）、 （返信不可）、 （返信済み）、 （転送済み） 


未送信メール ： 


送信メール 
： 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 保護を解除するとき 


① 受信メール一覧、未送信メール一覧で、保護を解除するメールを選択 


「4 保護／解除する」を押す 
• 送信メール一覧から操作するときは、保護を解除するメールを選択 


「3 保護／解除する」を押します。 


②「3 選択１件解除」を押す 
• 保護を全件解除するときは、「4 全件解除」を押します。 


● 未送信／送信メール一覧から操作するときは、保 


護するメールを選択 
「保護／解除する」 


を選択 
を押します。 
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「受信したメールを見る」「送信したメールを見る」のメール一覧の並び順（「日 


付順」）を一時的に並べ替えます。 


●「未送信のメールを見る」「FOMA カードの受信 S MS を見る」「FOMA カー 


ドの送信 S MS を見る」の並び順は変更できません。 


〈例〉受信メール一覧を並べ替えるとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メール一覧を並べ替えるときは、U 
「5 送信したメールを 


見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 
「7 並び順を変更」を押す 


3「1日付順」～「3題名順」のいずれか1 つの番号を押す 


メールが一時的に並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メール一覧の並び順を変更します＜並び順変更＞ 


● 送信メール一覧から操作するときは、 


「6 並び順を変更」を押します。 


「1日付順」「2 宛先順」「3 題名順」から選択で 


きます。 


● 受信メール一覧または送信メール一覧の表示を終了すると「日付順」に戻ります。 


● 題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、「題名順」の並び順の結果が5 0 音順にな 


らない場合があります。 
● フォルダ内にS MS が含まれているときに題名順で並べ替えると、一覧画面ではS MS は題名 


部分にメッセージの本文の先頭が表示されるため 5 0 音順にはなりません。 


お知らせ 
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「受信したメールを見る」のメール一覧を一時的にメールの状態別に表示します。 


●「送信したメールを見る」「未送信のメールを見る」「F O M A カードの受信 


S MS を見る」「FOMA カードの送信S MS を見る」の表示方法は選択できま 


せん。 


1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 
「8 表示方法を変更」を押す 


3「1全て表示」～「4保護のみ表示」のいずれか1 つの番 
号を押す 


選択した表示方法で表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メール一覧の表示方法を変更します＜表示方法変更＞ 


● 受信メール一覧の表示を終了すると「全て表示」に戻ります。 
●「既読のみ表示」では、保護されている受信メールは表示されません。 


お知らせ 


項　目 


1 全て表示 


2 未読のみ表示 


3 既読のみ表示 


4 保護のみ表示 


説　明 


すべてのメールを一覧表示します。 


未読のメールを一覧表示します。 


既読のメールを一覧表示します。 


保護されているメールを一覧表示 
します。 
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メールの文字の大きさを変更します＜文字サイズ設定＞ 


受信メールや送信メール、例文などの内容を表示するときの文字サイズを変更し 


ます。 


● 本機能の設定は受信メール、送信メール、例文表示、FOMA カード内のS MS 


すべてに反映されます。 


● メール作成／編集時の文字サイズは変更できません。 


〈例〉受信メール詳細画面で文字サイズを変更するとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メールを選択 
「7 小さく表示する」を 
押す 


文字の大きさが変わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 小さく表示されている場合は、 
「7 大きく表示する」を押します。 


お買い上げ時 
大きく表示する 


● 送信メール詳細画面、F OMA カード内の受信／送信 S MS 詳細画面から操作する場合は、 


「大きく表示する」または「小さく表示する」を選択 
を押して操作します。 


● 例文表示画面から操作する場合は、 
を押します。押すたびに文字の大きさが切り替わり 


ます。 


● 文字サイズを変更すると、次にメールを表示するときも同じ文字サイズで表示されます。 


お知らせ 


＜大きく表示する： 
1 行全角で 8 文字（半角 1 6 文字）＞ 


＜小さく表示する： 
1 行全角で 1 0 文字（半角 2 0 文字）＞ 


メ 
ー 
ル 
を 
管 
理 
し 
ま 
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メールの送信元や宛先などを確認します＜送信元／宛先確認＞ 


メールに表示されているメールアドレスや電話帳に登録した名前がすべて表示さ 


れない場合は、この方法でメールアドレスを確認できます。宛先が複数あるとき 


は全宛先のメールアドレスを、受信メールの場合には自分以外の宛先を表示しま 


す。 


〈例〉受信メール一覧でメールアドレスを確認するとき 
1 待受画面でU 
「1受信したメールを見る」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 未送信／送信メール一覧→ P 3 4 3 操作 1 ～ 2 


2 アドレスを表示するメールを選択 
「0送信元等 
を確認」を押す 


3 確認が終わったら 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ メール詳細画面から表示するとき 


① メール詳細画面を表示する 
• 受信／送信メール詳細画面→ P 3 4 3 操作 1 ～ 3 、P 3 5 1 操作 1 ～ 3 
• 受信／送信 S MS 詳細画面→ P 3 7 6 操作 1 ～ 3 、P 3 8 0 操作 1 ～ 3 


● 未送信／送信メール一覧から操作するときは、ア 


ドレスを表示するメールを選択 
「宛先を 


確認」を選択 
を押します。宛先確認では 


「題名：」「From：」は表示されません。 


● メールアドレスが「携帯電話番号＠docomo.ne.jp」 


の場合や S MS では、電話番号が表示されます。 


受信メールの場合、自分以外の宛先が 
あると「T o:」「C c :」が表示 


メ 
ー 
ル 
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本文などをコピーします 


ｉモードメール、S MS の本文中の文字をコピーします。コピーした文字は、メー 


ル作成画面やFOMA 端末電話帳の登録画面などの入力欄に貼り付けることがで 


きます。 


● 次のコピーができます。 


● 記録できるのは1 件だけです。新たにコピーを行うと前にコピーした文字に 


上書きされます。 


〈例〉受信メール詳細画面からコピーするとき 
1 コピーする項目を含む受信メール詳細画面を表示する 


● 受信／送信メール詳細画面→ P 3 4 3 操作 1 ～ 3 、P 3 5 1 操作 1 ～ 3 


● 受信／送信 S MS 詳細画面→ P 3 7 6 操作 1 ～ 3 、P 3 8 0 操作 1 ～ 3 


● FOMA カード内の受信／送信 S MS 詳細画面→ P 3 8 5 操作 1 ～ 2 


● 例文一覧→ P 3 4 0 操作 1 


メールの便利な機能 


ｉモードメール、S MS の本文中の文字をコピーします。また、本文に電話番号 


やメールアドレスがあるとき、それらを選択してFOMA 端末電話帳に登録する 


こともできます。 


コピーする項目 


選択中の項目 


宛先または送信元 


題名 


本文 


説　明 


反転表示されている項目（メールアドレス、電話番号な 
ど）をコピーします。 


宛先または送信元をコピーします。 


題名をコピーします。 


本文中の指定した範囲の文字をコピーします。 
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② 表示する送信元または宛先を選択 
を押す 


③ 確認が終わったら 
を押す 


メール詳細画面に戻ります。 
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2 
「9 内容をコピー」を押す 


3「1選択中の項目」～「3本文」のいずれか1 つの番号を 
押す 


コピーした旨のメッセージが表示されます。 


●「3 本文」を押した場合はコピーする範囲を指定します。 


→ P 5 4 3 操作 2 ～ 3 


4 
を押す 


内容がコピーされます。 


5 貼り付け先の文字入力画面を表示し、文字を貼り付ける 


コピーした文字が貼り付けられます。 


● 操作方法→ P 5 4 3 


● コピーした文字は電源を切るまでF OMA 端末に記録され、別の場所に何度でも貼り付けるこ 
とができます。 


お知らせ 


■ 送信メール詳細画面から操作するとき 


「8 内容をコピー」を押す 


■ F OMA カード内の受信 S MS 詳細画面から操 
作するとき 


「6 内容をコピー」を押す 


「1 送信元」「2 本文」から選択できます。 


■ F OMA カード内の送信 S MS 詳細画面から操 
作するとき 


「5 内容をコピー」を押す 


「1 宛先」「2 本文」から選択できます。 


■ 例文一覧から操作するとき 


「3 内容をコピー」を押す 


「1宛先」「2題名」「3本文」から選択できます。 
• 「3 本文」を選択すると、本文全体がコピーさ 


れます。 
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● 送信メール詳細画面、F OMA カード内の受信／送信 S MS 詳細画面から操作する場合は、 


「登録する」を選択 
を押して操作します。 


● メール本文などに複数のメールアドレスが列記されている場合は、登録できないことがあり 
ます。 


お知らせ 


電話番号やアドレスを電話帳に登録します 


ｉモードメール、S MS の本文中のメールアドレスや電話番号をFOMA 端末電話 


帳に登録します。新規に登録することも、登録済みの電話帳データに追加するこ 


ともできます。 


● ｉモードメール、S MS の本文中にメールアドレスや電話番号が記載されてい 


ても、反転表示されなければ登録操作はできません。ただし、受信メールで 


は送信元、送信メールでは宛先（複数宛先のときは選択可能）を反転表示し 


て電話帳に登録することはでき、ｉモードメールではメールアドレス、S MS 


では電話番号が登録できます。 


〈例〉受信メール詳細画面から電話帳登録するとき 
1 登録する項目を含む受信メール詳細画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 5 1 操作 1 ～ 3 


2 項目を選択 
「0 登録する」を押す 


3「1電話帳新規登録」または「2電話帳追加登録」を押す 


● 電話帳の登録方法→ P 1 2 0 操作 2 以降、P 1 2 7 操作 3 ～ 4 
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U R L をブックマークに登録します 


ｉモードメール、S MS の本文中にUR L があるとき、メール詳細画面から直接、 


UR L をブックマークに登録できます。 


〈例〉受信メール詳細画面からブックマーク登録するとき 
1 登録する UR L を含む受信メール詳細画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 5 1 操作 1 ～ 3 


2 UR L を選択 
「0 登録する」を押す 


3「3 ブックマーク登録」 
登録先フォルダを選択 


を押す 


ブックマークを追加した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


受信メール詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール詳細画面、F OMA カード内の受信／送信 S MS 詳細画面から操作する場合は、 


「登録する」を選択 
を押して操作します。 


お知らせ 


メ 
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ｉモーションを取得します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 1 0 


ｉモーションの動作を設定します 
… … … … … … … … … ＜ｉモーション設定＞ 
4 1 5 


ｉモーション 
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サイトからｉモーションを取得して再生します 
1 ｉモーションのあるサイトを表示し、取得したいｉモー 
ションを選択 
を押す 


ｉモーションを取得します 


サイトやインターネットホームページから映像や音を取得し、再生したり、保存 


したりできます。保存した映像や音はｉモーションとして再生したり、着モー 


ションに設定できます。 


● ｉモーションには、次のような種類があります。種類はサイトにより異なり、 


取得するときに変更したり、選択したりできません。 


ｉモーションの取得が始まります。 


● ｉモーション取得中画面で 
： 


ｉモーションの取得を中断します。 


標準タイプ 
（保存可※ ） 


ストリーミング 
タイプ 
（保存不可） 


ｉモーションのデータを取得しながら再 
生します。取得完了後は、データを取得 
した後に再生するときと同様に操作でき 
ます。 


ｉモーションのデータをすべて取得し 
た後に再生します。 


ｉモーションのデータを取得しながら再 
生します。再生が終わったｉモーション 
データは消去され、繰り返し再生した 
り、FOMA 端末に保存することはでき 
ません。 


データを取得しなが 
ら再生 
（最大5 0 0 K バイト） 


データを取得した後 
に再生 
（最大5 0 0 K バイト） 


データを取得しなが 
ら再生 
（最大 2 Ｍバイト） 


説　明 


※ ：標準タイプのｉモーションによっては、保存できないものもあります。 


タイプ 
再生の種類 


種　類 


取得済みのデータ量／全体のデータ量 
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■ データを取得した後に再生するｉモーション（標準タイプ）のとき 


取得が完了すると自動的に再生されます。 
• 再生中に次の操作ができます。 


操作ボタン 


／ 


音量ボタン（ 
） 


／ 


ｉモーションの動作 


休止／再生 


音量調節 


停止 


早送り再生 


次 
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■ データを取得しながら再生するｉモーション（標準タイプ）のとき 


取得が始まると取得しながら再生されます。 
• 再生中に次の操作ができます。再生終了後は、デー 


タを取得した後に再生するｉモーションと同様に 


操作できます。 


操作ボタン 


／ 


音量ボタン（ 
） 


ｉモーションの動作 


休止※ ／再生 


音量調節 


停止※ 


中断※（取得中）／ 
終了（取得完了後） 


• 再生を停止すると、取得が完了した旨の画面が表 


示されます。→ P 4 1 3 


※ ：データの取得は継続します。 
• データの取得中に再生を中断すると、取得を中断 


するかどうかの確認画面が表示されます。中断す 


る場合は「1 中断する」を押します。 
• データの取得が完了すると、取得が完了した旨の 


画面が表示されます。→ P 4 1 3 
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● 再生する期間や期限が設定されているｉモーションを取得する場合には、日付・時刻の設定 
が必要です。→ P 5 8 
● ｉモーションには、次のような再生制限が設定されている場合があります。 


● ストリーミングタイプのｉモーションを取得するときに「ｉモーションタイプ」を「標準・ス 
トリーミング」に設定していない場合、設定を変更するかどうかの確認画面が表示され、設 
定を変更することができます。→ P 4 1 5 
●「ｉモーションの再生を設定する」の「自動再生設定」（→ P 4 1 5 ）を「自動再生しない」に 
しているときは、自動的に再生されません。ただし、ストリーミングタイプのｉモーション 
は設定に関わらず、ストリーミング再生するかどうかの確認画面が表示されます。 
● ｉモーションを取得しながら再生しているときにデータの受信待ちになり、再生が一時停止 
する場合があります。データを受信し始めると自動的に再生を再開します。 
● ｉモーションを取得しながら再生しているときに、電波状況などにより再生ができなくなっ 
たり、停止したり、画像が乱れたりする場合があります。そのような場合でも、データが正 
常に受信されていれば取得後に再生できます。ただし、ｉモーションによってはデータを取 
得できても、正しく再生できない場合があります。 
● ｉモーションのデータが不正だった場合、ｉモーションの受信が中止されることがあります。 
● ストリーミングタイプのｉモーションを取得しながら再生しているときに、F OMA 端末を折 
り畳んだり、電話がかかってきたり、目覚ましや予定表で指定していた時間になった場合は、 
取得、再生が中断されます。標準タイプのｉモーションを取得しながら再生しているときは、 
取得が継続されたまま、再生が停止します。 


種　類 


再生回数制限 


再生期限制限 


再生期間制限 


説　明 


設定されている回数まで再生できます。F OMA 端末にｉモーションを保 
存すると再生回数がカウントされます。 


設定されている期限を過ぎていると再生、保存および取得できません。 


設定されている期間の前は保存、取得できますが再生できません。設定され 


ている期間を過ぎているときは再生、保存および取得できません。 


お知らせ 


操作ボタン 


／ 


／ 


音量ボタン（ 
） 


ｉモーションの動作 


中断 


音量調節 


■ データを取得しながら再生するｉモーション（ストリーミングタイプ） 
のとき 


ストリーミング再生するかどうかの確認画面が表示 


され、「1 再生する」を押すと取得しながら再生さ 


れます。 
• 再生中に次の操作ができます。 


• 中断すると、取得を中断するかどうかの確認画面 


が表示されます。中断する場合は「1中断する」を 


押します。 
• 再生が終了するとサイトに戻り、保存できません。 
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● ｉモーションの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、画面の指 
示に従って保存可能な空き容量が確保できるまでFOMA 端末に保存されている動画／ｉモー 
ションを削除してください。→ P 5 9 8 


サイトから取得したｉモーションを保存します 


● ストリーミングタイプや保存不可のｉモーションは保存できません。 
1 サイトからｉモーションを取得し、再生が終了する 


2「2 保存する」を押す 


3 
を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


操作 1 の画面に戻ります。 


●「ビデオのアルバムを見る」の「 
モード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 3 1 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● ｉモーションの取得方法→ P 4 1 0 


「1 再生する」 
：ｉモーションを再生します。 


「2 保存する」 
：ｉモーションを保存します。 


「3 情報を表示する」：ｉモーションの情報を表示し 


ます。→ P 4 3 5 


「4 戻る」 
：ｉモーションを保存するかど 


うかの確認画面が表示されま 


す。「2 保存しない」を選択 


すると、サイト表示に戻りま 


す。 


● 題名を変更するときは、題名を入力します。全角・ 


半角を問わず最大 3 6 文字入力できます。 


お知らせ 
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テロップにリンクが設定されていたときは 


ｉモーションのテロップに電話番号（P hone T o、A V P hone T o）やメール 


アドレス（Mail T o）、サイト（Web T o）などのリンクが設定されているとき 


は、リンク先に接続できます。 


〈例〉テロップのリンク（Web T o）に接続するとき 
1 サイトからｉモーションを取得し、再生が終了する 


リンク先に接続するかどうかの確認画面が表示されます。 


● ストリーミングタイプの場合は、再生を中断しても確認画面が表示されま 


す。 


● ｉモーションのテロップにあるリンク項目は選択できません。 


2「1 続きを見る」を押す 


リンク先が表示されます。 


■ ｉモーションを保存するとき 


ｉモーションを保存していないときには、リンク先を表示する前に保存する 


かどうかの確認画面が表示されます。 


①「1 保存する」を押す 


ｉモーション保存画面が表示されます。 


• 保存せずにリンク先を表示したときは、取得したｉモーションのデータ 


は破棄されますのでご注意ください。 


② 題名を確認 
を押す 


保存が完了し、リンク先が表示されます。 


● 複数のリンク項目がある場合は、1 つのリンク項目が有効になります。有効になるリンク項 


目は、ｉモーションによって異なります。 


お知らせ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
取 
得 
し 
ま 
す 
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ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
設 
定 


ｉモーションの動作を設定します 
＜ｉモーション設定＞ 


ｉモーションを自動的に再生するかどうかを設定したり、取得するｉモーション 


タイプを設定したりします。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「6 


モードの詳細を設定する」 「4 
モーションの再生を設 
定する」を押す 


2「1 自動再生設定」または「2 
モーションタイプ」を 
押す 


■ ｉモーションを自動再生するかしないかを設定するとき 


「1自動再生設定」「1自動再生する」または「2自動再生しない」を押す 


•「2自動再生しない」に設定しても、取得完了後に表示される画面から手動 


で再生することができます。 


• ストリーミングタイプのｉモーションは自動再生設定の設定に関わらず自 


動的に再生されます。 


■ ｉモーションタイプを設定するとき 


「2 
モーションタイプ」「1標準」または「2標準・ストリーミング」を 


押す 


• ストリーミングタイプのｉモーションを再生するときは、「2 標準・スト 


リーミング」に設定します。 


3 
を押す 


ｉモーションの設定を変更した旨のメッセージが表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



自動再生設定：自動再生する　 
モーションタイプ：標準 
お買い上げ時 


項　目 


1 自動再生設定 


2 
モーション 
タイプ 


説　明 


標準タイプのｉモーションを取得 
中、または取得後に自動的に再生 
するかどうかを設定します。 


取得するｉモーションのタイプを 
設定します。 
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4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● サイト表示中から操作する場合は、 
「 
表示を設定」 「2 
モーション設定」を押 
して操作します。 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
設 
定 
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画像を使いこなします 


画像を表示します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 1 8 


アルバムを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 2 4 


画像を削除します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜画像削除＞ 
4 2 8 


画像一覧の並び順を変更します 
… … … … … … … … … … … … 
＜並び順変更＞ 
4 2 9 


画像の残り枚数を確認します 
… … … … … … … … … … … … 
＜残り枚数確認＞ 
4 3 0 


動画を使いこなします 


動画／ｉモーションを再生します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 3 1 


動画／ｉモーションを削除します 
… … … … … … … … … … … … 
＜動画削除＞ 
4 3 8 


動画一覧の並び順を変更します 
… … … … … … … … … … … … 
＜並び順変更＞ 
4 3 9 


動画／ｉモーションの表示サイズを設定します 
… … … 
＜表示サイズ設定＞ 
4 4 0 


動画／ｉモーションを再生するときの照明を設定します 
… … 
＜照明設定＞ 
4 4 1 


動画／ｉモーションを再生するときの音量を設定します 
… … 
＜音量設定＞ 
4 4 2 


メロディを使いこなします 


メロディを再生します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 4 3 


メロディを削除します 
… … … … … … … … … … … … … … … 
＜メロディ削除＞ 
4 4 7 


メロディ一覧の並び順を変更します 
… … … … … … … … … … 
＜並び順変更＞ 
4 4 8 


メロディを再生する位置を設定します 
… … … … … … … … 
＜再生位置設定＞ 
4 4 9 


データ表示／編集／管理 
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画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


画像を表示します 


● 画像は、次の5 つの固定フォルダに分類して保存 


されます。 


1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「3 
写真のアルバムを見る」を押す 


参照先 


P 4 2 0 


P 4 2 1 


FOMA 端末に保存されている写真や画像を表示します。 


● 表示できる画像の種別は次のとおりです。 


● 表示の他に次の操作ができます。 


参照先 


P 4 2 1 


P 4 2 2 


項　目 


情報を表示します 


題名などを変更します 


項　目 


ｉモードメールに添付します 


待受画面に設定します 


マーク 
説　明 


作成したアルバム 


● アルバムを作成すると表示されます。→ P 4 2 4 


説　明 


カメラで撮影した写真が保存されている 
フォルダ 


ｉモードサイトやメールから取得した画 
像が保存されているフォルダ 


お買い上げ時に FOMA 端末に内蔵され 
ているアイテム（フレーム）や、ダウン 
ロードしたフレームが保存されている 
フォルダ 


お買い上げ時に FOMA 端末に内蔵され 
ている画像が保存されているフォルダ 


データリンクソフトで取り込んだ画像が 
保存されているフォルダ 


マーク 


説　明 


ｉモードサイトやメールから取得した画像(アニメーション以 
外)、カメラで撮影した写真、フレーム、内蔵画像など 


ｉモードサイトやメールから取得したアニメーション画像（ｉ 
アニメ含む） 


画像の種別 


静止画 


アニメーション 
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3 表示する画像を選択 
を押す 


画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


メモ表示： 
「メモ表示あり」に設定し 
ているときに表示されま 
す。→ P 4 2 2 


● 画面より小さい画像を表示している場合は 
を 


押すと、拡大／等倍表示に切り替えられます。 


● 選択した画像がアニメーションのときは、自動的 


に再生されます。再生途中で 
を押すと停止し 


ます。もう一度押すと再生します。 


● UD：フォルダ内の前後の画像を表示でき 


ます。 


● 
を押すと画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


画像番号／フォルダ内の画像数 


題名 


● 
：押すたびに画像表示とリスト表示が切り替 
わります。 
● 画像の状態は、次のマークで確認できます。 


説　明 


GIF 形式の画像データ 


J P E G 形式の画像データ 


メールに添付可能なデータ 


メールに添付可能な縮小データ 


メールに添付不可能なデータ 


マーク 


表示なし 


フォルダ名 
題名 


画像番号／フォルダ内の画像数 
データ形式マーク、メール添付マーク 


2 フォルダを選択 
を押す 


お知らせ 


● F OMA カード動作制限機能（→ P 4 6 ）で表示できない画像がある場合、操作 2 の画面の一 


覧には画像は表示されず、 
が表示されます。 


● パソコンをお持ちの場合は、添付のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータリンクソフトと 


F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、画像をパソコンに転送・保管することがで 


きます。→ P 5 7 4 
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画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
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画像を添付してｉモードメールを作成します 
1 P 4 1 8 の操作 1 ～ 2 を行う 
添付する画像を選択 


「1 メールで送る」 
ｉモードメールを作成する 


● ｉモードメール作成方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 


選択した画像が添付され、ファイル名が表示 
されます。→ P 4 2 2 


「1 縮小して送る」： 
データサイズを縮小して添付します。縮小すると本文に 
書き込める文字数が増えます。 
「2 このまま送る」： 
データサイズを変えずに添付します。 
「3 送らない」： 
添付を中止します。 


● 添付するときにデータサイズを変えた画像は、選択した画像と同じフォルダ内に同じ題名で 
保存され、 
が表示されます。 


お知らせ 


「1 標準サイズで送る」： 
ｉモードメールの標準サイズに縮小して添付します。 
「2 最大サイズで送る」： 
ｉモードメールに添付できるサイズ（5 0 0 K ）の範囲で、 
最大のサイズで添付します。 
• 画像サイズの横縦（または縦横）が 3 2 0 × 2 4 0 ドッ 
トを超える場合は、待受画面の大きさに合わせるかど 
うかの確認画面が表示されます。合わせる場合は「1 
小さくして送る」を押します。そのまま送る場合は「2 
このまま送る」を押します。 
「3 送らない」： 
添付を中止します。 


● データサイズが 9 0 0 1 ～ 1 0 0 0 0 バイトの画像を選択した場合は、次の画面が表示されま 
す。 


● データサイズが 1 0 0 0 0 バイトを超える画像を選択した場合は、次の画面が表示されます。 
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画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


画像の情報を表示します 
1 P 4 1 8 の操作1 ～2 を行う 
情報を確認する画像を選択 


「3 情報を見る」を押す 


● 待受画面に設定できる画像の最大サイズは、横縦（または縦横）が 6 4 0 × 4 8 0 （ドット） 
までです。また、横縦のサイズが 2 4 0 × 3 2 0 （ドット）を超える画像は、縮小して待受画 
面に設定されます。 


お知らせ 


画像を待受画面に設定します 
1 P 4 1 8 の操作 1 ～ 2 を行う 
設定する画像を選択 


「2 待受画面に貼る」 「1 設定する」 
を 
押す 


待受画面に設定され、画像一覧に戻ります。 


●「2 設定しない」：設定を中止します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 情報を見終わったら 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


説　明 


この端末内で表示される題名を表示します。 


メールで送信したり、データ転送でパソコンなどへ出力したり 
することができる「なし」／できない「あり」を表示します。 
• ファイル制限について→ P 4 2 3 


画像を表示したときの大きさを表示します。 
S サイズ→ 1 7 6 × 1 4 4 
M サイズ→ 3 5 2 × 2 8 8 
待受 
→ 2 4 0 × 3 2 0 
L サイズ→ 6 4 0 × 4 8 0 
• 上記サイズ以外の画像は数値（ドット）で表示されます。 


画像データのサイズを表示します。 


画像データの種類を表示します。 


この端末内で管理するための種類（静止画／アニメーショ 
ン）を表示します。 


画像データの名前が表示されます。 
• メールに添付したときなどに表示されます。 


画像を保存した日時を表示します。 


最初に保存されていた場所を表示します。 
カメラ 
→ 
（撮影した写真） 


ｉモード 
→ 


表示なし 
→ 
（アイテム）／ 
（内蔵写真） 


データ交換→ 


メモを表示します。 


お客様のFOMA 端末を修理する際、お客様のデータをドコモ 
指定の故障取扱窓口において移行できるかどうかを表示しま 
す。 


項　目 


題名※ 1 


ファイル制限※ 1 


表示サイズ 


ファイルサイズ 


ファイル種別 


種別 


ファイル名 


保存日時 


保存元 


メモ※ 1 


故障時退避可否※ 2 


画像の題名やメモ、ファイル制限を変更します 
1 P 4 1 8 の操作 1 ～ 2 を行う 
題名などを変更する画像を 
選択 
「4題名等を変更」 「1題名の変更」～「4 
ファイル制限の設定」のいずれか 1 つの番号を押す 


※ 1 ： 内容を変更することができます。→下記 
※ 2 ： 万一、お客様のデータを移行できない場合およびデータの消失、変化に関し、 
当社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


■ 題名を変更するとき 


「1 題名の変更」 題名を入力 
を 


押す 


• 全角で最大 1 8 文字、半角で最大 3 6 文字入力 


できます。 
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● 画像データによっては設定できない項目があります。 
● この端末の外へ出力が禁止されている画像（この端末でファイル制限を「設定する」にした 
画像を除く）、サイト画面（画面メモを含む）やメールから保存してファイル制限が設定され 
ている画像は、「題名」と「メモ表示あり／メモ表示なし」のみ変更できます。 


お知らせ 


ファイル制限について 


ファイル制限は、この端末で撮影した写真やビデオ、またデータリンクソフトで 


取り込んだ画像や動画を他の端末に送信したときに、それを受信した相手の端末 


から、さらに他の端末に送信／転送することを制限する機能です。したがって、 


ファイル制限を設定しても、この端末からの送信／転送は制限されません。 


ファイル制限を 
「設定しない」 


送信できます。 


ファイル制限を 
「設定する」 


＜お客様の F OMA 端末＞ 
＜他の携帯電話など＞ 


送信できません。 


画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


■ メモの内容を変更するとき 


「2 メモの変更」 メモを入力 
を 


押す 


• 全角で最大5 0 文字、半角で最大1 0 0 文字入力 


できます。 


■ 画像を表示したときにメモを表示するかしない 
かを設定するとき 


「3 メモ表示なし」または「3 メモ表示あり」を 


押す 


■ ファイル制限を設定するとき 


「4ファイル制限の設定」「1設定する」を押す 


• ファイル制限を解除する場合は「2 設定しな 


い」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


送信できます。 


送信できます。 
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アルバムを利用します 


アルバムを作成してイベントやジャンル別などで画像を整理し、保存します。 


アルバムを作成します 


● 最大 1 0 0 個作成できます。 


● お買い上げ時に登録されている固定フォルダ（→ P 4 1 8 ）のフォルダ名は変 


更できません。 


1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「3 
写真のアルバムを見る」を押す 


アルバム一覧が表示されます。 


2 
「1 アルバムを追加」 
アルバム名を入力する 


3 
を押す 


アルバムを追加した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


アルバム一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大 7 文字、半角で最大 1 4 文字入力でき 


ます。 


■ アルバム名を変更するとき 


アルバム名を変更するアルバムを選択 


「3 アルバム名変更」を押す 


ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
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アルバムを削除します 


● お買い上げ時に登録されている固定フォルダ（→P 4 1 8 ）は削除できません。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「3 
写真のアルバムを見る」を押す 


アルバム一覧が表示されます。 


2 削除するアルバムを選択 
「2 アルバムを削除」 
を押す 


3「1 削除する」を押す 


アルバムを削除した旨のメッセージが表示されます。 


● アルバム内の画像と同時にアルバムを削除する場合は、4 ～8 桁の端末暗 


証番号を入力 
「1 削除する」を押します。 


4 
を押す 


アルバム一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


● 待受画面やワンタッチダイヤルの着信画像に使用されている画像のあるアルバムを削除する 


と、設定されていた項目はお買い上げ時の状態に戻ります。 


お知らせ 


「1 削除する」 ：作成したアルバムを削除します。 


「2 削除しない」：作成したアルバムを削除しません。 


426 
426 


デ 
ー 
タ 
表 
示 
／ 
編 
集 
／ 
管 
理 


作成したアルバムに画像を移動します 


固定フォルダ（→ P 4 1 8 ）に保存されている画像を、作成したアルバムへ移動 


したり、アルバム間で移動したりします。 


● フォルダによってできる操作が異なります。 


説　明 


画像を指定したアルバムに移動でき 
ます。 
• アルバム以外には移動できません。 


ー 


画像を指定したアルバムに移動した 
り、移動元の固定フォルダに戻した 
りできます。 


移動元のフォルダ名 


撮影した写真 


モード 


アイテム 


データ交換 


内蔵写真 


アルバム 


できる操作 


アルバムに移動 


移動できません 


アルバムに移動 


1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「3 
写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を押す 


画像一覧が表示されます。 


2 移動する画像を選択 
「6 アルバムを移動」を押 
す 


3「1 選択 1 件」 
移動先のアルバムを選択 
を押す 


画像を移動した旨のメッセージが表示されます。 


ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


「1 選択１件」 
：選択した画像を移動します。 


「2 アルバム内全件」：アルバム内にあるすべての 


画像を移動します。 


「3 移動しない」 
：画像の移動を中止します。 
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ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
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4 
を押す 


画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 画像をアルバムから固定フォルダに戻すとき 


① 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」「3 写真のアルバム 


を見る」 アルバムを選択 
を押す 


画像一覧が表示されます。 


② 画像を選択 
「7 最初の 
に戻す」を押す 


画像を元に戻した旨のメッセージが表示されます。 


③ 
を押す 


画像一覧に戻ります。アルバムに画像がなくなったときはアルバム一覧に 


戻ります。 


• 
を押すと待受画面に戻ります。 
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画 
像 
削 
除 


画像を削除します＜画像削除＞ 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内の画像をまとめて削除します。 


●「内蔵写真」フォルダ内の画像は削除できません。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「3 
写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を押す 


画像一覧が表示されます。 


2 削除する画像を選択 
「5 削除する」 「1 選択 
1 件」を押す 


3「1 削除する」を押す 


写真を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


● 削除する画像が、待受画面かワンタッチダイヤルの着信画像に設定されて 


いる場合は、写真を削除するかどうかの確認画面が表示されます。削除す 


るときは「1削除する」を押します。待受画面に設定していた場合は、削 


除すると標準の画像（草原）に、ワンタッチダイヤルの着信画像に設定し 


ていた場合は設定なしに戻ります。ただし、メールを受信した場合は、相 


手の名前とメール受信中の画面が表示されます。 


4 
を押す 


画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● フォルダ内の画像を全件削除するときは、 


「5 削除する」「2 アルバム内全件」 4 ～ 8 桁 


の端末暗証番号を入力 
を押します。 


「1 削除する」 ：写真を削除します。 


「2 削除しない」：写真を削除しません。 
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並 
び 
順 
変 
更 


画像一覧の並び順を変更します 
＜並び順変更＞ 


画像一覧の並び順を変更します。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「3 
写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を押す 


画像一覧が表示されます。 


2 
「8 並び順を変更」を押す 


3「1題名で昇順」～「6大きさで降順」のいずれか1 つの 
番号を押す 


選択した並び順で画像一覧が並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


題名を 5 0 音順に並べ替えます。 


題名を 5 0 音順の逆に並べ替え 
ます。 


保存日時の古い順に並べ替え 
ます。 


保存日時の新しい順に並べ替えま 
す。 


データサイズの小さい順に並べ替 
えます。 


データサイズの大きい順に並べ替 
えます。 


項　目 


1 題名で昇順 


2 題名で降順 


3 保存日時で昇順 


4 保存日時で降順 


5 大きさで昇順 


6 大きさで降順 


● 題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、並び替えた結果が 5 0 音順にならない場 
合があります。 


お知らせ 


保存日時で降順 
お買い上げ時 
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画像をあと残り何枚まで保存できるかを確認します。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「3 
写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を押す 


画像一覧が表示されます。 


2 
「9 残り枚数を確認」を押す 


3 確認が終わったら 
を押す 


画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


残 
り 
枚 
数 
確 
認 


画像の残り枚数を確認します 
＜残り枚数確認＞ 


● お買い上げ時の残り枚数は画像サイズごとに異なります。 
● 撮影した枚数が最大保存件数に近づくと、大きい撮影サイズから残り枚数が少なくなります。 


お知らせ 
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FOMA 端末に保存されている動画／ｉモーションを再生します。 


● 再生の他に次の操作ができます。 


1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「4 
ビデオのアルバムを見る」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


動画／ｉモーションを再生します 


説　明 


カメラで撮影したビデオが保存されてい 
るフォルダ 


ｉモードサイトやメールから取得したｉ 
モーションが保存されているフォルダ 


お買い上げ時に FOMA 端末に内蔵され 
ている動画が保存されているフォルダ 


データリンクソフトで取り込んだ動画が 
保存されているフォルダ 


マーク 


● 動画／ｉモーションは、次の4 つの固定フォルダ 


に分類して保存されます。 


参照先 


P 4 3 4 


P 4 3 5 


参照先 


P 4 3 6 


P 4 3 6 


項　目 


題名を変更します 


ファイルを制限します 


項　目 


ｉモードメールに添付します 


情報を表示します 


説　明 


メールに添付可能なデータ 


メールに添付可能な切り出しデータ 


メールに添付不可能なデータ 


マーク 


表示なし 


● 
：押すたびに画像表示とリスト表示が切り替 


わります。 


● 動画／ｉモーションの状態は、次のマークで確認 


できます。 


フォルダ名 
題名 


動画番号／フォルダ内の動画数 


メール添付マーク 
動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



音声の場合や画像が 
表示できない場合に 
表示されます。 
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動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


3 再生する動画／ｉモーションを選択 
を押す 


再生バー：現在の再生位置を表示します。 
再生音量：現在の音量を表示します。 


再生時間：現在の再生時間を表示します。 


● 再生中に次の操作ができます。 


● 再生が終わると自動的に停止します。 


● 
を押すと動画／ｉモーションの一覧に戻りま 


す。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


操作ボタン 


／ 


音量ボタン（ 
） 


ｉモーションの動作 


一時停止／再生 


音量調節 


停止 
• 停止中に 
を押すと先 
頭から再生します。 


早送り再生 


再生状態： 
再生中 
一時停止中 
■ 
停止中 
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● 再生可能な動画／ｉモーションは次のとおりです。 


※ ：表示サイズによっては再生できないものもあります。 
● 操作2 の表示画面では、他のアプリケーションの影響により画像表示が表示できないときや、 
音声データの場合は 
が表示されます。 
● 再生制限について→ P 4 3 7 
● 長い間電池パックを外していると、F OMA 端末で保持している日付・時刻情報がリセットさ 
れることがあります。その場合、再生期限・再生期間が決められているｉモーションは再生 
できなくなります。 
● 音声データを再生すると次の画面が表示されます。 


お知らせ 


ファイル形式 
MP 4 （MobileMP 4 ） 


符号化方式 
映像：MP E G-4 または H.2 6 3 


音声：A MR または A A C 


表示サイズ 
1 7 6 × 1 4 4 ドット以下※ 


● お買い上げ時は、次の動画が「内蔵ビデオ」フォルダに登録されています。 


● パソコンをお持ちの場合は、添付のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータリンクソフトと 
F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、動画／ｉモーションをパソコンに転送・保 
管して再生することができます。ただし、動画／ｉモーションによっては、転送・保管がで 
きないものがあります。→ P 5 7 4 


• 動画／ｉモーションと同様に操作できます。 
• 音声データを再生しているときは、再生画面に音声再生画像 
が表示されます。 


にわとり 
鍋草履 
元犬 
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動画／ｉモーションを添付してｉモードメールを作成します 
1 P 4 3 1 の操作1 ～2 を行う 
添付する動画／ｉモーショ 
ンを選択 
「1 メールで送る」 「1 このまま送 
る」 
ｉモードメールを作成する 


●「2 内容を確認する」：添付する前に再生して確認します。 


●「3 送信を中止する」：添付を中止します。 


● ｉモードメール作成方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 


動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


選択した動画／ｉモーショ 
ンが添付され、ファイル名 
が表示されます。→P 4 3 5 


● 選択した動画／ｉモーションのデータサイズが3 0 0 K バイトを超える大容量で、編集可能な 
場合は、次の画面が表示されます。 


お知らせ 


• 左の画面が表示されます。動画／ i モーションを切り出して 
データサイズを小さくしてから送るときは「2切り出して送 
る」を押します。 


● 添付したメロディ・画像を含む本文の残りのデータ量が全角で最大 1 0 0 文字（半角2 0 0 文 
字）分未満の場合は、動画／ｉモーションを添付できません。 
● 添付したときに切り出した動画データは、選択した動画データと同じフォルダ内に同じ題名 
で保存され、 
が表示されます。 
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動画／ｉモーションの情報を表示します 
1 P 4 3 1 の操作 1 ～ 2 を行う 
情報を確認する動画／ 
ｉモーションを選択 
「2 情報を見る」を押す 


● 情報を見終わったら 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


この端末内で表示される題名を表示します。 


あらかじめ設定されているタイトルを表示します。 


メールで送信したり、データ転送でパソコンなどへ出力す 
ることができる「なし」／できない「あり」を表示します。 
• ファイル制限について→ P 4 2 3 


着信音に設定できるかどうかを表示します。 


再生制限が設定されているかどうかを表示します。 
→ P 4 3 7 


再生可能かどうかを表示します。 


再生可能かどうかを表示します。 


テロップが挿入されているかどうかを表示します。→P 4 1 4 


再生時間を表示します。 


動画／ｉモーションを再生したときの表示サイズを表示します。 


動画／ｉモーションのデータサイズを表示します。 


動画／ｉモーションのデータの種類を表示します。 


動画／ｉモーションの音声データの種類を表示します。 


動画／ｉモーションデータの名前を表示します。 
• メールに添付したときなどに表示されます。 


動画／ｉモーションを保存した日時を表示します。 


保存されている場所を表示します。 
カメラ 
→ 
（撮影したビデオ） ｉモード 
→ 


表示なし → 
（内蔵ビデオ） 
データ交換→ 


この動画／ｉモーションの説明を表示します。 


作成者の名前などを表示します。 


著作者名や著作物の公表年月日などを表示します。 


項　目 


題名※ 


オリジナルタイトル 


ファイル制限※ 


着信音設定 


再生制限 


画像 


音声 


テロップ 


再生時間 


表示サイズ 


ファイルサイズ 


ファイル種別 


音 


ファイル名 


保存日時 


保存元 


説明 


作成者 


コピーライト 


※ ：内容を変更することができます。→ P 4 3 6 
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次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● この端末で撮影したビデオの場合、「作成者」には個人情報に登録した名前が表示されます。 
個人情報に名前が登録されていないときは、「作成者」は設定されず「---」と表示されます。 
→ P 4 3 5 


お知らせ 


動画／ｉモーションの題名を変更します 
1 P 4 3 1 の操作 1 ～ 2 を行う 
題名を変更する動画／ 
ｉモーションを選択 
「3 題名を変更」 「1 題 
名を変更する」 
題名を入力 
を押す 


● 全角・半角を問わず最大 3 6 文字入力できます。 


● 変更した題名をあらかじめ設定されていたオリジ 


ナルタイトルに戻す場合は、「2 オリジナルタイ 


トルに戻す」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動画／ｉモーションのファイル制限を設定します 
1 P 4 3 1 の操作1 ～2 を行う 
ファイル制限を設定する動 
画／ｉモーションを選択 
「6ファイル制限を設 
定」 「1 設定する」 
を押す 


● ファイル制限を解除する場合は「2 設定しない」 
を押します。 


● ファイル制限について→ P 4 2 3 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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再生制限が設定されているときは 


ｉモーションに再生制限が設定されているときは、再生開始前に確認画面が表示 


されます。 


再生制限 


回数制限 


期限制限 


期間制限 


説　明 


「あと× 回再生できます。再生しますか？」と表示さ 
れます。再生するときは「再生する」、中止するとき 
は「再生しない」を選択します。 


「再生可能回数が終了しました。削除しますか？」と 
表示されます。削除するときは「削除する」、残すと 
きは「削除しない」を選択します。 


「× × × × 年× × 月× × 日× × 時× × 分まで再生可能 
です」と表示されます。 
を押すと再生が始まりま 
す。中止するときは C を押します。 


「再生可能期限が切れました。削除しますか？」と表 
示されます。削除するときは「削除する」、残すとき 
は「削除しない」を選択します。 


「あと× × 日間再生できます」と表示されます。 


を押すと再生が始まります。中止するときはCを 
押します。 


「再生可能日前です。再生できません」と表示されま 
す。 
を押すと動画／ｉモーション一覧に戻ります。 


「再生可能期限が切れました。削除しますか？」と表 
示されます。削除するときは「削除する」、残すとき 
は「削除しない」を選択します。 


状　態 


再生回数残あり 


規定回数再生 
済み 


期限内 


期限が過ぎた 


期間内 


期間前 


期間が過ぎた 


● 日付・時刻を変更しても、再生制限の期限や期間を延長することはできません。 


動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
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生 
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動 
画 
削 
除 


動画／ｉモーションを削除します 
＜動画削除＞ 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内の動画／ｉモーションをまとめて削除します。 


●「内蔵ビデオ」フォルダに保存されている動画は削除できません。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「4 
ビデオのアルバムを見る」 フォルダを選択 
を押す 


動画／ｉモーション一覧が表示されます。 


2 削除する動画／ｉモーションを選択 
「4削除す 
る」 「1 選択 1 件」を押す 


3「1 削除する」を押す 


ビデオを削除した旨のメッセージが表示されます。 


● 削除する動画／ｉモーションが、着信音に設定されている場合は、ビデオ 


を削除するかどうかの確認画面が表示されます。削除するときは「1削除 


する」を押します。着信音に設定していた場合は、削除するとお買い上げ 


時の着信音（着信音 1 ）に戻ります。 


4 
を押す 


動画／ｉモーション一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● フォルダ内の動画／ｉモーションを全件削除する 


ときは、 
「4削除する」「2アルバム内全 


件」 4 ～8 桁の端末暗証番号を入力 
を押 


します。 


「1 削除する」 ：動画／ｉモーションを削除しま 


す。 


「2 削除しない」：動画／ｉモーションを削除しませ 


ん。 
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動画一覧の並び順を変更します 
＜並び順変更＞ 


並 
び 
順 
変 
更 


動画／ｉモーション一覧の並び順を変更します。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「4 
ビデオのアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を押 
す 


動画／ｉモーション一覧が表示されます。 


2 
「5 並び順を変更」を押す 


3「1題名で昇順」～「6大きさで降順」のいずれか1 つの 
番号を押す 


選択した並び順で動画／ｉモーション一覧が並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


題名を 5 0 音順に並べ替えます。 


題名を 5 0 音順の逆に並べ替え 
ます。 


保存日時の古い順に並べ替え 
ます。 


保存日時の新しい順に並べ替え 
ます。 


動画／ｉモーションのサイズの小 
さい順に並べ替えます。 


動画／ｉモーションのサイズの大 
きい順に並べ替えます。 


項　目 


1 題名で昇順 


2 題名で降順 


3 保存日時で昇順 


4 保存日時で降順 


5 大きさで昇順 


6 大きさで降順 


お買い上げ時 
保存日時で降順 


● 題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、並び替えた結果が 5 0 音順にならない場 
合があります。 


お知らせ 
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動画／ｉモーションの表示サイズ（最大 2 4 0 × 2 0 0 ドット）に合わせて拡大 


して表示するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「4 
ビデオのアルバムを見る」を押す 


ビデオ一覧が表示されます。 


2 
「1 表示サイズ設定」を押す 


3「1画面に合わせて表示する」または「2元の大きさで表 
示する」を押す 


表示サイズを設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ビデオ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動画／ｉモーションの表示サイズを設定し 
ます＜表示サイズ設定＞ 


説　明 


表示サイズの高さと幅の比率を保 
持したまま拡大し、画面の表示サ 
イズに合わせて表示します。テ 
ロップが含まれる場合は、最大 
2 4 0 × 1 4 4 のサイズまで拡大表 
示されます。また、ｉモーション 
によっては拡大表示できない場合 
があります。 


元の表示サイズに戻します。 


項　目 


1画面に合わせて 
表示する 


2元の大きさで表 
示する 


表 
示 
サ 
イ 
ズ 
設 
定 


お買い上げ時 
元の大きさで表示する 
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動画／ｉモーション再生中の照明動作を設定します。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「4 
ビデオのアルバムを見る」を押す 


ビデオ一覧が表示されます。 


2 
「2 照明を設定」を押す 


3「1 常に点灯」または「2 設定時間で消灯」を押す 


照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ビデオ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動画／ｉモーションを再生するときの照 
明を設定します＜照明設定＞ 


説　明 


動画／ｉモーション再生中はディ 
スプレイの照明が常時点灯しま 
す。 


「画面の明るさを設定する」の「照 
明時間」の点灯時間が経過すると 
消灯するように設定します。 
→ P 1 7 3 


項　目 


1 常に点灯 


2設定時間で消灯 


照 
明 
設 
定 


お買い上げ時 
常に点灯 
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動画／ｉモーション再生中の音量を設定します。 
1 待受画面で 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 「4 
ビデオのアルバムを見る」を押す 


ビデオ一覧が表示されます。 


2 
「3 音量を調節」を押す 


3 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節 
を押す 


音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ビデオ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動画／ｉモーションを再生するとき 
の音量を設定します＜音量設定＞ 


音 
量 
設 
定 
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FOMA 端末に保存されているメロディを再生します。 


● 再生の他に次の操作ができます。 


メロディを再生します 


メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


参照先 


P 4 4 6 


P 4 4 6 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「6 保存した曲の詳細を設定する」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


参照先 


P 4 4 4 


P 4 4 5 


項　目 


題名を変更します 


ファイルを制限します 


項　目 


ｉモードメールに添付します 


情報を表示します 


マーク 
説　明 


ｉモードサイトやメールから取得したメ 
ロディが保存されているフォルダ 


お買い上げ時にFOMA端末に内蔵されて 
いるメロディが保存されているフォルダ 


データリンクソフトで取り込んだメロ 
ディが保存されているフォルダ 


フォルダ名 


マーク 


表示なし 


説　明 


メールに添付可能なデータ 


メールに添付不可能なデータ 


● メロディの状態は、次のマークで確認できます。 


メロディ番号／フォルダ内のメロディ数 


メール添付マーク 


メロディ一覧が表示されます。 


● メロディは、次の3 つの固定フォルダに分類して保 


存されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


3 再生するメロディを選択 
を押す 


操作ボタン 


／ 


音量ボタン（ 
） 


メロディの動作 


一覧に戻る 


フォルダ内の前後のメロ 
ディを再生 


音量調節 


● 再生が終わると一覧に戻るまで繰り返し再生します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● パソコンをお持ちの場合は、添付のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータリンクソフトと 
F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、メロディをパソコンに転送・保管すること 


ができます。→ P 5 7 4 


● 相手がF 8 8 1 iE S 、F 8 8 0 iE S 、F 9 0 1 iS 、F 9 0 1 iC 、F 9 0 0 iC 、F 9 0 0 iT 、F 9 0 0 i、F 7 0 0 iS 、 
F 7 0 0 i 以外の場合、メロディを正しく送受信できないことがあります。 


メロディ番号／フォルダ内のメロディ数 


● 再生中に次の操作ができます。 


再生音量：現在の音量を表示します。 


再生バー：現在の再生位置を表示します。 


再生中のメロディの題名 


お知らせ 


お知らせ 


● ｉモードメール作成方法→ P 3 2 0 、P 3 2 5 


選択したメロディが添付され、ファイル名が表示されます。 
→ P 4 4 5 


メロディを添付してｉモードメールを作成します 
1 P4 4 3 の操作 1 ～ 2 を行う 
添付するメロディを選択 


「1 メールで送る」 ｉモードメールを作成する 
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メロディの情報を表示します 
1 P 4 4 3 の操作1 ～2 を行う 
情報を確認するメロディを 
選択 
「2 情報を見る」を押す 


項　目 


題名※ 1 


オリジナルタイトル 


ファイル名 


ファイル制限※ 1 


ファイル種別 


ファイルサイズ 


再生時間 


保存日時 


保存元 


故障時退避可否※ 2 


説　明 


この端末内で表示される題名を表示します。 


あらかじめ設定されているタイトルを表示します。 


メロディデータの名前を表示します。 
• メールに添付したときなどに表示されます。 


メールで送信したり、データ転送でパソコンなどへ出力し 
たりすることができる「なし」／できない「あり」を表示 
します。 
• ファイル制限について→ P 4 2 3 


メロディのデータの種類を表示します。 


メロディのデータサイズを表示します。 


再生時間を表示します。 


メロディを保存した日時を表示します。 


保存されている場所を表示します。 
ｉモード 
→ 
　　表示なし→ 
（内蔵メロディ） 
データ交換→ 


お客様のFOMA 端末を修理する際、お客様のデータをドコ 
モ指定の故障取扱窓口において移行できるかどうかを表示 
します。 


※ 1 ：内容を変更することができます。→ P 4 4 6 
※ 2 ：万一、お客様のデータを移行できない場合およびデータの消失、変化に関し、当 
社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


● 情報を見終わったら 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 
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メロディの題名を変更します 
1 P 4 4 3 の操作 1 ～ 2 を行う 
題名を変更するメロディを 


選択 
「3 題名を変更」 「1 題名を変更する」 
題 
名を入力 
を押す 


● 全角で最大 2 5 文字、半角で最大 5 0 文字入力で 


きます。 


● 変更した題名をあらかじめ設定されていたオリジ 


ナルタイトルに戻す場合は、「2 オリジナルタイ 


トルに戻す」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● サイトなどからダウンロードしたメロディや、お買い上げ時に登録されているメロディは、 
ファイル制限を変更できません。 


メロディのファイル制限を設定します 
1 P 4 4 3 の操作1 ～2 を行う 
ファイル制限を設定するメ 
ロディを選択 
「6 ファイル制限を設定」 「1 
設定する」 
を押す 


● ファイル制限を解除する場合は「2 設定しない」 
を押します。 


● ファイル制限について→ P 4 2 3 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 
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メ 
ロ 
デ 
ィ 
削 
除 


メロディを削除します 
＜メロディ削除＞ 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内のメロディをまとめて削除します。 


●「内蔵メロディ」フォルダに保存されているメロディは削除できません。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「6保存した曲の詳細を設定する」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


2 削除するメロディを選択 
「4削除する」 「1選 
択 1 件」を押す 


3「1 削除する」を押す 


メロディを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


● 削除するメロディが、着信音か目覚ましに設定されている場合は、メロ 


ディを削除するかどうかの確認画面が表示されます。削除するときは「1 


削除する」を押します。着信音に設定していた場合は、削除するとお買い 


上げ時の着信音（着信音 1 ）に、目覚ましに設定していた場合は目覚まし 


1 に戻ります。 


4 
を押す 


メロディ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● フォルダ内のメロディを全件削除するときは、 


「4 削除する」 「2 フォルダ内全件」 


4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押しま 


す。 


「1 削除する」 ：メロディを削除します。 


「2 削除しない」：メロディを削除しません。 
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並 
び 
順 
変 
更 


メロディ一覧の並び順を変更します 
＜並び順変更＞ 


メロディを一覧で表示しているときの並び順を変更します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「6保存した曲の詳細を設定する」 
フォル 
ダを選択 
を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


2 
「5 並び順を変える」を押す 


3「1題名で昇順」～「6大きさで降順」のいずれか1 つの 
番号を押す 


選択した並び順でメロディ一覧が表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


題名を 5 0 音順に並べ替えます。 


題名を 5 0 音順の逆に並べ替え 
ます。 


保存日時の古い順に並べ替え 
ます。 


保存日時の新しい順に並べ替え 
ます。 


メロディサイズの小さい順に並 
べ替えます。 


メロディサイズの大きい順に並 
べ替えます。 


項　目 


1題名で昇順 


2題名で降順 


3保存日時で昇順 


4保存日時で降順 


5大きさで昇順 


6大きさで降順 


お買い上げ時 
保存日時で降順 


● 題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、並び替えた結果が 5 0 音順にならない場 
合があります。 


お知らせ 
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再 
生 
位 
置 
設 
定 


メロディを再生する位置を設定します 
＜再生位置設定＞ 


メロディを再生したときの再生位置を設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「3音を 
設定する」 「6 保存した曲の詳細を設定する」を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


2 
を押す 


3「1フルコーラス再生」または「2ポイント再生」を押す 


再生位置を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メロディ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


メロディをすべて再生するように 
設定します。 


メロディを一部分のみ再生するよう 
に設定します。 
• 設定しても、対応していないメロ 
ディではポイント再生を行いま 
せん。 


項　目 


1フルコーラス 
再生 


2ポイント再生 


お買い上げ時 
フルコーラス再生 
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マルチアクセスについて 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
4 5 2 


自動的に電源を入れます 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜自動電源 ON ＞ 
4 5 5 


自動的に電源を切ります 
… … … … … … … … … … … … … … ＜自動電源 OFF ＞ 
4 5 7 


目覚ましや予定の時刻に自動的に電源を入れます 
＜通知時刻自動電源 ON ＞ 
4 5 9 


指定した時刻に目覚まし音でお知らせします 
… … … … … 
＜目覚まし機能＞ 
4 6 0 


予定を管理します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜予定表＞ 
4 6 4 


通話時間・積算時間を確認します 
… … … 
＜通話時間表示／積算時間表示＞ 
4 7 2 


通話料金・積算料金を確認します 
… … … 
＜通話料金表示／積算料金表示＞ 
4 7 4 


ワンタッチで大音量アラームを鳴らします 
… … … 
＜ワンタッチアラーム＞ 
4 7 6 


電卓として使います 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜電卓＞ 
4 7 9 


歩数計として使います 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜歩数計＞ 
4 8 0 


スイッチ付イヤホンマイクの使いかた 
… … 
＜スイッチ付イヤホンマイク＞ 
4 9 1 


イヤホンをつないで自動で電話を受けます 
… … 
＜イヤホン接続時着信設定＞ 
4 9 4 


各種機能の設定を初期状態に戻します … … … … … … … … … … ＜設定リセット＞ 
4 9 5 


登録したデータを一括して削除します 
… … … … … … … 
＜データ一括削除＞ 
4 9 7 


その他の便利な機能 
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マルチアクセスについて 


マルチアクセスとは、音声電話やパケット通信（ｉモード、ｉモードメール、パ 
ソコンなどとFOMA 端末をつないで行うデータ通信）から2 つの通信を同時に 
利用できる機能です。 
たとえば、ｉモードを利用しながら、かかってきた音声電話を受けたり、ｉモー 
ドメールを受信したりすることができます。 


利用できる操作 


ｉモードメールを受信する 


データ通信（パケット）を行う 


音声電話をかける 


かかってきた音声電話を受ける 


ｉモードメールを受信する 


音声電話をかける 


かかってきた音声電話を受ける 


現在の状態 


音声電話中 


ｉモード中 


データ通信中 
（パケット） 


参照先 


下記 


P 4 5 3 


P 4 5 3 


P 4 5 4 


P 3 4 5 


P 4 5 3 


P 4 5 4 


● マルチアクセスで同時に利用できる通信の詳細は「マルチアクセスの組み合 
わせについて」をご覧ください。→ P 5 7 1 
● マルチアクセス中は、それぞれの通信に通信料がかかります。 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 


マルチアクセスでできる主な操作 


マルチアクセスを使用して、次のような操作ができます。 


音声電話中にｉモードメールを受信します 
1 通話中にメールを受信する 


メールの受信中はディスプレイ上部に 
と 
が点滅 


表示され、受信が終了すると 
が表示されます。 


● 着信音は鳴りません。 


● 通話中にメールの内容を確認することはできませ 


ん。 
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音声電話中にデータ通信を行います 
1 通話中にパソコンから発信操作を行う 


データ通信が始まります。 


● 電話はつながったままなので、そのまま話せます。 


データ通信を行う前にスピーカーホン機能を使用 


して通話を行っていた場合は、画面を見ながら話 


すことができます。→ P 6 8 


● データ通信を終了するには 
を押します。 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 


ｉモード中・データ通信中に音声電話をかけます 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）（→ P 4 9 1 ）または P hone T o 機能 


（→ P 2 8 1 ）を使用してのみ音声電話をかけることができます。 


〈例〉サイト表示中に平型スイッチ付イヤホンマイクを使って音声電話をかける 
とき 


1 ｉモード中に平型スイッチ付イヤホンマイクのスイッチを 
1 秒以上押す 


電話がつながります。 


● 音声電話の着信中にデータ通信の着信があった場合、画面は通信画面に切り替わり、音声電 
話に出ることはできません。通信の着信が切れたり通信を終了したりすると、音声電話に出 
られるようになります。 


お知らせ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 


ｉモード中・データ通信中に音声電話を受けます 


〈例〉サイト表示中に音声電話を受けるとき 
1 電話がかかってくる 


2 
を押す 


電話がつながります。 


着信中の画面が表示されます。 


2 お話しが終わったら 
または平型スイッチ付イヤホンマ 


イクのスイッチを１秒以上押す 


サイト表示中画面に戻ります。 


● ｉモード中でもP hone T o機能を使用してテレビ電話をかけることはできますが、ｉモード 
は切断されます。→ P 2 8 1 


お知らせ 
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サイト表示中画面に戻ります。 
3 お話しが終わったら 
を押す 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 
／ 
自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



自動的に電源を入れます 
＜自動電源 ON ＞ 


お買い上げ時 
停止する 


指定した時刻にFOMA 端末の電源が自動的に入るように設定します。また、設 


定を 1 回のみとするか、毎日繰り返し行うかを設定します。 


● 日付・時刻の設定が必要です。→ P 5 8 


● 自動的に電源を切る時刻と同時刻に設定することはできません。→ P 4 5 7 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「9決め 
た時刻に電源を入／切する」 「1電源が入る時刻を設定 
する」を押す 


「1 自動電源入」：自動で電源を入れるかどうかを設 


定します。 


「2 時刻」 
：自動で電源を入れる時刻を設定し 


ます。 


「3 繰り返し」 ：自動で電源を入れる設定を繰り返 


すかどうかを設定します。 
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自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 


2「1 自動電源入」を押す 


3「1 入れる」を押す 


4 時刻を入力 
を押す 


5「1 毎日繰り返す」または「2 繰り返さない」を押す 


電源が入る機能を設定する画面に戻ります。 


6 
を押す 


電源を入れる設定を起動／停止した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


｢1 入れる｣ 
：自動で電源を入れるようにします。 


｢2 入れない｣ ：自動で電源を入れないようにします。 


●「2 入れない」：操作 6 に進みます。 


● 2 4 時間制で入力します。時、分が1 桁のときは、 


前に 0 を付けます。 


「1 毎日繰り返す」：毎日指定した時刻に自動で電 


源を入れます。 


「2 繰り返さない」：1 回のみ指定した時刻に自動 


で電源を入れます。 
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● P IN1 コードを使用するように設定しているときは（→P 1 8 1 ）、指定した時刻に電源が入った 
後、P IN1 コード入力の画面が表示されます。P IN1 コード入力後、待受画面が表示されます。 
● 病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を禁止された場所では、電源を切るだけで 
はなく、自動電源 ON の設定も解除してください。 


お知らせ 


自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 
／ 
自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 


自動的に電源を切ります 
＜自動電源 OF F ＞ 


お買い上げ時 
停止する 


指定した時刻に FOMA 端末の電源が自動的に切れるように設定します。また、 


設定を 1 回のみとするか、毎日繰り返し行うかを設定します。 


● 日付・時刻の設定が必要です。→ P 5 8 


● 自動的に電源を入れる時刻と同時刻に設定することはできません。→P 4 5 5 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「9決め 
た時刻に電源を入／切する」 「2 電源が切れる時刻を設 
定する」を押す 


2「1 自動電源切」を押す 


｢1 切る｣ 
：自動で電源を切るようにします。 


｢2 切らない｣ ：自動で電源を切らないようにします。 


「1 自動電源切」：自動で電源を切るかどうかを設 


定します。 


「2 時刻」 
：自動で電源を切る時刻を設定し 


ます。 


「3 繰り返し」 ：自動で電源を切る設定を繰り返 


すかどうかを設定します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 


● 待受画面表示中以外のときに指定した時刻になった場合、電源は切れません。動作中のそれ 


ぞれの機能を終了して待受画面に戻った後、電源が切れます。 


● 目覚ましや予定の通知と本機能を同時刻に設定すると、 
を押して目覚ましや予定の通知の 


動作を終了した後に電源が切れます。 


● 目覚ましが動作しているときに 
以外のボタンを押してスヌーズ動作（→P 4 6 3 ）にする 


と、スヌーズ動作がすべて終了した後か、 
を押してスヌーズ動作を終了した後に電源が切 


れます。 


お知らせ 


3「1 切る」を押す 


4 時刻を入力 
を押す 


5「1 毎日繰り返す」または「2 繰り返さない」を押す 


電源を切る機能を設定する画面に戻ります。 


6 
を押す 


電源を切る設定を起動／停止した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「2 切らない」：操作 6 に進みます。 


● 2 4 時間制で入力します。時、分が1 桁のときは、 


前に 0 を付けます。 


「1 毎日繰り返す」：毎日指定した時刻に自動で電 


源を切ります。 


「2 繰り返さない」：1 回のみ指定した時刻に自動 


で電源を切ります。 
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目覚ましや予定の時刻に自動的に電源を入れ 
ます＜通知時刻自動電源 ON ＞ 


目覚ましや予定の通知の時刻に電源が切れているとき、電源を自動的に入れて目 


覚まし音や音声が鳴るようにします。 
1 待受画面で 
「6目覚まし・予定を登録する」 「4 
通知の時刻に電源を入れる」を押す 


2「1 入れる」を押す 


目覚ましや予定の通知の時刻に電源を入れるように設定した旨のメッセージ 


が表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
入れない 


通 
知 
時 
刻 
自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 


お知らせ 


● P IN1 コードを使用するように設定している場合（→ P 1 8 1 ）、指定した時刻に電源が入る 


と、P IN1 コード入力画面の表示よりも優先して目覚ましが動作します。このとき、ダウン 


ロードしたメロディを目覚まし音に設定していた場合は「目覚まし 1 」が鳴ります。 


● 病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を禁止された場所では、電源を切るだけで 


はなく、通知時刻自動電源 ON の設定も解除してください。 


「1 入れる」 ：目覚ましや予定の通知の時刻に電源 


を入れます。 


「2 入れない」：目覚ましや予定の通知の時刻に電源 


を入れません。 
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目 
覚 
ま 
し 
機 
能 


指定した時刻に目覚まし音でお知らせ 
します＜目覚まし機能＞ 


指定した時刻になったことを、設定した目覚まし音でお知らせします。1 回のみ 


行うか、毎日繰り返し行うか、特定の曜日で繰り返して行うかを設定します。 


● 日付・時刻の設定が必要です。→ P 5 8 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。→P 1 9 3 


● 電源を切っている場合は、指定した時刻になっても目覚ましは動作しません。 


目覚ましを動作させるには、目覚ましや予定の通知の時刻に自動的に電源を 


入れる設定を行ってください。→ P 4 5 9 


1 待受画面で 
「6目覚まし・予定を登録する」 「1 
目覚ましを使う」を押す 


2「1 目覚まし」を押す 


「1 動かす」：目覚ましを起動します。 


「2 止める」：目覚ましを停止します。 


項　目 


1 目覚まし 


2 時刻 


3 繰り返し 


4 音 


5 音量 


説　明 


目覚ましを起動／停止します。 


目覚ましの開始時刻を設定します。 


目覚ましを繰り返し動作させるかどうか 
を設定します。 


目覚まし音の種類を設定します。 


目覚まし音の音量を設定します。 


お買い上げ時 
目覚まし：停止 
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3「1 動かす」を押す 


4 時刻を入力 
を押す 


5「1 毎日繰り返す」～「3 繰り返さない」のいずれか 
1 つの番号を押す 


●「1 毎日繰り返す」：操作 8 に進みます。 


●「3 繰り返さない」：操作 8 に進みます。 


6「1日曜日」～「7土曜日」のうち、選択する項目の番号 
を押す 


● 2 4 時間制で入力します。時、分が1 桁のときは、 


前に 0 を付けます。 


「1 毎日繰り返す」 ：毎日目覚ましを起動します。 


「2 曜日を指定する」：特定の曜日に目覚ましを起動 


します。 


「3 繰り返さない」 ：1 回のみ目覚ましを起動しま 


す。 


● 押したダイヤルボタンに対応した数字の 
が 


に変わります。 


● 
：曜日を選択／解除します。 


● 
：すべての曜日を選択／解除します。 


目 
覚 
ま 
し 
機 
能 


●「2 止める」：操作 1 0 に進みます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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7 
を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


8 フォルダを選択 
メロディを選択 
を 
押す 


9 UDLRまたは音量ボタン（ 
）を押し 


て音量を調節 
を押す 


目覚ましの設定画面に戻ります。 


10 
を押す 


目覚ましを設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 目覚ましと同時に電源を入れるには、待受画面で 
「6目覚まし・予 


定を登録する」 「4 通知の時刻に電源を入れる」を押して設定します。 


→ P 4 5 9 


11 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 目覚ましを設定すると、待受画面に 
が表示されます。FOMA 端末を折 


り畳んでいるときは、背面ディスプレイに 
が表示されます。 
目 
覚 
ま 
し 
機 
能 


● 操作方法→ P 4 4 3 操作 2 ～ 3 
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目覚まし時刻になると 


設定した時刻になるとディスプレイの照明が点灯して左 


の画面が表示され、設定した音と音量で目覚まし音が鳴 


ります。 


● 目覚ましが動作しているときに 
を押すと目覚まし 


が止まり、目覚ましが動作する前の画面に戻ります。 


● 目覚ましが動作しているときに次の操作をすると、 


左の画面や目覚ましが止まり、スヌーズ動作（1 分間 


鳴った後、4 分間停止）を 3 0 分間繰り返します。 
• 約 1 分間何も操作をしない 


• 
、音量ボタン（ 
）、)（ 
）以外のい 


ずれかのボタンを押す 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプ 


レイに「時間です」と時刻が表示されます。( を 


押すと目覚ましが止まり、スヌーズ動作を3 0 分間繰 


り返します。 


■ 設定した時刻に通話を行っているとき 


目覚まし音ではなく警告音が鳴り、画面の表示でお知らせします。 
を押す 


と通話中画面に戻ります。 


■ 設定した時刻に目覚ましの設定画面を表示しているときや電源を切って 
いるとき、ソフトウェア更新中のとき 
目覚ましは動作せずに、次のようになります。 


• 繰り返しを「毎日繰り返す」または「繰り返さない」に設定している場合 


は、翌日の同時刻に目覚ましが動作するように再設定されます。 


• 繰り返しを「曜日を指定する」に設定している場合は、翌日以降の指定さ 


れた曜日の同時刻に目覚ましが動作するように再設定されます。 


■ 設定した時刻にデータの送受信（パケット通信は除く）や電話の発着信・ 
切断を行っているとき 
それぞれの動作が終了すると、目覚ましが動作します。 


■ 公共モード中のとき 


目覚まし音は鳴らず、ディスプレイの照明も点灯せずに画面の表示のみでお 


知らせします。 


■ マナーモード中のとき 


目覚まし音は鳴らず、パターンＡで振動してお知らせします。→ P 1 6 3 


目 
覚 
ま 
し 
機 
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予定を管理します＜予定表＞ 


行事や用件などの予定を登録して、必要なときに確認できるようにします。登録 


した予定の日時になると音声で通知するように設定することもできます。 


● 予定表の使用には、日付・時刻の設定が必要です。→ P 5 8 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。 


→ P 1 9 3 


● 最大 3 0 0 件登録できます。 


● カレンダーは 2 0 0 0 年 1 月 1 日から 2 0 6 0 年 1 2 月 3 1 日まで表示できます。 
● カレンダーの祝日設定は、「国民の祝日に関する法律及び老人福祉法の一部を改正する法律 
（平成 1 3 年 6 月 2 2 日・法律第 5 9 号）」に基づいています（2 0 0 5 年 8 月現在）。 
ただし、春分の日・秋分の日は、前年 2 月 1 日の官報で発表されるため、カレンダーの表示 
と異なる場合があります。また、上記法律は2 0 0 3 年1 月から施行されていますが、2 0 0 2 
年までの海の日と敬老の日については改正前の日付では表示されませんのでご注意ください。 


お知らせ 


カレンダーを表示します 


予定は、カレンダー画面から登録、確認します。 
1 待受画面で 
「6 目覚まし・予定を登録する」 


「2 予定表を使う」を押す 


当日はピンク（画面配色設定で白黒反転に設定して 


いる場合は黄色）、土曜日は青、日曜日・祝日は赤で 


表示されます。予定を登録している日付は左上に 


が表示されます。 


● UDLR ：カーソルを移動します。 


● 
：前の月が表示されます。 


● 
：次の月が表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


予 
定 
表 


カーソル 


465 


そ 
の 
他 
の 
便 
利 
な 
機 
能 


予定を登録します 
1 カレンダー画面で登録する日付を選択 
を押す 


2「1 登録する」を押す 


3「1 予定の内容」を押す 


4 予定の内容を入力 
を押す 


● 全角で最大 4 5 文字、半角で最大 9 0 文字入力で 


きます。 


「1 指定する」 ：予定の時刻を指定します。 


「2 指定しない」：予定の時刻を指定しません。 


予 
定 
表 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



■ すでに予定を登録している日付に追加するとき 


カレンダー画面で登録する日付を選択 


を押す 


操作 3 に進みます。 


「1 登録する」 ：予定を登録します。 


「2 登録しない」：予定を登録しません。 
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5「1 指定する」を押す 


6 予定の時刻を入力 
を押す 


7「1 通知する」を押す 


8 
を押す 


予定を登録した旨のメッセージが表示されます。 


9 
を押す 


● 2 4 時間制で入力します。時、分が1 桁のときは、 


前に 0 を付けます。 


「1 通知する」 ：予定の時刻に通知します。 


「2 通知しない」：予定の時刻に通知しません。 


●「2 指定しない」：操作 8 に進みます。 


予 
定 
表 


予定一覧画面が表示されます。 


● 
を押すとカレンダー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 予定の時刻に通知する設定にしているときは、待 


受画面に 
が表示されます。FOMA 端末を折り 


畳んでいるときは、背面ディスプレイに 
が表 


示されます。 
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予定を通知する日時になると 


通知を設定した時刻になると、ディスプレイの照明が点灯して次の画面が表示さ 


れ、「予定の時刻です」という音声でお知らせします。 


予定を確認します 
1 カレンダー画面で確認する日付を選択 
を押す 


予定一覧画面が表示されます。 


● 
、 、 
（ 
）以外のボタンを押すと音声が止ま 


ります。予定の内容を確認し、 
を押すと予定の 


通知が動作する前の画面に戻ります。同じ日時に複 


数の予定を通知するように設定している場合は、 


を押すと次の予定の内容が確認できます。 


● 
を押すと音声が止まり、予定の通知が動作する 


前の画面に戻ります。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプ 


レイに「予定時刻です」と表示されます。( を押 


すと音声が止まります。 


予 
定 
表 


● 最大登録件数を超えるときは、登録できない旨のメッセージが表示されます。不要な予定を 
削除してください。→ P 4 7 1 
● 予定表に登録した内容は、別にメモを取るなどして保管してください。 


お知らせ 


● 通知音声の音量は、着信音量で設定している音量です。 
● 通知時間は 1 分間です。何も操作せずに 1 分経過すると自動的に止まります。 
● 設定した時刻に他の操作をしていたときや、公共モード中、マナーモード中などの動作は目 
覚ましと同様です。→ P 4 6 3 


お知らせ 


次 
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2 確認する予定を選択 
を押す 


予定の詳細が表示されます。 


予定をコピーします 


登録済みの予定を、別の日付にコピーします。 
1 カレンダー画面でコピーする予定を登録している日付を選 
択 
を押す 


2 コピーする予定を選択 
を押す 


予 
定 
表 


● 
を押すと予定一覧画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 表示中の予定を変更するとき 


① 予定詳細画面で 
を押す 


② 修正する項目を選択 
内容を修正 


③ 
を押す 


予定を登録した旨のメッセージが表示されます。 


■ 表示中の予定を削除するとき 


① 予定詳細画面で 
「2 削除する」を押す 


②「1 削除する」を押す 


予定を削除した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


コピーした予定が予定一覧画面に表示されます。 


● 
を押すとカレンダー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ コピーする日付を指定するとき 


①「4 指定日にコピー」を押す 


② コピーする日付を入力 
を押す 


予定をコピーした旨のメッセージが表示されま 


す。 
• 西暦は下 2 桁を入力します。月、日が 1 桁 


のときは、前に 0 を付けます。 


■ 翌日にコピーするとき 


「5 翌日にコピー」を押す 


予定をコピーした旨のメッセージが表示されま 


す。 
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予定の日付を変更します 


登録済みの予定の日付を変更します。日付を変更しても、予定の内容、時刻、通 


知の設定はそのまま引き継がれます。 
1 カレンダー画面で変更する予定を登録している日付を選択 


を押す 


2 変更する予定を選択 
「6 日付を変更」を押す 


3 日付を入力 
を押す 


予定の日付を変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 西暦は下 2 桁を入力します。月、日が 1 桁のときは、前に 0 を付けます。 


予 
定 
表 


● 予定詳細画面からコピーする場合は、 
「3 指定日にコピー」または「4 翌日にコ 


ピー」を押します。 


お知らせ 


知られたくない予定を守ります＜シークレット属性設定／解除＞ 


他の人に見られたくない予定には、シークレット属性を設定します。シークレッ 


ト属性を設定するには、FOMA 端末をシークレットモードに設定する必要があ 


ります。 
1 シークレットモードを設定する 


● 操作方法→ P 1 9 2 


2 カレンダー画面でシークレット属性を設定する予定を登録 
している日付を選択 
を押す 


3 シークレット属性を設定する予定を選択 


「6 シークレット属性設定」 「1 設定する」を押す 


シークレット属性を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 予定詳細画面から変更する場合は、 
「5 日付を変更」を押します。 


お知らせ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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予定の登録件数を確認します＜登録件数確認＞ 


予定の登録件数やシークレット属性を設定している予定（→ P 4 6 9 ）の件数な 


どを表示して確認します。 
1 待受画面で 
「6目覚まし・予定を登録する」 「3 
予定の登録件数を見る」を押す 


2 確認が終わったら 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


予 
定 
表 


● シークレット属性を設定している予定は、シークレットモード中のみ表示できます。また、予 
定の通知もシークレットモード中のみ動作します。 
● シークレットモード中に登録した予定は、自動的にシークレット属性が設定されます。 


お知らせ 


4 
を押す 


■ シークレット属性を解除するとき 


①シークレットモード中にシークレット属性を設定している予定詳細画面を 


表示する 


② 
「6 シークレット属性解除」「1 解除する」を押す 


シークレット属性を解除した旨のメッセージが表示されます。 


予定詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと予定一覧画 面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


選択している予定にシークレット属性を設定していると 
が点滅 
します。 
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3「1 選択 1 件」～「4 全件」のいずれか 1 つの番号を押 
す 


予定を削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ 選択した予定のみ削除するとき 


「1 選択 1 件」を押す 


■ 選択した日付の予定をすべて削除するとき 


「2 選択 1 日」を押す 


■ 選択した日付より前の日付の予定をすべて削除するとき 


「3 選択日前日まで」を押す 


■ すべての予定を削除するとき 


「4 全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


4「1 削除する」を押す 


予定を削除した旨のメッセージが表示されます。 
●「2 削除しない」：削除を中止します。 


5 
を押す 


カレンダー画面に戻ります。 
● 予定を削除した日付に他の予定がある場合と、選択した日付より前の日付 
の予定をすべて削除した場合は予定一覧画面に戻ります。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


予 
定 
表 


予定を削除します 
1 カレンダー画面で削除する予定を登録している日付を選択 


を押す 


2 削除する予定を選択 
「3 削除する」を押す 


● シークレットモード中は、シークレット属性を設定している予定の件数も表示します。 


お知らせ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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通話時間・積算時間を確認します 
＜通話時間表示／積算時間表示＞ 


直前に行った音声電話、テレビ電話、データ通信いずれかの通話時間と、これま 


でに行った通話の積算時間を確認します。 


● 発信／着信どちらの場合でも、直前に行った通話時間が表示されます。 


● 以前に積算の通話時間をリセット（→ P 4 7 3 ）した場合は、リセット時から 


現在までの積算した通話時間が表示されます。 


● 表示される時間はあくまでも目安であり、実際の通話時間とは異なる場合が 


あります。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「7情報 
の表示やリセットを行う」 「1通話時間を見る」を押す 


2「1直前の通話時間」または「2積算の通話時間」を押す 


● 
を押すと項目の選択画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


＜直前の通話時間＞ 
＜積算の通話時間＞ 


予 
定 
表 
／ 
通 
話 
時 
間 
表 
示 
／ 
積 
算 
時 
間 
表 
示 


● シークレット属性を設定している予定は、シークレットモード中のみ削除できます。 


お知らせ 


「1 直前の通話時間」：直前に行った通話時間を表示 


します。 


「2 積算の通話時間」：現在までの積算した通話時間 


を表示します。 
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積算時間をリセットします＜積算リセット＞ 


積算の通話時間をリセットします。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「7情報 
の表示やリセットを行う」 「3通話時間をリセットする」 
を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1音声電話」～「4全ての通話」のいずれか1 つの番号 
を押す 


リセットするかどうかの確認画面が表示されます。 


4「1 リセットする」を押す 


積算時間をリセットした旨のメッセージが表示されます。 


●「2 リセットしない」：リセットを中止します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 音声電話」 ：音声電話の積算時間をリセットし 


ます。 


「2 テレビ電話」：テレビ電話の積算時間をリセット 


します。 


「3 データ通信」：データ通信の積算時間をリセット 


します。 


「4 全ての通話」：すべての積算時間をリセットし 


ます。 


● 直前の通話時間、積算の通話時間が 9 9 9 9 時間 5 9 分 5 9 秒を超えると、0 秒に戻ってカウ 


ントされます。 
● ｉモード通信、パケット通信の通信時間はカウントされません。 


● 着信中や相手を呼び出している時間はカウントされません。 


お知らせ 


通 
話 
時 
間 
表 
示 
／ 
積 
算 
時 
間 
表 
示 


474 


そ 
の 
他 
の 
便 
利 
な 
機 
能 


通話料金・積算料金を確認します 
＜通話料金表示／積算料金表示＞ 


直前に行った音声電話、テレビ電話、データ通信いずれかの通話料金と、これま 


でに行った通話の積算料金を確認します。 


● 以前に積算の通話料金をリセット（→ P 4 7 5 ）した場合は、リセット時から 


現在までの積算した通話料金の目安が表示されます。 


● 通話料金は、かけた場合のみカウントされます。フリーダイヤルなどの無料 


通話先や番号案内（1 0 4 ）などにかけた場合は、直前通話料金に「0 円」ま 


たは「******」が表示されます。 


● 通話料金は FOMA カードに蓄積されるため、FOMA カードを差し替えてご 


利用になる場合、蓄積されている積算料金（2 0 0 4 年 1 2 月から積算）が表 


示されます。 


※ 9 0 1 i シリーズより前に発売された FOMA 端末では、FOMA カードに蓄 


積された料金を表示することはできません（FOMA カードには蓄積されて 


います）。 


● 表示される通話料金はあくまで目安であり、実際の通話料金とは異なる場合 


があります。また、通話料金に消費税は含まれていません。 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「7情報 
の表示やリセットを行う」 「2通話料金を見る」を押す 


● 
を押すとメニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● ｉモード通信、パケット通信の通信料金はカウントされません。ｉモード利用料などの確認 


方法については『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。 


● F OMA 端末の電源を入れ直すと、直前通話料金に「******」が表示されます。 


お知らせ 


通 
話 
料 
金 
表 
示 
／ 
積 
算 
料 
金 
表 
示 
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通 
話 
料 
金 
表 
示 
／ 
積 
算 
料 
金 
表 
示 


積算料金をリセットします＜積算リセット＞ 


積算の通話料金をリセットします。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「7情報 
の表示やリセットを行う」 「4通話料金をリセットする」 
を押す 


P IN2 コード入力画面が表示されます。 


2 P IN2 コードを入力 
を押す 


P IN2 コードが認証された旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


リセットするかどうかの確認画面が表示されます。 


4「1 リセットする」を押す 


積算通話料金をリセットした旨のメッセージが表示されます。 


●「2 リセットしない」：リセットを中止します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


476 


そ 
の 
他 
の 
便 
利 
な 
機 
能 


ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ア 
ラ 
ー 
ム 


2「1 有効にする」を押す 


ワンタッチアラームを有効にした旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 待受画面に 
、背面ディスプレイに 
が表示されます。 


ワンタッチアラームを有効にします 
1 待受画面で 
「9初めに行う設定」 「9ワンタッチ 
アラームを使う」を押す 


あらかじめワンタッチアラームを有効にしておくと、緊急時にワンタッチ操作で 


大音量のアラーム音を鳴らすことができます。 


お買い上げ時 


ワンタッチで大音量アラームを鳴らしま 
す＜ワンタッチアラーム＞ 
無効にする 


「1 有効にする」：ワンタッチアラームを有効にしま 


す。 


「2 無効にする」：ワンタッチアラームを無効にしま 


す。 
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ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ア 
ラ 
ー 
ム 


アラーム音が鳴り、着信ランプが赤色に点滅し、バイ 


ブレータが振動します。 


● スイッチを元に戻すとアラームが止まります。元 


に戻すときは 
を押さなくてもスライドできま 


す。 


■ 「ワンタッチアラームが無効です」と表示される場合 


アラームを鳴らします 
1 本体裏面の 
を押しながら外側にスライドさせ、ス 
イッチを入れる 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



• ワンタッチアラームを「無効にする」に設定してい 


るときにスイッチを入れると、ワンタッチアラーム 


は動作しません。左の画面が表示されるので、ス 


イッチを元に戻してください。ただし、ほかの機能 


の動作中にスイッチを入れたときは、機能を終了し 


た後に左の画面が表示される場合があります。 


• FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「ワンタッチアラーム無効」と表示されま 


す。 


ここを押す 
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● 電源が入っていないときは、ワンタッチアラームは動作しません。 
● ワンタッチアラームの音量は調節できません。大音量で音が鳴りますので、ご使用の際はご 
注意ください。 
● 通話中にスイッチを入れた場合、通話は切断されワンタッチアラームが動作します。 
● 着信中にスイッチを入れた場合、着信は切断されワンタッチアラームが動作します。かかっ 
てきた電話は、着信履歴に記録されます。 
● マナーモード中、オールロック中もワンタッチアラームは動作します。 
● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続していても、アラーム音は F OMA 端末のス 
ピーカーから鳴ります。 
● ワンタッチアラーム動作中に自動電源OF F の時刻になったときは、電源は切れません。ワン 
タッチアラームを止めた後に電源が切れます。 
● ワンタッチアラーム動作中に目覚ましや予定の通知の時刻になったときは、ワンタッチアラー 
ムを止めた後に目覚まし音や音声が鳴ります。 
● 長期間に渡って使用しない場合、定期的に操作して正常に動作することを確認してください。 
● ワンタッチアラームは、周囲の注意をこちらに向けるためのもので、犯罪防止や安全を保障 
するものではありません。本機能を使用した際に、万一損害が発生したとしても、当社は一 
切責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


お知らせ 


ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ア 
ラ 
ー 
ム 


■ 「本体裏面にあるワンタッチアラームのスイッチを元に戻してくださ 
い」と表示される場合 


• ワンタッチアラームを「有効にする」に設定してい 


て、次の場合にスイッチを入れると、ワンタッチア 


ラームは動作しません。左の画面が表示されるの 


で、スイッチを元に戻してください。 
− 電源を入れて起動中のとき 
− ソフトウェア更新で書き換え中のとき 
− パソコンとデータ通信中のとき 
− 電池が切れそうなとき→ P 5 5 


• ワンタッチアラーム動作中に、次の場合はワンタッ 


チアラームが停止します。左の画面が表示されるの 


で、スイッチを元に戻してください。 
− 音声電話やテレビ電話がかかってきたとき 
− ソフトウェア更新中にスイッチを入れ、書き換え 


が始まったとき 
− 電池が切れそうになったとき→ P 5 5 
• FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「ワンタッチアラーム利用不可」と表示さ 


れます。 
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2 計算する 


● 次のボタンを押して操作ができます。 


操作ボタン 


～ 


説　明 


数字を入力します。 


掛け算を行います。 


割り算を行います。 


引き算を行います。 


足し算を行います。 


計算を実行します。 


計算を取り消します。 


小数点を入力します。 


表示中の数字の＋と－を切り替えます。 


＜電卓画面＞ 


〈例〉1 8 ＋ 3 0 ＝を計算するとき 


1 
8 
＋ 
3 
0 
＝ 
→ 
4 8 と表示されます。 


1 8 R 3 0 


● 
を押すと計算結果が消去されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電 
卓 


1 待受画面で 
「7 電卓を使う」を押す 


● 電卓画面のデザインは、操作に使用するボタンの位置と機能がわかるよう 


になっています。 


FOMA 端末で＋、－、× 、÷ の計算ができます。 


電卓として使います＜電卓＞ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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歩数計を設定すると、カウントした歩数から歩いた距離と消費カロリーを計算し 


て、表示します。 


有酸素運動の目安となる「しっかり歩行」をカウントしたり、毎日の歩数データ 


を指定した宛先へ自動的にメールで送信したりできます。 


● 歩数計の利用には、日付・時刻の設定が必要です。→ P 5 8 


● 次の場合は、歩数のカウントを行いません。 
• 電源が入っていないとき 
• 歩数計を「利用しない」に設定しているとき 
• FOMA 端末が開いた状態のとき 
• バイブレータが振動しているとき 


● カウントした歩数は、あくまでも目安としてご活用ください。 


● カウントする歩数は、装着のしかたや歩きかたによって正確にカウントされ 


ない場合があります。 


しっかり歩行とは 


しっかり歩行の歩数および歩行時間は、有酸素運動（呼吸によって取り入れられ 


る酸素を効果的に使い、全身持久力を高めつつ体脂肪を効果的に燃やす運動）の 


目安となる歩行を計測したものです。 


FOMA 端末で次の条件を満たしたとき自動的にカウントされます。 


● 毎分 6 0 歩以上の速さで歩くこと 


● 1 0 分以上続けて歩くこと（1 分以内の休息は継続したものとします） 


〈例〉毎分 1 2 0 歩の速さで 2 0 分歩いた場合、しっかり歩行の歩数は 2 4 0 0 歩 


となります。 


お買い上げ時 
利用しない 


歩数計として使います＜歩数計＞ 


歩数計利用時の注意事項 


正確に歩数をカウントするためには、正しく装着して毎分 1 0 0 ～ 1 2 0 歩程度 


の速さで歩くことをおすすめします。 


また、装着するときは次の点にご注意ください。 


● キャリングケース（別売）に入れるときは、キャリングケースを腰のベルト 


などに装着してください。 


● かばんに入れるときには、ポケットや仕切りの中に入れてください。 


電 
卓 
／ 
歩 
数 
計 


● 最大 8 桁入力できます。 


● 計算結果の整数部分が 8 桁を超えるとエラーとなり、「E 」と表示されます。解除するには、 


を押します。小数点を含む数値が 8 桁を超える場合は、表示に収まらない小数部分が 


四捨五入されて表示されます。 


お知らせ 
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歩 
数 
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歩数カウント中のご注意 


次の場合は、歩数を正確にカウントしないことがあります。 


● FOMA 端末が地面と水平のとき 


● FOMA 端末が地面に対して垂直から前後 3 0 度以上傾いているとき 


垂直から前後 3 0 度以内の傾きであればカウントします。 


地面に対して垂直であれば、傾いても逆さまになってもカウントします。 


● FOMA 端末が不規則に動くとき 
• FOMA 端末を入れたバッグが足や腰に当たって不規則な動きをしているとき 
• FOMA端末を腰やバッグからぶら下げたとき 


● 不規則な歩行をしたとき 
• すり足のような歩きかたや、サンダル、下駄、草履などを履いて不規則な歩 


行をしたとき 
• 混雑した場所を歩くときなど、歩行が乱れたとき 


● 上下運動や振動の多い所で使用したとき 
• 立ったり、座ったりしたとき 
• 歩行以外のスポーツを行ったとき 
• 階段や急斜面の昇り降りを行ったとき 
• 乗り物（自転車、車、電車、バスなど）に乗車中の上下振動または横揺れの 


とき 


● ジョギングをしたり、極端にゆっくり歩いたとき 


3 0 ° 
3 0 ° 
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歩数計を設定します 
1 待受画面で 
「8 歩数計を使う」 「1 歩数計の利 
用／停止を設定する」を押す 


歩 
数 
計 


4 歩幅を入力 
を押す 


● 歩幅とは、1 歩歩いたときのつま先からつま先ま 


での長さです。1 0 歩歩いた距離を歩数（1 0 ）で 


割ると、誤差が少なく測れます。 


● 3 0 ～ 1 2 0 c m の範囲で設定できます。 


2「1 利用する」を押す 


● 「2 利用しない」：操作 6 に進みます。 


3 
を押す 


「1 利用する」 ：歩数計を設定します。 


「2 利用しない」：歩数計を停止します。 
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次 
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5 体重を入力 
を押す 


歩数計を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 3 0 ～ 1 2 0 kg の範囲で設定できます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を使用中は、待受画面に 
が表示され、歩数がカウントされま 


す。 


カウント中の歩数を確認します 


歩数計利用中は、FOMA 端末を折り畳んでいると、背面ディスプレイに歩数が 


表示されます。 


● 
を押すたびに、通常歩行の歩数→しっかり歩行 


の歩数→日付の順で、表示が切り替わります。 


通常歩行の歩数 
：歩数計でカウントした歩数 


しっかり歩行の歩数：1 0 分以上続けて歩いたとき 


の歩数 


歩数の履歴を確認します 


毎日午前 0 時 0 分になると、一日分の歩数の履歴が自動的に保存されます。次 


の項目の履歴を、当日を含めて過去 3 2 日分、確認できます。 


● 歩き始めは、誤カウントを防ぐために歩行を始めたかどうかを判断しているため、表示が変 
わりません。目安として 4 秒程度歩くとそこまでの歩数が一度に表示されます。 


● 歩数は 9 9 9 9 9 9 歩まで表示されます。9 9 9 9 9 9 歩を超えた場合は、下 6 桁のみ表示され 
ます。 
● カウントした歩数は、約 1 0 分ごとに保存されます。歩数計を使用中に、F OMA 端末の電源 
を切らずに電池パックを取り外すと、保存されていない歩数が消失してしまう場合がありま 
す。 


お知らせ 


表示項目 


通常歩行の歩数 


通常歩行の距離 


通常歩行のカロリー 


しっかり歩数 


しっかり歩行 


内　容 


通常歩行の一日分の歩数が表示されます。 


歩数と設定した歩幅から算出した歩行距離が表示されます。 


歩数、歩行時間、設定した体重から算出した消費カロリーが 
表示されます。ただし、1 分間の歩数が3 0 歩未満の場合は、 
カロリー計算は行われません。 


しっかり歩行の一日分の歩数が表示されます。 


しっかり歩行の一日分の歩行時間が表示されます。 
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1 待受画面で 
「8歩数計を使う」 「2歩数の履歴を 
表示する」を押す 


通常歩行の歩数の履歴が表示されます。 


■ 歩いた距離を確認するとき 


履歴が表示されている画面で 
「2通常歩行 


の距離」を押す 


■ 消費カロリーを確認するとき 


履歴が表示されている画面で 
「3通常歩行 


のカロリー」を押す 


■ しっかり歩行の歩数を確認するとき 


履歴が表示されている画面で 
「4しっかり 


歩数」を押す 


■ しっかり歩行の時間を確認するとき 


履歴が表示されている画面で 
「5しっかり 


歩行 
」を押す 


■ 歩数の履歴をメールで送信するとき 


履歴が表示されている画面で 
「6メールで 


送る」を押す 


• 以降の操作はｉモードメールを作成して送信す 


る操作と同様です。 


→ P 3 2 5 操作 2 以降（操作 4 ～ 5 は必要があ 


るときのみ操作してください） 
• 送信される内容は歩数自動送信メールと同様で 


す。→ P 4 8 9 


2 確認が終わったら 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 歩数は 9 9 9 9 9 9 歩まで表示されます。9 9 9 9 9 9 歩を超えた場合は、下 6 桁のみ表示され 
ます。 


● 距離は 9 9 9 9 9 9 km まで表示されます。9 9 9 9 9 9 km を超えた場合は、下 6 桁のみ表示さ 
れます。 
● カロリーの算出は 6 5 5 3 5 kc al までです。 


● 時間は 9 9 時間 5 9 分まで表示されます。9 9 時間 5 9 分を超えた場合は、表示が 0 分に戻り 
ます。 


● F OMA 端末の故障、修理やその他の取り扱いによって、歩数の履歴が消失してしまう場合が 
あります。また、歩数の履歴は、電池パックを外した状態や空の状態でも約 1 か月は保持さ 


れますが、それ以上経過すると消失してしまう場合があります。万一、歩数の履歴が消失し 
てしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


お知らせ 


歩 
数 
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歩数の履歴を削除します 


すべての歩数の履歴を削除します 


現在カウント中の歩数、履歴に保存されている歩数、歩数自動送信メールの累積 


歩数を削除します。歩数計の利用で設定した歩幅、体重の設定は削除されませ 


ん。 
1 待受画面で 
「8歩数計を使う」 「4歩数の履歴を 
削除する」を押す 


2「1 削除する」を押す 


履歴を削除した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


今日の歩数を削除します 
1 待受画面で 
「8歩数計を使う」 「5今日の歩数を 
削除する」を押す 


歩 
数 
計 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
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「1 削除する」 ：歩数の履歴を削除します。 


「2 削除しない」：歩数の履歴を削除しません。 


「1 削除する」 ：今日の歩数を削除します。 


「2 削除しない」：今日の歩数を削除しません。 
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歩数の履歴をメールで自動送信します＜歩数自動送信メール＞ 


毎日指定した時間帯に、指定した宛先へ、最新の歩数の履歴を自動的にメールで 


送信します。 


● ｉモードをご契約の方のみご利用になれます。 


● 送信される歩数の履歴に当日分は含まれません。 


● 設定できる歩数自動送信メールは 1 件のみです。 


● 歩数自動送信メールを使用するための通信料は、お客様のご負担となります。 
1 待受画面で 
「8歩数計を使う」 「3歩数の自動送 
信メールを設定する」を押す 


2「1 自動送信メール」を押す 


歩 
数 
計 


お買い上げ時 
自動送信メール：送信しない 


2「1 削除する」を押す 


今日の歩数を削除した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 送信する」 ：歩数の履歴を自動的に送信します。 


「2 送信しない」：歩数の履歴を自動的に送信しませ 


ん。 
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4「2 直接入力する」 
宛先を入力 
を押す 


● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 


● ｉモード端末にメールを送信するときは、メール 


アドレスの「@doc omo.ne.jp」は省略できます。 


● 英字入力モード時に 1： 


「@」「.」「-」などを入力できます。 


● 英字入力モード時に * ： 


「@doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを 


入力できます。 


歩 
数 
計 


■ 電話帳から選択するとき 


①「1 電話帳から選択」 検索方法を選択 
を押す 


電話帳の検索結果の一覧が表示されます。 
• FOMA カードの電話帳から選択する場合は 
を押します。 


② 送信する相手を選択 
を押す 


送信する相手のメールアドレス画面が表示されます。 


③ メールアドレスを選択 
を押す 


5 送信時間帯を選択 
を押す 


6 
を押す 


歩数の自動送信メールを設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 歩数計を「利用しない」に設定しているときは、歩数計が停止している旨 


のメッセージが表示されます。歩数計停止中は、歩数自動送信メールは送 


信されません。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を使用中は、待受画面に 
が表示されます。 


3「1 送信する」を押す 
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● 次の場合は自動送信が行われず、未送信メールとして保存されます。 
• セルフモード中 
• F OMA カードを正しく取り付けていないときや F OMA カードに異常があるとき 
• ダイヤル発信制限中で、電話帳に登録されていないメールアドレスを自動送信メールの送 
信先に設定しているとき（歩数計サービスへはダイヤル発信制限中でも自動送信されます） 
● 送信時間帯に次の操作を行うと、当日の自動送信は行われず、未送信メールとしても保存さ 
れません。翌日から自動送信が行われます。 
• 歩数自動送信メール設定の変更 
• 日付・時刻の設定 
● 送信時間帯に次の操作を行うと、自動送信される状態に戻しても、当日の自動送信は行われ 
ず、未送信メールとしても保存されません。翌日から自動送信が行われます。 
• 電源を切る 
• 歩数計の設定を「利用しない」に変更したとき 
● 次の場合、自動送信は行われません。 
• 前日の歩数の履歴がないとき 
• 電源を切っているとき 
• 歩数計を「利用しない」に設定しているとき 
• オールロック中 
• 個人の情報表示を制限しているとき 
● メールの保存領域に空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、メールを作成でき 
ない旨のメッセージが表示され、自動送信できません。「未送信のメールを見る」から不要な 
ｉモードメール、S MS を削除してください。 
● 送信時間帯に待受画面が表示されなかった場合は、送信時間帯後に待受画面が表示されたと 
き自動送信されます。 


お知らせ 


送信時間帯になると 


歩数自動送信メールは、送信時間帯に待受画面が表示されているときに送信され 


ます。歩数自動送信メールが送信されると、ｉモードメールを送信した旨のメッ 


セージが約 3 秒間表示されます。 


● 歩数自動送信メールは、「送信したメールを見る」に 


保存されます。歩数自動送信メールは編集できませ 


ん。 


歩 
数 
計 


■ 送信に失敗したとき 


送信時間帯に圏外にいたなどの理由で、自動送信に失敗した場合は、メール 


自動送信に失敗した旨のメッセージが表示されます。その場合は未送信メー 


ルとして保存され、自動で再送信されませんので、次の操作で再送信してく 


ださい。 


① 
「3 メールを使う」「4 未送信のメールを見る」を押す 


② 歩数自動送信メールを選択 
「1 送信する」を押す 


■ FOMA 端末を折り畳んでいるとき 


ｉモードメールが自動的に送信されます。送信に失敗したときは、背面ディ 


スプレイにメールの自動送信に失敗した旨のメッセージが表示されます。 
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歩 
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歩数自動送信メールの内容 


以下の内容のメールが自動的に作成され、送信されます。 


メール本文の項目 


日付 


歩数 


カロリー 


累積歩数 


しっかり歩数 


しっかり累積歩数 


内　容 


歩数の計測日 


計測日の通常歩行の歩数 


計測日の消費カロリー 


いままでの通常歩行の累積歩数 
（履歴に保存されている3 2 日分より前の歩数も含まれます） 


計測日のしっかり歩行歩数 


いままでのしっかり歩行の累積歩数 
（履歴に保存されている3 2 日分より前の歩数も含まれます） 


※ 歩数の数値が 0 の場合も送信されます。 


送信日時が自動で入ります。 


歩数計サービスを利用します＜歩数計サービス＞ 


歩数自動送信メールを使用して、「@F ケータイ応援団」の歩数計サービスを利 


用できます。サービスの利用を設定すると、歩数の履歴が「@F ケータイ応援団」 


に自動送信され、「東海道五十三次」や「富士登山」などの仮想のコースを歩い 


て、チェックポイント通過時にそのポイントの写真や紹介文のメールを受け取る 


ことができます。 


● 歩数計サービスを利用するためにはｉモードのご契約が必要です。 


● 歩数計サービスの利用料はかかりませんが、メールの送受信やｉモードサイ 


トに接続するための通信料はお客様のご負担となります。 


● ドメイン指定受信などによるメールの受信制限を行うと、歩数計サービスは 


利用できませんのでご注意ください。 


● お客様ご自身のメールアドレスの変更を行うと、新たに歩数計サービスの利 


用開始となりますのでご注意ください。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
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● 詳細は「@F ケータイ応援団」のサイトをご覧ください。 


アクセス方法　（2 0 0 5 年 8 月現在） 


待受画面で 
を 1 秒以上 「1 
Me nu を見る」 「メニューリスト」 


「ケータイ電話メーカー」「@F ケータイ応援団」 


※ アクセス方法は予告なしに変更される場合があります。 


1 歩数自動送信メールを「送信する」に設定する 


操作方法→ P 4 8 6 操作 1 ～ 3 


2「3 連携サービス選択」を押す 


3「1東海道五十三次」～「3その他のコース」のいずれか 
1 つの番号を押す 


● 以降の操作は「歩数自動送信メール」の操作5 ～7 と同様です。→P 4 8 7 


●「3 その他のコース」を押した場合は、最初の自動送信後に送られてくる 


メールの指示に従って、コースを選択してください。 


歩 
数 
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スイッチ付イヤホンマイクの使いかた 
＜スイッチ付イヤホンマイク＞ 


イヤホンマイク端子に平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続する 


と、スイッチを押すだけで電話をかけたり受けたりすることができます。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイクのコードをFOMA 端末に巻き付けないでくだ 


さい。電波の受信レベルが低下する場合があります。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイクのコードをアンテナ部分に近づけると、雑音 


が入ることがあります。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイクのプラグは、確実にFOMA 端末に差し込んで 


ください。差し込みが不十分な状態では、音が聞こえない場合があります。 


● ステレオイヤホンセット（別売）には、対応しておりません。 


ス 
イ 
ッ 
チ 
付 
イ 
ヤ 
ホ 
ン 
マ 
イ 
ク 


スイッチ付イヤホンマイクを接続します 


FOMA 端末に平型スイッチ付イヤホンマイクを接続します。 


※ イヤホンジャック変換アダプタ P 0 0 1（別売）を使うと、従来のイヤホンマ 


イクを使うことができます。 


1 イヤホンマイク端子に、平型スイッチ付イヤホンマイクの 
接続プラグを差し込む 


イヤホンマイク 
端子カバー 


接続プラグ 


スイッチを使って音声電話をかけます 


あらかじめ電話帳番号 0 の 1 件目に、かけたい電話番号を登録すると、待受画 


面表示中に平型スイッチ付イヤホンマイクのスイッチを押すだけで、音声電話を 


かけることができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を使用できません。 


→ P 1 9 3 
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1 待受画面で平型スイッチ付イヤホンマイクのスイッチを1 
秒以上押す 


「ピピッ」と音がするまで押し続けます。 


電話帳番号 0 の 1 件目に登録されている電話番号に電話がかかります。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに通信状態が表示 


されます。 


2 お話しが終わったらスイッチを 1 秒以上押す 


「ピッ」と音がするまで押し続けます。 


● 
を押しても電話を切ることができます。 


● 電話帳番号0 にシークレット属性が設定されている場合は、スイッチを押して電話をかける 
前に、シークレットモードに設定してください。 
● 通話中に別の相手の電話番号を入力してスイッチを1 秒以上押しても、電話をかけることは 
できません。通話中の電話が切れるので、ご注意ください。 
● オートスピーカーホン機能を設定中に平型スイッチ付イヤホンマイクを接続すると、設定が 
解除されます。 
● 平型スイッチ付イヤホンマイクを接続中は、F OMA 端末を折り畳んでも電話は切れません。 


お知らせ 
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スイッチを使って電話を受けます 


あらかじめ平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続しておきます。 
1 電話がかかってきたらスイッチを 1 秒以上押す 


「ピピッ」と音がするまで押し続けると、電話がつながります。 


● 着信音の鳴る位置は、スピーカー／イヤホン切替（→P 1 6 7 ）の設定に従っ 


て鳴ります。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに通信状態が表示 


されます。 


2 お話しが終わったらスイッチを 1 秒以上押す 


「ピッ」と音がするまで押し続けます。 


● 
を押しても電話を切ることができます。 


ス 
イ 
ッ 
チ 
付 
イ 
ヤ 
ホ 
ン 
マ 
イ 
ク 


● 平型スイッチ付イヤホンマイクを接続中は、F OMA 端末を折り畳んでも電話は切れません。 
● 平型スイッチ付イヤホンマイクを接続中にテレビ電話がかかってきた場合、イヤホンのスイッ 
チを 1 秒以上押すとカメラオフ画像でテレビ電話を受けることができます。 


お知らせ 


音声電話中にかかってきた別の音声電話を受けます 


キャッチホンをご契約いただくと、音声電話中に別の音声電話がかかってくると 


「ププ… ププ… 」という通話中着信音（→P 8 2 ）が聞こえます。サービスを「開 


始」に設定すると、キャッチホンがご利用いただけます。 
1 通話中に電話がかかってくる 


通話中着信音が聞こえます。 


2 スイッチを 1 秒以上押す 


キャッチホン中（マルチ接続中）の画面が表示されます。 


最初の相手との通話が保留になり、後からかかってきた電話を受けます。 


● 通話中に 
：通話の相手を切り替えます。 


● 通話中に 
：現在通話中の相手も保留します。もう一度 
を押すと 


解除します。 
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イ 
ヤ 
ホ 
ン 
接 
続 
時 
着 
信 
設 
定 


イヤホンをつないで自動で電話を受けます 
＜イヤホン接続時着信設定＞ 


平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているときに着信があった 


場合、設定した応答時間になると自動的に応答します。 


音声電話またはテレビ電話を受けたとき、接続したイヤホンマイクなどから音声 


が聞こえます。 


● テレビ電話を本機能で受けた場合、相手にはカメラオフ画像を送信して自動 


的にテレビ電話を開始します。 


● 伝言メモ、留守番電話サービス、転送でんわサービスと本機能を同時に設定 


している場合、設定した呼出時間により、優先順位が異なります。 


● 通話中の着信に対しては、本機能は動作しません。 


● 公共モード中は、本機能は動作しません。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話・電話帳の詳細を設定する」 「6イヤホンマイク接続 
時に自動で着信する」を押す 


2「1 応答方法」 「2 自動で応答する」を押す 


応答時間の設定画面が表示されます。 


●「1 手動で応答する」：手動で応答します。操作 4 に進みます。 


3 時間を入力 
を押す 


平型スイッチ付イヤホンマイク使用中の着信方法の設定画面に戻ります。 


● 応答時間の秒数を 0 ～ 1 2 0 の間で入力します。 


4 
を押す 


平型スイッチ付イヤホンマイク使用中の応答方法を設定した旨のメッセージ 


が表示されます。 


お買い上げ時 
応答方法：手動 


「1 応答方法」：自動と手動のどちらで接続するかを 


設定します。 


「2 応答時間」：着信から自動で応答するまでの時間 


を設定します。 
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5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 着信を拒否する相手の指定（→ P 1 9 6 ）、電話帳登録外の着信の拒否（→ P 2 0 3 ）、発信者番 
号通知のない相手に対する着信動作（→ P 1 9 9 ）を設定中は、対象に設定している相手から 
電話がかかってくると、各機能が優先して動作します。 
● 伝言メモの呼出時間と本機能の応答時間を同じ時間に設定できません。→ P 9 6 


● 本機能と無音着信時間設定（→ P 2 0 1 ）を同時に設定している場合、無音着信時間を本機能 
の応答時間以上に設定すると、本機能は動作しません。 


お知らせ 


イ 
ヤ 
ホ 
ン 
接 
続 
時 
着 
信 
設 
定 
／ 
設 
定 
リ 
セ 
ッ 
ト 


各種機能の設定を初期状態に戻しま 
す＜設定リセット＞ 
お買い上げ時 
すべて選択 


各種機能の設定をお買い上げ時の状態に戻します。 


● 本機能を行ったときにお買い上げ時の状態に戻る機能については、付録の 


「メニュー一覧」をご覧ください。→ P 5 5 0 


●「メニュー一覧」に記載されていない機能やお客様が登録したデータで、お買 


い上げ時の状態に戻るものは次のとおりです。 


説　明 


基本設定を選択すると解除されます。 


基本設定を選択すると、当日カウントした 
歩数の履歴のみ消去されます。 


予測辞書データを選択すると消去されます。 


ユーザ辞書データを選択すると消去されます。 


読上辞書データを選択すると消去されます。 


呼出辞書データを選択すると消去されます。 


機能／データ 


マナーモード 


公共モード 


ワンタッチダイヤル登録 


当日の歩数の履歴 


予測変換機能で記録されたデータ 


単語登録のデータ 


音声読み上げ単語登録のデータ 


ボイスメニュー 
ボイスダイヤル登録のデータ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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設 
定 
リ 
セ 
ッ 
ト 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「7情報 
の表示やリセットを行う」 「6設定を初めの状態に戻す」 
を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1基本設定」～「8呼出辞書データ」のうち、お買い上 
げ時の状態に戻さない項目の番号を押す 


● 押したダイヤルボタンに対応した数字の 
が 
に変わり、選択が解除さ 


れます。 
● 
：項目を選択／解除します。 


● 
：すべての項目を選択／解除します。 


4 
を押す 


選んだ項目をお買い上げ時の状態に戻すかどうかの確認画面が表示されます。 


5「1 戻す」を押す 


選んだ項目をお買い上げ時の状態に戻した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 戻さない」：リセットを中止します。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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FOMA 端末に保存、登録、設定したデータをすべて削除します。 


● 保護したデータも削除されます。 


● 次のデータが削除されます。 
• FOMA 端末の電話番号以外の個人情報 
• リダイヤル 
• 着信履歴 
• 伝言メモ 
• 電話帳データ 
• 内蔵写真以外の画像、追加したアルバム 
• 内蔵ビデオ以外のビデオ、動画／ｉモーション 
• UR L 入力、履歴 
• ブックマーク 
• 画面メモ 
• 内蔵メロディ以外のメロディ 
• メッセージ R /F、ｉモードメール、S MS 
• 予定 
• 通話時間 
• 歩数の履歴 
• 定型文 
● 設定リセット（→ P 4 9 5 ）の対象となる機能と次の機能は、お買い上げ時の 


状態に戻ります。 
• 日付時刻設定 
• 伝言メモの設定 
• 伝言メモの応答メッセージ 
• 電話帳のグループ設定 
• 端末暗証番号 
• 個人情報表示制限 
• 写真、ビデオの撮影時の設定 
• ビデオを再生するときの設定 
• ｉモードサイト表示の文字の大きさ 
• 編集したメール例文 
• 保存した曲の詳細設定 
• 目覚ましの設定 
• 通話中着信動作選択 


1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「7情報 
の表示やリセットを行う」 「7本体内データを全て削除 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 削除する」を押す 


FOMA 端末が再起動してデータが削除され、日付・時刻の設定画面が表示さ 


れます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


登録したデータを一括して削除します 
＜データ一括削除＞ 


デ 
ー 
タ 
一 
括 
削 
除 


● F OMA カードに保存されているデータは削除されません。 
● パソコンから設定したデータ通信の設定は削除されません。 


お知らせ 
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利用できるネットワークサービス 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 0 


留守番電話サービスを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 1 


キャッチホンを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 4 


転送でんわサービスを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 0 7 


迷惑電話ストップサービスを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 0 


番号通知お願いサービスを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 2 


デュアルネットワークサービスを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … 
5 1 4 


ガイダンスを日本語と英語で切り替えます 
… … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 5 


サービスダイヤルを利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 6 


通話中に電話がかかってきたときの応対方法を選びます 


… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
＜通話中着信動作選択＞ 
5 1 6 


通話中着信設定を利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 7 


遠隔操作を利用します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 1 8 


ネットワークサービス 
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利用できるネットワークサービス 


FOMA 端末を便利に利用するために、次のネットワークサービスをご利用いた 


だけます。 


サービス名 


留守番電話 
サービス 
→ P 5 0 1 


キャッチホン 
→ P 5 0 4 


転送でんわ 
サービス 
→ P 5 0 7 


迷惑電話ストップ 
サービス 
→ P 5 1 0 


番号通知お願い 
サービス 
→ P 5 1 2 


デ ュ ア ル ネ ッ ト 
ワークサービス 
→ P 5 1 4 


英語ガイダンス 
→ P 5 1 5 


サービスダイヤル※ 


→ P 5 1 6 


公共モード 
（ドライブモード） 
→ P 9 1 


公共モード 
（電源 OFF） 
→ P 9 1 


内　容 


電波の届かない所にいるとき、電源を 
切っているときなどに、お客様に代わっ 
て伝言メッセージをお預かりします。 


通話中の音声電話を保留にしたまま、第 
三者と通話できます。 


電波の届かない所にいるとき、電源を 
切っているときなどに、かかってきた電 
話を自動的に転送します。 


相手の電話番号を登録すると、以後登録 
した電話番号からの着信には、自動的に 
ガイダンスが応答して迷惑電話を拒否し 
ます。 


発信者番号が通知されない電話に番号通 
知をお願いする旨のガイダンスを流した 
後、自動的に電話を切ります。 


1 つの電話番号でFOMA 端末とmova 端 
末を使い分けて利用できます。 


音声ガイダンスを英語で聞けます。 


ドコモ総合案内・受付や、ドコモ指定の故 
障取扱窓口へ電話をかけます。 


運転中や通話を控える必要のある場所で 
電話を受けないようにします。 


電源を切る必要がある場所で電話を受け 
ないようにします。 


月額使用料 


有料 


有料 


無料 


無料 


無料 


有料 


無料 


無料 


無料 


無料 


申し込み 


必要 


必要 


必要 


必要 


不要 


必要 


不要 


不要 


不要 


不要 


利 
用 
で 
き 
る 
ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


● お申し込み、お問い合わせについては取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い 
合わせください。 
● 本書では各ネットワークサービスの概要説明のみ記載しております。注意事項や操作の詳細 
は『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。（※ を除く） 
● ネットワークサービスの開始や停止などの操作は、サービスエリア外や電波の届かない所で 
は操作できません。電波状態のよい所で操作してください。 


お知らせ 


501 


電波の届かない所にいるとき、電源を 
切っているとき、電話に出られないとき 
などに、音声電話をかけてきた相手か 
ら、お客様に代わって伝言メッセージを 
お預かりします。 
日本全国どこからでも伝言メッセージを 
聞けます。 


● 
応答しなかった音声電話は、留守番電話 


サービスセンターに接続し、伝言メッセー 
ジをお預かりします。待受画面の新着情報 
や着信履歴で、着信があったことをお知ら 


せします。 


● 
留守番電話サービスは、お申し込みが必要 


なオプションサービスです。ご利用には月 


額使用料がかかります。 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


留守番電話サービ 
スを利用します 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


● 番号通知お願いサービスを開始に設定中 
に「非通知設定」の電話がかかってくる 
と、発信者番号通知をお願いする内容の 
ガイダンスが流れます。伝言メッセージ 
はお預かりできません。 
● 電話に出られないことをお伝えするだけ 
の、不在案内機能もあります。 
● プッシュ式の一般電話、公衆電話などか 
らも、「ネットワーク暗証番号」を利用し 
て留守番電話サービスの操作ができます。 
あらかじめ遠隔操作を開始に設定してく 
ださい。→ P 5 1 8 


お知らせ 


○ ○ ○ 
ステップ 2 


○ ○ ○ 
ステップ 3 


※ 急いでいるときなど、留守番電話の応答ガイ 


ダンスを省略して伝言メッセージを録音する 


場合は、応答ガイダンスが流れているときに 


#を押すと、すぐに伝言メッセージの録音 


モードに切り替えられます。 


電話をかけてきた方が伝言メッセージ 
を録音する 
※ 


伝言メッセージを再生する 


留守番電話サービスの基本的な流れ 
○ ○ ○ 
ステップ 1 


サービスを開始に設定する 


留守番電話サービスの利用料金 


留守番電話サービスをご利用になるには、 
毎月の使用料とは別に伝言メッセージの再 
生などにかかる通話料が必要です。詳細は 
『ネットワークサービス操作ガイド』をご 
覧ください。 


● 伝言メッセージは１件あたり最長3 分、最 
大2 0 件録音でき、最長7 2 時間保存され 
ます。 
● 留守番電話サービスを開始に設定してい 
ても、電話をかけたり、受けたりできま 
す。 
● 着信音が鳴っている間は、電話を受ける 
ことができます。着信音が鳴る時間（呼出 
時間）は変更できます。→ P 5 0 2 
● 通話中や6 4 K データ通信中にかかってき 
た音声電話を自動で留守番電話サービス 
センターに接続できます。→ P 5 1 6 
● 着信中の電話や通話中、6 4 K データ通信 
中にかかってきた音声電話を手動で留守 
番電話サービスセンターに接続できます。 
→ P 8 1 
● テレビ電話がかかってきたときは、留守 
番電話サービスセンターに接続されずに、 
呼出時間に設定した時間が経過すると切 
断されます。 
● 留守番電話サービスと転送でんわサービ 
スの両方をお申し込みになっても、2 つの 
サービスを同時にはご利用になれません。 
転送でんわサービスを開始に設定すると、 
留守番電話サービスは自動的に停止にな 
ります（その後、転送でんわサービスを停 
止に設定しても、留守番電話サービスは 
自動的には再開しません）。 
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開始します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「1 留 
守番サービスを使う」 「3 留守 
番サービスを開始する」を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 開始する」を押す 


呼出時間を設定するかどうかの確認画 
面が表示されます。 
● 「2 開始しない」：操作を中止しま 
す。 


3 「1 設定する」を押す 


呼出時間の入力画面が表示されます。 
● 「2 設定しない」： 
呼出時間を設定せずに、ご契 
約時の呼出時間（1 5 秒）で留 
守番電話サービスを開始しま 
す。操作 5 に進みます。 


4 
呼出時間を入力 
を押す 


ネットワークに接続され、留守番電話 
サービスを開始した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 呼出時間の秒数を 0 ～ 1 2 0 の間で 
入力します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


停止します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「1 留 
守番サービスを使う」 「4 留守 
番サービスを停止する」を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、留守番電話 
サービスを停止した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 「2 停止しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「1 留 
守番サービスを使う」 「7 留守 
番サービスの設定を確認する」を 
押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


● 留守番電話サービスを停止しても留守番 


電話サービスの契約は継続されます。留 


守番電話サービスの停止は、留守番電話 
サービスの契約そのものを解約するもの 


ではありません。 


お知らせ 


留守番電話サービスを開始／停止 
します 


留守番電話サービスを開始または停止し 


ます。また、設定内容を確認します。 


● 呼出時間を0 秒に設定している場合は、着 
信が記録されません。 


● 呼出時間だけを設定する場合は、待受画 
面で 
「 
ネットワークサービスを 
使う」「1留守番サービスを使う」「6 


留守番呼出時間を設定する」を押して操 
作します。 


● 呼出時間の設定は、留守番電話サービス 


を停止した後も保持されます。 
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● 新しい伝言メッセージがあるときは、待 
受画面からすばやく伝言メッセージを再 
生できます。→ P 3 7 
● F OMA 端末を折り畳んでいるときに新し 
い伝言メッセージがあると、背面ディスプ 
レイに 
が表示され、着信音（着信 
音 1 ）が 5 回鳴ります。→ P 3 9 


お知らせ 


伝言メッセージを聞きます 


新しい伝言メッセージがあると、待受画 
面に 
が表示された後、留 
守番電話件数が増加した旨のメッセージ 
が表示され、着信音（着信音 1 ）が 5 回 
鳴ります。 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「1 留 
守番サービスを使う」 「1 留守 
番メッセージを再生する」を押す 


再生するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 再生する」を押す 


ネットワークに接続され、受話口から 
音声ガイダンスが聞こえます。 
● 「2 再生しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
音声ガイダンスの指示に従って操 
作する 


伝言メッセージが再生されます。 


● 設定内容表示中に次の操作ができます。 


• 留守番電話サービスの開始： 
「1 留守番電話開始」を押します。 


• 留守番電話サービスの停止： 
「2 留守番電話停止」を押します。 


• 留守番電話呼出時間の設定： 
「3 呼出時間の設定」を押します。 


お知らせ 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


音声ガイダンスで留守番電話サー 
ビスを設定します 


音声ガイダンスを聞きながら留守番電話 


サービスを設定します。 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「1 留 
守番サービスを使う」 「5 留守 
番サービスの詳細を設定する」を 
押す 


設定するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 設定する」を押す 


留守番電話サービスセンターに電話が 
かかり、受話口から音声ガイダンスが 
聞こえます。 
● 「2 設定しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
音声ガイダンスの指示に従って操 
作する 


留守番電話サービスが設定されます。 
● 新しい伝言メッセージがあるか確認 
するときや、伝言メッセージを聞く 
ときは、一度電話を切ってから操作 
してください。 


新しい伝言メッセージがあるか確 
認します 


新しい伝言メッセージがあるかどうかを 


留守番電話サービスセンターに問い合わ 


せます。 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「1 留 
守番サービスを使う」 「2 メッ 
セージがあるか問合せる」を押す 


メッセージを問い合わせるかどうかの 
確認画面が表示されます。 


2 「1 問合せる」を押す 


ネットワークに接続され、問い合わせ 
ている旨のメッセージが表示されます。 
● 「2 問合せない」：操作を中止しま 
す。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 新しい伝言メッセージがあると、待 


受画面に 
が表示され 


ます。 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
キ 
ャ 
ッ 
チ 
ホ 
ン 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


音声電話中に第三者から音声電話がか 
かってきたことを、通話中着信音「プ 
プ… ププ… 」でお知らせします。通話を 
保留にして、第三者と音声通話すること 
ができます。 
● 
通話中の音声電話を保留にして、新たに別 
の相手に音声電話をかけられます。 
● 
キャッチホンは、お申し込みが必要なオプ 
ションサービスです。ご利用には月額使用 
料がかかります。 
● 
番号通知お願いサービスを「開始」に設定 
中に「非通知設定」の音声電話の着信が 
あった場合は、番号通知お願いガイダンス 
が流れ、キャッチホンはご利用できませ 
ん。→ P 5 1 2 


キャッチホンを 
利用します 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


● 伝言メッセージの問い合わせを行った後 
にお預かりした伝言メッセージは、もう 
一度伝言メッセージの問い合わせを行っ 
ても確認できない場合があります。 


お知らせ 


圏外にいても着信があったことを 
通知します 


FOMA 端末の電源が入っていないときや 


圏外にいるときに着信があった場合、電 


源が入ったときや圏内になったときに着 


信があったことを S MS でお知らせしま 


す。 


● 
1 通で最大 5 件まで受信します。 
● 
設定および通知（S MS の受信）には料金 
はかかりません。 
● 
S MS 一括拒否をしていても、履歴は受信 
されます。 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「1 留 
守番サービスを使う」 「8 着信 
通知を使う」を押す 


着信通知の設定画面が表示されます。 


2 「1 着信通知を開始する」を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


■ 着信通知を停止するとき 


「2 着信通知を停止する」「1 停止す 
る」を押す 
ネットワークに接続され、着信通知を 
停止した旨のメッセージが表示されま 
す。操作 5 に進みます。 


■ 設定内容を確認するとき 


「3 着信通知の設定を確認する」「1 
確認する」を押す 
ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。操作 5 に進みます。 


3 「1 開始する」を押す 


発信者番号が通知された着信のみを対 
象にするかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 
● 「2 開始しない」：操作を中止しま 
す。 


4 「1 発番号ありのみ」または「2 
全ての着信」を押す 


ネットワークに接続され、着信通知を開 
始した旨のメッセージが表示されます。 
● 「1 発番号ありのみ」： 
発信者番号非通知と公衆電話 
からの着信を無視します。 
● 「2 全ての着信」： 
すべての着信を通知します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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キ 
ャ 
ッ 
チ 
ホ 
ン 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


キャッチホンを開始／停止します 


キャッチホンを開始または停止します。 
また、設定内容を確認します。 


開始します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「2 
キ ャ ッ チ ホ ン を 使 う 」 
「 1 
キャッチホンを開始する」を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


● キャッチホンを使用するときは、通話中 
着信動作を「通常着信する」に設定してく 


ださい。→ P 5 1 6 


他の設定になっている場合は、キャッチ 


ホンを開始しても応答できません。 


お知らせ 


● 
次のとき、キャッチホンは動作しません。 
• 1 0 4 、1 1 0 、1 1 7 ※ 、1 1 8 、1 1 9 にか 
けているとき 
※ ：1 1 7 と通話中に音声電話がかかっ 
てくると「ププ… ププ… 」という音 
が聞こえますが、電話に出られませ 
ん（着信履歴には不在着信として残 
ります）。 
• ダイヤル中、および相手を呼び出し中 
• 留守番電話サービスをご利用のお客様で、 
伝言メッセージの再生など、留守番電話 
サービスセンターに接続されている間 
• 1 4 1 1 （留守番電話サービスの開始）、 
1 4 2 0（転送でんわサービスの停止）な 
ど、各種ネットワークサービスの設定を 
行うために、4 桁の電話番号にかけてい 
るとき 
• テレビ電話中（着信履歴には不在着信と 
して残ります） 
• 音声電話中にテレビ電話がかかってきた 
とき（着信履歴には不在着信として残り 
ます） 


● 
次の場合、通話中／通信中に着信があると 


「ププ… ププ… 」という通話中着信音が聞 


こえ、着信画面が表示されたり 
が点 


滅したりしますが、着信を受けることはで 


きません。 


• キャッチホンを「停止する」に設定して 


いる場合 
• キャッチホンを契約せず、留守番電話 
サービス、転送でんわサービスのいずれ 


かをご契約している場合 
● 
保留中も、電話をかけた方に通話料金がか 
かります。 
● 
通話中にテレビ電話をかけることはできま 
せん。 


停止します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「2 
キ ャ ッ チ ホ ン を 使 う 」 
「 2 
キャッチホンを停止する」を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、キャッチホ 
ンを停止した旨のメッセージが表示さ 
れます。 
● 「2 停止しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● キャッチホンを停止してもキャッチホン 
の契約は継続されます。キャッチホンの 
停止は、キャッチホンの契約そのものを 


解約するものではありません。 


お知らせ 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、キャッチホ 
ンを開始した旨のメッセージが表示さ 
れます。 
● 「2 開始しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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● 電話帳、着信履歴、リダイヤルから音声電 


話をかける場合は、通話中に 
「2 


電話帳を見る」／「3着信履歴を見る」／ 


「4 リダイヤルを見る」 相手を選択 


を押して操作します。 


お知らせ 


キ 
ャ 
ッ 
チ 
ホ 
ン 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


通話中の音声電話を保留にしてかかって 
きた音声電話に出ます 
1 
通話中に 
を押す 


キャッチホン中（マルチ接続中）の画面 
が表示されます。最初の相手との通話 
が保留になり、後からかかってきた電 
話を受けられます。 
● 通話中に 
： 
通話の相手を切り替えます。 
● 通話中に 
： 
現在通話中の相手も保留にし 
ます。もう一度 
を押す 
と解除します。 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


2 
一方の相手との通話が終わったら 


を押す 


一方の相手との通話が終了して着信音 
が鳴ります。 


● 
：保留中の相手との通話を再開 


します。 


通話中の音声電話を保留にして別の相手 
に音声電話をかけます　 
1 
通話中に電話番号を入力する 


入力した電話番号が表示されます。 


2 
を押す 


新しくかけた相手と通話できます。話 
し中の通話は自動的に保留になります。 


● 通話中に 
： 
通話の相手を切り替えます。 
● 通話中に 
： 
現在通話中の相手も保留しま 
す。もう一度 
を押すと 
解除します。 


3 
新しくかけた相手との通話が終 


わったら 
を押す 


新しくかけた相手との通話が終了します。 


● 
：保留中の相手との通話が再開 


します。 


通話中の音声電話を終わらせてかかっ 
てきた音声電話に出ます 
1 
通話中に 
を押す 


かかってきた電話の着信音が鳴ります。 


2 
を押す 


新しくかかってきた電話と通話できます。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「2 
キ ャ ッ チ ホ ン を 使 う 」 
「 3 
キャッチホンの設定を確認する」 
を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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保留中の通話を終わらせます 
1 
キャッチホン中（マルチ接続中） 
に 
「2 保留相手を切断」 
を押す 


保留中の相手との電話を切ります。 


● キャッチホン中（マルチ接続中）に別の音 
声電話がかかってきても受けることはで 
きません。ただし、着信履歴には不在着信 
として残ります。 


お知らせ 


キ 
ャ 
ッ 
チ 
ホ 
ン 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


電波の届かない所にいるとき、電源を 
切っているとき、電話に出られないとき 
などに、F OMA 端末にかかってきた電 
話を、ご家庭やオフィスなどに自動的に 
転送します。 


● 
転送でんわサービスは、お申し込みが必要 
なオプションサービスです。ご利用には月 
額料金はかかりません。 
● 
一部ご利用になれない料金プランがありま 
す。 


転送でんわサービス 
を利用します 


● 転送先の登録は 1 件です。 
● 転送でんわサービスを開始に設定してい 
ても、通常どおり電話をかけたり、受けた 
りできます。 
● 着信音が鳴っている間は、電話を受ける 
ことができます。着信音が鳴る時間（呼出 
時間）は変更できます。→ P 5 0 8 
● 通話中や6 4 K データ通信中にかかってき 
た電話を自動で転送できます。→ P 5 1 6 
● 着信中の電話や通話中、6 4 K データ通信 
中にかかってきた電話を手動で転送でき 
ます。→ P 8 1 
● 転送でんわサービスと留守番電話サービ 
スの両方をお申し込みになっても、2 つの 
サービスを同時には利用できません。留 
守番電話サービスを開始に設定すると、 
転送でんわサービスは自動的に停止にな 
ります（その後、留守番電話サービスを停 
止に設定しても、転送でんわサービスは 
自動的には再開しません）。 
● 番号通知お願いサービスを開始に設定中 
に「非通知設定」の音声電話がかかってく 
ると、発信者番号通知をお願いする内容 
のガイダンスが流れます。転送先には転 
送されません。 
● プッシュ式の一般電話、公衆電話などか 
らも、「ネットワーク暗証番号」を利用し 
て転送でんわサービスの操作ができます。 
あらかじめ遠隔操作を開始に設定にして 
ください。→ P 5 1 8 
● テレビ電話がかかってきたときは、転送 
でんわサービスを開始に設定していても、 
転送先を 3 G-3 2 4 M（→ P 1 0 2 ）に準拠 
したテレビ電話対応機に設定していない 
場合は接続されません。転送先の電話機 
をあらかじめご確認の上、転送設定を 
行ってください。 


お知らせ 
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開始します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「3 転 
送サービスを使う」 「1 転送 
サービスを開始する」を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 開始する」を押す 


転送先電話番号を設定するかどうかの 
確認画面が表示されます。 
● 「2 開始しない」：操作を中止しま 
す。 


3 「1 設定する」を押す 


転送先電話番号の入力画面が表示され 
ます。 
● 「2 設定しない」： 
転送先電話番号を設定しませ 
ん。操作 6 に進みます。 


4 
転送先電話番号を入力する 


● 転送先として、フリーダイヤル、ク 
イックナンバーおよび 1 1 0 番など 
の 3 桁の電話番号は指定できませ 
ん。 
● 最大 2 6 桁入力できます。 
● 「＃」「 
」を入力できます。 


■ 転送先電話番号を電話帳から設定す 
るとき 


① 
「7 電話帳を呼出す」を押す 
電話帳の検索方法選択画面が表示さ 
れます。 
② 転送先電話番号を検索して選択 


を押す 
電話番号が入力され、転送先電話番 
号の設定画面に戻ります。 
• 検索方法→ P 1 3 4 


5 
を押す 


呼出時間を設定するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


転送でんわサービスの基本的な流れ 
○ ○ ○ 
ステップ 1 


○ ○ ○ 
ステップ 2 


○ ○ ○ 
ステップ 3 


転送先の電話番号を登録する 


○ ○ ○ 
ステップ 4 


転送でんわサービスを開始に設定する 


お客様の FOMA 端末に電話がかかる 


電話に出ないと自動的に指定した転送 
先に転送される 


通話料 


発信者 


転送でんわ 
サービスの 
ご契約者 


転送先 
← 
→ 
← 
→ 


転送でんわサービスの利用料金 


電話をかけた方 
のご負担です。 
転送でんわサービ 
スのご契約者のご 
負担です。 


※ 転送でんわサービスの転送先登録、サービ 


スの開始・停止、呼出時間の設定の通話料 


金はかかりません。 


転送でんわサービスを開始／停止 
します 


転送でんわサービスを開始または停止し 


ます。また、転送先の電話番号などの設 


定内容を確認します。 


● 転送でんわサービスを開始に設定して 
いる場合、コレクトコール（料金着信払 
通話）での着信はできません。 
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6 「1 設定する」を押す 


呼出時間の入力画面が表示されます。 
● 「2 設定しない」： 
呼出時間を設定せずに、ご契 
約時の呼出時間（7 秒）で転 
送でんわサービスを開始しま 
す。操作 8 に進みます。 


7 
呼出時間を入力 
を押す 


ネットワークに接続され、転送でんわ 
サービスを開始した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 呼出時間の秒数を 0 ～ 1 2 0 の間で 
入力します。 


8 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 呼出時間を0 秒に設定している場合は、着 


信が記録されません。 
● 電波が届かない場合や電源が入っていな 
い場合は、着信音が鳴らずに自動的に転 
送されます。この場合も転送元から転送 
先までの通話料金は、転送でんわサービ 
スご契約者のご負担となります。 
● 転送先から申し出があり、当社が必要と認 
めるときは、お客様に代わってその転送を 
中止させていただくことがあります。 
● P B X 、ポケットベル※ 、F A X を転送先とし 
た場合、かけてきた方に誤解を与えるこ 
とがありますので、ご注意ください。 
● 転送先や呼出時間の設定は、転送先を変 
更したり、転送でんわサービスを停止し 
た後も保持されます。 


お知らせ 


転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


※ ：2 0 0 1 年 1 月から、NT T ドコモのポケットベルは「クイックキャスト」に名称が変わりました。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、転送でんわ 
サービスを停止した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 「2 停止しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


設定内容を確認します 


転送でんわサービスの利用の有無や転送 
先の電話番号などを確認します。 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「3 転 
送サービスを使う」 「5 転送 
サービスの設定を確認する」を押 
す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 転送でんわサービスを停止しても転送で 


んわサービスの契約は継続されます。転 


送でんわサービスの停止は、転送でんわ 
サービスの契約そのものを解約するもの 


ではありません。 


お知らせ 


停止します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「3 転 
送サービスを使う」 「2 転送 
サービスを停止する」を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 
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1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「3 転 
送サービスを使う」 「4 転送先 
が通話中の時の設定をする」を押 
す 


留守番電話サービスセンターへ接続す 
るかどうかの確認画面が表示されます。 


2 「1 接続する」を押す 


ネットワークに接続され、転送先が通 
話中のときの応対を設定した旨のメッ 
セージが表示されます。 
● 「2 接続しない」： 
留守番電話サービスでの応対 
を解除します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


迷惑電話を自動的に着信拒否します。迷 


惑電話の登録操作をすると、以降、同じ 
電話番号から電話がかかってきたときに、 


着信拒否のガイダンスまたは映像ガイダ 
ンスで応答し、切断されます。 


● 
最大 3 0 件登録できます。 
● 
迷惑電話ストップサービスは、お申し込み 


が必要なオプションサービスです。ご利用 
には月額使用料はかかりません。 


迷惑電話ストップ 
サービスを利用し 
ます 


転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
迷 
惑 
電 
話 
ス 
ト 
ッ 
プ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


転送先を変更します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「3 転 
送サービスを使う」 「3 転送先 
を変更する」を押す 


転送先電話番号の入力画面が表示され 
ます。 


2 
転送先電話番号を入力 
を押す 


転送先に設定するかどうかの確認画面 
が表示されます。 
● 操作方法→ P 5 0 8 


3 「1 設定する」を押す 


ネットワークに接続され、転送先電話 
番号を設定した旨のメッセージが表示 
されます。 
● 「2 設定しない」：操作を中止しま 
す。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


転送先が通話中のとき留守番電話 
サービスで応対します 


転送先の電話が通話中で転送できないと 


きに、留守番電話サービスで応対するよ 


うに設定します。 


● 留守番電話サービスのご契約が必要 
です。 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


転送ガイダンスの有／無を設定し 
ます 
1 
待受画面で1429 


を押す 
音声ガイダンスの 


指示に従って操作する 


指定したガイダンスに設定されます。 
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迷 
惑 
電 
話 
ス 
ト 
ッ 
プ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


最後に応答した電話番号を登録し 
ます 
1 
迷惑電話がかか っ て き た 後 に 


「 
ネットワークサービ 
スを使う」 「4 迷惑電話ストッ 


プを使う」 「1 迷惑電話着信拒 


否を登録する」を押す 


登録するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


2 「1 登録する」を押す 


ネットワークに接続され、登録した旨 
のメッセージが表示されます。 
● 最後に応答した電話番号が、着信を 
拒否する迷惑電話番号として登録さ 
れます。不在着信など通話していな 
い場合は登録の対象になりません。 
● 「2 登録しない」：操作を中止しま 
す。 


■ すでに 3 0 件登録したとき 


最も古い電話番号を削除して登録する 
かどうかの確認画面が表示されます。 
「1登録する」を押すと、最も古い電話 
番号が削除され、新しい電話番号が登 
録されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電話番号を指定して登録します 
1 
待受画面で 144 


を押す 
音声ガイダンスの指示 


に従って操作する 


指定した電話番号が登録されます。 


サービス名 


留守番電話 
サービス 


転送でんわ 
サービス 


キャッチホ 
ン 


番号通知 
お願い 
サービス 


公共モード 


着信拒否登録した電話番 
号からの着信の取り扱い 


着信拒否のガイダンスま 
たは映像ガイダンスで応 
答します。伝言メッセージ 
はお預かりしません。 


着信拒否のガイダンスま 
たは映像ガイダンスで応 
答します。転送先には転送 
されません。 


着信拒否のガイダンスま 
たは映像ガイダンスで応 
答します。 


着信拒否のガイダンスま 
たは映像ガイダンスで応 
答します。番号通知お願い 
サービスのガイダンスま 
たは映像ガイダンスは応 
答しません。 


着信拒否のガイダンスま 
たは映像ガイダンスで応 
答します。公共モードのガ 
イダンスまたは映像ガイ 
ダンスは応答しません。 


● 発信者番号非通知の電話でも着信拒否登 
録できます。 
● 着信拒否に登録した電話番号は、確認や 


問い合わせができません。着信拒否登録 
した電話番号をメモなどに控えておくこ 
とをおすすめします。 
● 国際電話は着信拒否に登録できない場合 


があります。 
● 着信拒否に登録した電話番号から電話がか 


かってきても、着信音は鳴りません。着信 
履歴にも残りません。 


● 迷惑電話ストップサービスを設定中の着 
信と、各サービスとの関係は次のとおり 


です。 


お知らせ 
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迷 
惑 
電 
話 
ス 
ト 
ッ 
プ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
番 
号 
通 
知 
お 
願 
い 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


発信者番号を通知してこない電話がか 
かってくると、発信者番号の通知をお願 
いする旨のガイダンスまたは映像ガイダ 
ンスで応答し、切断されます。迷惑電話 
などによるトラブルを防ぎ、安心して携 
帯電話を利用できます。 


● 
発信者番号の非通知理由が「非通知設定」 
の場合に、番号通知お願いサービスが動作 
します。非通知理由が「通知不可能」およ 
び「公衆電話」の場合は動作しません。 
● 
ガイダンスが応答している間は、発信者に 
通話料金がかかります。 
● 
番号通知お願いサービスはお申し込み不要 
です。また、月額使用料はかかりません。 


番号通知お願いサービスを開始し 
ます 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「5 番 
号通知お願いサービスを使う」 
「1番号通知お願いサービスを開 
始する」を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、番号通知お 
願いサービスを開始した旨のメッセー 
ジが表示されます。 
● 「2 開始しない」：操作を中止しま 
す。 


番号通知お願いサー 
ビスを利用します 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


登録した電話番号を削除します 


最後に登録した電話番号を削除したり、 


すべての電話番号をまとめて削除するこ 
ともできます。 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「4 迷 
惑電話ストップを使う」を押す 


「2 迷惑電話全登録を削除する」： 
電話番号を全件削除します。 
「3 迷惑電話 1 登録を削除する」： 
最後に登録した電話番号 1 件の 
みを削除します。 


2 「2 迷惑電話全登録を削除する」 
または「3迷惑電話1 登録を削除 
する」を押す 


削除するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


3 「1 削除する」を押す 


ネットワークに接続され、電話番号を削 
除した旨のメッセージが表示されます。 
● 「2削除しない」： 操作を中止しま 
す。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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サービス名 


留守番電話 
サービス 


転送でんわ 
サービス 


キャッチホ 
ン 


迷惑電話 
ストップ 
サービス 


公共モード 


発信者番号を通知しない 
着信の取り扱い 


番号通知お願いのガイダン 
スまたは映像ガイダンス 
で応答します。伝言メッ 
セージはお預かりしませ 
ん。 


番号通知お願いのガイダ 
ンスまたは映像ガイダン 
スで応答します。転送先に 
は転送されません。 


番号通知お願いのガイダ 
ンスまたは映像ガイダン 
スで応答します。 


着信拒否に登録した電話番 
号から着信すると、着信拒 
否のガイダンスまたは映 
像ガイダンスで応答しま 
す。番号通知お願いのガイ 
ダンスまたは映像ガイダ 
ンスは応答しません。 


番号通知お願いのガイダ 
ンスまたは映像ガイダン 
スで応答します。公共モー 
ドのガイダンスまたは映 
像ガイダンスは応答しま 
せん。 


番 
号 
通 
知 
お 
願 
い 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「5 番 
号通知お願いサービスを使う」 
「3番号通知お願いサービスを確 
認する」を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


番号通知お願いサービスを停止し 
ます 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「5 番 
号通知お願いサービスを使う」 
「2番号通知お願いサービスを停 
止する」を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、番号通知お 
願いサービスを停止した旨のメッセー 
ジが表示されます。 
● 「2 停止しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 番号通知お願いサービスを開始に設定し 
ているときに、「非通知設定」の電話がか 
かってきたときは、着信音は鳴らず、着信 
履歴にも残りません。 
● 番号通知お願いサービスは、お客様ご自身 
のFOMA カードを取り付けたFOMA 端末 
からのみ開始／停止の操作ができます。留 
守番電話サービスや転送でんわサービスな 
どで可能な遠隔操作はできません。 
→ P 5 1 8 
なお、開始／停止の操作には通話料金はか 
かりません。 
● 発信者番号通知のない相手に対する着信 
動作の設定（→P 1 9 9 ）と本サービスを同 
時に設定した場合は、本サービスが優先 
されます。 
● 番号通知お願いサービス開始中の着信と、 
各サービスの関係は次のとおりです。 


お知らせ 
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デ 
ュ 
ア 
ル 
ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


mov a 端末を使えるようにします 
1 
mov a 端末で「1 5 4 0 」をダイヤ 
ル 
音声ガイダンスの指示に 
従って操作する 


mova 端末が利用できるようになりま 
す。 


F OMA 端末を使えるようにします 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「3 
デュアルネットワークを使う」 
「1デュアルネットワークを切替 
える」を押す 


切り替えるかどうかの確認画面が表示 
されます。 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


2 「1 切替える」を押す 


ネットワーク暗証番号入力画面が表示 
されます。 
● 「2 切替えない」：操作を中止しま 
す。 


利用状況を確認します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「3 
デュアルネットワークを使う」 
「2デュアルネットワークの状態 
を確認する」を押す 


利用状況を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、現在の利用 
状況が表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● F O M A 端末では従来どおり F O M A の 


ｉモードが利用できます。mova端末でも 


ｉモードを利用することが可能ですが、 


一部利用できないサービスがあります。 
また、ｉモード利用時や各種ネットワー 


クサービスにおいては、F OMA 、mova そ 
れぞれのネットワーク設備を利用するた 


めの制限事項や注意事項があります。詳 
細は『ネットワークサービス操作ガイド』 


をご覧ください。 


お知らせ 


3 
4 桁のネットワーク暗証番号を入 
力 
を押す 


ネットワークに接続され、ネットワー 
クを切り替えた旨のメッセージが表示 
されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● ネットワ－ク暗証番号→ P 1 7 9 


お知らせ 


デュアルネットワー 
クサービスを利用し 
ます 


お使いになっているFOMA 端末の電話番 
号で、mova 端末を利用することができ 
ます。 
F OMA サービスエリア外でも、mov a 
サービスエリア内であれば mov a 端末 
に切り替えることで通信が可能になりま 
す。 


● 
F OMA 端末と mova 端末を同時に利用す 
ることはできません。 
● 
デュアルネットワークサービスは、お申し 
込みが必要なオプションサービスです。ご 


利用には月額使用料がかかります。 
● 
デュアルネットワークサービスの切り替え 
操作は、サービスを利用できない状態の 


F OMA 端末または mova 端末から行いま 
す。 
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ガ 
イ 
ダ 
ン 
ス 
を 
日 
本 
語 
と 
英 
語 
で 
切 
り 
替 
え 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


2 「1 設定する」を押す 


電話をかけたときの言語選択画面が表 
示されます。 


「1 日本語」：自分が聞くガイダンスを 
日本語にします。 
「2 英語」 ：自分が聞くガイダンスを 
英語にします。 
● 「2 設定しない」： 
電話をかけたときの言語を設 
定しません。操作4 に進みます。 


3 「1 日本語」または「2 英語」を 
押す 


電話をかけてきたときの言語を設定す 
るかどうかの確認画面が表示されます。 


4 「1 設定する」を押す 


電話をかけてきたときの言語選択画面 
が表示されます。 


「1 日本語」： 
相手が聞くガイダンスを日本語 
にします。 
「2 日本語＋英語」： 
相手が聞くガイダンスを日本語→ 
英語の順にします。 
「3 英語＋日本語」： 
相手が聞くガイダンスを英語→ 
日本語の順にします。 
● 「2 設定しない」： 
電話をかけてきたときの言語を 
設定しません。操作6 に進みま 
す。ただし、電話をかけたとき 
の言語も設定しなかった場合 
は、メニュー画面に戻ります。 


5 「1日本語」～「3英語＋日本語」 
のいずれか 1 つの番号を押す 


ネットワークに接続され、音声ガイダ 
ンスを設定した旨のメッセージが表示 
されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電波の届かない所にいたり、電源を切っ 


ている場合などのガイダンスを、英語に 


変更します。自分が聞くガイダンス（電 


話をかけたときの言語）と相手へのガイ 
ダンス（電話をかけてきたときの言語） 


の両方が切り替えられます。 


● 
利用できるガイダンス言語は、 
「日本語」と 


「英語」です。 


● 
英語ガイダンスはお申し込み不要です。ま 


た、月額使用料はかかりません。 


● 
テレビ電話で発信または着信したときは、 


英語ガイダンスは利用できません。 


● 
ドコモの携帯電話どうしでの通話の場合、 


流れるガイダンスは発信者側の発信時の設 
定が着信者側の着信時の設定より優先され 


ます。 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「2 英 
語ガイダンスを使う」 「1 ガイ 
ダンスを設定する」を押す 


電話をかけたときの言語を設定するか 
どうかの確認画面が表示されます。 


ガイダンスを日本語 
と英語で切り替え 
ます 


516 


総合案内・受付へ電話をかけます 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「4 
サービスダイヤルを使う」 「1 
ドコモ総合案内・受付に電話す 
る」を押す 


発信するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


故障の問い合わせをします 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「4 
サービスダイヤルを使う」 「2 
ドコモ故障問合せ窓口に電話す 
る」を押す 


発信するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 電話する」を押す 


ドコモ故障問合せに電話がかかります。 
● 「2 電話しない」：操作を中止しま 
す。 


ガ 
イ 
ダ 
ン 
ス 
を 
日 
本 
語 
と 
英 
語 
で 
切 
り 
替 
え 
ま 
す 
／ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
通 
話 
中 
着 
信 
動 
作 
選 
択 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


通話中に電話がか 
かってきたときの応 
対方法を選びます 
＜通話中着信動作選択＞ 


音声電話中または6 4 K データ通信中に 


別の音声電話がかかってきたときに、留 
守番電話や転送でんわなどで対応しま 
す。 


● 
留守番電話サービス、キャッチホン、転送 


でんわサービスは、あらかじめご契約が必 


要なオプションサービスです。 


● 
サービスエリア外や電波の届いていない所 


でも操作できます。 
● 
音声電話中に 6 4 K データ通信の着信やテ 


レビ電話がかかってきた場合、または 
6 4 K データ通信中に6 4 K データ通信の着 


信やテレビ電話がかかってきた場合は、 


「着信拒否」になります。 


● 
通話中着信動作がいずれの場合でも着信履 


歴に記録されます。 


ドコモ指定の故障取扱窓口や、ドコモ総 


合案内・受付へ電話をかけます。 


● 
サービスダイヤルはお申し込み不要です。 
また、月額使用料はかかりません。 


● 
お使いの F OMA カードによっては、ドコ 


モ指定の故障取扱窓口とドコモ総合案内・ 


受付の項目番号が異なる場合や表示されな 


い場合があります。→ P 4 7 


サービスダイヤルを 
利用します 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


2 「1 電話する」を押す 


ドコモ総合案内・受付に電話がかかり 
ます。 
● 「2 電話しない」：操作を中止しま 
す。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「2 英 
語ガイダンスを使う」 「2 ガイ 
ダンスの設定を確認する」を押す 


確認するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 
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通 
話 
中 
着 
信 
動 
作 
選 
択 
／ 
通 
話 
中 
着 
信 
設 
定 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「7 通 
話中着信動作を選ぶ」を押す 


「1 通常着信する」： 
通話中または6 4 K データ通信中 
にかかってきた電話に応答した 
り、留守番電話サービスセン 
ターや転送でんわサービスで登 
録した転送先に転送したりでき 
ます。 
「2 留守番電話」： 
通話中または6 4 K データ通信中 
に別の電話がかかってきたとき 
は、留守番電話サービスで応答 
します。 
「3 電話を転送する」： 
通話中または6 4 K データ通信中 
に別の電話がかかってきたとき 
は、あらかじめ登録した転送先 
に転送します。 
「4 電話を拒否する」： 
通話中または6 4 K データ通信中 
に別の電話がかかってきたとき 
は、着信を拒否して呼び出され 
ないようにします。 


2 「1 通常着信する」～「4電話を 
拒否する」のいずれか1 つの番号 
を押す 


通話中着信動作を設定した旨のメッ 
セージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 着信動作を選択しても、通話中着信設定 


は開始にはなりません。開始操作をして 


ください。→下記 


● 留守番電話サービスを停止に設定中でも、 
本機能を「留守番電話」に設定した場合、 


通話中にかかってきた電話は、留守番電 
話サービスに接続されます。 


お知らせ 


通話中着信動作（→P 5 1 6 ）で設定した 


応答方法を開始／停止します。 
また、設定内容を確認します。 


通話中着信設定を開始します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」「6 通話 
中着信設定を使う」 「1 通話中 
着信設定を開始する」を押す 


通話中着信設定を開始するかどうかの 
確認画面が表示されます。 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、通話中着信 
設定を開始した旨のメッセージが表示 
されます。 
● 「2 開始しない」： 操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


通話中着信設定を 
利用します 
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2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、通話中着信 
設定を停止した旨のメッセージが表示 
されます。 
● 「2 停止しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「6 通 
話中着信設定を使う」 「3 通話 
中着信設定を確認する」を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


留守番電話サービスや転送でんわサービ 
スなどを、プッシュ式の一般電話や公衆 
電話、ドコモの携帯電話などから操作で 
きるようにします。 


遠隔操作を利用し 
ます 


通 
話 
中 
着 
信 
設 
定 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
遠 
隔 
操 
作 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


遠隔操作を開始します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「1 遠 
隔操作設定を使う」 「1 遠隔操 
作を開始する」を押す 


遠隔操作を開始するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、遠隔操作を開 
始した旨のメッセージが表示されます。 
● 「2 開始しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


通話中着信設定を停止します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「6 通 
話中着信設定を使う」 「2 通話 
中着信設定を停止する」を押す 


通話中着信設定を停止するかどうかの 
確認画面が表示されます。 
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遠 
隔 
操 
作 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


遠隔操作を停止します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「1 遠 
隔操作設定を使う」 「2 遠隔操 
作を停止する」を押す 


遠隔操作を停止するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、遠隔操作を停 
止した旨のメッセージが表示されます。 
● 「2 停止しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 
「 
ネット 
ワークサービスを使う」 「8 そ 
の他のサービスを使う」 「1 遠 
隔操作設定を使う」 「3 遠隔操 
作の設定を確認する」を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」：操作を中止しま 
す。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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データ通信 


データ通信について 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 2 


データ通信の準備の流れ 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 4 


A T コマンドについて … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 5 


データ通信について、詳細は添付の C D-R OM 内の「P DF 版「データ通信マニュア 
ル」（データ通信.pdf）」をご覧ください。「P DF 版「データ通信マニュアル」（デー 
タ通信 .pdf）」をご覧になるには、A dobe R eader（バージョン 6 .0 以上を推奨） 
が必要です。お使いのパソコンにインストールされていない場合は、アドビシステ 
ムズ株式会社のホームページから最新版をダウンロードできます（別途通信料がか 
かります）。 
詳細はアドビシステムズ株式会社のホームページをご覧ください。 
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パケット通信 


送受信したデータ量に応じて課金されるた 
め、メールの送受信など、比較的少ないデー 
タ量を高速でやりとりするのに適していま 
す。ネットワークに接続していても、デー 
タの送受信を行っていないときには通信料 
がかからないので、ネットワークに接続し 
たまま必要なときにデータを送受信すると 
いう使いかたができます。 
ドコモのインターネット接続サービス 
mopera U や mopera など、FOMA のパ 
ケット通信に対応したアクセスポイントを 
利用して、受信最大 3 8 4 kbps 、送信最大 
6 4 kbps の高速パケット通信ができます。 
通信環境や混雑状況の影響により通信速度 
が変化するベストエフォートによる提供で 
す。 
画像を含むホームページの閲覧、データの 
ダウンロードなどデータ量の多い通信を 
行った場合、通信料が高額になりますので 
ご注意ください。 


データ通信について 


ここでは、データ通信の形態やご利用 


時の留意点について説明します。 


6 4 K データ通信 


6 4 kbps の安定した通信速度でデータを送 
受信できます。データ量に関係なく、ネッ 
トワークに接続している時間の長さに応じ 
て課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウンロードなど、比較的データ量 
の多い送受信を行うのに適しています。 
ドコモのインターネット接続サービス 
mopera U や mopera など、FOMA 6 4 K 
データ通信に対応したアクセスポイント、 
またはIS DN同期6 4 kbps アクセスポイン 
トを利用します。 


データ転送 


データを転送・交換する、課金が発生しな 
い通信形態です。データリンクソフトを利 
用して電話帳や送受信メール、ブックマー 
クなどの各種データを送受信します。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプロバイダの利用料について 


パソコンからインターネットを利用する場 
合は、通常ご利用になるインターネット 
サービスプロバイダ（以降プロバイダ）に 
対する利用料が必要です。この利用料は、 
FOMA サービスの利用料とは別に直接プロ 
バイダにお支払いいただきます。利用料の詳 
細はご利用のプロバイダにお問い合わせく 
ださい。 
● ドコモのインターネット接続サービス 
mopera U や mopera がご利用いただ 
けます。 
mo pe ra U は、お申し込みが必要な 
サービスです。ご利用には月額使用料 
がかかります。使用した月だけ月額使 
用料がかかるプランも利用できます。 
F OMA 端末でのインターネット接続に 
は、ブロードバンド接続オプションや 
国 際 ロ ー ミ ン グ な ど に 対 応 し た 
mopera Uのご利用をおすすめします。 
mopera はお申し込み不要です。また、 
月額使用料はかかりません。今すぐイ 
ンターネットに接続したい方に便利な 
サービスです。 


利用できるデータ通信形態 


利用できる通信形態は、パケット通信、 
6 4 K データ通信、データ転送の 3 つに分 
類されます。 
● パソコンと接続してパケット通信や 
6 4 K データ通信を行ったり、電話帳な 
どのデータをバックアップしたりする 
には、添付のC D-R OM からソフトのイ 
ンストールや各種の設定を行う必要が 
あります。 
● FOMA 端末はFA X 通信に対応していま 
せん。 
● ドコモの P DA 、mus ea や s ig marion 
II と接続してデータ通信を行う場合は、 
mus eaやs ig marion IIをアップデート 
してご利用ください。アップデートの方 
法などの詳細はドコモのホームページを 
ご覧ください。 
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接続先（プロバイダなど）について 


パケット通信と 6 4 K データ通信では接続 
先が異なります。パケット通信を行うとき 
はパケット通信対応の接続先、6 4 K デー 
タ通信を行うときはFOMA 6 4 K データ通 
信、またはIS DN 同期6 4 kbps 対応の接続 
先をご利用ください。 
● P IA F S などの P HS 6 4 K /3 2 K データ 
通信や D oP a のアクセスポイントには 
接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証が 
必要な場合があります。その場合は、通信 
ソフトまたはダイヤルアップネットワーク 
で ID とパスワードを入力して接続してく 
ださい。ID とパスワードは接続先のプロバ 
イダまたは接続先のネットワーク管理者か 
ら付与されます。詳細はプロバイダまたは 
接続先のネットワーク管理者にお問い合わ 
せください。 


パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証について 


パソコンのブラウザを利用してのアクセス 
認証で F irs t P as s （ユーザ証明書）が必 
要な場合は、添付の C D - R O M から 
F irs tP as s P C ソフトをインストールし、 
設定をしてください。詳細は添付の C D - 
R OM 内の「F irs tP as s Manual」をご覧 
ください。「Firs tP as s Manual」（P DF 形 
式）をご覧になるには、A dobe R eader 
（バージョン6 .0 以上を推奨）が必要です。 
パソコンにインストールされていない場合 
は、アドビシステムズ株式会社のホーム 
ページからダウンロードできます（別途通 
信料がかかります）。詳細はアドビシステ 
ムズ株式会社のホームページをご覧くださ 
い。 


項　目 


パソコン本体 


OS 
（各日本語版） 


必要メモリ※ 


ハードディス 
ク容量※ 


ブラウザ 


必要環境 


P C /A T 互換機 


Windows 9 8 S E 、 
Me、2 0 0 0 、X P 


Windows 9 8 S E 、 
Me、2 0 0 0 
： 
3 2 MB 以上 
Windows X P ： 
1 2 8 MB 以上 


1 0 MB 以上の空き容量 


Mic ros oft ® 


Internet E xplorer 
5 .5 以上 


※ ：パソコンのシステム構成によって異な 
る場合があります。 


パケット通信および 6 4 K データ通信の条件 


FOMA 端末で通信を行うには、次の条件が 
必要です。 
● FOMA US B 接続ケーブル（別売）に対 
応したパソコンであること 
● FOMA サービスエリア内であること 
● パケット通信の場合、アクセスポイン 
トがFOMA のパケット通信に対応して 
いること 
● 6 4 K データ通信の場合、接続先が 
FOMA 6 4 K データ通信、または IS DN 
同期 6 4 kbps に対応していること 
ただし、上記の条件が整っていても、基地 
局が混雑していたり、電波状況が悪かった 
りする場合は通信できないことがあります。 
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パソコンと F OMA 端末を接続して、パ 
ケット通信および 6 4 K データ通信を利 
用する場合の準備について説明します。 
次のような流れになります。 


FOMA P C 設定ソフトを使わずに 
通信の設定をする 


デ 
ー 
タ 
通 
信 
に 
つ 
い 
て 
／ 
デ 
ー 
タ 
通 
信 
の 
準 
備 
の 
流 
れ 


FOMA P C 設定ソフトを 
インストールする 


かんたん設定で 
パケット通信の 
設定をする 


通信を実行する 


接続する 


■ データ通信の用語集 


• A P N（A c c es s P oint Name） 


パケット通信で接続するプロバイダや社 
内ＬＡＮを識別する文字列。たとえば、 
mopera U は「mopera.net」がA P N と 
なります。 


• c id（C ontext Identifier） 


パケット通信の接続先（A P N）に対応し 
て、F OMA 端末に登録した A P N に割り 
当てられる登録番号。FOMA 端末では 1 
から 1 0 までの 1 0 件が使えます。 


• DNS （Domain Name S y s tem） 


ドメインネーム（例：mopera.net）を、 
コンピュータで使うIP アドレスに変換す 
るシステムのこと。 


• OBE X （Objec t E xc hang e） 


データ通信の国際規格の 1 つ。OBE X に 
対応している携帯電話、パソコン、デジタ 
ルカメラ、プリンタなどの間で、データの 
送受信ができます。 


• QoS （Quality of S erv ic e） 


サービスの品質。通信時にユーザの意図 
どおりに、回線を利用するための技術。 
FOMA 端末では、接続するときの通信速 
度などを設定できます。 


• W-T C P 


FOMA ネットワークでパケット通信を行 
う際に、T C P /IP の伝送能力を最大限に生 
かすための T C P パラメータ。 
FOMA 端末の通信性能を最大限に活用す 
るには、この通信設定が必要です。 


• 管理者権限 


W indows X P 、2 0 0 0 を使用するとき 
に、OS のシステムなどすべてにアクセス 
できる権限のこと。1 台のパソコンに最 
低 1 人は、パソコンの管理者権限を持つ 
ユーザが設定されています。通常、パソコ 
ンの管理者権限がないユーザは、ドライ 
バやソフトなどのインストール／アンイ 
ンストールができません。 


通信設定ファイルをインストールする 


データ通信の準備 
の流れ 


パソコンと FOMA 端末を接続する 


通信設定ファイルを確認する 


かんたん設定で 
6 4 K データ通信 
の設定をする 


デ 
ー 
タ 
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通信設定ファイル（ドライバ）につ 
いて 


F OMA 端末をパソコンに接続してデータ 
通信を行うには、通信設定ファイルをイン 
ストールする必要があります。 


F OMA P C 設定ソフトについて 


添付のCD-ROMからFOMA P C 設定ソフト 
をパソコンにインストールすると、FOMA 
端末とパソコンを接続して、データ通信を行 
うために必要なさまざまな設定を、簡単な 
操作で行えます。 


動作環境の確認 


通信設定ファイルと F OMA P C 設定ソフ 
トは、次の動作環境でご利用ください。 


項　目 


パソコン本体※ 1 


OS（各日本語版） 


必要メモリ※ 2 


ハードディスク 
容量※ 2 


必要環境 


P C /A T 互換機 


Windows 9 8 、Me、 
2 0 0 0 、X P 


Windows 9 8 、Me： 
3 2 MB 以上 
Windows 2 0 0 0 
： 
6 4 MB 以上 
Windows X P 
： 
1 2 8 MB 以上 


5 MB 以上の空き容量 


※ 1 ：US B 接続の場合は、US B ポート 
（US B 仕様 1 .1 /2 .0 に準拠）が必要で 
す。 
※ 2 ：「F OMA P C 設定ソフト」に関する動作 
環境です。パソコンのシステム構成に 
よっては異なることがあります。 


● 動作環境によってはご使用になれない場 
合があります。また、上記の動作環境以 
外でのご使用による問い合わせおよび動 
作保証は、当社では責任を負いかねます 
のであらかじめご了承ください。 


A T コマンドにつ 
いて 


A T コマンドとは、パソコンでFOMA 端 
末の各機能を設定するためのコマンド 
（命令）です。FOMA 端末は A T コマン 
ドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部 
や独自のA T コマンドをサポートしてい 
ます。 
A T コマンドの詳細は添付の C D -R OM 
内の「データ通信マニュアル」をご覧く 
ださい。 
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文字入力について 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 2 8 


文字を入力します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 3 1 


絵文字・記号・定型文を入力します 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 3 5 


定型文を登録／編集します 
… … … … … … … … … … … … … … 
＜定型文登録＞ 
5 4 1 


文字のコピーと貼り付け 
… … … … … … … … … … … … … … … 
＜文字コピー＞ 
5 4 2 


区点コードで入力します 
… … … … … … … … … … … … … 
＜区点コード入力＞ 
5 4 4 


よく使う単語を登録します 
… … … … … … … … … … … … … … … 
＜単語登録＞ 
5 4 5 


電話帳を引用して入力します 
… … … … … … … … … … … … … 
＜電話帳呼出＞ 
5 4 7 


入力予測機能を使用します／使用しません 
… … … … 
＜文字入力方法設定＞ 
5 4 8 


文字入力 
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文字の種類 


ひらがな／漢字、絵文字 


カタカナ、英字、数字、記号 


文字入力について 


全角 


○ 


○ 


半角 


― 


○ 


FOMA 端末には電話帳やメールなど、文字を入力して活用する多くの機能があ 


ります。 


● 文字は、ダイヤルボタンを押して入力します。個々のボタンに複数の文字が割 


り当ててあり、ボタンを押すたびに文字が変わります。文字の割り当てについ 


ては付録の「ダイヤルボタンの文字割り当て一覧」をご覧ください。→P 5 5 7 


● 文字の種類には「全角文字」と「半角文字」があります。 


全角文字は、半角文字 2 文字分にカウントされます。 


○ ：入力可　―：入力文字なし 


文 
字 
入 
力 


● 入力できる漢字は J IS 第一水準漢字と第二水準漢字の 6 3 5 5 文字です。 


● 入力する文字の呼び出しかたがわからない場合などは、区点コードで入力す 


ることができます。→ P 5 4 4 


● 複雑な漢字は一部変形または省略して表示されます。 


● 全角の英数字の入力モードはありません。全角の英数字、記号の入力につい 


ては付録の「記号・特殊文字入力一覧」をご覧ください。→ P 5 5 8 
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インライン入力 


入力欄を選択して 0 ～ 9、*、# を押すと、入力欄に文字が直 
接入力できます。 
〈例〉日付時刻設定の日付欄に文字を入力するとき 


＜文字を入力した状態＞ 


文字入力のガイド表示について 


画面右下に 
が表示されている画面で 
を押すと、文字入力のガイド 
画面が表示されます。ガイド画面では、入力文字の切り替え、大文字／小文字の 
切り替えの操作を画像で説明しています。改行が可能な画面では、ガイド画面に 
改行の操作も表示されます。 


文 
字 
入 
力 
に 
つ 
い 
て 


文字入力画面の見かた 


文字の入力欄には、入力欄に直接文字を入力するインライン入力と、画面を切り 
替えて文字を入力する全画面入力の 2 種類があります。 


文 
字 
入 
力 


● ガイド画面は、改行ができない場合は改行の操作 


が表示されないなど、表示する画面により異なり 


ます。 


＜入力欄を選択した状態＞ 


入力モード 


入力可能な範囲 ：これ以上は入力できません。 


ガイド行 


カーソル（点滅）：文字が入力または挿入される位置を示します。 


UDLR で移動できます。 


全画面入力 


入力欄を選択して 
を押すと、入力エリアが全画面表示されます。 
〈例〉 メール作成画面で題名欄に文字を入力するとき 


入力可能な文字数 


＜題名欄を選択し 
を押した状態＞ 


＜文字入力のガイド画面の例＞ 
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項　目 


1絵文字を入力 


2記号を入力 


3定型文を貼付け 


4編集を取り消す 


5文字をコピー 


6コピー貼付け 


7電話帳を呼出す 


8文頭へ移動 


9文末へ移動 


0入力予測有効／ 
入力予測無効 


区点コード入力 


説　明 


絵文字を一覧から入力し 
ます。 


記号を一覧から入力し 
ます。 


定型文を一覧から入力し 
ます。 


文字入力を終了します。 


文字をコピーします。 


コピーした文字を貼り付 
けます。 


電話帳データの内容を入 
力します。 


カーソルを文頭に移動し 
ます。 


カーソルを文末に移動し 
ます。 


予測変換候補を表示する 
かどうかを設定します。 


区点コードを使って入力 
します。 


参照先 


P5 3 5 


P5 3 5 


P5 3 6 


－ 


P5 4 2 


P5 4 3 


P5 4 7 


－ 


－ 


P5 4 8 


P5 4 4 


※ ひらがな／漢字入力モードでは、文字が確定するまでサ 
ブメニューを表示できません。 


文字入力画面のサブメニュー 


サブメニュー（→ P 4 3 ）から次の操作ができます。 


文 
字 
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文 
字 
入 
力 


● 入力欄によっては、表示されない入力モードがあります。 


● ひらがなしか入力できない場合は 
、全角カタカナしか入力できない場合 


は 
が表示されます。 


入力モードを切り替えます 


文字入力画面で 
を押すたびに、次のように入力モードが切り替わります。 


入力モード 


＜ひらがな／漢字＞ 
＜半角カタカナ＞ 
＜半角英字＞ 
＜半角数字＞ 
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文字を入力します 


〈例〉電話帳の登録で「鈴木」と入力するとき 
1 待受画面で 
「2 電話帳に登録する」を押す 


2「すずき」と入力する 


■ 同じボタンに割り当てられている文字を続けて入力するとき 


最初の文字を入力した後に R を押してカーソルを右に移動させ、次の文 


字を入力します。 


■ 別のボタンに割り当てられている文字を続けて入力するとき 


続けてボタンを押すと、カーソルは自動的に移動して文字が入力されます。 


■ 文字に「゛」「゜」を付けるとき 


文字を入力して * を押します。 


〈例〉「ほ」を入力して * を押すと、押すたびに「ぼ」→「ぽ」→「ほ」と 


切り替わります。 
•「゛」「゜」が付けられない文字と半角文字の場合は、「゛」「゜」が別の 1 


文字として入力されます。 


と表示されます。 


「す」→ 3 を 3 回押します。 


Rを押して、カーソルを1 つ右に移動し 


ます。 


「ず」→ 3 を 3 回押して * を押します。 


「き」→ 2 を 2 回押します。 


● ボタンを押し間違えたときは C を押して取り 


消します。 
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■ 大文字と小文字を切り替えるとき 


文字入力後に 
を押します。英字の大文字を入力するときも同様に操作 


します。小文字への切り替えが可能な文字については付録の「ダイヤルボタ 


ンの文字割り当て一覧」（→ P 5 5 7 ）をご覧ください。 


〈例〉「あ」を入力して 
を押すと、押すたびに「ぁ」→「あ」→「ぁ」と 


切り替わります。 


3 
を押す 


■ 変換候補を一覧表示するとき 


を 1 回押しても目的の文字が表示されないときは、UD または 


を押すと変換候補が一覧表示されます。 


UDを押して変換候補を選択し、 
を押します。候補の番号のダイ 


ヤルボタンを押しても選択できます。 


• 変換候補の一覧が複数ページある場合は、 
を押して次ページ、 
を押 


して前ページに切り替えることができます。 


4 
を押す 


文字が確定します。 


■ ひらがなのまま確定するとき 


ひらがなを入力した状態で 
を押します。 


■ カタカナに変換するとき 


ひらがなを入力した状態で 
を押します。 


● 予測変換候補（→ P 5 3 4 ）が表示されていない場 


合は D を押しても変換されます。 


● C：変換前の状態に戻ります。 


／ 


D 
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変換候補の番号／ 
変換候補の件数 
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■ 文字を挿入するとき 


UDLRを押して挿入する位置までカーソルを移動し、文字を 


入力します。入力した文字はカーソル位置に挿入されます。 


■ 文字を削除するとき 


• カーソルが入力文字の途中にある場合（例： 
） 
− C 
：カーソル位置の 1 文字を削除します。 
− C を 1 秒以上：カーソル位置の文字とそれ以降のすべての文字を削除 


します。 
• カーソルが入力文字の末尾にある場合（例： 
） 
− C 
：カーソルの左の 1 文字を削除します。 
− C を 1 秒以上：すべての入力文字を削除します。 


■ 改行するとき 


改行する位置にカーソルを移動して # を押します。 
• 改行した位置には「 
」（改行マーク）が表示されます。改行マークは全角 


1 文字分にカウントされます。 
• 入力欄によっては改行できない場合があります。 


5 
を押す 


文字入力が終了して、フリガナの入力画面が表示されます。 


● 入力した文字を無効にして文字入力を終了するには、すべての文字を削除 


してから C を押します。 


複数の文節を一括変換するには 


複数の文節を一括変換して、文章を簡単に入力できます。 


● 全角で最大 2 4 文字まで一括して変換できます。 


〈例〉「イタリア料理を食べに行こう。」と入力するとき 


変換 
全確定 


変換部分確定 


変換範囲変更 


変換範囲変更 


L 


R 


文 
字 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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入力予測機能を使用します 


入力予測機能は、文字を入力したときに、読みの先頭部分が一致する予測変換候 


補が一覧表示される機能です。予測変換候補には、一度入力した単語が自動的に 


予測辞書データとして登録されるため、次に同じ内容を入力するときには、先頭 


の文字を入力するだけですばやく入力できます。 


● 次の単語や文字列が候補として表示されます。 
• 標準搭載の単語 
• 過去に入力した単語 
• 単語登録した文字列 


● 入力予測機能は、主に次の画面のひらがな／漢字モードで使用できます。 
• メール作成画面の題名欄と本文欄 
• メール例文編集画面 
• 定型文編集画面 


● 予測変換候補を表示しないように設定できます。→ P 5 4 8 
1 文字を入力する 


予測変換候補リストが表示されます。 


2 D 
候補を選択 
を押す 


● 目的の候補がない場合は、 
を押すと変換候補が表示され、予測変換候 


補が消えます。 


● １文字、2 文字、3 文字と文字を入力するたびに 


候補は絞り込まれます。 


● 
：変換候補を表示します。 


● 
：ひらがなのまま確定します。 


● 
：全角カタカナに変換します。 


文 
字 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


● ひらがなで読みを入力して、記号や絵文字、アルファベット、ギリシャ文字などを入力でき 
ます。読みと文字の対応は、付録の「記号・特殊文字入力一覧」「絵文字入力変換・読み上げ 


一覧」をご覧ください。→ P 5 5 8 、P 5 6 4 


● 入力文字の末尾にカーソルがある場合、 
を押すと空白が入力できます。 


お知らせ 


予測候補の 
番号／予測 
候補の件数 
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絵文字、記号、定型文を一覧から入力します。 


絵文字・記号・定型文を入力します 


絵 
文 
字 
・ 
記 
号 
・ 
定 
型 
文 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


絵文字・記号を入力します 
1 文字入力画面で 
「1 絵文字を入力」または 
「2 記号を入力」を押す 


絵文字一覧または記号一覧が表示されます。 


2 一覧から選択 
を押す 


絵文字・記号が挿入されます。 


● 
／ 
：前後のページを表示できます。 


● 次のかっこの左側（例：｛ ）を選択した場合は、右側のかっこ（例：｝）も 


自動的に入力されます。 


• 半角記号：( )　[ ]　{ }　｢ ｣ 


• 全角記号：（ ）〔 〕［ ］｛ ｝〈 〉《 》「 」『 』【 】 


● 絵文字・記号が入力できる場合のみ選択でき 


ます。 


● 絵文字や記号は、データ転送を行った際、正しく表示されない場合があります。 


● 絵文字を入力してｉモード端末以外の相手にメールを送信すると、正しく表示されない場合 
があります。 
●「絵文字一覧」（→P 5 3 7 ）の絵文字 2 を入力してメールを送信すると、相手の端末によって 


は正しく表示されない場合があります。 


お知らせ 


＜記号入力の場合＞ 
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絵 
文 
字 
・ 
記 
号 
・ 
定 
型 
文 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


定型文を入力します 
1 文字入力画面で 
「3 定型文を貼付け」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


3 一覧から選択 
を押す 


定型文が挿入されます。 


● LR：前後のページを表示できます。 


● 定型文を入力したとき、編集中の文章が入力可能な文字数を超える場合は、 


貼り付けるかどうかの確認画面が表示され、 
「1貼り付ける」を押すと入力 


可能な文字数以降は削除されます。 


定型文が登録されているフォルダが表示されます。 


● 定型文が入力できる場合のみ選択できます。 


● 選択した定型文はカーソル位置に挿入されます。 
● 顔文字の一部は「かお」の変換候補として表示されます。 


● 顔文字を使ったメールを送信する場合、相手の端末のディスプレイの大きさ、表示文字数やフォ 


ントにより、形がくずれたり、見えかたが異なるなど、正しく表示されない場合があります。 


お知らせ 


定型文の番号／定型文の件数 
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絵 
文 
字 
・ 
記 
号 
・ 
定 
型 
文 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



■ 絵文字一覧 
■ 記号一覧 


絵文字 2 


絵文字 1 
半角記号 
全角記号 


絵文字・記号一覧 
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絵 
文 
字 
・ 
記 
号 
・ 
定 
型 
文 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


OK です。 


こんばんは。 


お疲れさま。 


おまかせします。 


遅れます。 


出席します。 


もう少し待って下 
さい。 


今どこにいますか？ 


NG です。 


おやすみなさい。 


ありがとうござい 
ました。 


お待ちしています。 


あとで連絡します。 


欠席します。 


すぐ連絡下さい。 


おはようございます。 


ごぶさたしております。 


ごめんなさい。 


すぐ行きます。 


先に行きます。 


再開します。 


迎えに来て下さい。 


こんにちは。 


さようなら。 


いってらっしゃい。 


お休みします。 


戻ってきます。 


すぐに戻って下さい。 


先に行って下さい。 


定型文一覧 


挨拶・連絡（2 9 種類） 


■ ひらがな／漢字モードで「かお」と入力して変換される顔文字と絵文字 
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顔文字（1 5 種類） 


【おはよう】　おは 
よう 
今日も一日 
頑張りましょう 


【遅れます】　ごめ 
んなさい 
遅れま 
す。あと○ ○ 分くら 
いで着きます。 


【乗車中です】　 
す 
みません。今、電車 
に乗っているため電 
話に出られません。 
降りたら折り返し連 
絡します 


【ビデオ録画】 ○ 
○ 時から○ ○ チャ 
ンネルで放送する 
○ ○ をビデオ録画 
しておいてくださ 
い 


【おやすみ】　おや 
すみなさい 
また 
明日ね 


【外食して帰る】 今 
日は外で食べて帰 
ります 
ご飯はい 
りません。 


【今から帰る】 今、 
終わりました 
こ 
れから帰ります 


【帰ってきなさい】 
　今、どこに居る 
んですか 
遅くな 
らないうちに帰っ 
てきなさい 


【楽しかったよ】　 
今日はとっても楽 
しかったよ。ありが 
とう 


【誕生日】　 
HAPPY 


B IR T HD A Y 
お誕 
生日おめでとう 


【洗濯物】　雨が降 
りそうです。洗濯物 
を取りこんでおい 
てください 


【お届けもの】　 


今日○ ○ を送って 
おきました。届いた 
ら 連 絡 く だ さ い 


【元気？】　お元気で 
すか？ご無沙汰し 
ております 


【アドレス変更】 


アドレス変更し 
ました。新アドレス 
は @docomo.ne.jp 
です。電話帳を変更 
してください。番号 
は変わりません。 


【今夜の夕食】　今 
から買い物して帰 
ります 
今夜の夕 
食は何がいいです 
か？ 


絵文字入り（1 5 種類） 


絵 
文 
字 
・ 
記 
号 
・ 
定 
型 
文 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


待ち合わせの変更 
です。場所は○ ○ 
です。時間は○ ○ 
時です。 


○ ○ 時頃出社しま 
す。 


本日のご訪問は、 
○ ○ となりました。 


よろしくお伝えく 
ださい。 


○ ○ の件、確認しま 
した。 


直行します。 


F A X を確認して下 
さい。 


ご伝言をお願いいた 
します。 


予定変更です。至急 
電話下さい。 


直帰します。 


ご報告いたします。 


いつもお世話になっ 
ています。 


ビジネス（1 6 種類） 


○ ○ の件、よろしく 
お願い致します。 


○ ○ 時頃まで携帯 
電話の電源を切り 
ます。 


本日の会議は、○ ○ 
となりました。 


お知らせします。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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絵 
文 
字 
・ 
記 
号 
・ 
定 
型 
文 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


【寒中見舞い】　寒 
さ厳しき折、お変わ 
りございませんか。 
御身ご大切になさ 
いますようお祈り 
申し上げます。 


【結婚祝い】　時下 
益々ご清栄のこと 
とお慶び申し上げ 
ます。この度はご結 
婚おめでとうござ 
います。お二人の門 
出を心より祝福申 
し上げます。 


【就職祝い】 ご就職 
おめでとうござい 
ます。健康に留意さ 
れ、ご活躍されるこ 
とを心よりお祈り 
申し上げます。 


【誕生日祝い】 心か 
ら○ ○ 様のお誕生 
日をお祝いいたし 
ますとともに、今後 
のご健康と御繁栄 
を祈念いたします。 


【暑中見舞い】　暑 
中お見舞い申し上 
げます。時節柄、ご 
健康には十分ご留 
意のうえご活躍く 
ださいますよう心 
から祈念いたして 
おります。盛夏 


【出産祝い】　時下 
益々ご清祥のこと 
とお慶び申し上げ 
ます。この度はご 
出産おめでとうご 
ざいます。お子様 
の壮健なご成長を 
祈念いたします。 


【病気見舞い】　お 
体の具合はいかが 
でしょうか。一日 
も早いご回復を祈 
念し、心よりお見 
舞い申し上げます。 


【成功祝い】　ご成 
功の報に接し、心よ 
りお祝い申し上げ 
ますとともに、今後 
の益々のご活躍を 
祈念いたします。 


【御礼】 時下益々ご 
盛栄のこととお慶び 
申し上げます。この 
度は丁寧なお心遣い 
をいただき、厚く御 
礼申し上げます。 


【入学祝い】 　ご入学 
おめでとうございま 
す。充実した学生生 
活を送り、さらに大 
きく飛躍されること 
をお祈りいたします。 


【転居案内】 転居の 
ご案内を申し上げま 
す。住所、電話番号 
などは追ってお知ら 
せいたします。取り 
急ぎご連絡まで。 


【就任祝い】 この度 
のご就任、心からお 
喜び申し上げます。 
今後ますますのご健 
勝とご隆盛をお祈り 
いたします。 


【残暑見舞い】 残暑 
お見舞い申し上げ 
ます。残暑ことのほ 
か厳しい折柄、皆様 
のご健康をお祈り 
申し上げます。盛夏 


【卒業祝い】 ご卒業 
おめでとうござい 
ます。新しい人生の 
門出を心よりお祝 
い申し上げます。 


【詫状】 この度は多 
大なご迷惑をおか 
けし、誠に申し訳あ 
りません。何卒ご寛 
容の上、引続きご愛 
顧賜りますようお 
願い申し上げます。 


【人事異動通知】 こ 
の度弊社の人事異 
動により○ ○ へ移 
動となりました。今 
後ともご指導ご鞭 
撻の程、宜しくお願 
いいたします。 


アドレス・データ形式（9 種類） 


http://www. 


.c o.jp 


.html 


@doc omo.ne.jp 


.or.jp 


.c om 


.g o.jp 


.ne.jp 


.ac .jp 


ユーザ作成（最大 5 0 件） 


登録した定型文が表示されます。 


文例集（1 6 種類） 
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定型文を新しく登録したり、お買い上げ時に登録されている定型文を編集して新 


しい定型文として登録したりできます。登録した定型文は「ユーザ作成」フォル 


ダに登録されます。 


● 最大 5 0 件登録できます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「1 入 
力に関する設定を行う」 「3 よく使う定型文を登録す 
る」を押す 


2「ユーザ作成」フォルダを選択 
「＜新しい定型 
文＞」を選択 
を押す 


定型文を登録／編集します 
＜定型文登録＞ 


定 
型 
文 
登 
録 


文 
字 
入 
力 


■ 登録済みの定型文を編集して登録するとき 


① 利用したい定型文が登録されているフォルダ 


を選択 
利用したい定型文を選択 


を押す 


定型文が表示されます。 


② 
を押す 


定型文編集の画面が表示されます。操作3 に進 


みます。 


3 定型文を入力 
を押す 


定型文を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 全角で最大 6 4 文字、半角で最大 1 2 8 文字入力できます。 


4 
を押す 


定型文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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定型文を削除します 


●「ユーザ作成」フォルダに登録されている定型文のみ削除できます。 
1 定型文一覧を表示する 


● 操作方法→ P 5 4 1 操作 1 


2「ユーザ作成」フォルダを選択 
削除する定型 
文を選択 
を押す 


3「1 削除する」を押す 


定型文を削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


定型文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


定 
型 
文 
登 
録 
／ 
文 
字 
コ 
ピ 
ー 


文 
字 
入 
力 


● 定型文を選択して 
を押し、定型文の詳細画面 


で 
を押しても操作できます。 


「1 削除する」 ：定型文を削除します。 


「2 削除しない」：定型文を削除しません。 


文字入力画面から文字のコピーを行い、別の場所に貼り付けます。別の文字入力 


画面に貼り付けることもできます。 


● コピーした文字は電源を切るまで記録され、別の場所に何度でも貼り付ける 


ことができます。 


● 記録できるのは1 件だけです。新たにコピーを行うと内容は上書きされます。 


文字のコピーと貼り付け 
＜文字コピー＞ 


文字をコピーします 


入力済みの文字を選択してコピーを行います。 
1 文字入力画面で 
「5 文字をコピー」を押す 
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2 コピー開始位置にカーソルを合わせて 
を押す 


● 
：全文を選択します。 


3 
を押して終了位置にカーソルを合わせ 
て 
を押す 


コピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 
／ 
：カーソルを文頭／文末に移動します。 


4 
を押す 


文字入力画面に戻ります。 


文字を貼り付けます 


コピーした文字を文字入力画面に貼り付けます。 


文 
字 
コ 
ピ 
ー 


文 
字 
入 
力 


1 文字入力画面で、貼り付ける位置にカーソルを合わせて 


「6 コピー貼付け」を押す 


文字がカーソル位置に挿入されます。 


● 貼り付けを行ったとき、編集中の文章が入力可能な文字数を超える場合は、 


貼り付けるかどうかの確認画面が表示され、「1 貼り付ける」を押すと入 


力可能な文字数以降は削除されます。 


● コピーした文字種と、貼り付け先の文字種が適合しているときのみ、貼り付けられます。た 
とえば、メールアドレス欄（半角英数字）にひらがなや漢字などの文字は貼り付けられませ 
ん。 
● 改行が入力できない入力画面に、「 
」（改行マーク）を含んだ文字列を貼り付けた場合は、 


空白に置き換えられます。 


お知らせ 
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区点コード一覧（→ P 5 6 0 ）の文字、数字、記号を 4 桁の区点コードを使って 


入力します。 


〈例〉「携」（区点コード 2 3 4 0 ）を入力するとき 
1 文字入力画面で 
「 
区点コード入力」を押す 


2 4 桁の区点コード（この場合は2340）を 
入力 
を押す 


「携」が入力されます。 


● 有効な区点コードは0 1 0 1 ～8 4 0 6 です。この範囲でも、文字、数字、記 


号が割り当てられていない区点コードは無効です。 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
入 
力 


文 
字 
入 
力 


区点コードで入力します 
＜区点コード入力＞ 
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単 
語 
登 
録 


よく使う単語をあらかじめユーザ辞書データに登録しておき、文字の変換のとき 


に簡単に呼び出します。 


● 最大 5 0 件登録できます。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「1入力 
に関する設定を行う」 「2よく使う単語を登録する」を 
押す 


2 
を押す 


3「新規登録」を選択 
を押す 


よく使う単語を登録します 
＜単語登録＞ 


登録されている単語の件数と、登録できる件数が表 


示されます。 


単語が登録されている場合は、登録した単語の一覧 


が表示されます。 


■ 登録済みの単語を編集するとき 


編集する単語を選択 
を押す 


単語の入力画面が表示されます。操作4 に進みま 


す。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



文 
字 
入 
力 
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4 単語を入力 
を押す 


5 読みを入力 
を押す 


単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● ひらがなで最大 1 6 文字入力できます。 


6 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大1 2 文字、半角で最大2 4 文字入力でき 


ます。 


● 登録できる文字の種類は次のとおりです。 
• ひらがな／漢字 
• 全角／半角カタカナ 


• 全角／半角英字 
• 全角／半角数字 


• 全角／半角記号 
• 絵文字 


お知らせ 


● 単語と読みは必ず入力してください。 


● 読みにひらがなと長音、濁点、半濁点以外の文字が入力されていた場合は、登録できません。 


● 単語と読みの組み合わせが同じ単語が登録されている場合は、登録できません。 


● 同じ読みの単語は、最大 5 つ登録できます。さらに登録する場合は、読みを変更して登録し 


てください。 


単語を削除します 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 5 4 5 操作 1 ～ 2 


2 削除する単語を選択 
「2 削除する」を押す 


単 
語 
登 
録 


文 
字 
入 
力 


「1 削除する」 
：単語を削除します。 


「2 削除しない」：単語を削除しません。 


● 削除する単語を選択し 
を押すと、登録内容が 


確認できます。そのまま 
を押しても同様に削 


除できます。 
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3「1 削除する」を押す 


単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


単 
語 
登 
録 
／ 
電 
話 
帳 
呼 
出 


電話帳の登録内容を引用して入力することができます。 
1 文字入力画面で 
「7 電話帳を呼出す」を押す 


電話帳の検索画面が表示されます。 


2 引用する電話帳データを検索して選択 
を押す 


3 引用する内容を選択 
を押す 


選択した内容が挿入されます。 


電話帳を引用して入力します 
＜電話帳呼出＞ 


● 検索方法→ P 1 3 4 


文 
字 
入 
力 


お知らせ 


● 入力画面によっては、選択した内容が挿入されない場合があります。 
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入力予測機能を使用します／使用しま 
せん＜文字入力方法設定＞ 


文字を入力するときに、入力予測機能を使用するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「1 入 
力に関する設定を行う」 「1 文字の入力方法を設定す 
る」を押す 


2「1 有効にする」または「2 無効にする」を押す 


入力予測機能を有効／無効にした旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


文字入力中に設定を変更します 
1 文字入力画面で 
「0 入力予測無効」を押す 


入力予測機能が無効に設定されます。 


● 入力予測機能が無効に設定されているときに有効にする場合は、文字入力 


画面で 
「0 入力予測有効」を押します。 


お買い上げ時 
有効にする 


文 
字 
入 
力 
方 
法 
設 
定 


文 
字 
入 
力 
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メニュー一覧 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 5 0 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 5 7 


記号・特殊文字入力一覧 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 5 8 


区点コード一覧 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 6 0 


絵文字入力変換・読み上げ一覧 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 6 4 


記号・半角カタカナ・半角英数字読み上げ一覧 
… … … … … … … … … … … … … 
5 6 6 


マルチアクセスの組み合わせについて 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 1 


FOMA 端末から利用できるサービス … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 2 


オプション・関連機器のご紹介 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 3 


データリンクソフトのご紹介 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 4 


FOMA 端末と外部機器とのデータ連携 … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 6 


困ったときには 


故障かな？と思ったら、まずチェック 
… … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 7 7 


こんな表示が出たら 
… … … … … … … … … … … … 
＜エラーメッセージ一覧＞ 
5 7 9 


保証とアフターサービス 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 8 5 


ソフトウェア更新を利用します 
… … … … … … … … … 
＜ソフトウェア更新＞ 
5 8 7 


携帯電話機の比吸収率（S A R ）について … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 9 6 


主な仕様 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 9 7 


FOMA 端末の保存・登録・保護件数 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 9 8 
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待受画面からショートカット操作で選択できるメニューの一覧です。 


一覧表の見かた 


● 
を押し、メニューの左に記載されている数字や記号（項目番号）を順番 


に押すと、メニューを選択できます。 


● いくつかのメニューは、 
と項目番号を押す代わりにボタン 1 つで選択で 


きます。メニューの右の（　）内にボタンを記載しています。 


● 
は、「設定を初めの状態に戻す」を行うとお買い上げ時の状態に戻るメ 


ニューです。 


● 音声でメニューの説明を聞くことができます。→ P 2 1 5 


〈例〉写真を撮影する方法 


次の 2 とおりがあります。 


メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


1 電話してきた相手を見る（ 
） 
－ 
P 8 4 


2 電話・電話帳を使う 


1 電話帳の内容を見る 
－ 
P 1 3 4 


2 電話帳に登録する 
－ 
P 1 2 0 


3 電話を受けた時の音を選ぶ 


1 音声電話の着信音を選ぶ 
着信音設定 ：鳴らす 
着信音 
：着信音 1 
P 1 6 0 


2 テレビ電話の着信音を選ぶ 
着信音設定 ：鳴らす 
着信音 
：ハープ 
P 1 6 0 


4 電話を受けた時の振動を選ぶ 


1 音声電話の振動を選ぶ 
振動させない 
P 1 6 3 


2 テレビ電話の振動を選ぶ 
振動させない 
P 1 6 3 


5 電話を受けた時の音量を調節する 
音量 4 
P 8 8 


6 相手の声の音量を調節する 
音量 4 
P 8 6 


7 伝言メモを使う 


1 伝言メモを再生する（ 
） 
－ 
P 9 8 


2 伝言メモを設定する 
停止する 
P 9 4 


3 伝言メモの応答メッセージを選ぶ 
標準 
P 9 7 


8 電話帳のグループを設定する 


1 グループ名を変更する 
－ 
P 1 2 8 


2 グループ専用の電話着信音を選ぶ 
専用設定なし 
P 1 2 9 


3 グループ専用のメール着信音を選ぶ 専用設定なし 
P 1 2 9 


メニュー一覧 


4 写真・ビデオを撮る・見る 


1 写真を撮影する（ 
（ 
）） 


2 ビデオを撮影する 


＜方法1 ＞ 


待受画面で　　 　 



＜方法2 ＞ 


待受画面で　　 （ ）を押す 
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メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


3 メールを使う（ 
） 


1 受信したメールを見る 
－ 
P 3 5 1 
P 3 8 0 


2 メールを作る（ 
1 秒以上） 
－ 
P 3 2 0 
P 3 2 5 


3 例文を使ってメールを作る 
－ 
P 3 3 9 


4 未送信のメールを見る 
－ 
P 3 4 3 


5 送信したメールを見る 
－ 
P 3 4 3 


6 メールがあるか問合せる 


1 届いているメール・メッセージを 


受信する 
－ 
P 3 4 9 


2 メール選択受信を行う 
－ 
P 3 4 8 


7 メールアドレスを確認・変更する 
－ 
P 3 1 4 


8 メールを設定する 


1 メールが届いた時の音を選ぶ 
メール着信音設定：鳴らす 
着信音　　：着信音 1 
P 3 6 6 


鳴らす時間：3 秒 


2 メールが届いた時の振動を選ぶ 
振動させない 
P 3 6 7 


3 メールに付ける署名を登録する 
－ 
P 3 6 8 


4 例文を編集する 
－ 
P 3 4 0 


5 メール選択受信を設定する 
利用しない 
P 3 4 7 


9S MS を使う 


1S MS を作る 
－ 
P 3 7 2 


2 届いている S MS を全部受信する 
－ 
P 3 7 9 


3S MS を設定する※ 1 
送達通知：要求しない 
上記以外は FOMA カード 
P 3 9 0 


の設定に従う 


4FOMA カードの受信 S MS を見る 
－ 
P 3 8 5 


5FOMA カードの送信 S MS を見る 
－ 
P 3 8 5 


4 写真・ビデオを撮る・見る 


1 写真を撮影する（ 
（ 
）） 
－ 
P 2 3 1 


2 ビデオを撮影する 
－ 
P 2 3 4 


3 写真のアルバムを見る 
－ 
P 4 1 8 


4 ビデオのアルバムを見る 
－ 
P 4 3 1 


5 
モードを使う（ 
1 秒以上） 


1 
Menu を見る 
－ 
P 2 5 5 


2 ブックマークを見る 
－ 
P 2 6 9 


3 インターネットに接続する 


1UR L を入力して接続する 
－ 
P 2 6 5 


2 サイトの入力履歴から接続する 
－ 
P 2 6 6 


4 画面メモを見る 
－ 
P 2 7 6 
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メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


5 
モードを使う（ 
1 秒以上） 


5 メッセージを見る 


1 メッセージリクエストを見る 
－ 
P 3 0 1 


2 メッセージフリーを見る 
－ 
P 3 0 1 


3 届いているメール・メッセージを 


受信する 
－ 
P 2 9 8 


4 メッセージが届いた時の音を選ぶ 


1 メッセージリクエスト 
着信音設定 ：鳴らす 
着信音 
：着信音 1 
P 2 9 8 


鳴らす時間 ：3 秒 


2 メッセージフリー 
着信音設定 ：鳴らす 
着信音 
：着信音 1 
P 2 9 8 


鳴らす時間 ：3 秒 


5 メッセージが届いた時の振動を選ぶ 


1 メッセージリクエスト 
振動させない 
P 3 0 0 


2 メッセージフリー 
振動させない 
P 3 0 0 


6 目覚まし・予定を登録する 


1 目覚ましを使う 
目覚まし：停止 
P 4 6 0 


2 予定表を使う 
－ 
P 4 6 4 


3 予定の登録件数を見る 
－ 
P 4 7 0 


4 通知の時刻に電源を入れる 
入れない 
P 4 5 9 


7 電卓を使う 
－ 
P 4 7 9 


8 歩数計を使う 


1 歩数計の利用／停止を設定する 
利用しない 
P 4 8 2 


2 歩数の履歴を表示する 
－ 
P 4 8 3 


3 歩数の自動送信メールを設定する 
自動送信メール：送信しない P 4 8 6 


4 歩数の履歴を削除する 
－ 
P 4 8 5 


5 今日の歩数を削除する 
－ 
P 4 8 5 


9 初めに行う設定 


1 発信者番号通知を使う 


1 発信者番号通知を設定する 
－ 
P 5 9 


2 発信者番号通知設定を確認する 
－ 
P 6 1 


2 待受画面に画像カレンダーを設定する 
画像を表示：草原 
P 1 6 9 


3 画面の配色を設定する 
ブルー 
P 1 7 2 


4 画面の明るさを設定する 
画面の明るさ：標準の明るさ 
照明時間 
：3 0 秒 
P 1 7 3 


5 ボタンを押した時の音を設定する 
鳴らす 
P 1 6 4 


6 音声読み上げを使う 


1 音声読み上げを設定する 
動作：なし 
声質：女声 
速さ：2 
P 2 1 5 


音量：4 
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メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


9 初めに行う設定 


6 音声読み上げを使う 


2 音声読み上げ用の単語を登録する 
－ 
P 2 2 3 


3 スピーカー／受話口の切替を行う 
スピーカー 
P 2 1 8 


7 音声呼出しを登録する 


1 音声で呼出す電話帳を登録する 
－ 
P 2 0 6 


2 音声で呼出す機能を登録する 
－ 
P 2 1 0 


8 時計を設定する 


1 日付と時刻を設定する 
－ 
P 5 8 


2 待受画面に時計を表示する 
待受時計表示：表示する 
表示形式：2 4 時間形式 
P 1 7 4 


9 ワンタッチアラームを使う 
無効にする 
P 4 7 6 


0 自分の電話番号を見る 
－ 
P 6 1 


0 ネットワークサービスを使う 


1 留守番サービスを使う 


1 留守番メッセージを再生する 
－ 
P 5 0 3 


2 メッセージがあるか問合せる 
－ 
P 5 0 3 


3 留守番サービスを開始する 
－ 
P 5 0 2 


4 留守番サービスを停止する 
－ 
P 5 0 2 


5 留守番サービスの詳細を設定する 
－ 
P 5 0 3 


6 留守番呼出時間を設定する 
－ 
P 5 0 2 


7 留守番サービスの設定を確認する 
－ 
P 5 0 2 


8 着信通知を使う 


1 着信通知を開始する 
－ 
P 5 0 4 


2 着信通知を停止する 
－ 
P 5 0 4 


3 着信通知の設定を確認する 
－ 
P 5 0 4 


2 キャッチホンを使う 


1 キャッチホンを開始する 
－ 
P 5 0 5 


2 キャッチホンを停止する 
－ 
P 5 0 5 


3 キャッチホンの設定を確認する 
－ 
P 5 0 6 


3 転送サービスを使う 


1 転送サービスを開始する 
－ 
P 5 0 8 


2 転送サービスを停止する 
－ 
P 5 0 9 


3 転送先を変更する 
－ 
P 5 1 0 


4 転送先が通話中の時の設定をする 
－ 
P 5 1 0 


5 転送サービスの設定を確認する 
－ 
P 5 0 9 


4 迷惑電話ストップを使う 


1 迷惑電話着信拒否を登録する 
－ 
P 5 1 1 


2 迷惑電話全登録を削除する 
－ 
P 5 1 2 


3 迷惑電話１登録を削除する 
－ 
P 5 1 2 
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メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


　 ネットワークサービスを使う 


5 番号通知お願いサービスを使う 


1 番号通知お願いサービスを開始する 
－ 
P 5 1 2 


2 番号通知お願いサービスを停止する 
－ 
P 5 1 3 


3 番号通知お願いサービスを確認する 
－ 
P 5 1 3 


6 通話中着信設定を使う 


1 通話中着信設定を開始する 
－ 
P 5 1 7 


2 通話中着信設定を停止する 
－ 
P 5 1 8 


3 通話中着信設定を確認する 
－ 
P 5 1 8 


7 通話中着信動作を選ぶ 
通常着信する 
P 5 1 6 


8 その他のサービスを使う 


1 遠隔操作設定を使う 


1 遠隔操作を開始する 
－ 
P 5 1 8 


2 遠隔操作を停止する 
－ 
P 5 1 9 


3 遠隔操作の設定を確認する 
－ 
P 5 1 9 


2 英語ガイダンスを使う 


1 ガイダンスを設定する 
－ 
P 5 1 5 


2 ガイダンスの設定を確認する 
－ 
P 5 1 6 


3 デュアルネットワークを使う 


1 デュアルネットワークを切替える 
－ 
P 5 1 4 


2 デュアルネットワークの状態を 


確認する 
－ 
P 5 1 4 


4 サービスダイヤルを使う 


1 ドコモ総合案内・受付に電話する 
－ 
P 5 1 6 


2 ドコモ故障問合せ窓口に電話する 
－ 
P 5 1 6 


5 ソフトウェアを更新する 
－ 
P 5 8 8 


詳細な機能を設定する 


1 入力に関する設定を行う 


1 文字の入力方法を設定する 
有効にする 
P 5 4 8 


2 よく使う単語を登録する 
－ 
P 5 4 5 


3 よく使う定型文を登録する 
－ 
P 5 4 1 


2 電話・電話帳の詳細を設定する 


1 電話帳の登録件数を見る 
－ 
P 1 5 5 


2 着信を拒否する相手を指定する※ 2 
解除する 
P 1 9 6 


3 着信を許可する相手を指定する※ 2 
解除する 
P 1 9 6 


4 電話帳登録外の着信を拒否する 
許可する 
P 2 0 3 


5 発番通知のない着信を設定する 
非通知設定 ：設定を解除 
通知不可能 ：設定を解除 
P 1 9 9 


公衆電話 
：設定を解除 


6 イヤホンマイク接続時に自動で 


着信する 
応答方法：手動 
P 4 9 4 


7 背面の画面表示を設定する 
表示する 
P 1 7 2 


8 オートスピーカーホンを設定する 
解除する 
P 8 3 
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メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


詳細な機能を設定する 


2 電話・電話帳の詳細を設定する 


9 無音着信時間を設定する 
無音着信動作：設定しない P 2 0 1 


0 テレビ電話を設定する 


1 テレビ電話画面の表示を設定する 相手を大きく 
P 1 1 2 


2 テレビ電話画面の明るさを設定する 標準の明るさ 
P 1 1 3 


3 音声再発信を設定する 
かけ直さない 
P 1 1 4 


4 発信時の自画像送信を設定する 送る 
P 1 1 5 


5 テレビ電話画面の大きさを設定する 拡大して表示 
P 1 1 6 


3 音を設定する 


1 充電開始と完了時の音を設定する 
知らせる 
P 1 6 5 


2 電池残量の警告音を設定する 
鳴らす 
P 5 5 


3 イヤホンマイク利用時の切替を設定する イヤホンマイク＋スピーカー 
P 1 6 7 


4 通話状態が悪い時に音で知らせる 
高音で鳴らす 
P 1 6 6 


5 再接続した時の音を選ぶ 
高音で鳴らす 
P 7 8 


6 保存した曲の詳細を設定する 
－ 
P 4 4 3 


4 メールの詳細を設定する 


1 問合せ内容を選ぶ 
すべて選択 
P 3 5 0 


2 添付の画像を受信する 
受信する 
P 3 6 9 


3 添付のメロディを受信する 
受信する 
P 3 7 0 


4 添付のメロディを自動演奏する 
自動演奏する 
P 3 7 1 


5 メッセージの詳細を設定する 


1 メッセージのメロディを自動演奏する 自動演奏する 
P 2 9 7 


2 未読メッセージを自動で表示する 
メッセージ R 優先 
P 2 9 6 


6 
モードの詳細を設定する 


1 問合せ内容を選ぶ 
すべて選択 
P 3 5 0 


2 文字の大きさを選ぶ 
標準の大きさ 
P 2 8 6 


3 画像表示・照明を設定する 
画像　　　　　：表示する 
アニメーション：再生する P 2 8 7 
照明設定 
：常に点灯 


4 
モーションの再生を設定する 
自動再生設定：自動再生する 


モーションタイプ：標準 P 4 1 5 


5 接続までの待ち時間を設定する 
6 0 秒間 
P 2 8 8 


6 接続先番号を設定する 
モード 
P 2 8 9 


7 証明書の表示と使用を設定する※ 3 
C A 証明書 1 ～ 9 
上記以外は FOMA カード 
P 2 9 1 


の設定に従う 


8 ユーザ証明書を操作する 
－ 
P 3 0 6 


9 証明書の発行先を変更する 
接続先：ドコモ 
P 3 0 9 


7 情報の表示やリセットを行う 


1 通話時間を見る 
－ 
P 4 7 2 


2 通話料金を見る 
－ 
P 4 7 4 


3 通話時間をリセットする 
－ 
P 4 7 3 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
一 
覧 


付 
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〜 


メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


詳細な機能を設定する 


7 情報の表示やリセットを行う 


4 通話料金をリセットする 
－ 
P 4 7 5 


5 電池残量を確認する 
－ 
P 5 4 


6 設定を初めの状態に戻す 
すべて選択 
P 4 9 5 


7 本体内データを全て削除する 
－ 
P 4 9 7 


8 操作の制限をする 


1 全ての操作を制限する 
－ 
P 1 9 0 


2 セルフモードを設定する 
解除する 
P 1 9 1 


3 シークレットモードに設定する 
解除する 
P 1 9 2 


4 履歴の表示を制限する 
制限しない 
P 1 9 3 


5 個人の情報表示を制限する 
制限しない 
P 1 9 3 


6 暗証番号を変更する 
0 0 0 0 
P 1 8 0 


7FOMA カードの P IN コードを設定する 
FOMA カードの設定に従う 
P 1 8 3 
P 1 8 5 


8 ダイヤル入力での発信を制限する 
制限しない 
P 1 9 5 


9 決めた時刻に電源を入／切する 


1 電源が入る時刻を設定する 
自動電源入：停止する 
P 4 5 5 


2 電源が切れる時刻を設定する 
自動電源切：停止する 
P 4 5 7 


0 データ転送時の動作を設定する 
確認後に保存 
P 5 7 5 


短押し 


メニュー 
お買い上げ時 
参照先 


1 電話帳の内容を見る 
－ 
P 1 3 4 


P 1 3 8 


2 電話帳に登録する 
－ 
P 1 2 0 


3 音声で呼出す電話帳を登録する 
－ 
P 2 0 6 


4 電話帳のグループを設定する 


1 グループ名を変更する 
－ 
P 1 2 8 


2 グループ専用の電話着信音を選ぶ 
－ 
P 1 2 9 


3 グループ専用のメール着信音を選ぶ 
－ 
P 1 2 9 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
一 
覧 


付 
録 


※ 1 ：「設定を初めの状態に戻す」を行うと、FOMA カードの設定が次の設定になります。 
•送信文字種：日本語 
•送達通知：要求しない 
•有効期間：3 日 
•S MS C 
：ドコモ 
•アドレス：8 1 9 0 3 1 0 1 6 5 2 
•T ype of Number：International 
※ 2 ：「設定を初めの状態に戻す」を行っても、着信拒否／許可一覧の登録内容はリセッ 
トされません。 
※ 3 ：「設定を初めの状態に戻す」を行うと、FOMA カードの設定もすべて選択になりま 
す。 
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ダイヤルボタンには、次のように文字が割り当てられています。 


ボタン 
半角数字入 
力モード※ 2 


１ 


２ 


３ 


４ 


５ 


６ 


７ 


８ 


９ 


０ 


＋※ 3 


P ※ 3 


＃ 


T ※ 3 


半角カタカナ入力 
モード 


ア　イ　ウ　エ　オ　１ 


カ　キ　ク　ケ　コ　２ 


サ　シ　ス　セ　ソ　３ 


タ　チ　ツ　テ　ト　４ 


ナ　ニ　ヌ　ネ　ノ　５ 


ハ　ヒ　フ　ヘ　ホ　６ 


マ　ミ　ム　メ　モ　７ 


ヤ　ユ　ヨ　８ 


ラ　リ　ル　レ　ロ　９ 


ワ　ヲ　ン　ー　、　。　・ 


？　！　「　」　□ 　０ 


゛　゜ 


改行（ 
） 


大文字と小文字の切 
り替え 


ひらがな／漢字入力 
モード※ 1 


あ　い　う　え　お　１ 


か　き　く　け　こ　２ 


さ　し　す　せ　そ　３ 


た　ち　つ　て　と　４ 


な　に　ぬ　ね　の　５ 


は　ひ　ふ　へ　ほ　６ 


ま　み　む　め　も　７ 


や　ゆ　よ　８ 


ら　り　る　れ　ろ　９ 


わ　を　ん　ー　、　。　・ 
？　！　「　」　□ 　０ 


゛　゜ 


改行（ 
） 


大文字と小文字の切 
り替え 


□ ： 空白を示します。 
　 ： 文字入力後に 
を押すたびに、大文字と小文字が切り替わります。 
※ 1 ： 数字は半角で入力されます。 
※ 2 ： 半角数字入力モードの「 
」「#」「P 」「T 」「+」は、これらの文字が有効な入力欄で 
のみ入力できます。 
※ 3 ： 該当するボタンを 1 秒以上押すと入力できます。 


半角英字入力モード 


．　／　＠　～　－　：　＿ 


［　￥　］　 
^　｀　｛　｜　｝ 


１ 
　 


ａ　ｂ　ｃ　２ 


ｄ　ｅ　ｆ　３ 


ｇ　ｈ　ｉ　４ 


ｊ　ｋ　ｌ　５ 


ｍ　ｎ　ｏ　６ 


ｐ　ｑ　r　ｓ　７ 


ｔ　ｕ　ｖ　８ 


ｗ　ｘ　ｙ　ｚ　９ 


！　”　＃　＄　％　&　’ 　 


（　）　＊　＋　，　；＜　＝　 


＞　？　□ 　0 


＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 


.ｃｏｍ　　.ｏｒ．ｊｐ　 


.ｇｏ．ｊｐ　　．ｎｅ．ｊｐ 


.ｃｏ．ｊｐ　　.ａｃ．ｊｐ 


ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ． 


ｗｗｗ．　　.ｈｔｍｌ 


.ｈｔｍ 


改行（ 
） 


大文字と小文字の切 
り替え 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 


ダ 
イ 
ヤ 
ル 
ボ 
タ 
ン 
の 
文 
字 
割 
り 
当 
て 
一 
覧 
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記 
号 
・ 
特 
殊 
文 
字 
入 
力 
一 
覧 


付 
録 


記号・特殊文字入力一覧 


ひらがな／漢字入力モードで読みを入力して変換してください。→ P 5 3 1 


読　み 


あーる 


あい 


あるふぁ 


あんだーばー 


あんど 


いー 


いーた 


いこーる 


いおた 


いち 


いぷしろん 


えっくす 


えっち 


えー 


えい 


えいち 


えす 


えぬ 


えふ 


えむ 


える 


えん 


おー 


おう 


おす 


おみくろん 


おめが 


おんぐすとろーむ 


おんぷ 


読　み 


かっこ 


かっぱ 


かい 


かける 


かぶ 


かぶしきがいしゃ 


から 


かろりー 


がんま 


きゅー 


きゅう 


きごう 


きろ 


きろぐらむ 


きろめーとる 


く 


くさい 


ぐらむ 


けー 


読　み 


けい 


こめ 


こめじるし 


ころん 


ご 


さん 


さんかく 


し 


しゃーぷ 


しょうわ 


しー 


しーしー 


しーた 


しかく 


しぐま 


しち 


しめ 


じぇー 


じぇい 


じゅう 


じゅういち 


じゅうく 


じゅうご 


じゅうさん 


じゅうし 


じゅうしち 


じゅうに 


じゅうはち 


じゅうよん 


じゅうろく 


入力文字 
入力文字 
入力文字 
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※ 特殊記号の表示には、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。 
※ 入力文字の中には、全角文字しか存在しないもの、半角文字しか存在しないもの、全角 
文字と半角文字の両方が存在するものがあります。 


記 
号 
・ 
特 
殊 
文 
字 
入 
力 
一 
覧 


付 
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読　み 


じー 


すらっしゅ 


せくしょん 


せみころん 


せんち 


せんちめーとる 


せんと 


ぜーた 


ぜっと 


たいしょう 


たう 


たす 


だい 


だいひょう 


だぶりゅ 


だぶりゅー 


てぃー 


てー 


てん 


てんてん 


でぃー 


でるた 


でんわ 


とん 


どう 


どしー 


どる 


なな 


入力文字 
読　み 


なみ 


なんばー 


に 


にゅー 


にじゅう 


のま 


はいふん 


はち 


はてな 


ぱい 


ばつ 


ぱーせんと 


ひく 


ひしがた 


びっくり 


びー 


ぴー 


ふぁい 


ふらっと 


ぶい 


ぷさい 


ぷらす 


へいせい 


へいほうめーとる 


へくたーる 


べーた 


ぺーじ 


ほし 


まいなす 


入力文字 
読　み 


まる 


みゅー 


みり 


みりぐらむ 


みりばーる 


みりめーとる 


めーとる 


めいじ 


めす 


やじるし 


ゆー 


ゆう 


ゆうげんがいしゃ 


ゆうびん 


ゆうびんばんごう 


ゆぷしろん 


よん 


らむだ 


りっとる 


ろー 


ろく 


わっと 


わい 


わる 


入力文字 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
一 
覧 


付 
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※ 区点コード入力の操作→ P 5 4 4 


※ 区点コード一覧の表示は、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。 


区点コード一覧 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
一 
覧 


付 
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区点コード一覧（つづき） 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
一 
覧 


付 
録 
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区点コード一覧（つづき） 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
一 
覧 


付 
録 
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区点コード一覧（つづき） 


564 


絵 
文 
字 
入 
力 
変 
換 
・ 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 


付 
録 


絵文字入力変換・読み上げ一覧 


ひらがな／漢字入力モードで読みを入力して変換してください。→ P 5 3 1 
また、一覧から入力することもできます。音声読み上げを設定している場合、絵 
文字を選択して入力したときに読み上げられます。→ P 5 3 5 、P 5 3 7 


てんびんざまーく 


さそりざまーく 


いてざまーく 


やぎざまーく 


みずがめざまーく 


うおざまーく 


でんわへまーく 


めーるへまーく 


ふぁっくすへまーく 


どこもていきょうまーく 


どこもぽいんとまーく 


ゆうりょうまーく 


むりょうまーく 


あいでぃーまーく 


ぱすわーどまーく 


つぎありまーく 


くりあまーく 


さーちまーく 


にゅーまーく 


いちじょうほうまーく 


ふりーだいやるまーく 


しゃーぷだいやるまーく 


もばきゅうまーく 


けっていまーく 


いえまーく 


びるまーく 


ゆうびんきょくまーく 


びょういんまーく 


ぎんこうまーく 


えーてぃーえむまーく 


ほてるまーく 


こんびにまーく 


がそりんすたんどまーく 


ちゅうしゃじょうまーく 


しんごうまーく 


といれまーく 


れすとらんまーく 


きっさてんまーく 


ばーまーく 


びーるまーく 


えもじ 
くいっくきゃすとまーく 


きつえんまーく 


きんえんまーく 


かめらまーく 


かばんまーく 


ほんまーく 


りぼんまーく 


ぷれぜんとまーく 


ばーすでーまーく 


でんわまーく 


けいたいでんわまーく 


めもまーく 


てれびまーく 


げーむまーく 


しーでぃーまーく 


くつまーく 


めがねまーく 


くるまいすまーく 


いぬまーく 


ねこまーく 


りぞーとまーく 


くりすますまーく 


あいもーどまーく 


あいもーどまーく 


めーるまーく 


おんせんまーく 


かわいいまーく 


ちゅっまーく 


ぴかぴかまーく 


ひらめきまーく 


むかっまーく 


ぱんちまーく 


ばくだんまーく 


ねむいまーく 


びっくりまーく 


びっくりはてなまーく 


にじゅうびっくりまーく 


どーんまーく 


あせあせまーく 


あせたらーっまーく 


読　み 変 換 
音声読み上げ 
読　み 変 換 
音声読み上げ 
読　み 変 換 
音声読み上げ 


だっしゅまーく 


うーまーく 


うーんまーく 


るんるんまーく 


むーどまーく 


わーいまーく 


ぷんぷんまーく 


がくーまーく 


もうやだーまーく 


ふらふらまーく 


めまーく 


みみまーく 


ぐーまーく 


ちょきまーく 


ぱーまーく 


あしまーく 


しかくいち 


しかくに 


しかくさん 


しかくよん 


しかくご 


しかくろく 


しかくなな 


しかくはち 


しかくきゅう 


しかくぜろ 


すぽーつまーく 


やきゅうまーく 


ごるふまーく 


てにすまーく 


さっかーまーく 


すきーまーく 


ばすけっとまーく 


もーたーすぽーつまーく 


おひつじざまーく 


おうしざまーく 


ふたござまーく 


かにざまーく 


ししざまーく 


おとめざまーく 



せいざ 







そのた 



















ちず 


えもじ 




おんぷ 



かお 






からだ 







すうじ 











すぽーつ 









せいざ 
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ふぁーすとふーどまーく 


ぶてぃっくまーく 


びよういんまーく 


からおけまーく 


えいがまーく 


ゆうえんちまーく 


おんがくまーく 


あーとまーく 


えんげきまーく 


いべんとまーく 


ちけっとまーく 


しんげつまーく 


かけづきまーく 


はんげつまーく 


みかづきまーく 


まんげつまーく 


はれまーく 



かちんこまーく 


ふくろまーく 


ぺんまーく 


ひとかげまーく 


いすまーく 


よるまーく 


すーんまーく 


おんまーく 


えんどまーく 


とけいまーく 


じてんしゃまーく 


れんちまーく 


ぱそこんまーく 


えんぴつまーく 


くりっぷまーく 


さゆうまーく 


じょうげまーく 


りさいくるまーく 


えぬじーまーく 


まるひまーく 


きんしまーく 


くうしつまーく 



ごうかくまーく 


まんしつまーく 


きけんまーく 


こぴーらいとまーく 


とれーどまーく 


れじすとれっどまーく 


あいあぷりまーく 


あいあぷりまーく 


どるぶくろまーく 


うでどけいまーく 


とけいまーく 


おにぎりまーく 


しょーとけーきまーく 


ぱんまーく 


どんぶりまーく 


ゆのみまーく 


とっくりまーく 


わいんぐらすまーく 


ばななまーく 


りんごまーく 


さくらんぼまーく 


くろーばーまーく 



ちゅーりっぷまーく 


わかばまーく 


もみじまーく 


さくらまーく 


かたつむりまーく 


ひよこまーく 


ぺんぎんまーく 


さかなまーく 


うままーく 


ぶたまーく 


てぃーしゃつまーく 


じーんずまーく 


けしょうまーく 


ゆびわまーく 


おうかんまーく 


ちゃぺるまーく 


どあまーく 


がっこうまーく 


なみまーく 


ふじさんまーく 


すのぼーまーく 


はしるひとまーく 



むむまーく 


ほっまーく 


ひやあせまーく 


ひやあせまーく 


ぷくっまーく 


ぼけーまーく 


らぶらぶまーく 


あっかんべーまーく 


うぃんくまーく 


うれしいまーく 


がまんまーく 


ねこまーく 


なきまーく 


なみだまーく 


うまいまーく 


うっしっしまーく 


げっそりまーく 


おーけーまーく 


らぶれたーまーく 


がまぐちさいふまーく 



くもりまーく 


あめまーく 


ゆきまーく 


かみなりまーく 


たいふうまーく 


きりまーく 


こさめまーく 


はーとまーく 


すぺーどまーく 


だいやまーく 


くらぶまーく 


でんしゃまーく 


ちかてつまーく 


しんかんせんまーく 


せだんまーく 


あーるぶいまーく 


ばすまーく 



ふねまーく 


ひこうきまーく 


はーとまーく 


ゆれるはーとまーく 


しつれんまーく 


ふくすうはーとまーく 


みぎななめうえ 


やじるしまーく 


みぎななめした 


やじるしまーく 


ひだりななめうえ 


やじるしまーく 


ひだりななめした 


やじるしまーく 


ぐっどまーく 


ばっどまーく 



読　み 変 換 
音声読み上げ 


変 換 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
変 換 
変 換 
変 換 


読　み 変 換 
音声読み上げ 
読　み 変 換 
音声読み上げ 


ちず 
てんき 


とらんぷ 


のりもの 


のりもの 


やじるし 


はーと 


つき 


てんき 


の絵文字は、絵文字を選択して入力してください。→ P 5 3 5 、P 5 3 7 


絵 
文 
字 
入 
力 
変 
換 
・ 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 


付 
録 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● 絵文字 1 の 
と絵文字 2 （→ P 5 3 7 ）は、ひらがな／漢字入 
力モードで変換して入力することができません。入力方法→ P 5 3 5 
● 絵文字や絵文字2 を入力してメールを送信すると、相手端末によっては正しく表示されない 
場合があります。 


お知らせ 


絵 
文 
字 
入 
力 
変 
換 
・ 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 
／ 
記 
号 
・ 
半 
角 
カ 
タ 
カ 
ナ 
・ 
半 
角 
英 
数 
字 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 


付 
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■ 全角記号 


音声読み上げ機能を自動で読み上げを行うように設定している場合（→P 2 1 5 ）、 


全角記号を選択したり入力したときに読み上げられます。→ P 5 3 0 、P 5 3 5 


記号・半角カタカナ・半角英数字読 
み上げ一覧 


のっといこーる 


しょーなり 


だいなり 


しょーなりいこーる 


だいなりいこーる 


むげんだい 


ゆえに 


おす 


めす 


ど 


ふん 


びょー 


どしー 


えん 


どる 


せんと 


ぽんど 


ぱーせんと 


しゃーぷ 


あんど 


こめじるし 


あっとまーく 


せくしょん 


ほし 


くろぼし 


まる 


くろまる 


にじゅーまる 


ひしがた 


くろひしがた 


しかく 


くろしかく 



とーてん 


くてん 


こんま 


ぴりおど 


なかぐろ 


ころん 


せみころん 


ぎもんふ 


かんたんふ 


だくてん 


はんだくてん 


あくさんてぎゅ 


ばっくくおーと 


うむらうと 


きゃれっと 


おーばーらいん 


あんだーらいん 


かたかなくりかえし 


かたかなだくてんくりかえし 


かなくりかえし 


かなだくてんくりかえし 


おなじく 


どう 


かんじくりかえし 


しめ 


ぜろ 


ちょーおん 


だっしゅ 


はいふん 


すらっしゅ 


ばっくすらっしゅ 


から 



入力文字 
入力文字 
入力文字 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 


にじゅうたてせん 


たてせん 


さんてんりーだー 


にてんりーだー 


ひだりいんようふ 


みぎいんようふ 


ひだりにじゅういんようふ 


みぎにじゅういんようふ 


かっこ 


とじかっこ 


きっこうかっこ 


とじきっこうかっこ 


だいかっこ 


とじだいかっこ 


ちゅうかっこ 


とじちゅうかっこ 


やまかっこ 


とじやまかっこ 


にじゅうやまかっこ 


とじにじゅうやまかっこ 


かぎかっこ 


とじかぎかっこ 


にじゅうかぎかっこ 


とじにじゅうかぎかっこ 


すみつきかっこ 


とじすみつきかっこ 


ぷらす 


まいなす 


ぷらすまいなす 


かける 


わる 


いこーる 



567 


記 
号 
・ 
半 
角 
カ 
タ 
カ 
ナ 
・ 
半 
角 
英 
数 
字 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 


付 
録 


ぷしー 


おめが 


あー おおもじ 


べー おおもじ 


べー おおもじ 


げー おおもじ 


でー おおもじ 


いぇー おおもじ 


よー おおもじ 


じぇー おおもじ 


ぜー おおもじ 


いー おおもじ 


いくらとかや おおもじ 


かー おおもじ 


える おおもじ 


えむ おおもじ 


えぬ おおもじ 


おー おおもじ 


ぺー おおもじ 


える おおもじ 


えす おおもじ 


てー おおもじ 


うー おおもじ 


えふ おおもじ 


はー おおもじ 


つぇー おおもじ 


ちぇー おおもじ 


しゃー おおもじ 


ししゃー おおもじ 


つぼるでぃーずなーく おおもじ 


いー おおもじ 


みゃーふぃーずなーく おおもじ 


えー おおもじ 


ゆー おおもじ 


やー おおもじ 


あー 


べー 


ベー 


げー 


でー 


いぇー 


よー 


じぇー 


ぜー 


いー 


いくらとかや 


かー 


える 



さんかく 


くろさんかく 


さんかく 


くろさんかく 


こめじるし 


ゆーびんばんごー 


みぎやじるし 


ひだりやじるし 


うえやじるし 


したやじるし 


げたきごー 


ぞくする 


ふくむ 


ぶぶんしゅうごう 


ぶぶんしゅうごうふくむ 


しんぶぶんしゅうごう 


しんぶぶんしゅうごうふくむ 


がっぺー 


きょーつー 


および 


またわ 


ひてー 


ならば 


どーち 


すべての 


ある 


かく 


すいちょく 


こ 


らうんどでぃー 


なぶら 


ごーどー 


にありーいこーる 


ひじょーにちーさい 


ひじょーにおーきい 


るーと 


そーじ 


ひれー 


なぜならば 


いんてぐらる 


だぶるいんてぐらる 


おんぐすとろーむ 


ぱーみる 


しゃーぷ 


ふらっと 


おんぷ 


だがー 


だぶるだがー 



入力文字 
入力文字 
入力文字 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 


だんらくきごー 


まる 


あるふぁ おおもじ 


べーた おおもじ 


がんま おおもじ 


でるた おおもじ 


いぷしろん おおもじ 


つぇーた おおもじ 


いーた おおもじ 


しーた おおもじ 


いおた おおもじ 


かっぱ おおもじ 


らむだ おおもじ 


みゅー おおもじ 


にゅー おおもじ 


くざい おおもじ 


おみくろん おおもじ 


ぱい おおもじ 


ろー おおもじ 


しぐま おおもじ 


たう おおもじ 


うぷしろん おおもじ 


ふぁい おおもじ 


かい おおもじ 


ぷしー おおもじ 


おめが おおもじ 


あるふぁ 


べーた 


がんま 


でるた 


いぷしろん 


つぇーた 


いーた 


しーた 


いおた 


かっぱ 


らむだ 


みゅー 


にゅー 


くざい 


おみくろん 


ぱい 


ろー 


しぐま 


たう 


うぷしろん 


ふぁい 


かい 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



568 


記 
号 
・ 
半 
角 
カ 
タ 
カ 
ナ 
・ 
半 
角 
英 
数 
字 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 


付 
録 


りっとる 


わっと 


かろりー 


どる 


せんと 


ぱーせんと 


みりばーる 


ぺーじ 


みりめーとる 


せんちめーとる 


きろめーとる 


みりぐらむ 


きろぐらむ 


しーしー 


へーほーめーとる 


へーせー 


たてがきにじゅういんよーふ 


たてがきとじにじゅういんよーふ 


なんばー 


けーけー 


でんわ 


まるうえ 


まるなか 


まるした 


まるひだり 


まるみぎ 


かっこかぶ 


かっこゆー 


かっこだい 


めーじ 


たいしょー 


しょーわ 


にありーいこーる 


ごーどー 


いんてぐらる 


ふぁい 


しぐま 


るーと 


すいちょく 


かく 


ちょっかく 


さんかっけー 


なぜならば 


きょーつー 


がっぺー 


えむ 


えぬ 


おー 


ぺー 


える 


えす 


てー 


うー 


えふ 


はー 


つぇー 


ちぇー 


しゃー 


ししゃー 


つぼるでぃーずなーく 


いー 


みゃーふぃーずなーく 


えー 


ゆー 


やー 


よこけいせん 


たてけいせん 


した みぎけいせん 


した ひだりけいせん 


うえ ひだりけいせん 


うえ みぎけいせん 


たて みぎけいせん 


した よこけいせん 


たて ひだりけいせん 


うえ よこけいせん 


たて よこけいせん 


よこふとけいせん 


たてふとけいせん 


したふと みぎふとけいせん 


したふと ひだりふとけいせん 


うえふと ひだりふとけいせん 


うえふと みぎふとけいせん 


たてふと みぎふとけいせん 


したふと よこふとけいせん 


たてふと ひだりふとけいせん 


うえふと よこふとけいせん 


たてふと よこふとけいせん 


たてふと みぎけいせん 


した よこふとけいせん 


たてふと ひだりけいせん 



入力文字 
入力文字 
入力文字 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 


うえ よこふとけいせん 


たて よこふとけいせん 


たて みぎふとけいせん 


したふと よこけいせん 


たて ひだりふとけいせん 


うえふと よこけいせん 


たてふと よこけいせん 


まるいち 


まるに 


まるさん 


まるよん 


まるご 


まるろく 


まるなな 


まるはち 


まるきゅー 


まるじゅー 


まるじゅーいち 


まるじゅーに 


まるじゅーさん 


まるじゅーよん 


まるじゅーご 


まるじゅーろく 


まるじゅーなな 


まるじゅーはち 


まるじゅーきゅー 


まるにじゅー 


わん 


つー 


すりー 


ふぉー 


ふぁいぶ 


しっくす 


せぶん 


えいと 


ないん 


てん 


みり 


きろ 


せんち 


めーとる 


ぐらむ 


とん 


あーる 


へくたーる 


※ 空白は「くうはく」と読み上げられます。 


569 


■ 半角記号 


音声読み上げ機能を自動で読み上げを行うように設定している場合（→P 2 1 5 ）、 


半角記号を選択したり入力したときに読み上げられます。→ P 5 3 0 、P 5 3 5 


あんだーらいんはんかく 


ばっくくおーとはんかく 


ちゅうかっこはんかく 


たてせんはんかく 


とじちゅうかっこはんかく 


おーばーらいんはんかく 


くてんはんかく 


かぎかっこはんかく 


とじかぎかっこはんかく 


とーてんはんかく 


なかぐろはんかく 


だくてんはんかく 


はんだくてんはんかく 


かんたんふはんかく 


にじゅういんようふはんかく 


しゃーぷはんかく 


どるはんかく 


ぱーせんとはんかく 


あんどはんかく 


いんようふはんかく 


かっこはんかく 


とじかっこはんかく 


こめじるしはんかく 


ぷらすはんかく 


こんまはんかく 


まいなすはんかく 


入力文字 
入力文字 
入力文字 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 


ぴりおどはんかく 


すらっしゅはんかく 


ころんはんかく 


せみころんはんかく 


しょーなりはんかく 


いこーるはんかく 


だいなりはんかく 


ぎもんふはんかく 


あっとまーくはんかく 


だいかっこはんかく 


えんはんかく 


とじだいかっこはんかく 


きゃれっとはんかく 


■ 半角カタカナ 


音声読み上げ機能を自動で読み上げを行うように設定している場合（→P 2 1 5 ）、 


半角カタカナ入力モードでカタカナを入力したときに読み上げられます。 


→ P 5 3 0 


む はんかく 


め はんかく 


も はんかく 


や はんかく 


や こもじはんかく 


ゆ はんかく 


ゆ こもじはんかく 


よ はんかく 


よ こもじはんかく 


ら はんかく 


り はんかく 


る はんかく 


れ はんかく 


ろ はんかく 


わ はんかく 


を はんかく 


ん はんかく 


あ はんかく 


あ こもじはんかく 


い はんかく 


い こもじはんかく 


う はんかく 


う こもじはんかく 


え はんかく 


え こもじはんかく 


お はんかく 


お こもじはんかく 


か はんかく 


き はんかく 


く はんかく 


け はんかく 


こ はんかく 


さ はんかく 


し はんかく 


す はんかく 


せ はんかく 


入力文字 
入力文字 
入力文字 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 


そ はんかく 


た はんかく 


ち はんかく 


つ はんかく 


つ こもじはんかく 


て はんかく 


と はんかく 


な はんかく 


に はんかく 


ぬ はんかく 


ね はんかく 


の はんかく 


は はんかく 


ひ はんかく 


ふ はんかく 


へ はんかく 


ほ はんかく 


ま はんかく 


み はんかく 


ア 


ァ 


イ 


ィ 


ウ 


ゥ 


エ 


ェ 


オ 


ォ 


カ 


キ 


ク 


ケ 


コ 


サ 


シ 


ス 


セ 


ソ 


タ 


チ 


ツ 


ッ 


テ 


ト 


ナ 


ニ 


ヌ 


ネ 


ノ 


ハ 


ヒ 


フ 


ヘ 


ホ 


マ 


ミ 


ム 


メ 


モ 


ヤ 


ャ 


ユ 


ュ 


ヨ 


ョ 


ラ 


リ 


ル 


レ 


ロ 


ワ 


ヲ 


ン 


記 
号 
・ 
半 
角 
カ 
タ 
カ 
ナ 
・ 
半 
角 
英 
数 
字 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 


付 
録 


※ 空白は「くうはくはんかく」と読み上げられます。 


：半角数字入力モードでは「#」は「しゃーぷ」、「 」は「こめじるし」と読み上げ 
られます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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■ 半角英字 


音声読み上げ機能を自動で読み上げを行うように設定している場合（→P 2 1 5 ）、 


半角英字入力モードで英字を入力したときに読み上げられます。→ P 5 3 0 


えー 


びー 


しー 


でぃー 


いー 


えふ 


じー 


えっち 


あい 


じぇー 


けー 


える 


えむ 


えぬ 


おー 


ぴー 


きゅー 


あーる 



入力文字 
入力文字 
入力文字 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 


えす 


てぃー 


ゆー 


ぶい 


だぶりゅー 


えっくす 


わい 


ぜっと 


えー おおもじ 


びー おおもじ 


しー おおもじ 


でぃー おおもじ 


いー おおもじ 


えふ おおもじ 


じー おおもじ 


えっち おおもじ 


あい おおもじ 


じぇー おおもじ 



けー おおもじ 


える おおもじ 


えむ おおもじ 


えぬ おおもじ 


おー おおもじ 


ぴー おおもじ 


きゅー おおもじ 


あーる おおもじ 


えす おおもじ 


てぃー おおもじ 


ゆー おおもじ 


ぶい おおもじ 


だぶりゅー おおもじ 


えっくす おおもじ 


わい おおもじ 


ぜっと おおもじ 



a 


b 


c 


d 


e 


f 


g 


h 


i 


j 


k 


l 


m 


n 


o 


p 


q 


r 



s 


t 


u 


v 


w 


x 


y 


z 


A 


B 


C 


D 


E 


F 


G 


H 


I 


J 



K 


L 


M 


N 


O 


P 


Q 


R 


S 


T 


U 


V 


W 


X 


Y 


Z 



■ 半角数字 


音声読み上げ機能を自動で読み上げを行うように設定している場合（→P 2 1 5 ）、 


半角数字／半角カタカナ／半角英字入力モードで数字を入力したときに読み上げ 


られます。→ P 5 3 0 


はち 


きゅー 


ぜろ 


いち 


に 


さん 


入力文字 
入力文字 
入力文字 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 


よん 


ご 


ろく 


なな 


0 


1 


2 


3 


4 


5 


6 


7 


8 


9 


記 
号 
・ 
半 
角 
カ 
タ 
カ 
ナ 
・ 
半 
角 
英 
数 
字 
読 
み 
上 
げ 
一 
覧 


付 
録 


571 


マルチアクセスの組み合わせについて 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
の 
組 
み 
合 
わ 
せ 
に 
つ 
い 
て 


付 
録 


同時に使用可能な通信機能の組み合わせは次のとおりです。 


○ ：現在の通信状態を維持したまま、新たに通信を実行できます。 
× ：発信・着信できません。 


現在の状態 


音声電話中 


テレビ電話中 


ｉモード中 


ｉモードメール 
送受信中 


S MS 送受信中 


データ通信 
（6 4 K ） 


データ通信 
（パケット通信） 


ソフトウェア 
更新中 


発信 


× ※ 1 


× 


× ※ 4 、5 


× ※ 5 


× ※ 5 


× 


× ※ 5 


× 


着信 


× ※ 1 、1 6 


× ※ 1 3 


○ 


○ 


○ 


× ※ 1 6 、1 7 


○ 


○ 


接続 


× 


× 


× 


× ※ 1 0 


× 


× 


× 


× 


送信 


○ ※ 11 


× 


○ ※ 12 


○ ※ 8 


○ ※ 8 


× 


× 


× 


受信 


○ ※ 2 


× 


○ ※ 2 


○ ※ 3 


○ ※ 6 


× 


× 


× 


発信 


× 


× 


× ※ 4 


× 


× 


× 


× 


× 


着信 


× ※ 1 3 


× ※ 1 3 


× ※ 1 4 、1 5 


× ※ 1 4 、1 5 


○ 


× ※ 1 3 


× ※ 1 4 、1 5 


× ※ 1 4 、1 5 


音声電話 
発生・実行 


する処理 
テレビ電話 
ｉモード 
ｉモードメール 


現在の状態 


音声電話中 


テレビ電話中 


ｉモード中 


ｉモードメール 
送受信中 


S MS 送受信中 


データ通信 
（6 4 K ） 


データ通信 
（パケット通信） 


ソフトウェア 
更新中 


送信 


○ ※ 11 


× 


× ※ 9 


○ ※ 8 


○ ※ 8 


× 


× ※ 9 


× 


受信 


○ ※ 2 


× 


○ ※ 2 


○ ※ 7 


○ ※ 3 


○ ※ 2 


○ ※ 2 


× 


発信 


○ 


× 


× 


× 


○ 


× 


× 


× 


着信 


○ 


× 


× 


× 


○ 


× 


× 


× 


発信 


× 


× 


× 


× 


○ 


× 


× 


× 


着信 


× ※ 1 3 


× ※ 1 3 


× ※ 1 3 、1 5 


× ※ 1 3 、1 5 


○ 


× ※ 1 3 


× ※ 1 3 、1 5 


× ※ 1 3 、1 5 


S MS 
発生・実行 


する処理 
データ通信（6 4 K ） 
データ通信 
（パケット通信） 


※ 1 
：キャッチホンをご契約の場合、通話中に別の相手に電話をかけたり受けたりでき 
ます。 
※ 2 
：着信音は鳴りません。 
※ 3 
：送信中に受信した場合、受信できないことがあります。 
※ 4 
：P hone T o機能を使用して電話をかけることができます。テレビ電話発信の場合 
は i モード通信は切断されます。 
※ 5 
：平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を使用して音声電話をかけることができ 
ます。 
※ 6 
：S MS 送信中は受信できますが、S MS 受信中は受信できず、ｉモードセンターに 
保管されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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こんなサービスが利用できます 


利用できるサービス 


コレクトコール（料金着信払通話） 


一般電話の番号案内 
およびドコモとご契約の携帯電話の番号案内（有料） 
（電話番号の案内を希望されないお客様については、 
ご案内できません） 


電報の発信（有料）　午前 8 時～午後 1 0 時 


時報サービス（有料） 


天気予報（有料） 


警察への緊急通報 


消防・救急への緊急通報 


海上で事件・事故が起きたときの緊急通報 


災害用伝言ダイヤル（有料） 


電話番号 


（局番なし）1 0 6 


（局番なし）1 0 4 


（局番なし）1 1 5 


（局番なし）1 1 7 


知りたい地域の市外局番＋1 7 7 


（局番なし）1 1 0 


（局番なし）1 1 9 


（局番なし）1 1 8 


（局番なし）1 7 1 


FOMA 端末から利用できるサービス 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
の 
組 
み 
合 
わ 
せ 
に 
つ 
い 
て 
／ 
Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
端 
末 
か 
ら 
利 
用 
で 
き 
る 
サ 
ー 
ビ 
ス 


付 
録 


※ 7 
：メール送信中は受信できますが、メール受信中は受信できず、S MS センターに保管 
されます。 
※ 8 
：送信どうしは実行できません。また、送信と受信を同時に実行できない場合があ 
ります。 
※ 9 
：かかってきた音声電話を受けたときは、通話中のみ電話帳からS MS を作成・送信で 
きます。 
※ 1 0 ：ｉモードの通信が切断されたサイト画面表示中のみ、メール受信中にｉモードに接続 
できます。 
※ 1 1 ：電話帳、個人情報からメールを作成・送信できます。 
※ 1 2 ：Mail T o 機能、またはサブメニューからｉモードメールを作成・送信できます。 
※ 1 3 ：キャッチホンをご契約の場合、着信履歴には不在着信として残ります。 
※ 1 4 ：着信履歴には不在着信として残ります。 
※ 1 5 ：転送でんわサービスをご契約の場合は、転送でんわサービスで対応できます。 
※ 1 6 ：留守番電話サービス、転送でんわサービスをご契約の場合は、各サービスで対応でき 
ます。 
※ 1 7 ：キャッチホンをご契約の場合、現在の通信を終了して電話に出るか着信を拒否するか 
を選択できます。 
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FOMA 端末にさまざまなオプション品を組み合わせることで、パーソナルから 


ビジネスまでさらに幅広い用途に対応できます。なお、地域によってお取り扱い 


していない商品もあります。 


詳細はドコモショップなどの窓口にお問い合わせください。また、オプション品 


の詳細は各機器の取扱説明書などをご覧ください。 


● FOMA A C アダプタ 0 1 
● 卓上ホルダ F0 9 


● 電池パック F0 7 
● リアカバー F1 0 


● キャリングケース F0 9 
● FOMA DC アダプタ 0 1 


● FOMA US B 接続ケーブル 
● 車内ホルダ 0 1 


● スイッチ付イヤホンマイク P 0 0 1 ※ ／ P 0 0 2 ※ 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク P 0 1 ／ P 0 2 


● 平型ステレオイヤホンセット P 0 1 
● イヤホンターミナル P 0 0 1 ※ 


● ステレオイヤホンセット P 0 0 1 ※ 
● FOMA 海外兼用 A C アダプタ 0 1 


● FOMA 室内用補助アンテナ 


※：イヤホンジャック変換アダプタ P 0 0 1 を接続しないとご使用になれません。 


オプション・関連機器のご紹介 
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● コレクトコール（1 0 6 ）をご利用の際には、電話を受けた方に、通話料金と 1 回の通話ごと 
の取扱手数料 9 0 円（税込 9 4 .5 円）がかかります（2 0 0 5 年 8 月現在）。 
● 番号案内（1 0 4 ）をご利用の際には、案内料 1 0 0 円（税込1 0 5 円）に加えて通話料がかか 
ります。また、目や上肢などの不自由な方には、無料でご案内をしております。詳細は一般 
電話から 1 1 6 番（NT T 営業窓口）までお問い合わせください（2 0 0 5 年 8 月現在）。 
● F OMA 端末から 1 1 0 番・1 1 9 番・1 1 8 番通報の際は、発信場所が特定できません。警察・ 
消防機関側から確認などの電話をする場合があるため、携帯電話からかけていることと、電 
話番号を伝えてから、明確に現在地を伝えてください。また、通報は途中で通話が切れない 
ように移動せず通報して、通報後はすぐに電源を切らず 1 0 分程度は着信のできる状態にし 
ておいてください。 
● おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署に接続されない場合があります。接続さ 
れない場合は、お近くの公衆電話または一般電話からおかけください。 
● 一般電話の転送電話をご利用のお客様で、転送先を携帯電話に指定した場合、一般電話また 
は携帯電話の設定によって携帯電話が通話中、サ－ビスエリア外、および電源を切っている 
ときでも、発信者には呼出音が聞こえることがあります。 
● 1 1 6 番（NT T 営業窓口）、ダイヤル Q2 、伝言ダイヤル、クレジット通話などのサービスは 
ご利用できませんのでご注意ください。ただし、一般電話または公衆電話からF OMA 端末へ 
おかけになる際の自動クレジット通話は利用できます。 


お知らせ 
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FOMA F シリーズ データリンクソフト※ には次の 2 つの機能があります。 


これらをまとめて「データリンクソフト」と呼びます。 


※ ：添付の C D-R OM に収録されている他、ホームページからダウンロードす 


ることもできます。→ P 5 7 5 


● データリンクソフトは、次の OS に対応しております。 
• Windows X P 
• Windows 2 0 0 0 
• Windows Me 


● インストール方法、ダウンロード方法、転送可能データ、動作環境、操作方 


法、制限事項などの詳細はホームページ、添付のC D-R OM、データリンクソ 


フトのヘルプなどをご覧ください。 


● Windows X P 、2 0 0 0 でインストールやアンインストールを行う場合は、パ 


ソコンの管理者権限を持ったユーザで実行してください。それ以外のユーザ 


が行うとエラーになります。 


● データ転送を行うには FOMA US B 接続ケーブル（別売）が必要です。 


● データリンクソフトはF8 8 1 iE S 、F8 8 0 iE S 、F9 0 1 iS 、F9 0 1 iC 、F9 0 0 iC 、 


F9 0 0 iT 、F9 0 0 i、F7 0 0 iS 、F7 0 0 i、F2 1 0 2 V 、F2 0 5 1 に対応していま 


す。 
● FOMA 端末外への出力が禁止されている（この端末でファイル制限を「設定す 
る」にしたデータを除く）画像や動画／ｉモーション、メロディは、パソコン 
への転送はできません。 
● F8 8 1 iE S 以外で撮影された動画／ｉモーションは、転送できない場合があり 
ます。 


データリンクソフトのご紹介 
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ソフト名 


データリンクソフト 


F アルバムソフト 


内　容 


FOMA 端末の電話帳やメールなどのデータを、US B 接続 
できるパソコンにバックアップできます。 


データリンクソフトなどでバックアップした画像データを、 
アルバムを作成して管理したり、編集したりできます。 
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● データリンクソフトでの各データの呼びかたと、FOMA端末内での呼びかたが異なるものがあ 
ります。 


お知らせ 


FOMA F シリーズ データリンクソフト 
C opyrig ht © 2 0 0 5 F UJ IT S U L IMIT E D 
■ データリンクソフトに関するホームページ 
ht t p:/ / w w w .fmw orld.ne t / produc t / 
phone/datalink/ 


■ お問い合わせ先：富士通株式会社 


0 1 2 0 -1 7 6 -7 6 9 


※ 携帯電話、P HS からもご利用になれます。 


受付時間：1 0 ：0 0 ～1 9 ：0 0 　（日・祝祭日を除く） 


※ ダイヤルの電話番号をよくご確認の上、お間違いのな 
いようおかけください。 


● FOMA F シリーズデータリンクソフトはフリーウェアとして無料配布を行っておりますが、著 
作権は富士通株式会社に帰属します。使用許諾契約書についてはインストール先のLic ens e.txt 
をご覧ください。 
● 富士通株式会社は、本ソフトウェアの不稼働、稼働不良を含む法律上の瑕疵担保責任、その他の 
保証責任を負わないものとします。また、本ソフトウェアの商品性、またはお客様の特定の目的 
に対する適合性について、いかなる保証も行わないこととします。本ソフトウェアの使用また 
は、本ソフトウェアを使用できないことにより生じた直接的損害、間接的損害、特別な事情から 
生じた損害、お客様のデータ喪失および逸失利益などについて、いかなる責任も負いません。 
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パソコンからFOMA 端末へデータを転送するときに、確認してから保存するか、 


確認なしで保存するかを設定します。 
1 待受画面で 
「 
詳細な機能を設定する」 「0 デー 
タ転送時の動作を設定する」を押す 


2「1 確認後に保存」または「2 確認なしで保存」を押す 
3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


データ転送時の動作設定 


お買い上げ時 
確認後に保存 
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F OMA 端末で撮影したビデオをパソコンなどで再生します 


FOMA 端末で撮影したビデオ（MP 4 形式）をメール添付などでデータ転送し、 


パソコンで再生することができます。 


● FOMA 端末内で対応している動画データ→ P 4 3 3 


F OMA 端末と外部機器とのデータ連携 


動画再生ソフトのご紹介 


パソコンで動画データ （MP 4 形式）を再生するには、アップルコンピュータ株 


式会社のQuic kT ime™ P layer（無料）ver.6 .4 以上（またはver.6 .3 ＋3 GP P ） 


が必要です。 


Quic kT ime P layerは、http://www.apple.c om/jp/quic ktime/download/ 


よりダウンロードしていただけます。 


● ダウンロードするには、インターネットと接続した環境のパソコンが必要で 


す。また、ダウンロードにあたっては別途通信料がかかります。 


● 動作環境、ダウンロード方法、操作方法など詳細は上記ホームページをご覧 


ください。 
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故障かな？と思ったら、まずチェック 


まず初めに、ソフトウェアを更新する必要があるかをチェックしていただき、必 


要な場合にはソフトウェアを更新してください。ソフトウェア更新→ P 5 8 7 


故 
障 
か 
な 
？ 
と 
思 
っ 
た 
ら 
、 
ま 
ず 
チ 
ェ 
ッ 
ク 


付 
録 
症　状 


ディスプレイに「しばらく 
お待ちください」と表示さ 
れ、消えない 


ダイヤルボタンを押しても 
発信できない 


ダイヤルしたが話中音（プー 
プー音）が鳴ってつながら 
ない 


ディスプレイに 
が表示 
され、話中音（プープー音） 
が鳴る 


■ 電話関連 


チェック 


• 回線が非常に混み合っていますの 
で、しばらくたってからおかけ直 
しください。 
を押すと、「しば 
らくお待ちください」の文字情報 
を消すことができます。 
• 1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番には電 
話をかけることができます。ただ 
し、状況によりつながらない場合 
があります。 


• ダイヤル入力での発信を制限してしていませんか。 
→ P1 9 5 
• オールロックを設定していませんか。 
→ P 1 9 0 
• セルフモードを設定していませんか。 
→ P 1 9 1 


• 市外局番を忘れていませんか。 
→ P 6 6 
• 発信音を聞かず、急いでダイヤルしていませんか。 
• 
が表示されていませんか。 
→ P 5 6 


• サービスエリア外か、電波の弱い所にいませんか。 
→ P 5 6 


症　状 


F O M A 端末の電源が入ら 
ない（FOMA 端末が使えな 
い） 


充電中に充電ランプが点滅 
する 


ディスプレイの上下のマー 
クが点滅してピピピという 
アラームが鳴っている 


■ 電源・充電関連 


チェック 


• 電池パックが正しく取り付けられていますか。 
→ P 4 8 
• 電池切れになっていませんか。 
→ P 5 5 
• デュアルネットワークサービスで mova 端末が有効 
となっている場合、FOMA 端末でのサービスの利用 
はできません。FOMA 端末が有効になっているかご 
確認ください。詳細は『ネットワークサービス操作ガ 
イド』をご覧ください。 


• 通話／通信中の場合は、直ちに終了してください。 
FOMA 端末から AC アダプタ（または卓上ホルダ）、 
DC アダプタを外してセットし直し、正しい方法でも 
う一度充電を行ってください。 
→ P 4 9 
以上の操作を行っても正常に充電できない場合は、 
ドコモショップなどの窓口にご連絡ください。 


• 電池が少なくなっています。充電してください。 
→ P 4 9 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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症　状 


ダウンロードデータ・メール 
添付のデータ・メッセージR / 
F の表示や再生ができない 


メール受信時に、設定した 
メール着信音と違う着信音 
が鳴る 


チェック 


• FOMA カード動作制限機能により、別の FOMA カー 
ドに差し替えた場合や FOMA カードを取り付けてい 
ない場合は、これらの機能は動作しません。→ P 4 6 


• ワンタッチダイヤルのメール着信音が設定されていませ 
んか。メール着信音を設定したワンタッチダイヤルの相 
手からメールを受信すると、ワンタッチダイヤルで設定 
したメール着信音が鳴ります。 
→P 1 5 2 、P 3 6 6 
• 電話帳のグループ別着信音が設定されていませんか。 
メール着信音を設定したグループに登録されている 
相手からメールを受信すると、グループ別着信音で 
設定したメール着信音が鳴ります。 
→ P 1 2 9 
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■ メール・データ関連 


チェック 


• FOMA カードが正しく取り付けられていないか、破 
損している可能性があるときに表示されます。 
FOMA カードが正しく取り付けられているかご確認 
ください。 
→ P 4 5 


• FOMA カードが正しく取り付けられていないか、 
FOMA カードに異常があります。 
→ P 4 5 


• オールロックが設定されています。解除してくださ 
い。 
→ P 1 9 0 


• 電池パックが外れてしまった場合など、通常の電源 
を切る操作や自動的に電源が切れる時刻の設定 
（→P 4 5 7 ）以外で電源が切れると、この機能は動作 
しません。 
→ P 4 5 5 


• 電池パックが外れてしまった場合など、通常の電源 
を切る操作や自動的に電源が切れる時刻の設定 
（→P 4 5 7 ）以外で電源が切れると、この機能は動作 
しません。 
→ P 4 5 9 


• 通話料金のFOMA カードへの積算が上限（約1 6 7 7 
万円）に達した可能性があります。リセットするこ 
とにより 0 円に戻せます。 
→ P 4 7 5 


• 動画／ｉモーションの再生中やカメラの操作中に 
メールを受信したりすると、再生中の音声が途切れ 
たり、画面がスムーズに動作しない場合があります。 


症　状 


FOMA 端末の電源を入れる 
と「FOMA カードを挿入し 
てください」とメッセージ 
が表示される 


ディスプレイに「このカー 
ドは認識できません」と表 
示される 


ディスプレイに「全ての操 
作を制限しています」と表 
示されている 


自動的に電源が入る時刻を 
設定しても、指定した時刻 
に電源が入らない 


目覚ましや予定の時刻に自 
動的に電源が入るように設 
定しても、指定した時刻に 
電源が入らない 


通話料金が積算されなく 
なった 


動画／ｉモーションの再生 
が途切れる 
カメラの操作中に画面が動 
作しない 


■ 設定・操作関連 
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電話やカメラ、ｉモードやS MS 利用中の主なエラーメッセージを示します（5 0 


音順）。 


● エラーメッセージ中の「（数字）」または「（xxx）」は、ｉモードセンターより 


送信されたエラーを区別するためのコードです。 


エ 
ラ 
ー 
メ 
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セ 
ー 
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付 
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エラーメッセージ 


個人の情報表示が制限さ 
れています 
この機能は起動できません 


セルフモード中です 


ダイヤル発信が制限され 
ています 


FOMA カードを挿入して 
ください 


P IN ロック解除コードが 
ロックされています 


■ 電話関連 


説　明 


個人の情報表示を制限しているため、電話帳などの個人情 
報から電話をかけることができません。→ P 1 9 3 


セルフモード中のため、電話をかけることができません。 
→ P 1 9 1 


ダイヤル入力での発信を制限しているため、電話をかけ 
ることができません。→ P 1 9 5 


FOMA カードが取り付けられていないため、電話をかけ 
ることができません。FOMA カードを取り付けてくださ 
い。→ P 4 5 


P IN ロック解除コードの入力に失敗したため、FOMA 端 
末がロックされました。ドコモショップ窓口にお問い合 
わせください。→ P 1 8 7 


エラーメッセージ 


写真の保存件数がいっぱ 
いです。不要な写真を削 
除しますか？ 


写真の保存領域が○ ○ ○ K 
バイト不足しています。不 
要な写真を削除しますか？ 


ビデオの保存件数がいっ 
ぱいです。不要なビデオ 
を削除しますか？ 


ビデオの保存領域が○ ○ 
○ K バイト不足していま 
す。不要なビデオを削除 
しますか？ 


■ カメラ関連 


説　明 


保存件数が最大数のため、写真を保存できません。不要 
な写真を削除してください。→ P 4 2 8 


FOMA 端末の保存領域が不足しているため、写真を保存 
できません。不要な写真を削除してください。→ P 4 2 8 


保存件数が最大数のため、ビデオを保存できません。不 
要なビデオを削除してください。→ P 4 3 8 


FOMA 端末の保存領域が不足しているため、ビデオを保 
存できません。不要なビデオを削除してください。 
→ P 4 3 8 


こんな表示が出たら 
＜エラーメッセージ一覧＞ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
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説　明 


を押すと送信に失敗した宛先が表示されます。宛先が 
正しいか確認の上、電波状態のよい所で送信し直してくだ 
さい。 


サイトやインターネットホームページから規定時間内に 
応答がありませんでした。しばらく待ってから操作し直 
してください。 


FOMA カードが正しく取り付けられていないか、FOMA 
カードに異常があります。→ P 4 5 


S MS の宛先に2 1 桁以上の電話番号が設定されているた 
め、送信できません。宛先が正しいか確認してください。 
→ P 3 7 2 


電波の届かない所かFOMA サービスエリア外にいるため 
実行できません。 


FOMA カードが正しく取り付けられていないか、FOMA 
カードに異常があります。→ P 4 5 


サイトの証明書が書き換えられています。接続できませ 
ん。 


サイトの証明書が、FOMA 端末でサポートしていない証 
明書です。接続するときは「接続する」、接続を中止する 
ときは「接続しない」を選択して 
を押します。 


サイトの証明書の有効期限前か期限が過ぎています。接 
続するときは「接続する」、接続を中止するときは「接続 
しない」を選択して 
を押します。なお、日付・時刻が 
未設定または間違っている場合も表示されることがあり 
ます。日付・時刻を正しく設定してください。→ P 5 8 


F OMA 端末の証明書の有効期限前か期限が過ぎていま 
す。接続するときは「接続する」、接続を中止するときは 
「接続しない」を選択して 
を押します。なお、日付・ 
時刻が未設定または間違っている場合も表示されること 
があります。日付・時刻を正しく設定してください。 
→ P 5 8 


サイトの証明書のCN 名（サーバ名）が実際のサーバ名と 
一致していません。接続するときは「接続する」、接続を 
中止するときは「接続しない」を選択して 
を押します。 
→ P 2 9 2 


動画／ｉモーションがFOMA 端末でサポートしていない 
形式です。再生できない場合があります。 


日付・時刻を設定していないため受信できません。日付・ 
時刻を設定してください。→ P 5 8 


エラーメッセージ 


いくつかの宛先に送信で 
きませんでした（5 6 1 ） 


応答がありませんでした 
（4 0 8 ） 


カード情報を認識できま 
せん 


桁数が多いため宛先を設 
定できません 


圏外です 


このカードは認識できま 
せん 


このサイトとの S S L 通信 
は無効です 


このサイトの安全性が確 
認できません。接続しま 
すか？ 


このサイトは安全でない 
可能性があります。接続 
しますか？ 


この接続先の安全性が確 
認できません。接続しま 
すか？ 


この接続先は安全でない 
可能性があります。接続 
しますか？ 


このデータは再生できな 
い可能性があります 


このデータを取得するた 
めには時刻設定をしてく 
ださい 


■ ｉモード関連 
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エラーメッセージ 


このビデオは再生できま 
せん 


このメロディは再生でき 
ません 


このｉモーションを再生 
するためにはｉモーショ 
ンタイプを変更してくだ 
さい 


サービス未契約です 


サービス未提供です 


再生可能日前です。再生 
できません 


再生制限データに誤りがあ 
るため取得できません 


最大サイズを超えたので 
中断しました 


サイトが移動しました 
（3 0 1 ） 


サイトに接続できません 
でした（4 0 3 ） 


指定サイトがみつかりま 
せん（4 0 4 ） 


指定サイトに表示データ 
がありません（2 0 4 ） 


指定したサイトへは接続 
できませんでした（5 0 4 ） 


しばらくお待ちください 


受信が中断されました。 
受信できなかったメッ 
セージがあります 


受信を拒否されました 


情報が正しくないため再 
生できません 


説　明 


ｉモーションのデータが再生できない場合に表示されま 
す。 


メロディのデータが再生できない場合に表示されます。 


ｉモーションタイプ設定が「標準タイプ」の設定のまま 
ストリーミングタイプのｉモーションを取得しようとし 
ました。ｉモーション設定でｉモーションタイプを変更 
してください。→ P 4 1 5 


● ｉモードの契約がされていないため実行できません。 
ｉモードを利用するには申し込みが必要です。 
● ｉモードを途中から契約された場合は、FOMA 端末の 
電源を一度切ってから、もう一度電源を入れ直してく 
ださい。→ P 5 6 


S MS が未提供です。 


ｉモーションに設定されている再生期間より前のため、再生 
できません。再生可能日以降に再生してください。→P 4 3 7 


再生制限データが誤っているため受信できません。 


サイト画面の受信中に最大サイズを超えたため、中断し 
ました。サイト画面では 
を押すと受信済みの画面を 
表示できます。 


サイトやインターネットホームページのUR Lが変更され 
ています。 


指定のサイトやインターネットホームページに接続を拒 
否されました。 


サイトやインターネットホームページが見つかりません 
でした。 


指定のサイトにデータがありませんでした。 


ｉモードセンターが混み合っています。しばらくたって 
から操作し直してください。 


回線がたいへん混み合っています。しばらく待ってから 
送信し直してください。 


ｉモードの利用が現在規制されています。しばらく待っ 
てから操作し直してください。 


受信中にエラーが発生したため、S MS をすべて受信でき 
ませんでした。電波状態のよい所に移動して、S MS 問合 
せを行ってください。→ P 3 7 9 


S MS センターに S MS の受信を拒否されました。 


添付されたメロディや動画／ｉモーションのデータが不 
正なため再生できませんでした。 
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説　明 


すでに S MS は送信済みです。 


電波状態のよい所に移動して操作し直してください。そ 
れでも同じエラーになる場合は、しばらく待ってから操 
作し直してください。 


ｉモードセンターとの接続に失敗しました。電波状態の 
よい所に移動して操作し直してください。 


ｉモードセンターが混み合っています。しばらくたって 
から操作し直してください。 


ｉモードセンターにメッセージがいっぱいの場合に表示 
します。FOMA 端末内のメール・メッセージ受信領域を 
空けた状態で、メール・メッセージを受信してください。 
→ P 3 5 0 


ｉモードメールの宛先が正しいか確認してください。 


ｉモードメールまたはS MS の送信に失敗しました。電波 
状態のよい所で送信し直してください。 


S MS の送信が拒否されました。 


受信中に通信が中断されました。電波状態のよい所に移 
動し、しばらくたってから操作し直してください。 


メールのデータにエラーがあります。「1 戻す」を選択 
してお買い上げ時の状態に戻します。お買い上げ時の状 
態に戻さないとメールを起動できません。 


データ送受信中の場合に表示します。データ送受信中は 
ｉモード接続できません。→ P 5 2 2 、P 5 7 4 


電波状態のよい所に移動して操作し直してください。そ 
れでも同じエラーになる場合は、しばらく待ってから操 
作し直してください。 


ｉモードへのユーザ登録中です。 


サイトやインターネットホームページの入力欄に入力さ 
れた文字数が多すぎて送信できません。文字数を減らし 
てから送信し直してください。 


サイトやインターネットホームページの入力データに誤 
りがあります。入力データを確認してください。 


指定のサイトやインターネットホームページには接続で 
きません。 


「基本認証」の画面でCを押して認証を中止したとき 
に表示されます。 


エラーメッセージ 


既にメッセージをお預か 
りしています 


接続が中断されました 


接続できません 


設定時間内に接続できま 
せんでした 


センターにメッセージが 
いっぱいです 


送信できません。宛先を 
確認してください（4 5 1 ) 


送信できませんでした 


送信を拒否されました 


ダウンロードできません 
でした 


データが壊れています。 
お買い上げ時の状態に戻 
しますか？ 


データ転送モード中です 


問合せできませんでした 


登録中です。しばらくし 
てからご利用ください 
（5 5 4 ） 


入力データまたはUR L が 
長すぎます 


入力データをご確認くだ 
さい（2 0 5 ） 


認証タイプに未対応です 
（4 0 1 ） 


認証を中止しました 
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説　明 


サイトやインターネットホームページの基本認証画面に 
入力したユーザ名かパスワードに誤りがあります。再入 
力してください。 


FOMA 端末の保存領域が不足しているため、S MS を保 
存できません。S MS を FOMA カードに移動するか削除 
してください。→ P 3 8 4 、P 3 8 5 


指定のサイトやインターネットホームページがｉモード 
に対応していません。UR L が間違っている可能性があり 
ます。 


受信データにエラーがあるため表示できませんでした。 


受信メールの保存領域の空きが不足しているため、メー 
ルを受信できません。未読メールを読むか、メールの保 
護を解除するか、メールを削除してください。 
→ P 3 5 1 、P 3 8 0 、P 3 8 4 、P 3 9 5 、P 3 9 8 


受信メールが最大保存件数に達しているため、S MS を受 
信できません。未読メールを読むか、メールの保護を解除 
するか、メールを削除してください。 
→ P 3 5 1 、P 3 8 0 、P 3 8 4 、P 3 8 8 、P 3 9 5 、P 3 9 8 


S MS を受信中に受信メールが最大保存件数に達したた 
め、S MS をすべて受信できませんでした。未読メールを 
読むか、メールの保護を解除するか、メールを削除して 
から、S MS 問合せを行ってください。→P 3 5 1 、P 3 7 9 、 
P 3 8 0 、P 3 8 4 、P 3 8 8 、P 3 9 5 、P 3 9 8 


メッセージ R / F の保存領域の空きが不足しているため、 
メッセージ R /F を受信できません。未読のメッセージ R / 
F を読むか、メッセージR /F の保護を解除するか、メッセー 
ジ R /F を削除してください。→ P 3 0 1 、P 3 0 3 、P 3 0 4 


メモリが不足したため処理を中断します。 
を押すと元 
の画面に戻ります。 


クライアント証明書がダウンロードされていません。 
→ P 3 0 6 


クライアント証明書の有効期限が切れています。 
→ P 3 0 6 


FOMA カードの保存領域が不足しているため、S MS を 
保存できません。S MS を FOMA 端末に移動するか削除 
してください。→ P 3 8 7 、P 3 8 8 


サイトやインターネットホームページからダウンロード 
したデータやメールの添付データ、メッセージR /F を保 
存したときとは異なる F OMA カードを取り付けていま 
す。→ P 4 6 


エラーメッセージ 


パスワードをご確認くだ 
さい（4 0 1 ） 


保存領域がいっぱいで保 
存できません 


無効なデータを受信しま 
した（xxx） 


メールがいっぱいです 


メール／メッセージが 
いっぱいです。これ以上 
受信できません 


メール／メッセージが 
いっぱいです。受信でき 
なかったメッセージがあ 
ります 


メッセージがいっぱいで 
す 


メモリ不足です。ｉモード 
メニュー画面に戻ります。 


ユーザ証明書がありませ 
ん。継続しますか？ 


ユーザ証明書の有効期限 
が切れています。継続し 
ますか？ 


FOMA カードがいっぱい 
です 


FOMA カードが異なるた 
めご利用できません 
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説　明 


FOMA カードが取り付けられていません。FOMA カード 
を取り付けて利用してください。 


ｉモーション（標準タイプ）データ取得時または、デー 
タ取得中の再生時に、受信可能な最大サイズを超えたの 
で、受信を中断しました。 
受信可能な最大サイズ→ P 4 1 0 


データ取得中の再生（ストリーミングタイプ）時に、受 
信可能な最大サイズを超えたので、受信を中断しました。 
受信可能な最大サイズ→ P 4 1 0 


ｉモード接続中は実行できません。 


S MS 設定の S MS センターの設定が誤っています。 
→ P 3 9 0 


S S L 通信中にエラーが発生したか、その他のクライアン 
ト認証に関わるサーバ側での認証エラーのため中断しま 
した。 


S S L 通信の認証処理で問題が検出されました。接続は中 
止されます。 


FOMA 端末の証明書が無効に設定されています。接続す 
るには設定を変更してください。→ P 2 9 1 


S S L 通信中にサイトの証明書に問題が発生しました。接 
続確認画面で「接続しない」を選択した場合に表示され、 
S S L 通信が切断されます。 


UR L が長すぎるためブックマークに登録できません。 


エラーメッセージ 


FOMA カードが挿入され 
ていないためご利用でき 
ません 


ｉモーション再生サイズ 
を超えています 


ｉモーション最大サイズ 
を超えています 


ｉモード接続中のため設 
定できません 


S M S センター設定を確 
認してください 


S S L 通信が切断されまし 
た 


S S L 通信が無効です 


S S L 通信が無効に設定さ 
れています 


S S L 通信を切断しました 


UR L が長すぎて登録でき 
ません 
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保証とアフターサービス 


保証について 


● FOMA 端末をお買い上げいただくと、保証書がついていますので、必ずお受け取りく 
ださい。記載内容および『販売店名・お買上げ日』などの記載事項をお確かめの上、大 
切に保管してください。必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただ 
いた販売店へお申しつけください。無償保証期間は、お買い上げ日より 1 年間です。 
● この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部または一部を変更することが 
ありますので、あらかじめご了承ください。 
● FOMA 端末の故障・修理やその他取扱いによって電話帳などに登録された内容が変化・ 
消失する場合があります。万一に備え、電話帳などの内容はメモなどに控えをお取りく 
ださるようお願いします。なお、パソコン（Windows X P 、2 0 0 0 、Me）をお持ちの 
場合は、専用のデータリンクソフトをご利用いただくことにより、電話帳などに登録さ 
れた内容をパソコンに転送・保管していただくことができます。また、FOMA 端末の 
修理等を行った場合、ｉモードにてダウンロードした情報は、一部を除き著作権法によ 
り新しい FOMA 端末などに移行を行っておりません。 


アフターサービスについて 


◎ 調子が悪いときは 


修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな？と思ったら、まずチェック」を 
ご覧になってお調べください。→ P 5 7 7 
それでも調子がよくないときは、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」にご連絡の 
上、ご相談ください。 
◎ お問い合わせの結果、修理が必要な場合 


ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓口の営業時間内 
の受付となります。また、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。 
◎ 保証期間内は 


● 保証書の規定に基づき無償で修理を行います。 
● 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっても保証書 
の提示がないもの、お客様のお取り扱い不良による故障・損傷は有償修理となりま 
す。 
● ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内であって 
も有償修理となります。 
◎ 次の場合は、修理できないことがあります。 


● 水濡れシールが反応している場合、試験の結果、水濡れ・結露・汗などによる腐食が 
発見された場合、および内部の基板が破損・変形している場合は修理できないことが 
ありますのであらかじめご了承願います。なお、修理を実施できる場合でも保証対象 
外ですので有償修理となります。 
◎ 保証期間が過ぎた場合は 


● ご要望により有償修理いたします。 
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◆ メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロード情報・IC カード内のデータなどについて◆ 


● お客様ご自身で携帯電話機などに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管し 
てくださるようお願いします。情報内容の変化、消失に関し、当社は何らの義務を負わな 
いものとし、一切の責任を負いかねます。 
● 携帯電話を機種変更や故障修理する際に、お客様が作成されたデータまたは外部から取り 
込まれたデータあるいはダウンロードされたデータ等が変化・消失等する場合があります。 
これらについて当社は一切の責任を負いません。また、当社の都合によりお客様の携帯電 
話を代替品と交換することにより修理に代えさせていただく場合がありますが、その際に 
はこれらのデータ等は一部を除き交換後の製品に移し替えることはできません。本FOMA 
端末はｉモード公式サイトからダウンロードした画像・着信メロディを故障修理時に移し 
替えます（一部移し替えできないコンテンツもあります）。 
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◎ 部品の保有期間は 


● FOMA 端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間 
は、製造打ち切り後6 年間です。この部品保有期間を修理可能期間といたします。ま 
た、保有期間が経過した後も、故障箇所によっては修理可能なことがありますので、 
取扱説明書裏面の連絡先へお問い合わせください。 
● 詳細は添付の『全国サービスステーション一覧』でご確認ください。 
◎ お願い 


● FOMA 端末、FOMA カードおよび付属品の改造はおやめください。 
• 火災・けが・故障の原因となります。 
• FOMA 端末、FOMA カードは、電波の混信やネットワークの故障を防ぐため、法 
律により技術基準が定められており、技術基準を満たさないFOMA 端末、FOMA 
カードは使用できません。 
• 改造（部品の交換・改造・塗装など）が施された FOMA 端末の故障修理は、改造 
部分を元の状態（ドコモ純正品状態）に戻していただいた場合のみ、故障修理のお 
取り扱いをさせていただきます。ただし、改造の内容によっては、故障修理をお断 
りする場合があります。 
• 改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有償修理となります。 
● FOMA 端末に貼付されている銘板シールは、はがさないでください。 
銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役割があり、銘板シールが故意にはがさ 
れたり、貼り替えられた場合など、銘板シールの内容が確認できないときは、技術基 
準適合の判断ができないため、故障修理をお受けできない場合がありますので、ご注 
意願います。 
● 各種機能の設定や積算の通話時間などの情報は、FOMA 端末の故障・修理やその他 
取り扱いによって、クリア（リセット）される場合があります。お手数をおかけしま 
すが、この場合はもう一度、設定を行ってくださるようお願いします。 
● FOMA端末の受話口部やスピーカーに磁気を発生する部品を使用しています。キャッ 
シュカードなど、磁気の影響を受けやすいものを近づけますとカードが使えなくなる 
場合がありますので、ご注意ください。 
● 電話機が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切って電池パックを外 
し、お早めにドコモ指定の故障取扱窓口へご来店ください。ただし、電話機の状態に 
よっては修理できないことがあります。 
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● 接続先番号を「 
モード」以外に設定している場合でもソフトウェア更新ができます。 
→ P 2 8 9 
● ソフトウェア更新は、電池をフル充電して、電池残量が十分にある状態（ 
）で実行してく 
ださい。 
● 次の場合はソフトウェア更新を実行できません。 
• オールロック中 
• 他の機能を使用しているとき 
• 日付・時刻を設定していないとき 
• FOMA カードが取り付けられていないとき 
• 電池がフル充電されていないとき 
• P IN1 コード入力中 
• P IN1 コードロック中 
• 
が表示されているとき 
• P IM ロック中 
• 通話中 
• 電源が入っていないとき 
• セルフモード中 
• パソコンとつないだパケット通信中 
● ソフトウェア更新（ダウンロード、書き換え）には時間がかかる場合があります。 
● P IN1 コード ON ／ OF F 設定を「ON」に設定中にソフトウェア更新を実行すると、ソフト 
ウェア書き換え終了後の自動再起動時に、P IN 1 コード入力画面が表示されます。正しい 
P IN1 コードを入力しないと、電話の発着信や、各種通信機能の操作ができません。→P 1 8 2 
● ソフトウェア更新中は、他の機能を使用できません。ただし、ダウンロード中は音声電話の 
着信のみ受けられます。 
● ソフトウェア更新中に目覚ましなどが設定されていても、ソフトウェア更新が継続され、目 
覚ましなどは起動しません。 
● ソフトウェア更新の際には、サーバ（当社のサイト）へ S S L 通信を行います。S S L 証明書 
を有効に設定してください。お買い上げ時は、有効に設定されています。→ P 2 9 1 
● ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが 3 本表示されている状態（ 
）で、移 
動せずに実行することをおすすめします。 
※ ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪くなったり、ダウンロードが中止された場合 
は、もう一度電波状態のよい所でソフトウェア更新を行ってください。 
● すでにソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェア更新のチェックを行った際に「更新の 
必要はありません。このままご利用ください」と表示されます。 
● ソフトウェア更新後、表示されていたｉモードセンター蓄積状態表示のマークは消えます。ま 
た、メールを選択して受信するように設定している場合、ソフトウェア更新中にメールが届 
くと、ソフトウェア更新後にｉモードセンターにメールがあることを通知する画面が表示さ 
れないことがあります。→ P 3 4 7 


お知らせ 
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ソフトウェア更新を利用します 
＜ソフトウェア更新＞ 


FOMA 端末のソフトウェアを更新する必要があるかどうかをチェックし、必要 
な場合にはパケット通信※ を使ってソフトウェアの一部をダウンロードし、ソフ 
トウェアを更新する機能です。 
ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホームページおよびらくらくｉメ 
ニューの「お知らせ＆ヘルプ」でご案内させていただきます。 


※ ：ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信料はかかりません。 
● ソフトウェア更新には、次の 2 種類の方法があります。 
• 即時更新：更新したいときすぐに更新を行います。→ P 5 8 9 
• 予約更新：更新する日時を予約すると、予約した日時に自動的にソフトウェ 
アが更新されます。→ P 5 9 1 
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1 待受画面で 
「 
ネットワークサービスを使う」 


「8 その他のサービスを使う」 「5 ソフトウェアを更新 
する」を押す 


● ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動 


的にサーバ（当社が管理するソフトウェア更新用サーバ）に送信されます。当社は送信され 


た情報を、ソフトウェア更新以外の目的には利用いたしません。 
● ソフトウェア更新中は、電池パックを絶対に外さないでください。更新に失敗するおそれが 


あります。 


● ソフトウェア更新は、F OMA 端末に登録された電話帳、カメラ画像、ダウンロードデータな 
どのデータを残したままできますが、お客様のF OMA 端末の状態（故障・破損・水濡れなど） 
によってはデータの保護ができない場合がありますので、あらかじめご了承ください。必要 
なデータはバックアップを取っていただくことをおすすめします。ただし、ダウンロードデー 


タなどバックアップが取れないデータがありますので、あらかじめご了承ください。 
● ソフトウェア更新に失敗した場合、「書換えに失敗しました」と表示され、一切の操作ができ 
なくなります。その場合には、たいへんお手数ですがドコモ指定の故障窓口までお越しいた 


だきますようお願い申し上げます。 
● ダウンロード中に音声電話の着信があった場合、着信音に「着モーション」を設定している 
ときは、動画／ｉモーションは動作せず、着信音はメロディになります。 
● ダウンロード中にテレビ電話の着信があっても電話は受けられません。着信履歴には不在着 


信として残ります。 


ソフトウェア更新を起動します 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 


● お買い上げ時の端末暗証番号は「0 0 0 0 」に設定 


されています。 


2 4 ～8 桁の端末暗証番号を入力 
注意事項を確認 


を押す 
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3 
ソフトウェア更新が必要かどうかを確認 
する 


● 携帯電話情報の送信画面で 
を押すとサーバに接続され、お客様の携帯 


電話端末固有の情報（機種や製造番号など）を送出します。 


● 更新が必要な場合には「更新が必要です」と表示され、「今すぐ更新する」 


か「更新を予約する」を選択できます。 


■ 更新が必要ないとき 


ソフトウェア更新が必要かどうかをチェックした結 


果、更新の必要がない場合は左の画面が表示されま 


す。 
を押してFOMA 端末をそのままご利用くだ 


さい。 


すぐにソフトウェアを更新します＜即時更新＞ 


● サーバが混みあっていて、即時更新ができない場合があります。 
1 更新方法の選択画面を表示する 


● 操作方法→ P 5 8 8 
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2「1 今すぐ更新する」 
を押す 


ダウンロードが開始されます。ダウンロード中は着信ランプが点滅します。 


● 
を押さずに約5 秒経過すると、自動的に更新情報のダウンロードが開 


始されます。 


● ダウンロード中に 
：ダウンロードを中止します。 


● ダウンロードを途中で中止したときは、最初からソフトウェア更新をやり 


直してください。 


■ サーバが混み合っているとき 


3 ダウンロード終了後、自動的にソフトウェアを書き換える 
（ 
を押すと、すぐに書き換えを開始します） 


ダウンロードが終了すると、ソフトウェアの書き換えが開始されます。書き 


換え中は、着信ランプが点滅します。 


書き換えが終了すると、自動的に再起動が行われます。 


● 
を押さずに約 5 秒経過すると、自動的に書き換えが開始されます。 


● ソフトウェアの書き換え中はすべてのボタン操作が無効となり、更新を中 


止することもできません。 


「1更新を予約する」を押して、更新日時を予約して 


ください。→ P 5 9 1 
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4 書き換え終了後、自動的に再起動する 


再起動すると、もう一度サーバと通信を行いますので、しばらくお待ちください。 


5 
を押す 


更新が終了して待受画面が表示されます。 


日時を予約してソフトウェアを更新します＜予約更新＞ 


ダウンロードに時間がかかる場合やサーバが混みあっている場合には、あらかじ 


めソフトウェア更新を起動する日時をサーバと通信して設定しておきます。 
1 更新方法の選択画面を表示する 


● 操作方法→ P 5 8 8 


2「2 更新を予約する」を押す 


サーバと通信を行い、予約日時候補を問い合わせます。 


● 予約可能な日時がサーバの時刻で表示されます。 
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3 希望日時を選択する 


■ 表示されている予約候補から選択するとき 


希望日時を選択 
「1 予約する」を押す 


■ 表示されている予約候補以外から選択するとき 


①「その他の日時」を選択 
を押す 


• LR：希望日の候補が複数ページある場合は、前後のページを表 


示できます。 


② 希望日を選択 
を押す 


③ 希望時間帯を選択 
を押す 


サーバに接続され、選択した希望日と時間帯に近い予約候補が表示されます。 


• LR：希望日時の候補が複数ページある場合は、前後のページを 


表示できます。 


• 
：時間帯の左に表示されている記号の説明を表示できます。 


各時間帯の予約の空き状況が表示されます。 


○ ：空きあり　　　△ ：空きわずか 


• LR：希望時間帯の候補が複数ページあ 


る場合は、前後のページを表示で 


きます。 
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予約の確認・変更・取り消しをします 
1 待受画面で 
「 
ネットワークサービスを使う」 


「8 その他のサービスを使う」 「5 ソフトウェアを更新 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


④ 希望日時を選択 
を押す 


⑤「1 予約する」を押す 


指定した日時に予約した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


予約の設定が完了してメニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 予約中は、待受画面に 
が表示されます。 
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3 内容を確認する 


●「1 終了する」：確認を終了します。 


■ 予約を変更するとき 


「2 変更する」 
を押す 


予約候補の選択画面が表示されます。 
• 以降の操作は、予約更新の「表示されている予約候補以外から選択すると 


き」の操作②からと同様です。→ P 5 9 2 
• 携帯電話情報の送信画面で 
を押すとサーバに接続され、お客様の携帯 


電話端末固有の情報（機種や製造番号など）を送出します。 


■ 予約を取り消すとき 


①「3 取消す」を押す 


②「1 取消す」 
を押す 


③ 
を押す 


予約が取り消され、メニュー画面に戻ります。 
• 携帯電話情報の送信画面で 
を押すとサーバに接続され、お客様の携 


帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）を送出します。 
• 
を押すと待受画面に戻ります。 
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予約の日時になると 


● 予約日時になると左の画面が表示され、FOMA 端末 


は自動的にソフトウェア更新を開始します。予約日 


時前には、電池がフル充電されていることを確認の 


上、電波の十分届く所でFOMA 端末を待受画面にし 


ておいてください。ダウンロードが完了するとソフ 


トウェアの書き換えが行われ、再起動します。 


● ソフトウェア更新を中止する場合は 
「1終了す 
る」を押します。 


● 他の機能を使用していると予約日時になっても起動しない場合がありますのでご注意くださ 
い。 
● 同じ日時に目覚ましなどが設定されていた場合には、目覚ましなどが優先され、ソフトウェ 
ア更新が起動しないことがあります。 
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この機種 F OMA F 8 8 1 iE S の携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関 


する技術基準に適合しています。 


この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの無線機器から送出 


される電波が人間の健康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて定めら 


れたものであり、人体側頭部に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収 


率（S A R ：S pec ific A bs orption R ate）について、これが 2 W/kg ※ の許容 


値を超えないこととしています。この許容値は、使用者の年齢や身体の大きさに 


関係なく十分な安全率を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力関係にある 


国際非電離放射線防護委員会（IC NIR P ）が示した国際的なガイドラインと同じ 


ものとなっています。 


すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法に基づき国の技術基準に適 


合していることの確認を受ける必要があります。この携帯電話機 F O M A 


F8 8 1 iE S の S A R の値は 0 .9 3 0 W/kg です。この値は、財団法人テレコムエ 


ンジニアリングセンターによって取得されたものであり、国が定めた方法に従 


い、携帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製品に 


よってS A R に多少の差異が生じることもありますが、いずれも許容値を満足し 


ています。また、携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信 


電力になるよう設計されているため、実際に通話している状態では、通常S A R 


はより小さい値となります。 


S A R について、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、次のホームページ 


をご覧ください。 


携帯電話機の比吸収率（S A R ）に 
ついて 


携 
帯 
電 
話 
機 
の 
比 
吸 
収 
率 
（ 
Ｓ 
Ａ 
Ｒ 
） 
に 
つ 
い 
て 
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総務省のホームページ http://www.tele.s oumu.g o.jp/j/ele/index.htm 


社団法人電波産業会のホームページ http://www.arib-emf.org /index.html 


ドコモのホームページ http://www.nttdoc omo.c o.jp/produc t/ 


富士通のホームページ ht t p:/ / w w w .fmw orld.ne t / produc t / phone / 


f8 8 1 ies / 


※ ：技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第 1 4 条の 2 ）で規 


定されています。 
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主な仕様 


品名 


サイズ 


質量 


連続待受時間 


連続通話時間 


電池パック種別 


電池容量 


FOMA A C アダプタ 0 1 での 
充電時間 


FOMA DC アダプタ 0 1 での 
充電時間 


カメラ画素数 


デジタルズーム 


FOMA F8 8 1 iE S 


高さ 1 0 7 × 幅 5 1 × 厚さ 2 3 mm（折り畳み時） 


約 1 2 2 g （電池パック装着時） 


静止時：約 4 7 0 時間 
移動時：約 3 4 5 時間 


音声電話時　：約 1 6 5 分 
テレビ電話時：約 1 0 5 分 


リチウムイオン電池 


7 7 0 mA h 


約 1 3 5 分 


約 1 3 5 分 


内側カメラ：有効画素数約 1 1 万画素 
（記録画素数約 1 0 万画素） 
外側カメラ：有効画素数約 3 2 万画素 
（記録画素数約 3 1 万画素） 


内側カメラ：最大 2 倍 
外側カメラ：最大 3 倍 


● 連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間 


の目安です。 


● 連続待受時間とは、電波を正常に受信できる状態での時間の目安です。なお、 


電池の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態 


（電波が届かないか弱い場合など）などにより、待受時間は約半分程度になる 


場合があります。 


● ｉモード通信を行うと連続通話（通信）・連続待受時間は短くなります。また、 


通話やｉモード通信をしなくてもｉモードメールを作成したり、音声読み上 


げをすると連続通話・連続待受時間は短くなります。 


● 静止時の連続待受時間とは、FOMA 端末を折り畳み、電波を正常に受信でき 


る静止状態での平均的な利用時間です。 


● 移動時の連続待受時間とは、FOMA 端末を折り畳み、電波を正常に受信できる 


エリア内で「静止」「移動」と「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時 


間です。 


● 充電時間は、FOMA 端末の電源を切って、電池パックが空の状態から充電した 


ときの目安です。FOMA 端末の電源を入れて充電した場合、充電時間は長くな 


ります。 


主 
な 
仕 
様 
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FOMA 端末の保存・登録・保護件数 


種　別 


メール 


FOMA カードの S MS 
（ショートメッセージ）※ 3 


メッセージ R ※ 4 


メッセージ F ※ 4 


ブックマーク 


画面メモ※ 1 


画像※ 1 


メロディ※ 1 


動画／ｉモーション※ 1 ※ 5 


保存・登録件数 


最大 2 0 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


1 0 件 


最大 2 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 0 件 


最大 3 0 件 


最大 5 0 件 


参照先 


P 3 5 1 、P 3 8 0 
P 3 9 8 


P 3 4 3 、P 3 7 6 
P 3 9 8 


P 3 4 3 、P 3 7 6 
P 3 9 8 


P 3 3 9 


P 3 8 4 


P 3 0 1 、P 3 0 4 


P 3 0 1 、P 3 0 4 


P 2 6 8 


P 2 7 6 、P 2 7 8 


P 2 3 1 、P 2 7 9 
P 3 5 6 


P 2 8 0 、P 3 6 2 


P 2 3 4 、P 3 5 9 
P 4 1 3 


受信メール※ 1 ※ 2 


送信メール※ 1 ※ 2 


未送信メール※ 2 


例文 


保護件数 


最大 1 0 0 件 


最大 2 5 件 


最大 2 5 件 


－ 


－ 


最大 2 5 件 


最大 2 5 件 


－ 


最大 2 5 件 


－ 


－ 


－ 


※ 1 ： 保存・登録するデータのサイズにより、実際に保存・登録できる件数が少なくなる 
場合があります。 
※ 2 ： ｉモードメールと S MS の合計件数です。 
※ 3 ： 送信 S MS 、受信 S MS の合計件数です。 
※ 4 ： 保存できる件数はメッセージ R /F のサイズによって変わります。 
※ 5 ： 音声は動画データとして保存されます。 


● F OMA 端末に保存・登録した内容は、別にメモを取るなどして保管してください。F OMA 端 
末の故障、修理やその他の取り扱いによって、保存・登録したデータが消失してしまう場合 
があります。万一、保存・登録したデータが消失してしまうことがあっても、当社としては 
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
● パソコンをお持ちの場合は、添付のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータリンクソフトと 
F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、メール、ブックマーク、画像、メロディ、動 
画／ｉモーションなどの内容をパソコンに転送・保管することができます。→ P 5 7 4 
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ア 


宛先削除...............................................3 2 8 
宛先追加...............................................3 2 8 
アドレス確認 .......................... 3 1 3 、3 1 4 
アドレス指定受信／拒否.................... 3 1 4 
アドレス表示 .......................................4 0 3 
アドレスリセット ............................... 3 1 4 
アニメーション ...................................4 1 8 
アフターサービス ............................... 5 8 5 
アルバム削除 .......................................4 2 5 
アルバム作成 .......................................4 2 4 
暗証番号...............................................1 7 8 
　端末暗証番号 ...................................1 7 8 
　端末暗証番号変更 ........................... 1 8 0 
　ネットワーク暗証番号.................... 1 7 9 
　ｉモードパスワード ....................... 1 7 9 
　P IN1 コード .................................... 1 7 9 
　P IN2 コード .................................... 1 7 9 
アンテナ..................................................3 3 
イヤホン接続時着信設定.................... 4 9 4 
イヤホンマイク端子 ..............................3 3 
インターネットサービスプロバイダの 
　利用料...............................................5 2 2 
インターネット接続 ........................... 2 6 5 
　UR L 入力 .........................................2 6 5 
　UR L 履歴 .........................................2 6 6 
インライン入力 ...................................5 2 9 
内側カメラ ..............................................3 2 
英語ガイダンス ...................................5 1 5 
　設定確認 ...........................................5 1 6 
絵文字 ..................................................5 3 5 
　一覧 ..................................... 5 3 7 、5 3 8 
　入力 ..................................................5 3 5 
絵文字入力変換・読み上げ一覧 ........ 5 6 4 
エラーメッセージ ............................... 5 7 9 
遠隔操作...............................................5 1 8 
　開始 ..................................................5 1 8 
　設定確認 ...........................................5 1 9 
　停止 ..................................................5 1 9 
応答保留..................................................9 0 
オートスピーカーホン機能 ...................8 3 
オプション・関連機器 ....................... 5 7 3 
主な仕様...............................................5 9 7 
オールロック .......................................1 9 0 
音声検索...............................................1 3 5 


音声再発信設定 ...................................1 1 4 
音声呼出し ...........................................2 0 6 
　電話帳...............................................2 0 9 
　メニュー機能 ...................................2 1 4 
音声読み上げ .......................................2 1 5 
　スピーカー／受話口切替 ................ 2 1 8 
　設定 ..................................................2 1 5 
　単語登録 ...........................................2 2 3 
　ルール...............................................2 1 9 
音声読み上げボタン ..............................3 3 
音量調節 
　受話音量 ..............................................8 6 
　着信音量 ..............................................8 8 
音量ボタン ..............................................3 4 


カ 


外部接続端子 ..........................................3 3 
顔文字 ..................................... 5 3 8 、5 3 9 
各部の名称と機能 ..................................3 2 
画像 ......................................................4 1 8 
　アルバム ...........................................4 2 4 
　移動 ..................................................4 2 6 
　固定フォルダに戻す .......................4 2 7 
　削除 ..................................................4 2 8 
　情報を見る .......................................4 2 1 
　題名などを変更 ...............................4 2 2 
　添付データ表示（ｉモードメール） 
　 ..........................................................3 5 5 
　並び順を変更 ...................................4 2 9 
　残り枚数を確認 ...............................4 3 0 
　表示 ..................................................4 1 8 
　ファイル制限について....................4 2 3 
　保存件数 ...........................................5 9 8 
　待受画面に貼る ...............................4 2 1 
　ｉモードメール作成 .......................4 2 0 
カーソル...............................................5 2 9 
カメラ ..................................................2 2 8 
　明るさの調節 ...................................2 4 2 
　色の濃さの調節 ...............................2 4 2 
　カメラ切り替え ...............................2 3 8 
　撮影日時記録設定 ...........................2 4 3 
　撮影モード切り替え .......................2 3 7 
　写真撮影 ...........................................2 3 1 
　写真の大きさ ...................................2 4 0 
　写真の保存形式 ...............................2 3 0 
　写真の保存枚数 ...............................2 3 1 
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　シャッター音を設定 ....................... 2 4 5 
　照明の設定 .......................................2 4 6 
　ズーム...............................................2 3 7 
　セルフタイマー ............................... 2 3 3 
　ビデオ画質の設定 ...........................2 4 4 
　ビデオ撮影 .......................................2 3 4 
　ビデオのサイズを制限....................2 4 1 
　ビデオの撮影（保存）可能時間 .... 2 3 4 
　ビデオの保存形式 ...........................2 3 1 
　フレーム選択 ...................................2 3 8 
カメラボタン ..........................................3 4 
画面配色設定 .......................................1 7 2 
画面メモ...............................................2 7 6 
　削除 ..................................................2 7 8 
　題名を変更 .......................................2 7 7 
　表示 ..................................................2 7 6 
　保護／解除 .......................................2 7 8 
　保存 ..................................................2 7 6 
　保存・登録・保護件数....................5 9 8 
簡易接続...............................................2 7 2 
　登録 ..................................................2 7 2 
　表示 ..................................................2 7 2 
簡単メール作成 ...................................3 2 0 
記号 ......................................................5 3 5 
　一覧 ..................................................5 3 7 
　入力 ..................................................5 3 5 
記号・特殊文字入力一覧....................5 5 8 
記号・半角カタカナ・半角英数字 
　読み上げ一覧 ...................................5 6 6 
キャッチホン .......................................5 0 4 
　開始 ..................................................5 0 5 
　設定確認 ...........................................5 0 6 
　停止 ..................................................5 0 5 
クイック伝言メモ ..................................9 8 
くっきり補正 .......................... 1 0 9 、2 4 1 
区点コード一覧 ...................................5 6 0 
区点コード入力 ...................................5 4 4 
グループ検索 .......................................1 3 6 
グループの設定 ...................................1 2 8 
圏外 .........................................................5 6 
公共モード（ドライブモード／電源 OFF） 
　 .............................................................9 1 
国際電話..................................................7 6 
　電話をかける ......................................7 7 
故障かな？と思ったら、まずチェック 
　 ..........................................................5 7 7 
個人情報表示 ..........................................6 1 
　登録・修正 ..........................................6 2 
個人情報表示制限 ............................... 1 9 3 


コピー 
　電話帳...............................................1 3 0 
　文字 ..................................................5 4 2 
　ｉモードメール ............................... 4 0 4 
　S MS .................................................3 8 4 
　UR L ..................................................2 8 3 
こんな表示が出たら ...........................5 7 9 


サ 


再接続アラーム ......................................7 8 
サイト接続 ...........................................2 5 5 
再読込み 
　サイト...............................................2 6 2 
　メッセージ R /F ............................... 3 0 2 
撮影 
　写真 ..................................................2 3 1 
　ビデオ...............................................2 3 4 
サービスダイヤル ............................... 5 1 6 
サブメニュー機能選択 ..........................4 3 
左右側面のボタンでできる主な操作 ...3 4 
自局電話番号 ..........................................6 1 
シークレットコード登録.................... 3 1 4 
シークレットコード入力.................... 1 4 2 
シークレット属性設定／解除 ............ 1 4 4 
シークレットモード ...........................1 9 2 
自動演奏設定 .......................... 2 9 7 、3 7 1 
自動再生設定 .......................................4 1 5 
自動受信 
　メッセージ R /F ............................... 2 9 3 
　ｉモードメール ............................... 3 4 5 
　S MS .................................................3 7 8 
自動送信メール ...................................4 8 6 
自動着信 
　イヤホン接続時着信設定 ................ 4 9 4 
　オートスピーカーホン機能 ...............8 3 
自動電源 OFF ......................................4 5 7 
自動電源 ON .......................................4 5 5 
自動表示設定 .......................................2 9 6 
車載ハンズフリー ..................................7 9 
写真 
　撮影 ..................................................2 3 1 
　見る ..................................................4 1 8 
写真 de コール ....................................1 4 5 
充電確認音 ...........................................1 6 5 
充電時間..................................................4 9 
充電端子..................................................3 3 
充電方法..................................................4 9 
　卓上ホルダ ..........................................5 2 
　AC アダプタ .......................................5 1 
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　DC アダプタ .......................................5 3 
充電ランプ ..............................................3 3 
受信メール ...........................................3 5 1 
　移動 ..................................................3 9 3 
　削除 ..................................................3 9 5 
　自動受信 ...........................................3 4 5 
　送信元／宛先を確認 ....................... 4 0 3 
　並び順を変更 ...................................4 0 0 
　表示方法を変更 ............................... 4 0 1 
　フォルダ削除 ...................................3 9 3 
　フォルダ作成 ...................................3 9 2 
　フォルダ名変更 ............................... 3 9 2 
　保護／解除 .......................................3 9 8 
　メール件数を確認 ........................... 3 9 4 
　文字の大きさを変更 ....................... 4 0 2 
受話音量..................................................8 6 
受話口 .....................................................3 2 
消音 .........................................................8 8 
使用時間..................................................4 9 
証明書 
　失効 ..................................................3 0 6 
　使用を設定 .......................................2 9 1 
　操作 ..................................................3 0 5 
　ダウンロード ...................................3 0 6 
　発行先設定 .......................................3 0 9 
　発行要求 ...........................................3 0 6 
　表示 ..................................................2 9 1 
照明設定...............................................1 7 3 
　カメラ...............................................2 4 6 
　サイト...............................................2 8 7 
　動画／ｉモーション ....................... 4 4 1 
初期化 
　例文 ..................................................3 4 2 
署名 
　設定 ..................................................3 6 8 
　付ける...............................................3 6 8 
　登録 ..................................................3 6 8 
スイッチ付イヤホンマイク ................ 4 9 1 
スクロール ...........................................2 6 1 
スヌーズ...............................................4 6 3 
スピーカー .................................... 3 2 、3 3 
スピーカー／イヤホン切替 ................ 1 6 7 
スピーカーホン機能 ................. 6 8 、1 0 5 
静止画 ..................................................4 1 8 
積算リセット .......................... 4 7 3 、4 7 5 
接続先 
　インターネットサービスプロバイダ 
　 ..........................................................5 2 2 
接続先設定 .............................. 2 8 9 、3 0 9 


接続待ち時間設定 ...............................2 8 8 
設定リセット .......................................4 9 5 
セルフタイマー ...................................2 3 3 
セルフモード .......................................1 9 1 
全画面入力 ...........................................5 2 9 
送信メール ...........................................3 4 3 
　宛先を確認 .......................................4 0 3 
　移動 ..................................................3 9 3 
　件数確認 ...........................................3 9 4 
　削除 ..................................................3 9 7 
　並び順を変更 ...................................4 0 0 
　フォルダ削除 ...................................3 9 3 
　フォルダ作成 ...................................3 9 2 
　保護／解除 .......................................3 9 8 
　文字の大きさを変更 .......................4 0 2 
送達通知...............................................3 9 0 
送話口 .....................................................3 3 
外側カメラ ..............................................3 3 
ソフトウェア更新 ...............................5 8 7 
　起動 ..................................................5 8 8 
　即時更新 ...........................................5 8 9 
　予約確認 ...........................................5 9 3 
　予約更新 ...........................................5 9 1 
　予約取り消し ...................................5 9 3 
　予約変更 ...........................................5 9 3 


タ 


タイマー「T 」.........................................7 1 
ダイヤル発信制限 ...............................1 9 5 
ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 
..............................................................5 5 7 
ダイレクトキー機能 ...........................2 5 8 
ダウンロード 
　画像 ..................................................2 7 9 
　証明書...............................................3 0 6 
　メロディ ...........................................2 8 0 
卓上ホルダ ..............................................5 2 
単語登録...............................................5 4 5 
　削除 ..................................................5 4 6 
端末暗証番号 .......................................1 7 8 
　変更 ..................................................1 8 0 
チェックボックス ...............................2 5 9 
着信音設定 ...........................................1 6 0 
　メッセージ R /F ...............................2 9 8 
　メール...............................................3 6 6 
　メロディ一覧 ...................................1 6 2 
着信音量..................................................8 8 
着信拒否..................................................8 1 
着信ランプ ..............................................3 3 
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着信履歴..................................................8 4 
　削除 .....................................................8 5 
　電話帳登録 .......................................1 2 6 
　不在着信 ..............................................8 5 
着モーション .......................................2 5 1 
通信形態...............................................5 2 2 
　データ転送 .......................................5 2 2 
　パケット通信 ...................................5 2 2 
　6 4 K データ通信 .............................5 2 2 
通知時刻自動電源 ON ........................4 5 9 
通話時間表示 .......................................4 7 2 
　積算の通話時間 ............................... 4 7 2 
　直前の通話時間 ............................... 4 7 2 
通話中着信設定 ...................................5 1 7 
　開始 ..................................................5 1 7 
　設定確認 ...........................................5 1 8 
　停止 ..................................................5 1 8 
通話中着信動作選択 ...........................5 1 6 
通話中保留 ................................. 6 9 、1 0 5 
通話品質アラーム ............................... 1 6 6 
通話料金表示 .......................................4 7 4 
　積算の通話料金 ............................... 4 7 4 
　直前の通話料金 ............................... 4 7 4 
ツータッチダイヤル ...........................1 5 7 
ツータッチメール ............................... 3 2 9 
定型文 ..................................................5 3 6 
　一覧 ..................................................5 3 8 
　削除 ..................................................5 4 2 
　登録／編集 .......................................5 4 1 
　入力 ..................................................5 3 6 
ディスプレイ ..........................................3 2 
　ガイド行 ..............................................3 8 
　画面配色設定 ...................................1 7 2 
　照明設定 ...........................................1 7 3 
　新着情報 ..............................................3 7 
　名前の表示 .......................................1 1 9 
　背面ディスプレイの主な表示 ...........3 9 
　待受画面設定 ...................................1 6 9 
　見かた..................................................3 5 
デコメール受信・表示 ....................... 3 5 2 
データ一括削除 ...................................4 9 7 
データ通信の用語集 ...........................5 2 4 
データ通信利用上の留意点 ................ 5 2 2 
データリンクソフト ...........................5 7 4 
デュアルネットワークサービス ........ 5 1 4 
　利用状況確認 ...................................5 1 4 
テレビ電話 ...........................................1 0 2 
　明るさ選択 .......................... 1 1 1 、1 1 3 
　親画面サイズ変更 .............. 1 1 1 、1 1 6 


　音声再発信設定 ............................... 1 1 4 
　カメラオン／オフ ...........................1 0 9 
　カメラ切り替え ............................... 1 0 9 
　画面の見かた ...................................1 0 2 
　くっきり補正 ...................................1 0 9 
　スピーカーホン機能 ....................... 1 0 5 
　着信中の操作 ...................................1 0 8 
　通話中の操作 ...................................1 0 6 
　通話中保留 .......................................1 0 5 
　テレビ電話画面明るさ設定 ............ 1 1 3 
　テレビ電話画面大きさ設定 ............ 1 1 6 
　テレビ電話画面表示設定 ................ 1 1 2 
　電話を受ける ...................................1 0 7 
　電話をかける ...................................1 0 2 
　発信時自画像送信設定.................... 1 1 5 
　表示設定 ...........................................1 1 0 
　表示倍率 ...........................................1 1 2 
　プッシュ信号（DT MF）送信 ........ 1 1 2 
電源 
　入れる..................................................5 6 
　切る .....................................................5 7 
　自動電源 OFF ..................................4 5 7 
　自動電源 ON ....................................4 5 5 
　通知時刻自動電源 ON .................... 4 5 9 
伝言メモ..................................................9 3 
　クイック伝言メモ ..............................9 8 
　再生 .....................................................9 9 
　削除 ..................................................1 0 0 
　設定 .....................................................9 4 
　伝言メモメッセージ選択 ...................9 7 
　電話帳登録 .......................................1 2 6 
　呼出時間設定 ......................................9 6 
転送 
　ｉモードメール ............................... 3 5 4 
　S MS .................................................3 8 3 
転送でんわサービス ...........................5 0 7 
　開始 ..................................................5 0 8 
　設定確認 ...........................................5 0 9 
　停止 ..................................................5 0 9 
　転送先通話中時設定 ....................... 5 1 0 
　転送先変更 .......................................5 1 0 
電卓 ......................................................4 7 9 
電池 .........................................................4 8 
　充電 .....................................................4 9 
　充電時間 ..............................................4 9 
　使用時間 ..............................................4 9 
　電池が切れそうになると ...................5 5 
　電池残量確認 ......................................5 4 
　電池残量警告音 ..................................5 5 
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電池残量確認 ..........................................5 4 
電池残量警告音 ......................................5 5 
電池パック ..............................................4 8 
　寿命 .....................................................5 0 
　取り付けかた ......................................4 8 
　取り外しかた ......................................4 9 
添付データ 
　音声録音 ...........................................3 3 3 
　解除 ..................................................3 3 8 
　画像表示 .............................. 3 5 5 、3 5 8 
　削除 ..................................................3 6 5 
　自動演奏設定 ...................................3 7 1 
　受信設定 ...........................................3 6 9 
　題名表示切り替え ........................... 3 6 4 
　題名を確認 .......................... 3 5 7 、3 6 3 
　追加 ..................................................3 3 8 
　保存 ........................ 3 5 6 、3 5 9 、3 6 2 
　メロディ再生 ...................................3 6 1 
電話帳（FOMA カード）.................... 1 1 8 
　グループ検索 ...................................1 3 6 
　削除 ..................................................1 4 3 
　詳細表示 ...........................................1 3 9 
　電話番号検索 ...................................1 3 7 
　登録内容をコピー ........................... 1 3 3 
　名前の表示 .......................................1 1 9 
　発信方法の選択 ............................... 1 3 9 
　フリガナ検索 ...................................1 3 7 
　本体へコピー ...................................1 3 2 
　メール作成 .......................... 3 2 7 、3 7 3 
　5 0 音順検索 .................................... 1 3 4 
電話帳（FOMA 端末本体）................ 1 1 8 
　音声検索 ...........................................1 3 5 
　グループ検索 ...................................1 3 6 
　グループの設定 ............................... 1 2 8 
　グループ変更 ...................................1 4 1 
　削除 ..................................................1 4 3 
　シークレットコード入力 ................ 1 4 2 
　シークレット属性設定／解除 ........ 1 4 4 
　修正 ..................................................1 4 0 
　詳細表示 ...........................................1 3 9 
　ツータッチダイヤル ....................... 1 5 7 
　ツータッチメール ........................... 3 2 9 
　電話帳番号検索 ............................... 1 3 8 
　電話番号検索 ...................................1 3 7 
　登録 ..................................................1 2 0 
　登録件数確認 ...................................1 5 5 
　登録内容をコピー ........................... 1 3 3 
　名前の表示 .......................................1 1 9 
　発信方法の選択 ............................... 1 3 9 


　フリガナ検索 ...................................1 3 7 
　メール作成 .......................... 3 2 7 、3 7 3 
　リダイヤルなどから登録 ................ 1 2 6 
　ワンタッチダイヤル .......................1 5 6 
　ワンタッチダイヤル登録 ................ 1 4 5 
　5 0 音順検索 ....................................1 3 4 
　FOMA カードへコピー .................. 1 3 0 
電話帳検索 ...........................................1 3 4 
電話帳削除 ...........................................1 4 3 
電話帳指定着信拒否／許可 ................ 1 9 6 
電話帳修正 ...........................................1 4 0 
電話帳登録 ...........................................1 2 0 
　サイト...............................................2 8 4 
　ｉモードメール ...............................4 0 6 
電話帳番号検索 ...................................1 3 8 
電話番号検索 .......................................1 3 7 
電話を受ける ..........................................8 0 
　スピーカーホン機能 ..........................6 8 
　着信中の操作 ......................................8 1 
　通話中着信音 ......................................8 2 
　通話中保留 ..........................................6 9 
　ディスプレイの表示 ..........................8 0 
　はっきりボイス ..................................6 7 
　ゆっくりボイス ..................................6 7 
電話をかける ..........................................6 6 
　スピーカーホン機能 ..........................6 8 
　タイマー「T 」の入力 ........................7 1 
　通話中の操作 ......................................6 9 
　通話中保留 ..........................................6 9 
　電話帳...............................................1 3 4 
　はっきりボイス ..................................6 7 
　プッシュ信号（DT MF）送信 ...........7 0 
　ポーズ「P 」の入力 ...........................7 0 
　ゆっくりボイス ..................................6 7 
動画／ｉモーション 
　音量を設定 .......................................4 4 2 
　再生 ..................................................4 3 1 
　再生制限 ...........................................4 3 7 
　削除 ..................................................4 3 8 
　情報を見る .......................................4 3 5 
　照明を設定 .......................................4 4 1 
　題名を変更 .......................................4 3 6 
　テロップ ...........................................4 1 4 
　並び順を変更 ...................................4 3 9 
　表示サイズ設定 ...............................4 4 0 
　ファイル制限について....................4 2 3 
　ファイル制限を設定 .......................4 3 6 
　ｉモーションメールから受信・再生 
　 ..........................................................3 5 9 
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　ｉモードメール作成 ....................... 4 3 4 
同報送信（宛先追加）......................... 3 2 8 
登録外着信拒否 ...................................2 0 3 
特徴 .........................................................1 4 
時計表示設定 .......................................1 7 4 
ドコモ故障問合せ窓口 ....................... 5 1 6 
ドコモ総合案内・受付 ....................... 5 1 6 
ドメイン指定受信 ............................... 3 1 4 
取扱上の注意について ..........................2 5 


ナ 


名前の表示 ...........................................1 1 9 
並び順を変更 
　画像 ..................................................4 2 9 
　動画／ｉモーション ....................... 4 3 9 
　ブックマーク ...................................2 7 5 
　メロディ ...........................................4 4 8 
　ｉモードメール ............................... 4 0 0 
入力モード切り替え ...........................5 3 0 
入力予測機能 .......................................5 3 4 
ネットワーク暗証番号 ....................... 1 7 9 
ネットワークサービス ....................... 5 0 0 
　英語ガイダンス ............................... 5 1 5 
　遠隔操作 ...........................................5 1 8 
　キャッチホン ...................................5 0 4 
　サービスダイヤル ...........................5 1 6 
　通話中着信設定 ............................... 5 1 7 
　通話中着信動作選択 ....................... 5 1 6 
　デュアルネットワークサービス .... 5 1 4 
　転送でんわサービス ....................... 5 0 7 
　発信者番号通知 ..................................5 9 
　番号通知お願いサービス ................ 5 1 2 
　迷惑電話ストップサービス ............ 5 1 0 
　留守番電話サービス ....................... 5 0 1 
残り枚数確認 .......................................4 3 0 


ハ 


バイブレータ .......................................1 6 3 
　メッセージ着信 ............................... 3 0 0 
　メール着信 .......................................3 6 7 
背面ディスプレイ ..................................3 3 
　主な表示 ..............................................3 9 
　背面表示設定 ...................................1 7 2 
　見かた..................................................3 9 
パケット通信の条件 ...........................5 2 3 
はっきりボイス ......................................6 7 
バックアップ（データリンク）.......... 5 7 4 
発信時自画像送信設定 ....................... 1 1 5 


発信者番号通知 ......................................5 9 
　設定 .....................................................5 9 
　設定確認 ..............................................6 1 
発信者番号非通知理由 ..........................6 0 
貼り付け...............................................5 4 3 
番号通知お願いサービス.................... 5 1 2 
　開始 ..................................................5 1 2 
　設定確認 ...........................................5 1 3 
　停止 ..................................................5 1 3 
非通知理由別着信設定 ....................... 1 9 9 
日付時刻設定 ..........................................5 8 
ビデオ 
　撮影 ..................................................2 3 4 
　見る ..................................................4 3 1 
不在着信..................................................8 5 
ブックマーク .......................................2 6 8 
　移動 ..................................................2 7 4 
　簡易接続で表示 ............................... 2 7 2 
　簡易接続に登録 ............................... 2 7 2 
　サイト表示 .......................................2 6 9 
　削除 ..................................................2 7 3 
　題名を変更 .......................................2 7 1 
　登録 ..................................................2 6 8 
　並び順を変更 ...................................2 7 5 
　フォルダ名変更 ............................... 2 7 0 
　保存・登録件数 ............................... 5 9 8 
プッシュ信号（DT MF）送信 ... 7 0 、1 1 2 
フリガナ検索 .......................................1 3 7 
プルダウンメニュー ...........................2 5 9 
フレーム 
　一覧 ..................................................2 3 9 
　カメラ...............................................2 3 8 
編集 
　ｉモードメール ............................... 3 3 0 
　S MS .................................................3 7 5 
返信 
　ｉモードメール ............................... 3 5 3 
　S MS .................................................3 8 2 
ボイスダイヤル ...................................2 0 9 
　削除 ..................................................2 0 8 
　修正 ..................................................2 0 8 
　登録 ..................................................2 0 6 
　登録内容確認 ...................................2 0 7 
　呼び出し ...........................................2 0 9 
ボイスメニュー ...................................2 1 4 
　削除 ..................................................2 1 3 
　修正 ..................................................2 1 3 
　登録 ..................................................2 1 0 
　登録内容確認 ...................................2 1 2 
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　呼び出し ...........................................2 1 4 
ポケットベル ..........................................7 0 
保護／解除 
　画面メモ ...........................................2 7 8 
　メッセージ R /F ............................... 3 0 4 
　メール...............................................3 9 8 
保証 ......................................................5 8 5 
ポーズ「P 」.............................................7 0 
歩数計 ..................................................4 8 0 
　カウント中の歩数確認.................... 4 8 3 
　しっかり歩行 ...................................4 8 0 
　自動送信メール ............................... 4 8 6 
　設定 ..................................................4 8 2 
　歩数計サービス ............................... 4 8 9 
　履歴確認 ...........................................4 8 3 
　履歴削除 ...........................................4 8 5 
歩数自動送信メール ........................... 4 8 6 
保存 
　形式 ..................................................2 3 0 
　件数 ..................................................5 9 8 
　サイトの画像 ...................................2 7 9 
　時間（ビデオ）................................. 2 3 4 
　枚数（写真）.....................................2 3 1 
　メール添付の画像 ........................... 3 5 6 
ボタン確認音 .......................................1 6 4 
保留 
　応答保留 ..............................................9 0 
　通話中保留 ............................. 6 9 、1 0 5 
本書の見かた ............................................１ 
本体付属品および主な 
　オプション品について.......................3 0 


マ 


マイク .....................................................3 3 
マイメニュー .......................................2 6 2 
待受画面設定 .......................................1 6 9 
マナーモード .......................................1 6 8 
マルチアクセス ...................................4 5 2 
　組み合わせ .......................................5 7 1 
マルチカーソルボタン ..........................3 3 
未承諾広告※ メール拒否.................... 3 1 5 
未送信メール .......................................3 4 3 
　宛先を確認 .......................................4 0 3 
　削除 ..................................................3 9 7 
　電話帳に登録 ...................................4 0 6 
　編集 ..................................................3 3 0 
無音着信時間設定 ............................... 2 0 1 
迷惑電話ストップサービス ................ 5 1 0 
　削除 ..................................................5 1 2 


　登録 ..................................................5 1 1 
目覚まし機能 .......................................4 6 0 
　スヌーズ ...........................................4 6 3 
メッセージ R /F 
　画像再読込み ...................................3 0 2 
　削除 ..................................................3 0 3 
　自動受信 ...........................................2 9 4 
　受信設定 ...........................................2 9 3 
　着信音設定 .......................................2 9 8 
　着信振動設定 ...................................3 0 0 
　問合せ...............................................2 9 8 
　表示方法を変更 ...............................3 0 4 
　保護／解除 .......................................3 0 4 
　保存件数・保護件数 .......................5 9 8 
　未読メッセージ自動表示 ................ 2 9 6 
　メロディ自動演奏 ...........................2 9 7 
メニュー 
　一覧 ..................................................5 5 0 
　機能選択 ..............................................4 1 
　サブメニュー機能選択.......................4 3 
　ショートカット操作 ..........................4 2 
メールアドレス 
　確認 ..................................................3 1 3 
　変更 ..................................................3 1 4 
　リセット ...........................................3 1 4 
メール機能停止 ...................................3 1 5 
メール件数を確認 ...............................3 9 4 
メールサイズ制限 ...............................3 1 5 
メール自動受信 ...................................3 4 5 
メール選択受信 ...................................3 4 8 
メール選択受信設定 ...........................3 4 7 
メール着信音設定 ...............................3 6 6 
メール着信振動設定 ...........................3 6 7 
メールドメイン指定受信....................3 1 4 
メロディ 
　一覧 ..................................................1 6 2 
　再生 ..................................... 3 6 1 、4 4 3 
　再生位置設定 ...................................4 4 9 
　削除 ..................................................4 4 7 
　情報を見る .......................................4 4 5 
　題名を変更 .......................................4 4 6 
　添付データ .......................................3 6 1 
　並び順を変更 ...................................4 4 8 
　ファイル制限について....................4 2 3 
　ファイル制限を設定 .......................4 4 6 
　保存件数 ...........................................5 9 8 
　保存（サイト）.................................2 8 0 
　保存（ｉモードメール）.................. 3 6 2 
　ｉモードメール作成 .......................4 4 4 
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文字コード ...........................................2 6 7 
文字コピー ...........................................5 4 2 
　文字貼り付け ...................................5 4 3 
文字情報.................................. 1 0 4 、5 7 7 
文字入力...............................................5 2 8 
　インライン入力 ............................... 5 2 9 
　絵文字・記号一覧 ...........................5 3 7 
　絵文字・記号・定型文入力 ............ 5 3 5 
　ガイド表示 .......................................5 2 9 
　顔文字.................................. 5 3 8 、5 3 9 
　画面の見かた ...................................5 2 9 
　区点コード入力 ............................... 5 4 4 
　サブメニュー ...................................5 3 0 
　全画面入力 .......................................5 2 9 
　ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 
　 ..........................................................5 5 7 
　単語登録 ...........................................5 4 5 
　定型文一覧 .......................................5 3 8 
　定型文登録 .......................................5 4 1 
　電話帳呼出 .......................................5 4 7 
　入力モード切り替え ....................... 5 3 0 
　入力予測機能 ...................................5 3 4 
　複数文節一括変換 ...........................5 3 3 
　文字コピー .......................................5 4 2 
　文字入力方法設定 ...........................5 4 8 
　文字の種類 .......................................5 2 8 
　文字貼り付け ...................................5 4 3 
文字入力方法設定 ............................... 5 4 8 
文字の大きさを変更 
　サイト...............................................2 8 6 
　メール...............................................4 0 2 


ヤ 


ユーザ辞書データ ............................... 5 4 5 
ユーザ証明書 .......................... 2 9 1 、3 0 5 
ユーザ認証 ...........................................5 2 3 
ゆっくりボイス ......................................6 7 
予測辞書データ ...................................5 3 4 
予定表 ..................................................4 6 4 
　カレンダー表示 ............................... 4 6 4 
　シークレット属性設定／解除 ........ 4 6 9 
　登録件数確認 ...................................4 7 0 
　日付変更 ...........................................4 6 9 
　予定確認 ...........................................4 6 7 
　予定コピー .......................................4 6 8 
　予定削除 ...........................................4 7 1 
　予定登録 ...........................................4 6 5 
呼出辞書データ ...................... 2 0 6 、2 1 0 
読上辞書データ ...................................2 2 3 


ラ 


ラジオボタン .......................................2 5 8 
リセット 
　積算時間 ...........................................4 7 3 
　積算料金 ...........................................4 7 5 
　設定 ..................................................4 9 5 
リダイヤル ..............................................7 2 
　削除 .....................................................7 3 
　電話帳登録 .......................................1 2 6 
履歴表示制限 .......................................1 9 3 
リンク ..................................................2 5 8 
留守番電話サービス ...........................5 0 1 
　音声ガイダンスでの設定 ................ 5 0 3 
　開始 ..................................................5 0 2 
　設定確認 ...........................................5 0 2 
　着信通知設定 ...................................5 0 4 
　停止 ..................................................5 0 2 
　伝言メッセージ再生 ....................... 5 0 3 
　メッセージ問い合わせ.................... 5 0 3 
留守番メッセージ再生 ....................... 5 0 3 
例文 ......................................................3 3 9 
　初期状態に戻す ............................... 3 4 2 
　編集 ..................................................3 4 0 
　保存 ..................................................3 4 1 
　ｉモードメール作成 ....................... 3 3 9 


ワ 


ワンタッチアラーム ...........................4 7 6 
　アラームを鳴らす ...........................4 7 7 
　有効／無効 .......................................4 7 6 
ワンタッチアラームスイッチ ...............3 3 
ワンタッチダイヤル 
　電話をかける ...................................1 5 6 
　登録 ..................................................1 4 5 
ワンタッチダイヤル登録.................... 1 4 5 
　解除 ..................................................1 5 4 
　画像設定 ...........................................1 5 0 
　新規登録 ...........................................1 4 9 
　設定情報確認 ...................................1 5 3 
　着信音設定 .......................................1 5 2 
　電話帳選択 .......................................1 4 6 
　登録相手変更 ...................................1 4 9 
ワンタッチダイヤルボタン ...................3 2 


英数字・記号 


1 8 4 ........................................................7 5 
1 8 6 ........................................................7 4 
5 0 音順検索 ........................................ 1 3 4 
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6 4 K データ通信の条件......................5 2 3 
＋ .............................................................7 8 
AC アダプタ ...........................................5 1 
AT コマンド ........................................ 5 2 5 
AV P hone T o .................................... 2 8 1 
Bc c ......................................................3 2 8 
C A 証明書 ............................................2 9 2 
C c ......................................................... 3 2 8 
DC アダプタ ...........................................5 3 
Firs tP as s ...........................................3 0 8 
FOMA カード ........................................4 4 
　暗証番号 ..............................................4 6 
　機能差分 ..............................................4 7 
　動作制限機能 ......................................4 6 
　取り付けかた ......................................4 5 
　取り外しかた ......................................4 5 
FOMA カード電話帳 .......................... 1 1 8 
FOMA カード内の S MS ................... 3 8 5 
　削除 ..................................................3 8 8 
　表示 ..................................................3 8 5 
　保存件数 ...........................................5 9 8 
　本体に移動／コピー ....................... 3 8 7 
　FOMA カードに移動／コピー....... 3 8 4 
FOMA 端末から利用できるサービス 
..............................................................5 7 2 
FOMA 端末電話帳 .............................. 1 1 8 
FOMA 端末の保存・登録・保護件数 
..............................................................5 9 8 
FOMA F シリーズデータリンクソフト 
..............................................................5 7 4 
ｉショットメール .................. 3 1 6 、3 5 8 
ｉメロディ ...........................................2 8 0 
ｉモーション 
　再生 ..................................................4 3 1 
　再生回数制限 ...................... 4 1 2 、4 3 7 
　再生期間制限 ...................... 4 1 2 、4 3 7 
　再生期限制限 ...................... 4 1 2 、4 3 7 
　再生設定 ...........................................4 1 5 
　取得 ..................................................4 1 0 
　ストリーミングタイプ.................... 4 1 2 
　テロップ ...........................................4 1 4 
　標準タイプ .......................................4 1 1 
　保存 ..................................................4 1 3 
　保存件数 ...........................................5 9 8 
ｉモーションメール ........................... 3 5 9 
　作成 ..................................... 3 3 1 、4 3 4 
　受信・再生 .......................................3 5 9 
ｉモード問合せ 
　メッセージ R /F ............................... 2 9 8 


　ｉモードメール ...............................3 4 9 
ｉモード問合せ設定 ...........................3 5 0 
ｉモードの詳細を設定 .......................2 8 6 
ｉモードパスワード ...........................1 7 9 
　変更 ..................................................2 6 4 
ｉモードメニュー ...............................2 5 5 
ｉモードメール 
　簡単作成 ...........................................3 2 0 
　コピー...............................................4 0 4 
　作成 ..................................................3 2 5 
　シークレットコード登録 ................ 3 1 4 
　署名 ..................................................3 6 8 
　送受信できる文字数 .......................3 1 5 
　転送 ..................................................3 5 4 
　添付データ ............. 3 5 5 、3 5 9 、3 6 1 
　問合せ...............................................3 4 9 
　ブックマーク登録 ...........................4 0 7 
　編集 ..................................................3 3 0 
　返信 ..................................................3 5 3 
　保存件数・保護件数 .......................5 9 8 
　ｉモーション受信・再生 ................ 3 5 9 
ｉモードメール大量送信者からの 
　メール受信制限 ...............................3 1 4 
ｉモードメールのみ受信／拒否 ........ 3 1 4 
IS P 接続通信 .......................................2 8 9 
Mail T o ................................................2 8 2 
P hone T o ...........................................2 8 1 
P IN ロック解除コード .......................1 8 7 
P IN1 コード ........................................1 7 9 
　入力 ..................................................1 8 2 
P IN1 コード使用 ................................1 8 1 
P IN1 コード変更 ................................1 8 3 
P IN2 コード ........................................1 7 9 
P IN2 コード変更 ................................1 8 5 
S (サイレント) ........................................8 9 
S MS 
　移動 
　　（FOMA カード→ FOMA 端末本体） 
　　 ......................................................3 8 7 
　移動 
　　（FOMA 端末本体→ FOMA カード） 
　　 ......................................................3 8 4 
　削除（FOMA カード）....................3 8 8 
　削除（FOMA 端末本体）................ 3 9 5 
　作成 ..................................................3 7 2 
　自動受信 ...........................................3 7 8 
　受信 S MS 表示 ................................3 8 0 
　設定 ..................................................3 9 0 
　送受信できる文字数 .......................3 1 9 
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　送達通知 ...........................................3 9 0 
　転送 ..................................................3 8 3 
　問合せ...............................................3 7 9 
　ブックマーク登録 ...........................4 0 7 
　編集 ..................................................3 7 5 
　返信 ..................................................3 8 2 
　保存 ..................................................3 7 5 
　保存件数・保護件数 ....................... 5 9 8 
　未送信／送信 S MS 表示 ................ 3 7 6 
　有効期間 ...........................................3 9 0 
　FOMA カード内 S MS 表示 ........... 3 8 5 
S MS 作成 ............................................3 7 2 
S MS 設定 ............................................3 9 0 
S S L 通信 .............................................2 5 1 
　S S L ページ接続 ..............................2 5 6 
S V .............................................. 8 9 、1 6 4 
T o .........................................................3 2 8 
UR L コピー .........................................2 8 3 
UR L 入力 .............................................2 6 5 
UR L 表示 .............................................2 6 2 
UR L 履歴 .............................................2 6 6 
V （バイブレータ）..............................1 6 4 
Web T o ...............................................2 8 3 
WOR LD C ALL .....................................7 6 
　電話をかける ......................................7 7 
WOR LD WING .....................................4 7 
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クイックマニュアル 


クイックマニュアルの使いかた 
1 キリトリ線から切り離す（5 枚） 


※ 切り離しの際には、けがなどにご注意ください。 


2 それぞれを横半分に折る 


3 それぞれを縦半分に折る 


9 
8 


17 
16 


1 


8 


16 


クイックマニュアル記載内容 


電話／テレビ電話 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
1 


電話帳の登録 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
5 


電話帳の検索 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
7 


電話帳の修正 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
8 


文字の入力 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 
9 


カメラ機能 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1 3 


ｉモードメール 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1 7 


その他の主な操作 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 2 1 


ディスプレイの見かた 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 2 6 


ネットワークサービス 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 2 9 


FOMA 端末から利用できるサービス … … … … … … … … … … … … … … … … 3 1 


メニュー一覧 
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 3 2 


キリトリ線 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 5 1 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 



※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
クイックマニュアル 


総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 


取扱説明書に不明な点がございましたら、 
下記までお問い合わせください。 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 1 3 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 


・ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないよ 
　うおかけください。 


※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


故障お問い合わせ先 


故障、異常かなと思われたら、下記ま 
でお問い合わせください。 
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電話／テレビ電話 


電話／テレビ電話のかけかた 


1 .待受画面で電話番号を入力する 


2 .電話をかける 


● 音声電話をかけるとき 


を押す 


・ 
を 1 秒以上： 


スピーカーホン機能を使用して音 


声電話をかけます。 
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● テレビ電話をかけるとき 


を押す 


・ 
を 1 秒以上： 


スピーカーホン機能を使用してテ 


レビ電話をかけます。 


・ テレビ電話の通信速度を指定する 


場合： 


「5通知でテレビ電話」ま 


たは「6 非通知テレビ電話」 


「1 6 4 K テレビ電話」または 


「2 3 2 K テレビ電話」を押す 
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3 .通話する 


4 .通話が終了したら 
を押す 


発信者番号を通知する／通知しない 
● 音声電話をかけるとき 
待受画面で電話番号を入力 
「3 通知で音声電話」または「4 非通 
知音声電話」を押す 
● テレビ電話をかけるとき 
待受画面で電話番号を入力 
「5 通知でテレビ電話」または「6 非 
通知テレビ電話」を押す 


音声電話をかけます。 


テレビ電話をかけます。 


キリトリ線 
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通話を保留する 


通話中に 
を押す 


・ 
を押すたびに保留／解除されます。 


スピーカーホン機能を使用する 


通話中に 
を押す 


・ 
を押すたびに設定／解除されます。 


電話／テレビ電話の受けかた 


1 .電話がかかってくる 


2 .電話を受ける 


● 音声電話を受けるとき 


を押す 


● テレビ電話を受けるとき 


を押す 


・ 
：カメラオフ画像でテレビ電話を 


受けます。 


3 .通話する 


4 .通話が終了したら 
を押す 
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電話帳の登録 


FOMA 端末電話帳の登録 


1 .待受画面で 
「2電話帳に登録 


する」を押す 


2 .名前を入力 
を押す 
3 .フリガナを確認／修正 
を押す 
4 .電話番号を入力 
を押す 
5 .「1 入力する」または「2 入力しな 
い」を押す 
・「1 入力する」 ：2 ～ 3 件目を入 
力します。操作4 
を繰り返します。 
・「2 入力しない」：入力しません。 
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6 .メールアドレスを入力 
を押す 
7 .「1 入力する」または「2 入力しな 
い」を押す 
・「1 入力する」 ：2 ～ 3 件目を入 
力します。操作6 
を繰り返します。 
・「2 入力しない」：入力しません。 
8 .グループを選択 
を押す 
9 .電話帳番号(0 ～4 9 9 ) を入力 


を押す 


10 .「1 登録する」または「2終了する」 
を押す 
・「1 登録する」： ワンタッチダイ 
ヤル／音声呼出 
しに登録します。 
・「2 終了する」： 登録しません。 


11 . 登録先を選択する 
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● ワンタッチダイヤルに登録するとき 
「1 ワンタッチダイヤル登録」「1 ワ 
ンタッチ1 」～「3ワンタッチ3 」 電 
話番号／メールアドレスの選択 
音声 
電話／テレビ電話／メールの着信音を 
設定 
を押す 
● 音声呼出しに登録するとき 
「2 音声呼出し登録」 単語を入力 


を押す 


1 2 .「3 終了する」を押す 


電話帳の検索 


1 .待受画面で 
「1電話帳の内容 


を見る」を押す 


2 .「15 0 音順検索」～「6電話帳番号 


検索」を押す 


● FOMA カード電話帳を検索するとき 


「15 0 音順検索」～「4 電話 


番号検索」を押す 


3 .目的の相手を検索して選択する 


キリトリ線 
キリトリ線 
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電話帳の修正 


1 .「電話帳の検索」（→P 7 ）の操作1 ～ 


3 を行う 


2 . 
「4 修正する」を押す 


3 .必要な項目を修正する 


4 .「1 上書きする」または「2 新規登 


録する」を押す 


・「1 上書きする」 ：上書きして登 


録します。 


・「2 新規登録する」：新しく登録し 


ます。電話帳 


番号を入力 


を 押 し 


ます。 


・以降は「FOMA 端末電話帳の登録」 


の操作1 0 ～1 2 と同様に操作しま 


す。→ P 6 
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文字入力画面の見かた 


入力可能な文字数 


入力可能な範囲 
（これ以上入力で 
きません） 


入力モード 


文字の入力 


入力モードの切り替え 


文字入力画面で 
を複数回押す 


・入力モードの切り替わりかた 


→ ひらがな／漢字 


半角数字←半角英字←半角カタカナ ← 


カーソル（点滅）：文 


字が入力または挿入 


される位置を示す 
ガイド行 
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文字の入力・変換 


〈例〉「鈴木」と入力するとき 
1 .ひらがな／漢字入力モードで文字を 


入力する 


「す」： 3 を 3 回 
R（カーソ 


ルを１つ右に移動）を押す 


「ず」： 3 を 3 回 
* を押す 


「き」： 2 を 2 回押す 


・文字を挿入する場合： 


カーソルを挿入位置に移動 
文 


字を入力する 


・入力した文字の確定前にできる操作 


C ：入力した文字を取り消し 


ます。 


：大文字／小文字を切り替 


えます。 


*（複数回）： 


濁点「゛」や半濁点「゜」 


を付加します。 
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2 . 
を押す 


・UD／ 
： 


　変換候補一覧を表示します。 


・C：変換前の状態に戻します。 


3 . 
を押す 


文字の削除 


カーソルが文中にあるとき 


C：カーソル位置の1 文字を削除し 


ます。 


C を 1 秒以上： 


カーソル位置から文末までの文 


字をすべて削除します。 


カーソルが文末にあるとき 


C：カーソル位置の左の1 文字を削 


除します。 


C を 1 秒以上： 


入力した文字をすべて削除しま 


す。 


キリトリ線 
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絵文字・記号・定型文の入力 


絵文字を入力する 


1 .文字入力中に 
「1絵文字を入 


力」を押す 


2 .絵文字を選択 
を押す 


・ 
／ 
：ページを切り替え 


ます。 


記号を入力する 


1 .文字入力中に 
「2 記号を入 


力」を押す 


2 .記号を選択 
を押す 


・ 
／ 
：ページを切り替え 


ます。 


定型文を入力する 


1 .文字入力中に 
「3定型文を貼 


付け」を押す 


2 .フォルダを選択 
定型文を選 


択 
を押す 


・LR：ページを切り替えます。 
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カメラ機能 


写真／ビデオの撮影 


写真を撮影する 


1 .待受画面で)（ 
）を押す 


2 .被写体にカメラを向けて 
を押す 


3 .「1 保存する」 
を押す 


写真の大きさと撮 
影（保存）できる残 
りの枚数 
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ビデオを撮影する 


1 .待受画面で)（ 
）を押す 


2 . 
「1 ビデオを撮影」を押す 


3 .被写体にカメラを向けて 
を押す 


4 . 
を押す 


5 .「1 保存する」 
を押す 


撮影（保存）できる 
残り時間の目安 
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撮影した写真の表示／ビデオの再生 


写真を表示する 


1 .待受画面で 
「4 写真・ビデオ 


を撮る・見る」を押す 
2 .「3 写真のアルバムを見る」を押す 
3 .「撮影した写真」のアルバムを選択 


を押す 
4 .表示する写真を選択 
を押す 


・UD： アルバム内の他の写 
真を表示します。 


キリトリ線 
キリトリ線 
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ビデオを再生する 


1 .待受画面で 
「4 写真・ビデオ 


を撮る・見る」を押す 
2 .「4ビデオのアルバムを見る」を押す 
3 .「撮影したビデオ」のアルバムを選択 


を押す 
4 .再生するビデオを選択 
を押す 


・UD ／音量ボタン（ 
)： 


再生中の音量を調節します。 
・ 
：再生を一時停止／再開し 
ます。 
・ 
： 再生を停止します。 
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ｉモードメールの作成・送信 


未送信メールと送信メールは、それぞれ 


最大 5 0 件保存できます。 


1 .待受画面で U を 1 秒以上押す 


項　目 


題名 


メールアドレス 


本文 


全角文字 


1 5 文字 


― 


5 0 0 0 文字 


半角文字 


3 0 文字 


5 0 文字 


1 0 0 0 0 文字 


宛先欄 
題名欄 


本文欄 


ｉモードメール 


送受信できる文字数 
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・ 簡単メール作成画面が表示された場合 


は、 
「1 切替える」を押して通 


常メール作成画面に切り替えます。 


2 .宛先欄を選択 
を押す 


3 .宛先を入力する 


・「1 電話帳から選ぶ」： 


電話帳から選択します。電話帳 


を検索（→ P 7 ） 相手を選択 


メールアドレスを選択 


を押します。 


・「2 直接入力する」： 


直接入力します。宛先を入力 


を押します。 


4 .題名欄を選択 
題名を入力 


を押す 


5 .本文欄を選択 
本文を入力 


を押す 


6 .「送信する」を選択 
を押す 


・メールを保存する： 


「2 保存する」 
を 


押します。 
19 


データの添付 


1 .通常メール作成画面（→ P 1 7 ）で 


「4 添付データ」を押す 


2 .「1 追加する」を押す 


・添付データを解除する： 


「2解除する」または「3全て解 


除する」を押します。 


3 .「1 音声」～「4 メロディ」を押す 


● 音声を添付するとき 


「1 音声」 音声を録音して保存する 


● 写真を添付するとき 


「2写真」 今から撮影／アルバムから 


選択する 


● ビデオを添付するとき 


「3ビデオ」 今から撮影／アルバムか 


ら選択する 


● メロディを添付するとき 


「4 メロディ」 メロディを選択する 


キリトリ線 
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ｉモードメールの受信 


受信メールは、最大2 0 0 件保存できます。 


1 .メールを受信する 


画面表示や着信音などでお知らせしま 


す。受信結果が表示されます。 


2 .「1 メール」を押す 


3 .フォルダを選択 
を押す 


4 .メールを選択 
を押す 


ｉモード問合せ 


1 .待受画面で U 「6 メールがある 


か問合せる」を押す 


2 .「1届いているメール・メッセージを 


受信する」を押す 
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その他の主な操作 


リダイヤルを表示する 


1 .待受画面で R を押す 


リダイヤルから電話をかける 


1 .待受画面で R を押す 


2 . UDを押して目的の電話番号を 


表示する 


3 . 
または 
を押す 
● 発信者番号通知／非通知で音声電話を 
かけるとき 
リダイヤル表示中に「音声電話をかけ 


るとき」と同様に操作します。→ P 3 
● 発信者番号通知／非通知でテレビ電話 
をかけるとき 
リダイヤル表示中に「テレビ電話をか 


けるとき」と同様に操作します。→P 3 
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着信履歴を表示する 


1 .待受画面で L を押す 


着信履歴から電話をかける 


1 .待受画面で L を押す 


2 . UDを押して目的の電話番号を 


表示する 


3 . 
または 
を押す 


● 発信者番号通知／非通知で音声電話を 


かけるとき 


着信履歴表示中に「音声電話をかける 


とき」と同様に操作します。→ P 3 
● 発信者番号通知／非通知でテレビ電話 
をかけるとき 
着信履歴表示中に「テレビ電話をかけ 


るとき」と同様に操作します。→ P 3 
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マナーモードを設定／解除する 


1 .待受画面で#を1 秒以上 
を 
押す 
・解除する：マナーモード中に # 
を1 秒以上 
を押 
す 


公共モード（ドライブモード）を設定／解除する 


1 .待受画面で*を1 秒以上 
を 
押す 
・解除する：公共モード（ドライブ 
モード）中に * を 1 
秒以上 
を押す 


公共モード（電源 OFF）を設定／解除する 


1 .待受画面で *2525 


1 
を押す 
・解除する：公共モード（電源OFF）中 
に待受画面で* 2 


5250 
を押す 


キリトリ線 
キリトリ線 
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伝言メモを設定／解除する 


1 .待受画面でDを1 秒以上 
を 
押す 
・解除する：伝 言 メ モ を 設 定 中 に 


Dを1 秒以上 
を押す 


伝言メモを再生する 


1 .待受画面で D 
を押す 


2 . UDを押して目的の伝言メモを 


選択 
を押す 


伝言メモが再生されます。 


3 .「1 削除する」または「2 削除しな 


い」を押す 


・「1 削除する」： 


伝言メモを削除します。 
を 


押します。 


・「2 削除しない」： 


伝言メモを削除しません。 


クイック伝言メモを利用する 


1 .電話がかかってくる 


2 . 
「1 伝言メモ」を押す 
25 


自分の電話番号を確認する 


1 .待受画面で 
「0自分の電話番 


号を見る」を押す 


● 通話中に自分の電話番号を見るとき 
通話中に 
「0 自分の電話番号」 


を押す 


・ C：通話中の画面に戻ります。 
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ディスプレイの見かた 


ディスプレイ上部 


1 
：電池残量の表示 
2 
：受信レベルの表示 
：圏外の表示 
：セルフモード中 
：データ転送（送受信）中など 
3 
：ｉモード接続中、パケット通信中 
：S S L ページ表示中 
：パソコンを接続してパケット通信中 
：パソコンを接続してデータ送受信中 
4 
：シークレットモード中 
5 
：音声電話中 
：テレビ電話中（6 4 K ） 
：テレビ電話中（3 2 K ） 
：6 4 K データ通信中 
：音声読み上げ可能など 
6 
：ｉモードメール、S MS 、メッセージ R / 
F の受信完了通知 


：ワンタッチアラーム有効 
：ワンタッチアラーム利用不可状態 


1 2 34 5 6 7 8 9 
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7 
：US B ハンズフリー通信中 
：スピーカーホン機能の使用中 
：オートスピーカーホン機能の設定中 
：ｉモード通信中 
：ｉモーションデータの取得中 
8 
：マナーモード中　 
：音声電話のバイブレータと着信音量 
の消音を同時に設定中 


：音声電話のバイブレータを設定中 
：着信音量を消音に設定中 
：文字入力モードの表示 
：ｉモードメール、S MS の受信中 
：メッセージ R の受信中　 
：メッセージ F の受信中 
9 
：公共モード（ドライブモード）中 
：FOMA カードを読み込み中 


ディスプレイ下部 


1 
：留守番電話の伝言メッ 
セージあり 


：ｉモードの接続操作の表 
示 


1 
# 


2 3 
4567 89 ! " 


キリトリ線 
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2 
：伝言メモが満杯 
：未確認の伝言メモあり 
：伝言メモの設定中 
3 
：未確認の不在着信情報あり 
4 
：未読ｉモードメール、S MS 状態表示 
5 
：未読メッセージ R 状態表示 
6 
：未読メッセージ F 状態表示 
7 
：ｉモードセンター蓄積状態表示 
8 
：ソフトウェア更新の予約中 
9 
：FOMA US B 接続ケーブルで接続中 
! 
：個人の情報表示を制限中 
：ダイヤル入力での発信を制限中 
" 
：目覚まし設定中 
：通知する予定あり 
：目覚まし設定中に通知する予定あり 
# 
／ 
：歩数計の使用中、または歩数自 
動送信メールを設定中 
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ネットワークサービス 


主なネットワークサービスを開始／停止する 


1 .待受画面で 
「 
ネットワーク 


サービスを使う」を押す 


2 .「1留守番サービスを使う」～「5番 


号通知お願いサービスを使う」を押す 


● 留守番電話サービスを設定するとき 


「1 留守番サービスを使う」「3 留守 


番サービスを開始する」または「4 留 


守番サービスを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 


● キャッチホンを設定するとき 


「2 キャッチホンを使う」「1 キャッ 


チホンを開始する」または「2 キャッ 


チホンを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 
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● 転送でんわサービスを設定するとき 


「3 転送サービスを使う」 「1 転送 


サービスを開始する」または「2 転送 


サービスを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 


● 迷惑電話ストップサービスを利用するとき 


「4 迷惑電話ストップを使う」「1 迷 


惑電話着信拒否を登録する」「1登録 


する」 
を押す 


・以降、画面の指示に従い操作します。 


● 番号通知お願いサービスを設定するとき 


「5番号通知お願いサービスを使う」 


「1 番号通知お願いサービスを開始す 


る」または「2 番号通知お願いサービ 


スを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 
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FOMA 端末から利用できるサービス 


利用できるサービス 


コレクトコール（料金着信払通話） 


一般電話の番号案内 
およびドコモとご契約の携帯電話 
の番号案内（有料） 
（電話番号の案内を希望されないお 
客様については、ご案内できま 
せん） 


電報の発信（有料） 
午前 8 時～午後 1 0 時 


時報サービス（有料） 


天気予報（有料） 


警察への緊急通報 


消防・救急への緊急通報 


海上で事件・事故が起きた時の緊 
急通報 


災害用伝言ダイヤル（有料） 


電話番号 


（局番なし）1 0 6 


（局番なし）1 0 4 


（局番なし）1 1 5 


（局番なし）1 1 7 


知りたい地域の市 
外局番＋ 1 7 7 


（局番なし）1 1 0 


（局番なし）1 1 9 


（局番なし）1 1 8 


（局番なし）1 7 1 


キリトリ線 
キリトリ線 
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メニュー一覧 


1 電話してきた相手を見る 
2 電話・電話帳を使う 


1 電話帳の内容を見る 
2 電話帳に登録する 
3 電話を受けた時の音を選ぶ 


1 
音声電話の着信音を選ぶ 


2 
テレビ電話の着信音を選ぶ 


4 電話を受けた時の振動を選ぶ 


1 
音声電話の振動を選ぶ 


2 
テレビ電話の振動を選ぶ 


5 電話を受けた時の音量を調節する 
6 相手の声の音量を調節する 
7 伝言メモを使う 


1 
伝言メモを再生する 


2 
伝言メモを設定する 


3 
伝言メモの応答メッセージを選ぶ 


8 電話帳のグループを設定する 


1 
グループ名を変更する 


2 
グループ専用の電話着信音を選ぶ 


3 
グループ専用のメール着信音を選ぶ 


3 メールを使う 


1 受信したメールを見る 
2 メールを作る 
3 例文を使ってメールを作る 
4 未送信のメールを見る 
5 送信したメールを見る 


各機能の先頭の数字や記号は、ショート 
カット操作のボタンを示します。 
＜操作例＞電卓を使う： 
7 を押す 
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3 メールを使う 


6 メールがあるか問合せる 


1 
届いているメール・メッセージを受信する 


2 
メール選択受信を行う 


7 メールアドレスを確認・変更する 
8 メールを設定する 


1 
メールが届いた時の音を選ぶ 


2 
メールが届いた時の振動を選ぶ 


3 
メールに付ける署名を登録する 


4 
例文を編集する 


5 
メール選択受信を設定する 


9 S MS を使う 


1 
S MS を作る 


2 
届いている S MS を全部受信する 


3 
S MS を設定する 


4 
FOMA カードの受信 S MS を見る 


5 
FOMA カードの送信 S MS を見る 


4 写真・ビデオを撮る・見る 


1 写真を撮影する 
2 ビデオを撮影する 
3 写真のアルバムを見る 
4 ビデオのアルバムを見る 


5 ｉモードを使う 


1 ｉ Menu を見る 
2 ブックマークを見る 
3 インターネットに接続する 


1 
UR L を入力して接続する 


2 
サイトの入力履歴から接続する 


4 画面メモを見る 
5 メッセージを見る 


1 
メッセージリクエストを見る 


2 
メッセージフリーを見る 
3 
届いているメール・メッセージを受信する 
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5 ｉモードを使う 


5 メッセージを見る 


4 
メッセージが届いた時の音を選ぶ 
1 
メッセージリクエスト 


2 
メッセージフリー 


5 
メッセージが届いた時の振動を選ぶ 
1 
メッセージリクエスト 


2 
メッセージフリー 


6 目覚まし・予定を登録する 


1 目覚ましを使う 
2 予定表を使う 
3 予定の登録件数を見る 
4 通知の時刻に電源を入れる 


7 電卓を使う 
8 歩数計を使う 


1 歩数計の利用／停止を設定する 
2 歩数の履歴を表示する 
3 歩数の自動送信メールを設定する 
4 歩数の履歴を削除する 
5 今日の歩数を削除する 


9 初めに行う設定 


1 発信者番号通知を使う 


1 
発信者番号通知を設定する 


2 
発信者番号通知設定を確認する 


2 待受画面に画像カレンダーを設定する 
3 画面の配色を設定する 
4 画面の明るさを設定する 
5 ボタンを押した時の音を設定する 
6 音声読み上げを使う 


1 
音声読み上げを設定する 


2 
音声読み上げ用の単語を登録する 


3 
スピーカー／受話口の切替を行う 
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9 初めに行う設定 


7 音声呼出しを登録する 


1 
音声で呼出す電話帳を登録する 


2 
音声で呼出す機能を登録する 


8 時計を設定する 


1 
日付と時刻を設定する 


2 
待受画面に時計を表示する 


9 ワンタッチアラームを使う 


0 自分の電話番号を見る 
9 ネットワークサービスを使う 


1 留守番サービスを使う 


1 
留守番メッセージを再生する 


2 
メッセージがあるか問合せる 


3 
留守番サービスを開始する 


4 
留守番サービスを停止する 


5 
留守番サービスの詳細を設定する 


6 
留守番呼出時間を設定する 


7 
留守番サービスの設定を確認する 


8 着信通知を使う 


1 着信通知を開始する 
2 着信通知を停止する 
3 着信通知の設定を確認する 


2 キャッチホンを使う 


1 
キャッチホンを開始する 


2 
キャッチホンを停止する 


3 
キャッチホンの設定を確認する 


3 転送サービスを使う 


1 
転送サービスを開始する 


2 
転送サービスを停止する 


3 
転送先を変更する 


4 
転送先が通話中の時の設定をする 


5 
転送サービスの設定を確認する 


キリトリ線 
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9 ネットワークサービスを使う 


4 迷惑電話ストップを使う 


1 
迷惑電話着信拒否を登録する 


2 
迷惑電話全登録を削除する 


3 
迷惑電話 1 登録を削除する 


5 番号通知お願いサービスを使う 


1 
番号通知お願いサービスを開始する 


2 
番号通知お願いサービスを停止する 


3 
番号通知お願いサービスを確認する 


6 通話中着信設定を使う 


1 
通話中着信設定を開始する 


2 
通話中着信設定を停止する 


3 
通話中着信設定を確認する 


7 通話中着信動作を選ぶ 
8 その他のサービスを使う 


1 
遠隔操作設定を使う 
1 
遠隔操作を開始する 


2 
遠隔操作を停止する 


3 
遠隔操作の設定を確認する 


2 
英語ガイダンスを使う 
1 
ガイダンスを設定する 


2 
ガイダンスの設定を確認する 


3 
デュアルネットワークを使う 
1 
デュアルネットワークを切替える 


2 
デュアルネットワークの状態を確認する 


4 
サービスダイヤルを使う 
1 
ドコモ総合案内・受付に電話する 


2 
ドコモ故障問合せ窓口に電話する 


5 
ソフトウェアを更新する 


詳細な機能を設定する 
1 入力に関する設定を行う 


1 
文字の入力方法を設定する 


2 
よく使う単語を登録する 
3 
よく使う定型文を登録する 
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詳細な機能を設定する 
2 電話・電話帳の詳細を設定する 


1 
電話帳の登録件数を見る 


2 
着信を拒否する相手を指定する 


3 
着信を許可する相手を指定する 


4 
電話帳登録外の着信を拒否する 


5 
発番通知のない着信を設定する 


6 
イヤホンマイク接続時に自動で着信する 


7 
背面の画面表示を設定する 


8 
オートスピーカーホンを設定する 


9 
無音着信時間を設定する 


0 
テレビ電話を設定する 
1 　テレビ電話画面の表示を設定する 
2 　テレビ電話画面の明るさを設定する 
3 　音声再発信を設定する 
4 　発信時の自画像送信を設定する 
5 　テレビ電話画面の大きさを設定する 


3 音を設定する 


1 
充電開始と完了時の音を設定する 


2 
電池残量の警告音を設定する 


3 
イヤホンマイク利用時の切替を設定する 


4 
通話状態が悪い時に音で知らせる 


5 
再接続した時の音を選ぶ 


6 
保存した曲の詳細を設定する 


4 メールの詳細を設定する 


1 
問合せ内容を選ぶ 


2 
添付の画像を受信する 


3 
添付のメロディを受信する 


4 
添付のメロディを自動演奏する 


5 メッセージの詳細を設定する 


1 
メッセージのメロディを自動演奏する 
2 
未読メッセージを自動で表示する 
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詳細な機能を設定する 
6 ｉモードの詳細を設定する 


1 
問合せ内容を選ぶ 


2 
文字の大きさを選ぶ 


3 
画像表示・照明を設定する 


4 
ｉモーションの再生を設定する 


5 
接続までの待ち時間を設定する 


6 
接続先番号を設定する 


7 
証明書の表示と使用を設定する 


8 
ユーザ証明書を操作する 


9 
証明書の発行先を変更する 


7 情報の表示やリセットを行う 


1 
通話時間を見る 


2 
通話料金を見る 


3 
通話時間をリセットする 


4 
通話料金をリセットする 


5 
電池残量を確認する 


6 
設定を初めの状態に戻す 


7 
本体内データを全て削除する 


8 操作の制限をする 


1 
全ての操作を制限する 


2 
セルフモードを設定する 


3 
シークレットモードに設定する 


4 
履歴の表示を制限する 


5 
個人の情報表示を制限する 


6 
暗証番号を変更する 


7 
FOMA カードの P IN コードを設定する 


8 
ダイヤル入力での発信を制限する 


9 決めた時刻に電源を入／切する 


1 
電源が入る時刻を設定する 


2 
電源が切れる時刻を設定する 
0 データ転送時の動作を設定する 
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取扱説明書に不明な点がございましたら、 
下記までお問い合わせください。 


総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 


故障お問い合わせ先 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 5 1 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 



※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 1 3 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 


・ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないよ 
　うおかけください。 


※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


故障、異常かなと思われたら、下記ま 
でお問い合わせください。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
マナーもいっしょに携帯しましょう 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
こんな場合は必ず電源を切りましょう 


■ 使用禁止の場所にいる場合 
航空機内、病院内では、必ず FOMA 端末の電源を切ってください。 
※ 医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室など 
でも、必ず電源を切ってください。 
■ 満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方 
が近くにいる可能性がある場合 
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与えるおそれがあります。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
こんな場合は公共モードに設定しましょう 


■ 運転中の場合 
FOMA 端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。 
※ 車を安全な所に停車させてからご使用になるか、公共モードをご利用ください。 
■ 劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合 
静かにすべき公共の場所で FOMA 端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう 


■ レストランやホテルのロビーなどの静かな場所で FOMA 端末を使用する場合は、声 
の大きさなどに気をつけましょう。 
■ 街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
プライバシーに配慮しましょう 


この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収・リサイクルに出しましょう。 


こんな機能が公共のマナーを守ります 
かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA 端末から鳴る音をすべて消す設定など、便利 
な機能があります。 
● 公共モード（ドライブモード／電源 OFF） 
電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような所（電車、バス、映画館等）に 
いるため、電話に出られない旨のガイダンスを流し、通話を切ります。→ P 9 1 
● 伝言メモ 
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の用件を録音します。→ P 9 3 
● バイブレータ 
電話がかかってきたことを、振動でお知らせします。→ P 1 6 3 
● マナーモード 
キー確認音や着信音など F OMA 端末から鳴る音をすべて消します。→ P 1 6 8 


カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。 
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総合お問い合わせ先 
〈D oC oMo インフォメーションセンター〉 


■ ドコモの携帯電話、P HS からの場合 


※ 一般電話などからはご利用になれません。 
※ 一般電話などからはご利用になれません。 


（局番なしの）1 5 1 （無料） 


故障お問い合わせ先 


■ ドコモの携帯電話、P HS からの場合 


（局番なしの）1 1 3 （無料） 


取 
扱 
説 
明 
書 


■ 一般電話などからの場合 
　　 0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 
　※ドコモの携帯電話、P HS からもご利用になれます。 


● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない 
ようにおかけください。 


■ 一般電話などからの場合 
　　 0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 
　※ドコモの携帯電話、P HS からもご利用になれます。 


● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない 
ようにおかけください。 
● なお、詳しくはFOMA 端末などに添付の「全国サービ 
スステーション一覧」でご確認ください。 


PRINTED WITH 
SOY INK 
T M 


Trademark of American Soybean Association 


Li-ion 


環境保全のため、不要になった電池はNT T DoCoMoまたは代理店、 
リサイクル協力店などにお持ちください。 
・「音声読み上げ機能」により、視覚に頼らずに 
　メニュー操作が行えたり、メール・ｉモードが 
　利用できます。 


・「ワンタッチダイヤル機能」により、ボタン 
　ひとつで電話がかけられます。 


「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。 


パケット通信料無料 


※ ｉモードからご利用になる場合、 
「ネットワーク暗証番号」が必要となります。 
※ ｉモードからご利用になる場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。 
※ パソコンからご利用になる場合、 
「My DoC oMo ID／パスワード」が必要となります。 
※「ネットワーク暗証番号」および「My DoC oMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は、下記総合お問い合わせ先にご相 
談ください。 
※ ご契約内容によりご利用になれない場合があります。 
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。 


ｉモードから ｉMenu ⇒ 料金＆お申込 ⇒ ドコモeサイト 


パソコンから My DoC oMo（https ://www.mydoc omo.c om/ ）⇒ 各種手続き（ドコモeサイト） 


製造元 富士通株式会社 
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データ通信について 


ここでは、データ通信の形態やご利用時の留意点に 


ついて説明します。 


利用できる通信形態 


利用できる通信形態は、パケット通信、64K データ 


通信、データ転送の 3 つに分類されます。 
･ パソコンと接続してパケット通信や 64K データ 


通信を行ったり、電話帳などのデータをバック 


アップしたりするには、本 CD-ROM よりソフト 


のインストールや各種設定を行う必要がありま 


す。 
･ FOMA 端末は FAX 通信に対応していません。 
･ ドコモの PDA、musea や sigmarion Ⅱと接続し 


てデータ通信を行う場合は、museaやsigmarion 


Ⅱをアップデートしてご利用ください。アップデー 


トの方法などの詳細は、ドコモのホームページをご 


覧ください。 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて課金されるため、メー 


ルの送受信など、比較的少ないデータ量を高速でや 


りとりするのに適しています。ネットワークに接続 


していても、データの送受信を行っていないときに 


は通信料がかからないため、ネットワークに接続し 


たまま必要なときにデータを送受信するという使い 


かたができます。 


ドコモのインターネット接続サービスmopera Uや 


moperaなど、FOMA のパケット通信に対応したア 


クセスポイントを利用して、受信最大 384kbps、 


送信最大 64kbps の高速パケット通信ができます。 


通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化す 


るベストエフォートによる提供です。 


画像を含むホームページの閲覧、データのダウン 


ロードなどデータ量の多い通信を行った場合、通信 


料が高額になりますのでご注意ください。 


64K データ通信 


64kbpsの安定した通信速度でデータを送受信でき 


ます。データ量に関係なく、ネットワークに接続し 


ている時間の長さに応じて課金されるため、マルチ 


メディアコンテンツのダウンロードなど、比較的 


データ量の多い送受信を行うのに適しています。 ド 


コモのインターネット接続サービス mopera U や 


moperaなど、FOMA64K データ通信に対応したア 


クセスポイント、または ISDN 同期 64kbps のアク 


セスポイントを利用します。 


データ転送 


データを転送したり交換したりできます。課金は発 


生しません。データリンクソフトを利用して電話帳 


や送受信メール、ブックマークなどの各種データを 


送受信します。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプロバイダの利用 
料について 


パソコンからインターネットを利用する場合は、通 


常ご利用になるインターネットサービスプロバイダ 


（以降プロバイダ）に対する利用料が必要です。この 


利用料は、FOMA サービスの利用料とは別に直接プ 


ロバイダにお支払いいただきます。利用料の詳細は、 


ご利用のプロバイダにお問い合わせください。 
･ ドコモのインターネット接続サービス mopera U 


や moperaがご利用いただけます。 


mopera U はお申し込みが必要な有料サービスで 
す。使用した月だけ月額使用料がかかるプランも 
利用できます。FOMA 端末でのインターネット接 
続には、ブロードバンド接続オプションや国際 
ローミングなどに対応したmopera Uのご利用を 
おすすめします。 
mopera はお申し込みが不要で、月額使用料は無 
料です。今すぐインターネットに接続したい方に 
便利なサービスです。 


接続先（プロバイダなど）について 


パケット通信と 64K データ通信では接続先が異な 


ります。パケット通信を行うときはパケット通信対 


応の接続先、64K データ通信を行うときは FOMA 


64K データ通信、または ISDN 同期 64kbps 対応 


の接続先をご利用ください。 
･ PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信やDoPa 


のアクセスポイントには接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証が必要な場 


合があります。その場合は、通信ソフトまたはダイ 


ヤルアップネットワークでIDとパスワードを入力し 


てください。ID とパスワードはプロバイダまたは接 


続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細 


は、プロバイダまたは接続先のネットワーク管理者 


にお問い合わせください。 
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パソコンのブラウザを利用してのアクセス 
認証について 


パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証で 
FirstPass（ユーザ証明書）が必要な場合は、本 CD- 
ROMからFirstPass PCソフトをインストールし、 
設 定 し て く だ さ い。詳 細 は 本 CD-RO M 内 の 
「FirstPassManual」を参照してください。 


■ FirstPass PC ソフトの動作環境 


※：パソコンのシステム構成によって異なる場合 


があります。 


パケット通信および64Kデータ通信の条件 


FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要です。 
･ FOMA USB 接続ケーブル（別売）に対応したパ 


ソコンであること 
･ FOMA サービスエリア内であること 
･ パケット通信の場合、アクセスポイントが FOMA 


のパケット通信に対応していること 
･ 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA64Kデー 


タ通信、またはISDN 同期64kbps に対応してい 


ること 


ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑 


していたり、電波状況が悪かったりする場合は通信 


できないことがあります。 


項　目 
必要環境 


パソコン本体 
PC/AT互換機 


OS（各日本語版） Windows 98SE、Me、2000、XP 


必要メモリ※ 
Windows 98SE、Me、2000 
：32MB以上 
Windows XP：128MB以上 


ハードディスク 
容量※ 
10MB以上の空き容量 


ブラウザ 
Microsoft® Internet Explorer 5.5 
以上 


■ データ通信の用語集 


･ APN（Access Point Name） 
パケット通信で接続するプロバイダや社内 
LAN を識別する文字列。たとえば、mopera 
U は「mopera.net」が APN となります。 


･ cid（Context Identiﬁer） 
パケット通信の接続先（APN）に対応して、 
FOMA端末に登録したAPNに割り当てられ 
る登録番号。FOMA 端末では 1 から 10 まで 
の 10 件が使えます。 


･ DNS（Domain Name System） 
ドメインネーム（例：mopera.net）を、コ 
ンピュータで使う IP アドレスに変換するシ 
ステムのこと。 


･ OBEX（Object Exchange） 
データ通信の国際規格の 1 つ。OBEX に対応 
している携帯電話、パソコン、デジタルカメ 
ラ、プリンタなどの間で、データの送受信が 
できます。 


･ QoS（Quality of Service） 
サービスの品質。通信時にユーザの意図どお 
りに、回線を利用するための技術。FOMA 端 
末では、接続するときの通信速度などを設定 
できます。 


･ W-TCP 
FOMA ネットワークでパケット通信を行う 
際に、TCP/IP の伝送能力を最大限に生かす 
ための TCPパラメータ。FOMA 端末の通信 
性能を最大限に活用するには、この通信設定 
が必要です。 


･ 管理者権限 
Windows XP、2000 を使用するときに、 
OS のシステムなどすべてにアクセスできる 
権限のこと。1 台のパソコンに最低 1 人は、 
パソコンの管理者権限を持つユーザが設定 
されています。通常、パソコンの管理者権限 
がないユーザは、ドライバやソフトなどのイ 
ンストール／アンインストールができませ 
ん。 
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データ通信の準備の流れ 


パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通信お 


よび 64K データ通信を利用する場合の準備につい 


て説明します。 


次のような流れになります。 


通信設定ファイル（ドライバ）について 


FOMA端末をパソコンに接続してデータ通信を行う 


には、通信設定ファイルをインストールする必要が 


あります。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


FOMA PC設定ソフトをインストールすると、FOMA 


端末とパソコンを接続してデータ通信を行うために 


必要なさまざまな設定を、簡単な操作で行えます。 


動作環境の確認 


通信設定ファイルおよび FOMA PC 設定ソフトは、 


次の動作環境でご利用ください。 


※1：USB接続の場合は、USBポート（USB仕様 
1.1/2.0に準拠）が必要です。 
※2：「FOMA PC設定ソフト」の動作環境です。パ 
ソコンのシステム構成によっては異なる場合 
があります。 
･ 動作環境によってはご使用になれない場合があり 


ます。また、上記の動作環境以外でのご使用によ 


る問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を 


負いかねますのであらかじめご了承ください。 
･ データ通信の説明は、主にWindows XP での操作 


方法を例にしています。他のOS では画面の表示 


が異なる場合があります。 


インストール／アンインストール前の注意点 


･ Windows XP、2000で通信設定ファイルやFOMA 


PC 設定ソフトのインストール／アンインストール 


を行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った 


ユーザで行ってください。それ以外のユーザで行う 


とエラーになります。パソコンの管理者権限の設定 


操作については、各パソコンメーカやマイクロソフ 


ト社にお問い合わせください。 
･ 操作を始める前に、稼動中の他のプログラムがな 


いことを確認してください。稼動中のプログラム 


がある場合は、プログラムを保存、終了してくだ 


さい。 
･ パソコンの操作方法、管理者権限の設定などにつ 


いては、パソコンの取扱説明書も参照してくださ 


い。 


通信設定ファイルをインストールする 
→ P4 


パソコンと FOMA 端末を接続する 
→ P4 


通信設定ファイルを確認する→ P5 


かんたん設定でパ 
ケット通信の設定 
をする 
･ mopera U/ 
mopera→P7 
･ その他のプロバイ 
ダ→ P9 


かんたん設定で 
64K データ通信 
の設定をする 
･ mopera U/ 
mopera→P10 
･ その他のプロバイ 
ダ→ P11 


通信を実行する→ P11 
･ 切断する→P12 


FOMA PC設定ソフトをインストールする 
→P6 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに通信の 
設定をする→ P15 


接続する→ P24 
･ 切断する→P24 


項　目 
必要環境 


パソコン本体※ 1 
PC/AT 互換機 


OS（各日本語版） Windows 98、 Me、2000、XP 


必要メモリ※ 2 
Windows 98、Me： 32MB 以上 
Windows 2000 
： 64MB 以上 
Windows XP 
： 128MB以上 


ハードディスク 
容量※ 2 
5MB以上の空き容量 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 


パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状態で 
接続してください。 
･ 初めてパソコンに接続する場合は、あらかじめ通 
信設定ファイル（ドライバ）をインストールして 
ください。→ P4 


FOMA USB 接続ケーブルで接続する 


･ FOMA USB 接続ケーブルは別売りです。 
1 FOMA USB接続ケーブルのFOMA端末側 
を FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 


2 FOMA USB 接続ケーブルのパソコン側を 
パソコンの USB コネクタに差し込む 
･ 通信設定ファイルのインストール前にパソコン 
に接続した場合は、FOMA USB接続ケーブル 
が差し込まれたことを自動的に認識してドライ 
バが要求され、ウィザード画面が表示されます。 
その場合は、FOMA端末を取り外し、ウィザー 
ド画面で［キャンセル］をクリックして、終了 
してください。 


･ パソコンとFOMA端末が接続されると、FOMA 


端末の画面に 
が表示されます。 


取り外しかた 
1 FOMA USB接続ケーブルのFOMA端末側 
のリリースボタンを押し（a）、FOMA 端 
末から引き抜く（b） 


2 パソコンからFOMA USB接続ケーブルを 
引き抜く 


通信設定ファイル（ドライバ）をイ 
ンストールする 


FOMA端末をパソコンに接続してデータ通信を行う 


には、通信設定ファイルが必要です。使用するパソ 


コンに FOMA 端末を初めて接続する前に、インス 


トールしておきます。 


通信設定ファイル（ドライバ）をイン 
ストールする 


･ 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー 


ル前の注意点」をお読みください。→ P3 


〈例〉Windows XP にインストールするとき 
1 CD-ROM をパソコンにセットする 


FOMA 端末は操作 1 ～ 3 を行った後にパソコン 


に接続してください。 


2 ［スタート］→「ファイル名を指定して実 
行」をクリックし、「名前」に「＜ CD- 
ROM ドライブ名＞：￥USBDRIVE￥ 
F881iESi.exe」と入力して［OK］をク 
リックする 
･ CD-ROMドライブ名はお使いのパソコンによっ 


て異なります。 


ラベル面を 
上にする 
端子キャップを 
開ける 


USB コネクタ 


お知らせ 


･ データ通信中にFOMA USB接続ケーブルを外 
さないでください。 


a 


b 


リリース 
ボタン 


リリース 
ボタン 


次ページへ続く 
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3 ［はい］をクリックする 


4 FOMA端末をパソコンに接続する旨のメッ 
セージが表示されたら、FOMA端末をパソ 
コンに接続する 


インストール中の画面表示後に自動的に完了し 


ます。 
･ FOMA端末は電源の入った状態で接続してくだ 


さい。 


接続方法→ P4 
･ インストールされたデバイスの種類とデバイ 


ス名を確認してください。→ P5 


通信設定ファイル（ドライバ）を確認する 


･ FOMA端末がパソコンに正しく認識されていない 


場合、設定および通信はできません。 


〈例〉Windows XP で確認するとき 
1 ［スタート］→「コントロールパネル」→ 
［パフォーマンスとメンテナンス］アイコ 
ン→［システム］アイコンをクリックする 


「システムのプロパティ」画面が表示されます。 


■ Windows 2000、Me、98 のとき 


［スタート］→「設定」→「コントロールパネル」 


をクリックし、［システム］アイコンをダブルク 


リックする 


2 ［ハードウェア］タブをクリックし、［デバ 
イス マネージャ］をクリックする 


「デバイス マネージャ」画面が表示されます。 


■ Windows Me、98 のとき 


［デバイス マネージャ］タブをクリックする 
3 各デバイスをダブルクリックし、インス 
トールされたデバイス名を確認する 


インストールしたデバイス名がすべて表示され 


ていることを確認します。 


※ 1：xはパソコンの環境により、異なった数字が 


表示されます。 


※2：Windows Me、98の場合のみ表示されます。 


通信設定ファイル（ドライバ）をアンイ 
ンストールする 


アンインストールは、パソコンで FOMA 端末が正し 


く認識されない場合や、FOMA 端末を接続してデー 


タ通信を行う必要がなくなったときなどに行いま 


す。 
･ 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー 


ル前の注意点」をお読みください。→ P3 
･ アンインストールを実行する前に、必ずパソコン 


から FOMA 端末を取り外してください。 


〈例〉Windows XP でアンインストールするとき 
1 ［スタート］→「コントロールパネル」→ 
［プログラムの追加と削除］アイコンをク 
リックする 


■ Windows 2000、Me、98 のとき 


［スタート］→「設定」→「コントロールパネル」 


をクリックし、［アプリケーションの追加と削除］ 


アイコンをダブルクリックする 


お知らせ 


･ インストールには数分かかる場合があります。 
･ Windowsを再起動する旨のメッセージが表示 
された場合は、画面の指示に従い再起動してく 
ださい。 
･ 通信設定ファイルをインストールする前にパ 
ソコンと FOMA 端末を接続すると、自動的に 
別のドライバがインストールされてしまう場 
合があります。その場合、操作 2 でアンインス 
トールする必要がある旨のメッセージが表示 
されます。画面の指示に従ってアンインストー 
ルを行った後、もう一度通信設定ファイルをイ 
ンストールしてください。 
･ 何らかの原因により、パソコンが FOMA 端末 
を認識できなくなった場合は、通信設定ファイ 
ルをアンインストールし、もう一度インストー 
ルしてください。 


デバイスの種類 
デバイス名 


ポート（COM/LPT） 
または（COMとLPT） 
･ FOMA F881iES Command 


Port（COMx）※1 
･ FOMA F881iES OBEX Port 


（COMx）※1 


モデム 
･ FOMA F881iES 


ユニバーサル シリア 
ル バス コントローラ 
または USB 
（Universal Serial 
Bus）コントローラ 


･ FOMA F881iES 
･ FOMA F881iES Command※2 
･ FOMA F881iES Modem※2 
･ FOMA F881iES OBEX※2 


次ページへ続く 
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2 「FOMA F881iES USB」を選択し、［変 
更と削除］をクリックする 


3 削除するプログラム名を確認し、［はい］を 
クリックする 


通信設定ファイルのアンインストールを開始し 


ます。 


4 ［OK］をクリックする 


FOMA PC設定ソフトを利用して通 
信する 


FOMA PC 設定ソフトを利用すると、簡単な操作で 


パケット通信や 64K データ通信が行えます。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


FOMA PC 設定ソフトでは次の設定ができます。 


かんたん設定 


ガイドに従い操作することで、 
「FOMAデータ通信用 


ダイヤルアップの作成」を行い、同時に W-TCP設定 


などを行います。 


W-TCP の設定 


パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設 


定を最適化します。通信性能を最大限に活用するに 


は、「W-TCP 設定」による通信設定の最適化が必要 


です。 


接続先（APN）の設定 


パケット通信を行う際に必要な「接続先（APN）の 
設定」を行います。 


パケット通信の接続先には、64K データ通信と異な 


り、通常の電話番号は使用しません。あらかじめ接 


続先ごとに、FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先 


名を設定し、その登録番号（cid）を接続先電話番号 


欄に指定して接続します。お買い上げ時、cid の 1 


には mopera に接続するための APN「mopera.ne. 


jp」が、3 には mopera U に接続するための APN 


「mopera.net」が登録されていますが、その他のプ 


ロバイダや社内 LAN に接続する場合は APN 設定が 


必要です。 


FOMA PC 設定ソフトをインストール 
する 


･ N2001、N2002、P2401、P2002、F2611、 


T2101V添付の「W-TCP環境設定ソフト」および 


「FOMAデータ通信設定ソフト」、901iSシリーズ 


より前に発売されたFOMA端末に添付の「FOMA 


PC設定ソフト」をインストールされている場合は、 


あらかじめそれらのソフトをアンインストールし 


てください。 


･ 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー 


ル前の注意点」をお読みください。→ P3 
･「FOMA PC 設定ソフト」は、データ通信対応の 


すべての FOMA 端末で利用できます。 


〈例〉Windows XP にインストールするとき 
1 CD-ROM をパソコンにセットする 
2 ［スタート］→「ファイル名を指定して実 
行」をクリックし、「名前」に「＜CD- 
ROMドライブ名＞: ￥FOMA_PCSET￥ 
SETUP.EXE」を指定し、［OK］をクリッ 
クする 
･ CD-ROMドライブ名はお使いのパソコンによっ 


て異なります。 


3 ［次へ］をクリックする 


FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約が表示さ 


れます。 


4 内容を確認の上、契約内容に同意する場合 
は［はい］をクリックする 


［いいえ］をクリックすると、インストールを中 


止します。 


お知らせ 
･ インストールに失敗したとき、または操作2 の 
画面に「FOMA F881iES USB」が表示されて 
いないときは、P4「通信設定ファイル（ドライ 
バ）をインストールする」の操作1～2を行い、 
アンインストールを実行してください。 
･ Windows Me、98 では通信設定ファイルの 
アンインストール後、すぐにインストールし直 
してデータ通信を行うと、パソコンなどの環境 
によっては正しく通信できない場合がありま 
す。その場合は、FOMA USB 接続ケーブルを 
一度抜き差ししてからデータ通信を行ってく 
ださい。 


次ページへ続く 
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5 「タスクトレイに常駐する」が選択されてい 
ることを確認し、［次へ］をクリックする 


セットアップ後、タスクトレイに「W-TCP 設定」 


が常駐します。→ P13 
･「W-TCP 通信」の最適化の設定、解除を操作す 


る機能です。常駐をおすすめします。 
･ インストール後に常駐の設定は変更できます。 


6 インストール先を確認し、［次へ］をク 
リックする 
･ 変更する場合は［参照］をクリックし、任意の 


インストール先を指定して［次へ］をクリック 


します。 


7 「プログラム フォルダ」のフォルダ名を確 
認し、［次へ］をクリックする 
･ 変更する場合はフォルダ名を入力し、［次へ］ 


をクリックします。 


8 ［完了］をクリックする 


「FOMA PC 設定ソフト」が起動します。 
･ このまま各種設定を始められます。 


かんたん設定でパケット通信を設定する 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表示さ 


れる内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単 


に FOMA 用ダイヤルアップを作成できます。 
･ 設定する前にFOMA端末とパソコンが正しく接続 


されていることを確認してください。→P4 


〈例〉Windows XP で設定するとき 
1 ［スタート］→「すべてのプログラム」 
（Windows XP 以外の OS の場合は、「プ 
ログラム」）→「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択し、「FOMA PC 設定ソフト」 
をクリックする 


「FOMA PC 設定ソフト」が起動します。 


mopera U/mopera を利用する場合 


･ その他のプロバイダを利用する場合→ P9 
1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、［かんた 
ん設定］をクリックする 


2 「パケット通信」を選択し、［次へ］をク 
リックする 


お知らせ 
･「W-TCP 環境設定ソフト」「FOMA データ通信 
設定ソフト」「FOMA PC設定ソフト」がインス 
トールされている場合は、インストールを中断 
する旨のメッセージが表示されます。［OK］を 
クリックし、それらのソフトをアンインストー 
ルしてから「FOMA PC設定ソフト」をインス 
トールしてください。 
･ インストールの途中で［キャンセル］や［いい 
え］をクリックしたときは、インストール画面 
の説明に従って［はい］または［いいえ］をク 
リックしてください。 


次ページへ続く 
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3 「『mopera U』への接続」または 
「『mopera』への接続」を選択し、［次へ］ 
をクリックする 
･ mopera Uはお申し込みが必要な有料サービス 


です。「『mopera U』への接続」を選択し、［次 


へ］をクリックすると、ご契約の確認メッセー 


ジが表示されます。［はい］または［いいえ］を 


クリックしてください。 


4 FOMA 端末設定取得画面で［OK］をク 
リックする 


FOMA 端末から「接続先（APN）情報」を取得 


します。しばらくお待ちください。 


5 「接続名」に任意の接続名を入力し、［次 
へ］をクリックする 
･ 次の記号（半角文字）は入力できません。 


￥/: ＊ ?!<> ｜” 


6 ［次へ］をクリックする 
･「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまいませ 


ん。 
･ ご使用の OS が Windows XP、2000 の場合 


は「使用可能ユーザーの選択」を設定してくだ 
さい。Windows Me、98 の場合は、「使用可 


能ユーザーの選択」は表示されません。 


7 「最適化を行う」が選択されていることを 
確認し、［次へ］をクリックする 
･ すでに最適化されている場合、この画面は表示 


されません。 


8 「設定情報」を確認し、［完了］をクリック 
する 


9 ［OK］をクリックする 


設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 


動する必要があります。再起動する旨のメッセー 


ジが表示された場合は［はい］をクリックしてく 


ださい。 
･ すでにW-TCP設定が最適化されている場合は、 


再起動する必要はありません。 
･ 通信を実行する→ P11 
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その他のプロバイダを利用する場合 


･ mopera U/mopera を利用する場合→ P7 
1 P7 の操作 1 ～ 4 を行う 


操作 3 の接続先は「その他」を選択します。 


2 「接続名」に任意の接続名を入力し、［接続 
先（APN）設定］をクリックする 
･ 次の記号（半角文字）は入力できません。 


￥/: ＊ ?!<> ｜” 
･「発信者番号通知を行う」を選択すると、通信 


実行時に発信者番号を通知します。 


■ 高度な設定（TCP/IP の設定） 


［詳細情報の設定］をクリックすると「IP アドレス」 


と「ネームサーバー」の設定画面が表示されます。 


プロバイダや、社内 LAN などのダイヤルアップ情 


報として入力が必要な場合は、入力指示情報を基 


に、各種アドレスを登録してください。 
3 接続先（APN）を設定する 


お買い上げ時、番号（cid）1 にはmoperaに接続 


するための APN「mopera.ne.jp」が、3 には 


mopera Uに接続するためのAPN「mopera.net」 


が登録されています。番号（cid）は 2 または 4 ～ 


10 に登録します。 


a［追加］をクリックする 


「接続先（APN）の追加」画面が表示されます。 


b「接続先（APN）」にプロバイダの FOMA パ 


ケット網に対応した接続先名（APN）を正し 


く入力し、［OK］をクリックする 


「接続先（APN）設定」画面に戻ります。 
･「接続先（APN）」には半角文字で、英数字、 
ハイフン（ - ）、ピリオド（ . ）のみ入力で 
きます。 


4 ［OK］をクリックする 


操作 2 の画面に戻ります。「接続先（APN）の選 


択」には、操作 3 で設定した「接続先（APN）」 


が表示されます。 


5 「接続先（APN）の選択」の接続先名を確 
認し、［次へ］をクリックする 


6 「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、 
［次へ］をクリックする 


「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダか 


ら提供された各種情報を、大文字、小文字などに 


注意し、正確に入力してください。 
･ ご使用の OS が Windows XP、2000 の場合 


は「使用可能ユーザーの選択」を設定してくだ 


さい。Windows Me、98 の場合は、「使用可 


能ユーザーの選択」は表示されません。 


次ページへ続く 
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7 「最適化を行う」が選択されていることを 
確認し、［次へ］をクリックする 


パケット通信に必要なW-TCP設定を最適化しま 


す。 
･ すでに最適化されている場合には、この画面は 


表示されません。 


8 「設定情報」を確認し、［完了］をクリッ 
クする 


9 ［OK］をクリックする 


設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 


動する必要があります。再起動する旨のメッセー 


ジが表示された場合は［はい］をクリックしてく 


ださい。 
･ すでにW-TCP設定が最適化されている場合は、 


再起動する必要はありません。 
･ 通信を実行する→ P11 


かんたん設定で64Kデータ通信を設定する 


〈例〉Windows XP で設定するとき 


mopera U/mopera を利用する場合 


･ その他のプロバイダを利用する場合→ P11 
1 P7 の操作 1 ～ 3 を行う 


操作 2 の接続方法は「64K データ通信」を選択 


します。 


2 「接続名」に任意の接続名を入力し、［次 
へ］をクリックする 
･ 次の記号（半角文字）は入力できません。 


￥/: ＊ ?!<> ｜” 
･「モデムの選択」が「FOMA F881iES」に設 


定されていることを確認します。 


3 ［次へ］をクリックする 
･「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい 


ません。 
･ ご使用の OS が Windows XP、2000 の場合 


は「使用可能ユーザーの選択」を設定してくだ 


さい。Windows Me、98 の場合は、「使用可 


能ユーザーの選択」は表示されません。 


次ページへ続く 
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4 設定情報を確認し、［完了］をクリックする 


5 ［OK］をクリックする 
･ 通信を実行する→ P11 


その他のプロバイダを利用する場合 


･ mopera U/mopera を利用する場合→ P10 
1 P7 の操作 1 ～ 3 を行う 


操作 2 の接続方法は「64K データ通信」を、操 


作 3 の接続先は「その他」を選択します。 


2 各項目を設定し、［次へ］をクリックする 


ISDN同期64kbpsアクセスポイントを持つプロ 


バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時 


に次の項目をそれぞれ登録します。 
･「接続名」：任意 
･「モデムの選択」：「FOMA F881iES」 
･「電話番号」：プロバイダ情報を基に、正しく入 


力してください。入力できる文字は次のとおり 


です。 


0123456789ABCDPTWabcdpt 


w!@＄-.( )+ ＊ #,& および半角空白 
･「発信者番号通知を行う」を選択すると、通信 


実行時に発信者番号を通知します。 


■ 高度な設定（TCP/IP の設定） 


［詳細情報の設定］をクリックすると「IP アドレス」 


と「ネームサーバー」の設定画面が表示されます。 


プロバイダや、社内 LAN などのダイヤルアップ情 


報として入力が必要な場合は、入力指示情報を基 


に各種アドレスを登録してください。 
3 「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、 
［次へ］をクリックする 


「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダか 


ら提供された各種情報を、大文字、小文字などに 


注意し、正確に入力してください。 
･ ご使用の OS が Windows XP、2000 の場合 


は「使用可能ユーザーの選択」を設定してくだ 


さい。Windows Me、98 の場合は、「使用可 


能ユーザーの選択」は表示されません。 


4 「設定情報」を確認し、［完了］をクリック 
する 


5 ［OK］をクリックする 
･ 通信を実行する→ P11 


通信を実行する 


FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断 


について説明します。 
1 FOMA 端末とパソコンを接続する 
･ 接続方法→ P4 


次ページへ続く 


12 


2 デスクトップの接続アイコンをダブルク 
リックする 
･ アイコンは OS によって異なりま 
す。 
･ 設定中に「デスクトップにダイヤ 
ルアップのショートカットを作成 
する」を選択しなかった場合は、 
接続アイコンは作成されません。 
次のスタートメニューからの接続 
方法を利用してください。 


■ Windows XPのスタートメニューから接続すると 
き 


［スタート］→「すべてのプログラム」→「アクセ 


サリ」→「通信」→「ネットワーク接続」をクリッ 


クし、接続アイコンをダブルクリックする 


■ Windows 2000、Me、98 のスタートメニュー 
から接続するとき 


［スタート］→「プログラム」→「アクセサリ」→ 


「通信」→「ネットワークとダイヤルアップ接続」 


（Me、98 の場合は「ダイヤルアップネットワー 


ク」）をクリックし、接続アイコンをダブルクリッ 


クする 
3 接続を実行する 
･ mopera U または mopera を利用する場合、 


「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい 


ません。そのまま、［ダイヤル］をクリックし 


ます。 
･ その他のプロバイダの場合は、「ユーザー名」 


「パスワード」を入力して［ダイヤル］をクリッ 


クします。 


設定中に「ユーザー名」の入力や「パスワー 


ド」の保存をした場合、入力は不要です。 
･ OS によっては、接続完了画面が表示される場 


合があります。 
［OK］をクリックしてください。 


切断するには 


インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ 


れない場合があります。確実に切断するには、次の 


操作を行ってください。 
1 タスクトレイの 
をクリックする 
･ Windows Me、98 の場合はダブルクリック 


します。 


2 ［切断］をクリックする 


お知らせ 
･ FOMA 端末には、パケット通信を実行すると 
発信中の画面、64K データ通信を実行すると 
呼び出し中の画面がそれぞれ表示され、接続す 
ると次の画面が表示されます。 


･ FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面 
ディスプレイに通信状態が表示されます。 
･ パソコンに表示される通信速度は、実際の通信 
速度とは異なる場合があります。 
･ データ通信を実行する場合、アイコン作成時の 
FOMA端末を接続した場合のみ有効です。 
･ F881iES 以外の FOMA 端末を接続する場合 
は、ご利用になるFOMA 端末の通信設定ファ 
イル（ドライバ）をインストールする必要があ 
ります。 


パケット通信のとき 
64K データ通信のとき 
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パケット通信の設定を最適化する 


「W-TCP 設定」を利用してパソコンのパケット通信 


の設定を FOMA ネットワーク用に最適化する方法 


と最適化を解除する方法について説明します。 


「W-TCP 設定」とは、FOMA ネットワークでパケッ 


ト通信を行う際に TCP/IP の伝送能力を最適化する 


ための TCP パラメータ設定ツールです。FOMA 端 


末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設 


定が必要です。 


Windows XP での最適化の設定と解除 


Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとに最 


適化できます。 
1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、 
［W-TCP 設定］をクリックする 
･ 起動方法→ P7 


■ タスクトレイから W-TCP 設定を起動するとき 


タスクトレイの 
をクリックする 


2 次の操作を行う 


■ システム設定が最適化されていないとき 


a「W-TCP 設定」画面で［最適化を行う］をクリッ 


クする 


b最適化するダイヤルアップを選択し、［実行］を 


クリックする 


システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの 


最適化が実行されます。 


■ システム設定が最適化されているとき 


次の画面が表示されます。 


内容を変更する場合は設定を行ってください。 


■ 最適化を解除するとき 


a「W-TCP 設定（ダイヤルアップ）」画面で［シス 


テム設定］をクリックする 


「W-TCP 設定」画面が表示されます。 


b［最適化を解除する］をクリックする 


c［OK］をクリックする 
3 画面に従って Windows を再起動する 
･ 設定した内容は再起動後有効になります。 


Windows 2000、Me、98 での最適化の 
設定と解除 
1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、 
［W-TCP 設定］をクリックする 
･ 起動方法→ P7 


■ タスクトレイから W-TCP 設定を起動するとき 


タスクトレイの 
をクリックする 


2 次の操作を行う 


■ システム設定が最適化されていないとき 


［最適化を行う］をクリックする 


■ システム設定が最適化されているとき 


［最適化を解除する］をクリックする 
･ FOMA 端末以外で通信を行う場合などに解除しま 


す。 


3 画面に従って Windows を再起動する 


設定した内容は再起動後有効になります。 


接続先（APN）を設定する 


パケット通信を行う場合の接続先（APN）を設定し 


ます。 
･ 設定を行う前にFOMA端末とパソコンが正しく接 


続されていることを確認してください。→P4 
･ 接続先（APN）は、FOMA端末の登録番号cid1～ 


cid10に設定できます。お買い上げ時、cidの1に 


は moperaに接続するための APN「mopera.ne. 


jp」が、3 には mopera U に接続するための APN 


「mopera.net」が登録されています。mopera U 


またはmoperaに接続する場合は本設定は不要で 


す。その他のプロバイダや社内 LAN などに接続す 


る場合は、cid2 または 4 ～ 10 に APN を登録し 


ます。 
･ 接続先（APN）については、プロバイダまたは 


ネットワーク管理者にお問い合わせください。 


1 FOMA PC 設定ソフトを起動し、［接続先 
（APN）設定］をクリックする 


FOMA 端末設定取得画面が表示されます。 
･ 起動方法→ P7 


次ページへ続く 
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2 ［OK］をクリックする 


FOMA 端末に登録されている接続先（APN）情 


報を読み込みます。 


3 接続先（APN）の設定を行う 


■ 接続先（APN）を追加するとき 


［追加］をクリックする 


■ 登録済みの接続先（APN）を編集・修正するとき 


対象の接続先（APN）を一覧から選択し、［編集］ 


をクリックする 


■ 登録済みの接続先（APN）を削除するとき 


対象の接続先（APN）を一覧から選択し、［削除］ 


をクリックする 
･ 番号（cid）の 1 と 3 に登録されている接続先 


（APN）は削除できません。番号（cid）の3を選 


択して［削除］をクリックした場合も、実際には 


削除されず「mopera.net」の設定に戻ります。 


■ ファイルへ保存するとき 


「ファイル」メニュー→「名前を付けて保存」また 


は「上書き保存」をクリックする 
･ FOMA 端末に登録された接続先（APN）設定の 


バックアップを取ったり、編集中の接続先（APN） 


設定を保存するときに利用します。 


■ ファイルから読み込むとき 


「ファイル」メニュー→「開く」をクリックする 
･ パソコンに保存された接続先（APN）設定を再編 


集したり、FOMA 端末に書き込んだりするときに 


利用します。 


■ FOMA 端末から接続先（APN）情報を読み込むと 
き 


「ファイル」メニュー→「FOMA 端末から設定を取 


得」をクリックする 
･ FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接続 


先（APN）設定を読み込みます。 


■ FOMA 端末に接続先（APN）情報を書き込むとき 


［FOMA 端末へ設定を書き込む］をクリックする 
･ 表示されている接続先（APN）設定がFOMA端末 


に書き込まれます。 


■ ダイヤルアップを作成するとき 


a追加、編集した接続先（APN）を選択し、［ダ 


イヤルアップ作成］をクリックする 


「FOMA端末設定書き込み」画面が表示されます。 


b［はい］をクリックする 


FOMA端末へ接続先（APN）情報の書き込み終 


了後、「パケット通信用ダイヤルアップの作成」 


画面が表示されます。 


c「接続名」を入力し、［アカウント・パスワード 


の設定］をクリックする 
･ mopera U または mopera を利用する場合、 


[アカウント・パスワードの設定 ]はしなくて 


もかまいません。その場合は、操作 e に進み 


ます。 


d「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、［OK］ 


をクリックする 
･ Windows XP、2000の場合は、「使用可能 


ユーザー」を選択してください。 
･ プロバイダから、IP および DNS 情報の設定 


が指示されている場合は、「パケット通信用ダ 


イヤルアップの作成」画面で［詳細情報の設 


定］をクリックし、必要な情報を登録後、 
［OK］ 


をクリックしてください。 


e［FOMA端末へ設定を書き込む］をクリックする 


上書きするかどうかの確認画面が表示されます。 


f［はい］をクリックする 


FOMA PC設定ソフトをアンインストー 
ルする 


･ 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー 


ル前の注意点」をお読みください。→ P3 


アンインストールを実行する前に 


タスクトレイの 
を右クリックし、 
「常駐させない」 


をクリックして、「W-TCP 設定」の常駐を解除して 


ください。 


お知らせ 


･ 接続先（APN）設定は FOMA 端末に登録され 
る情報のため、異なる FOMA 端末（故障修理 
により交換された端末など）を接続する場合 
は、APN を登録し直してください。 
･ パソコンに登録されている接続先（APN）を 
継続利用する場合は、同じ APN の登録番号 
（cid）を FOMA 端末に登録してください。 
･ 通信設定ファイルの確認でFOMA端末がCOM 
20 より大きい番号として認識されている場合 
は、APN設定の際、APNの情報の取得、書き 
込みができません。その場合は「パケット通信 
の接続先（APN）を設定する」を参照して設 
定してください。→ P15 
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アンインストールする 


〈例〉Windows XP でアンインストールするとき 
1 ［スタート］→「コントロールパネル」→ 
［プログラムの追加と削除］アイコンをク 
リックする 


■ Windows 2000、Me、98 のとき 


［スタート］→「設定」→「コントロールパネル」 


をクリックし、［アプリケーションの追加と削除］ 


アイコンをダブルクリックする 
2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」 
を選択し、［変更と削除］をクリックする 


3 削除するプログラム名を確認し、［はい］を 
クリックする 


FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開 


始します。 


■「W-TCP 最適化」を解除するとき 


W-TCP が最適化されている場合は最適化を解除 


するかどうかを確認する画面が表示されます。 


アンインストールする場合は［はい］をクリック 


します。 


「W-TCP 最適化」の解除は、再起動後に行われます。 
4 ［OK］をクリックする 


FOMA PC設定ソフトを利用しない 
で通信する 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信ま 


たは 64K データ通信のダイヤルアップ接続の設定 


を行う方法について説明します。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


データ通信の準備の流れ→ P3 


パケット通信の接続先（APN）を設定 
する 


接続先（APN）と登録番号（cid）について 


パケット通信の接続先（APN）は、FOMA 端末の 


登録番号 cid1 ～ cid10 に設定できます。お買い上 


げ時、cid の 1 には moperaに接続するための APN 


「mopera.ne.jp」が、3 には mopera U に接続する 


ための APN「mopera.net」が登録されています。 


mopera Uまたはmoperaに接続する場合は本設定 


は不要です。その他のプロバイダや社内 LAN などに 


接続する場合は、cid2 または 4 ～ 10 に APN を登 


録します。 
･ 接続先（APN）については、プロバイダまたは 


ネットワーク管理者にお問い合わせください。 


接続先（APN）を設定する→ P15 
※ 64Ｋデータ通信の場合と、パケット 
通信で接続先がmopera U または 
moperaの場合、設定は不要です。 


発信者番号の通知／非通知を設定する 
→ P17 
※ 必要に応じて設定してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 


Windows XP 


Windows 2000 


Windows Me 


Windows 98 


接続先の 


設定 


TCP/IP 


設定 


P17 
P18 


P19 
P21 


P21 


※ 設定内容の詳細は、プロバイダやネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 


ご使用の OS 


P23 
P23 


参照先 


P22 
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･ 接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録と 


して考えられます。接続先の設定項目を FOMA端 


末の電話帳と比較すると、次のようになります。 


･ 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続 


番号となります。 


接続先（APN）を設定する 


設定するためには、AT コマンドを入力するための 


通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標準添 


付の「ハイパーターミナル」を使った設定方法を説 


明します。 


〈例〉Windows XP で設定するとき 
1 FOMA 端末とパソコンを接続する 
･ 接続方法→ P4 


2 ［スタート］→「すべてのプログラム」→ 
「アクセサリ」→「通信」→「ハイパー 
ターミナル」をクリック（Windows 98 
ではさらに［Hypertrm］アイコンをダブ 
ルクリック）する 
･ Windows XP以外のOSをお使いの場合は、 
「す 


べてのプログラム」が「プログラム」と表示さ 


れます。 


3 「名前」に接続先名など任意の名前を入力 
し、［OK］をクリックする 


4 「電話番号」に実在しない電話番号（「0」 
など）を仮入力し、「接続方法」から 
「FOMA F881iES」を選択し、［OK］を 
クリックする 
･ 市外局番は接続先（APN）の設定とは関係あり 


ませんので、変更不要です。 


5 接続画面が表示されたら［キャンセル］を 
クリックする 


6 接続先（APN）を入力し、 
を押す 


「AT+CGDCONT＝＜ cid ＞ ,“PPP”,“APN”」 


の形式で入力します。 


＜ cid＞：2または4～10の間で任意の番号を入 


力します。 


“PPP”：そのまま“PPP”と入力します。 


“APN”：接続先（APN）を“ ”で囲んで入力 


します。 


「OK」と表示されれば、接続先（APN）の設定は 


完了です。 


■ 接続先（APN）設定をリセットするとき 


AT+CGDCONT= 
： 


すべての cid をお買い上げ時の状態にリセットし 


ます。 


＜ cid ＞ =1 は「mopera.ne.jp」、＜ cid＞ =3は 


「mopera.net」に戻り、＜ cid ＞ =2 および4 ～ 


10 の設定は未登録になります。 


AT+CGDCONT= ＜ cid ＞ 
： 


特定の cid をリセットします。 


■ 接続先（APN）設定を確認するとき 


AT+CGDCONT? 


■ ATコマンドを入力しても画面に表示されないとき 


ATE1 
7 「OK」と表示されていることを確認し、 
「ファイル」メニュー→「ハイパーターミ 
ナルの終了」をクリックする 
･「“XXX”と名前付けされた接続を保存します 


か ?」と表示されたら、「いいえ」をクリック 


します。 


接続先の設定項目 
FOMA端末の電話帳の登録項目 


登録番号（cid） 
登録番号（メモリ番号） 


APN 
相手の電話番号 
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発信者番号の通知／非通知を設定する 


発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する 


際には十分にご注意ください。 
･ mopera Uまたはmoperaを利用する場合、「非通 


知」に設定すると接続できません。 


1 P16 の操作 1 ～ 5 を行う 
2 パケット通信時の発信者番号の通知 
（186）／非通知（184）を設定する 


「AT ＊ DGPIR= ＜ n＞」の形式で入力します。 


AT ＊ DGPIR=1 
： 


パケット通信確立時、接続先（APN）に「184」 


を付けて接続します。 


AT ＊ DGPIR=2 
： 


パケット通信確立時、接続先（APN）に「186」 


を付けて接続します。 


AT ＊ DGPIR=0 
： 


設定なし（お買い上げ時）に戻ります。 


3 「OK」と表示されていることを確認し、 
「ファイル」メニュー→「ハイパーターミ 
ナルの終了」をクリックする 
･「“XXX”と名前付けされた接続を保存します 


か ?」と表示されたら、「いいえ」をクリック 


します。 


■ ダイヤルアップネットワークでの通知／非通知設 
定について 


ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の 


番号に「186」（通知）／「184」（非通知）を付 


けられます。 
･ ＊ DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワー 


クの設定の両方で「186」（通知）／「184」（非 


通知）の設定を行った場合、発信者番号の通知／ 


非通知は次のとおりです。 


Windows XP でダイヤルアップネット 
ワークを設定する 


Windows XP で「ネットワークの接続ウィザード」 


を使用して、接続先と TCP/IP プロトコルの両方を 


設定します。 


接続先を設定する 
1 ［スタート］→「すべてのプログラム」→ 
「アクセサリ」→「通信」の順に選択し、 
「ネットワーク接続」をクリックする 


「ネットワーク接続」画面が表示されます。 


2 「ネットワークタスク」の「新しい接続を 
作成する」をクリックする 


「新しい接続ウィザード」画面が表示されます。 


3 ［次へ］をクリックする 


ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示 


されます。 


4 「インターネットに接続する」を選択し、 
［次へ］をクリックする 


準備画面が表示されます。 


5 「接続を手動でセットアップする」を選択 
し、［次へ］をクリックする 


インターネット接続画面が表示されます。 


6 「ダイヤルアップモデムを使用して接続す 
る」を選択し、［次へ］をクリックする 


7 「モデム－ FOMA F881iES（COMx）」 
のみを選択し、［次へ］をクリックする 
･ x はパソコンの環境により、異なった数字が表 


示されます。 
･ インストールされているモデムが1 台しかない 


場合、デバイスの選択画面は表示されません。 


操作8へ進みます。 


8 「ISP 名」に任意の接続名を入力し、［次 
へ］をクリックする 


＊DGPIR コマンドによる設定 


ダイヤルアップネット 


ワークの設定（＜cid＞=3の場合） 


設 
定 
な 
し 


非 
通 
知 


通 
知 


＊ 99 ＊＊＊ 3# 
通知 
非通知 
通知 


184 ＊ 99 ＊＊＊ 3# 
非通知 


186 ＊ 99 ＊＊＊ 3# 
通知 
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9 「電話番号」に接続先の番号を半角で入力 
し、［次へ］をクリックする 


■ パケット通信のとき 


「＊ 99 ＊＊＊＜ cid＞＃」を入力します。 


＜ cid＞には、「パケット通信の接続先（APN）を 


設定する」で登録した cid番号を入力します。 


mopera U へ接続する場合は「＊ 99 ＊＊＊ 3 ＃」 


を、mopera へ接続する場合は「＊ 99 ＊＊＊ 1 


＃」を入力します。 


■ 64K データ通信のとき 


接続先の電話番号を入力します。 


mopera Uへ接続する場合は「＊8701」を、mopera 


へ接続する場合は「＊9601」を入力します。 


10「ユーザー名」「パスワード」「パスワード 
の確認入力」を入力し、各項目を画面例 
のようにすべて選択し、［次へ］をクリッ 
クする 
･ 接続先が mopera U または moperaの場合、 


「ユーザー名」「パスワード」「パスワードの確 


認入力」は空欄でもかまいません。各項目を画 


面のようにすべて選択し、［次へ］をクリック 


します。 


11［完了］をクリックする 
12 設定内容を確認し、［キャンセル］をクリッ 
クする 
･ ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを 


行います。 


TCP/IP プロトコルを設定する 
1 作成した接続先アイコンを選択し、「ファ 
イル」メニュー→「プロパティ」をクリッ 
クする 


2 ［全般］タブの各項目の設定を確認する 
･ 複数のモデムがインストールされている場合 


は、「接続方法」の「モデム -FOMA F881iES 


（COMx）」のみを選択します（x はパソコンの 


環境により、異なった数字が表示されます）。 
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ 
）にし 


ます。 


次ページへ続く 
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3 ［ネットワーク］タブをクリックし、各項 
目の設定を確認する 
･「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 


「PPP:Windows 95/98/NT4/2000, Internet」 


に設定します。 
･「この接続は次の項目を使用します」は、「イン 


ターネットプロトコル（TCP/IP）」だけを選択 


します。「QoSパケットスケジューラ」は設定 


を変更できませんので、そのままにしてくださ 


い。 
･ プロバイダから、IP および DNS 情報の設定が 


指示されている場合は「インターネットプロト 


コル」を選択し、「プロパティ」をクリックし 


て必要な情報を設定してください。 


4 ［設定］をクリックする 
5 すべての項目を非選択（ 
）にし、［OK］ 
をクリックする 


6 ［OK］をクリックする 
･ ダイヤルアップ接続する→ P24 


Windows 2000 でダイヤルアップ 
ネットワークを設定する 


Windows 2000 で「ネットワークの接続ウィザー 


ド」を使用して、接続先と TCP/IP プロトコルの両 


方を設定します。 


接続先を設定する 
1 ［スタート］→「プログラム」→「アクセ 
サリ」→「通信」→「ネットワークとダイ 
ヤルアップ接続」をクリックする 


「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面が表 


示されます。 


2 ［新しい接続の作成］アイコンをダブルク 
リックする 


「所在地情報」画面が表示されます。 
･ この画面は［新しい接続の作成］アイコンを初 


めてダブルクリックしたときに表示されます。 


2 回目以降の場合は、操作 5 へ進みます。 


3 「市外局番」を入力し、［OK］をクリック 
する 


「電話とモデムのオプション」画面が表示されま 


す。 


4 ［OK］をクリックする 


「ネットワークの接続ウィザード」画面が表示さ 


れます。 


5 ［次へ］をクリックする 


ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示 


されます。 


6 「インターネットにダイヤルアップ接続す 
る」を選択し、［次へ］をクリックする 


「インターネット接続ウィザード」の開始画面が 


表示されます。 


7 「インターネット接続を手動で設定するか、 
またはローカルエリアネットワーク（LAN） 
を使って接続します」を選択し、［次へ］を 
クリックする 


インターネット接続の設定選択画面が表示され 


ます。 


8 「電話回線とモデムを使ってインターネッ 
トに接続します」を選択し、［次へ］をク 
リックする 


モデムの選択画面が表示されます。 


9 「インターネットへの接続に使うモデムを 
選択する」が「FOMA F881iES」のみ 
に設定されていることを確認し、［次へ］ 
をクリックする 


インターネットアカウントの接続情報画面が表 


示されます。 
･「FOMA F881iES」に設定されていない場合 


は、「FOMA F881iES」に設定してください。 
･ パソコンに複数のモデムがインストールされ 


ていない場合はこの画面は表示されません。 


10「電話番号」に接続先の番号を半角で入力 
し、［詳細設定］をクリックする 
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■ パケット通信のとき 


「＊ 99 ＊＊＊＜ cid＞＃」を入力します。 


＜ cid＞には、「パケット通信の接続先（APN）を 


設定する」で登録した cid番号を入力します。 


mopera U へ接続する場合は「＊ 99 ＊＊＊ 3 ＃」 


を、mopera へ接続する場合は「＊ 99 ＊＊＊ 1 


＃」を入力します。 


■ 64K データ通信のとき 


接続先の電話番号を入力します。 


mopera Uへ接続する場合は「＊8701」を、mopera 


へ接続する場合は「＊9601」を入力します。 
･「市外局番とダイヤル情報を使う」を非選択（ 
） 


にします。 


11［接続］タブの各項目を画面例のように設 
定する 


12［アドレス］タブをクリックし、各項目を 
設定する 
･ プロバイダから、IP および DNS 情報の設定が 


指示されている場合は必要な情報を設定して 


ください。 
･ 接続先がmopera Uまたはmoperaの場合は、 


設定を変更しなくてもかまいません。 


13［OK］をクリックする 


インターネットアカウントの接続情報画面に戻 


ります。 


14［次へ］をクリックする 


インターネットアカウントのログオン情報画面 


が表示されます。 


15「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、 
［次へ］をクリックする 
･ 接続先が mopera U または moperaの場合、 


「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい 


ません。［次へ］をクリックし、入力されていな 


いことを確認する画面が表示されたら、［はい］ 


をクリックします。 


16「接続名」に任意の接続名を入力し、［次 
へ］をクリックする 


17「いいえ」を選択し、［次へ］をクリック 
する 
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18［完了］をクリックする 


「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻 


ります。 


TCP/IP プロトコルを設定する 
1 作成した接続先アイコンを選択し、「ファ 
イル」→「プロパティ」をクリックする 


2 ［全般］タブの各項目の設定を確認する 
･ 複数のモデムがインストールされている場合 


は、 
「接続の方法」の「モデム -FOMA F881iES 


（COMx）」のみを選択します（xはパソコンの 


環境により、異なった数字が表示されます）。 


モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項 


目が初期化されますので、もう一度接続先電話 


番号を入力してください。 
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ 
）にし 


ます。 


3 ［ネットワーク］タブをクリックし、各項 
目の設定を確認する 
･「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 


「PPP:Windows 95/98/NT4/2000,Internet」 


に設定します。 
･ コンポーネントは「インターネットプロトコル 


（TCP/IP）」だけを選択します。 


4 ［設定］をクリックする 
5 すべての項目を非選択（ 
）にし、［OK］ 
をクリックする 


接続先のプロパティ画面に戻ります。 


6 ［OK］をクリックする 
･ ダイヤルアップ接続する→ P24 


Windows Me でダイヤルアップネット 
ワークを設定する 


接続先を設定する 
1 ［スタート］→「プログラム」→「アクセ 
サリ」→「通信」→「ダイヤルアップネッ 
トワーク」をクリックする 


「ダイヤルアップネットワークへようこそ」画面 


が表示されます。 
･ この画面は「ダイヤルアップネットワーク」を 


初めて選択したときに表示されます。2 回目以 


降の場合は、操作 3 へ進みます。 


2 ［次へ］をクリックする 


「ダイヤルアップネットワーク」画面が表示され 


ます。 


3 ［新しい接続］アイコンをダブルクリック 
する 
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4 「接続名」に任意の接続名を入力し、［次 
へ］をクリックする 
･「モデムの選択」が「FOMA F881iES」に設 


定されていることを確認してください。設定さ 


れていない場合は、「FOMA F881iES」に設 


定します。 


5 接続先の番号を半角で入力し、［次へ］を 
クリックする 


■ パケット通信のとき 


「＊ 99 ＊＊＊＜ cid＞＃」を入力します。 


＜ cid＞には、「パケット通信の接続先（APN）を 


設定する」で登録した cid番号を入力します。 


mopera U へ接続する場合は「＊ 99 ＊＊＊ 3 ＃」 


を、mopera へ接続する場合は「＊ 99 ＊＊＊ 1 


＃」を入力します。 


■ 64K データ通信のとき 


接続先の電話番号を入力します。 


mopera Uへ接続する場合は「＊8701」を、mopera 


へ接続する場合は「＊9601」を入力します。 
･「市外局番」には何も入力しません。 


6 接続先名を確認し、［完了］をクリックす 
る 


TCP/IP プロトコルを設定する 
1 作成した接続先アイコンを選択し、「ファ 
イル」→「プロパティ」をクリックする 


2 ［全般］タブの各項目の設定を確認する 
･「市外局番とダイヤルのプロパティを使う」を 


非選択（ 
）にします。 
･「接続方法」が「FOMA F881iES」に設定さ 


れていることを確認してください。設定されて 


いない場合は、「FOMA F881iES」に設定し 


ます。 
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3 ［ネットワーク］タブをクリックし、各項 
目の設定を確認する 
･「ダイヤルアップサーバーの種類」は「PPP: イ 


ンターネット、Windows 2000/NT、Windows 


Me」に設定します。 
･「詳細オプション」はすべて非選択（ 
）に 


します。 
･「使用できるネットワークプロトコル」は「TCP/ 


IP」だけを選択します。 
･ プロバイダから、IP および DNS 情報の設定が 


指示されている場合は［TCP/IP 設定］をク 


リックし必要な情報を設定してください。 


4 ［セキュリティ］タブをクリックし、「ユー 
ザー名」と「パスワード」を入力する 
･ 接続先が mopera U または moperaの場合、 


「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい 


ません。 


5 ［OK］をクリックする 
･ ダイヤルアップ接続する→ P24 


Windows 98 でダイヤルアップネット 
ワークを設定する 


接続先を設定する 


操作方法はWindows Meの接続先設定と同様です。 


→ P21 


TCP/IP プロトコルを設定する 
1 P22「TCP/IP プロトコルを設定する」の 
操作 1 ～2 を行う 


2 ［サーバーの種類］タブをクリックし、各 
項目の設定を確認する 
･「ダイヤルアップサーバーの種類」は「PPP: イ 


ンターネット、Windows NT Server、Windows 


98」に設定します。 
･「使用できるネットワークプロトコル」は「TCP/ 


IP」だけを選択します。 
･ プロバイダから、IP および DNS 情報の設定が 


指示されている場合は［TCP/IP 設定］をク 


リックし必要な情報を設定してください。 
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3 ［OK］をクリックする 
･ ダイヤルアップ接続する→ P24 


ダイヤルアップ接続する 


通信の実行や切断について説明します。 


〈例〉Windows XP でダイヤルアップ接続するとき 
1 FOMA 端末とパソコンを接続する 
･ 接続方法→ P4 


2 ［スタート］→「すべてのプログラム」→ 
「アクセサリ」→「通信」→「ネットワー 
ク接続」をクリックし、接続アイコンを 
ダブルクリックする 


「ネットワーク接続」画面が表示されます。 


■ Windows 2000、Me、98 のとき 


［スタート］→「プログラム」→「アクセサリ」→ 


「通信」を順に選択し、「ネットワークとダイヤル 


アップ接続」（Me、98 の場合は「ダイヤルアップ 


ネットワーク」）をクリックして接続アイコンをダ 


ブルクリックする 
3 各項目を確認し、［ダイヤル］をクリック 
する 
･ Windows Me、98の場合は、各項目を確認し、 


［接続］をクリックします。 
･「ダイヤル」または「電話番号」には、ダイヤ 


ルアップネットワークに設定した接続先の番 


号が表示されます。 
･ 接続先が mopera U または moperaの場合、 


「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい 


ません。 


切断するには 


インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ 


れない場合があります。確実に切断するには、次の 


操作を行ってください。 
1 タスクトレイの 
をクリックする 


接続の画面が表示されます。 
･ Windows Me、98 の場合はダブルクリック 


します。 


2 ［切断］をクリックする 


AT コマンド 


ATコマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能 


を設定するためのコマンド（命令）です。FOMA 端 


末は AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの 


一部や独自の AT コマンドをサポートしています。 


AT コマンドについて 


AT コマンドの入力形式 


AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず「AT」を付 


けて入力します。必ず半角英数字で入力してくださ 


い。次に入力例を示します。 


AT コマンドは、コマンドに続くパラメータを含め 


て、必ず 1 行で入力します。1 行とは最初の文字か 


ら 
を押した直前までの文字のことで、「AT」を 


含み最大 160 文字入力できます。 


AT コマンドの入力モード 


AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソ 


コンをターミナルモードにしてください。ターミナ 


ルモードとは、パソコンを 1 台の通信端末のように 


動作させるモードです。ターミナルモードにすると、 


キーボードから入力された文字がそのまま通信ポー 


トに送られ、FOMA 端末を操作できます。 
･ オフラインモード 


FOMA 端末が待受の状態です。通常 AT コマンド 
で FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作 
します。 


ATD ＊ 99 ＊＊＊ 1# 


リ タ ー ン マ ー ク：Enter 
キーを押します。コマンド 
の区切りになります。 


パラメータ：コマンドの内容です。 


コマンド：コマンド名です。 
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･ オンラインデータモード 


FOMA 端末が通信中の状態です。この状態のとき 


に AT コマンドを入力すると、送られてきた文字 


をそのまま通信先に送信して、通信先のモデムを 


誤動作させる場合があります。通信中は AT コマ 


ンドを入力しないでください。 
･ オンラインコマンドモード 


FOMA 端末が通信中の状態でも、AT コマンドで 


FOMA 端末を操作できる状態です。その場合、通 


信先との接続を維持したまま AT コマンドを実行 


し、終了すると再び通信を続けられます。 


■ オンラインデータモードとオンラインコマンド 
モードを切り替えるとき 


FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラ 


インコマンドモードに切り替えるには、次の方法 


があります。 
･「+++」コマンドまたは「S2」レジスタに設定 


したコードを入力します。 
･「AT&D1」に設定されているときに、RS-232C※ 


の ER 信号を OFFにします。 


※： USB インタフェースにより、RS-232Cの 


信号線がエミュレートされていますので、 


通信アプリケーションによる RS-232C の 


信号線制御が有効になります。 


また、オンラインコマンドモードからオンライン 


データモードに切り替えるには、「ATO 
」と入 


力します。 
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AT コマンド一覧 


･ FOMA F881iES Modem Port で使用できる AT コマンドです。 
･ AT コマンド入力時に、使用しているパソコンや通信ソフトのフォント設定により、「￥」を 
入力しても「＼」と表示される場合があります。 
･ FOMA端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことがあ 
ります。 


AT コマンド 
概　要 
パラメータ/ 説明 
コマンド実行例 


AT%V 
FOMA端末のバージョンを 
表示します。 
FOMA端末のバージョンを"VerX.XX"などの形式 
で表示します。 
AT%V 
Ver１ .００ 
OK 


AT&C＜ n ＞ 
DTE への回路 CD（DCD） 
信号の動作条件を設定しま 
す。※1 


n=０：常に ON 
n=１：回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 
n=０に設定する場合は、接続完了時の"CONNECT" 
を送出する直前にCD信号をONにします。回路が 
切断され、"NO CARRIER"を送出する直前にCD信 
号をOFFにします。 


AT&C１ 
OK 


AT&D＜ n ＞ 
オンラインデータモードの 
ときに、DTE から受け取る 
回路 ER（DTR）信号がON 
からOFFに変わったときの 
動作を設定します。※ 1 


n=０：状態を無視（常にONとみなす） 
n=１：ONからOFFに変わるとオンラインコマン 
ドモードに移行 
n=２：ONからOFFに変わると回線を切断しオフ 
ラインモードに移行（お買い上げ時） 


AT&D１ 
OK 


AT&E ＜n ＞ 
接続時の速度表示仕様を選 
択します。※ 1 
n=０：無線区間通信速度を表示 
n=１：パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表 
示（お買い上げ時） 


AT&E１ 
OK 


AT&F 
FOMA端末のATコマンド設 
定値を工場出荷時の状態に 
リセットします。通信中に実 
行した場合は、回線を切断し 
てからリセットします。 



AT&F 
OK 


AT&S＜ n ＞ 
DTEへ出力するデータセッ 
トレディ（DR）信号の制御 
のしかたを設定します。※ 1 


n=０：常時 ON（お買い上げ時） 
n=１：回線接続時に ON 
AT&S０ 
OK 


AT&W 
現在の設定値をFOMA端末 
に記録します。 
AT&W 
OK 


AT ＊DANTE 
FOMA端末の受信レベルを 
数字で表示します。 
実行すると"＊DANTE:＜n＞"の形式で表示しま 
す。 
n=０： 


n=１： 


n=２： 


n=３： 


AT ＊ DANTE 
＊ DANTE:３ 
OK 
AT＊DANTE=？ 
＊ DANTE:(０ -３ ) 
OK 
（表示可能な値の範囲を 
表示する） 


AT ＊DGANSM= 
＜ n ＞ 
パケット着信呼に対する着 
信拒否/ 許可設定のモード 
を設定します。※ 2 


n=０：着信拒否設定 OFF、着信許可設定 OFF（お 
買い上げ時） 
n=１：着信拒否設定 ON 
n=２：着信許可設定 ON 


AT＊DGANSM=０ 
OK 
AT＊DGANSM？ 
＊ DGANSM:０ 
OK 


AT＊DGAPL=＜n＞ 
［，＜ cid ＞］ 
パケット着信呼に対して着 
信を許可する接続先（APN） 
を設定します。※ 2 APN設 
定は「+CGDCONT」コマ 
ンドで定義された＜cid ＞ 
パラメータを使用します。 


＜n＞パラメータによって着信許可リストへの追 
加または削除を指定します。＜cid＞パラメータを 
省略した場合は、＜cid＞のすべてをリストに追加 
または削除します。追加または削除する＜cid＞が 
「+CGDCONT」コマンドで定義されていない場合 
でも、リストへ追加または削除します。 
n=０：＜cid＞で定義されたAPNを着信許可リス 
トに追加 
n=１：＜cid＞で定義されたAPNを着信許可リス 
トから削除 


AT ＊ DGAPL=０ ,１ 
OK 
AT＊DGAPL？ 
＊ DGAPL:１ 
OK 
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AT＊DGARL=＜n＞ 
［，＜ cid ＞］ 
パケット着信呼に対して着 
信を拒否する接続先（APN） 
を設定します。※ 2 APN設 
定は「+CGDCONT」コマ 
ンドで定義された＜cid ＞ 
パラメータを使用します。 


＜n＞パラメータによって着信拒否リストへの追 
加または削除を指定します。＜cid＞パラメータを 
省略した場合は、＜cid＞のすべてをリストに追加 
または削除します。追加または削除する＜cid＞が 
「+CGDCONT」コマンドで定義されていない場合 
でも、リストへ追加または削除します。 
n=０：＜cid＞で定義されたAPNを着信拒否リス 
トに追加 
n=１：＜cid＞で定義されたAPNを着信拒否リス 
トから削除 


AT＊DGARL=０,１ 
OK 
AT＊DGARL？ 
＊ DGARL:１ 
OK 


AT＊DGPIR=＜n＞ 
パケット通信確立時に、番 
号を通知するかどうかを設 
定します。※ 2 発信時、着信 
時に有効です。 


n=０：APN にそのまま接続（お買い上げ時） 
n=１：APN に「１８４」を付けて接続 
n=２：APN に「１８６」を付けて接続 
本コマンドとダイヤルアップネットワークの両方 
で「１８６」（通知）/「１８４」（非通知）を設定した場 
合→P17 


AT ＊ DGPIR=０ 
OK 
AT ＊ DGPIR? 
＊ DGPIR:０ 
OK 


AT ＊DRPW 
FOMA端末が受信する電波 
の受信電力指標を表示しま 
す。 


実行すると " ＊ DRPW: ＜ n ＞"の形式で表示しま 
す。 
AT ＊ DRPW 
＊ DRPW:０ 
OK 
AT ＊ DRPW=？ 
＊ DRPW:(０-７５) 
OK 
（表示可能な値の範囲を 
表示する） 


＋＋＋ 
FOMA端末のモードをオン 
ラインデータモードからオ 
ンラインコマンドモードへ 
移行します。 
エスケープガード区間は 
「１秒」の固定値です。 



AT+CEER 
直前の通信の切断理由を表 
示します。 
「切断理由一覧」を参照→P32 
AT+CEER 
+CEER:３６ 
OK 


AT+CGDCONT 
パケット発信時の接続先 
（APN）を設定します。※2 
「AT コマンドの補足説明」を参照→P32 
「ATコマンドの補足説明」 
を参照→P32 


AT+CGEQMIN 
パケット通信確立時にネッ 
トワーク側から通知される 
QoS（サービス品質）を許 
可するかどうかの判定基準 
を登録します。※ 2 


「AT コマンドの補足説明」を参照→P32 
「ATコマンドの補足説明」 
を参照→P32 


AT+CGEQREQ 
パケット通信を確立時に 
ネットワークへ要求する 
QoS（サービス品質）を許 
可するかどうかの判定基準 
を登録します。※ 2 


「AT コマンドの補足説明」を参照→P32 
「ATコマンドの補足説明」 
を参照→P32 


AT+CGMR 
FOMA端末のバージョンを 
表示します。 


AT+CGMR 


１２３４５６７８９０１２３４５６ 
OK 


AT+CGREG=＜n＞ 
ネットワーク登録状態を通 
知するかどうかを設定しま 
す。※1 通知される内容は圏 
内 /圏外です。 


＜n＞ 


０： 通知なし（お買い上げ時） 


１： 通知あり 
n=１に設定すると、圏内から圏外、または圏外から 
圏内へ移動したときに"+CGREG：<stat>" の形 
式で通知されます。<stat>パラメータは「０,１,４」 
をサポートします。 
＜stat＞ 


０： 圏外 


１： 圏内（home） 


４： 不明 
「AT+CGREG?」のとき"+CGREG：<n>, <stat>" 
を表示します。 


AT+CGREG=１ 
OK 
AT+CGREG? 
+CGREG:１,０ 
OK 
（通知あり、圏外を意味し 
ている） 


AT+CGSN 
FOMA端末の製造番号を表 
示します。 


AT+CGSN 


１２３４５６７８９０１２３４５ 
OK 


AT コマンド 
概　要 
パラメータ/ 説明 
コマンド実行例 
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AT+CLIP= ＜n ＞ 
６４ K データ通信の着信時 
に、相手の発信番号をパソ 
コンに表示します。※ 1 


＜n＞ 


０： リザルトを表示しない（お買い上げ時） 


１： リザルトを表示する 
「AT＋CLIP？」のとき、"AT+CLIP＝＜n＞,＜m＞" 
を表示します。 
＜m ＞ 


０： 発信時に相手に番号を通知しないNW設定 


１： 発信時に相手に番号を通知するNW設定 


２： 不明 


AT+CLIP=０ 
OK 


AT+CLIR= ＜n ＞ 
６４ K データ通信の発信時 
に、電話番号を相手に通知 
するかどうかを設定しま 
す。※2 


＜n＞ 


０： サービスご契約の設定に従う 


１： 通知しない 


２： 通知する（お買い上げ時） 
「AT+CLIR？」のとき、"AT+CLIR＝＜n＞,＜m＞" 
を表示します。 
＜m ＞ 


０： CLIRは未起動（常時通知） 


１： CLIRは常時起動（常時非通知） 


２： 不明 


３： CLIRテンポラリーモード（非通知デフォルト） 


４： CLIRテンポラリーモード（通知デフォルト） 


AT+CLIR=２ 
OK 


AT+CMEE=＜n＞ 
FOMA端末のエラーレポー 
トの有無を設定します。※ 1 
エラーを"ERROR" のみで表示するか、理由を文 
字あるいは数値でレポートするかを設定します。 
＜n＞ 


０： リザルトコードを使用せずに "ERROR"を表 
示（お買い上げ時） 


１： リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 


２： リザルトコードを使用し、文字で理由を表示 
n=１またはn=２でエラーレポート表示に設定した 
場合、エラーレポートは次のように表示されます。 
"+CME ERROR：xxxx"（xxxxには、数字または 
文字が表示されます。「エラーレポート一覧」 
→P32） 


AT+CMEE=０ 
OK 
AT+CNUM 
ERROR 
AT+CMEE=１ 
OK 
AT+CNUM 
+CME ERROR:１０ 


AT+CNUM 
FOMA端末の自局番号を表 
示します。 
実行すると "+CNUM：<number>, ＜type＞" の 
形式で表示されます。 
＜number＞電話番号 
＜type＞ 


１２9： 国際アクセスコード+ を含まない 


１４５： 国際アクセスコード+ を含む 


AT+CNUM 
+CNUM : "+８１９０ 


１２３４５６７８",１４５ 
OK 


AT+CR=＜mode＞ 
回線接続時に"CONNECT" 
のリザルトコードが表示さ 
れる前に、パケット通信/６４K 
データ通信を表示するかど 
うかを設定します。※ 1 


<mode> 


０： 表示しない（お買い上げ時） 


１： 表示する 
パケット通信のときは、"GPRS" と表示され64K 
データ通信のときは"SYNC"と表示されます。 


AT+CR=１ 
OK 
ATD＊９９＊＊＊１# 
+CR:GPRS 
CONNECT 


AT+CRC=＜ n ＞ 
着信時に拡張リザルトコー 
ドを使用するかどうかを設 
定します。※ 1 


n=０：使用しない（お買い上げ時） 
n=１：使用する 
AT+CRC=０ 
OK 


AT+CREG=＜n＞ 
ネットワークの圏内/ 圏外 
情報を表示するかを設定し 
ます。※1 


<n> 


０： 通知なし（お買い上げ時） 


１： 通知あり 
「AT+CREG ＝１」に設定すると、圏内から圏外、 
または圏外から圏内へ移動したときに"+CREG: 
<stat>" の形式で通知されます。<stat> パラ 
メータは「０ ,１ ,４」をサポートします。 
<stat> 


０： 圏外 


１： 圏内 


４： 不明 
「AT+CREG?」のとき"+CREG：<n>, <stat>" 
を表示します。 


AT+CREG=１ 
OK 
AT+CREG？ 
+CREG:１ ,０ 
OK 
（通知あり、圏外を意味し 
ている） 


AT+GMI 
FOMA端末のメーカの名前 
が半角英数字で表示されま 
す。 


AT+GMI 
FUJITSU 
OK 


AT コマンド 
概　要 
パラメータ/ 説明 
コマンド実行例 
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AT+GMM 
FOMA端末の製品名の略称 
が半角英数字で表示されま 
す。 


AT+GMM 
FOMA F881iES 
OK 


AT+GMR 
FOMA 端末のバージョンを 
表示します。 
FOMA端末のバージョンを"VerX.XX"などの形式 
で表示します。 
AT+GMR 
Ver1.00 
OK 


AT+IFC=＜n,m＞ 
パソコンとFOMA端末間の 
ローカルフロー制御方式を 
設定します。※ 1 


DCE by DTE（＜n＞） 


０： フロー制御を行わない 


１： XON/XOFFフロー制御を行う 


２： RS/CS（RTS/CTS）フロー制御を行う（お 
買い上げ時） 
DTE by DCE（＜m ＞） 


０： フロー制御を行わない 


１： XON/XOFFフロー制御を行う 


２： RS/CS（RTS/CTS）フロー制御を行う（お 
買い上げ時） 


AT+IFC=２,２ 
OK 


AT+WS4６=＜n＞ 
発信時に使用する無線ネッ 
トワークを設定します。発 
信に影響は与えません。 


n=２２：FOMAネットワーク（固定値） 
AT+WS４６ =２２ 
OK 


ATA 
パケット着信および64Kデー 
タ通信の着信時に入力する 
と、着信処理を行います。 


パケット着信中には、「ATA１８４」（発信者番号通 
知なし着信動作）および「ATA１８６」（発信者番号 
通知あり着信動作）を入力できます。 


RING 
ATA 
CONNECT 


A/ 
直前に実行したコマンドを 
再実行します。 
前の応答が "ERROR" の場合"ERROR" が返りま 
す。 
A/ 
OK 


ATD 
発信処理を行います。 
パケット通信：「ATD＊９９＊＊＊＜ cid＞ #」 
「ATD＊９９#」を入力した場合は「＜cid＞=１」を 
使います（＜cid＞を省略した場合は、 
「＜cid＞=１」 
になります）。 
「ATD１８４＊９９」で始まる書式を入力した場合は指 
定した＜ cid ＞に設定した APNに対して "１８４"が 
付加されます（１８６でも同様の操作ができます）。 


６４Kデータ通信：「ATD［パラメータ］［電話番号］」 
電話番号に「０～９､＊､ # ､ A ､ a ､ B ､ b ､ C ､ c、 


」以外を設定した場合は、発信で 
きません。 
の文字は入力できますが、ダイヤル 
時には認識されません。 
「ATDN」または「ATDL」でリダイヤル発信がで 
きます。 


ATD＊９９＊＊＊１# 
CONNECT 


ATE ＜n ＞ 
パソコンから送信されたコ 
マンドに対して、FOMA端 
末がエコーを返すかどうか 
を設定します。※1 


n=０：エコーバックなし 
n=１：エコーバックあり（お買い上げ時） 
通常はn=１で使用します。パソコンにエコー機能が 
ある場合、n=０に設定すると文字が二重に表示されな 
くなります。 


ATE１ 
OK 


ATH 
パ ケット通 信および６４ K 
データ通信時に入力する 
と、回線を切断します。 


（通信中） 
+++ 
OK 
ATH 
NO CARRIER 


ATI ＜n ＞ 
確認コードを表示します。 
n=０： NTT DoCoMo 
n=１： 製品名の略称を表示する（FOMA F881iES） 
n=２： 製品のバージョンを "VerX.XX"などの形式 
で表示する 


ATI０ 
NTT DoCoMo 
OK 


ATO 
通信中にオンラインコマン 
ドモードからオンライン 
データモードに戻します。 


ATO 
CONNECT 


ATQ＜ n ＞ 
リザルトコードを表示する 
かどうかを設定します。※ 1 
n=０：表示する（お買い上げ時） 
n=１：表示しない 
ATQ０ 
OK 


ATV ＜n ＞ 
リザルトコードの表示方法 
を設定します。※ 1 
すべてのリザルトコードを数字表記あるいは英文 
字表記で表示します。 
n=０：数字表記で表示する 
n=１：英文字表記で表示する（お買い上げ時） 


ATV１ 
OK 


AT コマンド 
概　要 
パラメータ/ 説明 
コマンド実行例 
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ATX ＜n ＞ 
接続の"CONNECT"表示に 
速度を表示するかどうかを 
設定します。また、ビジー 
トーン、ダイヤルトーンの 
検出を行います。※ 1 


ビジートーン検出： 
接続先が通話中の場合は、 
"BUSY"応答を送出します。 
ダイヤルトーン検出： 
FOMA端末に接続されてい 
るかどうかを判定します。 


n=０：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示なし 
n=１：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示あり 
n=２：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出あり、速度表示あり 
n=３：ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示あり 
n=４：ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 
n=０に設定すると、「AT&E」コマンドおよび「AT 
￥V」コマンドが無効になります。 


ATX１ 
OK 


ATZ 
FOMA端末のATコマンド設 
定値をリセットします。※3 
FOMA 端末のAT コマンド設定値を不揮発メモリ 
の内容にリセットします。通信中に実行した場合 
は、回線を切断してからリセットします。 


（オンライン時） 
ATZ 
NO CARRIER 
（オフライン時） 
ATZ 
OK 


ATS０ = ＜n ＞ 
FOMA端末が自動着信する 
までの呼出回数を設定しま 
す。※1 


n=０ 
： 自動着信なし（お買い上げ時） 
n=１～２５５： 指定したリング数で自動着信 
ATS０ =０ 
OK 


ATS２ = ＜n ＞ 
エスケープキャラクタの設 
定を行います。 
n=０～１２７（お買い上げ時 n=４３） 
n= １２７に設定するとエスケープは無効になりま 
す。 


ATS２ =４３ 
OK 
ATS２ ? 


０４３ 
OK 


ATS３ = ＜n ＞ 
復帰（CR）キャラクタの設 
定を行います。 
AT コマンド文字列の最後を認識するキャラクタ 
を定義します。エコーバックされたコマンド文字 
列とリザルトコードの最後に付きます。設定値は 
変更できません（お買い上げ時n=１３）。 


ATS３ =１３ 
OK 
ATS３ ? 


０１３ 
OK 


ATS４ = ＜n ＞ 
改行（LF）キャラクタの設 
定を行います。 
英文でリザルトコードを表示する場合、 
［CR］キャ 
ラクタの後に付きます。設定値は変更できません 
（お買い上げ時n=１０）。 


ATS４ =１０ 
OK 
ATS４ ? 


０1０ 
OK 


ATS５ = ＜n ＞ 
バックスペース（BS）キャ 
ラクタの設定を行います。 
AT コマンド入力中にこのキャラクタを検出する 
と、入力バッファの最後のキャラクタを削除しま 
す。設定値は変更できません（お買い上げ時n=８）。 


ATS５ =８ 
OK 
ATS５ ? 


００８ 
OK 


ATS６ = ＜n ＞ 
ダイヤルするまでのポーズ 
時間（秒）を設定します。 
本コマンドによりレジスタは設定されますが、動 
作しません。 
n：２～１０（お買い上げ時 n=５） 


ATS６ =５ 
OK 


ATS７ = ＜n ＞ 
接続完了までの待ち時間 
（秒）を設定します。※ 1 
n：１～２５５（お買い上げ時 n=６０） 


６４K データ通信およびパケット通信の発呼時に、 
FOMA 端末がパソコンから「ATD」入力を受信し 
てから設定した秒数が経過しても、FOMA端末が 
パソコンに"CONNECT" を送出できない場合は、 
"NO CARRIER"のリザルトを返し、切断処理へ移 
行します。値を「１２１～２５５」に設定した場合、"OK" 
のリザルトを返しますが、値は「１２０」に設定され 
ます。 


ATS７ =６０ 
OK 


ATS８ = ＜n ＞ 
カンマダイヤルするまでの 
ポーズ時間（秒）を設定し 
ます。 


本コマンドによりレジスタは設定されますが、 
ポーズ時間（３秒）に影響しません。 
n＝０：ポーズしない 
n 
： １～２５５（お買い上げ時 n=３） 


ATS８ =３ 
OK 


ATS１０ = ＜n ＞ 
自動切断の遅延時間（秒） 
を設定します。 
（１/１０秒）※ 1 
本コマンドによりレジスタは設定されますが、動 
作しません。 
n：１～２５５（お買い上げ時 n=１） 


ATS１０ =１ 
OK 


AT コマンド 
概　要 
パラメータ/ 説明 
コマンド実行例 
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※ 1：「&W」コマンドで FOMA 端末に記録されます。 


※ 2：「&F」「Z」コマンドによるリセットは行われません。 


※ 3：「&W」コマンドを使用する前に「Z」コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変 


更内容は消去されます。 


ATS３０ = ＜n ＞ 
６４ K データ通信時、データ 
の送受信がない場合に切断 
するまでの時間（分）を設 
定します。 


n：０～２５５（お買い上げ時 n=０） 
n=０は不活動タイマオフ 
ATS３０ =３ 
OK 


ATS１０３ = ＜n ＞ 
６４ K データ通信で、着サブ 
アドレスを付けて発信する 
場合の区切りを設定しま 
す。 


n=０：＊アスタリスク 
n=１：/ スラッシュ（お買い上げ時） 
n=２：￥マークあるいはバックスラッシュ 


ATS１０３ =０ 
OK 


ATS１０４ = ＜n ＞ 
６４ K データ通信で、発サブ 
アドレスを付けて発信する 
場合の区切りを設定しま 
す。 


n=０：# シャープ 
n=１：% パーセント（お買い上げ時） 
n=２：& アンド 


ATS１０４ =０ 
OK 


AT￥S 
現在設定されている各コマ 
ンドと S レジスタの内容を 
表示します。 



AT￥S 
E1 Q ０ V １ X ４ &C１ &D２ 
&S０ &E1 ￥V０ 
S０００ =０００ 
S００２ =０４３ 
S００３ =０１３ 
S００４ =０１０ 
S００５ =００８ 
S００６ =００５ 
S００７ =０６０ 
S００８ =００３ 
S０１０ =００１ 
S０３０ =０００ 
S１０３ =００１ 
S１０４ =００１ 
OK 


AT￥V ＜n ＞ 
接続時の応答コード仕様を 
選択します。※ 1 
n=０：拡張リザルトコードを使用しない（お買い 
上げ時） 
n=１：拡張リザルトコードを使用する 


AT￥V０ 
OK 


AT コマンド 
概　要 
パラメータ/ 説明 
コマンド実行例 
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切断理由一覧 


■ パケット通信 


■ 64K データ通信 


エラーレポート一覧 


AT コマンドの補足説明 


■ コマンド名：+CGDCONT=［パラメータ］ 


･ 概要 
パケット発信時の接続先（APN）の設定を行い 
ます。 
･ 書式 
+CGDCONT ＝［＜ cid＞［，"PPP"［，" ＜ APN ＞ 
"］］］ 
･ パラメータ説明 
＜ cid＞ 
：１～１０ 
＜ APN ＞：任意 
※＜ cid＞は、FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先（APN）を管理する番号です。 
FOMA 端末では「１～１０」が登録できます。お 
買い上げ時、１にはmopera に接続するための 
APN「mopera.ne.jp」が、３にはmopera U に 
接続するためのAPN「mopera.net」が登録さ 
れています。＜APN＞は接続先を示す接続ご 
との任意の文字列です。 
･ 実行例 
「abc」という APN 名を登録する場合のコマンド 
（＜ cid＞ =２の場合） 
AT+CGDCONT=２，"PPP"，"abc" 
OK 
･ パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGDCONT= 
すべての＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 
AT+CGDCONT= ＜ cid＞ 
指定した＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 
AT+CGDCONT=？ 
設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT+CGDCONT？ 
現在の設定値を表示します。 


■ コマンド名：+CGEQMIN=［パラメータ］ 


･ 概要 
パケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される QoS（サービス品質）を許容するかどう 
かの判定基準値を登録します。 
･ 書式 
AT+CGEQMIN=［＜ cid ＞［，，＜ Maximum 
bitrate UL ＞［，＜ Maximum bitrate DL ＞］］］ 


値 
理　由 


27 
APN が存在しないか、もしくは正しくありません。 


30 
ネットワークによって切断されました。 


33 
パケット通信の契約がされていません。 


36 
正常に切断されました。 


値 
理　由 


１ 
指定した番号は存在しません。 


１６ 
正常に切断されました。 


１７ 
相手側が通信中のため、通信ができません。 


１８ 
発信しましたが、指定時間内に応答がありません。 


１９ 
相手側が呼出中のため通信ができません。 


２１ 
相手側が着信を拒否しました。 


６３ 
ネットワークのサービスおよびオプションが有効では 
ありません。 


６５ 
提供されていない処理速度を指定しました。 


８８ 
端末属性の異なる端末に発信したか、もしくは着信を受 
けました。 


数字 
表示 
文字表示 
理　由 


１０ 
SIM not 
inserted 
FOMAカードがセットされていません。 


１５ 
SIM 
wrong 
ドコモ以外の SIM（FOMA カードに相 
当する ICカード）が挿入されています。 


１６ 
incorrect 
password 
パスワードが間違っています。 


１００ 
unknown 
不明なエラーです。 
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･ パラメータ説明 
＜ cid＞：１～１０ 
＜ Maximum bitrate UL＞ 
：なし（お買い上げ時）または６４ 
＜ Maximum bitrate DL＞ 
：なし（お買い上げ時）または３８４ 
※＜cid＞は、FOMA端末内に登録するパケット 
通信での接続先（APN）を管理する番号です。 
FOMA 端末では「1 ～１０」が登録できます。お 
買い上げ時、１にはmopera に接続するための 
APN「mopera.ne.jp」が、３にはmopera U に 
接続するためのAPN「mopera.net」が登録さ 
れています。「Maximum bitrate UL」および 
「Maximum bitrate DL」では、FOMA 端末と 
基地局間の上りおよび下りの最低通信速度 
（kbps）を設定します。「なし（お買い上げ時）」 
に設定した場合は、すべての速度を許容します 
が、「６４」および「３８４」を設定した場合、これ 
らの速度以下の接続は許容されないため、パ 
ケット通信が接続されない場合がありますので 
ご注意ください。 
･ 実行例 
（1）上りと下りですべての速度を許容する場合 
のコマンド（＜ cid＞ =２の場合） 
AT+CGEQMIN=２ 
OK 
（2）上り６４kbps、下り３８４kbpsの速度のみ許容 
する場合のコマンド（＜ cid ＞ =３の場合） 
AT+CGEQMIN=３ ,,６４ ,３８４ 
OK 
（3）上り６４ kbps、下りすべての速度のみ許容す 
る場合のコマンド（＜cid＞=４の場合） 
AT+CGEQMIN=４ ,,６４ 
OK 
（4）上りすべての速度、下り３８４ kbps 速度のみ許 
容する場合のコマンド（＜ cid ＞ =５の場合） 
AT+CGEQMIN=５ ,,,３８４ 
OK 
･ パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQMIN= 
すべての＜ cid ＞の設定をクリアします。 
AT+CGEQMIN= ＜ cid ＞ 
指定した＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 
AT+CGEQMIN=？ 
設定可能な値のリストを表示します。 
AT+CGEQMIN？ 
現在の設定を表示します。 


■ コマンド名：+CGEQREQ=［パラメータ］ 


･ 概要 
パケット通信時の発信時にネットワークへ要求 
する QoS（サービス品質）を設定します。 
･ 書式 
AT+CGEQREQ=［＜ cid ＞］ 


･ パラメータ説明 
上り６４ kbps、下り３８４ kbps の速度で接続を要求 
するコマンドのみ設定できます。各 cidにはその 
内容がお買い上げ時に設定されています。 
＜ cid＞：１～１０ 
※＜ cid＞は、FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先（APN）を管理する番号です。 
FOMA 端末では「１～１０」が登録できます。お 
買い上げ時、１にはmopera に接続するための 
APN「mopera.ne.jp」が、３にはmopera U に 
接続するためのAPN「mopera.net」が登録さ 
れています。 
･ 実行例 
（＜ cid＞ =2 の場合） 
AT+CGEQREQ=2 
OK 
･ パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQREQ= 
すべての＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 
AT+CGEQREQ= ＜ cid ＞ 
指定した＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 
AT+CGEQREQ=？ 
設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT+CGEQREQ？ 
現在の設定を表示します。 
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リザルトコード 


■ リザルトコード 


■ 拡張リザルトコード 


数字表示 
文字表示 
意　味 


０ 
OK 
正常に実行しました。 


１ 
CONNECT 
相手と接続しました。 


２ 
RING 
着信が来ています。 


３ 
NO CARRIER 
回線が切断されました。 


４ 
ERROR 
コマンドを受け付けられません。 


６ 
NO DIALTONE 
ダイヤルトーンの検出ができません。 


７ 
BUSY 
話中音の検出中です。 


８ 
NO ANSWER 
接続完了タイムアウト。 


１００ 
RESTRICTION 
ネットワークが規制中です（通信ネットワークが混雑しています。 
しばらくたってから接続し直してください）。 


１０１ 
DELAYED 
リダイヤル発信規制中です。 


数字表示 
文字表示 
意　味 


５ 
CONNECT １２００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度１２００bps で接続しました。 


１０ 
CONNECT ２４００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度２４００bps で接続しました。 


１１ 
CONNECT ４８００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度４８００bps で接続しました。 


１３ 
CONNECT ７２００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度７２００bps で接続しました。 


１２ 
CONNECT ９６００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度９６００bps で接続しました。 


１５ 
CONNECT １４４００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度１４４００bps で接続しました。 


１６ 
CONNECT １９２００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度１９２００bps で接続しました。 


１７ 
CONNECT ３８４００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度３８４００bps で接続しました。 


１８ 
CONNECT ５７６００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度５７６００bps で接続しました。 


１９ 
CONNECT １１５２００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度１１５２００bpsで接続しました。 


２０ 
CONNECT ２３０４００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度２３０４００bpsで接続しました。 


２１ 
CONNECT ４６０８００ 
FOMA 端末－パソコン間を速度４６０８００bpsで接続しました。 


お知らせ 
･「ATV」コマンドが n=１に設定されている場合には英文字表記（お買い上げ時）、n=０に設定されている 


場合には数字表記でリザルトコードが表示されます。→ P29 
･ 従来の RS- ２３２ C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますが、FOMA 端末－パ 


ソコン間は USB ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 


次ページへ続く 
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■ 通信プロトコルリザルトコード 


■ リザルトコード表示例 


ATX 0 が設定されているとき 
「AT￥V」コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に "CONNECT" のみの表示となります。 
文字表示例：ATD ＊９９＊＊＊３ # 
CONNECT 
数字表示例：ATD ＊９９＊＊＊３ # 
１ 
ATX 1 が設定されているとき 
･ ATX1、AT￥V0 が設定されている場合（お買い上げ時） 
接続完了のときに、"CONNECT ＜ FOMA 端末－パソコン間の速度＞ " の書式で表示します。 
文字表示例：ATD ＊９９＊＊＊３ # 
CONNECT ４６０８００ 
数字表示例：ATD ＊９９＊＊＊３ # 


１ ２１ 
･ ATX1、AT￥V1 が設定されている場合※ 1 


接続完了のときに、次の書式で表示します。 
"CONNECT ＜ FOMA 端末－パソコン間の速度＞＜通信プロトコル＞＜接続先APN ＞/ ＜上り方向 
（FOMA端末→無線基地局間）の最高速度＞/＜下り方向（FOMA端末←無線基地局間）の最高速度＞"※2 


文字表示例：ATD ＊９９＊＊＊３ # 
CONNECT ４６０８００ PACKET mopera.net/６４ /３８４ 
（mopera.netに、上り最大６４ kbps、下り最大３８４kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例：ATD ＊９９＊＊＊３ # 


１ ２１ ５ 
※ 1：ATX１、AT￥V１を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しくできないことがあります。 
AT￥V０だけでのご利用をおすすめします。 
※ 2：AT￥V１が設定されている場合、＜接続先 APN ＞以降は PACKETで接続している場合のみ表示 
されます。 


数字表示 
文字表示 
意　味 


１ 
PPPoverUD 
PPPoverUD で接続（BC=UDI、+CBST=１１６ ,１ ,０） 


５ 
PACKET 
PACKET で接続 


